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概要
Visual	LANSAフレームワークとは
外観
フレームワークを使う必要性
対象となるユーザー
フレームワークの利点



Visual	LANSAフレームワークとは
フレームワークは、設計者と開発者にアプリケーション・フレームワー
クを提供するLANSAの拡張オプションです。
LANSAに慣れていない方は一度フレームワークをご覧ください。ト
レーニング・コースを修了したばかりであれば、以下の疑問を持つと思
います。
最初にVisual	LANSAやLANSA	for	the	Webのアプリケーションを設計お
よび実装するにはどうすればよいか。
フレームワークは、以下を提供します。

プロトタイ
プ

このフレームワークにより、コードを1行も書くこと
なく、非常に迅速に商用アプリケーションをプロトタ
イプ化することができます。実行可能なプロトタイプ
は意図をエンド・ユーザーや他の開発者に伝えること
が可能です。

設計 フレームワークはエンド・ユーザーが使い慣れている
MS-Outlookスタイルののユーザー・インターフェー
スを持っています。このアプリケーション・モデルは
非常に理解しやすいものです。

刷新 必要ならば、フレームワークのRAMPツールを使い、
既存のSystem	iアプリケーションを最新のツールにひ
けを取らないものに作り替えることができます。5250
アプリケーションの変更は必要ありません。

実装と配置 フレームワークは必要なコーディングの量を最小限に
します。プロトタイプ・アプリケーションの各パーツ
は承認されているので、それをフレームワークからス
ナップアウトし、コーディングした実コンポーネント
にスナップインすることができます。[コード	ウィ
ザード]で、ほとんどのコードが自動生成できます。

保守と強化 構築された環境はアプリケーションの保守と強化を効
果的に制御します。

フレームワークの利点は、シングル・アプリケーション・モデルからの
以下への配布をサポートしていることです。

									Windowsリッチ(スマート)クライアント	–このガイドで



は、VLF.WIN	
									Webブラウザー	–	VLF.WEB

									Microsoft	.NET		-	VLF.NET
フレームワークは、これらのうちの任意またはすべての環境に、任意の
組み合わせで配布できます。
	



外観
Windowsのフレームワークは、次のようになります。

	
Webバージョンのフレームワークは、Windowsのフレームワークとほぼ
同じ外観になります。



フレームワークを使う必要性
フレームワークの使用について：

									市販用、中〜大規模統合アプリケーションの開発

									学習曲線を最小限に抑え、初期生産性の最大化

									設計中にエンド・ユーザーの参加が大いに可能

									ソリューションを迅速に出力

									WindowsおよびWebのシングル・アプリケーション・モデルを使用
フレームワークはVisual	LANSAおよびLANSA	for	the	Web製品の拡張オ
プションです。フレームワークは一般の商用アプリケーションを迅速に
開発するためのものなので、すべてのタイプのアプリケーションに対す
る最善のソリューションではありません。
フレームワークはより高度な生産性と学習曲線のためにVisual	LANSAお
よびLANSA	for	the	Webの柔軟性の一部を犠牲にします。
フレームワークのプロトタイプ機能が、使用しているアプリケーション
のタイプに合っていれば、それにより高速にアクセスできます。タイプ
が合ってない場合は、従来同様Visual	LANSAおよび/またはLANSA	for
the	Webをご使用ください。
フレームワークに適さないもの：

									システム・ツールや機能のカスタマイズ

									小さいまたはスタンドアロンの非統合アプリケーション

									すでに自身のアプリケーション・フレームワークあるいは同等のも
のを持つサイト

									すでにVisual	LANSAやLANSA	for	the	Webでかなりの経験を持つ開
発者

									パンフレット型、B2Cまたは公的にアクセスできるWebサイト
「WindowsアプリケーションとWebブラウザー・アプリケーションのど
ちらを使用するか」を参照してください。



対象となるユーザー
フレームワークの起動

設計者
フレームワークを使用して簡単にアプリケーションのプロトタイプを作
成できます。プログラミングの知識は必要はありません。

開発者
開発者はフレームワークにスナップ・インするコンポーネントを作成し
て、プロトタイプを実際のアプリケーションに移行します。
次にあげる例に当てはまるユーザーはおそらくフレームワークを使用す
るでしょう。

									VBなどの基本的なイベント・ドリブン型プログラミングの経験者

									Visual	LANSAまたはLANSA	for	the	Webのトレーニング・コースの
修了者

									「こんな時にはどうするか」という問題意識のあるユーザー

何名かの開発者で同時にモジュラー・スナップイン・コンポーネントを
作成する作業ができます。

管理者
配置されたフレームワークのユーザーには、管理者ユーザーへのアクセ
ス権限とアプリケーション用に定義したサーバーへのアクセス権限が与
えられることがあります。サーバーの定義、ユーザー・プロファイルと
パスワードの制御はオプションです。

エンド・ユーザー
配置したフレームワークのエンド・ユーザーには開発者が作成したアプ
リケーションしか見えません。フレームワーク・メニュー、アシスタン
ト、チュートリアルなどの設計時の環境は非表示になります。



フレームワークの利点

シングル・ア
プリケーショ
ン・モデルか
らのWebおよ
びWindowsアプ
リケーション

フレームワークはWindowsとWebに、単一で一貫性が
あるアプリケーション・モデルを提供します。WAM
の登場によりシングル・アプリケーション・モデル
の能力は従来より強化されます。

標準インター
フェース

大まかにはMicrosoft	Outlookをベースに設計されてい
ます。Outlookは世界中で非常にポピュラーで、ほと
んどのユーザーがビジネスでも家庭でも使い慣れて
います。

このモデルは、エンド・ユーザーがすべき動作が数
回のクリックだけであるというコックピットまたは
ダッシュボード型のデザインを提供しています。

XMLベースの
外部デザイ
ン・スキーマ

フレームワークはすぐに実行できます。

標準設計方法により、多くの開発者が同時に別々の
アプリケーションのパーツで作業できます。
評価やフィードバックのために、プロトタイプの
バージョンを電子メールで迅速に送信できます。

迅速なプロト
タイプ作成

アプリケーション、ビジネス・オブジェクトおよび
コマンドは数分で定義でき、それらをサポートする
コードが存在する前でもエミュレーション・モード
で使用できます。

完了した結果の表示、振る舞い、感じがどのような
見通しになるか、コードを一行も書かずに確かめる
ことができます。
このプロセスは新しい、あるいは潜在的なビジネス
のニーズをすばやく発見する手段としても使えま
す。

プロトタイプ
からアプリ
ケーションへ

ユーザーはプロトタイプのどの部分も削除する必要
がありません。プロトタイプを実際のアプリケー
ションに移行する場合、ユーザーは作成したパーツ
をフレームワークにスナップするだけで良いので



す。これにより、アプリケーション、ビジネス・オ
ブジェクト、コマンド、メニューおよびイメージの
基本的な構造を残すことができます。

迅速な刷新 フレームワークのRAMPツールを使い、わずかな工数
で既存のSystem	iアプリケーションをWindows用に作
り替えることができます。

5250アプリケーションになんら変更を施すことな
く、高度なナビゲーション、検索、組織化の機能が
使えるようにすることができ、他の「刷新」ツール
にひけを取りません。

コーディング
が容易

フレームワークによって開発者はより高度なVisual
LANSAやLANSA	for	the	Webの機能へ簡単にアクセス
できます。例えば、フレームワークは自動的にマル
チ・フォーム、マルチ・コンポーネントの対話処理
と参照を扱います。

ロード・オ
ン・デマン
ド・アーキテ
クチャ

アプリケーション・コンポーネントを、使用する時
に動的にロードするロード・オン・デマンド・アー
キテクチャ。これにより起動時にアプリケーション
全体をロードすることを防ぎます。

開発者および
ユーザー・イ
ンターフェー
スの標準

スナップイン・フィルターおよびコマンド・ハンド
ラーの標準化構造により、開発手法の標準化が促進
されます。

ユーザー・インターフェースはほとんどの範囲がフ
レームワークで制御されるので、一貫性が保たれま
す。

Visual	LANSA
での生産性向
上

フレームワークはマルチ・フォームの対話処理や参
照などアプリケーションのすべての基本関数を扱い
ます。

新しいVisual
LANSAや
LANSA	for	the
WebのWeb開発
者にとっての
飛躍的なス

アプリケーション開発の開始にあたって、この環境
が開発者を支援し、標準的な実装へとガイドしてく
れます。



タート

より複雑なOO
コンセプトへ
の段階的で利
点のある手引
きがありま
す。

フレームワークは継承などのOOコンセプトに基づい
ています。その基礎的な構造と利点は、フレーム
ワークの開発者がアプリケーションの実装において
進歩するごとに、徐々に明らかになるでしょう。



最新情報
このセクションでは、フレームワークの当バージョンの新しい機能の概
略を説明します。
	
バージョン13の機能
このバージョンのフレームワークでは、DirectXのユーザー・インター
フェースなどLANSAバージョン13の新機能が使用され、紹介されてい
ます。

重要!	詳しくは、「Direct-XモードでのVisual	LANSAフレームワークの
使用」を参照してください。

クイック検索のカスタマイズ
クイック検索はVLFウィンド
ウの右上に表示されるダイア
ログ・ボックスです。

今までは全ビジネス・オブ
ジェクトのキャプション・リ
ストの検索を行っていまし
た。今バージョンでは、これ
を上書きしてコントロールさ
れた値のリストをユーザーが
検索するようにすることがで
きます。
そしてユーザーがその中の値
を選択した時の処理も制御可
能です。一般的な処理として
は、ビジネス・オブジェクト
や、ビジネス・オブジェクト
内のインスタンス・リスト、
ビジネス・オブジェクト用の
コマンド・ハンドラーなどへ
の切り替えがあります。
必要であれば、検索された値
のリストを作り直すよう合図
を送ることも可能です。

詳細は、	「クイック検索の

インスタンス・リスト用のポップアッ
プ・パネル・ヒント
フレームワークがDirect-Xモードで実行
されている場合、ユーザーがインスタ
ンス・リストのエントリー上にマウス
をポイントすると、ポップアップ・パ
ネルが表示できるようになりました。
このパネルを使用することで、ユー
ザーがアイテムのコマンド・ハンド
ラーを開かずに、そのアイテムの簡単
な概要を見ることができるようになり
ます。
エンド・ユーザーは、このポップアッ
プが必要ない場合、インスタンス・リ
ストで右クリックしてこの機能を無効
にすることもできます。
詳細は、	「インスタンス・リストの
ポップアップ・パネル・ヒント」を参
照してください。
	



上書き機能」を参照してくだ
さい。

ステータス・バーからのアプ
リケーション起動
フレームワークがレンダー・
タイプ"M"で実行されている
場合は、フレームワークのス
テータス・バーから直接アプ
リケーションを起動できるよ
うになりました。
詳細は「ステータス・バーか
らのアプリケーション起動」
を参照してください。

モニター切り替えボタン
ユーザーが復数のモニターを切り替え
られるよう、ボタンが追加されまし
た。このボタンはフレームワーク・
ウィンドウの左下にあります。
	

その他のVLF-WIN	の改善点
ユーザーがツリー・ビューの
インスタンス・リスト内のク
ラスター・アイテムをクリッ
クすると、Visual	ID	1	と
Visual	ID	2	が使用できます。
今までは、キーを識別するア
イテムのみ使用可能でした。
日付インスタンス・リストの
カラムにブランク値が追加さ
れると、前回のインスタン
ス・リストのエントリー値で
はなく、ブランクが表示され
るようになりました。
ユーザーが復数のビジネス・
オブジェクトに適用するコマ
ンドを選択した際のビジネ
ス・オブジェクトの並び変え
の順序が改善されました。		

	

	
	



以前のバージョン	の新機能
以前のフレーム	ワークのバージョンの新機能については、以下の各項を
参照してください。
フレームワークのEPC	870バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	868バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	839バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	831バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	826バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	804バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	793バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	785バージョンに追加された新機能



フレームワークのEPC	870バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC	870バージョンの新機能の
概要を説明します。

iPadおよびAndroidのタッチ・デバイス上の
フレームワーク
iPadおよびAndroidのタッチ・デバイス上で
のフレームワークのWebアプリケーションの
実行が可能です。タッチ・デバイスで必要
となるタッチ機能を有効にするため、Webス
タートアップURLパラメータのTOUCH=を
使用して、フレームワーク・アプリケー
ションを開始させます。
詳細は「タッチ・デバイスの考慮事項」を
参照してください。

Web	構成アシスタント
始めてVLF	Web開発を始
める時は、Web構成アシ
スタントがWebサーバー
のフレームワーク構成を
手助けします。
Web構成アシスタント
は、(フレームワーク)メ
ニューから、もしくは
(フレームワーク)	-->	(プ
ロパティ)	-->[フレーム
ワーク詳細]	タブからア
クセスできます。
フレームワークの[開発
者初期設定]やVLFの管
理者コンソールを使用す
る代わりにこの機能を利
用することができます。
	

VLF-WEB拡張機能	-	更に強化されたWAM
サポート
WAMを使用してミニ・フィルターを作成す
ることができます。詳細は、「WAMミニ・
フィルター用RDMLX」を参照してくださ
い。
Webアプリケーション・ヘルプをWAMが処
理できます。詳細は、「Web	アプリケー
ションのヘルプ・テキスト」および、基本
的な例については、製品より提供されてい
るWAM	UF_SY0002を参照してください。
jQueryのUIビジュアル・デザイン・テーマを
使用するウェブレットを、VLF	WAMフィル

ユーザー権限レポート
ファイル
VLF-WINアドミニスト
レータが、システム上の
全ユーザーおよびその
ユーザーのシステム上の
あらゆるオブジェクトに
対する権限の完全なリス
トを.csvファイルとして
提供します。このファイ
ルはMS	Excelで表示する
ことができます。
レポートを作成するに
は、VLF-WIN(管理)	-->



ターやコマンド・ハンドラーで使用できる
ようになりました。WAMのレイアウト・
ウェブレットとしてvlf_layout_v2を使用し
て、JQueryテーマをWAMに適用させるだけ
です。WAMのテーマの詳細については
『LANSA	for	the	Webガイド』を参照してく
ださい。vlf_layout_v2を使用する際はその他
のスタイルの変更もあります。
	

(ユーザー)画面の[ユー
ザー権限レポートファイ
ル]ボタンを使用しま
す。

	



フレームワークのEPC	868バージョンに追加された新機能
	
このセクションでは、フレームワークのEPC	868バージョンの新機能の
概要を説明します。	以下に注意してください。

今回のEPCをインストール後、全てのリレーション・ハンドラーを
再コンパイル・再配布する必要があります。

LANSA	V12でサポートされるプラットフォームを使用してくださ
い。詳細は以下を参照ください。
http://www.lansa.jp/support_japan/support/V12/PDF/DW-120020.pdf.

Chrome、Firefox、SafariでVLF.Webを実行する場合、ユーザーが書き
加えた既存のJavaScriptやWAM内のHTMLやRAMPのスクリプトがそ
れぞれのブラウザで作動するか確認してください。

VLF.Webの複数ブラウザ・サポー
ト
VLF.Web	がInternet	Explorer、
Firefox、Chrome、Safariで実行可
能になりました。
VLF.NETでは、Internet	Explorerの
みサポートされることに注意し
てください。
	

aXes-TS2をRAMP-TSエンジンとし
て使用可能
aXes-TS2	が	RAMP-TSで使用可能に
なり、RAMP-TSアプリケーション
がaXes-TS2と互換性のあるブラウザ
で使用できるようになりました。
	

インスタンス・リスト
標準の組み込みインスタンス・
リストに	日付と日時のカラムを
追加できます。
編集コードを数値列に適用でき
ます。
インスタンス・リストの行の色
を制御することができます。
インスタンス・リストで複数項
目の選択を制御することができ
ます。

サインオン画面上のWebコンテンツ
全てのユーザーは必ずログオンしま
す。ですから、サインオン画面は会
社の業務広告やアプリケーションの
変更、販売促進用などには理想の場
所です。	これを可能にするには、
サインオン画面にWebページやURL
を開始するボタンを追加します。
フレームワークのサインオン画面上
のボタンでWebページを開始するこ
とができます。	このボタンは

http://www.lansa.jp/support_japan/support/V12/PDF/DW-120020.pdf


インスタンス・リストのツール
バー・ボタン	に記述テキストを
表示することにより、見た目も
良くなり、使いやすくなりまし
た。
VLF.WIN	エンド・ユーザーが表
示するインスタンス・リストの
カラムを選択することが可能に
なり、アプリケーションをどの
ように表示するかの調整が更に
容易になりました。
VLF.WIN	コードにより直接Visual
Lansaのツリーにアクセスするこ
とで、インスタンス・リストの
内容を確認できます。
	

VLF.WIN、VLF.Web、VLF.NETのサ
インオン画面に追加できます。
画像の代わりにVLF.WINのユー
ザー・ログオン画面にWebページを
表示することができます。
	
	

デモ・アプリケーションの新たな
付加価値機能
フレームワークのデモンスト
レーション・システムに	IBM	i
サーバー・メッセージ・キュー
の使用状況が表示されます。
デモンストレーション・アプリ
ケーションに新しいコマンド	画
面印刷が追加され、現在のVLF画
面/ウィンドウを印刷できます。
また、出荷時のフレームワーク
には新しいコマンド	新しいウィ
ンドウで開くが加わり、現在の
ビジネス・オブジェクトを新し
いウィンドウで開くことができ
ます。

サーバー接続
サーバーに接続する際に、Windows
ユーザーのプロファイルとパスワー
ドを使用することが可能です。
IBM	i	サーバーの場合、ユーザーが
タイプしたそのままのパスワードを
認証できます。
フレームワークではWindowsアプリ
ケーションでも長いパスワードが入
力できるようになりました。
接続ダイアログにどのサーバーを表
示するかコントロールができます。
詳細は「サーバー接続」を参照して
ください。
	

VLF.NET
生成されたVLF.NETアプリケー
ションは32ビット・プラット
フォームで実行するようコンパ

コマンド
フレームワークに対するコマンド・
ハンドラー・パネルの現状（通常か
最大化）を確認できます。	



イルできます。
それぞれのビジネス・オブジェ
クトに独自の画面レイアウトが
付きます。
省略値のアプリケーション・テ
キスト文字列（例えばダイアロ
グ・ボックスのサインイン時の
ユーザー名やワースワードのラ
ベルなど）は動的に上書きでき
るようになりました。
詳細は「VLF.NETの拡張機能」
を参照してください。
	

コマンドによりVLF.WINアプリ
ケーション内でフレームワークや
RAMPのロックを無視することがで
きます。
詳細は「コマンドとコマンド・ハン
ドラー」を参照してください。
	

ユーザー・インターフェイス
フレームワークのツールバー・
スタイルにテキスト記述付きの
大きなボタンを表示することが
できます。（新ユーザー用）
フレームワーク・ウィンドウが
複数開いている時に、フレーム
ワーク・フォームに表示されて
いるウィンドウ・コントロー
ル・バーを非表示にするオプ
ションがあります。
VLF.WINアプリケーションの開
始時に当初のメインウィンドウ
に位置を戻すロジックになって
います。ですから以前移動され
ていたり、アクセスしにくい場
所にあったとしても、ユーザー
がすぐに見つけられるようにな
りました。
詳細は	「ユーザー・インター
フェイスの拡張機能」を参照し
てください。

その他
Visual	LANSA	Active-X	コントロー
ルVF_AX003とDF_XMLACが、
MSXML6インターフェースを利用
するように変更されました。
フレームワーク・デザインXMLを
暗号化して保存できます。
エンド・ユーザーがフレームワーク
を終了しようとした際に、確認メッ
セージを設定することもできます。
詳細は	「その他の拡張機能」を参
照してください。
	

昔からの機能の中には廃止予定のものがあることに注意してください。



これらは下位互換性のためにサポートされていますが、新規の開発では
使用しないでください。
	



VLF.Web	がInternet	Explorer、Firefox、Chrome、Safariで実行
可能
フレームワークWebアプリケーションが、Internet	Explorer、Firefox、
ChromeおよびSafariで実行可能になりました。
詳細は	「Webアプリケーションとしてフレームワークを実行」を参照し
てください。
また、「Safari、FirefoxまたはChromeでVLF-WEBアプリケーションを使
用する」も参照してください。
IE以外のブラウザでRAMP-TSを利用する場合は、	「Web	RAMP-TSを
Chrome、Safari、Firefox用に構成する」を参照してください。



Safari、	Firefox、ChromeでVLF	WEBアプリケーションを使用
する
VLF-WEBの	今回のバージョンは、IE、Safari、FirefoxおよびChromeの
Webブラウザ	をサポートします。
複数のブラウザで	使用するVLF-WEBアプリケーションを配布する場合
は、以下の点を理解しておいてくださ	い：

VLF-WEB	アプリケーションがすでにIEで実行されている場合
LANSA	WAMコンポーネントはフィルターやコマンド・ハンドラーとし
て作成してあるでしょうし、RAMPスクリプトを使用した場合もあるか
もしれません。またこ	のVLF-WEBアプリケーションには手で加えらた
JavaScriptやHTMLのコードが存在する場合もあるでしょう。この自分で
加えたコードの部分	は複数のブラウザで正常に作動するかテストする必
要があり、修正が必要な場合もあります。						
以下に注意してく	ださい。

WIN	として知られるスキンは廃止予定です。	WEBとXP（青、オ
リーブ、シルバー）は使用可能です。

EPC868	のリリース当時、IEバージョン9はまだ製品候補版であり、
EPC868のテストはバージョン8で行われました。	バージョン9が正
式にリリースされテストされるまでは、バージョン8を選択するよう
にしてください。バージョン7もサポートされてはいますが、バー
ジョン	8でも同じ現象が再現する場合を除き、バージョン7のサポー
ト要求には応えられません。

フ	レームワークをEPC868で保存すると、生成される.HTMファイル
は	2つだけです。

<framework	name>_<language>_BASE.htm	–	XP	skinを使用してIEで実
行する、Firefox、ChromeおよびSafariの場合
<framework	name>_<language>_WEB.htm	-	WEBを使用してIEで実行
する場合のみ

	

アップルの	Mac、iPad、iPhoneの標準ブラウザ"Safari"
Safari	はアップルのMac、iPhoneおよび	iPad	で使用されるブラウザで



す。これらの製品はSafariの参照プラットフォームです。
Safariでの	問題を報告する際は、いずれかの参照プラットフォームで再
現可能な場合のみ対応できることを承	知しておいてください。						

複数のブラウザ	でテストを行ってください
アプリケーション	のテストを行わずにブラウザへ配布することはしない
でください。
VLFで使用され	るブラウザ機能の中には問題が生じる場合もあることに
注意してください。このような問題が発生	した場合、解決策を探す努力
はしますが、その問題が努力に値するものではないと判断される場合も
あります。例えば、現在Chromeのモーダル・ウィンド	ウの問題があり
ますが、これを解決するにはかなりの労力が必要とされます。

実際のプラット	フォームでテストを行ってください
タッチ・デバイス	のテストの大	半は、例えばエミュレータなどを使っ
て行われるかもしれませんが、アプリケーション	の配布は必ず実際の
タッチ・デバイスでのテストを行ってからにしてください。			

複数のブラウ	ザ、複数のプラットフォームでのデバッグ方法を
学習してください
Webブラウザに	よってその動作は異なります。		複数のブラウザでアプ
リケーションのテストを行う上で重要なことは、それぞれのブラウザで
アプリケーションをどのようにトレースし、	デバッグ	するかの方法を
学ぶことです。		

複数ブラウザを	サポートするには負担がつきものです
ここまで複数のブ	ラウザをサポートすることについて述べてきました
が、これには負担が付きものです。
正当なビジネス・	ケースがあり、それに対して十分なテストを行ってか
ら、ブラウザをサポートするようにしてくだ	さい。
	

	



Web	RAMP	TSをChrome、Safari、Firefox用に構成する
RAMP-TSを利用するには、ブラウザのクロスドメイン・セキュリティ
（異なるドメインのドキュメントにアクセスするドキュメントに関する
セキュリティ）を解除する必要があります。
ドメインはホスト：ポートのコンビネーションを参照します。	例えば、
VLFがポート番号81のホストMyHost	を利用するとします。この場合、
VLFのドメインは	MyHost:81	となります。また、RAMP-TS(aXes)がポー
ト番号	8080でホストのMyHost	を使用する場合、RAMP-TSのドメインは
MyHost:8080	となります。	ですから、VLFとRAMP-TSはそれぞれ異な
るドメインにアクセスします。
Internet	Explorerでクロスドメイン・セキュリティを解除するには、信頼
済みサイトにホストを加えます。

	
	
Chrome、FirefoxやSafariには同様の設定がないので、Webサーバーのリ
バース・プロキシ機能を使ってクロスドメイン・セキュリティを解除し
ます。	上記例のホスト名で、IBM	i	Adminインスタンスではリバースプ
ロキシ設定は次のようになります：



	
この例のMyHost:8080の部分をユーザーのホスト情報に入れ替えて、リ
バースプロキシを設定します。	この指定の入力の順番が重要であること
に注意してください。複数のホストを指定した場合、RAMP-TSは一番
最初に一致したものだけを試します。
リバースプロキシが設定できたら、次の手順を追ってください。

1.		Webサーバーを再起動します。

2.			ブラウザのキャシュをクリアします。

3.			Fiddlerをスタートします。

4.			まずMyHost:8080/ts/ts2/index.htmlに相当するページ、そして
次にMyHost:81/ts/ts2/index.htmlに相当するページを試してください。

MyHost:8080はRAMP-TS(aXes)	のドメインです。ですから、
MyHost:8080/ts/ts2/index.htmlを入力すると、すぐに以下のようなペー
ジが表示されるはずです。

http://support.lansa.com:2111/ts/ts2/index.html
http://support.lansa.com:2111/ts/ts2/index.html
http://support.lansa.com:2111/ts/ts2/index.html


この画面が表示されない場合は、aXesが正しくインストールされていな
い、または構成に問題がある可能性があります。
MyHost:81はVLFのドメインです。	VLFドメインを使って同じページを
試してください。同じページが表示されたら、Webサーバーの構成の変
更が正しく機能していることが確認できます。
	



aXes-TS2がRAMP-TSで使用可能
aXes-TS2	が	RAMP-TSで使用可能になり、RAMP-TSアプリケーションが
aXes-TS2と互換性のあるブラウザで使用できるようになりました。

VLF.WEBアプリケーションはaXes-TS2	(つまりRAMP-TS2)をIE、
Safari、ChromeやFirefoxのブラウザで使用することが可能です。
ただしVLF.WINとVLF.NET	アプリケーションはaXes-TS2	(つまりRAMP-
TS2)をIEでしか使えません。これはMicrosoftのWebインターフェース技
術を基本にしているからです。	
詳細は、RAMP-TSプロパティ	「エンジン」を参照してください。
	



日付と日時のカラム
この拡張機能が追加されため、全ての既存のリレーション・ハンドラー
を再コンパイル・再配布しなければならないことに注意してください。
標準の組み込みインスタンス・リストに	日付や日時の値を新しい列とし
て追加できます。

表示形式も指定できますし、必要であればUTC時間への変換も可能で
す。

表示形式とUTC時間変換はドロップダウン・リストから選択します。

出力形式は、AsDisplayStringファンクションでRDMLXの日付と日時の
両方に使用可能なあらゆるフォーマットにマップされます。
新規の日付と日時の列はRDMLとRDMLXフィルターやコマンド・ハン



ドラーから追加したり、更新したりできます。
日付、日時の値には必須の入力形式があります。	詳細は	「インスタン
ス・リストにカラムを追加」と	「インスタンス・リストのカラム」を参
照してください。
リレーション・ハンドラーのファンクションで使用可能な新たなサブ
ルーチンSETDCOLもあります。	詳細は、	「リレーション・ハンドラー
のサンプル」を参照してください。	
このEPCと共に同梱されているドキュメント内の必要なユーザー・アク
ションについての記述を読んでください。
	
	



編集コード
編集コードを追加された数値列に適用できます。
	

	詳細は	インスタンス・リストのカラムを参照してください。
	



エンド・ユーザーが表示するインスタンス・リストのカラムを
選択する
これはVLF.WINの	みの機能です。
エンド・ユーザーがどの列をインスタンス・リストに表示するかを選択
できるようになり、アプリケーションの見た	目をユーザーが更にコント
ロールできるようになりました。	マウスの右クリックのメニュー・オプ
ションから[フィールド/カラムを選択]で選択することができます。
縦並びまたは横並びの子リストのカラムを選択する場合は、マウスを子
リストの上に置いてからマウスを右クリック	してください。				
ビジュアル識別子1は常に表示されていなければなりません。これは
ユーザーが表示されているリストから全ての列	を削除してしまわないよ
うにするためです。

	



インスタンス・リストの行の色を制御する
インスタンス・リストの行のフォントや背景色が制御できます。

インスタンス・リスト行の色は行を追加する際に指定されます。

WindowsとWAMのフィルター、コマンド・ハンドラーでは新しいパ
ラメータRowColorをavListManager.AddtoListメソッドと
avListManager.UpdateListEntrydataメソッドで使用することができま
す。

Webイベント・フィルターとコマンド・ハンドラーはVF_SET
ROWCOLORを使用できます。

リレーション・ハンドラーのファンクションはサブルーチン
SETROWCOLを呼び出し、WEBやWIN環境の色を設定できます。

インスタンス・リストのエントリーの色は、"DEFAULT"という値を設定
することで元の色に戻すこともできます。	
Windows環境では、色はVLFに登録されたビジュアル・スタイル名で
す。	Web環境では、色は以下のようなCCS文字列となります：
	
"color:RED;background-color:BLUE;font-style:italic	"
	
VLF.NETのみわずかながらCSS属性がサポートされていることに注意し
てください。
この行の色は例えば色分けした地図などに利用することができます。



詳細は	リスト・エントリーの色の変更	(RowColor)を参照してくださ
い。
	
	



インスタンス・リストで複数項目の選択を制御する
ビジネス・オブジェクトのプロパティ・ウィンドウの[インスタンス・
リストの設定]タブにある新しいプロパティ	「複数選択を許可」を参照
してください。

	



インスタンス・リストのツールバー・ボタンに記述テキストを
表示する
インスタンス・リストにオプションでツールバー・アイコンに関するテ
キストを表示することができます。これにより見た目もよくなり、使い
やすくなります。			

	
詳細は	「インスタンス・リスト・ツールバーのテキスト位置」を参照し
てください。
	



コードにより直接Visual	Lansaのツリーにアクセスする
VLF.WIN	コードを使って直接Visual	Lansaのツリーにアクセスでき、イ
ンスタンス・リストの内容を確認できます。	ツリーを参照できるように
なると、ツリー内の項目や項目内の列にもアクセスできるようになりま
す。	
詳細はビジュアライゼーション・ツリーへの低レベルの直接アクセスを
参照してください。
	



フレームワークのサインオン画面上のボタンでWebページを開
始する
フレームワークのサインオン画面上のボタンでWebページを開始できま
す。	これはすべてのフレームワーク環境で利用できます。
例えば開始したページで最新の会社情報を表示したり、フレームワーク
以外のアプリケーションへのリンクを表示したりできます。

詳細は、「開始ボタンのキャプション」、	「URLの開始	(Windows)」お
よび	「URLの開始	(Web	/	.Net)」を参照してください。
	
	



VLF.WINのユーザー・ログオン画面にWebページを表示する
VLF.WINのユーザー・ログオン画面に画像の代わりにWebページを表示
することができます。

詳細は、	「表示するイメージ/Webページ」を参照してください。
全てのユーザーは必ずログオンします。ですから、サインオン画面は会
社の業務広告やアプリケーションの変更、販売促進用などには理想の場
所です。
これはフレームワークのアプリケーションの外部になるので、変更もし
やすく、毎日更新することも可能です。さらにユーザーのPCにソフトを
配布する必要もありません。
ハイパーリンクを含む小さなWebドキュメントを利用して2つ目のブラ
ウザ・ウィンドウを開くというのは良いアプローチです。	例えば：
今年度最大の売り上げ情報はこちらをクリックしてください。		
このアプリケーションの最新の変更点に関してはこちらをクリックして
ください。		
最新の人事方針についてはこちらをクリックしてください。				
	



デモンストレーション・システム

IBM	i	サーバー・メッセージ・キュー
フレームワークのデモンストレーション・システムに	IBM	i	サーバー・
メッセージ・キューの使用状況が表示されます。
このアプリケーションはツールバーの新しいボタン[キュー]により起動
され、ユーザー個別のキュー、グループ・チャット・キュー、イベント
通知・キューの使用状況を示します。	詳細は	「IBM	i	サーバー・メッ
セージ・キュー」を参照してください。

	

画面印刷
デモンストレーション・アプリケーションに新しいコマンド[印刷]が追
加され、現在のVLF画面/ウィンドウを印刷できます。	このコマンドは
デモンストレーション・アプリケーションが選択された際に表示される
ツールバーのボタンからアクセスできます。

	

新しいウィンドウで開く
出荷時のフレームワークには新しいコマンド	[新しいウィンドウで開く]
が加わり、現在のビジネス・オブジェクトを新しいウィンドウで開くこ
とができます。	ビジネス・オブジェクトが選択されていない場合は、現
在のアプリケーションが新しいウィンドウで開きます。	アプリケーショ
ンが選択されていない場合は、フレームワーク自体が新しいウィンドウ
で開かれます。



	



サーバー接続
	
この新しいプロパティは[サーバーの詳細]タブに表示されます。

Windowsのユーザー・プロファイルとパスワードを使用
[Windows認証を使用]オプションにより、サーバーの接続時にWindowsの
ユーザー・プロファイルとパスワードが使用できます(Kerberos	/	シング
ル・サインオン	/	SSO)。	サーバーは事前にシングル・サインオンで構成
され、ユーザーが登録されている必要があります。
	

大文字と小文字のパスワードを認証
[大文字と小文字のパスワード]オプションを使って、IBM	i	サーバーで
ユーザーがタイプした通りにパスワードを認証できます。
	

接続ダイアログに表示するサーバーを制御
VLF.WINのサーバー・プロパティ[接続ダイアログに表示]で、エンド
ユーザーに表示される接続ダイアログのサーバー・リストにどのサー
バーを表示させるかを制御できます。
	

VLF.WINで長いパスワードが使用可能
フレームワークではWindowsフレームワーク・アプリケーションでも長
いパスワードが入力できるようになりました。	つまり、あらゆる状況
（Window、RAMP、Web）で、32文字のパスワードが使用可能です。
	
	
	



VLF.NETの拡張機能
32ビット・プラットフォーム用のコンパイル
生成するVLF.NETアプリケーションのターゲット・プラットフォームが
指定できるようになり、生成したVLF.NETアプリケーションを32ビッ
ト・プラットフォームで実行させることが可能になりました。	詳細は
「.NET	ターゲット・プラットフォーム」を参照してください。
	

ビジネス・オブジェクトに独自の画面レイアウト
[VLF.NETのスクリーン・レイアウトの持続レベル]	オプションを利用し
て、それぞれのビジネス・オブジェクトが独自の画面レイアウトを持つ
ように指定できます。	省略値では、フレームワーク全体に１つの画面レ
イアウトが適用されます。
	

省略値のテキストの上書きが可能
VF_MULTI_YYY.js（YYYは言語コード）内のテキストを置き換え、そ
れをWebサーバーに入れることで、省略値のアプリケーション・テキス
ト文字列（サインイン・ダイアログ・ボックスのユーザー名やパスワー
ドのラベルなど）を動的に上書きすることができます。	詳細は	「省略
値のアプリケーション・テキストを動的に上書きすることを許可」を参
照してください。



コマンドとコマンド・ハンドラー

ロックされたフレームワークを無視
コマンドによりVLF.WINアプリケーション内でフレームワークやRAMP
のロックを無視することができます。	フレームワークやRAMPがロック
されていたとしても、ある特定のコマンドのインスタンスでは[ロック
されたフレームワークを無視]オプションを使用することができます。

出荷時のフレームワークのツールバー上にあるスプール、新ウィンド
ウ、キュー、印刷のコマンドには全てロック無視が設定がされており、
このプロパティの使用方法を試せるようになっています。
	

コマンド・ハンドラーが最大化されているかどうかを検知
新しいフレームワーク・サービスのプロパティavCmdPanelStateプロパ
ティは、フレームワークに対するコマンド・ハンドラー・パネルの現状
を返します。	パネルが最大化されていると、このプロパティにはMAX
が返され、最大化されていない場合はNORMが返されます。
	



ユーザー・インターフェースの拡張機能

フレームワーク・ツールバー・スタイル
フレームワークのツールバー・スタイルを[シンプル]に設定すると、テ
キスト付きの大きなボタンが表示されます。	

これは新しいユーザーには使いやすいスタイルです。	ただし、ボタンに
はテキスト行の折り返しがないので、表示できる数がデバイスの幅によ
り限られてしまいます。
全てのボタンに対して（コマンド・キャプションから取り出された）テ
キスト記述が表示されます。
ツールバー・スタイルを[アドバンス]に設定すると、小さなボタンが表
示され、テキスト行も２行目まで折り返されます。	

テキスト記述はツールバー・ボタンのキャプションが定義されているボ
タンのみ表示されます。
詳細は、フレームワーク詳細タブの「ツールバー・スタイル」を参照し
てください。

	
ウィンドウ・コントロール・バーの非表示
フレームワーク・ウィンドウが複数開いている時に、フレームワーク・
フォームに表示されているウィンドウ・コントロール・バーを非表示に
するオプションがあります。	フレームワーク・プロパティのオプション
に関しては、「マルチ・ウィンドウ・コントロールバーの配置」を参照
してください。



開始時にウィンドウを配置
VLF.WINアプリケーション開始時のロジックで、最初のメイン・ウィン
ドウの配置を行います。こうすることで、ユーザーがすぐに見つけられ
るようになりました。
以前は、ユーザーが画面の端に非常に近い位置でウィンドウを閉じた
り、2つ目のモニター画面上で閉じて、その後そのモニターが接続され
なかった場合や、画面の解像度が変更されて画面の外部に配置されてし
まった場合に、その後に再開されたVLFのメイン・ウィンドウは見つけ
にくく、使用しづらい状況でした。
	
	
	



その他の拡張機能

MSXML6
Visual	LANSA	Active-X	コントロールVF_AX003とDF_XMLACが、
MSXML6インターフェースを利用するように変更されました。	もし
ユーザーのVLアプリケーションがこれらのコンポーネントを直接参照
している場合には、再コンパイルして再テストする必要があります。
	

フレームワーク・デザインXMLの暗号化
フレームワーク・デザインXMLを暗号化して保存できます。	新しいオ
プション[XMLファイルの暗号化]はフレームワーク・プロパティの[フ
レームワークの詳細]タブに	あります。

終了確認時のメッセージ
エンド・ユーザーがフレームワークを終了しようとした際に、確認メッ
セージを設定することもできます。	[Web/RAMP詳細]タブの[終了確認時
の	メッセージ]オプションを使って、フレームワークを終了する前に表
示するメッセージを入力できます。	



フレームワークのEPC	839バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC	839バージョンの新機能の
概要を説明します。

VLF.NETスナップイン・コンポーネン
ト
Visual	LANSAフレームワークの.NET
SDKを使用して、フレームワーク・
フィルターとコマンド・ハンドラー
を.NETコンポーネントとして作成でき
るようになりました。
詳細については、『Visual	LANSA
Framework	Snap-in	Components	Guide』
を参照してください。

RAMP-TS
新しいRAMP製品である
RAMP-TSでは、5250アプリ
ケーションを刷新できます。
これは、VLF.WIN、
VLF.WEBおよびVLF.NET用
にリリースされました。
詳細については、『RAMP-
TS	ガイド』を参照してくだ
さい。

一般的なNotesおよびSpool	Filesコマン
ド・ハンドラー
汎用的な注釈コマンド・ハンドラーを
使用すると、ノートをビジネス・オブ
ジェクト・インスタンスに関連付ける
ことができます。ノートを分類した
り、複数の添付（MS-Word文書、電子
メール、イメージ/写真など）を関連付
けることができます。ノートと添付は
すべて、データベース・サーバー上に
あるデータベース・テーブルに永続的
に格納されます。
汎用的なスプール・ファイル・コマン
ド・ハンドラーを使用すると、ユー
ザーは、スプール・ファイルの待ち行
列を参照、削除、または変更できま
す。また、スプール・ファイルをテキ
スト・ファイルやPDFに変換できるの
で、コピー、電子メールでの送信、お
よび表示などができるようになりま
す。

インスタンス・リストのコン
テンツの文書へのエクスポー
ト
エンド・ユーザーが、文書へ
のインスタンス・リストのコ
ンテンツのエクスポートを実
行できるようになりました。
フレームワーク開発者の手を
追加で煩わせることはありま
せん。VLF.NETでサポートさ
れている文書形式は、次のと
おりです。

									Excel

									PDF
									HTML
									CSV
Windows環境では、テンプ
レートは使用できません。現
在サポートされている形式は
CSVだけです。

javascript:void(0);openCHM('VLFNETSDK.chm','main');
javascript:void(0);openCHM('lansa050.chm','main');


データをスプレッドシートへ送信する
コマンド・ハンドラー用のコード	ウィ
ザード
Windowsコマンド・ハンドラー用のコー
ド	ウィザードが新たに追加されまし
た。このアシスタントは、エンド・
ユーザーがフィールドのリストから選
択し、選択したフィールドのデータを
MS-Excelのスプレッドシートに送信で
きるようにするコマンド・ハンドラー
を生成します。エンド・ユーザーは、
インスタンス・リストのすべてのエン
トリーのデータを送信することも、選
択したエントリーのデータのみを送信
することもできます。
このコード	ウィザードを、MS-Excelへ
のCSVファイルとしてのデータの送信と
呼びます。
RAMPチュートリアル「インスタンス・
リストのデータをExcelに送信する	」の
順を追った説明を参照してください。
または、[インスタンスリストのMS-
Excelへの出力を許可]オプションを使用
して、インスタンス・リストのコンテ
ンツをスプレッドシートに自動的に送
信することもできます。

コマンド・ハンドラーおよび
フィルターの強制終了
フィルターおよびコマンド・
ハンドラー用の[常にアク
ティブ]オプションが拡張さ
れ、新たな設定[しない]およ
び[省略値]が追加されまし
た。
[しない]を設定すると、ビジ
ネス・オブジェクト間を移動
する場合に、非アクティブな
(表示されない)コマンド・ハ
ンドラーが終了します。
[省略値]は、フィルターやコ
マンド・ハンドラーの[常に
アクティブ]オプションを新
しいフレームワーク・レベル
のオプション[コマンドと
フィルターの常にアクティブ
の省略値]で設定されている
値に設定します。
アプリケーション・レベルの
トレース機能が拡張されたた
め、フィルターやコマンド・
ハンドラーのステータスを簡
単に判別することができま
す。

プログラムによるペインへのフォーカ
スの設定
avPaneFocusメソッドを使用して、プロ
グラムでペインを展開してそれに
フォーカスを設定することができま
す。
非表示のコマンドをフレームワークに
追加して、ユーザーがマウスを使用せ
ずにメイン・ペインの切り替えができ
るようになります。

高度なチュートリアル
高度なチュートリアルが、
Windows、WebおよびWAMフ
レームワーク用に使用できる
ようになりました。

javascript:void(0);openCHM('lansa050.CHM::/LANSA050_1095.htm','main');


サーバー定義での実行優先順位の設定
スーパー・サーバー・ジョブの実行優
先順位をサーバー定義に設定できま
す。デフォルトの優先順位は20です
が、これより小さい数字に設定する
と、スーパー・サーバーのジョブの優
先順位は高くなり、CPUからよりよい
サービスを受けることができます。
「実行優先順位」を参照してくださ
い。

フレームワークで使用される
メモリー量の削減
新しいフレームワーク・レベ
ルのオプション[ワーキング
セットのトリム]を使用する
と、フレームワークで使用さ
れるメモリーの量を削減する
ことができます。
このオプションがVLF-WIN
アプリケーションで有効であ
ると、次のような場合にフ
レームワークを実行する
Windowsプロセスのワーキン
グ・セットがトリミングされ
ます。

									フレームワークの起動が
完了したとき

									メイン・フレームワー
ク・ウィンドウが約20秒間
最小化されたとき

未保存の変更の新たな保存方法
uQueryCanDeactivate/avNotifyDeactivation
を使用した未保存の変更の保存という
新しい方法があります。

アイコン・リファレンスの取
得
avFindIconメソッドを使用し
てVisual	LANSAフレームワー
クのアイコン参照の取得を実
行することができます。

Webページのタイトルとしてのフレー
ムワークのキャプションの使用
VLF-WEBアプリケーションとして実行
中に、フレームワークのキャプション
がWebページのタイトルとして使用さ
れ、Webページの言語でIEタブに表示さ
れるようになりました。

VLF.NETの手動配布
環境によっては、厳格なセ
キュリティ・ポリシーによ
り、ClickOnce配布が実行で
きません。新しい機能では、
ネットワーク管理者が、ネッ
トワーク共有などからローカ
ルに起動できるVLF.NETの
バージョンを生成できるよう



にすることにより、この問題
に対処しています。
VLF.NETの手動配布
(VLF.NETを配布する代替方
法)

ユーザー・モードでのアプリケーショ
ン・トレース機能の有効化
組み込みのデモ・アプリケーションに
は、アプリケーション・レベルのト
レース機能を有効にし、ユーザー・
モードで使用できるようにするフレー
ムワーク・レベルのコマンドが用意さ
れています。
この実行方法の例については、再利用
可能パーツDF_DET46のソース・コード
を参照してください。

ウィンドウまたはタイトル・
バーのキャプションへのテキ
ストの追加
任意のテキストを現在のウィ
ンドウやタイトル・バーの
キャプションに追加できるよ
うになりました。FAQ「コマ
ンド・ハンドラー上のビジネ
ス・オブジェクト・インスタ
ンスのキャプションは変更可
能か」を参照してください。

[表示]メニューの新規オプション
[表示]メニューの新規オプションを使用
すると、ユーザーはフレームワーク・
ウィンドウの特定の部分にフォーカス
を移動できます。
それがどのように機能するのかを確認
するには、たとえば、プログラミン
グ・テクニック・アプリケーションの
Essentialビジネス・オブジェクトを実行
してみてください。

	

	
以前のフレームワークのバージョンの新機能については、以下の各項を
参照してください。
フレームワークのEPC	831バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	826バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	804バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	793バージョンに追加された新機能
フレームワークのEPC	785バージョンに追加された新機能



		
	



フレームワークのEPC	831バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC831バージョンの新しい機
能の概略を述べます。

VLF.NET
フレームワークWebブラウ
ザー・アプリケーション
は、VLF.NET機能を使用し
て.NET実行可能ファイルとし
てコンパイルできます。以下
を実現しています。

									セキュリティ機能の強化	

									クライアント側アプリ
ケーションの実行速度の高
速化

									GUI機能のビジュアルの
改善および機能の向上

									.NETの統合Webブラウ
ザー配布テクノロジを使用
したニア・ゼロ配布

ユーザー・エクスペリエンスの向
上
ビジュアル・テーマ
サーバー接続の復元
ツールバーの[クイック検索]ボックス

開発者のインターフェース
の強化
開発者のワークベンチ
フィルターおよびコマンド・
ハンドラ―のスナップイン機
能の向上
イメージ・パレットの改良
「プロトタイプモードのみ」
でのフレームワークの実行
最新のデモンストレーショ
ン・システムへの簡単なアク
セス
XMLフレームワークの旧バー
ジョンの整理

インスタンス・リストの改善
インスタンス・リストのツールバー・
ボタンの表示/非表示
プログラムによるインスタンス・リス
トのソート
フィルターによるインスタンス・リス
トの欄見出しのオーバーライド
インスタンス・リストのピア・オブ
ジェクトの有効化/無効化



新しい機能
Windowsでのペインのプログ
ラムによる縮小と展開
汎用ドキュメント・マネー
ジャ
オブジェクトを新しいウィン
ドウで開く場合の制御
ウィンドウ・タイトルへの現
在のビジネス・オブジェクト
の表示(任意)
接続前のセッション値の設定
フィルターおよびコマンド・
ハンドラーのアクティブ状態
のテスト
フレームワークのバージョン
番号の指定

Webの機能強化
フレームワークWebアプリケーション
でのトレースの無効化
WebでのビジュアルIDの非表示
制御可能なボタンのタブ順序
フォーカス入力スタイルの改善
VLF.WEBログオンの改善
DBCS	Webアプリケーションの起動時
間の短縮
Webフレームワークの起動時の寸法の
制御
Webブラウザー・アプリケーションの
XPおよびVistaのフィールドとボタン
の改良

新しい制限
アプリケーション・ビューの
最大数が100に増加
最大長32のWebパスワード
デフォルトで500に設定されて
いる選択ブロック・サイズ
	

	



VLF.NET
フレームワークWebブラウザー・アプリケーションは、.NET実行可能
ファイルとしてコンパイルできます。

VLF.NETは、既存および新規のすべてのWAMのフィルターとコマン
ド・ハンドラー、およびすべてのRAMP画面とスクリプトをサポートし
ます。
「VLF.NETアプリケーション」を参照してください。
	



開発者のワークベンチ
開発者は、開発者のワークベンチを使用して、フレームワーク・オブ
ジェクトとそのプロパティに直接アクセスできるようになりました。
ワークベンチは、処理の際にフレームワークの表示が必要なことから発
生するパフォーマンスのオーバーヘッドの増大をなくし、フィルターや
コマンド・ハンドラーのスナップインやプロパティの変更などの処理を
すばやく実行できるようにするために設計されました。

開発者のワークベンチを起動するには、フォームUF_DEVELを実行しま
す。



ビジュアル・テーマ
ビジュアル・テーマは、簡単に有効にできるビジュアル・スタイルの代
替で、外観を劇的に改善できます。
ビジュアル・テーマは、Visual	LANSA	11.5以上、フレームワークのレベ
ルepc826	+	ホットフィックス050および053(またはそれ以上)の環境で実
行中のVisual	LANSAフレームワークで使用できます。
[フレームワーク]	-->	[プロパティ]	-->	[ビジュアル	スタイル]タブ	-->	[全
体のテーマ]でテーマを選択するだけです。フレームワーク全体の外観
が、独自のコマンド・ハンドラーやフィルターを含めて、新しいテーマ
に即座に変更されます。
オプションで、エンド・ユーザーが独自のテーマを変更できるようにす
ることができます。

	



PCによっては、テーマを完全に実装する前に、ユーザーがフレームワー
クを終了して再起動する必要があるものもあります。
「全体のテーマ」および「エンドユーザーはテーマを変更できます」も
参照してください。
	



フレームワークWebアプリケーションでのトレースの無効化
エンド・ユーザーがフレームワークWebアプリケーションを実行する際
に、TRACE=YまたはTRACE=SYSTEMを自身のURLに追加したとして
も、トレースを実行できないようにすることが可能になりました。
IIPのウェブサインオンでフィールド#CHK_TRACEをFALSEに設定する
ことにより、サインオン後のすべてのトレースが停止します。
組み込まれているバージョンはファンクションUF_SYSBR/UFU0001で
す。その他の詳細に関してUFU0001のソースコードを参照してくださ
い。



[プロトタイプモードのみ]でのフレームワークの実行
フレームワーク・ファイルを選択したときに[プロトタイプモードのみ]
チェック・ボックスにチェックを入れることにより、フレームワークを
元のプロトタイプ・モードで実行できるようになりました。

	フレームワークを設計者として実行している場合にのみ、このオプショ
ンは使用できます。
「プロトタイプﾓｰﾄﾞのみ」を参照してください。



フィルターおよびコマンド・ハンドラ―のスナップイン機能の
向上
フィルターおよびコマンド・ハンドラーのスナップイン用のインター
フェースの設計が一新され、使い勝手がよくなりパフォーマンスが向上
しました。

簡素化されたインターフェースにより、フィルターとコマンド・ハンド
ラーをオブジェクト・タイプで選択することができます。検索機能を使
用して、名前または説明をキーにしてオブジェクトを検索することもで
きます。
RAD-PADモックアップは名前で識別できます。さらに、RAMP
Destination画面も表示されます。



イメージ・パレットの改良
アプリケーショﾝのプロトタイプ作成をさらに容易にするために、イ
メージ・フォルダーの選択やイメージ・サイズのズームを含め、イメー
ジ・パレットに改良が施されました。



フレームワークのバージョン番号の指定
[フレームワーク]	->	[プロパティ]	->	[識別子]タブで、独自のフレーム
ワーク・バージョン番号を指定することができるようになりました。こ
れは4つの番号で構成されており、それぞれ1〜9999999の範囲で指定す
る必要があります。

このバージョン番号はVLF.NETを使用する場合に重要です。VLF.NETは
Webサーバーでフレームワークのバージョンが更新されたことをInternet
Explorerに通知するからです。
「フレームワークのバージョン番号」を参照してください。			



XMLフレームワークの旧バージョンの整理
XMLフレームワークの旧バージョンをサブフォルダーに格納し、区画の
実行ディレクトリ内のファイル数を削減することができるようになりま
した。[フレームワークの詳細]	-->	「サブフォルダ内のバージョンを保
持」で新しいプロパティを確認します。
.



接続前のセッション値の設定
サーバーに接続するフレームワークWindowsアプリケーションには、
サーバーに接続する直前にセッション値を設定できる新しいIIPがありま
す。この新しいIIPの名称はavSetBCSessionValuesです。詳細について
は、UF_SYSTMを参照してください。
ほとんどのセッション値はIIP	avSetSessionValuesによって設定されます
が、この設定はサーバーへの接続後に行われるため、一部のセッション
値(セッション値PSRRなど)には適していません。新しいIIP
avSetBCSessionValuesを使用すると、設計者は、接続前に設定が必要な
セッション値を設定することができます。



デフォルトで500に設定されている選択ブロック・サイズ
選択ブロック・サイズ・パラメータでは、クライアント・システムで実
行されるSELECTコマンドでサーバーから1回で転送されるレコード数を
定義します。大きいブロック・サイズを使用することでパフォーマンス
が向上するので、新しいサーバーを定義するときのデフォルト値は500
になります。	
「選択ブロック・サイズ」を参照してください。



サーバー接続の復元
Windowsでは、フレームワークでサーバーへの接続の一時的な切断を処
理するように構成できます。例えば、このような切断は、ユーザーの
ラップトップが無線ベース・ステーションの範囲外に出た場合に発生す
る可能性があります。
次のときにサーバー接続を確認するようにフレームワークを構成するこ
とができます。

									ユーザーが次のビジネス・オブジェクトやアプリケーションに移る
前

									コマンドを実行する前

									設計者が指定した間隔で

接続チェックに失敗すると、デフォルトで、フレームワークが停止し、
ユーザーに通知し、ユーザーの確認後に再接続を試みます。
または、アプリケーション設計者が独自のサーバー接続テスト・ファン
クションを記述したり、フレームワークのフィルターやコマンド・ハン
ドラーでプログラムによる接続チェックを実行することができます。
「サーバー接続の復元」を参照してください。



プログラムによるインスタンス・リストのソート
Windowsフレームワークでは、実行時に列をキーにして、フィルターや
コマンド・ハンドラーをプログラムでソートできるようになりました。
「プログラムによるインスタンス・リストのソート」を参照してくださ
い。



フィルターによるインスタンス・リストの欄見出しのオーバー
ライド
Windowsフレームワークでは、実行時にフィルターをコーディングして
インスタンス・リストの欄見出しをオーバーライドできます。これは、
さまざまなフィルター検索の結果に適したインスタンス・リストを作成
するのに使用できます。
「インスタンス・リストの欄見出しのオーバーライド」を参照してくだ
さい。



最大長32のWebパスワード
Webアプリケーションで設定可能なパスワードの最大長は32文字です。
設定可能な最小値は10で、最大値は32です。
「Webパスワードの最大長」を参照してください。



ウィンドウ・タイトルへの現在のビジネス・オブジェクトの表
示(任意)
オプション「現在のビジネスオブジェクトをWindowsタイトルバーに表
示」を使用すると、フレームワークのウィンドウ・タイトルに現在のビ
ジネス・オブジェクトを常に表示することができます。		
このオプションの選択を解除すると、[フレームワークで'ウィンドウ'メ
ニューを表示]オプションを選択している場合を除き、フレームワーク
のキャプションが全てのウィンドウ・タイトルに使用されます。[フ
レームワークで'ウィンドウ'メニューを表示]オプションを選択している
場合は、このオプションを選択するしないにかかわらず、すべてのウィ
ンドウのウィンドウ・タイトルに現在のビジネス・オブジェクトが表示
されます。



フォーカス入力スタイルの改善
命令APPEND=とフレームワークのフォーカス入力フィールド・スタイ
ル・プロパティを併用すると、フォーカス入力フィールド	スタイル・プ
ロパティに入力したスタイルを入力フィールドの既存のスタイルに追加
することができます。置き換えるわけではありません。



Webブラウザー・アプリケーションのXPおよびVistaのフィー
ルドとボタンの改良
XPおよびVista上のフレームワークのフィールドとボタンは、標準のも
のと同じような外観になりました。



インスタンス・リストのツールバー・ボタンの表示/非表示
「ツールバー上に表示」オプションを選択または選択解除して、コマン
ドのボタンをインスタンス・リストに関連するインスタンス・リスト・
ツールバーに表示するかどうかを制御できます。
子または親のビジネス・オブジェクトに同一のコマンド定義への参照が
ある場合は、この参照に対するボタンが依然として表示される場合があ
ります。



汎用ドキュメント・マネージャ
組み込みのコマンドDX_DOCSを使用して、ユーザー定義のドキュメン
ト・セットを管理します。ドキュメントは、DXDOCSという組み込みの
データベース・ファイルに格納されます。このコマンドは任意のフレー
ムワーク・オブジェクトにスナップすることができます。スナップされ
たコマンドは即座に機能するようになります。ユーザーには、標準の
Windowsフォルダー・ブラウザーとリスト・ビューが提供されます。初
めて使用する場合は、選択したオブジェクトに関する既存のドキュメン
トが表示されます。リスト・ビュー・エントリーの隣のアイコンは、ド
キュメントのステータスを表しています。
エンド・ユーザーは、ドキュメントをドキュメント・マネージャの右側
にドラッグ・アンド・ドロップするかカット・アンド・ペーストするこ
とにより、追加することができます。ドキュメントは、コンテキスト・
メニューを使用して管理できます。
青色のアイコンが付いたエントリーは、ダウンロード待ちの格納済みド
キュメントであることを示しています。リスト・ビュー・エントリーを
クリックしてドキュメントをダウンロードし、編集や削除を実行しま
す。
緑色のアイコンの付いたエントリーは、ローカルの一時フォルダーにダ
ウンロードされたドキュメントであることを示しています。
黄色のアイコンが付いたエントリーは、データベースに存在しないド
キュメントであることを示しています。例えば、フォルダー・ブラウ
ザーにドラッグされたドキュメントです。または、ダウンロード後にコ
ンテンツが編集されたドキュメントである場合もあります。
赤色のX印が付いたエントリーは、削除マークの付いたドキュメントで
す。例えば、ダウンロード後に削除されたかフォルダー・ブラウザーの
外にドラッグされたドキュメントです。



Resourcesビジネス・オブジェクトの組み込みのドキュメント・コマン
ド・ハンドラーを参照してください。



アプリケーション・ビューの最大数が100に増加
1つのアプリケーションにつき最高100までビューを定義することができ
ます。ただし、10を超えると多過ぎると見なされ、ビューやそれに属す
るビジネス・オブジェクトの表示に使用できるスペースの量に影響しま
す。10を超えるビューが必要な場合は、ナビゲーション・ビュー・ペイ
ンをツリー・ビューに制限する必要があります。
「任意でビジネス・オブジェクトをグループ化してアプリケーション・
ビューに表示」を参照してください。



ツールバーの[クイック検索]ボックス
クイック検索機能が有効になっている場合は、次のような検索フィール
ドがフレームワークのツールバーの右側に表示されます。

このフィールドをクリックすると、最近使用されたビジネス・オブジェ
クトのリストが表示されます。このリストは、最新のものから順に表示
されます。

リストからビジネス・オブジェクトをクリックして選択することができ
ます。これにより、選択したビジネス・オブジェクトに即座に切り替わ
ります。
また、検索値を入力することもできます。認可されたビジネス・オブ
ジェクトのセットを入力すると、キャプションがスキャンされて表示さ
れます。表示されたビジネス・オブジェクトのいずれかをクリックする
と、それに即座に切り替わります。



「[最近使用したオブジェクトの保存数]」および「[検索欄の幅]」を参
照してください。



最新のデモンストレーション・システムへの簡単なアクセス
フレームワークを設計者として起動すると、オプション[最新のデモン
ストレーションを開く]を選択して[開く]ボタンをクリックし、最新のデ
モンストレーション・システムを起動できます。

「最新のデモンストレーションを開く」を参照してください。



インスタンス・リストのピア・オブジェクトの有効化/無効化
「選択時	Peers	を使用可能」オプションは、このビジネス・オブジェク
トが選択されている場合に、適切なピア・オブジェクトのコマンドを有
効にするかどうかを指定します。
このオプションはデフォルトで選択されます。				

	



制御可能なボタンのタブ順序
ボタンのタブ順序をWebフレームワーク・アプリケーションで制御でき
るようになりました。
WAMでは、avSetButtonメソッドを使用して順序が設定されます
(「UB_xxxxxユーザー・ボタン」を参照)。



オブジェクトを新しいウィンドウで開く場合の制御
オブジェクトを新しいウィンドウで開くことができるかどうかについて
さらに制御することができるようになりました。[新しいウィンドウで
ビジネスオブジェクトを開くことを許可]のオプションは次のとおりで
す。

[しない] このオブジェクトはエンド・ユーザーが別のウィン
ドウで開くことはできません。

[マニュアルで] このオブジェクトはエンド・ユーザーが別のウィン
ドウで手動で開くことができます。それには、
[ウィンドウ]	->	[新しいウィンドウで開く]というメ
イン・メニューとポップアップ・メニュー・オプ
ションを使用します。

[自動的に] ナビゲーション・ペインで選択されている場合に、
このオブジェクトは新しいウィンドウで自動的に開
かれます。つまり、このオブジェクトは起動元とは
別のウィンドウで常に開かれることになります。	

[自動的または
マニュアルで]

このオブジェクトは、ナビゲーション・ペインで選
択されている場合は新しいウィンドウで自動的に開
かれますが、エンド・ユーザーが手動で開くことも
できます。

注：これらのオプションはいずれも、開発者がavShowWindowメソッド
を使用して新しいウィンドウをプログラムで開く機能には影響しません
(「プログラムによりウィンドウを生成、管理する」を参照してくださ
い)。



DBCS	Webアプリケーションの起動時間の短縮
VLF.WEBアプリケーションが初めてビジネス・オブジェクトを実行する
ときに起動DBCS情報をサーバーと交換する方法が改善されました。最
初の情報交換は、最大でも2回の交換で完了するようになりました。



Webフレームワークの起動時の寸法の制御
Webフレームワークでは、設計者は、起動時のフレームワークの各種メ
イン・パネル(ナビゲーション・パネル、フィルター・パネル、インス
タンス・リスト・パネル、およびコマンド・ハンドラー・パネル)の相
対的な寸法について一部制御できるようになりました。
「Webの初期フィルタペインの高さ	(%)」、「Webの初期フィルタペイ
ンの幅	(右パネルの	%)」および「Webの初期ナビゲーションペインの幅
(%)」を参照してください。



WebでのビジュアルIDの非表示
フレームワークWebアプリケーションでは、ビジネス・オブジェクトが
ビジュアルID	1または2を持っており、その順序がゼロ(0)またはブラン
ク場合は、ビジュアルID列が非表示になります。



Windowsでのペインのプログラムによる縮小と展開
Windowsフレームワークでは、フィルターやコマンド・ハンドラーが
フィルター・ペイン、コマンド・ハンドラー・ペイン、インスタンス・
リスト、またはナビゲーション・ペインをプログラムで縮小したり、再
度展開することができるようになりました。
コマンド・ハンドラーは、それ自体をプログラムで展開し、フィルター
やインスタンス・リストが使用するスペースを確保することもできます
(最大化)。また、元のサイズに戻ることもできます。
「ウィンドウと組み込みインターフェース・ポイント」を参照してくだ
さい。



フィルターおよびコマンド・ハンドラーのアクティブ状態のテ
スト
通常、アクティブな状態のフィルターを使用して、通知されたイベント
を無視するかどうかをテストします。
	

avFilterActivated	Property
このプロパティには、文字列TRUEまたはFALSEが含まれており、フィ
ルター内のロジックを使用してそのフィルターが現在アクティブな状態
であるかどうかをテストすることができます。
ユーザーがフィルターとやり取りできる状態である場合は、そのフィル
ターはアクティブです。
最小化、非表示、または非アクティブ化されたウィンドウのフィルター
も、依然として有効であると見なすことができます。		

	

avHandlerActivated	Property
このプロパティには、文字列TRUEまたはFALSEが含まれており、コマ
ンド・ハンドラー内のロジックを使用してそのハンドラーが現在アク
ティブな状態であるかどうかをテストすることができます。
ユーザーがコマンド・ハンドラーとやり取りできる状態である場合は、
そのコマンド・ハンドラーはアクティブです。
最小化、非表示、または非アクティブ化されたウィンドウのコマンド・
ハンドラーも、依然として有効であると見なすことができます。		



VLF.WEBログオンの改善
VLF.WEBアプリケーションのログオン証明情報は、ユーザー指定の
LANSAファンクションによって検証されます。組み込みのサンプルの
ログオン検証ファンクションの名前は、UFU0001です。
組み込みのUFU0001には、次の方法を説明するコーディングとコメント
が含まれています。

									System	i	ユーザー・プロファイルの詳細に対するログオン証明情報
を直接検証する

									ログオン証明情報が拒否された正確な理由を示す特定のエラー・
メッセージを提供する

これらの変更に伴って、サンプルの3GLプログラムとそのソース・コー
ドがEPC831によってインストールされます。
このソース・コード・ファイルの名前は、UF_3GSRCです。これには、
この新機能を有効にする場合に、UFU0001が呼び出す必要がある3GLプ
ログラムのソース・コードが含まれています。
組み込みのUFU0001、および提供される3GLプログラムまたはソース・
コードはサンプルにすぎません。今後のVLFのアップグレード時に喪失
したり動作が変更されることがないように、独自のバージョンを作成す
る必要があります。詳細については、プロセスUF_SYSBRのファンク
ションUFU0001のソースコードを参照してください。

	



フレームワークのEPC	826バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC	826バージョンの新機能の
概要を説明します。

Web
フレームワークWebアプリケー
ションを実行して.HTMファイル
と.JSファイルを作成する前に、フ
レームワークWebアプリケーショ
ンを開いて保存してください。
これで、フレームワークAJAXアプ
リケーションを作成して、
Windowsリッチクライアントアプ
リケーションと同様の機能により
最適なWebパフォーマンスを実現
することができます。
「AJAX型アプリケーションのフ
レームワークの有効化」も参照し
てください。

使いやすさ
Windowsアプリケーションでは、
メイン・フレームワーク・ペイン
の縮小や拡大により、画面を効率
的に使用できます。この機能を使
用するには、ペインの拡大/縮小
を許可オプションを有効にしま
す。
新しいフォーカス入力フィールド
スタイルプロパティを使用する
と、フレームワークWebアプリ
ケーションでフォーカスがある入
力フィールドを異なるスタイルで
強調表示できます。

デモンストレーション・アプリ
ケーション
デモンストレーション・アプリ
ケーションの大幅な見直しと更新
が実施されました。
この機能を使用するには、組み込
みフレームワーク定義の新しい
バージョン
VF_Sy001_System_LastShipped.XML
を開く必要があります。
従来のデモンストレーション・ア
プリケーションは正常に機能しな
い場合があるため、既存のすべて
のフレームワークのバージョンか
ら削除する必要があります。

セキュリティ
Webアプリケーションでは、
avCheckAuthメソッド(Windowsア
プリケーションでは以前から標準
オプション)を指定することによ
り、フレームワークのセキュリ
ティ・モデルを置き換えることが
できるようになりました。
この操作を行うには、LANSA
ファンクションを指定して、フ
レームワークに登録する必要があ
ります。詳しくは、プロセス
UF_SYSBRの組み込みサンプル・
ファンクションUFU0016を参照し
てください。「Webユーザーの詳
細を返すIIPファンクション」も参
照してください。



ミニ・フィルター
ミニ・フィルターを、すべての表
示属性を制御するためのパネルと
して使用できるようになりまし
た。「AvMiniFilterPanel」を参照し
てください。
例えば、コンボ・ボックス、ド
ロップ・ダウン、チェック・ボッ
クスを追加して、パネル上で簡単
な編集を行うことができます。

Web配布
配布されたフレームワークWebア
プリケーションの管理者インター
フェースを使用して、ユーザーや
グループの作成、権限やカスタ
ム・プロパティの値の設定ができ
るようになりました。
これにより、従来はWeb配布パッ
ケージで必要だったWindows管理
者コンポーネントを省略できるよ
うになりました。「ユーザーと権
限を管理するためのWebインター
フェースの作成」を参照してくだ
さい。

コマンド
ビジネス・オブジェクトのサブタ
イプによって、コマンド(およびコ
マンド・タブ)を条件付きで無効ま
たは非表示にすることができるよ
うになりました。
また、Parent選択時Childを使用可
能プロパティとChild選択時Parent
を使用可能プロパティを使用して
コマンドの使用可否を指定するこ
ともできます。
インスタンス・コマンドのオプ
ションが追加され、ユーザーがコ
マンドを前のインスタンスで使用
した場合でもコマンドがデフォル
トにならないようにすることがで
きます(「省略値のｺﾏﾝﾄﾞ」を参
照)。
コマンドはユーザー・インター
フェースを使用せずに(ユーザーか
ら見えない状態で)実行できるよう
になりました。「非表示コマンド
の実行」および「非表示コマン

インスタンス・リスト
フレームワークWebアプリケー
ションで複数の種類のオブジェク
トがあるインスタンス・リストも
使用できるようになりました。
ピア・ビジネス・オブジェクトが
専用のアイコンで表示されるよう
になり、異なる種類のオブジェク
トを簡単に識別できるようになり
ました。
インスタンス・リストのエント
リーをダブルクリックして、非表
示の子オブジェクトの作業ができ
るようになりました。
インスタンス・リストのツール
バーを導入しました。ビジネス・
オブジェクトのインスタンスリス
トの設定	タブで、インスタンス・
リスト・ツールバーの位置とイン
スタンス・リスト・ツールバーの
高さと幅を設定できます。
ActiveXインスタンス・リストが
使用できなくなりました。



ド・ハンドラー構造」を参照して
ください。
	

Windowsアプリケーションの場
合、VLFセッション間で保存およ
び復元されたインスタンス・リス
トでは、現在実行されているすべ
てのスーパー・サーバーの接続の
ユーザー・オブジェクトの名前お
よびタイプが、保存されたファイ
ルの名前に含まれます。このた
め、保存されたインスタンス・リ
ストの異なるバージョンが並存す
る場合があります(Server1、
Server2、Local	DBMSなど)。	

コマンド使用方法	タブ
コマンド定義の使用に関する詳細
を、コマンド使用方法	タブで確認
することができます。

									省略値のコマンド

									非表示

									RAMPの宛先

問題分析能力の向上
フレームワークWebアプリケー
ションのトレース機能(URLに
+Trace=Yを追加する)を使用する
と、ブラウザーが受信するHTML
ページの詳細が表示されます。
Webサーバーからの応答がエラー
であることをアプリケーションが
検出した場合、ユーザーは問題の
内容を分析して、問題がある
HTMLページを表示することがで
きます。すべての詳細は印刷また
はクリップボードにコピーでき、
エンド・ユーザーは問題に関する
有益な情報を得ることができるよ
うになります。

パフォーマンス
このガイドのバージョンには、フ
レームワークWebアプリケーショ
ンのパフォーマンスの評価に関す
る詳細情報があります。

位置メニューオプションの無効化
が可能
設計者は位置メニューオプション
を無効にして、ユーザーがフレー
ムワーク表示ペインの相対位置を
変更できないようにすることがで
きます。
	



HTML開始ページ
フレームワークまたは各アプリ
ケーションの開始ページとなる
HTMLページを指定できます。こ
のページから他のリソースへのリ
ンクを設定することができます。
「デモンストレーション・アプリ
ケーション」に例が紹介されてい
ます。

	

	



フレームワークのEPC	804バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC	804バージョンの新機能の
概要を説明します。

パフォーマンス
旧バージョンよりもパフォー
マンスが向上しました。
これを実現するため、フレー
ムワークの内部構成を大幅に
変更しています。
フレームワーク内部にアクセ
スするVisual	LANSAコードを
(危険を覚悟の上で)使ってい
る場合、正常に機能すること
はないので、修正、再コンパ
イルが必要です。
UF_EXEC、UF_ADMIN、
UF_DESGNの各エントリー・
ポイント(またはこれと同等の
もの)に記述した非標準コー
ド、非標準のユーザー定義
コード・アシスタントなどが
これに当たります。
フレームワークXML定義ファ
イルを読み込むプロセスがあ
る場合は、XML構成が変わっ
ているので、修正が必要にな
るかも知れません。	
注意：内部構成の変更によ
り、旧バージョンとは違っ
て、同じLANSAシステム内の
別々のLANSA区画で、異なる
バージョンのVLFを実行する
ことはできなくなりました。
したがって、ある区画のフ
レームワークをEPC	804に
アップグレードする場合、同

使いやすさ
同時に複数のフレームワーク・ウィン
ドウが開けるようにして使いやすさを
改善しました。
アプリケーションのお気に入りに追加
プロパティの指定により、お気に入り
フォルダーを作れるようになります。
ナビゲーション・ペインのビュー・ボ
タンの変更により、クリック1回で
ビューを切り替えられるようにしまし
た。
使用方法タブに、コマンドがどこで使
われているか表示されるようにしまし
た。



じLANSAシステム内の他の区
画についても、同じように
アップグレードする必要があ
ります。

インスタンス・リスト
リレーション・ハンドラーの
改善されたアプリケーション
トレース機能により、リレー
ション・ハンドラーに関係す
る問題の原因が突き止めやす
くなりました。

配布
有効です。配布計画、構成要素のパッ
ケージ化、パッケージのインストール
を行うときに詳細なチェックリストで
ユーザーを支援します。

仮想クリップボード
仮想クリップボードの制御機
能の追加により、クリップ
ボードのデフォルト・コンテ
ンツを設定したり、クリップ
ボードをクリアできるように
なりました。

組み込みインターフェース・ポイント
UF_SYSTEMにIIP(Imbedded	Interface
Point：組み込みインターフェース・ポ
イント)メソッドを追加(オーバーライ
ドして使用)しました。このメソッドは
フレームワーク・ウィンドウを開く/閉
じる際に呼び出されます。

カスタム・プロパティ
複数のフレームワークがユー
ザー設定を共有する場合で
あっても、ユーザーのカスタ
ム・プロパティの値は共有し
ないようになりました。した
がって、IDが異なるフレーム
ワークが同じユーザー設定を
共有する場合に、同じユー
ザーのカスタム・プロパティ
として、異なる値を設定でき
ます。

外観と操作性
ツリー・ナビゲーション・ペインで、
アプリケーション名は太字で表示され
る
インスタンス・リストは1行おきに別の
色で表示することができる(オプショ
ン)

英語以外のシステム
フレームワーク・サーバー定
義用のデフォルト変換テーブ
ルの変更を行いました。
RDMLX区画/接続を使うデ

	



フォルト変換テーブルが
*JOB/*JOBに変わり、より適
切な変換結果が得られるよう
になりました。
変換が必要な文字列が増えて
います。エンド・ユーザー向
けに表示するテキストの変換
にはファンクションUFU0003
を使います。

	



フレームワーク・ウィンドウ
プログラム制御により、あるいはエンド・ユーザーの操作によって、複
数のフレームワーク・ウィンドウを開き、制御できるようになりまし
た。同時に複数のオブジェクトを開いて編集できるので、作業を効率よ
く進めるために役立ちます。

	
この機能はWindows上でのみ使えます。
設計の時点で、エンド・ユーザーが同時に開けるウィンドウの数を制限
できます。フレームワーク全体、個々のアプリケーション、アプリケー
ション・ビュー、ビジネス・オブジェクトのそれぞれについて、独立し
たウィンドウとして開けるかどうかも制御できます。
さらに、フレームワーク・ウィンドウは完全にプログラム制御が可能で
す。フィルターやコマンド・ハンドラーで、次のような操作ができま
す。

ウィンドウを開く/閉じる

ウィンドウ上で何にアクセスできるかを選択する

開いているウィンドウをすべて列挙する

ウィンドウに対するイベント通知を制御する(avSignalEventメソッドに追
加されたパラメータWindowScopeを使用)



新しいウィンドウに切り替えてビジネス・オブジェクトを表示する
(avSwitchメソッドに追加されたパラメータTargetWindowを必要に応じ
て使用)

ウィンドウとの間で情報をやり取りする

詳しくは、「フレームワーク・ウィンドウの管理」を参照してくださ
い。



お気に入りフォルダー
アプリケーションのお気に入りに追加プロパティをオンにすると、エン
ド・ユーザーがよく使うビジネス・オブジェクトを簡単に呼び出すため
のショートカットを、お気に入りとして登録できるようになります。ビ
ジネス・オブジェクトを当該アプリケーション上にドラッグ移動するだ
けで登録が可能です。
ビジネス・オブジェクトそれ自身は、本来属しているアプリケーション
に属したままです。
お気に入りフォルダーは次のように表示されます。

アプリケーションを作成して、キャプションをお気に入りとし、お気に
入りに追加プロパティにチェックを入れてください。



	
お気に入り情報は、ユーザーの一時ディレクトリ以下、フレームワーク
の仮想クリップボードに格納されます。
この機能はWindowsでのみ使えます。



使用方法タブ
選択したコマンドの操作対象となる、ビジネス・オブジェクト、アプリ
ケーション、フレームワークを一覧表示します。



ナビゲーション・ペインのビュー・ボタンの変更
ナビゲーション・ペイン上にあった、リスト表示、ツリー表示、ツール
バー・ナビゲーション・ペイン表示の切り替え用ボタンがVLF.WINと
VLF.NETフレームワークから取り除かれました。
（VLF.WEBフレームワークは今まで通りです。）	

	
	
VLF.WINフレームワークでは、ステータス・バーの左側に以下のような
小さなアイコンが3つ表示されます。
	

.Netフレームワークでは、ナビゲーション・ペインの左下に以下のよう
な2つの小さなアイコンが表示されます。

	
これは順に、ツリー表示、リスト表示、ドロップダウン・ボタンを表
し、クリック1回だけで表示を切り替えることができるようになりまし
た。
ツリー表示
リスト表示
ドロップダウンボタン



ツリー表示

	



リスト表示

	



ドロップダウンボタン
ドロップダウン・ボタン表示にするとナビゲーション・ペインが非表示
になります。アプリケーションやビジネス・オブジェクトの切り替えに
は、ドロップダウン・ボタンを使います。

アプリケーションの設計者は、このオプションをフレームワーク・プロ
パティーが使用しないようにして、エンド・ユーザーすべてが特定の
ビュー(リスト、ツリー、ツール・バー)を使用するようにできます。



ツリー・ナビゲーション・ペインで、アプリケーション名は太
字で表示される



インスタンス・リストは1行おきに別の色で表示することがで
きる(オプション)
インスタンス・リストの各行は、交互に別の色で表示することができま
す。

	
これはビジネス・オブジェクトのビジュアル・スタイルの基本スタイル
として設定します。





エンド・ユーザー向けに表示するテキストの翻訳
フレームワークで使われる文字列の中にはエンド・ユーザーの目にも触
れるものがあるので、翻訳が必要になるかも知れません。
これはLANSAのUFU0003または同等のファンクションで行います。
UFU0003の新しいバージョンが公開されています。
プロセスUF_SYSBRでUFU0003を見ると、どのような文字列が新たに加
わったか確認できます。
マルチウィンドウの機能に関する説明文、ナビゲーション・ペイン選択
アイコンのヒント文字列などが追加されています。			



フレームワーク・サーバー定義用のデフォルト変換テーブルの
変更
フレームワーク・サーバー定義用の、RDMLX区画/接続を使うデフォル
ト変換テーブルが、QEBCDIC/QASCIIから*JOB/*JOBに変わりました。
多くの場合、より適切な変換結果が得られます。RDMLXサーバー定義
を使うVLFアプリケーションは、デフォルト変換テーブルを使っていれ
ば、自動的に新しい値を使うように変更されます。



UF_SYSTEMにIIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みイン
ターフェース・ポイント)メソッドを追加(オーバーライドして
使用)
UF_SYSTM(またはこれと同等のもの)に新しいIIPメソッドを追加し、メ
イン/サブ・フレームワーク・ウィンドウを開く/閉じる際に呼び出され
るようにしました。
メソッド名はそれぞれ、avMAINWindowReady、
avSECONDWindowReady、avCloseMAINWindow、
avCloseSECONDWindowとなっています。
avXXXXXWindowReadyメソッドは、該当するウィンドウが開き、ユー
ザーがログオンしていずれかのサーバーに接続し、フレームワークの設
定操作が完了した時点で呼び出されます。ここで例えば、次のような処
理を実行できます。

									ログインに必要な追加情報(会社名の選択など)を尋ねる

									セットアップ情報を仮想クリップボードに対応付ける

									最初に起動するアプリケーション、ビジネス・オブジェクト、コマ
ンドなどを切り替える

いずれの場合も、パラメータ#Continueを使って、ウィンドウを開いたま
まにするか閉じるかを制御できます。
詳しくは「ウィンドウと組み込みインターフェース・ポイント」を参照
してください。



仮想クリップボードの制御機能の追加
設計者として起動すると、(フレームワーク)メニューに(仮想クリップ
ボード)という項目が追加されています。

	
この下に既定値として保存オプションが追加されており、仮想クリップ
ボードの設定をデフォルト・ファイルとして保存できます。
通常、デフォルトのファイル・クリップボード・ファイルは、基本シス
テムのデフォルトを確立するためにエンド・ユーザーに対して実装され
ています。
	
また、終了時にクリップボードの内容を削除をオンにしておくと、フ
レームワークの終了時に、自動的に仮想クリップボードが削除されるよ
うになります。
クリップボードの格納ファイルを見つけて削除する、という手間を省く
ことができます。
詳しくは「Windowsアプリケーションでの持続、リセット、および配
布」を参照してください。



リレーション・ハンドラーの改善されたアプリケーショント
レース機能
リレーション・ハンドラーを使ってインスタンス・リスト・ツリーの
ノードを動的に展開する際、アプリケーション・レベルのトレース機能
を有効にしていると、リレーション・ハンドラーの呼び出しやその戻り
値に関する、詳細なトレースデータが生成されます。リレーション・ハ
ンドラーに問題が生じた場合の対処に役立ちます。



フレームワークのEPC	793バージョンに追加された新機能
このセクションでは、フレームワークのEPC	793バージョンの新機能の
概要を説明します。

パフォーマンス
フレームワーク・アプリケー
ションの起動時間を大幅に短
縮しました。

System	i	Apache	HTTPサーバー
でのWebアプリケーションの
GZIP圧縮

RAMPを含むフレームワーク
Webの起動時間の短縮

RAMPを含むフレームワー
ク・ウィンドウの起動時間の
短縮

フレームワークWebアプリ
ケーションのインスタンス・
リストのパフォーマンス向上

フレームワークイメージのプ
リロードオプションが削除さ
れた

	
しかしその影響で、次のよう
な点に注意が必要です。

Webブラウザー・ファイルと
Javascriptファイルを再生成す
る必要がある

Webブラウザー・アプリケー
ションのロード・ウィンドウ
が変更されている

インスタンス・リスト
フレームワーク・ウィンドウのインス
タンス・リスト処理の向上
インスタンス・リスト処理とオプショ
ンに関するドキュメントの改善
付属のインスタンス・リスト・ハンド
ラーDFRELB1またはDFREL01を使って
階層インスタンス・リストを操作して
いる場合、再コンパイルが必要です。



より柔軟性の高いフレーム
ワーク・ロック機能
フレームワーク・ロックのた
めの新しいPROGRAM_EXIT
オプション

インターフェースの改善
新しい無効時のメニュー表示オプショ
ン
新しいメソッド
#Com_Owner.avShowMessages

	
	
以前のフレームワーク・バージョンの新機能を確認するには、以下を参
照してください。
フレームワークのEPC	785バージョンに追加された新機能



Webブラウザー・ファイルとJavascriptファイルを再生成する
必要がある
Webブラウザー・ベースのアプリケーションで使用される主なHTML
ファイルとJavascriptファイルは変更されています。
既存のWebブラウザー・ベースのフレームワークを実行する前に、これ
らのファイルを(再)生成する必要があります。これを行うには、設計者
としてフレームワークを開き、ダミーの変更を加え、フレームワークを
再度保存して、結果のHTMLファイルとJavascriptファイルをWebサー
バーにアップロードします。
配布したアプリケーションがある場合、配布したフレームワークの
HTMLファイルとJavascriptファイルを再生成して配布し、配布したVLF
環境のアップグレードと同時にインストールできるようにしておく必要
があります。



Webブラウザー・アプリケーションのロード・ウィンドウが変
更されている
Webブラウザー・アプリケーションがインターネット経由で起動されて
いる時に表示される「ロード・ウィンドウ」を使用する場合、更新され
たバージョンのロード・ウィンドウの高さと幅を指定しなければならな
い場合があります。	
既存のWebロードスタイル	プロパティは削除され、個々のウィンドウの
高さフィールドと幅フィールドに置き換えられています。「Load	Wait
Window	Height」と「ロード待機中ウィンドウの幅」を参照してくださ
い。ロード・ウィンドウの外観を調整している場合、アプリケーション
を再配布する前にフレームワークでこれらの値を設定しなければならな
い場合があります。



System	i	Apache	HTTPサーバーでのWebアプリケーションの
GZIP圧縮
フレームワークWebアプリケーションでは、業界標準のGZIP(GZ)圧縮が
オプションでサポートされるようになりました。
このオプションを使用するとフレームワークWebブラウザー・アプリ
ケーションの起動時間を大幅に短縮できるため、このオプションの使用
を強くお勧めします。
このオプションの設定方法とこのオプションを使用した起動方法につい
ての詳細は、「GZIPファイル圧縮の使用」を参照してください。
	



RAMPを含むフレームワークWebの起動時間の短縮
GZIPサポートに加え、フレームワークWebアプリケーション用に生成さ
れるHTMLファイルとJavaScriptファイルも大幅に変更されています。
フレームワーク定義に対して「展開」テクニックを使用することで、フ
レームワークWebアプリケーションの起動時間はさらに大幅に短縮され
ています。この変更により、エンド・ユーザー環境にフレームワークを
定義するXMLファイルを配布する必要はなくなりました。				
	



RAMPを含むフレームワーク・ウィンドウの起動時間の短縮
フレームワーク・ウィンドウのアプリケーションで、新しいプロパティ
最適化テクニックが使用されるようになりました。このテクニックは、
エンド・ユーザーのエントリー・ポイントUF_EXECおよび
UF_ADMIN(または同等のもの)を使用することで、ユーザーアプリケー
ションの起動時間を短縮します。
ほとんどの場合、配布されたフレームワーク・ウィンドウ・アプリケー
ションの起動は以前よりも速くなっているはずです。



フレームワークWebアプリケーションのインスタンス・リスト
のパフォーマンス向上
フレームワークWebアプリケーションでのインスタンス・リスト処理が
改訂され、その結果インスタンス・リストのパフォーマンスが大幅に向
上しました。



フレームワーク・ウィンドウのインスタンス・リスト処理の向
上
フレームワーク・ウィンドウ・アプリケーションのインスタンス・リス
ト処理が向上しています。ツリービューとして表示されているインスタ
ンス・リストで、ツリー全体を更新せずにエントリーを動的に更新、挿
入、削除できるようになりました。すべての新しいオプションについて
の詳細は、最新のドキュメントを参照してください。
	



インスタンス・リスト処理とオプションに関するドキュメント
の改善
インスタンス・リスト処理について、次の新しいセクションが追加され
ています。

「高度なインスタンス・リスト処理」では、Scope(*Application)の再利用
可能なVLパーツ、および共通タスクを再利用可能な共有VLコンポー
ネントに代行させる方法を使用して、インスタンス・リスト操作を集
中処理するための可能なテクニックが説明されています。

「インスタンス・リスト・エントリーの更新と削除」セクションおよび
「物理インスタンス・リスト」セクションでは、	ツリービューとして
表示されているインスタンス・リストで、ツリー全体を更新せずにエ
ントリーを動的に更新、挿入、削除する方法が説明されています。

「複数の種類のオブジェクトがあるインスタンス・リスト」では、親子
インスタンス・リストの作成方法についての詳細が説明されていま
す。



フレームワーク・ロックのための新しいPROGRAM_EXITオ
プション
フレームワーク・ロック機能に新しいオプションPROGRAM_EXITが追
加されました。これは、既存のPROGRAMオプションと同じですが、こ
れを使用するとユーザーはロックを解除せずにフレームワークを終了/
閉じることができます。
保存されていない変更をフレームワーク・ロック・サービスで処理する
を参照してください。

	



新しい無効時のメニュー表示オプション
この新しいオプションを使用して、無効なコマンドをコマンド・メ
ニューに表示する(または表示しない)かどうかを指定できます。
このオプションをオフにすることで、無効なコマンドでメニューが煩雑
になることを避けることができます。
「無効時のメニュー表示」を参照してください。

	



新しいメソッド#Com_Owner.avShowMessages
フレームワーク・ウィンドウ・アプリケーションのフィルターおよびコ
マンド・ハンドラーでは、#Com_Owner.avShowMessagesメソッドを呼び
出すことで、現在のメッセージセットをプログラム的に表示することが
できるようになりました。
これは、ユーザーがステータスバーのメッセージボタンをクリックした
場合と同じように動作します。フレームワークWebアプリケーションで
はこの動作は常に可能でした。
「メッセージ・サービスの表示」を参照してください。



フレームワークイメージのプリロードオプションが削除された
フレームワークWebアプリケーション・オプションのフレームワークイ
メージのプリロードは削除されました。このオプションを使用すると、
1回目のフレームワーク・ユーザーの画面表示が向上していましたが、
このオプションを使用するとその後のフレームワークの使用で処理速度
が実際に遅くなる場合があることが判明しました。これは、Internet
Explorerの画像キャッシュの管理方法が原因です。
現在、1回目のユーザー(IEファイル・キャッシュがクリアされた後にフ
レームワークを使用するユーザー)の場合、画像がサーバーから(再)ロー
ドされている間、処理速度が少し遅くなったり、表示が混乱する場合が
あります。ただし、画像がIEファイル・キャッシュ内にあれば、その後
の使用にメリットがあります。この状況は、画像がブラウザー・キャッ
シュにすでに存在する場合はブラウザーが更新された画像の確認を実行
しないよう、HTTPサーバーを構成設定することでさらに改善できま
す。
System	i	Apache	Webサーバー構成では、HTTP応答	セクションの満了
ヘッダー	でこの設定を行います。次の図を参照してください。この例で
は、アクセスされたファイルの.gifファイルは、6ヶ月おきにバージョン
が確認されます。

画像のキャッシュとバージョンの確認には違いがあります。ブラウザー
は常にキャッシュされた画像を再利用します。ただし、ブラウザーは、
キャッシュされた画像の日付タイム・スタンプとサーバーの画像の日付



タイム・スタンプとの比較も行っています。この設定に従って指定され
た期間抑制される操作が、この操作です。



フレームワークのEPC	785バージョンに追加された新機能

Web
Internet	Explorer(IE)	7は、現在
フレームワークのエンド・
ユーザー・アプリケーション
のブラウザーとしてサポート
されています。
IE7は現時点で依然として
Microsoftのベータ製品である
ため、Visual	LANSA開発環境
ではサポートされていませ
ん。
「IE7の使用時に、フレーム
ワークのポップアップウィン
ドウでアドレスバーとステー
タスバーを非表示にする方
法」も参照してください。

フレームワークのバージョニング
フレームワーク間でのアイテムのマー
ジ

デモンストレーション・システムのイ
ンストール方法が変更された

プログラミングのヒント
VLアプリケーションでの高度
なEnterキー処理

コード	ウィザードの向上
コード	ウィザードを使用してVisual
LANSAオブジェクトをVisual	LANSA開
発環境に直接作成することもできるよ
うになりました。したがって、コード
ウィザードと開発環境間でコピー・ア
ンド・ペーストを行う必要はなくなり
ます。
「コンポーネントの作成」を参照して
ください。

パフォーマンス
ビジネス・オブジェクトのイ
ンスタンス・リスト処理は、
すべてのVisual	LANSAフレー
ムワーク・ウィンドウ・アプ
リケーションで高速になって
います。

	



デモンストレーション・システムのインストール方法が変更さ
れた
以前は、デモンストレーション・システムの新バージョンはフレーム
ワークをアップグレードするたびに自動でインストールされていまし
た。この自動インストールは、デモンストレーション・システムに加え
られた可能性のある変更が失われないよう、実行されなくなりました。
ただし、新しい機能がどのように動作するかを確認できるよう、また組
み込まれているコンポーネントと旧バージョンのデモンストレーショ
ン・システムとの間の非互換の問題が発生しないよう、デモンストレー
ション・システムの最新バージョンをインストールすることが推奨され
ます。



フレームワーク間でのアイテムのマージ
フレームワーク間の項目は、マージツールを使用してマージできます。
「アイテムをフレームワーク間でマージする方法」を参照してくださ
い。
	
	



新規プロジェクトを成功させるには
フレームワーク・プロジェクトを成功に導くには以下のような手順を
追っていくことが必要です。
	
1.		プロトタイプを作成し、これを再検討後、エンドユーザーの代表と開
発者が正式に合意し、承認します。	ユーザー側は何が出来上がるのかを
理解し、開発者側は何を提供するのかを把握します。
					これは期待管理の基本の形であり、以前からあるITプロジェクトの問
題点、例えばユーザーの合意がとれていないケースや予期せぬ仕様変更
などを避けられます。							
2.		最低限サポートされる構成(MSC)に関するドキュメントを作成しま
す。ここにはアプリケーションがどのサーバーやクライアントのプラッ
トフォーム、Webブラウザをサポートするのかも含め、ソリューション
が実際にサポートする最低限の構成を正式に記述します。

最低限のハードウェア要件（詳細は「コンピュータのシステム要
件」を参照）

最低限のソフトウェア要件
サポートされる画面解像度
最低限のネットワーク能力
最大データ量

					正式な最低限サポートされる構成(MSC)には以下も含まれます。

全体のソリューションにかかるコストに関する決定を通知しま
す。

ソリューションの配布または後から加えられたパッチやホット
フィックスをテストする際に必要な環境を確立します。

経営陣にこの”MSC以下”のソリューションを導入した場合のリス
クを認識してもらいます。

					詳細は	「アプリケーションのパフォーマンス」を参照してくださ
い。
					開発を行う一方で最低限のプラットフォームでのパフォーマンスのテ
ストを定期的に行います。	プロジェクトの最中もこのドキュメントの管
理を行い、再発行します。	



3.		ビシネスの価値提案を発行します。ここではアプリケーションのビジ
ネス価値を正式に定義します。特に既存のIBM	i	5250アプリケーション
が新しくなったり、置換される場合は必要です。
					このアプリケーションにより、どのようにして、そして何故今までよ
りより良く、より早く、より賢明にビジネスを行うことができるのかを
正式に説明します。	アプリケーションの価値提案を言葉や画像で定義で
きないと、これをソフトウェアに導入できる可能性は極めて低くなりま
す。		
					ビジュアル・コンポーネント（例えばラジオ・ボタン、ドロップダウ
ン・メニュー、メニュー・バーや色の諧調など）の導入自体が大きなビ
ジネス価値になることはめったにありません。	エンドユーザーがITプロ
ジェクトのビジネス価値についてほとんど説明を受けていない、もしく
は全く説明されていないことは今までも繰り返されてきた悪い習慣で
す。											
4.		プロジェクト計画に配布とテストにかける十分な時間を設けます。
開発者はよく「これは数日で終わる」と短縮してしまいがちです。	こう
いったことにより、ITプロジェクトのコストが見積もりを超えてしまう
ことがよくあります。
					通常のアプリケーション・レベルでの単体および結合テストに加え、
配布戦略を設計する時間、それを導入して全てのサポートされるプラッ
トフォームでテストする時間をそれぞれ織り込む必要があります。	専用
のテスト要員やハードウェア・リソースをアプリケーション・テストだ
けに充てるというオプションも考えられるでしょう。											

	

	



はじめに
コンピュータのシステム要件
その他の要件
フレームワークの起動
WindowsアプリケーションとWebブラウザー・アプリケーションのどち
らを使用するか
フレームワーク環境の設定
デモンストレーション・アプリケーション
プログラミング・テクニック・アプリケーション



コ	ンピュータのシ	ステム要件
フレームワークで	のアプリケーションの設計と開発には、最低でも
Pentium	4またはCentrino	PC	1.66GHzのシステム、メモリ512MBの	使用を
推奨しています。
Visual	LANSAでサポートするプラットフォームのオペレーション・シス
テムの要件を確認してください。Visual	LANSAのバージョン13では
Windows	XPをサポートしないことに注意してください。
理想的な構成は、	Pentium	4またはCentrino	PC	(Laptop)	2.66+	GHz、メモ
リ1GB以上およびハード・ディスク40GB以上で、Microsoft	Visual
Studio、.NET	C/C++	Compilerです。
Vistaまたは	IISを使用する場合は、少なくとも2GBのメモリを推奨しま
す。複数の仮想PCが同時にアクティブになる場合は、メモリを適宜増や
す必要があります。
開発者または設計	者は、1280x1024以上の画面解像度を使用する必要が
あります。
VLFの開発者は、開発時、Windowsの100%(小)のフォント・サイズのみ
を使用してください。VLF	のエンド・ユーザーがWindowsの100%(小)の
フォント・サイズを使用できない場合は、VLFアプリケーションを必要
な大きさのフォント・サイズ	で設計し、サイズ調整し、テストしてくだ
さい。
配布されたアプリ	ケーション側では、システム要件はアプリケーション
のサイズと複雑さに依存します。親切な言い方ではないように思われる
かもしれませんが、実際に作成した	アプリケーションのサイズが正確に
わかるのは作成者のみです。



そ	の他の要件
ソフトウェア
									Visual	LANSA	Version	13	もしくはそれ以上であること

									同	梱されているLANSA	Personnel	Systemデータがインストールされ
ていること(区画の初期化でインストールされる)

									aXes	の拡張子を使用している場合は、RAMP-TS用のaXesバージョ
ン2.1.007	もしくはそれ以上であること

スキル
以下の基本コース	を終了していることが必要です。
									Visual	LANSAトレーニング・コースまたはそれ相当。高度なVisual
LANSAの知識は必要はありません。

									LANSA	for	the	Webコース(Web開発用フレームワークを使用する場
合)

									WAM	チュートリアル(WAMを使用する場合)

ブラウザー要件
Internet	ExploreのバージョンはIE9が必要です。
Chrome、	FirefoxおよびSafariは頻繁にアップデートされます。VLFの当
バージョンでテスト	したものは、Chrome	version20、Firefox	version13お
よびSafari	version5です。

すべてのアプリ	ケーションを設計および実装する前に：
すべてのアプリ	ケーションを設計および実装する前に「フ	レームワー
クを使う必要性」と「アプリケーションのパフォーマンス」の	ガイドラ
インを再確認してください。
すべてのアプリ	ケーションを設計および実装する前に、このドキュメン
トの適切な「チュートリアル」を	修了してください。

警告：
フレームワークに	組み込まれたJavaScriptルーチンを変更しないでくだ
さい。変更すると、以下のような危険があります。

									フ	レームワークの将来のバージョンとの互換性に問題が発生する

									フ	レームワークの保証契約が無効あるいは制限される
									そ	の修正によって生じる問題の解決に料金を請求される



フ	レームワークの	起動
フレームワーク	は、LANSAエディターのツールリボンから、次の各種
モードで実行できます。

[デザイ
ナー]

デ	ザイナー・モードでは、新しいアプリケーション、
ビジネス・オブジェクト、コマンドなどを作成し、そ
のプロパティを設定できます。また、ユーザー定義と
サーバー	定義も操作できます。
こ	のモードでは、すべてのフィルターとコマンド・ハ
ンドラーが表示され、セキュリティ設定は無効です。
このモードでは、フレームワークのパフォーマンスは
遅	くなる可能性があります

[開発者] 開	発者モードでは、フレームワークのアプリケーショ
ンを実行することなく、フレームワークおよびそのオ
ブジェクトとプロパティにすばやくアクセスすること
が	できます。
開	発者のワークベンチを起動するには、フォーム
UF_DEVELを実行します。

[管理者] 管	理者モードでは、ユーザー定義とサーバー定義を操
作できます。

[ユーザー] ユー	ザー・モードでは、定義されたアプリケーション
とビジネス・オブジェクトを使用できますが、変更で
きません。

こ	のモードで、すべてのアプリケーションのテストを
実施します。



	

フレームワークで	アプリケーションを定義し、そのプロトタイプを作成
します。実際のアプリケーション用のスナップイン・フィルター、コマ
ンド・ハンドラーおよびその他のオ	ブジェクトを、LANSAエディター
を使用して作成します。



WindowsアプリケーションとWebブラウザー・アプリケーショ
ンのどちらを使用するか
ビジュアルLANSAフレームワークは標準のWindows(Visual	LANSA)や
Webブラウザー(LANSA	for	the	Web)ユーザー・インターフェースのテク
ノロジを使用するアプリケーションの設計と実装アプリケーションに使
用できます。
また双方のインターフェース技術を組み合わせたアプリケーションを作
成することもできます。
WindowsとWebブラウザーのどちらのユーザー・インターフェースを使
用するかを決定するには、使用しているエンド・ユーザーのタイプを識
別する必要があります。そして、それぞれの開発のニーズとコストのバ
ランスを考える必要があります。
コア・ユーザーと臨時ユーザー
統合テクノロジの使用によりインターフェースが1つになるとは限らな
い
ゼロ配布の特徴



コア・ユーザーと臨時ユーザー
これを実行するひとつの方法はユーザーをコア・ユーザーと臨時ユー
ザーにグループ化することです。
コア・ユーザーは以下に示す特徴の1つ以上を持っています。
									アプリケーションが提供する機能のすべてにアクセスを要求し、そ
の多くをほとんどの時間に使っている。

									アプリケーションを仕事のキー・コンポーネントとして使う(一日
中、毎日の場合もある)。

									アプリケーションの使用に関しては専門家であり、専門家用に設計
されたインターフェースを要求する。

									レスポンス・タイムによって生産性と勤労意欲が強い影響を受け
る。

									デスクトップの他のアプリケーションとの高度な統合を要求する。

									通常、サーバー・システムへのTCP/IP接続は、特に社内のファイ
ヤーウォールからは高速である。

									通常、決まった場所または(固定でもモバイルでも)同じワークス
テーションから作業する。

									通常、所属する部署が直接雇うか、その下請けである。

臨時ユーザーは以下に示す特徴の1つ以上を持っています。
									アプリケーションが提供する機能の一部にアクセスする。

									アプリケーションのごく限られた機能しか使わず、それをたまに使
う。

									アプリケーションの使用に関しては初心者で、初心者用に設計され
たインターフェースを要求する。

									レスポンス・タイムによって生産性と勤労意欲が影響を受けること
は少ない。

									サーバーへの接続は、多くの場合ファイヤーウォールの外からのイ
ンターネットHTTP接続しかない。

									通常はモバイルで、一定でない場所から違ったワークステーション
でアプリケーションにアクセスする。

									ビジネスでの関連はあるが所属する部署が雇っているわけではな



い。
インターフェースの条件とは以下のとおりです。

									コア・ユーザーは常に全機能が使えるWindowsインターフェースを
必要とします(例、MS-ExcelやMS-Wordレベルのインターフェース)。
インターフェースはワークステーションにインストールされている
か、高速サーバーからアクセスできます。アプリケーションは最高の
機能、パフォーマンス、生産性を想定して設計されています。コア・
ユーザーの配布と保守にかかる高コストは、標準のWindowsインター
フェースを使うことによる生産性とパフォーマンスによって相殺され
ます。

									臨時ユーザーは通常ブラウザー・インターフェースを使います。こ
のインターフェースは動的に配布され、DHTMLなどのテクノロジで
提供されるインターフェース機能の範囲に限られます。標準の
Windowsインターフェースの生産性とパフォーマンスのメリットの一
部は失われますが、それはユーザーにかかる配布と保守のコストが非
常に低いので相殺されます。



統合テクノロジの使用によりインターフェースが1つになると
は限らない
コア・ユーザーと臨時ユーザーは基本的に異なったユーザー・インター
フェースが必要となります。ですから1つの統合ユーザー・インター
フェース・テクノロジを使用すると、ユーザーからの要求も1つだとは
限らないのです。
コア・ユーザーと臨時ユーザーに提供されるインターフェースには重要
な違いがあります。この違いはユーザーのアプリケーションの使用法の
違いに由来します。コア・ユーザーは専門的なインターフェースを要求
し、期待します。臨時ユーザーは専門技術の少ない一般的なインター
フェースを要求し、期待します。
例えば、課金するアプリケーションに"経費精算の作成"という機能が
あったとします。
経費精算は経理部の専門家が作成し、一般の会社従業員はそれぞれが申
請を行います。(例、販売員、エンジニア、清掃員、など)
どちらのユーザー・グループにも同じ機能のインターフェースを提供す
るとどうなるでしょうか。経理部は生産性の悪さに不満を訴え、その他
の従業員からはインターフェースがわかりにくいと苦情が出るでしょ
う。



ゼロ配布の特徴
Webブラウザー・アプリケーションにはWindowsアプリケーションに比
べて非常に重要な利点が1つあります。ゼロ配布と呼ばれるものです。
これは(権限によりますが)いつでも、どこでも、誰でも使えます。
標準のWindowsアプリケーションを実行するには、そのアプリケーショ
ンをユーザー・デスクトップかユーザーがLAN程度の速度でアクセスで
きるサーバーに配布しなければなりません。このプロセスは複雑で、時
間とコストがかかり、エラーが生じやすいものです。
しかし、高度なWindowｓデスクトップ機能を配布する媒体として、ゼ
ロ配布はWebブラウザー・アプリケーションの唯一の長所です。すべて
の機能面で、このアプリケーションはWindowsアプリケーションにはか
ないません。ブラウザー・アプリケーションの見た目や感じ方を標準
Windowsアプリケーションのように拡張することはできますが、基本構
造上やセキュリティ、そして回線処理能力などの理由で、結果的にはほ
とんどの場合使いにくく、エンド・ユーザーに対するレスポンスが遅
く、ナビゲーションも劣るデスクトップ統合能力になってしまいます。
ブラウザー・インターフェースを通じてすべて行うことが非常に理にか
なっているという利点を理解することは重要です。
ゼロ配布は非常に魅力的で経済的な機能です。
別の言い方をすれば、エンド・ユーザーは生産性向上の理由よりもコス
ト削減の経済的理由から、ITによりWebブラウザー・インターフェース
を強要されることが多いのです。通常は標準Windowsインターフェース
(MS-WordやMS-Excelレベルの)のパワーやスピード、柔軟性を必要とし
ますが、経済的条件やテクノロジの限界によりそれは不可能です。
よく設計されたWindowsインターフェースの代わりにブラウザー・イン
ターフェースを提供することでエンド・ユーザーの作業環境を向上する
ことはできません。ブラウザー・インターフェースを提供することはエ
ンド・ユーザーにとっては経済的です。
ゼロ配布の経済的な現実面とエンド・ユーザーの期待と要求のバランス
を上手く取るのは複雑な計算です。インターネットを見ると、さまざま
なIT産業のグループの設計者と開発者がこのバランスを間違って状況説
明しているレポートを見ることができます。
この種の決定の影響する範囲は、エンド・ユーザーの苦情から、士気の
低下と生産性の悪化、プロジェクト/製造全体の失敗にまで及びます。
これはエンド・ユーザーがすべての意思決定権を持っている(例：パッ
ケージ・ソフトウェア・ソリューションの購入)状況では特にそうで



す。
Windowsアプリケーションか、Web	Browserアプリケーションのどちらを
開発しますか。
中規模から大規模な商用アプリケーションはおそらく以下の2点の開発
が必要になります。

									良いパフォーマンス、高機能、コア・ユーザーのデスクトップ統合
要求を満たすにはWindowsインターフェースを使用します。

									一時的にログインするユーザーへの配布のコストを最小限に抑える
にはWebブラウザー・アプリケーションを使用します。

ただし、上記のルールには例外が１つあります。VLF.NETアプリケー
ションです。このアプリケーションは、Windowsアプリケーションのパ
フォーマンス、外観および機能上の利点を数多く備えているにもかかわ
らず、ゼロ配布に近い機能があります。		



フレームワーク環境の設定
フレームワークを使用して、ネイティブのWindows(Visual	LANSA)また
はWebブラウザー(LANSA	for	the	Web)ユーザー・インターフェースを使
用するアプリケーションの設計と実装ができます。

以下の操作を行う場合は、サーバーにフレーム
ワークをインストールする必要があります。

									任意のタイプのWebブラウザー・アプリケー
ションを開発する。この場合、フレームワー
ク・サーバー・ソフトウェアをインストールし
て、Webサーバーとフレームワークの構成ス
テップを完了する必要があります。

									RAMPアプリケーションをネイティブの
Windowsにする場合でも、開発環境でRAMPを使
用する。この場合、フレームワーク・サー
バー・ソフトウェアをインストールする必要は
ありますが、Webサーバーとフレームワークの
Web構成ステップを省略できます。

Visual	LANSAワークステーションにフレームワー
クをインストールし設定する必要もあります。

	



サーバーにフレームワークをインストールする
以下に挙げる使用しているサーバーのタイプのインストール手順に従い
ます。

	
System	i	Apache	Webサーバー

	
Windows	Webサーバー



System	i	Apache	Webサーバー

	
これらのステップはApacheWebサーバーがSystem	i上で
稼動する場合に適用されます。

	

ステップ RAMP
で必
要

Webで
必要

ステップ1.LANSA	for	the	Webがインストールされて
いてサーバー上で実行可能なことを確認する

	

ステップ	2.使用しているApache	HTTPサーバーの構
成がサーバー側の内容や、オプションでVLF.NETア
プリケーションの配布をサポートしているか確認す
る

	

ステップ3.	交換リストの拡張が有効か確認する 	

ステップ	4.フレームワーク・ソフトウェアをインス
トールする

「HTTPサーバーの管理(ADMIN)機能を起動する」および「Webブラウ
ザー・アプリケーションをSystem	i複数層Webサーバー構成で使用す
る」も参照してください。



ステップ1.	LANSA	for	the	Webがインストールされていてサー
バー上で実行可能なことを確認する
LANSA	for	the	WebのプロセスまたはLANSA	for	the	Webシステムの有効
性を確認にする機能を実行してください。これに失敗した場合は、解決
が難しい複合的なエラーが起こっている可能性があります。
基本トラブルシューティング：

Apache	httpサー
バー・インスタンス
が起動していること
を確認してくださ
い。

System	iでは、Apache	httpサーバー・インスタ
ンスが起動していることを確認してください。
起動するには以下を入力します。

STRTCPSVR	SERVER(*HTTP)
HTTPSVR(<<name	of	the	Apache	server
instance>>)

Webユーザー・プロ
ファイルにイメー
ジ・ディレクトリへ
の正しいアクセス権
があることを確認し
てください。

System	iでは、Webアクセスに使用されたプロ
ファイルがイメージ・ディレクトリに読み/書
きの権限(*RWX)があることを確認します。
（WRKLNKを使ってディレクトリを検索し、
System	i	オプション9で権限を操作します。）

イメージ・エイリア
スと実際のIFSディ
レクトリの間のリン
クの定義が正しいか
確認します。

イメージ・エイリアスと実際のIFSディレクト
リ間のリンクは常に、HTTPサーバー管理者
(ADMIN)機能で定義します。

	

「HTTPサーバーの管理(ADMIN)機能を起動する」を参照してくださ
い。





ステップ2.	使用しているApache	HTTPサーバーの構成がサー
バー・サイド・インクルードおよびオプションでVLF.NETアプ
リケーションの配布もサポートしているか確認する

									HTTPサーバーの管理(ADMIN)機能を起動します(「HTTPサーバー
の管理(ADMIN)機能を起動する」を参照してください)。

									サーバー・プロパティを拡張し動的コンテンツおよびCGIをクリッ
クします。

									フォームのSSI(サーバーサイドインクルード)の使用タブをクリッ
クし、オプション「内部にCGIプログラム呼び出しのあるサーバー・
サイド・ファイルを許可」を選択します。

									ファイル拡張子.pgmを(つまり、ドットのあとにpgm)拡張子に追加
します。

									OKをクリックします。



	
VLF.NETアプリケーションを配布する場合は、「配布」を参照してくだ
さい。



ステップ3.	交換リストの拡張が有効か確認する
System	iにデータ・アプリケーション・サーバーがある場合、交換リス
トの拡張オプションが選択されている必要があります。
LANSA	for	the	Web	アドミニストレータを使用して、サーバー・システ
ムに接続します。[ツール]メニューから[システム構成]を選択し、次に
[データ/アプリケーション	サーバー]を選択します。その他タブを選択
し、交換リストの拡張が有効になっている(チェック・ボックスが
チェックされている)ことを確認します。



ステップ4.	フレームワーク・ソフトウェアをインストールする
フレームワーク・サーバー・ソフトウェアは、区画の初期化を実行する
ことによってインストール(またはアップデート)されます。LANSAのイ
ンストールまたはアップデート時、もしくはその後いつでも、どの区画
をVisual	LANSA	フレームワークのために初期化するのか選択できま
す。
LANSAのインストールまたはアップデート時に区画を初期化しなかっ
た場合、LANSAメイン・メニューの[管理タスクの処理]オプションを使
用して初期化することができ、その後、Visual	LANSA	フレームワーク
を選択します。



HTTPサーバーの管理(ADMIN)機能を起動する
Adminサーバーを起動します。
-	System	iでは、コマンドラインで以下を入力します。

STRTCPSVR	SERVER(*HTTP)	HTTPSVR(*ADMIN)
	

ブラウザーでAdminサーバーを使用します。
-	ホストのIPアドレスのURLを入力して、ブラウザーからHTTPサーバー
のADMIN機能を起動します。
http://<Your	Host	Address>:2001/HTTPAdmin
	
-	管理タブをクリックします。
-	サーバー・リストからHTTPサーバー(Apache装備)を選択します。



Windows	Webサーバー

	
これらのステップはWindows	Webサーバーに適用さ
れます。

	

ステップ1.LANSA	for	the	Webがインストールされていてサーバー上で実
行可能なことを確認する
ステップ2.使用しているHTTPサーバーの構成がサーバー側の内容もサ
ポートしているか確認する
ステップ	3.フレームワーク・ソフトウェアをインストールする
「Webブラウザー・アプリケーションをWindows複数層Webサーバー構
成で使用できるか」も参照してください。



ステップ1.	LANSA	for	the	Webがインストールされていてサー
バー上で実行可能なことを確認する
LANSA	for	the	WebのプロセスまたはLANSA	for	the	Webシステムの有効
性を確認にする機能を実行してください。これに失敗した場合は、解決
が難しい複合的なエラーが起こっている可能性があります。



ステップ2.	使用しているHTTPサーバーの構成がサーバー側の
内容もサポートしているか確認する
使用しているWindowsサーバーがサーバー側の内容もサポートするため
には、LANSA	for	the	WebにEPCをインストールする必要があります。必
要なEPCの詳細については、製品サポートまでお問い合わせください。
注：Webアドミニストレータを使ってLANSAシステムの構成でServer
Side	Include(SSI)サポートが有効になっていることを確認してください。

	



ステップ3.	フレームワーク・ソフトウェアをインストールする
									Visual	LANSA	IDEを起動して選択した区画にログオンします。
									Visual	LANSAフレームワークのオプションがリボンのツール・タ
ブに表示されているか確認してください。

									Visual	LANSAフレームワークがインストールされていない場合
は、ログオフしてもう一度ログオンします。

									Visual	LANSA	IDEのログオン画面で区画の初期化ボタンをクリック
しVisual	LANSAフレームワーク・オプションを選択します。

									次	のステップに進む前に、インストールが完了するまで待ちま
す。

	
このアプリケー	ションを表示するためには、起動オプションで
WAMS=Nと指定する必要があります。詳しくは「Web	アプリケーショ
ンの開始オプション」を	参照してください。



Visual	LANSAワークステーションにフレームワークをインス
トールし設定する

開発に使用している各々の	Visual	LANSAワークス
テーションにはフレームワーク・ソフトウェアがイン
ストールされている必要があります。

ステップ	1.Base	Visual	LANSAフレームワーク・ソフトウェアをインス
トールする
ステップ	2.	Visual	LANSAワークステーションを設定する



ステップ1.	Base	Visual	LANSAフレームワーク・ソフトウェア
をインストールする
警告：	Visual	LANSAフレームワークをすでにインストールしてある場
合は、このステップを実行すると、フレームワークがその[出荷時」の
状態に戻され、適用した不具	合の修正が削除されます。
									Visual	LANSA	IDEを起動して選択した区画にログオンします。

									Visual	LANSAフレームワークのオプションがリボンのツール・タ
ブに	表示されているか確認してください。

									Visual	LANSAフレームワークがインストールされていない場合
は、ログオフしてもう一度ログオンします。

									Visual	LANSA	IDEのログオン画面で区画の初期化ボタンをクリック
しVisual	LANSAフレームワーク・オプションを選択します。

									次	のステップに進む前に、インストールが完了するまで待ちま
す。

注：使	用している区画でフルRDMLXが有効でない場合、WAMは
RDMLXオブジェクトなので、Visual	LANSAフレームワークはWAMを実
行しません。もし後で区画をフルRDMLX有効にした場合、このステッ
プを再度実行する必要があります。



ステップ2.	Visual	LANSAワークステーションを設定する
使用している各々のVisual	LANSAワークステーションにはLANSA	for
the	Web開発システムにリンク付けされたフレームワーク・ソフトウェ
アがインストールされている必要があります。
ステップ1.Microsoft	Internet	Explorer	を使用しているか確認する
ステップ2.Webブラウザー用フレームワークのアプリケーションを有効
にする
ステップ3.Windows	WebサーバーまたはiSeries	Webサーバーを設定する
ステップ4.	フレームワークの詳細をWebサーバーに保存する
ステップ5.	フレームワークのWebブラウザーで実行テストを行う
注：以下の詳細を指定中にメッセージ・ボックス"フレームワークを保
存しますか"が表示されたら、NOと答えます。以下のステップでフレー
ムワークの変更を保存します。



ステップ1.	Microsoft	Internet	Explorer	を使用しているか確認
する
Internet	Explorerを起動してヘルプか	ら、バー	ジョン情報のメニュー・
オプションを使用します。
表示されている	バージョンが9.0(またはそれ以降)であることを確認して
ください。

	
そうでない場合は、作業を進める前に必要なInternet	Explorerのバージョ
ンをインストールしてください。



ステップ2.Webブラウザー用フレームワークのアプリケーショ
ンを有効にする
選択した区画でVisual	LANSA開発環境を起動します。それから、ツール
->	VLフレームワーク	-設計者オプションを使用し、組み込みのフレーム
ワークを設計者として起動します。
フレームワーク、プロパティメニュー項目を使用してフレームワークの
プロパティ・フォルダーを表示します。フレームワークの詳細タブへ移
行します。

	
以下のチェック・ボックスをチェックします。

									[Webブラウザアプリケーションでフレームワークが使用可能]

									LANSA	for	the	WEB	WAMを作成する場合は、[フレームワークで
WAMを使用可能]

									[AJAXスタイルアプリケーションのためのフレームワークを使用可
能]

									VLF.NETアプリケーションを作成する場合は、[Microsoft	.NET	使用
可能にフレームワークをコンパイル]	

	
ユーザー管理設定タブへ移行し、フレームワークユーザーと認証を使用
するのチェックを外します(この間、ユーザーと権限の確認を停止し、
インストール作業と検証作業を簡略化します。要求があれば後ほど、こ
れらのオプションを再度有効にします)。



	
フレームワークを終了し、変更を保存します。



ス	テップ	3.Windows	WebサーバーまたはiSeries	Webサーバー
を設定する

事前に必要な手	順
構成をよりスムー	ズに行うために、事前に以下を確認しておいてくださ
い。

1. LANSA	for	the	Webがインストール・構成され、Webサーバー
で開始されている。

					

2. Web	サーバー上の作業する区画がLANSA	for	the	Webが使用で
きるように設定されていて、初期化もされている。

	

3. Web	サーバー上の作業する区画がRDMLX使用可能である。 	

4. VLF	（EPC870以降）がWebサーバーのこの区画にインポート
されている。

	

5. ユー	ザーのPCからWebサーバーにアクセスが可能である。 	

6. Web	サーバーが開発マシンとは別のマシンの場合、Webサー
バーにネットワーク・ドライブがマップされ、使用したドラ
イブの文字が記録されている。

	

Web構成アシ	スタントの実行
VLFの(フレー	ムワーク)	-->	(Web構成アシスタント)からWeb構成アシス
タントを開始します。詳しくは「Web	構成アシスタント」を参照してく
ださい。
2つのタブが表示	されます。それぞれのタブを使って、Webサーバーの
定義をしてフレームワークに格納できます。



	

Windows	Webサーバー
タブの1つを使っ	て、Windows	Webサーバーで使用されているIPアドレ
スとポート、そしてWebサーバーを記述するキャプションを入力しま
す。
例えば、Web	サーバーがPCのIIS	Webサーバーで、ポートが80だった場
合、次のように入力します。



[次へ]のボタン	をクリックし、指示に従います。
Web構成アシス	タントは、Webサーバーに関するあらゆる事を自動的に
決定します。ただし、以下のような情報が必要となる場合があります。

http:	//localhost/Imagesが指す場所が必要な場合があります。	

使	用する「プ	ライベート作業フォルダ」の情報は常に必要です。
（フォルダが存在しな	い場合はアシスタントが作成します。）値を
入力し、[次へ]を押します。保存してから次のタブに進みます。



	

iSeries	Webサーバー
iSeries	Webサーバーも構成は同様です。
主な違いとして	は、WebフレームワークをWebサーバーにVLFが自動的
にロードするようにしたい場合、マップされたドライブを指定する必要
があります。
ネットワーク上の	iSeriesにドライブをマップするには、Windowsエクス
プローラーで[ツール]	-->	[ネットワークドライブの割り当て]を選択しま



す。
\\host_ip\IFSに	マップするドライブの文字を選択し、別のユーザー名を
使用してマップします。iSeriesのユーザー・プロファイルとパスワード
を使用してください（こ	こでのhost_ipはiSeriesのIPアドレス、またはIP
アドレスを解決する名前です）

終了したら保存	し、Web構成アシスタントを閉じます。



ステップ4.	フレームワークの詳細をWebサーバーに保存する
フレームワークを保存して今までの変更を保存します。
この時点でLANSA	for	the	Webプライベート作業フォルダーがあるので、
VLワークステーションから作業フォルダーが更新された	ウィンドウが
表示されます。
今後このウィンドウはフレームワークを保存するたびに表示されます。

このウィンドウは、作成したフレームワーク・デザイン(およびその他)
をWebサーバーのイメージ・フォルダーとプライベート作業フォルダー
にコピーすることを示しています。
今回はWebサーバーをインストール後または更新後初回なので以下を実
行してください。

									RAD-PADのノートオプションのチェックをはずす

									デモオブジェクトとシステムを含めるオプションにチェックを入れ



る

									全て使用可能なイメージ(GIF)オプションにチェックを入れる
OKをクリックし、コピーの実行が終わるまで待ちます。
注1：すべてをサーバーにコピーするため、この操作には数分かかるこ
とがあります。以後のコピーはサーバーに送るデータが少なくなるた
め、時間は大幅に短くなります。通常すべてがコピーされるのは、フ
レームワークをインスールするか更新した後だけです。
注2：通常、マップしたドライブはFTPより早いので、マップしたドライ
ブがある場合はそちらを使用します。
コピー操作が完了したら、更新フォームが再度表示され、以下のサンプ
ルのようにスクリプト-xxxxの実行結果(ここでxxxxはwebサーバーに割り
当てたキャプション)が記載されています。

スクリプト・メッセージをスクロールし、失敗したCOPYまたはFTPを
探します。
OKボタンをクリックして、更新フォームを閉じます。
FTPまたはCOPYが失敗している場合、ほとんどは関連付けた「開発者
初期設定」タブに設定したIPおよび/またはディレクトリの詳細が不正で
す。Webサーバーのタブに戻って、設定した詳細を注意深く確認します
(F2で各オプションの追加情報が表示されます)。確認オプションで問題
をチェックします。問題の原因を修正したら、ステップ4へ進みます。



ステップ5.	フレームワークをWebブラウザーで実行テストする
フレームワーク	->	Webｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝとして実行メニュー・オプションでフ
レームワークをWebブラウザー・アプリケーションとして実行します。

オプションWindows形式とWebブラウザ内を選択します。オプショント
レースをオンにするのチェックを外して、OKをクリックします。フ
レームワークがInternet	Explorer内で起動します。
最初にフレームワークをWebブラウザー・アプリケーションとして使用
するとき、使用されるさまざまなファイルがブラウザーのキャッシュに
ないため立ち上がりが遅くなります。
Webブラウザーを設計し実装する方法を早く覚えるには、チュートリア
ルを実施してください。



デモンストレーション・アプリケーション
デモンストレーション・アプリケーションは、RDMLX区画でのみ実行
できます。
組み込みのデモンストレーション・アプリケーションを簡単に紹介しま
す。ヒューマン・リソース・アプリケーションがフレームワークに実装
された場合、どのように表示されるか説明します。
この目的は、以下を実現するためにフレームワークをどのように使用で
きるかを示すことです。

									ナビゲーション構造、使いやすさ、アクセスの簡単さなどによっ
て、ユーザー・エクスペリエンスに付加価値を付ける

									統合(デスクトップとアプリケーション)、グラフ作成、レポート作
成、生産性向上などによって、ビジネスに付加価値を付ける

その中に含まれるさまざまなビジネス・オブジェクトやコマンドが、実
に多様なスタイルを使用します。Visual	LANSAフレームワーク製品で使
用できる多くのテクニックの一部を示すように設計されています。

									HTML開始ページ
									グラフィカル・コンテンツ

									複合グリッド

									Webコンテンツ
									Googleマップ・ガジェットの統合

									ウィザード

									データ入力

									動的レポート生成

									Microsoft	Wordとの統合
									Microsoft	Excelとの統合
									ビデオ・コンテンツ

									ミニ・フィルター

									汎用的な注釈コマンド・ハンドラー

									汎用的なスプール・ファイル・コマンド・ハンドラー

									IBM	i	サーバー・メッセージ・キュー



後で、デモンストレーション・アプリケーションのコードを確認するこ
とがあります。デモンストレーション・アプリケーションの一部が、
DF_*で始まる接頭辞を持つコンポーネントに組み込まれています。
デモは、架空のソフトウェア工学会社ACMEのヒューマン・リソース・
システムです。PSLMST、PSLSKL、PSLTIMES、DEPTAB、SECTAB、
およびSKLTABというLANSAデモンストレーション・データベース・
テーブルを使用します。アプリケーション自体は、これらのテーブルに
格納されている情報を2つの主要なビューで示します。1つのビューは、
ACME社を定義している組織の構造別に表示され、もう1つのビュー
は、ACMEに勤務している従業員別に表示されます。

デモ・データベース・テーブルの初期化
LANSAには、必要に応じて組み込みテーブルPSLMST、PSLSKL、
PSLTIMES、DEPTAB、SECTAB、およびSKLTABを初期化するためのプ
ログラムが用意されています。このプログラムを使用するには、組み込
みプロセスPSLUTLを実行します。メニューオプションﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ（実行可能なｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを含む）を使用します。

Microsoft	Office	Webコントロールを使用したグラフの表示
[組織]タブや[課の詳細情報]タブにグラフを表示するには、PCに
Microsoft	Office	2003（またはそれ以降）をインストールしておくことが
必要です。また、次のサイトで入手可能なMicrosoft	Office	2003（または
それ以降）のWebコントロールも必要です。



HTML起動ページ

起動ページは通常、企業のリソースをまとめるために使用します。

次のページ例は機能しません。実際のアプリケーションでは、起動ペー
ジは企業独自のスタイルで作成され、他のリソースへのリンクが追加さ
れます。

起動時にHTMLページを表示するには、URLプロパティで特殊な値
*AUTO*を使用します。



グラフィカル・コンテンツ
組織は、伝統的な商用ビジネス・オブジェクトで、部門、課、および人
員の階層型インスタンス・リストがあり、グラフを使用するコマンド・
ハンドラーがあります。

インスタンス・リストのツールバーは、選択したビジネス・オブジェク
トのタイプによって変化します。個別のタブは必要に応じて縮小および
展開できます(「ペインの縮小および展開の許可」を参照してくださ
い)。
グラフのレイアウトを変更でき、詳細はグラフをクリックすると表示さ
れます。
Visual	LANSAには、簡単に使用できる独自のグラフ機能がありますが、



このバージョンのデモ・アプリケーションでは、埋め込みのMicrosoft
Office	2003	Webコントロールを使用してグラフを表示することにしまし
た。
グラフを表示するには、PCにMicrosoft	Office	2003をインストールしてお
くことが必要です。また、次のサイトで入手可能なMicrosoft	Office	2003
Webコントロールも必要です。
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=7287252C-402E-
4F72-97A5-E0FD290D4B76&displaylang=en
この方法の利点は、WindowsとWebで、ほぼ同じロジックを使用してグ
ラフを設定できることです。
	

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=7287252C-402E-4F72-97A5-E0FD290D4B76&displaylang=en


複合グリッド
イベントを表示しているグリッドでは、編集を簡単にするためにドロッ
プダウンとカレンダーを使用しています。

	



Webコンテンツ
Webコンテンツはアプリケーションに統合できます。

	



Googleマップ・ガジェットの統合
Googleマップ・ガジェットを使用して、部門と課の場所を表示できま
す。

	



ウィザード
セクションの作成オプションは、新しいセクションの作成に使用する
ウィザード形式のフォームを示しています。ユーザーは複数のパネルを
移動して操作を実行し、必要に応じて前のパネルまたは次のパネルに移
動できます。

	



データ入力
従業員の詳細タブは、非常に密度の高いデータ入力画面の例です。エン
トリーが正しくない場合、保存されていない変更がトラップされた場合
は、LANSAリポジトリ・ルールによってエラーメッセージが発行され
ます。

	



動的レポート生成
Reportsコマンド・ハンドラーは、MS-WordとMS-Excelとのレポートと電
子メールの統合を使用してユーザーのデスクトップでレポートを動的に
生成する方法を示しています。

	



デスクトップおよびフォルダーのVLアプリケーションへの統
合
従業員のドキュメントは、保存するとデータベースに格納されます。任
意のタイプのPCファイル(pdf、htm、gifなど)を格納できます。



Microsoft	Excelとの統合
Excelがアプリケーションに統合されています。



ビデオ・コンテンツ
写真とビデオがコマンド・ハンドラーに挿入されています。



ミニ・フィルター
リソース	ビジネス・オブジェクトでは、ユーザーがさまざまな方法で従
業員を検索できるミニ・フィルターを使用しています。

	
例えば、以下のようになります。

									従業員番号「A0090」と入力してEnterキーを押します。

									名前「SM」と入力してEnterキーを押します(検索は汎用検索ではな
く、スキャンによって行われます)。

									ドロップダウンからスキルを選択します。

									集合リストを作成するには、リストのクリアオプションのチェック
を外します。



汎用的な注釈コマンド・ハンドラー
組み込みのデモンストレーション・システムでは、社員の[ノート]タブ
で多数の注釈を社員に関連付けることができます。

	
注釈コマンド・ハンドラーDF_T3201は汎用的に設計されており、VLF
フレームワークに定義されている任意のビジネス・オブジェクトと即座
に使用することができます。例えば、RAMPed	5250アプリケーションの
Product、Customer、またはOrderビジネス・オブジェクトには、即座に
注釈/ドキュメント/添付機能を追加することができます。
個々の注釈を分類したり、複数のドキュメントや添付をそれに関連付け
ることができます（例：MS-Word文書、電子メール、イメージ/写真な
ど)。すべての注釈とドキュメント/添付の詳細は、Windowsサーバー、
マップ済みドライブ、共有フォルダー、セキュリティ・システムなどを
追加で必要とすることなく、権限を持つユーザー全員があらゆる場合に
即座に使用できる状態で、データベース・サーバー上のデータベース・
テーブルに恒久的に格納されます。
注釈コマンド・ハンドラーをこのように再利用すると、RAMPedである



5250アプリケーションに有意義な値が追加されます。
手順については、RAMPチュートリアル「Snapping	in	Shipped	Events
Command	Handler」を参照してください。
すべてのソース・コードが提供されるので、ユーザーは適宜ロジックを
コピーおよび修正できます。

javascript:void(0);openCHM('lansa050.CHM::/LANSA050_0105.htm','main');


汎用的なスプール・ファイル・コマンド・ハンドラー
組み込みのデモンストレーション・システムで、スプール・ファイル・
コマンド・ハンドラーを使用すると、エンド・ユーザーはスプール・
ファイルの待ち行列を表示、削除、または変更できます。また、スプー
ル・ファイルをテキスト・ファイルやPDFに変換できるので、コピー、
電子メールでの送信、および表示などができるようになります。

	
スプール・ファイルのWindowsブラウザーのサンプルでは、汎用的な組
み込みのコマンド・ハンドラーDF_T3101を使用しています。これは、
任意のフレームワークやビジネス・オブジェクトに付けることができま
す。
スプール・ファイルをPDFに変換する機能を使用する際に	iSeriesが
CCSID	37を使用しない場合は、スプール・ファイルのPDF変換プログラ
ムの編集と再コンパイルが必要となる場合があります。
このプログラムの変更点に関する詳細、および再コンパイル方法につい
ては、同梱のソースを参照してください。このソースはiSeriesの
UF_3GSRCファイル内にあり、ソース・メンバーはUF_3GSPLRPです。
VLFを再インストールもしくはアップグレードすると、関係するソース



コード・メンバーが出荷時の状態に置き換えられる可能性があります。
VLFを再インストールまたはアップグレードした際は、自身で加えた変
更を再確認し、再度適用する処理を必ず行ってください。



IBM	i	サーバー・メッセージ・キュー
IBM	i	サーバー・メッセージ・キューのデモンストレーション・アプリ
ケーションは、ツールバーの新しい[キュー]ボタンにより起動します。
このアプリケーションではユーザー個別のキュー、グループ・チャッ
ト・キューやイベント通知キューの使用状況が示されます。	ただしこれ
を効率よく使用するためには、IBMサーバーにスーパー・サーバー接続
されている必要があります。

個別のキューは、IBM	i	の典型的なユーザー・プロファイル待ち行列で
す。バッチ・ジョブの完了やシステム状況などを個人に通知するために
使用されます。

	
チャット・キューの例では、IBM	i	メッセージ・キューが同じ作業グ
ループに属する人達の情報交換が許可されている様子が示されます。



イベント通知キューでは、IBM	i	メッセージ・キュー経由でグループや
個人へ”実行可能な”メッセージをプログラムで送信する方法を示しま
す。
ユーザーがこの種のメッセージを”実行する”ことを決めると、VLFがこ
れに反応し、例えばURLを開く、ビジネス・オブジェクト・インスタン
スに切り替える、コマンド・ハンドラーを実行するなどがプログラム上
で実行されます。
この方法は、標準のHRデモ・アプリケーションで従業員の住所や電話
番号を更新する際に利用されます。-	この場合”実行可能な”メッセージ
が以下のように発行されます：



全てのソース・コードは例とともに同梱されています。
	



プログラミング・テクニック・アプリケーション
フレームワークで実行するプログラムの作成については、組み込みのプ
ログラミング・テクニック・アプリケーションを使用するのが最も簡単
に始められる方法です。
この組み込みデモ・アプリケーションでは、実際のアプリケーションが
どのような形のものか確認できます。またプログラミング・テクニッ
ク・アプリケーションはプログラム・アプリケーションを作成する方法
をご覧いただけます。提供するすべてのサンプルにはソース・コードが
付いています。そのためサンプルを実行するだけでなく、そのソース・
コードを検証することもできます。プログラミング・テクニック・アプ
リケーションはWebブラウザー・アプリケーションに重点を置いていま
す。



開発アーキテクチャ
このセクションでは、フレームワーク開発の構成と管理の方法について
説明します。
使用のシナリオ：1人の設計者と複数の開発者
使用のシナリオ：複数の設計者と複数の開発者
新しいフレームワークのバージョンを作成する方法
フレームワークの自動バックアップを保存する方法
フレームワーク定義をエクスポートする方法
アイテムをフレームワーク間でマージする方法



使用のシナリオ：1人の設計者と複数の開発者
このシナリオは、1人の設計者と複数の開発者によりアプリケーション
の実装が行われる場合に適しています。

ス
テッ
プ

説明

1 設計者はこの開発サイクルで必要なすべてのアプリケー
ション、ビュー、ビジネス・オブジェクト、フィル
ター、コマンド・ハンドラーを定義し、プロトタイプ・
フレームワークを作成します。フレームワーク定義XML
ファイルのコピーが開発者1〜3に送られます。

2 開発者1〜3は、設計者による割り当てに従い、各種の
フィルターやコマンド・ハンドラーのコーディング、コ
ンパイル、テストを行います。この作業のため、フレー
ムワーク定義にフィルターやコマンド・ハンドラーをス
ナップインする必要があります。開発者はフレームワー
ク・オブジェクトの新規作成を行いません。開発者は既
存のオブジェクトの定義を修正しているだけです。

3 割り当てられたフィルターとコマンド・ハンドラーの作
業を完了した後、開発者1〜3はマージ・ツールを使用し
てマージ・リストを作成し、修正したフィルターとコマ
ンド・ハンドラーをこのリストに追加します。マージ・



リストは電子メールで設計者に戻されます。

4 設計者はマージ・リストを受信して、修正されたフィル
ターとコマンド・ハンドラーの定義をフレームワークの
マスター・バージョンにマージします。

5 各開発者にはマスター・フレームワーク定義の最新のコ
ピーが配布されます。このコピーには、すべての開発者
により完了された作業が反映されています。このマス
ター・フレームワークの最新のコピーが、この後の作業
の基礎となります。

すべてのフィルターとコマンド・ハンドラーが完成するまで、このよう
な開発サイクルが繰り返されます。マスター・フレームワークはプロト
タイプから次第に改良され、実装できる状態の完成したアプリケーショ
ンができあがります。



使用のシナリオ：複数の設計者と複数の開発者
大規模なプロジェクトでは、複数の設計者とチームが必要になる場合が
あります。このような場合、前のシナリオにもう1段階追加すること
で、作業が簡単になります。

この例では、3人の設計者が、それぞれ自分に割り当てられた開発者と
チームを組み、「1人の設計者と複数の開発者」で説明したような開発
サイクルにより、最終的なアプリケーションの各部分のプロトタイプ作
成、コーディング、テスト、実装を個別に行っています。
アプリケーションのコンポーネントは各チームによって作成されるた
め、設計者はマージ・ツールにより新規作成および更新されたコンポー
ネントのマージ・リストを作成します。このリストはマスター設計者に
送信され、マスター・フレームワークにマージされます。この後、新し
いマスター・フレームワークは各設計者に送り返され、各チームの次の
作業の基礎となります。



新しいフレームワークのバージョンを作成する方法
フレームワークを名前をつけて保存を使用して、新しいフレームワーク
のバージョンを作成します。
関連XML定義ファイル(変更が必要になる場合があります)
フレームワークのバージョンを起動する
RAMPユーザーに対する注意



名前を付けて保存の使い方
フレームワークの新しいバージョンは次の手順で作成します。

									フレームワークメニューで	フレームワークを名前を付けて保存	を
選択します。

	
フレームワークを保存　ダイアログが表示されます。



フレームワークのバージョンは、LANSAのプログラム・フォルダーの
ExecuteディレクトリにXMLファイルとして保存されます。
フレームワークのデフォルト名はVF_SY001_System.XMLです。
									フレームワーク・ファイルの名前を変更します。

									次に、新規作成するフレームワークのバージョンのキャプションを
変更して、後で使用中のフレームワークのバージョンが簡単にわかる
ようにします。

									保存をクリックして、フレームワークの新しいバージョンを作成し
ます。

「表示されているフレームワークのバージョンのリストを変更する」も
参照してください。
	



関連XML定義ファイル
フレームワークのバージョンには、サーバー、コード・テーブル、ユー
ザー、RAMP画面の定義(ノード)に対する関連XMLファイルがありま
す。一部のフレームワークのバージョンでは、これらの定義ファイルを
共有するか、独自の定義ファイルを保有することができます。
通常、フレームワークのバージョンはサーバー、ユーザー、およびコー
ド・テーブルの定義を共有しますが、RAMP画面定義は共有されませ
ん。

定義XMLファイルは、使用している区画のExecuteディレクトリに保存
されます。
関連XML定義ファイルを変更する(オプション)



関連XML定義ファイルを変更する(オプション)
名前を付けて保存オプションによりフレームワークの新しいバージョン
を作成した後で、元のフレームワークと同じ関連XML定義ファイルを使
用する場合、詳細内容は自動的にコピーされるため、ユーザーによる操
作は必要ありません。

									独自のサーバー、コード・テーブル、またはRAMP画面の定義を使
用する場合は、フレームワークメニューのプロパティオプションを選
択して、フレームワークの詳細	タブを表示します。

	

									その後、適切なXML定義ファイル名に変更します。
	

ユーザー定義を変更する2通りの方法
ユーザー定義は特殊な事例です。ユーザー定義はXMLファイルにも保存
できますが、通常は物理ファイルVFPPF06およびVFPPF07に保存されま
す。

									別のユーザー定義を使用する場合は、ユーザー管理設定タブを表示
します。

									ユーザー定義がVFPPF06/07に保存されている場合、ユーザー設定
プロパティを固有の値に変更します。



	
	
									ユーザー定義がVFPPF06/07に保存されていない場合、ユーザー
XMLファイルを固有の値に変更します。

		
	



フレームワークのバージョンを起動する
名前を付けて保存オプションを使用した後は、フレームワークを起動し
た時点で、使用できるフレームワークのバージョンを選択するためのダ
イアログが表示されます。

	
XMLファイルのリストには、これまでに作成した名前を付けて保存のコ
ピーが表示されます。前回使用したXMLファイルが自動的に選択されて
います。
	
質問：	このXMLファイルのリストはどこにありますか。
答え：名前を付けて保存されたファイルのリストは、区画のExecuteディ
レクトリのテキスト・ファイルに保存されています。
通常、このファイルの名前はvf_sy001_system_choice.txtです。このファ
イルはメモ帳で編集できます。
	
質問：	最後に使用されたXMLの名前はどこに保存されていますか。
答え：前回開かれたXMLファイルの名前は、一時ディレクトリのテキス
トファイルに保存されています。
通常、このファイルの名前はvf_sy001_system_choice_Last_Used.txtです。
このファイルはメモ帳で編集できます。



RAMPユーザーに対する注意
RAMPアプリケーションのバージョンが複数ある場合、設計開発段階の
最後にRAMP画面定義ファイル(ノード)も手動操作でマージする必要が
あります。



フレームワークの自動バックアップを保存する方法
フレームワークを保存するたびにフレームワークの設計のバックアップ
が作成されるようにするには、フレームワークの詳細　タブのXMLファ
イルのバージョン保持オプションを選択します。
定義ファイルのバックアップは区画内のExecuteディレクトリに保存され
ます。ファイル名はvf_Sy001_System_YYYYMMDD_HHMMSS.xmlのよ
うな形式になります。ファイル名の最後の部分は保存された日付と時刻
を表しています。
バックアップを使用するには、Windowsエクスプローラで現在の定義
XMLファイルの名前を変更するか定義XMLファイルを削除し、その後
でバックアップ・ファイル名から日付と時刻を表す部分を削除します。
フレームワーク定義ファイルおよび関連XML定義ファイルに対するバッ
クアップが保存されます。
フレームワークの保存を定期的に要求するよう設定するには、自動保存
のタイミングオプションで間隔を指定します。



フレームワーク定義をエクスポートする方法
フレームワークのデザインを他の人と交換できます。
フレームワークのデザインを他の開発者に送り、フィルターやコマン
ド・ハンドラーをどのようにコーディングしてほしいか見せることがで
きます。また、フレームワークのデザインをエンド・ユーザーに送り、
彼らがそれを実行し、提案するデザインの検証ができます。
送信者は、以下を実行します。

									フレームワーク・プロパティのデザインのエクスポートタブで、エ
クスポート機能を使用してzipファイルを作成する

									受信者にzipファイルを送る
受信者は以下を実行します。

									受信したフレームワーク・デザインをインストールする前に既存の
フレームワーク・デザインをエクスポートする

									受信したフレームワークをunzip後、区画の実行ディレクトリに入
れる

									受信したデザインで作業する

オリジナルのフレームワーク・デザインを復元するには、保存したフ
レームワークをunzipします。
フレームワークの配布は「アプリケーションの配置」とは違いますので
注意してください。



アイテムをフレームワーク間でマージする方法
VLFマージ・ツールを使用すると、マージ・リスト(フレームワーク・オ
ブジェクトのリスト)の作業ができます。次の操作を行うことができま
す。

									フレームワークからアイテムのマージ・リストを作成して、他の
ユーザーに送信する

									マージ・リストを他のユーザーから受信して、アイテムをフレーム
ワークにマージする

									同じPC内にある複数のフレームワーク間でアイテムを転送する
マージ・ツールの主な目的は、複数の設計者や開発者が同じマスター・
フレームワークを同時に開発できるようにすることです。この目的は、
新規作成または修正されたフレームワーク・オブジェクトを1つのマス
ター・フレームワークに継続的にマージすることで達成できます。
設計者としてフレームワークを使用している場合、マージ・ツールは次
のように起動します。



マージツール	ウィンドウ
マージツールの使い方

2つのRAMPフレームワーク定義の結合の例



マージツール	ウィンドウ
マージツール	ウィンドウは次のように表示されます。

マージファイル	タブ
このタブには、マージ・ファイルがあるハード・ドライブの一時フォル
ダーが表示されます。次の操作を行うことができます。

									マージ・リストをこのフォルダに(例えば、受信した電子メールか
ら)ドラッグ・アンド・ドロップする

									マージ・リストをこのフォルダから(送信する電子メールや、共有
ネットワーク・ドライブなどに)ドラッグ・アンド・ドロップする

マージオプション	タブ
このタブは、マージ・リストを受信して、内容の一部を現在のフレーム
ワークにマージする場合に使用します。

マージリスト	–	現行ユーザーまたは他の開発者によって追加さ
れたオブジェクト
現在使用中のユーザー(または他の開発者)により手動でマージ・リスト
に追加されたフレームワーク・オブジェクトが表示されます。



マージリスト	–	VLFにより自動的に追加されたオブジェクト
現在使用中のユーザーまたは他の開発者により手動で追加されたオブ
ジェクトで参照されているためVLFにより自動的にマージ・リストに追
加されたフレームワーク・オブジェクトが表示されます。マージ・リス
トのこの部分は、不完全なマージ・リストを他のユーザーに送信しない
ようにすることを本来の目的としています。

ボタン

ファイルに保存
現在のマージ・リストをファイルに保存しま
す。このファイルは他のユーザーに送信できま
す。

追加された項目
を削除

選択された項目をマージ・リストから削除しま
す。マージ・リストに誤って追加された項目を
削除する場合に使用します。

全て削除 マージ・リスト全体の消去に使用します。

フレームワーク
の追加

現在のフレームワークの定義をマージ・リスト
に追加します。フレームワーク自体をマージ・
リスト領域にドラッグ・アンド・ドロップする
ことはできないため、このオプションはボタン
形式になっています。

クリップボード
へ保存	/	クリッ
プボードからの
貼り付け

ローカルのクリップボード形式ファイルを使用
して、現在のマージ・リストを保存または復元
します。このオプションは、同じPCにある複数
のフレームワーク間で項目をマージする場合に
使用します。例えば、フレームワークの項目を
同じPCにあるフレームワークAとBの間で転送す
るには、次の手順を実行します。
フレームワークAを開いて、目的の項目がある
マージ・リストを作成し、クリップボードへ保
存	を使用します。その後フレームワークBを開
き、クリップボードから貼り付け	をクリックし
ます。目的の項目を選択して、フレームワークB
にマージします。

マージ・リストで選択されたすべての項目の
マージを開始します。このボタンをクリックす



選択項目をマー
ジ

ると	マージオプション	タブが表示されて詳細オ
プションの指定が要求されます。ここで選択さ
れた内容に従い、マージ操作が開始されます。

		



マージツールの使い方

他のユーザーにマージ・リストを送信する方法
									マージ・ツールを起動します。

									送信するオブジェクトをフレームワークからマージ・リストにド
ラッグ・アンド・ドロップします。例えば、フレームワークに新しく
追加した3つのビジネス・オブジェクト・フィルターをドラッグ・ア
ンド・ドロップできます。

									ファイルに保存ボタンを使用します。

									保存したファイルをマージファイル	タブで選択し、受信者が受信
のために使用する場所にドラッグ・アンド・ドロップします。例え
ば、共有ネットワーク・ドライブや電子メールのメッセージなどで
す。

他のユーザーからマージ・リストを受信する方法

									マージ・ツールを起動します。

									マージファイル	タブに切り替えます。
									受信したマージ・リスト・ファイルをMergeフォルダーに(電子メー
ル・メッセージや共有ネットワーク・ドライブなどから)ドラッグ・
アンド・ドロップします。

									数秒後に、ドロップしたファイルを開くよう要求するメッセージが
マージ・ツールに表示されます。はいをクリックします。これによ
り、マージ・ファイルの内容がマージリスト領域とリファレンスリス
ト領域に表示されます。

									現在のフレームワークにマージするオブジェクトをマージリスト領
域でクリックして選択します。その後、選択項目をマージ	ボタンを
クリックします。マージオプション	タブを使用して、オブジェクト
をフレームワークにマージする方法を指定します。

									マージするオブジェクトは任意に選択できます。また、選択する必
要があります。受信したオブジェクトをすべてマージする必要はあり
ません。

便利な情報

									すべてのフレームワーク・アイテム(またはオブジェクト)はGUID
(Global	Unique	Identifier)で一意に識別されています。原則として、



GUIDは空間および時間を通じて固有の、32文字の識別子です。どの2
つのGUIDも同じになることはありません。そのため、開発者Aが
「Customer」というキャプションのビジネス・オブジェクトを作成
し、開発者Bも「Customer」というキャプションのビジネス・オブ
ジェクトを開発した場合でも、これらのオブジェクトは同一のフレー
ムワーク・オブジェクトではありません。この2つは明確に区別され
るビジネス・オブジェクトで、偶然キャプションが同じであるにすぎ
ません。マージリスト領域には、「現存の値」という列があります。
この列は、該当する種類とGUIDのオブジェクトが現在フレームワー
クに存在するかどうかを表します。

									GUIDを使用すると、世界中に存在するどの2つのフレームワークの
オブジェクトをマージする場合でも、オブジェクトやプロパティが重
複することがなくなります。

									ただし、種類とキャプションが同じ2つのオブジェクトを作成して
もこれらのオブジェクトのGUIDは異なるため、同じ場所にいる2人の
開発者が1つのオブジェクトを作成することはできなくなります。

									以上のことから、プロジェクトの最適なワーク・フローとして考え
られるのは、中心となる設計者が必ず上位の「コンテナー」オブジェ
クト(アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、5250	RAMPセッ
ションなど)を新規作成することです。このオブジェクトはプロジェ
クトの各開発者に送られます。各開発者は必要に応じてオブジェクト
の拡張や改良を行い、定期的に変更内容を送り返します。これによ
り、使用された上位コンテナー・オブジェクトのGUIDはすべて同一
(これらのオブジェクトが実際にはすべて同一のオブジェクト)とな
り、マージ操作が単純かつ簡単になります。										



2つのRAMPフレームワーク定義の結合の例
開発者Bのフレームワーク/RAMP定義を、開発者Aのフレームワーク定
義に結合する例を示します。
定義の収集
定義のマージ



定義の収集
開発者BのPC上でマージ・ツールを起動します。

	
マージしようとするビジネス・オブジェクトを、フレームワーク・ウィ
ンドウから、中央パネルにあるマージ・リスト上にドラッグ移動してく
ださい。この例ではAlexandriaを移動しています。



	
下側パネルには、必要と思われる他のオブジェクトも表示されていま
す。
しかしここには、実際には必要ないオブジェクトもあるかも知れませ
ん。不要なスクリプトを削除する一方、ここにはなくても実際には必要
なものがあれば手動でコピーします。不要なスクリプトを選択し、選択
された項目を削除ボタンを押してください。



	
次にRAMPツールを起動します。



	
必要なスクリプトを選択し、マージ・ツールの中央パネル上にドラッグ
移動してください。



	
必要なオブジェクトをすべてマージリスト上にドラッグできたら、ファ
イルに保存ボタンを押します。



	
一時ディレクトリに、該当するオブジェクトを格納したファイルができ
ます。



	
これを開発者Aに送ってください。



定義のマージ
ファイルは開発者の一時ディレクトリに保存されています。Windows上
で、ファイルを電子メールにドラッグすることも可能です。
開発者Aは、このファイルをマージ・ツールの一番上のパネルにドラッ
グ移動します。



	
ファイル選択の確認を求めるメッセージが表示されます。



	
はいをクリックします。



	
中央パネル上で、マージ対象のコンポーネントを選択し、選択項目を
マージを押してください。



	
画面は次のように変わります。



	
既存のオブジェクトにマージするか、新たに作成するかを指定してくだ
さい。



	
新たに作成する場合は、次にその名前を尋ねられます。



	
選択された全てのマージをクリックすると実際にマージされます。
この後、マージ済みの新しいフレームワーク定義を、開発者全員に配布
するようお勧めします。
フレームワークのエクスポート機能(「デザインのエクスポート」を参
照)を利用するとよいでしょう。



重要な概念
括弧内のメ
ニュー・オプ
ション

アプリケー
ション

ビジネス・
オブジェク
ト

インスタンス・
リスト

フィルター

コマンド コマンド・
ハンドラー

イメージ・
パレット
(RAD-PAD)

フレームワー
ク・ウィンドウ

	



括弧内のメニュー・オプション
重要な概念
フレームワークのフレームワークメニューと管理メニュー、およびその
オプション・メニューは、フレームワークがユーザー・モードで実行さ
れている場合、エンド・ユーザーには表示されないため括弧で括られて
います(「フレームワークの起動」を参照してください)。

同じ理由で、ポップアップ・メニューのデザイン時メニュー・オプショ
ンも括弧で括られています。



アプリケーション

チュートリアル：｢VLF001	-	HR
アプリケーションの定義」

「重要な概念」

アプリケーションでは「ビジネス・オブジェクト」によるグループ化が
可能です。フレームワークには複数のアプリケーションが存在すること
があります。

例えば、商業環境におけるアプリケーションはHuman	Resources、
Manufacturing、Payrollなどがあります。
注：「アプリケーション」という語を文字通りに捉えすぎないでくださ
い。「アプリケーション」という語は、受け取る人によってさまざまに
解釈されます。フレームワークの用語としての「アプリケーション」は
単にビジネス機能の論理グループを表しています。例えば、実際には
Stock、Ordering、Pricing、Customers、Suppliers、Invoicing、System	Table
Maintenanceという7つのサブ・アプリケーションを含んでいるERPとい
う１つの「アプリケーション」を持つことができます。ERPという1つ



のフレームワーク・アプリケーションを定義した場合、それがいっぱい
になる恐れがあります。フレームワークの用語としては、これらの7つ
のサブ・アプリケーションが、個々のフレームワーク・アプリケーショ
ンとしてはおそらく最も良い定義です。



ビジネス・オブジェクト

「VLF002	-	ビジネス・オブ
ジェクトの定義」

「重要な概念」

ビジネス・オブジェクトはエンド・ユーザーが作業するオブジェクトで
す。これはアプリケーションの核となるものです。

ビジネス・オブジェクトは任意のものになれますが、アプリケーション
のエンド・ユーザーがアプリケーションの一部として継承することが望
ましい形です。例えば、Human	Resourcesというアプリケーションは、
EmployeeやDepartmentsなどのビジネス・オブジェクトを処理します。
ビジネス・オブジェクトを直接データベース・テーブルに関連付けては
いけません。
同様に、エンド・ユーザーにとってレポートは日々の業務の間に作成す
ることになるオブジェクトそのものです。よって、レポートと呼ばれる
ビジネス・オブジェクトを作成することは、たとえそれが多くのプログ



ラミング「オブジェクト」に係わっていても、完全に理にかなったこと
です。
ビジネス・オブジェクトはエンド・ユーザーが業務中に認識して使用す
るものであり、ソフトウェア開発者がいう○○プログラミング「オブジェ
クト」とは異なります。



フィルター

チュートリアル「VLF003
-	フィルターのプロト
タイプ作成」

チュート
リアル：

「VLF006WIN	-	実際の
Windowsフィルターのス
ナップイン」
「VLF006WAM	-	実際の
WAM	Webフィルターのス
ナップイン」

「重要な
概念」

フィルターはビジネス・オブジェクトを選択し「インスタンス・リス
ト」に挿入します。
例えば、Employeesフィルターはさまざまなユーザー要求に対応し、以
下のインスタンス・リストを作成します。

									名前がSMITで始まる従業員全員

									今日が誕生日の従業員全員

									マーケティング部で働いている従業員全員

									昨年から働き始めた従業員全員

迅速にフィルター情報を抽出してリストを作成する能力は多くの商用ア
プリケーション設計の要です。





インスタンス・リスト
「重要な概念」
フィルターを使用することで、エンド・ユーザーは起動したいビジネ
ス・オブジェクトをすばやく特定することができます(例：昨年働き始
めた従業員全員)。
インスタンス・リストは単にフィルターによって作成されたリストを表
示するだけです。
インスタンス・リスト内に表示される各々のビジネス・オブジェクトを
インスタンスと呼びます。

フィルターが、ユーザーの選択基準(この場合、姓がBで始まる者)に
マッチした従業員を抽出し、それをインスタンス・リストに供給してい
ることがわかります。
ビジネス・オブジェクトのプロパティでインスタンス・リストの設定を
カスタマイズすることができます。



コマンド

「重要な概念」

フレームワーク、アプリケーション、ビジネス・オブジェクトのコマン
ドを有効にしてから、コマンド・ハンドラーを割り当てることができま
す。コマンド・ハンドラーは実際の処理をアプリケーション内で実行し
ます。
これまで、エンド・ユーザーが利用するビジネス・オブジェクトのイン
スタンス・リストをフィルターで作成するところを見てきました。
例えば、Employeeビジネス・オブジェクト・フィルターを使用して、昨
年働き始めた従業員全員のリストを作成します。
ビジネス・オブジェクト・インスタンスを「操作」するには、エンド・
ユーザーは通常コマンドを実行します。
例えば、昨年働き始めた従業員のリストを使用して、エンド・ユーザー
は表示された従業員に対して、以下のコマンドのうち1つを選択し実行
します。

									印刷

									電子メールの送信

									履歴の表示

									給与昇給の適用

アプリケーションの設計者はフレームワーク、アプリケーションまたは
ビジネス・オブジェクトに対するコマンドを実際に有効にしてから、コ
マンド・ハンドラーを割り当てます。
コマンド・ハンドラーは実際の処理をアプリケーション内で実行します
(例えば、従業員の詳細を印刷する、電子メールを送信する、履歴を表
示するなど)。

フレームワーク・コマ
ンド

終了、バックアップ、ヘルプといったグロー
バル・コマンドはいつでも、どこでも有効で
す。

アプリケーション・コ
マンド

アプリケーション・コマンドは特定のアプリ
ケーション内で作業しているときに使用さ
れ、アプリケーション全体に適用されます。
Human	Resourcesアプリケーションで作業中は
バックアップ、復元、レポートなどが有効な



コマンドです。

ビジネス・オブジェク
ト・コマンド

ビジネス・オブジェクト(顧客、製品、発注)
コマンドはビジネス・オブジェクトで作業中
に使用され、通常は完全なグループかコレク
ションとしてビジネス・オブジェクトに適用
されます。
Employeeという名のビジネス・オブジェクト
で作業しているときは、例えば作成は有効な
コマンドです。

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンス・コ
マンド

ビジネス・オブジェクト・インスタンス・コ
マンドは特定のビジネス・オブジェクトのイ
ンスタンスで作業しているときだけ使用でき
ます。
Employeeという名のビジネス・オブジェクト
で作業している場合、詳細、資格、タイム
シート、印刷や削除などはすべて特定の従業
員に対して有効なコマンドです。

	

フレームワークでコマンドを表示する方法は、メニュー・バーのメ
ニュー、あるいはポップアップ・メニューなどいくつかあります。

ツール・バー

ユーザーがオブジェクトを選択し、コマンドを選択する(つまり実行す
る)と、関連付けられているコマンド・ハンドラーが呼び出されます。



コマンド・ハンドラー

チュートリアル「VLF004
-	コマンドのプロトタ
イプ作成」

チュート
リアル：

VLF007WIN	-	実際のWindows
コマンド・ハンドラーのス
ナップイン
VLF007WAM	-	実際のWAM
Webコマンド・ハンドラーの
スナップイン

重要な
概念

コマンド・ハンドラーはコマンドを実行し、結果をユーザーに表示しま
す。

上図には5つのコマンド・ハンドラーが表示されています(しかし、実際
には詳細コマンド・ハンドラーだけがアクティブです)。
また、コマンド・ハンドラーは、以下のようにフレームワーク・ウィン
ドウの右側全体を使用します。



または、以下のように別ウィンドウに表示することもできます。





ナビゲーション・ペイン
VLF.WIN	のフレームワークではステータス・バーの左側の小さなボタ
ンを使ってナビゲーション・ペインのビューを変更することができま
す。

アプリケーション設計者は、フレームワークのプロパティーを使って、
このオプションを非表示にでき、全エンド・ユーザーが特定のビューを
使用するようにすることも可能です。
ツリー・ビュー
リスト・ビュー
ドロップダウン・ボタン
ステータス・バーからのアプリケーション起動
	



ツリー・ビュー

	



リスト・ビュー

	



ドロップダウン・ボタン
ドロップダウン・ボタンのビュー表示にするとナビゲーション・ペイン
が非表示になり、ドロップダウン・ボタンからアプリケーションやビジ
ネス・オブジェクトにアクセスできるようになります。



ステータス・バーからのアプリケーション起動
フレームワークがレンダー・タイプ	"M"	で実行されている場合、起動ボ
タン	 	がステータス・バーのナビゲーション・ペイン・ビュー・ボタ
ンの横に表示されます。

	
この起動ボタンがクリックされると、フレームワーク内のアプリケー
ションが並べられます。

アプリケーションにビューがある場合は、このビューが表示されます。
アプリケーションにビジネス・オブジェクトがない場合は表示されませ
ん。
アプリケーションまたはビューは、次の	2	つのイベントに反応します。

マウスのホバー
クリック

	

マウスのホバー
マウスがアプリケーションの大きなアイコンの上でポイントされると、
ビュー・キャプションが次のように表示されます。

	
この大きな画像がクリックされると、アプリケーション内のビジネス・



オブジェクトがポップアップします。

	
このポップアップ・アイテムがクリックされると、ビジネス・オブジェ
クトの省略値の動作が始まります。これはナビゲーション・ペインでこ
のビジネス・オブジェクトをクリックした時と同じです。
お気に入りチェック・ボックスにチェック・マークを入れると、このビ
ジネス・オブジェクトをお気に入りに入れることもできます。
注:	お気に入りに追加できるビジネス・オブジェクトは、表示されてい
る順に最初のアプリケーションに追加されます。別のアプリケーション
に追加したい場合は、ツリもしくはリスト・ナビゲーション・ビューを
使用します。
	

クリック
アプリケーション/ビューでクリックすると、その動作は大きな画像の
上でクリックした時と全く同じになります。
	

お気に入りのビジネス・オブジェクトの削除
ビジネス・オブジェクトがお気に入りに入れられたアプリケーションで
は、お気に入りにチェックマークが入っていますが、無効にされていま
す。



これは	1	つのビジネス・オブジェクトは復数のアプリケーションのお気
に入りに入れられないからです。
ビジネス・オブジェクトをお気に入りのアプリケーションから取り除く
には、そのお気に入りのアプリケーションの上でマウスをポイントして
クリックします。

	
削除ボタンをクリックして、アプリケーションのお気に入りからビジネ
ス・オブジェクトを取り除きます。
注意:	スペースの制限上、多くのアプリケーション、もしくは多くのビ
ジネス・オブジェクトを持つアプリケーションの場合には、このナビ
ゲーションのオプションがフレームワークに適しないこともあります。
このような場合は、その他	3	つの中から別のナビゲーション・ペインの
ビューを使用すようにしてください。
	

起動ボタンを有効にする
起動ボタンの表示はフレームワークのプロパティで制御されます。



「ステータス・バーから起動」も参考にしてください。
	
	



OBJECT-ACTIONユーザー・インターフェース
PCを使ったことがあればOBJECT-ACTIONは簡単
5250を使ったことがあればOBJECT-ACTIONは簡単
ビジネス・オブジェクト、フィルター、インスタンス・リスト、コマン
ド、コマンド・ハンドラーの概念に関するこれまでのセクション。
例えば、「Employees」アプリケーションではこれらの概念は以下のよ
うに表示されます。

以下に例を示します。

フィルター どの従業員をインスタンス・リストに含
めるか指定する場所

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンス・リ
スト

フィルターの検索基準にマッチする従業
員のリスト

ビジネス・オブジェク 右クリックでポップアップ・メニューに



ト・コマンド 表示される(例：基本明細、異動、全て
の明細など)。ツール・バーのアイコン
をクリックしてコマンドを実行できる場
合もあります。

コマンド・ハンドラー ポップアップ・メニューのコマンドを選
択するとさまざまなプログラムを呼び出
すことができる

	

これらの概念の主要な設計にはOBJECT-ACTIONユーザー・インター
フェースが使われています。
これは、オブジェクトを選択すると、それに対して実行したいアクショ
ン(つまりコマンド)が表示されることを意味しています。

OBJECT-ACTIONインターフェースは、Visual	LANSAフレーム
ワークが考案したものではありません。



PCを使ったことがあればOBJECT-ACTIONは簡単
Windowsデスクトップのスタート->検索->ファイルやフォルダを使用し
た場合、以下のようなMS-Windowsフォームが表示されます。

また、以下にも注意してください。

フィルター ここに検索するドキュメントを指定し
ます。

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンス・リ
スト

フィルターの検索基準にマッチした(例
えば)MS-WordやMS-PowerPointドキュ
メントのリスト。これらのドキュメン
トはビジネス・オブジェクトになりま
す。

ビジネス・オブジェク
ト・コマンド

右クリックでポップアップ・メニュー
に表示される(例：開く、印刷、削除、



プロパティなど)。ツール・バーのアイ
コンをクリックしてコマンドを実行で
きる場合もあります。

コマンド・ハンドラー コマンドを実行したときに走るプログ
ラム。このサンプルでは、MS-Wordが
開くコマンド、本当に削除して良いか
どうか確認するメッセージ・ボック
ス、ドキュメントのプロパティを扱
い、それが複数のタブでそれぞれの
フォームに表示されます。

	

このサンプルでは、高度なOBJECT-ACTIONアプローチが利用されてい
ます。
OBJECT-ACTION設計は非常に低いレベルに至るまで適用されていま
す。
MS-PowerPointで矢印の終点の形を変えることを考えてみます。

OBJECT(矢印)を選択してACTION(オートシェイプの書式設定)を選択し
ます。



5250を使ったことがあればOBJECT-ACTIONは簡単
WRKLNK(Work	with	Object	Links)コマンドなど、従来の"Work	With
XXXX"コマンドをSystem	i	5250ワークステーションで使用する場合、以
下の5250の表示に慣れているはずです。

また、以下にも注意してください。

フィルター WRKLNKコマンドにフィルター用の
オプションがある場合はリンクのリス
トが表示されます(多くの"Work	with
xxxx"インターフェースはメイン・
ディスプレイの内部もフィルターでき
ます)。

ビジネス・オブジェ
クト・インスタン
ス・リスト

フィルターの検索基準にマッチするリ
ンクのリスト。これらのリンクがビジ
ネス・オブジェクトになります。



ビジネス・オブジェ
クト・コマンド

それぞれのビジネス・オブジェクト
(つまり、リンク)に対して、2=Edit、
7=Rename、8=Displayなどのオプショ
ンを実行します。

コマンド・ハンド
ラー

コマンドを実行するとプログラムが走
ります(7=Renameまたは8=Displayと
いった属性のサンプルが表示されま
す)。

	

これはあくまで"Work	with	XXXXX"デザイン・ベースのOBJECT-
ACTIONモデルです。
オブジェクトを選択して、実行したいアクション(つまりコマンド)の隣
の番号を入力します(5250ワークステーションではマウスの右クリック
によるポップ・メニューは使えないため)。
使用しているOBJECT-ACTIONモデルがMS-Windowsデスクトップや
Visual	LANSAフレームワークが使用しているものと本質的には同じであ
ることを意識することもなく、市販の"Work	with	Customers"や"Work	with
Orders"型のアプリケーションを使っていたかもしれません。



フィルターとコマンド・ハンドラーのモックアップ作成

チュートリアル「VLF003	-
フィルターのプロトタ
イプ作成」

チュートリアル「VLF004
-	コマンドのプロトタ
イプ作成」

重要な概念

アプリケーションのプロトタイプを始めて作成するときは、作成するア
プリケーションの機能をエミュレートするモックアップのフィルターや
コマンド・ハンドラーを使用します。プロトタイプを実際のアプリケー
ションに移行するには、独自に作成したフィルターや実際に機能性を備
えるコマンド・ハンドラーをスナップインします。
これには、任意のテキストを入力したり図を貼り付けられる、定義済み
「サンプル・モックアップ」および「モックアップRAD-PAD」パネル
の2種類のモックアップ・フィルターがあります。

サンプル・モックアップ
サンプル・モックアップのフィルターとコマンド・ハンドラーは、作成
するアプリケーションとそっくりの表示を手軽に提供します。これには
機能はまったくありません。モックアップは実際のアプリケーションが
どう表示されてどう見えるかを実感してもらうためのものです。
サンプル・モックアップは変更することができません。これはサンプ
ル・フィルターの例です。



モックアップRAD-PAD
RAD-PADフィルターおよびコマンド・ハンドラーを使用すると、フィ
ルターやコマンド・ハンドラーのプロトタイプを手軽に作成できます。
RAD-PADはユーザーのデザインやアイデアをメモしておくノートパッ
ドです。「イメージ・パレット」を使用して、簡単な絵をメモに追加し
表示を改善することができます。
RAD-PADを使用するには、RAD-PADフィルターおよびコマンド・ハン
ドラーの標準テキストを選択し削除します。



次にテキストや図を追加します。



RAD-PADフィルターおよびコマンド・ハンドラーの作成では、以下を
覚えておいてください。

									これは簡易な図付きのメモのためのもので、正式な画面デザイン用
ではありません。

									このパッドは実際は行を含むドキュメントです。したがって、図を
正確な位置に配置することはできません。Enterキーを使用して、新
しい行を追加したり、ブランクやタブを追加して項目の位置を決めて
ください。



イメージ・パレット(RAD-PAD)

イメージ・パレットを
使用して、イメージを
プロトタイプのフィル
ターやコマンド・ハン
ドラーにすばやく追加
します。
[RAD-PAD]ボタンをク
リックして、パレット
を表示します。
フィルターまたはコマ
ンド・ハンドラーに追
加するイメージを選択
します。
イメージをフィルター
またはコマンド・ハン
ドラーにドラッグ・ア
ンド・ドロップ、また
はコピー・アンド・
ペーストします。パ
レットの画像は、カー
ソルを合わせた位置で
はなく、画面上の入力
キャレット(|)の位置に
貼り付け、またはド
ロップされます。
独自のイメージをパ
レットに追加するに
は、そのイメージを.gif
形式で区画のExecute
ディレクトリにコピー
します(この操作は、
RAD/PAD	ファイル
フォーマットとしてデ
フォルト値HTMLを使
用している場合のみ可
能です)。



RAD-PADは正式な画面デザインに使用するものでなく、簡単なプロト
タイプの支援にのみ使用するために設計されています。配布したフレー
ムワークでは使用されないデザイン時の機能です。



ウィンドウ・レイアウトの調整
フレームワークのレイアウトのうち単純なものは、設計者やWindowsの
エンド・ユーザーが変更できます。
右ボタンのポップアップ・メニューで位置オプションを選択すると、フ
レームワーク・ウィンドウを構成するさまざまなコンポーネントを、ア
プリケーションごとに最適な位置に調整することができます。

標準の外観
インスタンス・リストの幅を大きくする
フィルターを右に配置する
フィルターを中央に配置しインスタンス・リスト領域の幅を大きくする
フィルターとインスタンス・リストを下に配置する
アプリケーション選択を右に配置する
アプリケーション選択をツールバーに移動する
コマンド・ハンドラーを上に配置した標準レイアウト
コマンド・ハンドラーを上に配置し、フィルターとインスタンス・リス
トを予約した標準レイアウト
アプリケーション選択を上に配置する
アプリケーション選択を下に配置する
フィルターをフローティング・ウィンドウで表示する
インスタンス・リストをフローティング・ウィンドウで表示する



標準の外観



インスタンス・リストの幅を大きくする



フィルターを右に配置する



フィルターを中央に配置しインスタンス・リスト領域の幅を大
きくする



フィルターとインスタンス・リストを下に配置する



アプリケーション選択を右に配置する



アプリケーション選択をツールバーに移動する



コマンド・ハンドラーを上に配置した標準レイアウト



コマンド・ハンドラーを上に配置し、フィルターとインスタン
ス・リストを予約した標準レイアウト



アプリケーション選択を上に配置する



アプリケーション選択を下に配置する



フィルターをフローティング・ウィンドウで表示する



インスタンス・リストをフローティング・ウィンドウで表示す
る



管理オブジェクト
管理メニューを使用して、フレームワークで定義した「ユーザー」や
「サーバー」の作業をします。



ユーザー
このダイアログ・ボックスにはフレームワークの使用者として登録され
たユーザーが表示されます。これには、使用しているアプリケーション
のユーザー・プロファイル定義の定義および管理を助けるオプション機
能があります。

フレームワークの権限の認証を起動するには、フレームワーク・メ
ニューで、プロパティ…オプションを選び、フレームワーク詳細タブを
選択します。このタブでは、フレームワークユーザーと認証を使用する
パネルがフレームワーク権限が構成されている場所にあります。詳細に
ついては、「フレームワーク詳細」を参照してください。
詳しくは「ユーザー、グループとセキュリティ」を参照してください。



サーバー
このダイアログ・ボックスにはフレームワークに定義されたサーバーが
表示されます。これには使用しているアプリケーションのサーバーの定
義および管理を助けるオプション機能があります。

ここで定義されたサーバーは、ユーザーがフレームワークにログオンし
たときに接続ダイアログ・ボックスの中に表示されます。
管理を使用できる権限を持ったユーザーは、サーバーと作業をその詳細
も含めて追加できます。
サーバーに関係するオプションは「フレームワーク詳細」ダイアログ・
ボックスでも定義できます。
詳しくは、「サーバープロファイルの管理と発行」を参照してくださ
い。



ヘルプおよび	チュートリアル
Visual	LANSAフレームワークには、ヘルプ・アシスタントとチュートリ
アルが付いています。
ヘルプ・アシスタ	ントはフレームワークでアプリケーションを開発して
いる最中にヘルプを提供します。オブジェクトのヘルプがほしいときは
アシスタント・ウィンドウを開いた	ままにするか、あるいは閉じた状態
からF2を押します。

「チュートリアル」は、	フレームワークのアプリケーション開発をわか
りやすくステップごとに解説しています。





アプリケーションの作成
以下は、アプリケーションを作成するステップです。
アプリケーションを構築する前に「フレームワークのパーソナライズ」
を参照して、納品先企業に合うようにフレームワークをパーソナライズ
してください。
プロトタイプ：
アプリケーションの定義
ビジネス・オブジェクトの定義
任意でビジネス・オブジェクトをグループ化してアプリケーション・
ビューに表示
フィルターのプロトタイプ作成
コマンドとそのハンドラーのプロトタイプ作成
デザインを検証する
実装：
フィルターを作成する
コマンド・ハンドラーを作成する
インスタンス・リストを任意に作成
配置：
アプリケーションの配布



フレームワークのパーソナライズ
アプリケーションの構築を依頼された企業をフレームワークに反映する
ため、簡単な作業をいくつか行う必要があります。まだ概念実証の期間
であっても、フレームワークをLANSAのソフトウェアではなくお客様
のソフトウェアのように表示することは重要です。
「ウィンドウ・レイアウトの調整」で、フレームワークの外観を変更す
ることもできます。
出荷時にフレームワークを実行すると、以下のような画面が表示されま
す。

	
組み込まれているスプラッシュ画面とWebページへのリンクは、プレー
スホルダーの目的でのみ配置されています。これらは、フレームワーク
の構築を依頼された企業を反映するよう変更する必要があります。フ
レームワークのキャプションとアイコンも同じです。
ユーザーが出荷バージョンのフレームワークのヘルプメニューオプショ



ンフレームワークについて	を選択すると、次の画面が表示されます。

		
画像、テキスト、および技術サポートボタンのリンク先
URL(www.lansa.com)はすべて変更する必要があります。
サインオン画面の上部には、画像を追加することもできます。

	
	

http://www.lansa.com


以下の設定を変更するには
ほとんどの場合、これらの設定はフレームワーク・プロパティで変更で
きます。
フレームワークのキャプション
フレームワークのアイコン
フレームワークのスプラッシュ画像
技術サポートのURL
サインオン画面の画像
	
最初のスプラッシュ画面を変更する場合、エントリー・ポイント・
フォームを変更する必要があります。



フレームワークのキャプション
識別子タブのキャプションプロパティを使用します。

	



フレームワークのアイコン
アイコンタブを使用してアイコンを選択します。

	



フレームワークのスプラッシュ画像
アプリケーション起動時の外観は、スタートアップタブで変更します。

									スプラッシュ画像は、フレームワークがロードされた後に表示され
ます。区画のExecuteディレクトリ内の任意の画像ファイルを使用で
きます。

									リンク先のURL(画像の下)
									リンクに対して表示するキャプション

	



技術サポートのURL
フレームワークについてタブを使用して製品情報の詳細を変更します。

									ユーザーがフレームワークメニューオプションのバージョン情報を
選択した場合に表示されるテキスト。このテキストには技術サポート
のアドレスおよび著作権に関する注意書きが含まれます。

									表示される画像

独自のビットマップをフレームワークの製品情報画像として使用するに
は、独自のLANSAビットマップを作成し、画像をそのビットマップに
ロードする必要があります。
次に、独自バージョンのコンポーネントUF_IB001を作成し、この
LANSAビットマップをフレームワークに登録するための行を追加する
必要があります(この操作手順については、再利用可能パーツUF_IB001
のソースを参照してください)。
独自のビットマップがフレームワークに登録されると、フレームワーク
についてタブのビットマップリストからそのビットマップを選択できる
ようになります。



サインオン画面の画像
区画のExecuteディレクトリ内の任意の画像ファイルを使用できます。

	



最初のスプラッシュ画面
フレームワーク・プロパティ下にはない別の変更が1つあります。
それは、フレームワーク起動時に最初に表示される画像です。最初のス
プラッシュ画面です。
これを変更するには、まず独自のLANSAビットマップを作成して、画
像をそのLANSAビットマップにロードします。次に、エントリー・ポ
イント・フォーム(UF_DESGN、UF_ADMIN、およびUF_EXEC(または
それぞれと同等のもの))を修正し、下に表示される行が独自のLANSA
ビットマップを指すようにします。



アプリケーションの定義
チュートリアル：｢VLF001	-	HR	アプリケーションの定義」
アプリケーションの作成から始めます。

アプリケーションを作成するには、フレームワーク・メニューの新規作
成...オプションを使用します。



プロパティを設定します。

アプリケーションを選択し、右クリックのポップアップ・メニューから
プロパティ...オプションを選択して、アプリケーション・プロパティを
変更します。



ビジネス・オブジェクトの定義

チュートリアル：「VLF002	-	ビジネ
ス・オブジェクトを定義する」

次にビジネス・オブジェクトを作成します。

	
ビジネス・オブジェクトを作成するには、フレームワーク・メニューの
新規作成...オプションを使用します。



プロパティを設定します。

アプリケーションを選択し、右クリックのポップアップ・メニューから
プロパティ…オプションを選択して、ビジネス・オブジェクト・プロパ
ティを変更します。



任意でビジネス・オブジェクトをグループ化してアプリケー
ション・ビューに表示
ビジネス・オブジェクトを作成すると、アプリケーションの別のビュー
として任意にグループ化することができます。アプリケーション・
ビューは、アプリケーションの作成中あるいは作成後、いつでも作成で
きます。
アプリケーション・ビューを作成するには、アプリケーションのプロパ
ティ・パネルを表示してアプリケーション・ビュータブをクリックしま
す。ビューを作成するには新規作成ボタンをクリックします。

ビューの識別プロパティを指定します。
ビットマップとアイコンタブでビューに表示するアイコンとビットマッ
プを定義することができます。
リンクの作成タブをクリックし、ビジネス・オブジェクトを新しく作成
したアプリケーション・ビューにリンクします。選択したアプリケー
ションに定義した現在のビジネス・オブジェクトのリストが表示されま
す。



選択したビューに入れたいビジネス・オブジェクトの横のボックスに
チェックを入れます。

備考
									アプリケーション・ビューにはそれ自体のセキュリティがありま
す。

ビューの中のセキュリティは、その中に定義されているビジネス・オ
ブジェクトのセキュリティとは別のものです。これは特定のビューの
許可がないユーザーにはビューが表示されないため、そのビューでグ
ループ化されたビジネス・オブジェクトを実行することができないこ
と意味します。しかし、ビューの許可がないユーザーがその中のビジ
ネス・オブジェクトに対して許可を持っている場合は、そのビジネ
ス・オブジェクトにスイッチすることができます。

									1つのアプリケーションにつき最高100までビューを定義することが
できます。ただし、10を超えるビューは過剰であり、ビューやビュー
に属するビジネス・オブジェクトの表示に使用できるスペースの量に
影響します。10を超えるビューが必要な場合は、ナビゲーション・
ビュー・ペインをツリー・ビューに制限します。



									一度アプリケーションにビューを定義すると、アプリケーションに
定義されたすべてのビジネス・オブジェクトを、同じビューまたは別
のビューに定義する必要があります。このシナリオでは、どのビュー
にも定義されていないビジネス・オブジェクトすべてが、フレーム
ワーク保存時に作成される新しいビューに自動的にリンクされます。

									1つのビジネス・オブジェクトを1つ以上のビューで定義できます。



フィルターのプロトタイプ作成

チュートリアル「VLF003
-	フィルターのプロト
タイプ作成」

フィルター フィルターとコマン
ド・ハンドラーの
モックアップ作成

次に、ビジネス・オブジェクトのプロトタイプ・フィルターを作成しま
す。プロトタイプ・フィルターを使うか、テキストを入力するか、イ
メージ・パレット(RAD-PAD)を使って、独自のモックアップ・フィル
ターを作成します。コードを書く必要は一切ありません。



コマンドとそのハンドラーのプロトタイプ作成
チュートリアル

「VLF004	-	コマ
ンドのプロトタ
イプ作成」

コマンド コマンド・ハ
ンドラー

フィルターとコマン
ド・ハンドラーの
モックアップ作成

アプリケーションとビジネス・オブジェクトのコマンド・ハンドラーを
作成します。プロトタイプのコマンド・ハンドラーを使うか、または独
自のモックアップ・コマンド・ハンドラーを作成します。コードを書く
必要は一切ありません。

コマンドの定義に関するガイドライン
									多くのコマンドが動詞ですが、名詞のものもあります。ほとんどの
名詞型のコマンドは実際は暗黙に内包された動詞を含んでいます
(例：コマンド"Picture"は実際には"Show	me	a	Picture"です)。



									コマンドが実際は動詞(暗黙のもの含め)であるので、コマンドを定
義するときは常にオブジェクト->アクションのコンテキストを意識し
ます。ユーザーはまずオブジェクト(つまり、フレームワーク、アプ
リケーションまたはビジネス・オブジェクト)を選択し、それからコ
マンドを選択することで、そのオブジェクトに対して実行したいアク
ションを指定します。

									これはシステムの動きをベースにした多くの手続き型メニューの手
法とは異なっています。これらは古典的なアクション->オブジェクト
指向です。

									できるだけシンプルで、再利用可能な汎用名詞/動詞型のコマンド
を使用すべきです。

									例えば、顧客の明細より詳細を使うべきです。そうすることで詳細
コマンドがEmployees、Products、Ordersなどの他の色々なオブジェク
トに再利用でき、フレームワークが社員の詳細、製品の明細、オー
ダーの明細などで溢れてしまうことはありません。

									ユーザーには詳細コマンドが現在選択しているオブジェクトに適用
されることがわかります(例：Customer、Order、Employee、Product)。
同じ理由でMS-PowerPointのコピーが現在選択しているオブジェクト
をコピーすることであることがわかります。MS-PowerPointにテキス
トのコピー・テキスト、コピー・ピクチャー、コピー・クリップアー
トなどがなく、再利用可能なコマンドのコピーだけがあるのはこのた
めです。	



デザインを検証する

チュートリアル「VLF005	-	プロトタ
イプの検証」

	

これで作成したプロトタイプは、テストして他者に見せる準備ができま
した。これでフィルターやコマンド・ハンドラーがプロセスを実行しな
いことを除けば、実際のアプリケーションのように見えて動作します。
アプリケーションのプロトタイプをユーザーと開発者に見せて検証しま
す。

	
VLFで自社用の外観を使用するにはどのようにすればよいですか?



フィルターを作成する

フレームワーク	プ
ログラミング

チュートリアル：

VLF006WIN	-	実際のWindowsフィル
ターのスナップイン
VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィ
ルターのスナップイン

プロトタイプを実際のアプリケーションに移行するには、実際のフィル
ター機能を持っている作成したフィルターをスナップインします。
WINDOWS：フィルターを再利用可能パーツとして作成し、コンパイル
し、フレームワークにスナップインします。
WAM:フィルターをWebアプリケーション・モジュールとして作成し、
コンパイルし、フレームワークにスナップインします。
フレームワークの「コード	ウィザード」でフィルターのコードを作成す
るか、手動で定義します。

フレームワークへのスナップイン：
									(設計者として)フレームワークの実行をスタートします。

									作業中のビジネス・オブジェクトのフィルタータブを表示します。

									実際のフィルターと置き換えたいモックアップ・フィルターを選択
します。フィルター登録の設定タブをクリックします。

									Windowsグループ・ボックスでWindowsの実フィルターを、選択し
たビジネス・オブジェクト・フィルターに関連付けます。Webブラウ
ザー・グループ・ボックスでWAMの実際のフィルターを、選択した
ビジネス・オブジェクト・フィルターに関連付けます。

									実際のハンドラー・タイプの1つを示すラジオ・ボタンをクリック
します。

									ハンドラー名がわかっている場合は、その名前を[プロパティ]
フィールドに入力します。

									または、[検索]ボタンをクリックして[検索]ダイアログを開きま
す。名前の一部または説明を入力し、[検索]ボタンをクリックして、
これらの文字列に一致するリポジトリ・オブジェクトだけが返される
ようにします。

									オブジェクト・リストで該当のフィルター・ハンドラーを探してダ
ブルクリックするか、選択して[OK]ボタンをクリックします。



									[WAMコンポーネント]ラジオ・ボタンにチェックを入れて、WAM
の実フィルター・ハンドラーを現在選択しているビジネス・オブジェ
クト・フィルターに関連付けます。

									フレームワークを保存します。

これでフィルターがフレームワークにスナップインされ使用できるよう
になりました。他のコンポーネントと同じようにフィルターのテスト、
修正、デバッグ、再コンパイルします。



コマンド・ハンドラーを作成する

フレームワーク	プ
ログラミング

チュートリアル：

VLF007WIN	-	実際のWindowsコマンド・ハン
ドラーのスナップイン
VLF007WAM	-	実際のWAM	Webコマンド・ハ
ンドラーのスナップイン

プロトタイプを実際のアプリケーションに移行するには、アプリケー
ションで作動する自作のコマンド・ハンドラーをスナップインします。
WINDOWSの場合：コマンド・ハンドラーを再利用可能パーツとして作
成し、コンパイルし、フレームワークにスナップインします。
WAM：	コマンド・ハンドラーをWebアプリケーション・モジュールと
して作成し、コンパイルし、フレームワークにスナップインします。
フレームワークの「コード	ウィザード」でコマンド・ハンドラーのコー
ドを作成するか、手動で定義します。

フレームワークにスナップインします。
									(設計者として)フレームワークの実行をスタートします。

									コマンドが関連付けられているオブジェクトのプロパティ・ダイア
ログを表示します。

フレームワークの
場合

フレームワーク、プロパティの順でメ
ニュー項目を選択します。

アプリケーション
の場合

アプリケーションをダブルクリックしま
す。

ビジネス・オブ
ジェクトの場合

ビジネス・オブジェクトをダブルクリッ
クします。

	

									表示されたプロパティ・ダイアログで使用可能コマンドタブをク
リックします。

									実際のコマンド・ハンドラーと置き換えたいコマンドを選択しま
す。コマンドがビジネス・オブジェクトかインスタンス・コマンドで
あるかを必ず選択し、希望するコマンド・オプションを設定します。

									Windowsグループ・ボックスでWindowsの実フィルターを、選択し
たビジネス・オブジェクト・フィルターに関連付けます。Webブラウ



ザー・グループ・ボックスでWAMの実フィルターを、選択したビジ
ネス・オブジェクト・コマンドに関連付けます。

									実際のフィルター・ハンドラー・タイプの1つを示すラジオ・ボタ
ンをクリックします。

									ハンドラー名がわかっている場合は、その名前を[プロパティ]
フィールドに入力します。

									または、[検索]ボタンをクリックして[検索]ダイアログを開きま
す。名前の一部または説明を入力し、[検索]ボタンをクリックして、
これらの文字列に一致するリポジトリ・オブジェクトだけが返される
ようにします。

									オブジェクト・リストで該当のコマンド・ハンドラーを探してダブ
ルクリックするか、選択して[OK]ボタンをクリックします。

								[WAMコンポーネント]ラジオ・ボタンにチェックを入れて、WAM
の実コマンド・ハンドラーを現在選択しているビジネス・オブジェク
ト・コマンドに関連付けます。

									フレームワークを保存します。

これでハンドラーがフレームワークにスナップインされ使用できるよう
になりました。他のコンポーネントと同じようにフィルターのテスト、
修正、デバッグ、再コンパイルします。



インスタンス・リストを任意に作成

インスタンス・リストに
カラムを追加

チュートリアル：「VLF009WIN	-	Windowsア
プリケーションにインスタンス・リス
ト・カラムを追加する」
チュートリアル：「VLF009WEB	-	Webアプリ
ケーションにインスタンス・リスト・カ
ラムを追加する」

フレームワークには使用しているビジネス・オブジェクト・インスタン
スを表示する標準「インスタンス・リスト」があります。付属のインス
タンス・リスト・ブラウザーで必要なことができない場合は、独自に作
成するとよいでしょう。フレームワーク付属のコード	ウィザードを使っ
て、基本的な機能を備えたインスタンス・リスト・ブラウザーを生成で
きます。
コード	ウィザードは、リスト・ビュー、グリッドなど、対象を2次元的
に表示するコントロール部品を作成します。ツリー表示にしたい場合
は、以下の節に挙げるスナップインのインスタンス・リスト・ブラウ
ザーを参考にしてください。
インスタンス・リスト・ブラウザーを再利用可能パーツとして作成する
のであれば、インスタンスリストの設定タブで、フレームワークに名前
を与える必要があります。



アプリケーションの配布
チュートリアル：配布のチュートリアル
最後に、作成したアプリケーションをエンド・ユーザーに配布する必要
があります。
アプリケーションの内容によってその方法が違います。
アプリケーションは、以下の大きなカテゴリーの中で1つ以上のカテゴ
リーのコンポーネントを持っています。

									Windowsクライアント・コンポーネント
アプリケーションを実行するために、ユーザーのデスクトップ(あるい
は、高速にアクセスできるサーバー上)にインストールする必要がある
オブジェクトです。例えば、Windowsフィルターとコマンド・ハンド
ラーはすべてこのカテゴリーに入ります。「配布のチュートリアル」を
参照してください。

									WindowsクライアントをサポートするWindowsまたはSystem	iサー
バー・ベースのコンポーネント

Windowsクライアントをサポートするためにサーバー・システムにイン
ストールする必要があるオブジェクトです。例えば、作成したデータ
ベースやリモート・プロシージャはすべてこのカテゴリーに入ります。

									System	iベースWebブラウザー・アプリケーション
主に、Visual	LANSAフレームワークが配布される区画にインポートする
実行形式のプロセスとファンクションのオブジェクトです。関連付けた
Webサーバーの開発者初期設定の構成時に指定したSystem	i	IFSロケー
ションに、通常配布するイメージ・ファイル、Java	Scriptファイル、そ
の他のタイプのファイルが含まれます。

									Windows	Webブラウザー・アプリケーション
主に、Visual	LANSAフレームワークが配布される区画にインポートする
実行形式のプロセスとファンクションのオブジェクトです。関連付けた
Webサーバーの開発者初期設定の構成時に指定したWindows	Webサー
バーに、通常配布するイメージ・ファイル、Java	Scriptファイル、その
他のタイプのファイルも含まれます。
基本的には、実行しなければならないステップは、Visual	LANSAまたは
LANSA	for	the	Webのアプリケーションの配布と違いはありません。作成
したアプリケーションの配布先の環境での実行をサポートするVisual
LANSAフレームワーク・コンポーネントを、いくつか追加で組み込む



必要があるだけです。組み込む必要があるVisual	LANSAフレームワー
ク・オブジェクトの詳細については、「フレームワークに含まれている
もの」を参照してください。



チュートリアル
Visual	LANSAフレームワーク・チュートリアルは、フレームワークを使
用したアプリケーションの作成に必要な基本的スキルを紹介して、開発
者のスキルを向上するためのトレーニング・セットです。
チュートリアルでは、Human	Resourcesサンプル・アプリケーションを
作成する方法を説明します。

プロトタイプ
VLF000	-	フレームワーク・アプリケーションの実行
VLF001	-	HR	アプリケーションの定義
VLF002	-	ビジネス・オブジェクトの定義
VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
VLF005	-	プロトタイプの検証

Windowsアプリケーション
VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルターのスナップイン
VLF007WIN	-	実際のWindowsコマンド・ハンドラーのスナップイン
VLF009WIN	-	Windowsアプリケーションにインスタンス・リスト・カラ
ムを追加する
VLF010WIN	-	ミニ・フィルターの作成
VLF011WIN	-	親子インスタンス・リストの作成
VLF012WIN	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを使用したナ
ビゲーションの制御
VLF013WIN	-	イベントの通知	
VLF014WIN	-	デバッグ/トレース

WAM	Webブラウザー・アプリケーション
VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィルターのスナップイン
VLF007WAM	-	実際のWAM	Webコマンド・ハンドラーのスナップイン
VLF009WAM	-	WAMアプリケーションにインスタンス・リスト・カラム
を追加する
VLF011WAM	-	親子インスタンス・リストの作成
VLF012WAM	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを使用した
ナビゲーションの制御



VLF013WAM	-	イベントの通知
VLF014WAM	-	デバッグ/トレース

配布
VLF008WIN	-	Windowsフレームワークの配布
	
「チュートリアル使用する前に」を参照してください。
ご意見・ご感想は、LANSAサポートmail@lansa.jpまでお願いします。
免責事項：このガイドの情報が正確であるようにあらゆる努力をしてい
ますが、LANSAはいかなる場合においても、このガイドの使用に起因
するいかなる損害に対しても責任を負いません。LANSAは明示または
暗黙のいかなる保証もしません。

mailto:lansasupport@lansa.com.au


チュートリアルを使用する前に

チュートリアルの対象者
このチュートリアルは、Visual	LANSAフレームワークの使用方法につい
ての学習を希望する初級から上級までのLANSA開発者を対象としてい
ます。開発者は、Visual	LANSAトレーニング・コースまたは相当のコー
スを完了している必要があります。高度なVisual	LANSAの知識は必要は
ありません。Web開発用フレームワークを使用する場合、LANSA	for	the
Webトレーニングが必要です。

チュートリアルの使用方法
チュートリアルは順序通りに修了することをお勧めします。作成するア
プリケーションのスタイルに関連する実習を完了します。Windowsアプ
リケーションのみを作成する場合、WAMに関する実習をスキップする
こともできます。
複数の開発者がチュートリアルを使用できるように、すべてのLANSA
オブジェクトにiiiで始まる名前を付けます。iiiには、名前のイニシャル
など、任意の3つの文字が使えます。例えば、名前がJohn	David	Smithで
あればJDSの文字を使用します。iiiCOM01という名前のコンポーネント
の作成を要求された場合、JDSCOM01という名前のコンポーネントを作
成します。iiiは必ず固有の3つの文字で置き換えてください。
Visual	LANSA	のライセンスが無い場合やトライアルバージョンを使用
している場合、DEMを使用してiiiを置き換える必要がありま
す。iiiCOM01という名前のコンポーネントの作成を要求された場
合、DEMCOM01という名前のコンポーネントを作成します。

使用区画
チュートリアル用にDEM区画の使用をお勧めします。DEMシステムに
は、チュートリアルで使用する人事システムのデモンストレーション・
ファイルとすべての必要なファイルが含まれます。
WAMアプリケーションを作成する場合、使用する区画でRDMLXを有効
にする必要があります。

チュートリアルのインストール
チュートリアルを使用するには、Visual	LANSAフレームワークが区画に
インストール(区画の初期化によりインストール)されている必要があり
ます。
チュートリアルでは、人事デモンストレーション・システムのファイル



(区画の初期化によりインストール)が必要です。

トレーニングを使用できる開発者数
同時にトレーニングを使用する開発者数に制限はありません。ただし、
各開発者が固有のiiiIDで作業することが重要になります。

フィードバック
このチュートリアルに対する皆様のご意見・ご感想をお聞かせくださ
い。LANSAオンライン・マニュアルおよびトレーニングの質の向上に
活用させていただきます。ご意見・ご感想
は、lansatraining@LANSA.com.au宛に電子メールにてお送りください。

mailto:lansatraining@LANSA.com.au


プロトタイプ作成のチュートリアル
Windows、WAMアプリケーションに適用。
構成：
VLF000	-	フレームワーク・アプリケーションの実行
VLF001	-	HR	アプリケーションの定義
VLF002	-	ビジネス・オブジェクトの定義
VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
VLF005	-	プロトタイプの検証
簡単なHR(人材管理)アプリケーションのプロトタイプを、手順に沿って
作成していきます。最終的に次のような外観のプロトタイプができあが
ります。



このプロトタイプは次のような部品から構成されます。

									「HR」という名前のアプリケーション。これは2つのビジネス・オ
ブジェクト、すなわち「Employees」と「Statistical	Reporting」から成
ります。

									Employeesビジネス・オブジェクトには、By	Name、By	Location、
By	Dateという3つのフィルターと、従業員の「Details(詳細)」、
「Address(住所)」、「Skills(資格)」を処理するコマンド・ハンドラー
が組み込まれています。さらに、エンド・ユーザーが新たに従業員を
定義するための、新規作成コマンドもあります。

									Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトには、「週報」、「月
報」というレポート作成用コマンドが組み込まれています。

準備
RAD-PADファイルの形式がHTMLと設定されている必要があります。確
認方法：

									フレームワークメニューからプロパティ...を実行すると、
Frameworkプロパティダイアログが表示されます。

									フレームワーク詳細タブに切り替えてください。



VLF000	-	フレームワーク・アプリケーションの実行
目的
									フレームワークで完成したアプリケーションを実行する。

									フレームワーク・ベースのアプリケーションの外観と操作性を理解
する。

									アプリケーションの作成時にVisual	LANSAフレームワークによっ
て使用される重要な概念を紹介する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	Visual	LANSAフレームワークを実行する

									ステップ2.	アプリケーションを作成する



									ステップ3.	フィルターを使って従業員データを検索する
									ステップ4.	コマンドおよびコマンド・ハンドラーを使う

									まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									Visual	LANSAフレームワークの前提条件を満たしていることを確
認してください。



ス	テップ1.	Visual	LANSAフレームワークを実行する
1.			Visual	LANSAを起動します。

							次のように指定してDEM区画にログ・オンしま	す。

ユー	ザー
ID：

PCXUSER

パ	スワー
ド：

PCXUSER

タ	スクID： PCXTASK

区	画： DEM
	

2.			リボンのツール・タブのVLフレームワークより	[ユーザー]オプショ
ンを選択します。

3.			[フレームワークファイルの選択]ダイアログで、オプション[最	新の
デモンストレーションを開く]を選択します。



フ	レーム	ワークでは、XMLファイルを使用してシステムの定義を格納
します。ファイルvf_sy001_system_lastshipped.xmlには、常に	最新のデ
モンストレーション・システムが含まれています。

フ	レーム	ワーク・ファイルが1つしかない場合は、このダイアログは表
示されないことに注意してください。		&	amp;	nbsp;			

フ	レーム	ワーク	ウィンドウが表示されます。



ステップ2.	アプリケーションを実行する
このステップでは、付属のサンプル・アプリケーションを実行します。
ビジネス・オブジェクト、フィルター、インスタンス・リスト、コマン
ド、コマンド・ハンドラーについて簡単に説明します。
1.			フレームワークのアプリケーションが左側に表示されています。

						アプリケーションを展開すると、それに関連するビジネス・オブ
ジェクトを表示できます。

2.			プログラミング・テクニック・アプリケーションを選択します。

3.			[基本ビジネスオブジェクト]を選択します。

						新しいパネルが2つ表示されます。

						左下のボタンを使ってナビゲーション・ツリーをボタンとして表示
させることができます。

						左側のパネルは社員データの検索に使用するフィルターです。

						右側のパネルには、社員の検索結果のインスタンス・リストが表示
されます。



						



ステップ3.	フィルターを使って従業員データを検索する
このステップでは、フィルターを使って従業員データを検索します。
フィルターを使うと、ビジネス・オブジェクト内のアイテムを検索、整
列することができます。Employeeビジネス・オブジェクトを選択した後
は、従業員を検索することが多いでしょう。
1.			社員姓フィールドに「B」と入力し、検索ボタンをクリックします。
インスタンス・リストに、姓が「B」で始まる従業員がすべて表示さ
れます。



ステップ4.	コマンドおよびコマンド・ハンドラーを使う
このステップでは、ある従業員を選択し、その従業員に対して実行でき
るコマンドや処理を確認します。
1.			インスタンス・リスト上でVeronica	Brownという従業員を選択しま
す。

						下側のパネルに、従業員の基本明細が表示されます。

						デフォルトで、詳細コマンドが実行されました。詳細コマンド・ハ
ンドラーには従業員に関する詳細を表示する役割があります。

2.			ファイルメニューから終了オプションを実行すると、Visual	LANSA
フレームワーク・アプリケーションは終了します。



まとめ

重要なポイント
									Visual	LANSAフレームワークはVisual	LANSAフォームとして実行
できます。「VLF005	-	プロトタイプの検証」を参照してください。

									Visual	LANSAフレームワークには、一貫したアプリケーション・
インターフェースを提供する役割があります。非常に使いやすくしか
も柔軟性が高いので、エンド・ユーザーが自由にカスタマイズできま
す。

ヒントとテクニック
									フレームワークの枠内で、エンド・ユーザーがアプリケーションの
外観を自由にカスタマイズできます。例えば、フレームワーク内のパ
ネルの位置を調整したり、パネルを独立したウィンドウとして浮動化
したりすることが可能です。これはフレームワークに組み込まれた機
能であって、開発者がそのためのコードを記述する必要はありませ
ん。

									Visual	LANSAフレームワークでは、エンド・ユーザーがさまざま
な方法で処理を起動できます。コマンドの実行方法には、メニュー、
ツールバー上のアイコン、ポップアップ・メニューなどがあります。

これまでの学習内容

									Visual	LANSAフレームワークをエンド・ユーザーとして実行する
方法

									Visual	LANSAフレームワーク上で作成したアプリケーションを実
行する方法

									フレームワークにより提供される機能

									アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、フィルター、インス
タンス・リスト、コマンド、コマンド・ハンドラーの意味



VLF001	-	HRアプリケーションの定義
目的
									フレームワークでアプリケーションを定義する方法を学習する。

									アプリケーションの一部プロパティを識別する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	新規アプリケーションを作成する
									ステップ2.	識別のためのオプションを指定する

									ステップ3.	起動オプションを指定する
									ステップ4.	有効なコマンドを表示する
									ステップ5.	製品情報コマンドを実行する



									ステップ6.	全体のテーマを表示する
									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									「重要な概念」内の「アプリケーション」

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									「プロトタイプ作成のチュートリアル」の前提条件を満たしている
ことを確認してください。



ステップ1.	新規アプリケーションを作成する
このステップでは、設計者としてVisual	LANSAフレームワークを起動
し、その上で新規にアプリケーションを作成します。
1.			Visual	LANSAをまだ立ち上げていなければ起動し、DEM区画にロ
グ・オンしてください。

2.			リボンのツール・タブから	VLフレームワークを選択し、[デザイ
ナー]オプションを選択します。

設定によっては、[ヘルプアシスタントとチュートリアル]ダイアログが
表示される場合があります(注：エンド・	ユーザーとしてフレームワー
クを実行している場合、このダイアログは現れません)。
3.				このような場合は、[ヘルプアシスタントの開始]にも[チュートリア
ルの開始]にもチェックを入れないでください(コンテキス	ト・ヘルプ
を参照したい場合はF1キー)。OKをクリックします。フレームワーク
ウィンドウが開きます。

4.				フレームワークウィンドウを最大化してください。

5.				(フレームワーク)メニューからアプリケーションの作成を実行して
ください。必要に応じ、「カッコ内のメニュー・オプション」も参照
するとよいでしょう。

	
					

			新しいアプリケーションのアプリケーションプロパティダイアログが
表示されます。



ステップ2.	識別のためのオプションを指定する
このステップでは、キャプション、ビットマップなどのプロパティを割
り当てることにより、フレームワーク内の他のアプリケーションを識別
ができるようにします。
1.			識別子タブに切り替えてください。

2.			[キャプション]フィールドに「iii	HR」と入力し(ここでiiiはコースで
割り当てられたID)、F1を押してキャプション・プロパティのコンテ
キスト依存ヘルプを表示します。

3.			[ヒント]フィールドには「Human	Resources	Tutorial」と入力しま
す。

4.			他のフィールドはそのままで構いません。

	

5.			ビットマップとアイコンタブに切り替えます。

6.			アプリケーションのアイコン	 を選択してください。



	
ここに表示されているアイコンとビットマップはフレームワークに組み
込みのものですが、独自のアイコンやビットマップを登録することもで
きます。その方法については、Visual	LANSAエディターでコンポーネン
トUF_IB001を開き、その指示に従ってください。
	



ステップ3.	起動オプションを指定する
このステップでは、アプリケーションの起動時に表示するイメージを指
定します。
スタートアップ画面を使用すると、アプリケーションをクリックするた
びに表示されるイメージを定義することができます。フレームワークを
使用する1つのセッション中、アプリケーションをクリックするたび
に、または初めてクリックしたときにのみ表示されるようにできます。
イメージまたはWebページをスプラッシュ画面として使用できます。例
えば、アクセスするアプリケーションに応じて、イントラネットの特定
のページにユーザーを接続させることができます。
1.			フレームワークの初めのイメージを変更するには、フレームワーク
のメニューを選択し、プロパティに進みます。そして[スタートアッ
プ]タブを選択します。

2.			スタートアップの[オプション]として[実イメージ]を選択します。

3.			イメージ・ファイルとしてUF_IM002.GIFを指定してください。エン
ド・ユーザーがアプリケーションを起動したとき、HRスプラッシュ・
スクリーンとしてこの画像が表示されます。

						検査ボタンを押すと、イメージが実際にあるかどうか確認できま
す。UF_IM002.GIFを表示すると次のようになります。



	
4.			[最初のみ表示]にチェックを入れて、セッション中に1回だけ表示す
るようにします。



	
	



ステップ4.	有効なコマンドを表示する
このステップでは、製品情報コマンドを確認します。製品情報コマンド
は、新規にアプリケーションを作成すると、最初から有効になっていま
す。製品情報ダイアログを開くコマンドで、ここにはアプリケーション
に関する情報が表示されます。
1.			自身の人事アプリケーション内で右クリックして、コンテキスト・
メニューから[プロパティ]を選択し、[使用可能コマンド]タブに切り替
えてください。

						左側のコマンド・リストには、フレームワークに存在するコマンド
がすべて表示されています。使用可能欄には、III	HRアプリケーショ
ンで有効とされているコマンドが並んでいます。

						[製品情報...]コマンドは、新規に作成したアプリケーションではデ
フォルトで有効になっており、ポップアップ・メニューに現れます。

2.			[製品情報]タブに切り替えてください。



3.			技術サポートフィールドに「http://www.lansa.com」(あるいは他の
Webサイト)と入力します。

4.			Human	Resourcesを表すビットマップ(リストの末尾)を選択してくだ
さい。

5.			ビットマップの隣にある編集ボックスには、著作権に関する事項を
入力します。

	

6.			[アプリケーションプロパティ]を閉じてください。



ステップ5.	製品情報コマンドを実行する
アプリケーションの定義は以上で終了しました。このステップでは、ア
プリケーションおよびアプリケーションで現在使用可能な唯一のコマン
ド	製品情報...を実行してみます。有効なコマンドは、何通りかの起動方
法があるのが普通です。
1.			iii	HRアプリケーションを選択し、右クリックしてください。

2.			ポップアップ・メニューが現れます。[製品情報...]コマンドを起動し
てみてください。iii	HRアプリケーションの製品情報が表示されま
す。

					

3.				[OK]をクリックしてください。

4.			次に、メイン・メニュー・バーのヘルプメニューから[製品情報...]コ
マンドを起動してみましょう。同じようにiii	HRアプリケーションの
製品情報が表示されます。



5.			[技術サポート...]ボタンをクリックすると、先に指定したWebページ
が表示されます

6.			[OK]をクリックするとダイアログが閉じます。

	



ステップ6.	全体のテーマを表示する
このステップは、フレームワークのバージョンがEPC831でVisual
LANSA	SP5以上の場合にのみ適用されます。
このステップでは、アプリケーションのビジュアル・テーマを変更する
方法を説明します。
1.				フレームワークのプロパティを表示します。

2.				[ビジュアル	スタイル]タブを表示します。

3.				[エンドユーザーはテーマを変更できます]のオプションが選択され
ていないことを確認します。

4.				[全体のテーマ]を[2007	グラファイト]に変更します。

	
テーマを選択すると、フレームワーク全体の外観が、独自のコマンド・
ハンドラーやフィルターを含めて新しいテーマに即座に変更されます。
5.				[フレームワーク	プロパティ]ウィンドウを閉じ、[iii	HR]アプリケー
ションをクリックして変更を確認します。



	

6.				[フレームワーク	プロパティ]で、テーマを[2007	青]に変更します。



まとめ

重要なポイント
									Visual	LANSAフレームワーク上でアプリケーションを作成する場
合、アプリケーション	プロパティを設定するだけでできあがりま
す。コードを記述する必要はありません。

									製品情報...コマンドには組み込みのコマンド・ハンドラーがありま
す。他のコマンド・ハンドラーについては、名前その他のオプション
を指定する必要があります。

									これまでのステップでは、アプリケーションを手動で作成してきま
した。また、インスタント・プロトタイピング・アシスタント(IPA)
を使用してアプリケーションを作成することもできました。次の
チュートリアルでは、IPAの使用方法について説明します。

これまでの学習内容
									アプリケーションを作成する方法

									アプリケーションのプロパティを設定する方法

									コマンドとは何か、これを有効にするにはどうすればよいか(この
後さらに詳しく説明)

									アプリケーションの目的について。「アプリケーション」も参照し
てください。

									アプリケーション・バーとは何か。「フレームワーク・ウィンド
ウ」も参照してください。



VLF002	-	ビジネス・オブジェクトの定義
目的
									インスタンス・プロトタイピング・アシスタントの使用方法を学習
する。

									アプリケーションでビジネス・オブジェクトを定義する方法を学習
する。

									アプリケーションにEmployeesとStatistical	Reportingビジネス・オブ
ジェクトを追加する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	ビジネス・オブジェクトを決める

									ステップ2.	ビジネス・オブジェクトを作成する
									ステップ3.	ビジネス・オブジェクト・コマンドを指定する



									ステップ4.	ビジネス・オブジェクトをアプリケーションに追加する
									ステップ5.	ビジネス・オブジェクトのアイコンを指定する

									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									「重要な概念」内の「ビジネス・オブジェクト」

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義



ステップ1.	ビジネス・オブジェクトを決める
アプリケーションにはどのようなビジネス・オブジェクトが必要か、慎
重に検討する必要があります。アプリケーション・ユーザーが行う作業
を分析し、その結果に基づき判断してください。データの保存方法
(データベースの構成)は、それほど重要ではありません。
さまざまな立場のユーザーが、それぞれの用途でこのアプリケーション
を利用するかも知れません。
アプリケーションの構成方法は何通りかあるのが普通です。論理的で、
直観的、さらに重複を避けられる方法を選んでください。
このチュートリアルでは、III	HRアプリケーションに次の2つのビジネス
オブジェクトを作成します。

									Employees

									Statistical	Reporting
より複雑なアプリケーションの例については「デモンストレーション・
アプリケーション」を参照してください。



ステップ2.	ビジネス・オブジェクトを作成する
このステップでは、ビジネス・オブジェクトを定義します。
1.			III	HRアプリケーションを選択します。

2.			アプリケーションを右クリックしてポップアップ・メニューを表示
し、[ビジネス	オブジェクトの作成...]オプションを選択します。

インスタント・プロトタイピング・アシスタントを使用するかどうかを
尋ねるダイアログが表示されます。

	

インスタント・プロトタイピング・アシスタントを使用すると、すべて
のアプリケーション、そのアプリケーション内のビジネス・オブジェク
ト、および各ビジネス・オブジェクトで使用されるコマンドを含むアプ
リケーション構造全体を定義することができます。常にすべて手動で追



加することができますが、プロトタイプの作成を開始する場合は、この
方法を使用する方がはるかにすばやく結果を得ることができます。
3.					[はい]ボタンをクリックします。[インスタント	プロトタイピング
アシスタント]ウィンドウが表示されます。

4.				[メインビジネスオブジェクト]としてEmployeesとStatistical	Reporting
を入力します。これらはiii	HRアプリケーションの一部となります。
各ビジネス・オブジェクトはカンマで区切って入力します。

5.				[次へ]ボタンをクリックします。



ステップ3.	ビジネス・オブジェクト・コマンドを指定する
このステップでは、ビジネス・オブジェクトのコマンドを追加します。

1.				アクション・タイプのリストで、既存のアクションに続いて資格,	住
所,	週報,	月報を入力します。コマンドはカンマで区切る必要がありま
す。

次に、これらのコマンドをビジネス・オブジェクトに関連付けます。
2.				詳細、作成、資格、住所コマンドをEmployeesビジネス・オブジェク
トにドラッグします。



3.					[週報]コマンドおよび[月報]コマンドをStatisctical	Reportingビジネ
ス・オブジェクトにドラッグ・アンド・ドロップします。

4.				[次へ]ボタンをクリックします。



ステップ4.	ビジネス・オブジェクトをアプリケーションに追加
する
このステップでは、ビジネス・オブジェクトをアプリケーションに関連
付けます。

1.				Employeesビジネス・オブジェクトとStatistical	Reportingビジネス・
オブジェクトを選択します。

2.				これらのビジネス・オブジェクトをiii	HRアプリケーションにドラッ
グします。

「VLF001	-	HRアプリケーションの定義」でのように手動でアプリケー
ションを定義するのではなく、この画面上でビジネス・オブジェクトを



既存のアプリケーション・リストに追加できたことに注意してくださ
い。インスタント・プロトタイピング・アシスタントを使用して、多数
のアプリケーションで構成されるシステム全体のプロトタイプを作成で
きることを念頭に置く必要があります。
3.				[次へ]をクリックします。アプリケーションのプロトタイプの概要
が表示されます。

4.				[終了]をクリックしてプロトタイプを作成します。

これで、アプリケーションとビジネス・オブジェクトが表示されます。



ステップ5.	ビジネス・オブジェクトのアイコンを指定する
1.				Employeesビジネス・オブジェクトをダブルクリックし、そのプロパ
ティを表示します。[Webの使用を許可]および[Windowsの使用を許可]
オプションがデフォルトで選択されることに注意してください。これ
らのオプションは、ビジネス・オブジェクトを使用できる環境を制御
します。

アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、フィルター、またはコマ
ンド・ハンドラーを作成するときには、これらのオプションをチェッ
クするだけで、それを使用する環境を指定できます。

2.			[アイコン]タブを表示します。

3.			Employeesビジネス・オブジェクトのアイコンを選択します。



	
4.				プロパティ・タブ・フォルダーを閉じずに、iii	HRアプリケーション
でStatistical	Reportingビジネス・オブジェクトをクリックし、そのアイ
コンを設定します。





ステップ6.	ビジネス	オブジェクトを表示する
このステップでは、ビジネス・オブジェクトがどのような外観になる
か、実際に表示してみます。
1.			ビジネスオブジェクトのプロパティ	ダイアログを閉じてください。

2.				Employeesビジネス・オブジェクトをクリックしてください。

						アプリケーション上にEmployeesビジネス・オブジェクトが表示され
ます。

						ウィンドウ上にはモック・アップのフィルターが、さらにその隣に
はインスタンス・リストが表示されています。しかしEmployeesの定
義はまだ終わっていません。フィルターやインスタンス・リストにつ
いては「VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成」で説明します。



まとめ

重要なポイント
									アプリケーションには複数のビジネス・オブジェクトを定義できま
す。ビジネス・オブジェクトとは、アプリケーション上でエンド・
ユーザーが操作するオブジェクトのことです。

これまでの学習内容

									ビジネス・オブジェクトを作成する方法

									ビジネス	オブジェクトのプロパティを定義する方法
									ビジネス・オブジェクトとは何か。「ビジネス・オブジェクト」も
参照してください。



VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
目的
									選択した項目でインスタンス・リストを表示するフィルターを作成
する方法を学習する。

									By	Name、By	Location、By	Dateで従業員を検索するフィルターを追
加する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	従業員に対するBy	Nameフィルターを定義する
									ステップ2.	インスタンス･リストのプロトタイプを作成する

									ステップ3.	Employeesを対象とするフィルターのプロトタイプを作
成する

									ステップ4.	Statistical	Reportingビジネス・オブジェクト用のフィル
ター

									ステップ5.	フィルターを表示する



									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									「重要な概念」内の「フィルター」

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義



ステップ1.	Employeesに対するBy	Nameフィルターを定義する
1.			[Employees]	ビジネス・オブジェクトを選択してください。

2.			右クリックするとポップアップ・メニューが現れます。(プロパ
ティ...)を選択してください。

3.			フィルタータブに切り替えてください。社員	には始めからフィル
ターが定義されています。

						(始めから定義されているフィルターの順番は、システムで定義され
ている他のオブジェクトによって異なります。番号は関係ありませ
ん。)

4.			フィルターの[キャプション]フィールドにBy	Nameと入力してくださ
い。

5.			[フィルター登録の設定]タブを表示します。

6.			フィルターの種類としてモックアップRAD-PADが選択されているは
ずです。RAD-PADフィルターを使って、プロトタイプでテキストや画
像を入力できるようにしてみましょう。



	

7.			[新規作成]ボタンをクリックして新しいフィルターを作成し、この2
番目のフィルターの[キャプション]フィールドにBy	Locationと入力し
てください。

8.			[新規作成]ボタンをクリックしてもう1つ新しいフィルターを作成
し、この3番目のフィルターの[キャプション]フィールドにBy	Dateと
入力してください。

10.		それ以外の値はデフォルト値のままで構いません。



ステップ2.	インスタンス・リストのプロトタイプを作成する
インスタンス・リストはフィルターから返される結果のリストです。イ
ンスタンス・リストに表示する列を1つまたは複数定義できます。列の
表示タイプには次の4つがあります。
									VISUALID1およびVISUALID	2列は英数字です。

									ACOLUMNフィールドはリストに追加できる英数字データです。
									NCOLUMNフィールドはリストに追加できる数値データです。
									DCOLUMNフィールドはリストに追加できる日付または日時データ
です。

	
このステップでは、インスタンス・リストの列見出しを変更して、プロ
トタイプを完成品に仕上げていきます。
1.			[Employees]	ビジネス・オブジェクトのプロパティで、[インスタンス
リストの設定]タブに切り替えてください。

2.			第1列の列キャプションとして「Number」と入力してください。

						また、列幅は25%と設定します。

3.			第2列の列キャプションは「Name」としてください。

	



	
	



ステップ3.	Employeesを対象とするフィルターのプロトタイプ
を作成する
このステップでは、フィルターの内容のプロトタイプを作成します。
1.			ビジネスオブジェクトのプロパティ	ダイアログを閉じてください。
[Employees]	ビジネス・オブジェクトを対象とする、3つのフィルター
(By	Location、By	Name、By	Date)が表示されているはずです。

	

						モックアップRAD-PADフィルターには、標準テキストが設定されて
いることが分かります。これをいったん選択、削除して、独自のテキ
ストを入力し、画像を貼り付けることができます。

						RAD-PADを実際に使ってみる前に、次の点を知っておいてくださ
い。

									これは簡易な図付きのメモのためのもので、正式な画面デザイン



用ではありません。

									このパッドは実際は行を含むドキュメントです。したがって、図
を正確な位置に配置することはできません。Enterキーを使用し
て、新しい行を追加して空白または項目を配置するタブを追加しま
す。

	

2.			[By	Name]フィルターの標準テキストを削除し、姓、名前、従業員番
号を基準として従業員を検索するためのフィルターである旨を入力し
てください。

3.			フィルターの外観をさらに本物らしいものにするには、[RAD-PAD]
（イメージ・パレット）ボタンを押し、適当な画像をドラッグ・アン
ド・ドロップ、またはコピー/貼り付けます。最終的にプロトタイプ・
フィルターは次のような外観になります。



	

4.			[By	Location]フィルターの標準テキストを削除し、部門または課を基
準として従業員を検索するためのフィルターである旨を入力してくだ
さい。

5.			また、フィルターの外観をさらに本物らしいものにするため、[イ
メージ・パレット(RAD-PAD)]ボタンを押し、適当な画像をドラッグ・
アンド・ドロップ、またはコピー/貼り付けすることもできます。最終
的にプロトタイプ・フィルターは次のような外観になります。

	

6.			[By	Date]フィルターの標準テキストを削除し、これを基準として従
業員を検索するためのフィルターである旨を入力してください。今日
が誕生日の社員、入社3ヶ月以内の社員、入社5年以上の社員。

7.			フィルターの外観をさらに本物らしいものにするため、[イメージ・



パレット(RAD-PAD)]ボタンを押し、適当な画像をドラッグ・アンド・
ドロップ、またはコピー/貼り付けすることもできます。



ステップ4.	Statistical	Reportingビジネス・オブジェクト用の
フィルター
Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトにフィルターは必要ありませ
ん。「VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成」でこのビジネス・オブ
ジェクトを実装する方法を説明します。フィルターやインスタンス・リ
ストは、エンド・ユーザー・オブジェクトの操作に適したものであるこ
とが多いのですが、必須というわけではありません。例えば、付属のデ
モンストレーション・アプリケーションでは、Organizationsビジネス・
オブジェクトはフィルターを使用しません。
1.			Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトにデフォルトで作成済み
になっているフィルターを削除してください（プロパティダイアログ
を開き、フィルタータブに切り替えて削除）。



ステップ5.	フィルターを表示する
以上でフィルターのプロトタイプ作成が終了しました。この後のチュー
トリアルで、実際のフィルターに置き換えることになります。
1.			いずれかのフィルターの	検索	ボタンをクリックします。インスタン
ス・リストの項目が更新されます(シミュレートするだけなので、実際
にフィルターが働くわけではありません)。

	
2.				インスタンス・リストで社員の1人をクリックし、それに定義されて
いるコマンド・ハンドラーを表示します。



これらは、インスタント・プロトタイピング・アシスタントを使用して
プロトタイプを作成したときに、Employeesビジネス・オブジェクトに
関連付けたコマンドです(「ステップ3.	ビジネス・オブジェクト・コマ
ンドを指定する」を参照してください)。
	



まとめ

これまでの学習内容
									フィルターは何をするためのものか

									ビジネス・オブジェクトのフィルターを定義する方法

									イメージ・パレット(RAD-PAD)を使用して説明文や画像を追加して
フィルターのプロタイプを作る手順

									フィルターの目的。「フィルター」も参照してください。

									モック・アップ・フィルターとは何か。「フィルターとコマンド・
ハンドラーのモックアップ作成」も参照してください。



VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
目的
									ビジネス・オブジェクトとビジネス・オブジェクト・インスタンス
のコマンドを使用可能にする方法を学習する。

									使用可能なコマンドのコマンド・ハンドラーのプロトタイプを作成
する方法を学習する。

									EmployeesとStatistical	Reportingビジネス・オブジェクトの両方にコ
マンドとコマンド・ハンドラーを追加する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	コマンド定義を表示する

									ステップ2.	作成コマンドの表示を設定する
									ステップ3.	新しいコマンド・ハンドラーのプロトタイプを作成する



									ステップ4.	その他のコマンド・ハンドラーのプロトタイプを作成す
る

									ステップ5.	Statistical	Reporting用のコマンドを定義する

									ステップ6.	コマンド表示を指定する
									ステップ7.	Statistical	Reporting用のコマンド・ハンドラーのプロト
タイプを作成する

									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									「重要な概念」内の「コマンド」

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義

									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
	



ステップ1.	コマンド定義を表示する
このステップでは、ビジネス	オブジェクトに指定されているコマンドの
定義を表示します。
1.			[Employees]	ビジネス・オブジェクトを右クリックし、[プロパティ...]
オプションを選択してください。

2.			[使用可能コマンド]タブに切り替えてください。

3.			使用可能コマンドタブの内容を見てみましょう。2つあるリストのう
ち右側は、使用可能コマンド・リストです。社員	ビジネス・オブジェ
クトで有効とされたコマンドがすべて並んでいます。一方、左側は選
択可能コマンド・リストです。フレームワークで定義されたコマンド
のうち、Employeesビジネス・オブジェクトで有効とされていないコ
マンドが並んでいます。



	
コマンドを有効にしたい場合は、選択可能コマンドリストから使用可能
リストに、該当するコマンドをドラッグ移動してください。逆に、有効
なコマンドを無効にしたい場合は、使用可能リストから選択可能コマン
ドリストにドラッグ移動します。
4.			[詳細]を選択してください。これはインスタンス・コマンドであり、
省略値のコマンドでもあります。

5.			[住所]および[資格]を選択してください。これらはインスタンス・コ
マンドです。

6.			[作成]を選択してください。これはビジネス・オブジェクト・コマン
ドです。



これら2つのタイプのコマンドの相違点を理解している必要がありま
す。
必要なコマンドが見つからない場合は、[コマンドの定義]ボタンをク
リックしてコマンドを追加することができます。このボタンをクリック
すると、システムの任意のビジネス・オブジェクトで使用できるコマン
ドが追加されることになります。コマンドの機能を定義できるのは、コ
マンドを特定のビジネス・オブジェクトに割り当てるときだけです。
	



ステップ2.	作成コマンドの表示を設定する
このステップでは、作成のコマンド・ハンドラーを設定して、ユーザー
がこのコマンドを選択したとき、独立したウィンドウが現れるようにし
ます。
1.			[コマンドの表示]	タブに切り替えてください。

2.			[オブジェクト・コマンドの表示]オプションで、[別の常に手前の
ウィンドウ]を選択します。

						ビジネス・オブジェクトEmployees自身に対して有効にされているコ
マンドは作成だけであり、これ以外はすべてインスタンス・コマンド
なのでコマンド・ハンドラー・タブ・シートに表示されることに注意
してください。

	

						このオプションを変更すると、フレームワークから変更を保存する
ように要求されます。

	



3.			[保存して再起動]ボタンをクリックします。

4.			フレームワークにログオンします。

5.			コマンドの動作を確かめてみましょう。Employeesビジネス・オブ
ジェクトを選択し、右クリックしてください。ポップアップ・メ
ニューには作成コマンドが現れているはずです。

						表示されない場合は「Frameworkのデザインを変更したが変更が反映
されていない」を参照してください。

6.				メニューから[作成]オプションを選択します。作成のコマンド・ハ
ンドラーは、別のウィンドウに表示されます。

	

7.			作成コマンド・ハンドラーのウィンドウを閉じます。

8.			フィルターの[検索]ボタンをクリックし、インスタンス・リストでい
ずれかの社員を選択します。詳細、資格、住所の各コマンド用のタ
ブ・シートが表示されます。





ステップ3.	新しいコマンド・ハンドラーのプロトタイプを作成
する
プロトタイプを完成するには、これらのコマンドのハンドラーをモデル
化する必要があります。
1.			社員ビジネス・オブジェクトを選択し、ファイルメニューから作成
オプションを実行するか、または社員を右クリックすると現われる
ポップアップ・メニューから作成を選択してください。

						モックアップRAD-PADコマンド・ハンドラーが表示されます。

2.			プロトタイプ・コマンド・ハンドラーのテキストを選択、削除して
ください。

3.			このコマンド・ハンドラーは新規従業員に関する必須の詳細を入力
するよう求めるものである旨を、注記として入力します。

4.			必要に応じ、イメージ・パレット(RAD-PAD)で、プロトタイプ・コ
マンド・ハンドラーに画像を追加してください(正式なものではなく、
プロトタイプ用の仮の画像です)。

	

5.			作成用のコマンド・ハンドラーを閉じます。ダイアログの右上隅に
ある閉じるボタンをクリックしてください。

		



ステップ4.	その他のコマンド・ハンドラーのプロトタイプを作
成する
このステップでは詳細、資格および住所コマンド用のハンドラーのプロ
トタイプを作成します。
1.			インスタンス・リストからいずれかのアイテムを選択してくださ
い。

2.			Employeesのインスタンスを検索するためのコマンド(詳細、住所、資
格)ごとに、コマンド・タブ・フォルダーが表示されます。

						詳細タブは社員のデフォルト・コマンドに対応するものであり、先
頭に表示されていることに注意してください。

3.			詳細コマンド用のコマンド・ハンドラーのプロトタイプを、テキス
トを入力し、イメージ・パレット(RAD-PAD)を使って設計します。詳
細コマンド用のコマンド・ハンドラーのプロトタイプは、次のように
なります。



	

4.		資格および住所コマンド・ハンドラーにもモックアップRAD-PADコ
マンド・ハンドラーがあります。イメージ・パレット(RAD-PAD)を使
用し、テキストを入力してこれらのプロトタイプを設計します。

5.			以上でEmployeesビジネス・オブジェクト用のコマンド・ハンドラー
のプロトタイプを作成できました。後で詳細コマンド用のプロトタイ
プを、実際のコマンド・ハンドラーで置き換えることになります。



ステップ5.	Statistical	Reporting用のコマンドを定義する
Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトには、フィルターとインスタ
ンス・リストがありません。代わりに、週報、月報という2つの全画面
コマンド・ハンドラーがあります。
1.				Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトをダブルクリックして、
そのプロパティを表示します。

2.				[使用可能コマンド]タブをクリックします。「ステップ3.	ビジネ
ス・オブジェクト・コマンドを指定する」で定義した2つのコマンド
週報と月報が使用可能になっています。

3.				両方のコマンドをビジネス・オブジェクト・コマンドにします。フ
レームワークを再起動するよう促すメッセージが表示された場合は閉
じてください。

4.				右下にある[コマンドの定義]ボタンをクリックします。

	

[コマンド]ダイアログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・
ボックスは、フレームワークで定義された各コマンドについて高レベル
の定義を設定するのに使用します。これらの定義は、そのコマンドを使
用するすべてのビジネス・オブジェクトで共有されます。



5.				左側のリストから[週報]コマンドを選択します。

6.			ツールバーとメニュー	タブに切り替えてください。

7.			[週報]コマンドを選択し、[メニューに表示]リストから[ツール]を選
択して、このコマンドを[ツール]メニューに追加します。

	

8.			同様にして、[月報]コマンドを[ツール]メニューに追加します。

9.				[使用方法]タブをクリックして、このコマンドを使用するビジネ
ス・オブジェクトを確認します。

10.				左側のリストから詳細コマンドを選択します。このコマンドは、
Employeesビジネス・オブジェクトをはじめとする多数のビジネス・
オブジェクトで使用されることに注意してください。

11.			コマンドダイアログボックスを閉じてください。



ステップ6.	コマンド表示を指定する
このステップでは、コマンド・ハンドラーの表示方法を変更します。
1.			[コマンドの表示]タブに切り替えてください。

2.			[全てのコマンドタブの表示]オプションを[TRUE]に変更して、レ
ポート・ハンドラーが同時に表示されるようにします。

3.				フレームワークから保存して再起動するように求められたら、[閉じ
る]ボタンをクリックします。

4.			[オブジェクトコマンドの表示]の設定を[全スペース使用]に変更しま
す。

		

					コマンド表示に関するオプションは、Statistical	Reportingビジネス・
オブジェクトに関するコマンドすべてに適用されます。

5.			ダイアログボックスを閉じてください。

6.			フレームワークを終了して再起動します。

	



ステップ7.	Statistical	Reporting用のコマンド・ハンドラーのプ
ロトタイプを作成する
このステップは必須ではありませんが、コマンド・ハンドラーのプロト
タイプを作ると、アプリケーションの外観がより本物らしいものになり
ます。モックアップのコマンド・ハンドラーのままで構わなければ、こ
のステップを飛ばして次に進んでください。
1.			Statistical	Reportingを選択し、[週報	]タブに切り替えてください。

2.			プロトタイプ・コマンド・ハンドラーの標準RAD-PADテキストを選
択、削除した後、改めてテキストを入力し、イメージ・パレットを
使って画像を貼り付けます(クリップ・アートなど、他の画像を使って
も構いません)。気に入った外観にプロトタイプを仕上げてください。
最終的に、例えば次のようになるでしょう。

						

						同様にして、他のコマンド・ハンドラーについてもプロトタイプを



作成してください。

	
	



まとめ

これまでの学習内容
									コマンドがどのようにビジネス・オブジェクトやそのインスタンス
に関連付けられるか

									コマンド・ハンドラーとは何か。「コマンド・ハンドラー」も参照
してください。

									説明文を入力し、イメージ・パレットで画像を貼り付けて、コマン
ド・ハンドラーのプロトタイプを作成する手順

									ビジネス・オブジェクト・コマンドと、そのインスタンス・コマン
ドとの違い。「重要な概念」の「コマンド」も参照してください。

									新規にコマンドを作成した後に必要な作業



VLF005	-	プロトタイプの検証
目的
									この時点でプロトタイプを検証することを学習する。アプリケー
ションの基本構造を検証する前にコードの記述を開始しないでくださ
い。

									アプリケーションをVisual	LANSAアプリケーションとして実行す
る。

									オプション：プロトタイプをWebモードで実行する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	Windowsモードでプロトタイプを検証する

									ステップ2.	(オプション)	Webブラウザー用アプリケーションの環境



を設定する

									ステップ3.	(オプション)	Webモードでプロトタイプの動作を検証す
る

									まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義

									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成



ステップ1.	Windowsモードでプロトタイプを検証する
プロトタイプが完成しました。これで、エンド・ユーザーが表示したと
きにプロトタイプがどのような外観になるのかを確認できます。
1.			フレームワークが動作している場合はいったん停止してください。
何らかの変更を施した場合は保存します。

2.			フレームワークをエンド・ユーザーとして起動してください。

						フレームワークをエンド・ユーザー・モードで起動した場合、フ
レームワークメニューや管理メニューは表示されず、ポップアップ・
メニューには設計用のコマンド・オプションが表示されません(「カッ
コ内のメニューオプション」を参照)。

3.			プロトタイプの動作を確認しますコンパイルなどの作業は不要で、
そのまま実行できます。

a.			III	HRアプリケーションを選択し、ビジネス・オブジェクトやコ
マンドを表示する。



	
b.			Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトを選択し、コマンド・
ハンドラーを確認する。

c.			Employeesビジネス・オブジェクトを選択し、コマンド、フィル
ター、インスタンス・リスト、コマンド・ハンドラーを確認す
る。

	

4.			エンド・ユーザーが行う作業を分析したリストがあれば、これと対
照して、不足している機能がないか確認してください。

5.			これをもとに実際のアプリケーションを構築する予定であれば、こ
の時点でエンド・ユーザーにプロトタイプを試用してもらいます。シ
ステムが目に見える形になっていれば、ユーザーにとってもコメント
しやすいと思います。



	



ステップ2.	(オプション)	Webブラウザー用アプリケーションの
環境を設定する
Web上で実行したときのプロトタイプの外観を確認したい場合、システ
ムに対する設定が必要です。
1.			「フレームワーク環境の設定」に従い、Web環境の設定をしてくださ
い。



ステップ3.	(オプション)	Webモードでプロトタイプの動作を検
証する
1.			プロトタイプをWebサーバー上にアップロードし、開始してくださ
い。

a.			設計者としてフレームワークを開始する。
b.			簡単な変更を施す(ビジネス・オブジェクトのヒントを追加/修正
するなど)。

c.			(フレームワーク)メニューの(保存)オプションを選択する。
d.			アップロード画面が現れるので、次のように設定されていること
を確認する。

	

2.			アップロード終了まで多少時間がかかります。



						アップロード状況に関するメッセージがすべて正常に終了している
かどうか確認してください。

3.			終了したら、次のようにして、フレームワークをWebモードで開始し
ます。

a.			(フレームワーク)メニューの(Webアプリケーションとして実行)オ
プションを実行する。

b.			問い合わせに対してはデフォルトのままでOKを押す。

	
c.			ブラウザーウィンドウ上にプロトタイプが表示される。



	

4.			プロトタイプの動作を確認します。

a.			III	HRアプリケーションを選択し、ビジネス・オブジェクトやコ
マンドを表示する。

b.			Statistical	Reportingビジネス・オブジェクトを選択し、コマンド・
ハンドラーを確認する。

c.			社員ビジネス・オブジェクトを選択し、コマンド、フィルター、
インスタンス・リスト、コマンド・ハンドラーを確認する。

	

5.			ユーザーが行う作業を分析したリストがあれば、これと対照して、
不足している機能がないか確認してください。



						これをもとに実際のアプリケーションを構築する予定であれば、こ
の時点でエンド・ユーザーにプロトタイプを試用してもらいます。ブ
ラウザー上で起動するために必要となる、次のようなURLを知らせて
ください。

						http://nnn.nnn.nnn.nnn/vlFramework/vf_sy001_system_WIN.HTM
	

						各エンド・ユーザーは手元でプロトタイプを試用できます。

						システムが目に見える形になっていれば、ユーザーもコメントしや
すいでしょう。



まとめ

重要なポイント
以上でアプリケーションのプロトタイプが完成しました。プロトタイプ
を使うと次のようなことができます。

									設計上の問題点がないかどうか検証する。

									エンド・ユーザーなどに試用してもらい、意見を集める。

									要求仕様を満たしていない事項があればすぐに設計し直すことがで
きる。

									問題が見つかった場合に代替案を検討できる。

									必要に応じ、Webサーバー上でプロトタイプを動かす。
アプリケーションは、この時点ではまだプロトタイプであることに注意
してください。フィルターやコマンド・ハンドラーを組み込むことによ
り、実際の機能性を導入していくことになります。



Windowsアプリケーションのチュートリアル
Windowsにのみ適用。
構成：
VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルターのスナップイン
VLF007WIN	-	実際のWindowsコマンド・ハンドラーのスナップイン
VLF009WIN	-	Windowsアプリケーションにインスタンス・リスト・カラ
ムを追加する
VLF010WIN	-	ミニ・フィルターの作成
VLF011WIN	-	親子インスタンス・リストの作成
VLF012WIN	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを使用したナ
ビゲーションの制御
VLF013WIN	-	イベントの通知
VLF014WIN	-	デバッグ/トレース
プロトタイプを作成し、その機能の検証を済ませると、これをもとに実
用的なアプリケーションを開発することができます。フレームワークを
そのまま使って開発する限り、基本的な構成や外観は変わりません。プ
ロトタイプで使っていたフィルターやコマンド・ハンドラーを、
Windows用の実稼働版に置き換えるだけでアプリケーションが完成しま
す。
このチュートリアルでは、従業員のフィルターを実フィルターと、
Detailsプロトタイプ・コマンド・ハンドラーを実コマンド・ハンドラー
と置き換えます。





人事ファイル
アプリケーション	のプロトタイプを作成する場合は、アプリケーション
のユーザーのタスク分析に基づいてビジネス・オブジェクトを決定しま
す。その時点では、データベース構	造は重要ではありません。
これで実際のフィ	ルターやコマンド・ハンドラーを実装するので、使用
するデータの格納方法を知っておく必要があります。
次のチュートリア	ルは、PSLMST人事デモンストレーション・ファイル
に基づいています。このファイルをリポジトリ内で探し、そのコンテン
ツ	を表示します。

	



VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルターのスナップイン
目的
									プロトタイプ・フィルターをインスタンス・リストの項目を実際に
選択する実際のフィルターに置き換える方法を学習する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	実際のBy	Nameフィルターを作成する
									ステップ2.	By	Nameフィルターをスナップインとして組み込む
									ステップ3.	フィルター・コード

									ステップ4.	実際のBy	Locationフィルターを作成する
									ステップ5.	By	Locationフィルターをスナップインとして組み込む
									まとめ



始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									「重要な概念」内の「フィルター」

									フレームワーク・プログラミング

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義

									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
									VLF005	-	プロトタイプの検証



ステップ1.	実際のBy	Nameフィルターを作成する
このステップでは、社員の姓でPSLMSTファイルを検索する実際のフィ
ルターを作成します。また、コード	ウィザードの使用方法も学習しま
す。
	

1.				[By	Name]フィルターで[コード	ウィザード]	ボタンをクリックしま
す。

	
						[コード	ウィザード]ウィンドウが表示されます。このウィンドウを
使用すると、フィルター、インスタンス・リストおよびコマンド・ハ
ンドラーにプラグインできる各種コンポーネントを作成できます。フ
レームワークを初めて使用する際には、コード	ウィザードを使用する
ことを強くお勧めします。



						初めは、実行可能なコンポーネントを生成するフィルター(例：
CRUDフィルター(Create/Read/Update/Delete)、ファイルやビューを検
索するフィルター)を使用します。使い慣れてくるに従って、スケルト
ン・フィルターを使用したり、作成するものに似たフィルターをコ
ピーするだけになります。

2.				英語以外のシステムを使用している場合は、左上のツリー・ビュー
で[フレームワーク]	->	[フレームワーク]をクリックします。下側に
コード生成オプションの設定	オプションが現れるので、このオプショ
ンを選択して設定します。

3.				左上のリストで、[iii	HR]	アプリケーションを選択し、次に[By
Name]	フィルターを選択します。

4.				その下で、[Windows]をプラットフォームとして選択します。

5.				生成するコードのタイプとして、[ファイルもしくはビューを使用し
た検索を行うフィルター]を選択します。

	
6.				[次へ]ボタンをクリックします。



7.				次のページで、PSLMSTを[このビジネスオブジェクトに一番近い物
理ファイル]として指定します。

	
コード	ウィザードが、必要なビジュアル識別子とプログラム的識別子を
検出します。

									ビジュアル識別子は、ユーザーがビジネス・オブジェクトの一意の
インスタンスの識別に使用するフィールドです。

									プログラム的識別子は、プログラムがビジネス・オブジェクトの一
意のインスタンスの識別に使用するフィールドです。通常、これら
は、インスタンス・リストのデータを構成するファイルのプライマ
リ・キーです。

									追加列は、プロトタイプ作成フェーズ中に追加したインスタンス・
リストの追加列を表します。

		

8.				[次へ]ボタンをクリックします。

9.				次のページで、PSLMST2を[フィルタリングと検索に使用する



ビュー]として指定します。これは、SURNAMEおよびGIVENAME
フィールドによるキーが付けられたPSLMSTファイルの論理ビューで
す。

						作成するフィルターごとに適切な論理ファイルが必要なことに注意
してください。すべてのフィルターを実装する前に、データ・モデル
を見直して、すべての論理ファイルが存在することを確認します。こ
れにより、プロトタイプの実装プロセスを迅速化することができま
す。

10.				SURNAMEフィールドを検索実行に使用するビューのキーとして選
択します。

	
11.				[次へ]ボタンをクリックします。このページのオプションは無視し
てください。

12.				[次へ]ボタンをクリックします。

13.				次のページで、[コード生成]ボタンをクリックします。

	



次のページの[生成されたソースコード]に、フィルターのソース・コー
ドが表示されます。このコードを含むコンポーネントを作成する必要が
あります。
14.				実際のフィルター名としてiiiCOM01を、説明にはBy	Nameフィル
ターを指定します(iiiはイニシャルです。Visual	LANSAの非ライセンス
版または試行版を使っている場合は、iiiの部分をDEMとする必要があ
ります)。

15.				[作成]ボタンをクリックしてコンポーネントを作成します。

	
少し遅れて、フィルター・コンポーネントがVisual	LANSAエディターに
表示されます。
16.				コンポーネントをコンパイルしてください。

	



ステップ2.	By	Nameフィルターをスナップインとして組み込む
新たに作った再利用可能パーツ(フィルター)をコンパイルし、テストで
きる状態にしたので、次にこれをフレームワークにスナップインとして
組み込みます。
	

1.				フレームワークで、コード	ウィザードを終了します。

2.				[Employees]ビジネス・オブジェクトをダブルクリックし、プロパ
ティを表示します。

3.				[フィルター登録の設定]タブを表示します。

4.				iiiCOM01	を[フィルター・ハンドラー]の[ウィンドウ][コンポーネン
ト]として指定します。

	
5.				[Employees]ビジネス・オブジェクトのプロパティを閉じ、[By	Name]
フィルターを表示します。これで実際のフィルターを確認できるよう



になりました。

6.				[社員姓]フィールドに文字を入力し、[検索]ボタンをクリックして実
際のフィルターがフレームワークにスナップインされ、使用可能であ
ることを確認します。



ステップ3.	フィルター・コード
コード	ウィザードを使用するだけで、大半のフィルターを作成すること
ができますが、どのようにコーディングされるのかを理解する必要があ
ります。
1.				iiiCOM01コンポーネントが開いているVisual	LANSAエディターに切
り替えます。

2.				[ソース]タブで生成されたソース・コードを参照し、フィルターが
どのようにコーディングされてデータがインスタンス・リストに追加
されるのかを確認します。

フレームワークには、更新の開始が通知されます。
Invoke	#avListManager.BeginListUpdate
	
次に、リストから既存の項目がクリアされます。
Invoke	#avListManager.ClearList
	
次に、データが選択されます。それには、Visual	LANSA基本チュートリ
アルで学んだテクニックの1つを使用できます。例えば以下のようにな
ります。
Select	Fields(#XG_Ident)	From_File(PSLMST2)	With_key(#XG_Keys)
Generic(*yes)	Nbr_Keys(*Compute)
		
次に、ビジュアル識別子が設定されます。
Change	#UF_VisID1	#EMPNO
Change	#UF_VisID2	#SURNAME
	
データがリストに追加されます。
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#EMPNO)
	
VisualId1はインスタンス	リストの列1に、VisualId2は列2に表示されま
す。Akey1は従業員を一意的に識別するキーです(この場合、フィールド
は英数字なので、Nkey1ではなくAkey1)。
最後に、フレームワークにインスタンス・リストの更新が完了したこと



が通知されます。
Invoke	#avListManager.EndListUpdate)
	
3.			次に、エディターで[詳細]タブをクリックしてコンポーネントのプロ
パティを表示します。

	
すべてのプロパティが表示されていることを確認する必要があります。
4.				[オプション]メニューで[設定]オプションを選択します。

5.				[詳細]をクリックして[拡張機能の表示]オプションが選択されている
ことを確認します。

	



6.				このコンポーネントのAncestorプロパティは#VF_AC007です。すべ
てのフィルターはこのベース・クラスから継承されます。このクラス
は、一連の所定の動作を提供します。

		
7.				エディターで[アウトライン]タブをクリックし、Ancestorコンポーネ
ントVF_AC007から何を継承しているか確認します。



	
8.				avLISTMANAGERコンポーネントを右クリックし、[機能]オプショ
ンを選択します。



	
9.				コンポーネントのメソッドを展開して調べます。



	
10.				iiiCOM01コンポーネントを閉じます。

これらのコンポーネントの構築方法については、「Windowsフィルター
およびコマンド・ハンドラーの構造」を参照することもできます。



ステップ4.	実際のBy	Locationフィルターを作成する
このステップでは、実際のBy	Locationフィルターを作成します。
1.				フレームワークで、コード	ウィザードを起動します。

2.				ツリーを順次展開してBy	Locationフィルターを見つけ、選択してく
ださい。

3.				標準MS	Windowsとタイプ「ファイルもしくはビューを使用した検索
を行うフィルター」を選択します。

4.				物理ファイルにPSLMSTを指定します。

5.				[次へ]ボタンを押します。

																視覚的に識別するためのフィールド(VISUAL	IDENTIFIERS)と
して、EMPNO、GIVENAME、SURNAMEを指定

																プログラム上で識別するためのフィールド(PROGRAMATIC
IDENTIFIERS)としてはEMPNOのみを指定

																追加の列(ADDITIONAL	COLUMNS)は指定不要
	

6.				[次へ]ボタンを押すと次の問い合わせに進みます。今度はフィル
ターが検索に使うファイルまたはビューを選択するよう求められま
す。

																検索の基となる物理ファイルとしてPSLMSTを指定
																PSLMST1というファイル・ビューを選択(部門、課、社員No.
によって従業員を分類したもの)

																検索キーとしてDEPTMENTおよびSECTIONを選択
																「選択されているキーは全て指定必須」はオフ

																「総称検索を可能にする」はオフ

																「フィルターのキーの値を記憶します」はオン

																「ユーザーにインスタンス・リストのクリアを許可」はオン
	

7.				その他のオプションの画面が表示されます。何も選択せず、そのま
ま「コード生成」ボタンをクリックしてください。コード	ウィザード
の右側に、生成されたコードが表示されます。



8.			生成されたソースコード	ウィンドウで、新しいフィルター名を
iiiCOM02と指定し、説明文を入力してください。作成ボタンをクリッ
クするとフィルターが生成されます。

						(生成されたコードをコードをクリップボードにコピー	ボタンでク
リップボードにコピーし、既存の再利用可能パーツに貼り付ける、と
いう方法もあります。

9.			フィルターがVisual	LANSAエディターに表示されています。コンパ
イルします。

	



ステップ5.	By	Locationフィルターをスナップインとして組み
込む
このステップでは、By	Locationフィルターをスナップインとして組み込
みます。
1.			フレームワークで、コード	ウィザードを終了します。

2.			iii	HRアプリケーションを選択し、Employeeビジネス・オブジェクト
をダブルクリックしてください。

3.			ビジネスオブジェクトのプロパティ	ダイアログが開いたら、フィル
タータブをクリックします。

4.			By	Locationフィルターを選択してください。

5.			フィルター登録の設定タブをクリックします。

6.			iiiCOM02をWindows	フィルター・ハンドラー・コンポーネントとし
て指定します。

7.			これでフィルターがフレームワークにスナップインされ使用できる
ようになりました。



まとめ

重要なポイント
									実際の機能を実装したフィルターを作り、アプリケーションにス
ナップインとして組み込みました。

ヒントとテクニック

									デモンストレーション・アプリケーションに使われているフィル
ターのソース・コードが、DF_*という名前のコンポーネントのリポ
ジトリにあります。

これまでの学習内容
									独自のフィルターを作成するために必要な作業

									フィルターをスナップインとしてフレームワークに組み込む方法

									コード	ウィザードの使い方



VLF007WIN	-	実際のWindowsコマンド・ハンドラーのスナッ
プイン

目的
									プロトタイプ・コマンド・ハンドラーを実際の処理を行う実際のハ
ンドラーに置き換える方法を学習する。

									詳細プロトタイプ・コマンド・ハンドラーを実際のコマンド・ハン
ドラーに置き換える。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	実際のコマンド・ハンドラーを作成する
									ステップ2.	作成したコマンド・ハンドラーをスナップインする

									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。



									「重要な概念」内の「コマンド」

									コマンド・ハンドラー

									フレームワーク・プログラミング

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義

									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
									VLF005	-	プロトタイプの検証

									VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルターのスナップイン



ステップ1.	実際のコマンド・ハンドラーを作成する
このステップでは、詳細コマンド用の実際のコマンド・ハンドラーを作
成します。
1.				コード	ウィザードを起動します。

2.				[コード	ウィザード]ウィンドウの左上にあるリストで、[iii	HR]アプ
リケーションを選択し、次に[詳細]コマンド・ハンドラーを選択しま
す。

3.				[MS	Windows]をプラットフォームに選択し、[新規のコマンドハンド
ラのアウトライン]をコードのタイプとして選択します。

	
						基本コマンド・ハンドラーは、通常、データを表示するコマンド・
ハンドラーを作成する場合に、最も一般的に使用されるウィザードで
す。その後、仕様に合うようにページをカスタマイズします。

						CRUDコマンド・ハンドラーはCRUDフィルターと共に、ビジネス・
オブジェクトに定義されているコマンドが作成、詳細、コピー、削除
の場合にのみ使用します。

						リストを保持するコマンド・ハンドラーを使用するとコードを生成



できるので、コマンド・ハンドラーを1つ使用するだけでインスタン
スの詳細や関連するデータの情報のリストを表示できます。



ステップ2.	作成したコマンド・ハンドラーをスナップインとし
て組み込む
新たに作った再利用可能コンポーネント(コマンド・ハンドラー)をコン
パイルし、テストできる状態になったので、これをフレームワークにス
ナップインとして組み込む必要があります。
1.			フレームワークを開いてください。

2.			iii	HRアプリケーションを選択し、社員オブジェクトをダブルクリッ
クして、このオブジェクトのプロパティを表示します。

3.			表示されたプロパティ・ダイアログで、使用可能コマンドタブをク
リックします。

4.			[詳細]コマンドを選択してください。

5.			Windowsグループ・ボックスで[コンポーネント]プロパティのラジ
オ・ボタンをクリックします。

			コマンド・ハンドラーの名前を入力フィールドに入力します。



	

6.			Employeeプロパティを閉じます。iii	HRアプリケーションを選択して
Employeesビジネス・オブジェクトを選択します。検索ボタンをク
リックしてインスタンス・リストを表示します。次にインスタンス・
リストのいずれかのアイテムを選択して、インスタンス・コマンドが
前面に来るようにします。

7.			これで詳細のコマンド・ハンドラーがフレームワークに組み込ま
れ、実行できるようになりました。



8.				社員の詳細に変更を加え、保存してみてください。

	



まとめ

ヒントとテクニック
									コマンド・ハンドラーでインスタンス・リストを操作する方法は、
「Filter	and	Command	Handler	Programming」に記載されています。

									デモンストレーション・アプリケーションに使われているコマン
ド・ハンドラーのソース・コードが、DF_*という名前のコンポーネ
ントのリポジトリにあります。

これまでの学習内容
									コマンド・ハンドラーを作成するために必要な作業

									フィルターをスナップインとしてフレームワークに組み込む方法

									フィルターとコマンド・ハンドラーはカスタマイズ可能な再利用可
能パーツです。ただし、この時点では、あまりコーディングを使わ
ず、コード	ウィザードを使用して、機能的なアプリケーションを取
得できるだけです。

									フレームワークを使用するには、VLを理解する必要があります。
ただし、理解する必要がある詳細のレベルは、大幅に低下しました。
独自のフレームワークを作成してこのスタイルのアプリケーションを
配布するには、詳細なOO	の知識が必要なので、作成には長い時間が
かかります。VLFを使用すると、OOの知識を必要とせずに、すばや
くプロトタイプを作成し、アプリケーションを配布できます。



VLF009WIN	-	Windowsアプリケーションにインスタンス・リ
スト・カラムを追加する

目的
									Windowsアプリケーションのインスタンス・リストにカラムを追加
する方法を学習する。

注：このチュートリアルでは、By	Locationフィルターを変更します。通
常は、同じ変更をBy	Nameフィルターに対して実行します。
この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1：インスタンス・リストにカラムを追加する
									ステップ2：フィルターを変更する
									ステップ3：追加カラムを削除する

									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。



										リスト・マネージャー
										インスタンス・リストにカラムを追加
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義
									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成

									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
									VLF005	-	プロトタイプの検証
									VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルターのスナップイン

									VLF007WIN	-	実際のWindowsコマンド・ハンドラーのスナップイン



ステップ1：インスタンス・リストにカラムを追加する
このステップでは、インスタンス・リストで追加カラムを表示するよう
にEmployeeビジネス・オブジェクトを構成します。
1.			設計者としてフレームワークを起動します。

2.			Employeesビジネス・オブジェクトのプロパティを開きます。

3.			[インスタンスリストの設定]タブシートを表示します。

4.			2つのビジュアル識別子がすでに定義されています。2つのカラムを
追加します。

列順序 列のタイプ 列キャプ
ション

30 ACOLUMN1 Givename

40 NCOLUMN1 Salary
	

						



ステップ2：フィルターを変更する
最後に、フィルターを若干変更して、新しいインスタンス・リストの列
にデータを入れます。
1.			フレームワークを閉じてください。

2.			By	Locationフィルター(再利用可能パーツiiiCOM02)のソース・コード
を開いてください。これは「VLF006WIN	-	実際のWindowsフィルター
でのスナップ」で作成したものです。

3.			次のように変更してください。

GROUP_BYコマンドに#SALARYフィールドを追加する。
Group_By	Name(#XG_Ident)			Fields(	#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY)
	
それに続くステートメントSelect	Fields(#XG_Ident)コマンドの
AddtoListステートメントを修正する。

*	Add	instance	details	to	the	instance	list
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)	AKey1(#EMPNO)
Visualid2(#Surname)	AColumn1(#Givename)	NColumn1(#Salary)
	

4.			再利用可能パーツをコンパイルします。

5.			フレームワークを起動し、動作を確認してください。



	

6.				フレームワークを閉じてください。

	



ステップ3：追加カラムを削除する
このステップでは、追加カラムを削除します。
1.			Employeesビジネス・オブジェクトのプロパティを表示します。

2.			[インスタンスリストの設定]タブを表示します。

3.			GivenameフィールドとSalaryフィールドのカラム順序番号を削除しま
す。

4.			プロパティを閉じてフレームワークを保存します。

次のチュートリアルでフィルターをミニ・フィルターに置き換えるた
め、フィルターを変更する必要はありません。
	



まとめ

覚えるべき事柄
インスタンス・リストに列を追加する方法



VLF010WIN	-	ミニ・フィルターの作成
目的
									ミニ・フィルターの作成方法を学習する

									仮想クリップボードを使用して前回のフレームワークの実行時に入
力した値を記憶しておく方法を理解する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	ミニ・フィルターのインターフェースを作成する
ステップ2.	ミニ・フィルターのコードを記述する
ステップ3.	ミニ・フィルターをスナップインしてテストする
ステップ4.	仮想クリップボードを使用して検索値を保存および復元する
まとめ



始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WINおよびVLF009WIN



ステップ1.	ミニ・フィルターのインターフェースを作成する
このステップでは、Employeesビジネス・オブジェクトのミニ・フィル
ターになる再利用可能パーツを作成します。
1.				Visual	LANSAエディターを起動します。

2.				再利用可能パーツを作成します。	フィルター名としてiiiCOM07、説
明に社員ミニ・フィルターと指定します(ここでiiiは入力者のイニシャ
ルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使っている場
合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

全てのプロパティが表示されていることを確認してください。
3.			[オプション]メニューから[設定]オプションを選択します。

4.			[詳細]をクリックし、[拡張機能の表示]オプションが選択されている
ことを確認します。

5.				コンポーネントの[詳細]タブをクリックします。

6.				[Ancestor]プロパティをクリックし、次にプロンプト・ボタンをク
リックします。

7.				コンポーネント#VF_AC007を選択します。これは、ミニ・フィル
ターがプロパティ、イベント、およびメソッドを継承するフィルター
のAncestorコンポーネントです。



	

8.				[OK]ボタンをクリックします。

9.				[お気に入り]タブをクリックし、[共通の制御]タブを選択します
(Visual	LANSA	11	SP	5より前のバージョンを使用している場合は、[リ
ポジトリ]タブの[システム情報]内の[プリミティブ]グループで該当の
コントロールを探します)。

10.				[パネル]コントロールを[デザイン]ビューにドラッグし、再利用可
能パーツの左上部にドロップします。



	
パネルには、ミニ・フィルターのコンテンツが含まれます。実行時に、
ミニ・フィルター領域に表示するコンテンツを含むパネルをフィルター
に対して指定します。したがって、複数のミニ・フィルター・パネルが
ある場合でも、実行時には適切なものを表示することができます。
11.				パネルを選択して[詳細]タブをクリックします。

12.				パネルのプロパティを設定します。

Left 2

Top 2

Width 400

Height 25

	
13.				[お気に入り]タブの[共通の制御]タブを表示します。

14.				チェックボックス・コントロールをパネルの左上隅にドラッグしま
す。



	
すべてのオブジェクトをパネルの左上部分に配置する必要があります。
パネル上のオブジェクトの最大高さは、Visual	LANSAフレームワーク・
アプリケーションのツールバーの高さ(25ピクセル)に制限されます。し
たがって、コンポーネントの上プロパティの値をコンポーネントの高さ
プロパティの値に加算しても、合計は25を超えません。
このチェックボックスは、フィルターの使用時にエンド・ユーザーがイ
ンスタンス・リストをオプションでクリアするのに使用します。
	

15.				[詳細]タブで、チェック・ボックスのデフォルトのプロパティを設
定します。

ButtonState チェックあり

Caption リストのクリ
ア

Height 21

Left 0

Name CLEAR_LIST

Top 0

Width 75

	



16.				[リポジトリ]タブをクリックします。

17.				PSLMSTファイルを探し、展開します。

18.				SURNAMEフィールドをパネル上のチェックボックスの右側にド
ラッグします。

	
19.				[詳細]タブをクリックしてSURNAMEフィールドのプロパティを設
定します。

Left 75

MarginLeft 120

Top 1

Width 250

	
20.				ミニ・フィルターを保存します。



ステップ2.	ミニ・フィルターのコードを記述する
このステップでは、ミニ・フィルターのコードを記述します。ミニ・
フィルターにはコード	ウィザードがないので、フィルターのコードを手
動で記述する必要があります。
1.				フィルターの[ソース]タブを表示します。

2.				次のステートメントをコンポーネントの定義の後に追加します。

Def_List	Name(#Save_Keys)	Fields(#SURNAME)	Type(*Working)	Entrys(1)
		
Save_Keys作業リストが、selectループによって上書きされたキー値を保
存するのに使用されます。
	
3.				次にuInitializeメソッド・ルーチンを追加します。

Mthroutine	Name(uInitialize)	Options(*Redefine)
	
#COM_OWNER.avMiniFilter	:=	true
#COM_OWNER.avMiniFilterpanel	<=	#PANL_1
	
Endroutine
	
									フィルターやコマンド・ハンドラーが作成されると、uInitializeメ
ソッド・ルーチンが1度だけ実行されます。

									avMiniFilterプロパティはフィルターがミニ・フィルターである必要
があることを示します。

									avMinifilterpanelはフィルター内のパネルへの参照を設定します。2
つのコンポ―ネント間の文字“<=”は参照を割り当てます。フィルター
には複数のパネルを格納できます。また、常に同一のパネルを使用す
るのではなく、状況に応じて、数あるミニ・フィルター・パネルの中
から1つを選んで使用します。

		
コードは、次のようになります。



	
4.				次に、SURNAMEフィールドのKeyPressイベントを処理するイベン
ト・ルーチンを追加します。Enterキーを押すと、このイベントが実行
されます。

EVTROUTINE	HANDLING(#SURNAME.KeyPress)
OPTIONS(*NOCLEARERRORS	*NOCLEARMESSAGES)
KeyCode(#keycode)
if	('#keycode.value	=	Enter')
	
endif
ENDROUTINE
	
5.				Enterキーを押すと、selectループによって上書きされた現在のキー値
が保存されます。

	
Inz_List	#Save_Keys	1
	
	
6.				インスタンス・リストの更新がまもなく開始され、チェックボック
スが選択されている場合にはその後インスタンス・リストがクリアさ
れることを指定します。

Invoke	#avListManager.BeginListUpdate
	
If	'#Clear_List.ButtonState	=	Checked'
Invoke	#avListManager.ClearList
Endif
		
7.				次に、検索条件に一致する社員を選択し、ビジュアル識別子を設定



します。その後、エントリーをインスタンス・リストに追加します。

Select	Fields(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#SALARY)
From_File(PSLMST2)	With_key(#SURNAME)	Generic(*yes)
Nbr_Keys(*Compute)
	
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args(#GIVENAME	#SURNAME)
To_Get(#FULLNAME)
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#FULLNAME)	NColumn1(#SALARY)	AKey1(#EMPNO)
	
EndSelect
	
8.		最後に、インスタンス・リストの更新が完了したことを示し、保存済
みのキー値を復元します。

Invoke	#avListManager.EndListUpdate
Get_Entry	1	#Save_Keys
	
完成したイベント・ルーチンは、次のようになります。

	

5.				フィルターをコンパイルします。



	



ステップ3.	ミニ・フィルターをスナップインしてテストする
このステップでは、ミニ・フィルターをEmployeesビジネス・オブジェ
クトにスナップインしてテストします。
1.				Visual	LANSAフレームワークを起動します。

2.				Employeesビジネス・オブジェクトを選択し、そのプロパティを表示
します。

3.				既存の3つのフィルターを削除します。ミニ・フィルターが使用され
ている場合は、そのビジネス・オブジェクトにはフィルターは1つし
かありません。ミニ・フィルターが1つしかないのは、スペースを省
いてインスタンス・リストを幅広く表示するためです。

4.				フレームワークを保存して再起動し、フィルターの削除を完了しま
す。

5.				新しいフィルターを作成します。

6.				iiiCOM07をスナップイン・フィルターとして指定します。

	
7.				Employeeのプロパティを閉じます。

8.				Statistical	Reportingビジネス	オブジェクトをクリックします。

9.				次にEmployeeビジネス・オブジェクトをクリックします。これで、
ミニ・フィルターを表示できるようになりました。



10.				SURNAMEフィールドに文字を入力してEnterを押し、フィルターを
テストします。

	
ミニ・フィルターはごく少量のスペースしか使用しないので、インスタ
ンス・リストが使用できる画面の広さに注意してください。
また、ミニフィルター内には適切なコントロールを表示することもでき
ます。例えば、コンボボックス、ドロップダウン、チェックボックスを
追加して、ミニ・フィルター・パネルを即座に編集することができま
す。
ツールバーの最大高さは25ピクセルです。
	



ステップ4.	仮想クリップボードを使用して検索値を保存および
復元する
このステップでは、仮想クリップボードを使用して、エンド・ユーザー
がSURNAMEフィールドに入力した値を保存し、次回フレームワークが
実行されるときにその値を復元する方法を学習します。
そのためには、フレームワーク・マネージャーのメソッドavSaveValueと
avRestoreValueを使用します。
1.				フレームワークを終了します。

2.				Visual	LANSAエディターを表示します。

3.				ミニ・フィルターのソース・コードが表示されていることを確認し
ます。

4.				#SURNAME.KeyPressイベント・ルーチンを探します。

5.				次のステートメントをEND_IFステートメントの上に追加します。

	
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(SURNAME)
FromAValue(#SurName)
	
このステートメントは、#SURNAMEフィールドの値をシンボリック名
SURNAMEで仮想クリップボードに保存します。

6.				次に、uInitializeイベントを探し、次のステートメントを
ENDROUTINEステートメントの前に追加して、SURNAMEの値が仮想
クリップボードから復元されるようにします。

	
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(SURNAME)
ToAValue(#SurName)
	



7.				フィルターをコンパイルします。

8.				フレームワークを起動し、Employeesビジネス・オブジェクトを探し
ます。

9.				ミニ・フィルターにSと入力し、Enterを押してインスタンス・リス
トにデータを表示します。

10.				フレームワークを終了してから再起動し、Employeesビジネス・オ
ブジェクトを選択します。ミニ・フィルターには、前回のフレーム
ワークの実行時に入力された文字Sが含まれています。



	
		



まとめ

重要なポイント
									フィルターには複数のパネルを格納できます。また、常に同一のパ
ネルを使用するのではなく、状況に応じて、数あるミニ・フィル
ター・パネルの中から1つを選んで使用します。

									ミニ・フィルターが使用されている場合は、そのビジネス・オブ
ジェクトにはフィルターは1つしかありません。ミニ・フィルターが1
つしかないのは、スペースを省いてインスタンス・リストを幅広く表
示するためです。

ヒントとテクニック
									プログラミング・テクニックのサンプル・アプリケーションの詳細
セクションには、単純なミニ・フィルターと複雑なミニ・フィルター
ののサンプルが含まれています。

これまでの学習内容
									ミニ・フィルターの作成方法

									仮想クリップボードの使用方法



VLF011WIN	-	親子インスタンス・リストの作成
目的
									非表示フィルターおよびリレーション・ハンドラーを使用した親子
インスタンス・リストの作成方法を学習する(「複数の種類のオブ
ジェクトがあるインスタンス・リスト」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	新規ビジネス・オブジェクトを2つ作成する
ステップ2.	親子関係を確立する
ステップ3	Company	Departmentsに非表示フィルターを作成する
ステップ4.	課をロードするリレーション・ハンドラーを作成する
ステップ5.	インスタンス・リストに追加カラムを表示する
ステップ6.	非表示の子オブジェクトのプロパティにアクセスする
まとめ



始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WIN



ステップ1.	新規ビジネス・オブジェクトを2つ作成する
このステップでは、インスタント・プロトタイピング・アシスタントを
使用して次の2つのビジネス・オブジェクトを作成します。Company
DepartmentsとDepartment	Sectionsです。
Sectionsビジネス・オブジェクトはCompany	Departmentsオブジェクトの
子になります。
1.				フレームワークでインスタント・プロトタイピング・アシスタント
を起動します。

2.				2つの新しいビジネス・オブジェクトの名前Company	Departments
とDepartment	Sectionsを入力します。名前はカンマで区切って入力しま
す。

	
3.				[次へ]をクリックします。

4.				[詳細]コマンドをDepartment	Sectionsビジネス・オブジェクトにド
ラッグします。



	
5.				[次へ]をクリックします。

6.				両方のビジネス・オブジェクトをiii	HRアプリケーションにドラッグ
します。

	

7.				[次へ]をクリックします。

8.				[完了]をクリックします。

新しいビジネス・オブジェクトがiii	HRアプリケーションに表示される



ようになりました。

	



ステップ2.	親子関係を確立する
このステップでは、Company	Departmentsビジネス・オブジェクトと
Department	Sectionsビジネス・オブジェクト間の関係を確立します。
1.				Company	Departmentsオブジェクトのプロパティを表示します。

2.				[インスタンスリストの設定]タブをクリックします。

3.				画面の左下部のリストをスクロールし、Department	Sectionsビジネ
ス・オブジェクトを選択します。

4.				右側にある[リレーション	タイプ]グループ・ボックスで、[子または
孫]ラジオ・ボタンを選択します。

5.				チェックボックス[メニューからの選択を可能にする]をオフにしま
す。

6.				チェックボックス[並列表示を可能にする]をオフにします。

7.				表示されるメッセージの[閉じる]ボタンをクリックします。

	
8.				[閉じる]ボタンをクリックします。

9.				フレームワークを保存して再起動します。

10.				iii	HRアプリケーションを開きます。Department	Sectionsビジネス・
オブジェクトがナビゲーション・ペインに表示されなくなったことに
注意してください。



	

11.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトを選択し、モック
アップ・フィルターで[検索]ボタンをクリックします。インスタン
ス・リストでCompany	Departmentsのいずれか1つを展開します。エ
ミュレートされたデータがその子ビジネス・オブジェクト、
Department	Sectionsを表示します。



	



ステップ3	Company	Departmentsに非表示フィルターを作成す
る
このステップでは、ナビゲーション・ペインでCompany	Departmentsビジ
ネス・オブジェクトを選択した場合にCompany	Departmentsをインスタン
ス・リストにロードする非表示フィルターを作成します。非表示フィル
ターにはエンド・ユーザーとの対話処理はないので、このフィルターは
表示されません。
1.				Visual	LANSAエディターを表示します。

2.				再利用可能パーツを作成します。フィルター名としてiiiCOM08、説
明に部門非表示フィルターと指定します(ここでiiiは入力者のイニシャ
ルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使っている場
合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

3.				[詳細]タブで、再利用可能パーツの[Ancestor]にVF_AC007を指定し
ます。

4.				[ソース]タブを表示します。		

5.				BEGIN_COMステートメントの後にuInitializeルーチンを作成しま
す。

	
Mthroutine	Name(uInitialize)	Options(*Redefine)
Endroutine	
オートコンプリート・プロンプターをオンにした場合は、Endroutineス
テートメントが自動的に作成されます。
	
6.				uInitializeルーチンで、フィルターを非表示にし、実行時に表示され
るものをインスタンス・リストだけにします。

	
Set	#Com_Owner	avHiddenFilter(TRUE)



	
	
7.				次に、インスタンス・リストの更新がまもなく開始され、その後イ
ンスタンス・リストがクリアされることを指定します。

Invoke	#avListManager.BeginListUpdate
Invoke	#avListManager.ClearList
	
8.				全ての部門を読み込み、インスタンス・リストに追加します。

Select	Fields(#Deptment	#DeptDesc)	From_File(DEPTAB)
	
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#DeptDesc)	Visualid2(#Deptment)
AKey1(#Deptment)	BusinessObjectType(COMPANY_DEPARTMENTS)
NColumn1(0)	Acolumn1('')	Acolumn2('')	Acolumn3('')	Acolumn4('')
Acolumn5('')	Acolumn6('')	Acolumn7('')
	
EndSelect
	
注：AddToListで追加カラムを初期化する必要があります。後で
Department	Sectionsのエントリーをこれらのカラムに取り込んだリスト
を生成するからです。
9.				最後に、インスタンス・リストの更新がこれで完了したことを示し
ます。

	
Invoke	#avListManager.EndListUpdate
	
	
完成したコードは、次のようになります。



	

10.				フィルターをコンパイルします。

11.				フレームワーク、次にCompany	Departmentsオブジェクトのプロパ
ティを表示します。

12.				フィルター登録の設定タブを表示します。

13.				iiiCOM08を実際のフィルターとして指定します。

	
14.				Company	Departmentsのプロパティを閉じます。

15.				EmployeesおよびCompany	Departmentsを再度クリックし、非表示



フィルターによって部門がインスタンス・リストにロードされるよう
にします。

	
16.				部門を展開します。Department	Sectionsがロードされていないこと
に注意してください。次のステップで、課をロードするリレーショ
ン・ハンドラーを作成します。

	



ステップ4.	課をロードするリレーション・ハンドラーを作成す
る
このステップでは、部門を展開したときに課をインスタンス・リストに
ロードするリレーション・ハンドラーを作成します。
非表示フィルター・コードを使用してすべての課を部門と共にロードす
ることもできますが、リレーション・ハンドラーを使用すると、最初に
ルート・オブジェクトまたは親オブジェクトをインスタンス・リストに
追加するだけで、その後は子オブジェクトを動的に追加できるようにな
るので、フィルターのパフォーマンスを改善できます。
	
1.				Visual	LANSAエディターで、プロセスiiiPROC2	–	Framework
Functions作成します。このプロセスに属するファンクションを作成し
ます。ファンクション名をiiiFN04、説明にリレーション・ハンドラー
と指定します(ここでiiiは入力者のイニシャルです。Visual	LANSAの非
ライセンス版または試行版を使っている場合は、iiiの部分をDEMとす
る必要があります)。

2.				ファンクション内の既存のコードを、このファンクションがリレー
ション・ハンドラーであることを示す次のコードに置き換えます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT	*LIGHTUSAGE)	RCV_LIST(#VIS_LIST
#PID_LIST	#COL1_LIST	#COL2_LIST	#COL3_LIST	#COL4_LIST
#COL5_LIST	#COL6_LIST	#COL7_LIST	#COL8_LIST	#COL9_LIST
#COLA_LIST)
	
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL1)
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL2)
作成したVFREL1ファンクションおよびVFREL2ファンクションには、
リレーションの生成ファンクションの標準の定義が含まれています。
	

3.				次に、すべてのキーと追加のカラムをインスタンス・リストからク
リアします。

EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARKEYS)
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARCOLS)
			
リレーション・ハンドラーで呼び出すサブルーチンはVFREL2ファンク



ションに含まれています。
	
4.				選択した部門のキー値を取得します。

	
CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(#SRC_AK1)
		
	
5.				現在の部門で課を選択し、インスタンス・リストのエントリー値を
設定します。

SELECT	FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(SECTAB)
WITH_KEY(#DEPTMENT)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(1	#DEPTMENT)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(2	#SECTION)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETNCOL)	WITH_PARMS(1	#SECPCODE)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(1	#SECADDR1)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(2	#SECADDR2)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(3	#SECADDR3)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(4	#SECPHBUS)
				EXECUTE	SUBROUTINE(ADDTOLIST)
WITH_PARMS('DEPARTMENT_SECTIONS'	#SECDESC	#SECTION)
ENDSELECT
	
									SETAKEYサブルーチンは子インスタンス・リストのキー値を設定
します。このサブルーチンの最初のパラメータはキーの位置で、2番
目のパラメータはキー値です。数値キーを設定するSETNKEYサブ
ルーチンもあります。

									SETNCOLサブルーチンとSETACOLサブルーチンは子インスタン
ス・リスト・エントリーにカラムを追加します。

									ADDTOLISTサブルーチンはエントリーをインスタンス・リストに
追加します。このサブルーチンの最初のパラメータは子ビジネス・オ
ブジェクト名、2番目のパラメータはビジュアル識別子1カラム、3番
目のパラメータはビジュアル識別子2カラムです。

	
コードは、次のようになります。



		
6.				ファンクションをコンパイルします。

7.				フレームワークを開いてください。

8.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示し
ます。

9.				[インスタンスリストの設定]タブで、Department	Sectionsビジネス・
オブジェクトを選択します。

10.				[リレーション	ハンドラー]フィールドに、リレーション・ハンド
ラーの名前を入力します。



	
12.				Company	Departmentsのプロパティを閉じます。

13.				フレームワークを保存して再起動します。

14.				iii	HRアプリケーションでCompany	Departmentsビジネス・オブジェ
クトを選択します。

15.				インスタンス・リストで部門を展開してください。



	
展開した各部門の課が動的にロードされます。
リストには、セクション名と識別子のみが表示されます。次のステップ
で、インスタンス・リストを変更して課の追加カラムを表示します。
	



ステップ5.	インスタンス・リストに追加カラムを表示する
このステップでは、インスタンス・リストに追加のカラムを作成し、リ
レーション・ハンドラーによってロードされ	た課に関するすべてのデー
タを表示します。
1.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示し
ます。

2.					[インスタンスリストの設定]タブで、次の追加カラムを指定しま
す。

列順序 列のタイプ 列キャプション

30 ACOLUMN1 Street

40 ACOLUMN2 Town/Suburb

50 ACOLUMN3 State	and
Country

60 NCOLUMN1 Post	Code

70 ACOLUMN4 Phone

	
インスタンス・リストのカラムの定義は、次のようになります。

	
3.				Company	Departmentsオブジェクトのプロパティを閉じます。これ
で、インスタンス・リストに課の追加カラムが表示されるようになり
ました。



	

4.					プロパティのウィンドウを閉じてフレームワークを保存します。

5.				Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にCompany
Departmentsビジネス・オブジェクトを選択してください。

6.					インスタンス・リストにある部門を展開し、その下にある課を表示
します。



ステップ6.	非表示の子オブジェクトのプロパティにアクセスす
る
このステップでは、ナビゲーション・ペインに表示されない非表示の子
ビジネス・オブジェクトDepartment	Sectionsのプロパティにアクセスす
る方法を学習します。
1.				[フレームワーク]メニューを表示し、[アプリケーション]メニュー・
オプションを選択します。

2.				iii	HRアプリケーションを選択します。

3.				Department	Sectionsビジネス・オブジェクトを選択し、そのプロパ
ティを表示します。

4.					Department	Sectionsビジネス・オブジェクトのプロパティを閉じま
す。

ナビゲーション・ペインからアクセスできない子ビジネス・オブジェク
トのプロパティを表示するには、別の方法もあります。
5.				インスタンス・リストで部門に属する課を表示します。

6.				課の1つをダブルクリックして、Department	Sectionsビジネス・オブ
ジェクトのプロパティを表示します。



まとめ

重要なポイント
									複数の種類のオブジェクトを含むインスタンス・リストを作成でき
ます。この操作を行うには、ビジネス・オブジェクトのリレーション
を定義します。このリレーションはピア・ツー・ピアまたは親子のい
ずれかです。

									ビジネス・オブジェクト・インスタンス・リストを完全にプログラ
ム的に入力したい状況では、フィルターはエンド・ユーザーと意味の
ある会話処理はできないため、隠すことができます。

									リレーション・ハンドラーはRDMLファンクションのひとつで、親
オブジェクトと子オブジェクトのリレーションを動的に拡張するため
に呼び出されます。この処理を行うと、ルート・オブジェクトまたは
親オブジェクトを最初にインスタンス・リストに追加するだけで、
フィルターのパフォーマンスが向上します。

									フレームワークのインスタンス・リストは、英数字列または数値列
をそれぞれ10個まで追加して表示できます。

ヒントとテクニック

									プログラミング・テクニックのサンプル・アプリケーションの詳細
セクションには、アドバンスト・インスタンス・リストのサンプルが
含まれています。

									LANSAには、リレーションを作成する際にコピー元となるサンプ
ルのリレーション・ハンドラーが用意されています。ソースはプロセ
スDF_PROCのファンクションDF_REL01に格納されています。

これまでの学習内容
									ビジネス・オブジェクト間に親/子リレーションを作成する方法

									非表示フィルターを作成する方法

									リレーション・ハンドラーを記述する方法

									インスタンス・リストにカラムを追加する方法



VLF012WIN	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを
使用したナビゲーションの制御

目的
									切り替えサービスを使用して複数のビジネス・オブジェクトの制御
を切り替え、フレームワーク、アプリケーション、またはビジネス・
オブジェクトの各レベルでコマンドを実行する方法を学習する(「オ
ブジェクト切り替えサービス」を参照)。

									仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を格納する方法をを学
習する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	Department	Sectionsにフィルターを作成する
ステップ2.	Department	Sectionsに詳細コマンド・ハンドラーを作成する
ステップ3.	Sectionsビジネス・オブジェクトからEmployeesビジネス・オ
ブジェクトに切り替えるためのロジックを追加する
ステップ4.	仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録する
ステップ5.	切り替え履歴を使用して元のビジネス・オブジェクトに戻る
	

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WINおよびVLF0011WIN



ステップ1.	Department	Sectionsにフィルターを作成する
このステップでは、Department	Sectionsビジネス・オブジェクトをナビ
ゲーション・ペインに表示し、このオブジェクトにフィルターを作成し
ます。
オブジェクトの切り替えはナビゲーション・ペインに表示されるオブ
ジェクトについてのみ実行できるため、切り替え演習の準備としてこれ
を実行する必要があります。
	
1.				フレームワークで、Company	Departmentsビジネス・オブジェクトの
プロパティを表示します。

2.				[インスタンスリストの設定]タブを表示します。

3.				左下にあるリストでDepartment	Sectionsを選択します。

4.				オプション[Department	Sections	–	メニューからの選択を可能にする]
を選択します。

	
5.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを閉じま
す。Department	Sectionsビジネス・オブジェクトがナビゲーション・ペ
インに表示できるようになりました。

6.				Department	Sectionsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示しま
す。

7.				アイコンを、例えば に変更します。



	
次に、Sectionsビジネス・オブジェクトのモックアップ・フィルターを
実際に機能するフィルターに置き換えてインスタンス・リストを生成し
ます。
6.				コード	ウィザードを起動します。

7.				iii	HRアプリケーションでDepartment	Sectionsビジネス・オブジェク
トを選択します。

8.				[新しいフィルター]、プラットフォームとしてWindows、さらに
[ファイルもしくはビューを使用した検索を行うフィルタ]を選択しま
す。

9.				[次へ]をクリックします。

10.				物理ファイルにSECTABを指定し、ビジュアル識別子にDEPTMENT
およびSECDESCを指定します。

		



11.				コード	ウィザードによる他のデフォルト設定を受け入れ、[次へ]を
クリックします。

12.				DEPTMENTフィールドを検索に使用するキーとして指定します。

13.				[次へ]をクリックします。

14.				[コード生成]をクリックします。

15.				[生成されたソースコード]ページで、フィルター名をiiiCOM09、説
明に課フィルターと指定します(ここでiiiは入力者のイニシャルです。
Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使っている場合は、iii
の部分をDEMとする必要があります)。

16.				[作成]をクリックします。コンポーネントがVisual	LANSAエディ
ターに表示されています。

17.				フィルターをコンパイルします。

18.				フレームワークで、フィルターをDepartment	Sectionsビジネス・オ
ブジェクトにスナップインします。

19.				フィルターをテストします。



	



ステップ2.	Department	Sectionsに詳細コマンド・ハンドラーを
作成する
このステップでは、選択した課の社員を表示する詳細コマンド	ハンド
ラーを作成します。
1.				再利用可能パーツを作成します。コマンド・ハンドラー名とし
てiiiCOM10、説明に課の詳細情報と指定します(ここでiiiは入力者のイ
ニシャルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使って
いる場合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

2.				コンポーネントの[詳細]タブをクリックし、[Ancestor]にVF_AC010
を指定します。

	

最初に、コマンド・ハンドラー上のコントロールの配置を制御するレイ
アウト・マネージャをコマンド・ハンドラーに追加します。

3.				[表示]メニューからレイアウト・ヘルパーを起動します。

4.				再利用可能パーツiiiCOM10に添付マネージャを追加します。



	

5.				[お気に入り]タブの[共通の制御]タブを表示します。

6.				パネルを右側(PANL_1)にドラッグ・アンド・ドロップします。その
幅を94に変更します。この領域には、今後[詳細]プッシュ・ボタンが
表示されます。

7.				別のパネルを残りの領域の中心にドラッグ・アンド・ドロップしま
す(PANL_2)。レイアウト・ヘルパーを使用して、添付マネージャ
(ATLM_1)をこのパネルに追加します。それには、右側のドロップダウ
ンを使用します。

8.				グリッド・コントロールをPANL_2の中央にドラッグ・アンド・ド
ロップします。グリッドがPANL_2の両側に追加されます。フレーム
ワークの残りのサイズを自動的に変更するコマンド・ハンドラーを作
成できました。

コマンド・ハンドラーは、次のようになります。



	

9.				PSLMSTファイルをリポジトリに表示し、展開します。

10.				フィールドEMPNO、SURNAMEおよびGIVENAMEをグリッドにド
ラッグします。

11.				GIVENAMEカラム(GDCL_3)のWidthTypeをRemainderに設定しま
す。

12.				グリッドのSelectionStyleをWholeRowに設定します。



	
	

これで、コマンド・ハンドラーに社員グリッドを生成するコードを記述
できます。
13.				[ソース]タブを表示します。

14.				BEGIN_COMステートメントの後にuExecuteメソッド・ルーチンを
追加します。

	
Mthroutine	uExecute	Options(*Redefine)
	
uExecuteメソッドは、コマンド・ハンドラーに関連付けられているフ
レームワーク・コマンドをユーザーが実行するといつも呼び出されま
す。
	

15.				GetCurrentInstanceメソッドを使用して現在の部門と課を取得しま
す。

	
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	AKey1(#DEPTMENT)
AKey2(#SECTION)
	
	



16.				社員グリッドをクリアします。

	
Clr_list	#Grid_1
	
	

17.					最後に、PSLMST1論理ビューから課に所属する社員を選択し、グ
リッドに追加します。

Select	fields(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	from_file(PSLMST1)
with_Key(#DEPTMENT	#SECTION)
Add_entry	#GRID_1
Endselect
	
コードは、次のようになります。

	

18.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。

19.				コマンド・ハンドラーをDepartment	Sectionsビジネス・オブジェク
トの詳細コマンドにスナップインします。

20.				コマンド・ハンドラーをテストします。



	



ステップ3.	Sectionsビジネス・オブジェクトからEmployeesビジ
ネス・オブジェクトに切り替えるためのロジックを追加する
このステップでは、Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーにロジックを
追加して、Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コマンド・ハンド
ラーに選択した社員の詳細を表示します。
Employeesの詳細コマンド・ハンドラーへの切り替えは、ボタン・ク
リック・イベントで実行します。
	
1.				詳細コマンド・ハンドラーの[デザイン]タブを表示します。

2.				プッシュ・ボタンを[共通の制御]タブからコマンド・ハンドラーの
右側パネル(PANL_1)にドラッグします。

3.				ボタンのキャプションを[詳細]にします。

	

4.				ボタンにクリック・イベントを追加します。

5.				クリック・イベントに、Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コ
マンド・ハンドラーに切り替えるステートメントを追加します。

	
#avframeworkmanager.avSwitch	To(BUSINESSOBJECT)
NAMED(EMPLOYEES)	EXECUTE(DETAILS)	Caller(#com_owner)
ClearInstanceList(TRUE)
	
	
									Toパラメータには、ビジネス・オブジェクトへの切り替えであるこ
とを示すBUSINESSOBJECTが含まれています(フレームワークまたは
アプリケーションに切り替えることもできます)。

									NAMEDパラメータには、実際のビジネス・オブジェクト名が含ま
れている必要があります。

									EXECUTEパラメータには、実行するコマンドの名前が含まれてい



る必要があります。

									ClearInstancListパラメータを指定すると、オプションでインスタン
ス・リストをクリアできます。

	
6.				次に、グリッドの社員の値に基づいて表示するインスタンスを
Employeesビジネス・オブジェクトに指定する次のイベント・ルーチ
ンを追加します。

Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.avAddSwitchInstances)
Caller(#Caller)	Options(*NOCLEARERRORS	*NOCLEARMESSAGES)
	
*	Make	sure	the	caller	is	this	component
If_ref	#Caller	is_not(*Equal_to	#Com_Owner)
Return
Endif
	
	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avAddSwitchInstance)
BusinessObjectType(EMPLOYEES)	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#SURNAME)	Akey1(#EMPNO)
	
Endroutine
		
									avAddSwitchInstancesイベント・ルーチンは、常に、avSwitchメソッ
ドを使用して切り替えを実行した直後に実行されます。このイベント
を使用すると、対象のビジネス・オブジェクトのインスタンス・リス
トに配置されるデータを制御することができます。このイベントを通
知するコンポーネントがCallerパラメータに渡されます。

									このイベントを通知したコンポーネントがそのコンポーネント自体
である場合は、このイベントでコードを実行することだけが重要で
す。したがって、呼び出し元が#com_ownerでない場合は、このイベ
ント・ルーチンから戻る必要があります。#Callerおよび#Com_Owner
を比較するのにis_not(*Equal_toがどのように使用されているのかに注
意してください。単純な文字列ではなく、コンポーネント自体を比較
していることから、この構文を使用する必要があります。

									avAddSwitchInstanceメソッドは対象のインスタンス・リストに追加
するデータを指定します。



									avAddSwitchInstanceメソッドを繰り返し呼び出して、複数のエント
リーを対象のビジネス・オブジェクトのインスタンス・リストに配置
するとができます。

		
コードは、次のようになります。

	

7.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。

8.				切り替えをテストします。Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーで社
員を選択して[詳細]ボタンをクリックすると、選択した社員の詳細を
含むEmployeesビジネス・オブジェクトが表示されます。



		



ステップ4.	仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録
する
このステップでは、仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録
し、エンド・ユーザーが切り替えを開始したオブジェクトに戻れるよう
にします。
	
仮想クリップボードを使用するために最も効率がよいのは、ポストされ
るアイテムに標準化された命名規則を用意することです。この演習で
は、次の規則を使用して切り替え履歴を格納します。

ID1 SWITCH_HISTORY

ID2 対象のビジネス・オブジェクト
名

ID3 対象のコマンド名

ID4 OBJECT_NAMEまたは
COMMAND_NAME

FromAValue <オブジェクトまたはコマンド
名>

つまり、切り替え履歴テーブルをクリップボードに格納します。最初の
キーまたはIDは、このIDを持つすべてのレコードが切り替え履歴に関連
することを示すコードSWITCH_HISTORYです。
ID2およびID3には、切り替え先となるビジネス・オブジェクトとコマン
ドがそれぞれ含まれます。ID4には、切り替え元が含まれます。した
がって、仮想クリップボードに次の2つのレコードを追加する必要があ
ります。1つは、ID4がOBJECT_NAME(ビジネス・オブジェクト)である
レコード、もう1つはID4がCOMMAND_NAME(コマンド)であるレコー
ドです。
	
1.				Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーの[ソース]タブを表示します。

2.				PHBN_1.ClickイベントのavSwitchコマンドの前に、次のコードを記
述して適切なレコードを切り替え履歴に追加します。

*	Save	to	clipboard	return	list



#avframeworkmanager.avsavevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(EMPLOYEES)	WithID3(DETAILS)	WithID4(OBJECT_NAME)
FromAValue(#com_owner.Avobjecttype)
	
#avframeworkmanager.avsavevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(EMPLOYEES)	WithID3(DETAILS)	WithID4(COMMAND_NAME)
FromAValue(#com_owner.avcommandtype)
	
WithID2()パラメータにビジネス・オブジェクト名を使用します。
FromAValueパラメータを使用して、実際のビジネス・オブジェクト名と
コマンド名がクリップボードに配置されることに注意してくださ
い。avobjecttypeを使用して現在のビジネス・オブジェクト名を取得
し、avcommandtypeを使用して現在のコマンド名を取得します。これら
の値はハード・コーディングしないでください。
コードは、次のようになります。

	
3.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。

4.				コマンド・ハンドラーを閉じます。

	



ステップ5.	切り替え履歴を使用して元のビジネス・オブジェク
トに戻る
このステップでは、切り替え履歴を使用してエンド・ユーザーが切り替
えを開始したSectionsビジネス・オブジェクトに戻れるようにします。
1.				Employeesの詳細コマンド・ハンドラーiiiCOM03を開きます。

2.				[お気に入り]タブの[共通の制御]タブを表示し、プッシュ・ボタンを
[保存]ボタンの下にドラッグします。

3.				ボタンのキャプションを[戻る]にします。

4.				ボタン名をBACK_BTNにします。

5.				ボタンにクリック・イベントを追加します。

6.				クリック・イベントに、次のコードを追加し、ユーザーがボタンを
クリックしたときに元のビジネス・オブジェクトに戻されるようにし
ます。

EVTROUTINE	HANDLING(#BACK_BTN.Click)
	
define	field(#ff_objnme)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Object	Name')
define	field(#ff_cmdnme)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Command
Name')
	
*	Determine	the	business	object	name	to	switch	to
#avFrameworkManager.avrestorevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(#com_owner.Avobjecttype)	WithID3(#com_owner.Avcommandtype)
WithID4(OBJECT_NAME)	ToAValue(#ff_objnme)
	
*	Determine	which	command	within	the	business	object	to	switch	to
#avFrameworkManager.avrestorevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(#com_owner.Avobjecttype)	WithID3(#com_owner.Avcommandtype)
WithID4(COMMAND_NAME)	ToAValue(#ff_cmdnme)
	
*	Perform	the	switch
#avframeworkmanager.avSwitch	To(BUSINESSOBJECT)
NAMED(#ff_objnme)	EXECUTE(#ff_cmdnme)	Caller(#com_owner)
	
ENDROUTINE



	
									ユーザーを切り替えを開始したコンポーネントに戻す場合は、仮想
クリップボードで切り替え履歴を参照する必要があります。戻り先と
なるビジネス・オブジェクトとコマンドの両方を取得する必要があり
ます。それには、仮想クリプボードから2つの値を取得する必要があ
ります。

									コードで、まずOBJECT_NAME(ビジネス・オブジェクトの値)を、
次にCOMMAND_NAME(コマンドの値)を取得します。

									コンポ―ネント名はハード・コーディングしません。そのため、
avobjecttype	(ビジネス・オブジェジェクト名)およびavcommandtype
(コマンド名)がWithID2パラメータとWithID3パラメータに対する値と
して使用されました。

									これら2つの値を取得している場合は、もう1度切り替えを実行して
以前のコンポーネントに戻ることができます。

									上記のコードでは、取得されたビジネス・オブジェクトは
#ff_objnmeフィールドに、取得されたコマンドは#ff_cmdnmeフィール
ドに入りました。これで、以前に学習したものと同じテクニックを使
用するだけで、ビジネス・オブジェクトに切り替え、コマンドを実行
できるようになりました。

	コードは、次のようになります。

	
	
7.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。

	

これで、切り替え履歴をテストする準備が整いました。



8.				フレームワークで、Department	Sectionsビジネス・オブジェクトから
課を選択します。

9.				Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーで社員を選択します。

10.				[詳細]ボタンをクリックして、選択した社員の詳細を表示します。

11.				Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コマンド・ハンドラー
で、[戻る]ボタンをクリックしてSectionsビジネス・オブジェクトに戻
ります。

	
	



まとめ

重要なポイント
									このフレームワーク切り替えサービスでフィルターやコマンド・ハ
ンドラーが別々のビジネス・オブジェクトの間で制御を切り換えて、
フレームワーク、アプリケーション、ビジネス・オブジェクト・レベ
ルでコマンドを実行することができます。

									ターゲットのビジネス・オブジェクトは、切り替え時にメニューか
ら選択できるようになっていなければなりません。すなわち、ター
ゲットのビジネス・オブジェクトのプロパティで、メニューからの選
択を可能にするにチェックが入っており、ユーザーが当該ビジネス・
オブジェクトの使用権限を持っていることが必要です。切り替えの処
理は、ユーザーが実行する場合と同じように動作します。

									情報の記憶および交換には、仮想クリップボードを使用できます。

									仮想クリップボードを使用するために最も効率がよいのは、ポスト
されるアイテムに標準化された命名規則を用意することです。

ヒントとテクニック

									プログラミング・テクニックのサンプル・アプリケーションの詳細
セクションには、値の切り替えと記憶のサンプル(仮想クリップボー
ド)が含まれています。

これまでの学習内容
									ビジネス・オブジェクト間で切り替える方法

									仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録し、エンド・
ユーザーが切り替えを開始したオブジェクトに戻れるようにする方法



VLF013WIN	-	イベントの通知
目的
									フィルターやコマンド・ハンドラーでイベントが発生したことを他
のアクティブなフィルターやコマンド・ハンドラーに通知し、適切な
処理を実行できるようにする方法を学習する(「イベント通知サービ
ス」を参照)。

									インスタンス・リストの項目を更新する方法を学習する(「フィル
ターとリスト・マネージャー」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	社員の姓を変更して保存する
ステップ2.	avSignalEventを社員情報コマンド・ハンドラーに追加する
ステップ3.	ルーチンを追加してEMPLOYEE_CHANGEDイベントをリス



ンする
ステップ4.	シグナル通知をテストする
まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WINおよびVLF009WIN



ステップ1.	社員の姓を変更して保存する
このステップでは、社員の姓を変更して保存します。フィルターが変更
イベントを認識していないので、インスタンス・リストは変更を反映し
ません。
1.				iii	HRアプリケーションでEmployeesビジネス・オブジェクトを表示
します。

2.				ミニ・フィルターを使用してエントリーをインスタンス・リストに
追加します。

3.				エントリーの1つを選択し、詳細コマンド・ハンドラーで社員の姓を
変更します。

4.				[保存]ボタンをクリックします。新しい姓がインスタンス・リスト
のエントリーに反映されないことに注意してください。



	
5.				フレームワークを閉じてください。

後続のステップでは、詳細コマンド・ハンドラーでシグナル・メソッド
を使用して、社員に変更があったことをEmployeesフィルターに通知し
ます。次に、コードを追加してインスタンス・リストを更新します。
	



ステップ2.	avSignalEventを社員情報コマンド・ハンドラーに
追加する
このステップでは、社員情報コマンド・ハンドラーのSAVE_BUTTONイ
ベントを変更します。
1.				社員情報コマンド・ハンドラーiiiCOM03を探して開きます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				SAVE_BUTTONクリック・イベントを探します。次のコードを
Endroutineの前に追加します。

	
#com_owner.avSignalEvent	WITHID(EMPLOYEE_CHANGED)
SENDAINFO1(#EMPNO)	TO(FRAMEWORK)
	
	

	
フレームワーク内の他のコンポーネントへ通知するイベントがある場合
は、avSignalEventメソッドを使用します。
									通知するイベントIDをWithIDパラメータに、渡す任意の英数字値ま
たは数値をSendAInfon	またはSendNInfonパラメータに指定します。こ
こで、nは1、…、5になります。このサンプルでは、イベントは
EMPLOYEE_CHANGEDで、社員番号が渡される値です。

									デフォルトでは、Toパラメータの値はFRAMEWORKです。つま
り、フレームワーク内の任意のアクティブなコンポーネントがこのシ
グナルを受信するので、これがToパラメータの値に関連したものであ
ることをテストして確認する必要があります。イベントがこのコン
ポーネントが常駐するビジネス・オブジェクトにのみ関連することが
わかっている場合は、パラメータToをBUSINESSOBJECTに設定し、



非常に限られたコンポーネントにこのイベントが通知されるようにし
ます。このテクニックを使用すると、アプリケーションのパフォーマ
ンスを改善できます。ミニ・フィルターの場合は、フレームワーク・
レベルでのシグナル通知が必要です。

	

4.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。



ステップ3.	ルーチンを追加してEMPLOYEE_CHANGEDイベ
ントをリスンする
このステップでは、社員フィルターにイベント・ルーチンを追加して
EMPLOYEE_CHANGEDイベントをリスンします。
1.				社員フィルターiiiCOM07を探して開きます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				avEventシグナルをリスンするイベント・ルーチンを追加します。

Evtroutine	Handling(#Com_Owner.avEvent)	WithId(#EventId)
Options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
WithAinfo1(#Ainfo1)
	
Endroutine
avEventイベントは、avSignalEventメソッドが呼び出されると、フレーム
ワークによって通知されるイベントです。イベント・ルーチンは通知さ
れるイベントを、イベントと共に通知される英数字または数値データと
合わせて受信します。

4.					次に、CASEコマンドを追加してどのイベントが通知されたのかを
イベント・ルーチン内でテストします。

Case	#EventId.Value
	
EndCase
			
通知されたイベントとしてこのイベント・ルーチンで処理されるイベン
トのいずれか1つと一致するEventIDが、このイベント・ルーチンを配置
したコンポーネントには適用されないことをテストで確認することが重
要です。
	

5.				次に、このコンポーネントに適用される各種イベントIDを処理する
ための適切なWHEN	VALUE_ISコマンドを指定します。ここでは、
EMPLOYEE_CHANGEDイベントのみを処理します。

	
When	(=	EMPLOYEE_CHANGED)
	



コードは、次のようになります。

	
6.				次に、上書きされた現在のキー値を保存するコードを追加します。

	
Inz_List	#Save_Keys	1
	
	
7.				通知イベントによって渡される値をEMPNOフィールドに割り当てま
す。

	
#EmpNo	:=	#AInfo1
	
	
8.				インスタンス・リストの更新を開始します。

	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
	
	
9.				更新された社員の詳細を取得します。

	
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO	#SALARY)
FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
	
	
10.				インスタンス・リストのエントリーを更新します。



	
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args(#GIVENAME	#SURNAME)
To_Get(#FULLNAME)
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#FULLNAME)	NColumn1(#SALARY)	AKey1(#EMPNO)
	
11.				インスタンス・リストの更新を完了します。

	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
	
12.				最後に、保存したキー値に戻します。

	
Get_Entry	1	#Save_Keys
	
	
完成したコードは、次のようになります。

		

13.				フィルターをコンパイルします。

	



ステップ4.	シグナル通知をテストする
このステップでは、EMPLOYEE_CHANGEDイベントの通知をテストし
ます。
1.				フレームワークを起動します。

2.				iii	HRアプリケーションおよびEmployeesビジネス・オブジェクトを
選択します。

3.				フィルターを使用してインスタンス・リストを生成します。

4.				社員を選択し、姓を変更します。

5.				[保存]をクリックします。これで、フィルターが
EMPLOYEE_CHANGEDイベントをリスンし、リストのエントリーを
更新するようになりました。

			



まとめ

重要なポイント
									フレームワーク・マネージャーには、簡単に使用できるイベント通
知サービスが用意されています。これは、Windowsアプリケーション
だけでなくWebブラウザー・アプリケーションでも使用できます。

									イベント処理を機能させるには、イベントを通知するフィルターま
たはコマンド・ハンドラーが1つとイベントをリスンするそれ以外の
フィルターまたはコマンド・ハンドラーが必要です。イベントと共に
付属情報も送られる場合があります。

									インスタンス・リストのエントリーを更新するには、
#ListManager.UpdateListEntryDataメソッドを使用します。

ヒントとテクニック

これまでの学習内容
									イベントを通知する方法

									通知されるイベントをリスンする方法

									インスタンス・リストのエントリーを更新する方法



VLF014WIN	-	デバッグ/トレース
目的
									フィルターやコマンド・ハンドラーで起こった問題の特定を支援す
るトレース・サービスの使用方法を学習する(「基本トレースサービ
ス」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	Enterキーが押されたことを表示するトレース・ステートメン
トを追加する
ステップ2.	トレース・ステートメントをさらに追加する
ステップ3.	アプリケーションを開始する
まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007xxx



ステップ1.	Enterキーが押されたことを表示するトレース・ス
テートメントを追加する
このステップでは、トレース・ステートメントを追加して、いつ
Employeesミニ・フィルターでEnterキーが押されたのかを表示します。
1.				Visual	LANSAエディターで、Employeesミニ・フィルターiiiCOM07
を開きます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				#SURNAME.KeyPressイベントを処理するイベント・ルーチンを探し
ます。

4.				Enterキーが押されたかどうかをテストするIFステートメントの後
に、次のトレース・コマンドを追加します。

	
Invoke	#AvFrameworkManager.AvRecordTrace	Component(#Com_Owner)
Event('The	Enter	key	was	pressed')
	

	

5.				フィルターをコンパイルします。

6.				フレームワークを起動します。

7.				[フレームワーク]メニューで、[トレース]オプション、[アプリケー
ション	レベル]の順に選択します。



	
トレースの詳細ウィンドウが表示されます。



	

8.				iii	HRアプリケーションを展開し、Employeesビジネス・オブジェク
トを選択します(必要に応じて、トレース・ウィンドウを横端に移動し
ます)。

9.				フォーカスをミニ・フィルターに移動し、Enterを押します。トレー
ス・ウィンドウに、Enterキーが押されたことが表示されます。

		
10.				フレームワークを閉じてください。

	



ステップ2.	トレース・ステートメントをさらに追加する
このステップでは、トレース・ステートメントを2つフィルターに追加
します。
1つ目のトレース・ステートメントは、姓フィールドでどのキーが押さ
れたのかを表示します。2つ目のステートメントは、いつ
EMPLOYEE_CHANGEDイベントが通知されて社員番号が渡されたのか
を表示します。
	
1.				EVTROUTINE	HANDLING(#SURNAME.KeyPress)イベントの直後に
次のステートメントを追加し、押されたキーの値がトレースされるよ
うにします。

	
#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTraceAValue
Component(#COM_OWNER)	AValue(#keycode)	Event('Key	was	pressed')
		

	

2.				#Com_Owner.avEventを処理するイベント・ルーチンを探し、次のス
テートメントを追加し、EMPLOYEE_CHANGEDイベントの起動がト
レースされ、そのイベントから渡される社員番号が表示されるように
します。

	
#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTraceAValue
Component(#COM_OWNER)	AValue(#EMPNO)
Event(EMPLOYEE_CHANGED)
	

		



3.				フィルターをコンパイルします。

4.				フレームワークを起動し、iii	HRアプリケーションを展開します。

5.				[フレームワーク]メニューを使用して、アプリケーション・レベル
のトレースをオンにします。

6.				フォーカスをミニ・フィルターに移動し、F3を押します。トレー
ス・ウィンドウに、キーが押されたことが表示されます。

	
7.				次に、フィルターを使用して社員を選択し、さらに社員を1人選択し
て社員情報コマンド・ハンドラーを表示します。

8.				社員情報の1つを変更し、[保存]ボタンをクリックします。

9.				EMPLOYEE_CHANGEDイベントと社員番号がトレースに表示され
ます。



		
10.				フレームワークを閉じてください。

	



ステップ3.	トレースをプログラムによって開始する
このステップでは、コードを追加して、社員フィルターが使用されると
トレースが開始され、フィルターが使用されなくなるとトレースが終了
するようにします。
	

1.				次のステートメントを追加し、フィルターが初期化されたときにメ
ソッド・ルーチンを利用してトレースが開始されるようにします。

	
Set	#AvFrameworkManager	avTrace(TRUE)
	

	
2.				uTerminateメソッドをフィルターに追加し、フィルターが使用されな
くなるとトレースを終了するステートメントを追加します。

MTHROUTINE	NAME(uTerminate)	OPTIONS(*REDEFINE)
Set	#AvFrameworkManager	avTrace(False)
ENDROUTINE

		
3.				フィルターをコンパイルします。

4.				フレームワークを起動します。

5.				iii	HRアプリケーションを選択し、次にEmployeesビジネス・オブ
ジェクトを選択してください。これで、トレース・ウィンドウが表示
されます。

6.				フィルターを使用して社員を選択します。



	
7.				別のビジネス・オブジェクトまたはアプリケーションを選択しま
す。フィルターが使用されなくなるとuTerminateメソッドがトレース
を停止するので、トレース・ウィンドウが閉じます。

8.				フレームワークを閉じてください。

	



まとめ

重要なポイント
									フレームワーク・マネージャーには、フィルターやコマンド・ハン
ドラーで起こった問題の特定を支援する基本トレース・サービスがあ
ります。

									トレース・サービスは標準のLANSAアプリケーションのデバッグ
や追跡機能と共に使用することも、単独で使用することもできます。

ヒントとテクニック
									これらのメソッド呼び出しはコードに残したままにできます。この
メソッド呼び出しは、トレースが開始された場合のみ有効です。削除
したくない場合はコードをまったく削除する必要がないので、このメ
ソッドを使用したトレースの実装は理想的です。

									トレース情報には、発生した事象についての詳細情報が多数含まれ
ています。これにより、ユーザーはアプリケーションをデバッグ・
モードで実行する必要がなくなります。

									トレース・ウィンドウの最初のカラムにはコンポーネント名が表示
されるため、該当のトレース・イベントがどのコンポーネントに関連
しているのかがわかります。

	

これまでの学習内容
									フレームワーク・アプリケーションをトレースする方法

									フィルターやコマンド・ハンドラーで特定のイベントをトレースす
る方法

									トレースをプログラムによって開始および終了する方法



WAM	Webブラウザー・アプリケーションのチュートリアル
WAMにのみ適用
構成：
VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィルターのスナップイン
VLF007WAM	-	実際のWAM	Webコマンド・ハンドラーのスナップイン
VLF009WAM	-	WAMアプリケーションにインスタンス・リスト・カラム
を追加する
VLF011WAM	-	親子インスタンス・リストの作成
VLF012WAM	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを使用した
ナビゲーションの制御
VLF013WAM	-	イベントの通知
VLF014WAM	-	デバッグ/トレース
プロトタイプを作成し、その機能の検証を済ませると、これをもとに最
終的なアプリケーションを開発することができます。フレームワークを
そのまま使って開発する限り、基本的な構成や外観は変わりません。プ
ロトタイプで使っていたフィルターやコマンド・ハンドラーを、WAM
用の実稼働版に置き換えるだけでアプリケーションが完成します。
このチュートリアルでは、従業員のフィルターを実フィルターと、
Detailsプロトタイプ・コマンド・ハンドラーを実コマンド・ハンドラー
と置き換えます。



			
このチュートリアルは、サーバーに接続しているLANSAスレーブ・シ
ステムで実行することを想定しています。スタンドアロンのLANSAシ
ステムを使用している場合は、オブジェクトをサーバーにチェックイン
する手順は無視してください。



人事ファイル
アプリケーションのプロトタイプを作成する場合は、アプリケーション
のユーザー・タスクを分析した結果に基づいてビジネス・オブジェクト
を決定します。その時点では、データベースの構造は重要ではありませ
ん。
これで実際のフィルターやコマンド・ハンドラーを実装できるように
なったので、使用するデータの格納方法を理解しておく必要がありま
す。
後続のチュートリアルは、PSLMST人事デモンストレーション・ファイ
ルに基づいています。このファイルをリポジトリ内で探し、そのプロパ
ティを表示します。



		



VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィルターのスナップイン
目的
									プロトタイプ・フィルターを実際のWAMフィルターで置き換える
方法を学習する。このフィルターでは、フレームワークをWebモード
で実行中にインスタンス・リストの項目を実際に選択します。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	実際のWAMフィルターを作成する
									ステップ2.	WAMのBy	Nameフィルターをスナップインする
									ステップ3.	WAMのBy	Locationフィルターを作成する

									ステップ4.	WAMのBy	Locationフィルターをスナップインする
									まとめ

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。



									「重要な概念」内の「フィルター」

									フレームワーク・プログラミング

当チュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了してい
る必要があります。

									VLF001	-	HR	アプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス・オブジェクトの定義
									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成

									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
									VLF005	-	プロトタイプの検証



ステップ1.	実際のWAMフィルターを作成する
このステップでは、WAMを作成して独自のフィルターを作ります。こ
れをスナップインとしてVisual	LANSAフレームワークに組み込むことに
なります。
1.			フレームワーク詳細タブで、フレームワークでWAMを使用可能オプ
ションがオンになっていることを確認してください。Visual	LANSAエ
ディターで、新しいWAMを作成できることを確認します(Webでシス
テムが使用可能になっている場合は、このオプションは使用できま
す)。

2.				(フレームワーク)メニューを使用して、フレームワークでコード
ウィザードを起動します。

						[コード	ウィザード]ウィンドウが表示されます。このウィンドウを
使用すると、フィルター、インスタンス・リストおよびコマンド・ハ
ンドラーにプラグインできる各種コンポーネントを作成できます。フ
レームワークを初めて使用する場合は、コード	ウィザードを使用する
ことを強くお勧めします。

						初めは大抵は、実行可能なコンポーネント(例：CRUDフィルター(作
成/読み取り/更新/削除)、ファイルやビューを検索するフィルター)を
生成するフィルターを使用します。使い慣れてくるに従って、スケル
トン・フィルターを使用したり、作成するものに似たフィルターをコ
ピーするだけになります。

3.				英語以外のシステムを使用している場合は、左上のツリー・ビュー
で[フレームワーク]	->	[フレームワーク]をクリックします。下側に
コード生成オプションの設定	オプションが現れるので、このオプショ
ンを選択してプリファレンスを設定します。

4.				[iii	HR]アプリケーションを選択し、次に[By	Name]フィルターを選
択します。

5.				[Web	(WAM	コンポーネントの使用)]をプラットフォームとして選択
し、[ファイルもしくはビューを使用した検索を行うフィルター]を選
択します。



	

6.				[次へ]ボタンをクリックします。

7.				PSLMSTを[このビジネスオブジェクトに一番近い物理ファイル]とし
て指定します。



	
コード	ウィザードにより、必要なビジュアル識別子とプログラム的識別
子が検出されます。
		
8.				[次へ]ボタンをクリックします。

9.				次のページで、[フィルター/検索に使用するビューを選択して下さ
い]にPSLMST2を指定します。

10.				[検索に使用するキーを選択して下さい]にSURNAMEを指定しま
す。



		
11.				[コード生成]ボタンをクリックします。

		

次のページの[生成されたソースコード]に、フィルターのソース・コー
ドが表示されます。ここでこのコードを含むコンポーネントを作成する
必要があります。
12.				実際のフィルター名としてiiiCOM04、説明にBy	Nameフィルターと
指定します(Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使ってい
る場合は、iiiの部分をDEMとする必要があります）。

13.				[作成]ボタンをクリックしてWAMを作成します。



	
少し遅れて、WAMが作成されたことを示すメッセージが表示されま
す。
14.				Visual	LANSAエディターに切り替えます。フィルターがVisual
LANSAエディターに表示されています。

15.				コードを調べます。

このステートメントは、インスタンス・リストに新しいエントリーがま
もなく追加されることをフレームワークに通知します。
#avListManager.BeginListUpdate
		
このステートメントは、インスタンス・リストをクリアします。
#avListManager.ClearList	
	
このステートメントは、ユーザーが入力した姓に一致するレコードを読
み取ります。
Select	Fields(#XG_Ident)	From_File(PSLMST2)	With_key(#XG_Keys)



Generic(*yes)	Nbr_Keys(*Compute)
	
このステートメントは、ビジュアル識別子を設定します。
#UF_VisID1	:=	#EMPNO
#UF_VisID2	:=	#SURNAME
#UF_VISID2	:=	#UF_VISID2.BlankConcat(#GIVENAME	)
	
このステートメントは、インスタンス・リストにデータを追加します。
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#EMPNO)
	
VisualId1はインスタンス	リストの列1に、VisualId2は列2に表示されま
す。Akey1は従業員を一意的に識別するキーです(この場合、フィールド
は英数字なので、Nkey1ではなくAkey1)。
このステートメントは、フレームワークに対し、インスタンス	リストに
エントリーを追加し終えた旨をフレームワークに通知します。
#avListManager.EndListUpdate
WAMの構築方法については、「WAMフィルターおよびコマンド・ハン
ドラーの構造」を参照することもできます。
	
16.				言語がNATの区画を使用している場合は、#UB_SEARCHフィール
ドのデフォルト値をSEARCHに変更し、Web_Mapステートメントを次
のように変更します。

Web_Map	For(*both)	Fields(#XG_Keys	(#UB_SEARCH	*Desc))
	
17.				[検査]メニューでデザイナオプションを選択します。

18.				Generate	XSLオプションに[全てのWebroutine]オプションが選択され
ていることを確認します。



	
19.				コンパイルが成功したことを確認します。

20.				サーバーに対して変更をチェックインします。まず始めにWAMの
レイアウト・ウェブレットをチェックインします。

a.			リポジトリのウェブレットの下にある自身のWAMのレイアウ
ト・ウェブレットを探します。	iiiCOM04_layoutという名前です。
（iii	はイニシャルです。）

b.			このウェブレットで右クリックして関連するポップアップ・メ
ニューを開き、[チェックイン]オプションを選択します。

c.			[OK]をクリックします。
									次にWAMに移動して、チェックインします。

a.			WAMを右クリックして関連するポップアップ・メニューを開
き、チェックインオプションを選択します。

b.			Generate	XSLオプションに[全てのWebroutine]オプションが選択
されていることを確認します。

c.			[OK]をクリックするとチェックインされます。



	
d.			コンパイルには多少時間がかかります。



ステップ2.	WAMのBy	Nameフィルターをスナップインとして
組み込む
新たに作ったフィルターをコンパイルし、テストできる状態になったの
で、これをフレームワークにスナップインする必要があります。
1.			フレームワークで、コード	ウィザードを終了します。

2.			iii	HRアプリケーションを選択し、Employeeビジネス・オブジェクト
をダブルクリックしてください。

3.			ビジネスオブジェクトのプロパティ	ダイアログが開いたら、フィル
タータブをクリックします。

4.			By	Nameフィルターを選択してください。Webモックアップ・フィル
ターを、実フィルターで置き換えます。

5.			フィルター登録の設定タブをクリックします。

6.				[Webブラウザー]グループ・ボックスで[WAM]プロパティのラジオ・
ボタンをクリックします。

7.				WAMフィルターの名前を入力フィールドに入力します。

	

8.			インスタンス・リストの設定タブに切り替えてください。インスタ
ンス・リストの第1列(従業員番号)の見出しを「Number」、第2列(従業



員名)の見出しを「Name」と設定してください。

						[インスタンス・リストの保存/復元]オプションが選択されていない
ことを確認してください。

						[リストのクリアボタンを有効にする]が選択されていることを確認し
ます。

	

9.			(フレームワーク)メニューのフレームワークの(保存)を選択します。

						フレームワークをアップロードするかどうかのプロンプトが表示さ
れるので了解し、完了するまでそのまま待っていてください。

10.		(フレームワーク)メニューの(Webアプリケーションとして実行...)を
選択してください。

						デフォルト値のままでOKを押します。

11.		Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にEmployeesビ
ジネス・オブジェクトを選択してください。By	Nameフィルターに切
り替え、姓の一部を入力して検索をクリックします。

12.		これでフィルターがフレームワークにスナップインされ使用できる
ようになりました。





ステップ3.	WAMのBy	Locationフィルターを作成する
このステップでは、部門や課を基準として従業員を検索する、実際のBy
Locationフィルターを生成します。
1.			コード	ウィザードを起動します。

2.				コード	ウィザードの左上にあるフレームワーク・オブジェクト	ナビ
ゲーション	ツリーを選択してください。

3.				ツリーを順次展開してBy	Locationフィルターを見つけ、選択してく
ださい。

4.				[Web	(WAM	コンポーネントの使用)]をプラットフォームとして選択
します。

5.				タイプ「ファイルもしくはビューを使用した検索を行うフィルタ」
を選択してください。

6.				[次へ]をクリックします。

	コード	ウィザードにより、PSLMSTファイルが物理ファイルとして表
示され、必要なビジュアル識別子とプログラム的識別子が検出されま
す。これらの値を変更する必要はありません。
	

7.				[次へ]ボタンをクリックします。画面で次のように設定します。

			PSLMST1（社員：部門、課、社員番号）というファイル	ビューを
選択

			検索キーとしてDEPTMENTとSECTIONを選択
			「選択されているキーは全て指定必須」はオフ
			「総称検索を可能にする」はオフ
			「フィルターのキーの値を記憶します」はオン

	

8.				「コード生成」ボタンをクリックしてください。コード	ウィザード
の右側に、生成されたコードが表示されます。

9.				生成されたソースコード	ウィンドウで、フィルター名をiiiCOM02と
指定し、説明文を入力してください。ここでiiiは入力者のイニシャル
です。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使っている場合



は、iiiの部分をDEMとする必要があります。作成ボタンをクリックす
るとフィルターが生成されます。

						(生成されたコードを、コードをクリップボードにコピー	ボタンでク
リップボードにコピーし、既存のWAMに貼り付ける、という方法も
あります。)

10.			フィルターがVisual	LANSAエディターに表示されています。コンパ
イルし、すべてのWebルーチン用のXSLの生成を選択してください。

11.			WAMと関連するレイアウト・ウェブレットをサーバーにチェック
インします。

	



ステップ4.	WAMのBy	Locationフィルターをスナップインとし
て組み込む
このステップでは、部門/課検索フィルターをスナップインとして組み
込みます。
1.			フレームワークで、コード	ウィザードを終了します。

2.			iii	HRアプリケーションを選択し、Employeesビジネス・オブジェク
トをダブルクリックしてください。

3.			ビジネスオブジェクトのプロパティ	ダイアログが開いたら、フィル
タータブをクリックします。

4.			By	Locationフィルターを選択してください。Webモックアップ・フィ
ルターを、実フィルターで置き換えます。

5.			フィルター登録の設定タブをクリックします。

6.			[Webブラウザー]グループ・ボックスで[WAM]プロパティのラジオ・
ボタンをクリックします。

7.			WAMフィルターの名前を入力フィールドに入力します。

8.			(フレームワーク)メニューの(フレームワークの保存)を選択します。

						フレームワークをアップロードするかどうかのプロンプトが表示さ
れるので了解し、完了するまでそのまま待っていてください。

						(フレームワーク)メニューの(Webアプリケーションとして実行...)を
選択してください。

						デフォルト値のままでOKを押します。

9.			これでフィルターがフレームワークにスナップインされ使用できる
ようになりました。



まとめ

重要なポイント
									実際の機能を実装したフィルターを作り、アプリケーションにス
ナップインとして組み込みました。

ヒントとテクニック

									デモンストレーション・アプリケーションに使われているフィル
ターのソース・コードが、DM_FILT*という名前のコンポーネントの
リポジトリにあります。

これまでの学習内容
									独自のフィルターを作成するために必要な作業

									フィルターをスナップインとしてフレームワークに組み込む方法

									コード	ウィザードの使い方
									インスタンス・リストの表示法をカスタマイズする方法

	



VLF007WAM	-	実際のWAM	Webコマンド・ハンドラーのス
ナップイン

目的
									プロトタイプ・コマンド・ハンドラーをフレームワークをWebモー
ドで実行中に実際の処理を行う実際のWebハンドラーに置き換える方
法を学習する。

									Detailsプロトタイプ・コマンド・ハンドラーを実際のWAMコマン
ド・ハンドラーに置き換える。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	実際のWAMコマンド・ハンドラーを作成する
									ステップ2.	WAMコマンド・ハンドラーをスナップインする

									まとめ

始める前に



次の項目を参照することをお勧めします。

									コマンド・ハンドラー

									フレームワーク・プログラミング

当チュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了してい
る必要があります。

									VLF001	-	HR	アプリケーションの定義
									VLF002	-	ビジネス・オブジェクトの定義

									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成
									VLF005	-	プロトタイプの検証

									VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィルターのスナップイン



ステップ1.	実際のWAMコマンド・ハンドラーを作成する
このステップでは詳細コマンド用の実際のコマンド	ハンドラーを作成し
ます。
1.				コード	ウィザードを起動します。

2.				[iii	HR]アプリケーションを選択し、次に[詳細]コマンド・ハンド
ラーを選択します。

3.				[Web	(WAM	コンポーネントの使用)]をプラットフォームとして選択
します。

4.				作成するコードのタイプに[基本的なコマンドハンドラ]を選択しま
す。

	
5.				[次へ]ボタンをクリックします。

6.				次のページで、PSLMSTを[このビジネスオブジェクトに一番近い物
理ファイル]として指定します。



	

コード	ウィザードにより、必要なビジュアル識別子とプログラム的識別
子が検出されます。

	

7.				[次へ]ボタンをクリックします。

8.				次のページで、[コマンド・ハンドラーの上部に表示するフィール
ド]セクションの[この物理ファイルのフィールドを追加します]フィー
ルドにPSLMSTと指定します。

9.				[全て追加]ボタンをクリックします。



	
10.				次のページで[標準の保存ボタンとロジックを含む]を選択し、[コー
ド生成]ボタンをクリックします。

	
次のページの[生成されたソースコード]に、コマンド・ハンドラーの
ソース・コードが表示されます。ここでこのコードを含むコンポーネン
トを作成する必要があります。
11.				iiiCOM06と指定します(iiiは入力者のイニシャル)。コンポーネント
の説明に詳細コマンド・ハンドラーと指定します。

12.				[作成]ボタンをクリックし、開発環境でコンポーネントが作成され
たことを通知するメッセージが表示されるまで待ちます。



	

13.				Visual	LANSAエディターに切り替えます。エディターにiiiCOM06
WAMが表示されます。

	
14.				言語がNATの区画を使用している場合は、#UB_SAVEフィールドの
デフォルト値をSAVEに変更し、このWeb_Mapステートメントを次のよ
うに変更します。
Web_Map	For(*both)	Fields((#UB_SAVE	*Desc)	#EMPNO	#SURNAME
#GIVENAME	#ADDRESS1	#ADDRESS2	#ADDRESS3	#POSTCODE
#PHONEHME	#PHONEBUS	#STARTDTER	#TERMDATER	#DEPTMENT
#SECTION	#SALARY	#STARTDTE	#TERMDATE	#MNTHSAL)
	
15.				#avFrameworkManager.uWAMEvent_1ハンドラーを探し、ステートメ
ントを追加して社員の詳細に対して行った変更を保存します。例えば
以下のようになります。

UPDATE	FIELDS(#WAM_HEAD)	IN_FILE(PSLMST)
WITH_KEY(#EMPNO)
	



16.				uInitializeイベント・ルーチンを探します。このルーチンは、コマン
ド・ハンドラーが起動するたびに呼び出されます。このルーチンは、
#avListManager.GetCurrentInstanceメソッドを使用して現在選択されて
いる項目のキー値を取得します。

17.				uExecuteイベント・ルーチンは、WAMの実行時(つまり、フィル
ターが起動またはコマンド・ハンドラーが実行されるとき)にのみ実行
されます。アクティブなWAMの内部でイベント(例えばボタン・ク
リック)が発生した場合は、uExecuteはシグナル通知されず、登録済み
のuWAMEvent_N	eventだけがシグナル通知されます。

18.				WAMを保存します。

19.			サーバーに対して変更をチェックインします。

							まず始めにWAMのレイアウト・ウェブレットをチェックインしま
す。

a.			リポジトリのウェブレットの下にある自身のWAMのレイアウ
ト・ウェブレットを探します。	iiiCOM04_layoutという名前です。
（iii	はイニシャルです。）

b.			このウェブレットで右クリックして関連するポップアップ・メ
ニューを開き、[チェックイン]オプションを選択します。

c.			[OK]をクリックします。
							次に以下の作業を行います。

a.			WAMをローカルでコンパイルします。
b.			正常にコンパイルできたら、リポジトリタブでこれを選択しま
す。

c.			WAMを右クリックすると表示されるポップアップ・メニューか
らチェックインオプションを選択します。

d.			チェックインオプションダイアログで、全てのWebroutineに対し
てXSLを生成するオプションを選択します。

e.			OKをクリックするとチェックインされます。
f.			コンパイルが終了するまで待ちます。



ステップ2.	WAMコマンド・ハンドラーをスナップインとして
組み込む
コマンド・ハンドラーをコンパイルし、テストできる状態になったの
で、次のようにして、フレームワークにスナップインとして組み込みま
す。
1.			フレームワークを開いてください。

2.			iii	HRアプリケーションを選択し、社員オブジェクトをダブルクリッ
クして、このオブジェクトのプロパティを表示ます。

3.			表示されたプロパティ・ダイアログで、使用可能コマンドタブをク
リックします。

4.			[詳細]コマンドを選択します。

5.			[Webブラウザー]グループ・ボックスで[WAM]プロパティのラジオ・
ボタンをクリックします。

			コマンド・ハンドラーの名前を入力フィールドに入力します。



	

6.			(フレームワーク)メニューの(フレームワークの保存)を選択します。
フレームワークをアップロードするかどうかのプロンプトが表示され
るので了解し、完了するまでそのまま待っていてください。

7.			(フレームワーク)メニューの(Webアプリケーションとして実行...)を
選択してください。デフォルト値のままOKを押します。

8.			Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にEmployeesビジ
ネス・オブジェクトを選択してください。By	Nameフィルターに切り
替え、姓の一部を入力して検索をクリックします。従業員をクリック
してみてください。

9.		これで詳細のコマンド・ハンドラーがWebフレームワークに組み込ま
れ、実行できるようになりました。





まとめ

これまでの学習内容
									WAMコマンド・ハンドラーを作成するために必要な作業

									コマンド・ハンドラーをスナップインとしてWebフレームワークに
組み込む方法



VLF009WAM	-	WAMアプリケーションにインスタンス・リス
ト・カラムを追加する

目的
									WAMフレームワーク・アプリケーションのインスタンス・リスト
にカラムを追加する方法を学習する。

WAMブラウザー・アプリケーションでは、組み込みインスタンス・リ
ストにカラムを追加できます。作業中のビジネス・オブジェクトのプロ
パティのインスタンスリストの設定タブシートで追加カラムを指定しま
す。

注：このチュートリアルでは、By	Locationフィルターを変更します。通
常は、同じ変更をBy	Nameフィルターに対して実行します。
この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1：インスタンス・リストにカラムを追加する
									ステップ2：フィルターを変更する



									ステップ3：追加カラムを削除する
									まとめ

	

始める前に
次の項目を参照することをお勧めします。

									リスト・マネージャー

										インスタンス・リストにカラムを追加
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									VLF001	-	HRアプリケーションの定義

									VLF002	-	ビジネス	オブジェクトの定義
									VLF003	-	フィルターのプロトタイプ作成
									VLF004	-	コマンドのプロトタイプ作成

									VLF005	-	プロトタイプの検証
									VLF006WAM	-	実際のWAM	Webフィルターのスナップイン
									VLF007WAM	-	実際のWAM	Webコマンド・ハンドラーのスナップ
イン



ステップ1：インスタンス・リストにカラムを追加する
このステップでは、インスタンス・リストで追加カラムを表示するよう
にEmployeeビジネス・オブジェクトを構成します。
1.			設計者としてフレームワークを起動します。

2.			Employeesビジネス・オブジェクトのプロパティを開きます。

3.			インスタンスリストの設定タブシートを表示します。

4.			2つのビジュアル識別子がすでに定義されています。2つのカラムを
追加します。

列順序 列のタイプ 列キャプ
ション

30 ACOLUMN1 Givename

40 NCOLUMN1 Salary
	

						独自に作ったインスタンス・リストについては、「リストのクリア
ボタンを有効にする」の設定を変えても何の効果もありません。



ステップ2：フィルターを変更する
次に、データが入った状態で、追加のフィールドがインスタンス・リス
トに表示されるよう、フィルターを変更します。
1.			By	LocationフィルターiiiCOM05を開いてください。「VLF006WAM	-
WAMのWeb実フィルターのスナップイン」で作成したものです。

2.			次のように変更してください。

a.			GROUP_BYコマンドに#SALARYフィールドを追加する。
Group_By	Name(#XG_Ident)	Fields(	#EMPNO	#SURNAME
#GIVENAME	#SALARY)
	

b.			Select	Fields(#XG_Ident)コマンドを探して、AddtoListステートメン
トを次のように変更する。
*	Add	instance	details	to	the	instance	list
#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)	Visualid2(#Surname)
AKey1(#EMPNO)	AColumn1(#Givename)	NColumn1(#Salary)

	
3.			変更したソース・コードを保存します。

4.			WebサーバーがSystem	i上で動作している場合は、ホスト・モニター
を使って変更結果をSystem	iに送ります。

5.			サーバー上で新しいWAMをコンパイルします。

6.			フレームワークを再起動し、動作を確認してください。



	



ステップ3：追加カラムを削除する
このステップでは、追加カラムを削除します。
1.				Employeesビジネス・オブジェクトのプロパティを表示します。

2.				[インスタンスリストの設定]タブを表示します。

3.				GivenameフィールドとSalaryフィールドのカラム順序番号を削除し
ます。

4.				プロパティを閉じてフレームワークを保存します。

	
	



まとめ

覚えるべき事柄
									ブラウザーWAMフレームワーク・アプリケーションでインスタン
ス・リストにカラムを追加する方法



VLF011WAM	-	親子インスタンス・リストの作成
目的
									非表示フィルターおよびリレーション・ハンドラーを使用した親子
インスタンス・リストの作成方法を学習する(「複数の種類のオブ
ジェクトがあるインスタンス・リスト」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	新規ビジネス・オブジェクトを2つ作成する
ステップ2.	親子関係を確立する
ステップ3	Company	Departmentsに非表示フィルターを作成する
ステップ4.	課をロードするリレーション・ハンドラーを作成する
ステップ5.	インスタンス・リストに追加カラムを表示する
ステップ6.	非表示の子オブジェクトのプロパティにアクセスする
まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。



									チュートリアルVLF000	–	VLF007WAM



ステップ1.	新規ビジネス・オブジェクトを2つ作成する
このステップでは、インスタント・プロトタイピング・アシスタントを
使用して次の2つのビジネス・オブジェクトを作成します。Company
DepartmentsとDepartment	Sectionsです。
Sectionsビジネス・オブジェクトはCompany	Departmentsオブジェクトの
子になります。
1.				フレームワークでインスタント・プロトタイピング・アシスタント
を起動します。

2.				2つの新しいビジネス・オブジェクトの名前Company	Departments
とDepartment	Sectionsを入力します。名前はカンマで区切って入力しま
す。

3.				[次へ]をクリックします。

4.				[詳細]コマンドをDepartment	Sectionsビジネス・オブジェクトにド
ラッグします。



	
5.				[次へ]をクリックします。

6.				両方のビジネス・オブジェクトをiii	HRアプリケーションにドラッグ
します。

	

7.				[次へ]をクリックします。

8.				[完了]をクリックします。



新しいビジネス・オブジェクトがiii	HRアプリケーションに表示される
ようになりました。

	



ステップ2.	親子関係を確立する
このステップでは、Company	Departmentsビジネス・オブジェクトと
Department	Sectionsビジネス・オブジェクト間の関係を確立します。
1.				Company	Departmentsオブジェクトのプロパティを表示します。

2.				[インスタンスリストの設定]タブをクリックします。

3.				画面の左下部のリストをスクロールし、Department	Sectionsビジネ
ス・オブジェクトを選択します。

4.				右側にある[リレーション	タイプ]グループ・ボックスで、[子または
孫]ラジオ・ボタンを選択します。

5.				チェックボックス[メニューからの選択を可能にする]をオフにしま
す。

6.				チェックボックス[並列表示を可能にする]をオフにします。

8.				表示されるメッセージの[閉じる]ボタンをクリックします。

	
9.				[閉じる]ボタンをクリックします。

10.				フレームワークを保存して再起動します。

11.				iii	HRアプリケーションを開きます。Department	Sectionsビジネス・
オブジェクトがナビゲーション・ペインに表示されなくなったことに
注意してください。



	

12.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトを選択し、モック
アップ・フィルターで[検索]ボタンをクリックします。インスタン
ス・リストでCompany	Departmentsのいずれか1つを展開します。エ
ミュレートされたデータがその子ビジネス・オブジェクト、
Department	Sectionsを表示します。



	
13.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ3	Company	Departmentsに非表示フィルターを作成す
る
このステップでは、ナビゲーション・ペインで1.				Company	Departments
ビジネス・オブジェクトを選択した場合にCompany	Departmentsをインス
タンス・リストにロードする非表示フィルターを作成します。非表示
フィルターにはエンド・ユーザーとの対話処理はないので、このフィル
ターは表示されません。
1.				フレームワークを起動します。

2.				コード	ウィザードを起動します。

3.				iiiHRアプリケーション、Company	Departmentsビジネス・オブジェク
ト、[新しいフィルター]の順に選択します。

4.				[Web	(WAMコンポーネントの使用)]をプラットフォームとして選択
します。

5.				作成するコンポーネントのタイプに[スケルトンフィルター]を選択
します。



		

WAMフィルターやコマンド・ハンドラーを作成し、これらがすべての
フレームワーク・ルールに確実に準拠するようにする場合は、コード
ウィザードを使用することをお勧めします。
	
6.				[コード生成]をクリックします。

7.				[生成されたソースコード]ページで、フィルター名をiiiCOM11、説
明にDepartments	Hidden	Filterと指定します(ここでiiiは入力者のイニ
シャルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使ってい
る場合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

8.					[作成]をクリックします。

少し遅れて、WAMが作成されたことを示すメッセージが表示されま
す。
9.				Visual	LANSAエディターに切り替え、フィルターのスケルトンを確
認します。

10.				#avFrameworkManager.uexecuteイベントを処理するイベント・ルー
チンを探します。

11.				イベント・ルーチンで、フィルターを非表示にすることを指示する
ステートメントを追加します。

	
Set	Com(#thisfilter)	Avhiddenfilter(true)
	
	
12.				次のステートメントを追加してインスタンス・リストの更新を開始
し、その後クリアします。

Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
Invoke	Method(#avListManager.ClearList)
	
13.				Departmentおよびその説明をDEPTABファイルから選択します。

Select	Fields(#DEPTMENT	#DEPTDESC)	From_File(DEPTAB)
With_key(#DEPTMENT	)	Generic(*yes)
	



Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#DEPTMENT)
Visualid2(#DEPTDESC)	AKey1(#DEPTMENT)
	
EndSelect
		
14.				最後に、インスタンス・リストの更新が完了したことを示します。

	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
コードは、次のようになります。

	
15.				[検査]メニューで[コンパイル]オプションを選択します。

16.				Generate	XSLオプションに[全てのWebroutine]オプションが選択され
ていることを確認します。

17.				コンパイルが成功したことを確認します。

18.				サーバーに対して変更をチェックインします。

a.			WAMを右クリックして関連するポップアップ・メニューを開き、
チェックインオプションを選択する。

b.			Generate	XSLオプションに[全てのWebroutine]オプションが選択さ
れていることを確認する。

c.			OKをクリックするとチェックインされる。
d.			コンパイルには多少時間がかかる。
		

新たに作ったフィルターをコンパイルし、テストできる状態になったの
で、これをフレームワークにスナップインする必要があります。



19.				フレームワークで、コード	ウィザードを終了します。

20.				iii	HRアプリケーションを選択し、Company	Departmentsビジネス・
オブジェクトをダブルクリックしてください。

21.				ビジネス	オブジェクトのプロパティ	ダイアログが開いたら、フィ
ルタータブをクリックします。

22.				デフォルトで作成される[新しいフィルター]を選択します。

23.				フィルター登録の設定タブをクリックします。

24.					[Webブラウザー]グループ・ボックスで[WAM]プロパティのラジ
オ・ボタンをクリックします。

25.					WAMフィルター(iiiCOM11)の名前を入力フィールドに入力しま
す。

	
26.				Company	Departmentsのプロパティを閉じます。

27.				フレームワークを保存します。フレームワークをアップロードする
かどうかのプロンプトが表示されるので了解し、完了するまでそのま
ま待っていてください。

28.			[フレームワーク]メニューの[Webアプリケーションとして実行...]を
選択してください。	デフォルト値を受け入れて[OK]を押します。



29.			Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にCompany
Departmentsビジネス・オブジェクトを選択してください。

	

30.				部門を展開します。Department	Sectionsがロードされていないこと
に注意してください。次のステップで、課をロードするリレーショ
ン・ハンドラーを作成します。

31.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ4.	課をロードするリレーション・ハンドラーを作成す
る
このステップでは、部門を展開したときに課をインスタンス・リストに
ロードするリレーション・ハンドラーを作成します。
非表示フィルター・コードを使用してすべての課を部門と共にロードす
ることもできますが、リレーション・ハンドラーを使用すると、最初に
ルート・オブジェクトまたは親オブジェクトをインスタンス・リストに
追加するだけで、その後は子オブジェクトを動的に追加できるようにな
るので、フィルターのパフォーマンスを改善できます。
	
1.				Visual	LANSAエディターで、プロセスiiiPROC2	–	Framework
Functions作成します。このプロセスに属するファンクションを作成し
ます。ファンクション名をiiiFN04、説明にRelationship	Handlerと指定
します(ここでiiiは入力者のイニシャルです。Visual	LANSAの非ライセ
ンス版または試行版を使っている場合は、iiiの部分をDEMとする必要
があります)。

2.				ファンクション内の既存のコードを、このファンクションがリレー
ション・ハンドラーであることを示す次のコードに置き換えます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT	*LIGHTUSAGE)	RCV_LIST(#VIS_LIST
#PID_LIST	#COL1_LIST	#COL2_LIST	#COL3_LIST	#COL4_LIST
#COL5_LIST	#COL6_LIST	#COL7_LIST	#COL8_LIST	#COL9_LIST
#COLA_LIST)
	
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL1)
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL2)
作成したVFREL1ファンクションおよびVFREL2ファンクションには、
リレーションの生成ファンクションの標準の定義が含まれています。
	

3.				次に、すべてのキーと追加のカラムをインスタンス・リストからク
リアします。

EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARKEYS)
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARCOLS)
			
リレーション・ハンドラーで呼び出すサブルーチンはVFREL2ファンク



ションに含まれています。
	
4.				選択した部門のキー値を取得します。

	
CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(#SRC_AK1)
		
	
5.				現在の部門で課を選択し、インスタンス・リストのエントリー値を
設定します。

SELECT	FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(SECTAB)
WITH_KEY(#DEPTMENT)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(1	#DEPTMENT)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(2	#SECTION)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETNCOL)	WITH_PARMS(1	#SECPCODE)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(1	#SECADDR1)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(2	#SECADDR2)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(3	#SECADDR3)
				EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(4	#SECPHBUS)
				EXECUTE	SUBROUTINE(ADDTOLIST)
WITH_PARMS('DEPARTMENT_SECTIONS'	#SECDESC	#SECTION)
ENDSELECT
	
									SETAKEYサブルーチンは子インスタンス・リストのキー値を設定
します。このサブルーチンの最初のパラメータはキーの位置で、2番
目のパラメータはキー値です。数値キーを設定するSETNKEYサブ
ルーチンもあります。

									SETNCOLサブルーチンとSETACOLサブルーチンは子インスタン
ス・リスト・エントリーにカラムを追加します。

									ADDTOLISTサブルーチンはエントリーをインスタンス・リストに
追加します。サブルーチンの最初のパラメータは子ビジネス・オブ
ジェクト名、2番目のパラメータはVisual	ID	1カラム、3番目のパラ
メータはVisual	ID	2カラムです。

	
コードは、次のようになります。



		
6.				ファンクションをコンパイルします。

7.				サーバーに対して変更をチェックインします。

a.			WAMを右クリックして関連するポップアップ・メニューを開き、
チェックインオプションを選択する。

b.			Generate	XSLオプションに[全てのWebroutine]オプションが選択さ
れていることを確認する。

c.			OKをクリックするとチェックインされる。
d.			コンパイルには多少時間がかかる。

8.				フレームワークを開いてください。

9.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示し
ます。

10.				[インスタンスリストの設定]タブで、Department	Sectionsビジネス・
オブジェクトを選択します。

11.				[リレーション	ハンドラー]フィールドに、リレーション・ハンド
ラーの名前を入力します。



	
12.				Company	Departmentsのプロパティを閉じます。

13.				フレームワークを保存します。フレームワークをアップロードする
かどうかのプロンプトが表示されるので了解し、完了するまでそのま
ま待っていてください。

14.			(フレームワーク)メニューの[Webアプリケーションとして実行...]を
選択してください。デフォルト値を受け入れて[OK]を押します。

15.			Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にCompany
Departmentsビジネス・オブジェクトを選択してください。

16.				インスタンス・リストにある部門を展開し、その下にある課を表示
します。



	
展開した各部門の課が動的にロードされます。
リストには、セクション名と識別子のみが表示されます。次のステップ
で、インスタンス・リストを変更して課の追加カラムを表示します。
17.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ5.	インスタンス・リストに追加カラムを表示する
このステップでは、インスタンス・リストに追加のカラムを作成し、リ
レーション・ハンドラーによってロードされたセクションに関するすべ
てのデータを表示します。
1.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示し
ます。

2.				[インスタンスリストの設定]タブで、次の追加カラムを指定しま
す。

列順序 列のタイプ 列キャプション

30 ACOLUMN1 Street

40 ACOLUMN2 Town/Suburb

50 ACOLUMN3 State	and
Country

60 NCOLUMN1 Post	Code

70 ACOLUMN4 Phone

	
インスタンス・リストのカラムの定義は、次のようになります。

	
3.				プロパティを閉じてフレームワークを保存します。フレームワーク
をアップロードするかどうかのプロンプトが表示されるので了解し、
完了するまでそのまま待っていてください。

4.			[フレームワーク]メニューの[Webアプリケーションとして実行...]を
選択してください。



						デフォルト値を受け入れて[OK]を押します。

5.			Webフレームワークで、iii	HRアプリケーション、次にCompany
Departmentsビジネス・オブジェクトを選択してください。

6.				インスタンス・リストにある部門を展開し、その下にある課を表示
します。

	
7.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ6.	非表示の子オブジェクトのプロパティにアクセスす
る
このステップでは、ナビゲーション・ペインに表示されない非表示の子
ビジネス・オブジェクトDepartment	Sectionsのプロパティにアクセスす
る方法を学習します。
1.				[フレームワーク]メニューを表示し、[アプリケーション]メニュー・
オプションを選択します。

2.				iii	HRアプリケーションを選択します。

3.				Department	Sectionsビジネス・オブジェクトを選択し、そのプロパ
ティを表示します。

		
4.					Department	Sectionsビジネス・オブジェクトのプロパティを閉じま
す。

ナビゲーション・ペインからアクセスできない子ビジネス・オブジェク
トのプロパティを表示するには、別の方法もあります。
5.				インスタンス・リストで部門に属する課を表示します。

6.				課の1つをダブルクリックして、Department	Sectionsビジネス・オブ



ジェクトのプロパティを表示します。



まとめ

重要なポイント
									複数の種類のオブジェクトを含むインスタンス・リストを作成でき
ます。この操作を行うには、ビジネス・オブジェクトのリレーション
を定義します。このリレーションはピア・ツー・ピアまたは親子のい
ずれかです。

									ビジネス・オブジェクト・インスタンス・リストを完全にプログラ
ム的に入力したい状況では、フィルターはエンド・ユーザーと意味の
ある会話処理はできないため、隠すことができます。

									リレーション・ハンドラーはRDMLファンクションのひとつで、親
オブジェクトと子オブジェクトのリレーションを動的に拡張するため
に呼び出されます。この処理を行うと、ルート・オブジェクトまたは
親オブジェクトを最初にインスタンス・リストに追加するだけで、
フィルターのパフォーマンスが向上します。

									フレームワークのインスタンス・リストは、英数字列または数値列
をそれぞれ10個まで追加して表示できます。

ヒントとテクニック

									プログラミング・テクニックのサンプル・アプリケーションの詳細
セクションには、アドバンスト・インスタンス・リストのサンプルが
含まれています。

									LANSAには、リレーションを作成する際にコピー元となるサンプ
ルのリレーション・ハンドラーが用意されています。ソースはプロセ
スDF_PROCのファンクションDF_REL01に格納されています。

これまでの学習内容
									ビジネス・オブジェクト間に親/子リレーションを作成する方法

									非表示フィルターを作成する方法

									リレーション・ハンドラーを記述する方法

									インスタンス・リストにカラムを追加する方法



VLF012WAM	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを
使用したナビゲーションの制御

目的
									切り替えサービスを使用して複数のビジネス・オブジェクトの制御
を切り替え、フレームワーク、アプリケーション、またはビジネス・
オブジェクトの各レベルでコマンドを実行する方法を学習する(「オ
ブジェクト切り替えサービス」を参照)。

									仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を格納する方法をを学
習する。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	Department	Sectionsにフィルターを作成する
ステップ2.	Department	Sectionsに詳細コマンド・ハンドラーを作成する
ステップ3.	Sectionsビジネス・オブジェクトからEmployeesビジネス・オ
ブジェクトに切り替えるためのロジックを追加する
ステップ4.	仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録する
ステップ5.	切り替え履歴を使用して元のビジネス・オブジェクトに戻る
まとめ
	

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WAMおよびVLF011WAM



ステップ1.	Department	Sectionsにフィルターを作成する
このステップでは、Department	Sectionsビジネス・オブジェクトをナビ
ゲーション・ペインに表示し、このオブジェクトのためのフィルターを
作成します。
オブジェクトの切り替えはナビゲーション・ペインで表示されるオブ
ジェクトに対してのみ実行できるので、切り替え演習の準備のためにこ
れを実行する必要があります。
	
1.				フレームワークで、Company	Departmentsビジネス・オブジェクトの
プロパティを表示します。

2.				[インスタンスリストの設定]タブを表示します。

3.				左下部にあるリストで[Department	Sections]を選択します。

4.				オプション[Department	Sections	–	メニューからの選択を可能にする]
を選択します。

	
5.				Company	Departmentsビジネス・オブジェクトのプロパティを閉じま
す。Department	Sectionsビジネス・オブジェクトがナビゲーション・ペ
インに表示されるようになりました。

6.				Department	Sectionsビジネス・オブジェクトのプロパティを表示しま
す。

7.				アイコンを例えば に変更します。



	
次に、Sectionsビジネス・オブジェクトのモックアップ・フィルターを
実際に機能するフィルターに置き換えてインスタンス・リストを生成し
ます。
8.				コード	ウィザードを起動します。

9.				iii	HRアプリケーションでDepartment	Sectionsビジネス・オブジェク
トを選択します。

10.				[新しいフィルター]、プラットフォームに[WAM]、および[ファイ
ルもしくはビューを使用した検索を行うフィルタ]を選択します。

11.				[次へ]をクリックします。

12.				物理ファイルにSECTABを指定し、ビジュアル識別子にSECTION
およびSECDESCを指定します。

		
13.				コード	ウィザードによる他のデフォルト設定を受け入れ、[次へ]を
クリックします。

14.				DEPTMENTフィールドを検索に使用するキーとして指定します。



15.				[コード生成]をクリックします。

16.				[生成されたソースコード]ページで、フィルター名とし
てiiiCOM12、説明にSectionsフィルターと指定します(ここでiiiは入力
者のイニシャルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を
使っている場合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

17.				[作成]をクリックします。コンポーネントが作成されたことを示す
メッセージがまもなく表示されます。

18.				Visual	LANSAエディターに切り替えます。

19.				フィルターをコンパイルします。

20.				フィルターと関連するレイアウト・ウェブレットをサーバーに
チェックインします。

21.				フレームワークで、フィルターをDepartment	Sectionsビジネス・オ
ブジェクトにスナップします。

22.				フレームワーク定義を保存し、サーバーにアップロードします。

23.				Webアプリケーションとしてフレームワークを実行します。

24.				フィルターをテストします。



	25.				アプリケーションを終了します。



ステップ2.	Department	Sectionsに詳細コマンド・ハンドラーを
作成する
このステップでは、選択した課の社員を表示する詳細コマンド	ハンド
ラーを作成します。
1.				コード	ウィザードを起動します。

2.				iii	HRアプリケーションでDepartment	Sectionsビジネス・オブジェク
トを選択します。

3.				[コマンド	ハンドラー]	->	[詳細]を選択します。

4.				[Web	(WAMコンポーネントを使用)]をプラットフォームとして選択
します。

5.				[スケルトンコマンドハンドラー]を選択します。

	

6.				[次へ]をクリックします。



7.				オプション[標準の保存ボタンとロジックを含む]が選択されていな
いことを確認します。

8.				[コード生成]をクリックします。

9.			[生成されたソースコード]ページで、コマンド・ハンドラー名を
iiiCOM13、説明にSection	Detailsと指定します(ここでiiiは入力者のイニ
シャルです。Visual	LANSAの非ライセンス版または試行版を使ってい
る場合は、iiiの部分をDEMとする必要があります)。

10.				[作成]をクリックします。

11.				コンポーネントが作成されたことを示すメッセージが表示されるま
で待機します。

12.				Visual	LANSAエディターに切り替えます。

13.				このﾌｫｰﾑで使用するﾏｯﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ。というコメントを探します。

14.				このコメントの下に次のステートメントを追加します。

Def_list	Name(#WAM_LIST)	type(*working)	Fields(#EMPNO	#SURNAME
#GIVENAME)
Web_Map	For(*both)	Fields(#WAM_LIST)
WAM_LIST作業リストはコマンド・ハンドラーに表示されるフィールド
を指定します。Web_Mapステートメントはフィールドを表示します。

コードは、次のようになります。

	

15.				次のコードを#avFrameworkManager.uInitializeを処理するルーチンに
追加して選択されているセクションを特定します。			

	
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	Found(#Ret_Code)
AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)
	



エラー・メッセージは無視します。コードは、次のようになります。

	

16.				次のコードを#avFrameworkManager.uExecute	eventを処理するルーチ
ンに追加します。

Define	#Ret_Code	reffld(#IO$STS)
Def_cond	Name(*RetOkay)	Cond('#Ret_Code	=	OK')
	
Clr_list	#WAM_LIST
	
Select	fields(#WAM_LIST)	from_file(PSLMST1)	with_Key(#DEPTMENT
#SECTION)
Add_Entry	#WAM_LIST
EndSelect
	
avListManager.GetCurrentInstanceメソッドからの戻りコードがOKである
場合は、次のコードでPSLMST1論理ビューから社員フィールドが選択
されてコマンド・ハンドラーに追加されます。
コードは、次のようになります。

	

16.				コマンド・ハンドラーをコンパイルします。

17.				[デザイン]タブを表示してコマンド・ハンドラー・ユーザー・イン
ターフェースを参照します。



	

コマンド・ハンドラーにはコード	ウィザードで作成されたボタンが1つ
だけ必要です。

18.				[PUSHB2]を選択して右クリックし、オプション[ウェブレッ
ト:ub_pushb2の削除]を選択します。

	

19.				残ったボタンを右に寄せるには、それを含むテーブルを選択し、
[詳細]タブを表示して[align]プロパティを[right]に設定します。



		

コマンド・ハンドラーは、次のようになります。

	

20.				コマンド・ハンドラーを保存してコンパイルします。

21.				[コンパイル]オプションを選択して、WAMと関連するレイアウ
ト・ウェブレットをサーバーにチェックインします。

22.				フレームワークで、コマンド・ハンドラーをDepartment	Sectionsビ
ジネス・オブジェクトの詳細コマンドにスナップインします。

23.				フレームワークを保存し、詳細をサーバーにアップロードします。

24.				Webアプリケーションとしてフレームワークを実行します。



25.				コマンド・ハンドラーをテストします。

		
26.				アプリケーションを終了します。



ステップ3.	Sectionsビジネス・オブジェクトからEmployeesビジ
ネス・オブジェクトに切り替えるためのロジックを追加する
このステップでは、Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーにロジックを
追加して、Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コマンド・ハンド
ラーに課の社員の詳細を表示します。
Employeesの詳細コマンド・ハンドラーへの切り替えは、ボタン・ク
リック・イベントで実行します。
	
1.				課の詳細コマンド・ハンドラーの[ソース]タブを表示します。

2.				Override	Field(#UB_PUSHB1)ステートメントを探して次のように変
更します。

	
Override	Field(#UB_PUSHB1)	Default('Details')
	
3.					#avFrameworkManager.uWAMEvent_1イベント・ルーチン(詳細ボタ
ン・クリック・イベントを処理するルーチン)に、次のコードを追加し
て社員情報コマンド・ハンドラーのインスタンス・リストをクリア
し、選択した課の社員のインスタンス・リストを生成します。

Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
ForBusineesObject(EMPLOYEES)
Invoke	Method(#avListManager.ClearList)
Select	Fields(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	From_File(PSLMST1)
With_key(#DEPTMENT	#SECTION)	Generic(*yes)	Nbr_Keys(*Compute)
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#SURNAME)	AColumn1(#givename)AKey1(#EMPNO)
EndSelect
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
WAMコマンド・ハンドラーで、使用するインスタンス・リスト、この
場合はビジネス・オブジェクトEMPLOYEESのインスタンス・リストに
名前を付けます(Windowsでは、別のビジネス・オブジェクトのインスタ
ンス・リストを操作するのにavAddSwitchInstancesイベントを使用しま
す)。
	



4.			次に、Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コマンド・ハンド
ラーに切り替えるステートメントを追加します。

	
#avframeworkmanager.avSwitch	To(BUSINESSOBJECT)
NAMED(EMPLOYEES)	EXECUTE(DETAILS)	Caller(#com_owner)	
	
									Toパラメータには、ビジネス・オブジェクトへの切り替えであるこ
とを示すBUSINESSOBJECTが含まれています(フレームワークまたは
アプリケーションに切り替えることもできます)。

									NAMEDパラメータには、実際のビジネス・オブジェクト名が含ま
れている必要があります。

									EXECUTEパラメータには、実行するコマンドの名前が含まれてい
る必要があります。

	

コードは、次のようになります。

	

5.				コマンド・ハンドラーをコンパイルしてチェックインします。

6.				Webアプリケーションとしてフレームワークを実行します。

7.				切り替えをテストします。コマンド・ハンドラーで課を選択して[詳
細]ボタンをクリックすると、インスタンス・リストに課の社員のデー
タが記載されたEmployeesビジネス・オブジェクトが表示されます。
リストの先頭の社員の詳細が表示されます。



		
8.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ4.	仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録
する
このステップでは、仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録
し、エンド・ユーザーが切り替えを開始したオブジェクトに戻れるよう
にします。
仮想クリップボードを使用するために最も効率がよいのは、ポストされ
るアイテムに標準化された命名規則を用意することです。この演習で
は、次の規則を使用して切り替え履歴を格納します。

ID1 SWITCH_HISTORY

ID2 OBJECT_NAME/COMMAND_NAME

FromAValue <オブジェクトまたはコマンド名>

つまり、切り替え履歴テーブルをクリップボードに格納します。最初の
キーまたはIDは、このIDを持つすべてのレコードが切り替え履歴に関連
することを示すコードSWITCH_HISTORYです。
ID2はビジネス・オブジェクトとコマンドのどちらに切り替えるのかを
指定します。実際のビジネス・オブジェクト名およびコマンド名は、
FromAValueパラメータを使用してクリップボードに配置されま
す。avobjecttypeを使用して現在のビジネス・オブジェクト名を取得
し、avcommandtypeを使用して現在のコマンド名を取得します。これら
の値はハード・コーディングしないでください。
	
1.				Sectionsの詳細コマンド・ハンドラーの[ソース]タブを表示します。

2.				#avFrameworkManager.uWAMEvent_1イベント・ルーチンのavSwitch
コマンドの前に、次のコードを記述して適切なレコードを切り替え履
歴に追加します。

#avframeworkmanager.avsavevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(OBJECT_NAME)	FromAValue(#ThisHandler.avObjectType)
#avframeworkmanager.avsavevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(COMMAND_NAME)	FromAValue(#ThisHandler.avCommandType)
	
コードは、次のようになります。



	
3.				コマンド・ハンドラーをコンパイルしてチェックインします。

4.				コマンド・ハンドラーを閉じます。

	



ステップ5.	切り替え履歴を使用して元のビジネス・オブジェク
トに戻る
このステップでは、切り替え履歴を使用してエンド・ユーザーが切り替
えを開始したSectionsビジネス・オブジェクトに戻れるようにします。
1.				Employeesの詳細コマンド・ハンドラーiiiCOM06を開きます。

2.				[デザイン]タブを表示します。

3.				[リポジトリ]タブで、Weblets、ub_pushb1	webletの順に探します。

4.				ub_pushb1	webletをコマンド・ハンドラーの[保存]ボタンの隣にド
ラッグ・アンド・ドロップします。

	

5.				[ソース]タブを表示します。

6.				次のコードをUHandleEvent	webroutineの前に追加し、ボタンのキャ



プションをBackに設定します。

Override	Field(#UB_PUSHB1)	Default('Back')
Web_Map	For(*both)	Fields(#UB_PUSHB1)
	
7.				UHandleEventで、戻るボタン・クリック・イベントを登録します。

Invoke	Method(#avFrameworkManager.avRegisterEvent)
Named(UB_PUSHB1.CLICK)	Signalaswamevent(2)
	

UHandleEventは、次のようになります。

	

8.				次にWAMソースの最後までスクロールし、戻るボタン・クリック・
イベントを処理するイベント・ルーチンを追加します。

Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_2)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
Endroutine
	

9.				このルーチンに、次のコードを追加し、ユーザーがボタンをクリッ
クしたときに元のビジネス・オブジェクトに戻されるようにします。

define	field(#ff_objnme)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Object	Name')
define	field(#ff_cmdnme)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Command
Name')
	
#avframeworkmanager.avrestorevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)
WithID2(OBJECT_NAME)	ToAValue(#ff_objnme)
#avframeworkmanager.avrestorevalue	WithID1(SWITCH_HISTORY)



WithID2(COMMAND_NAME)	ToAValue(#ff_cmdnme)
	
#avframeworkmanager.avSwitch	To(BUSINESSOBJECT)
NAMED(#ff_objnme)	EXECUTE(#ff_cmdnme)	Caller(#com_owner)
	
									ユーザーを切り替えを開始したコンポーネントに戻す場合は、仮想
クリップボードで切り替え履歴を参照する必要があります。戻り先と
なるビジネス・オブジェクトとコマンドの両方を取得する必要があり
ます。それには、仮想クリプボードから2つの値を取得する必要があ
ります。

									コードで、まずOBJECT_NAME(ビジネス・オブジェクトの値)を、
次にCOMMAND_NAME(コマンドの値)を取得します。

									これら2つの値を取得している場合は、もう1度切り替えを実行して
以前のコンポーネントに戻ることができます。

	コードは、次のようになります。

	
	
10.				コマンド・ハンドラーをコンパイルしてチェックインします。

	

これで、切り替え履歴をテストする準備が整いました。

11.				フレームワークで、Department	Sectionsビジネス・オブジェクトか
ら課を選択します。

12.				[詳細]ボタンをクリックして、課の社員の詳細を表示します。

13.				Employeesビジネス・オブジェクトの詳細コマンド・ハンドラー
で、[戻る]ボタンをクリックしてSectionsビジネス・オブジェクトに戻
ります。



	
14.				アプリケーションを終了します。

	



まとめ

重要なポイント
									フレームワークの切り替えサービスでフィルターやコマンド・ハン
ドラーが別々のビジネス・オブジェクトの間で制御を切り換えて、フ
レームワーク、アプリケーション、ビジネス・オブジェクト・レベル
でコマンドを実行することができます。

									ターゲットのビジネス・オブジェクトは、切り替え時にメニューか
ら選択できるようになっていなければなりません。すなわち、ター
ゲットのビジネス・オブジェクトのプロパティで、[メニューからの
選択を可能にする]にチェックが入っており、ユーザーが当該ビジネ
ス・オブジェクトの使用権限を持っていることが必要です。切り替え
の処理は、ユーザーが実行する場合と同じように動作します。

									情報の記憶および交換には、仮想クリップボードを使用できます。

									仮想クリップボードを使用するために最も効率がよいのは、ポスト
されるアイテムに標準化された命名規則を用意することです。

ヒントとテクニック

									プログラミング・テクニックのサンプル・アプリケーションの詳細
セクションには、値の切り替えと記憶のサンプル(仮想クリップボー
ド)が含まれています。

これまでの学習内容
									ビジネス・オブジェクト間で切り替える方法

									仮想クリップボードを使用して切り替え履歴を記録し、エンド・
ユーザーが切り替えを開始したオブジェクトに戻れるようにする方法



VLF013WAM	-	イベントの通知
目的
									フィルターやコマンド・ハンドラーでイベントが発生したことを他
のアクティブなフィルターやコマンド・ハンドラーに通知し、適切な
処理を実行できるようにする方法を学習する(「イベント通知サービ
ス」を参照)。

									インスタンス・リストの項目を更新する方法を学習する(「フィル
ターとリスト・マネージャー」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	社員の姓を変更して保存する
ステップ2.	avSignalEventを社員情報コマンド・ハンドラーに追加する
ステップ3.	ルーチンを追加してEMPLOYEE_CHANGEDイベントをリス



ンする
ステップ4.	シグナル通知をテストする
まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して
いる必要があります。
·									チュートリアルVLF000	–	VLF007WAMおよびVLF009WAM



ステップ1.	社員の姓を変更して保存する
このステップでは、社員の姓を変更して保存します。フィルターが変更
イベントを認識していないので、インスタンス・リストは変更を反映し
ません。
Employeeビジネス・オブジェクトのBy	LocationフィルターおよびBy
Dateフィルターはもはや必要ありません。したがって、このステップの
開始前にこれらのフィルターを削除することができます(Windowsチュー
トリアルを完了している場合は、フレームワーク設計からこれらのフィ
ルターをすでに削除しています)。
1.				iii	HRアプリケーションでEmployeesビジネス・オブジェクトを表示
します。

2.				By	Nameフィルターを使用してエントリーをインスタンス・リスト
に追加します。

3.				エントリーの1つを選択し、詳細コマンド・ハンドラーで社員の姓を
変更します。

4.				[保存]ボタンをクリックします。新しい姓がインスタンス・リスト
のエントリーに反映されないことに注意してください。



	
後続のステップでは、詳細コマンド・ハンドラーでシグナル・メソッド
を使用して、社員に変更があったことをEmployeesフィルターに通知し
ます。次に、コードを追加してインスタンス・リストを更新します。
5.				アプリケーションを終了します。

	



ステップ2.	avSignalEventを社員情報コマンド・ハンドラーに
追加する
このステップでは、社員情報コマンド・ハンドラー
で#avFrameworkManager.uWAMEvent_1イベント・ルーチンを変更し、社
員情報が変更されたことを通知します。
1.				社員情報コマンド・ハンドラーiiiCOM06を探して開きます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				#avFrameworkManager.uWAMEvent_1イベント・ルーチンを探しま
す。次のコードをEndroutineステートメントの前に追加します。

	
#ThisHandler.avSignalEvent	WithId(EMPLOYEE_CHANGED)
SendAInfo1(#EMPNO)	to(BUSINESSOBJECT)を起動します。	
		
コードは、次のようになります。

	
フレームワーク内の他のコンポーネントに通知するイベントがある場合
は、avSignalEventメソッドを使用します。
									通知するイベントIDをWithIDパラメータに、渡す任意の英数字値ま
たは数値をSendAInfon	またはSendNInfonパラメータに指定します。こ
こで、nは1、…、5になります。この例では、イベントは
EMPLOYEE_CHANGEDで、社員番号が渡される値です。

									デフォルトでは、Toパラメータの値はFRAMEWORKです。つま
り、フレームワーク内の任意のアクティブなコンポーネントがこのシ
グナルを受信するので、これがToパラメータの値に関連したものであ
ることをテストして確認する必要があります。イベントがこのコン
ポーネントが常駐するビジネス・オブジェクトに関連するだけである
ことがわかっている場合は、パラメータToをBUSINESSOBJECTに設
定し、非常に限られたコンポーネントにこのイベントが通知されるよ
うにします。このテクニックを使用すると、アプリケーションのパ
フォーマンスを改善できます。



	

4.				コマンド・ハンドラーをコンパイルし、サーバーにチェックインし
ます。

5.				コマンド・ハンドラーを閉じます。

	



ステップ3.	ルーチンを追加してEMPLOYEE_CHANGEDイベ
ントをリスンする
このステップでは、Employeesフィルターを変更して
EMPLOYEE_CHANGEDイベントをリスンします。
1.				EmployeesフィルターiiiCOM04を探して開きます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				EMPLOYEE_CHANGEDイベントをUHandleEvent	webroutineで登録し
ます。

	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avRegisterEvent)
Named(EMPLOYEE_CHANGED)	Signalaswamevent(2)
	
UHandleEventは、次のようになります。

	
4.				WAMソースの最後までスクロールし、EMPLOYEE_CHANGEDイベ
ント・シグナルをリスンするイベント・ルーチンを追加します。

Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_2)	Withid(#eventid)
WithAinfo1(#Ainfo1)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
Endroutine
		

5.				イベント・ルーチンで、最初にコードを追加してイベントIDを確認
します。

If	'#EventId.Value	=	EMPLOYEE_CHANGED'
	



Endif
	
6.				selectループによって実行された上書きから現在のキー値を保存しま
す。

	
Inz_List	#Save_Keys	1
	
	
7.				通知イベントによって渡される値をEMPNOフィールドに割り当てま
す。

	
#EmpNo	:=	#AInfo1
	
	
8.				インスタンス・リストの更新を開始します。

	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
	
	
9.				更新された社員の詳細を取得します。

	
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)
FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
	
	
10.				インスタンス・リストのエントリーを更新します。

	
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args(#SURNAME	#GIVENAME)
To_Get(#FULLNAME)
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#FULLNAME)	AKey1(#EMPNO)
	
	



11.				インスタンス・リストの更新を完了します。

	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
	
12.				最後に、保存したキー値に戻します。

	
Get_Entry	1	#Save_Keys
	
	
完成したコードは、次のようになります。

13.				フィルターをコンパイルしてチェックインします。

	



ステップ4.	シグナル通知をテストする
このステップでは、EMPLOYEE_CHANGEDイベントの通知をテストし
ます。
1.				Webアプリケーションとしてフレームワークを起動します。

2.				iii	HRアプリケーションおよびEmployeesビジネス・オブジェクトを
選択します。

3.				フィルターを使用してインスタンス・リストを生成します。

4.				社員を選択し、姓を変更します。

5.				[保存]をクリックします。これで、フィルターが
EMPLOYEE_CHANGEDイベントをリスンし、リストのエントリーを
更新するようになりました。



			
6.				アプリケーションを終了します。

	



まとめ

重要なポイント
									フレームワーク・マネージャーには、簡単に使用できるイベント通
知サービスが用意されています。これは、Windowsアプリケーション
だけでなくWebブラウザー・アプリケーションでも使用できます。

									イベント処理を機能させるには、イベントを通知するフィルターま
たはコマンド・ハンドラーが1つとイベントをリスンするそれ以外の
フィルターまたはコマンド・ハンドラーが必要です。イベントと共に
付属情報も送られる場合があります。

									インスタンス・リストのエントリーを更新するには、
#avListManager.AddtoListメソッドを使用します。

ヒントとテクニック

これまでの学習内容
									イベントを通知する方法

									通知されるイベントをリスンする方法

									インスタンス・リストのエントリーを更新する方法



VLF014WAM	-	デバッグ/トレース
目的
									フィルターやコマンド・ハンドラーで起こった問題の特定を支援す
る基本トレース・サービスを使用する方法を学習する(「基本トレー
スサービス」を参照)。

この目的を達成するには、以下のステップを完了してください。
ステップ1.	Enterキーが押されたことを表示するトレース・ステートメン
トを追加する
ステップ2.	トレース・ステートメントをさらに追加する
まとめ

始める前に
このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了して



いる必要があります。

									チュートリアルVLF000	–	VLF007WAM



ステップ1.	Enterキーが押されたことを表示するトレース・ス
テートメントを追加する
このステップでは、トレース・ステートメントを追加して、いつ
Employeesフィルターで[検索]ボタンがクリックされたのかを表示しま
す。
1.				Visual	LANSAエディターで、EmployeesフィルターiiiCOM04を開き
ます。

2.				[ソース]タブを表示します。

3.				検索ボタン・クリック・イベント
(#avFrameworkManager.uWAMEvent_1)を処理するイベント・ルーチン
を探します。

4.				次のトレース・コマンドをイベント処理ルーチンの先頭に追加しま
す。

	
Invoke	#AvFrameworkManager.AvRecordTrace	Component(#Com_Owner)
Event('	*	The	Search	button	was	clicked	*')
	

	

5.				フィルターをコンパイルし、サーバーにチェックインします。

6.				Webアプリケーションとしてフレームワークを起動します。

7.				[Webアプリケーションとしてフレームワークを実行]ダイアログで、
[トレースをオンにする]オプションを選択し、[OK]をクリックしま
す。



	
フレームワーク・ウィンドウおよびトレース詳細ウィンドウが表示され
ます。

	

トレース情報に、フレームワークの実行に関する詳細情報が表示されま



す。

8.				iii	HRアプリケーションを展開し、Employeesビジネス・オブジェク
トを選択します(必要に応じて、トレース・ウィンドウを横端に移動し
ます)。

9.				[トレース]ウィンドウで、[クリア]ボタンをクリックしてトレース情
報をクリアします。

10.				Employeeフィルターに名前の一部を入力して[検索]ボタンをクリッ
クします。これで、トレース・ウィンドウに[検索]ボタンがクリック
されたことが表示されるようになりました(トレース詳細をスクロール
し、該当のトレース・イベントを見つけます)。

		
	



ステップ2.	トレース・ステートメントをさらに追加する
このステップでは、トレース・ステートメントをもう1つフィルターに
追加します。このステートメントは、いつEMPLOYEE_CHANGEDイベ
ントが通知されて社員番号が渡されたのかを表示します。
	
1.				EMPLOYEE_CHANGEDイベント
(#avFrameworkManager.uWAMEvent_2)を処理するイベント・ルーチン
を探し、次のステートメントを追加して、EMPLOYEE_CHANGEDイ
ベントの起動をトレースし、このイベントから渡される社員番号を表
示します。

	
#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTraceAValue
Component(#COM_OWNER)	AValue(#EMPNO)
Event(EMPLOYEE_CHANGED)
	

		
2.				フィルターをコンパイルしてチェックインします。

3.				フレームワークで、フィルターを使用して社員を選択し、さらに社
員を1人選択して社員情報コマンド・ハンドラーを表示します。



4.				社員情報の1つを変更し、[保存]ボタンをクリックします。

5.				EMPLOYEE_CHANGEDイベントと社員番号がトレースに表示され
ます。

		
6.				フレームワークを閉じてください。

	
	



まとめ

重要なポイント
									フレームワーク・マネージャーには、フィルターやコマンド・ハン
ドラーで起こった問題の特定を支援する基本トレース・サービスがあ
ります。

									トレース・サービスは標準のLANSAアプリケーションのデバッグ
や追跡機能と共に使用することも、単独で使用することもできます。

ヒントとテクニック
									これらのメソッド呼び出しはコードに残したままにできます。この
メソッド呼び出しは、トレースが開始された場合のみ有効です。削除
したくない場合はコードをまったく削除する必要がないので、このメ
ソッドを使用したトレースの実装は理想的です。

									トレース情報には、発生した事象についての詳細情報が多数含まれ
ています。これにより、ユーザーはアプリケーションをデバッグ・
モードで実行する必要がなくなります。

	

これまでの学習内容

									フレームワーク・アプリケーションをトレースする方法

									フィルターやコマンド・ハンドラーで特定のイベントをトレースす
る方法

	



配布のチュートリアル
Windowsにのみ適用。
構成：
VLF008WIN	-	Windowsフレームワークの配布
アプリケーション完成後、[配布ツール]を使って、各ユーザーがインス
トールするべきソフトウェアをまとめたパッケージを作成します。
その手順は配布先のユーザー環境によって異なります。このチュートリ
アルでは、個々のPCのチュートリアル・アプリケーションを使ってフ
レームワークを配布する方法を説明します。

アプリケーションは、これをインストールしたPC上で、それぞれ独立し
て動作します。ユーザーはそれぞれ、エンド・ユーザーとしてフレーム
ワークを立ち上げることになります。
配布ツールはVisual	LANSAの付属機能であって、Visual	LANSAフレー
ムワークに特有のものではありません。詳細については、『LANSAア
プリケーション配布ツール』を参照してください。
アプリケーションの配布方法について詳しくは、「Visual	LANSAフレー
ムワーク	配布チェックリスト」を参照してください。
	



VLF008WIN	-	Windowsフレームワークの配布
目的
									Windows	フレームワーク・アプリケーションを配布する方法を学習
する。

この目的を達成す	るには、以下のステップを完了してください。
									ステップ1.	パッケージを作成する
									ステップ2.	起動フォームとデータベース・タイプを指定する
									ステップ3.	プロンプト処理をすべて無効にする

									ステップ4.	フレームワーク・コンポーネントを追加する
									ステップ5.	その他のフレームワーク・オブジェクトを追加する
									ステップ6.	独自のコンポーネントを追加する

									ステップ7.	データを追加する
									ステップ8.	アイコンを追加する
									ステップ9.	パッケージを検証する

									ステップ10.	パッケージを生成する
									ステップ11.	パッケージを配布する
									まとめ

始める前に
このチュートリア	ルは、フレームワークとチュートリアルのアプリケー
ションを配布するために選択するステップとオプションについて簡単に
説明するだけです。
実際のアプリケーションに	は、フィルター、コマンド・ハンドラー以外
にも配布する必要があるオブジェクトが存在する可能性があります。例
えば、アプリケーションで	CONVERTDATEなどの日付処理BIFを使用し
ている場合は、LANSAシステム・メッセージ・ファイルDC@M01から
メッセージBIF0101	とBIF0102を追加する必要があります。
次の項目を参照す	ることをお勧めします。
									ア	プリケーションの配布方法についての詳細は、ガイド『Visual
LANSAフレームワーク	配布チェックリスト』を参照してください。

このチュートリア	ルを完了するには、アプリケーションを作成して配布

javascript:void(0);openCHM('lansa047.CHM::/vlfdpl_0010.htm','main');


できる状態にしている必要があります。



ステップ1.	パッケージを作成する
ご使用のソフトウェアのパッケージを、次の手順で作成します。
1.				リボンの[ツール]タブから、[配布ツール]を選択して起動します。

2.				[新規アプリケーション]ボタンをクリックします。

					[新規アプリケーション]ダイアログが表示されます。

3.			iiiTUTという新しいアプリケーションを作成します(ここでiiiは入力
者のイニシャル)。

					その説明文として、「フレームワーク	チュートリアル	アプリケー
ション」と入力します。

4.				会社が定義されている場合はそれを選択します。

				会社がない場合は、会社ダイアログの会社の表示および新規の会社の
作成のためのボタンを使用して新規の会社を作成します。



					[OK]	をクリックしてください。

5.				選択した会社を使用して、アプリケーションを作成します。

					アプリケーションが作成され、[新しいバージョン]ダイアログが表示
されます。



4.			XALONE	というパッケージ・テンプレートを使って、アプリケー
ションiiiTUT内に新規パッケージを作成します。

					その説明文を「フレームワーク	チュートリアル	アプリケーション
バージョン	1」としてください。

						[作成]	をクリックしてください。



ステップ2.	起動フォームとデータベース・タイプを指定する
自身のアプリケーションをエンド・ユーザーに配布します。エンド・
ユーザーは、フレームワーク機能の設計や管理を必要としません。この
ステップでは、フレームワークをユーザー・モードで実行されるように
します。
1.				[実行の必須パラメータ]セクションにある、[実行するフォーム
(FORM=)]というパラメータをダブルクリックしてください。

2.				表示されたウィンドウに「UF_EXEC」と指定してください。

3.				ウィンドウを閉じます。

省略値では、アプリケーションはMS	SQL	サーバーがインストールされ
ているPCに配布されます。パッケージを配布する予定のPCに別のタイ
プのデータベースがある場合は、[DBMSタイプ]のパラメータをクリッ



クして指定してください。



ス	テップ3.	プロンプト処理をすべて無効にする
エンド・ユーザー	がパッケージを実行する際には、パラメータ設定のた
めの問い合わせ(プロンプト処理)が出ないようにした方がよいでしょ
う。プロンプト処理を無効にするた	め、各パラメータを選択し、
X_STARTのプロンプトの	チェックを外します。
1.				例として、現行言語オプションに対するプロンプト処理を無効にし
てみましょう。

						[言語	(LANG=)]パ	ラメータをダブルクリックします。

							ウィンドウが開くので、[X_STARTのプロンプト]の	チェックを外し
てください。

							ウィンドウを閉じます。

2.				実行の必須パラメータすべてについて、同様にしてプロンプト処理



を無効にしてください。



ステップ4.	フレームワーク・コンポーネントを追加する
次に、フレームワークを構成するコンポーネントをパッケージに追加し
ます。
1.				ツールバーの[リポジトリオブジェクトの選択]	ボタンをクリックし
ます。

2.				[再利用可能パーツ]のノードを展開してください。

a.				名前が「FP_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側の
領域にドラッグする。

b.				名前が「UF_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側
の領域にドラッグする。



c.				名前が「VF_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側
の領域にドラッグする。
デモンストレーション・システムも動作できるようにしたい場合
は、さらに次のように操作します。

d.				名前が「DF_*」、「DM_*」、「DX_*」、「iiiCOM*」で始まる
コンポーネントをすべて選択し、右側の領域にドラッグする。

3.				次にすべてのフォームを選択します。

a.					フォームを展開する。
b.				名前が「FP_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側の
領域にドラッグする。

c.				名前が「UF_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側
の領域にドラッグする。

d.				名前が「VF_*」で始まるコンポーネントをすべて選択し、右側
の領域にドラッグする。
デモンストレーション・システムも動作できるようにしたい場合
は、さらに次のように操作します。

d.				名前が「DF_*」、「DM_*」、「DX_*」、「iiiCOM*」で始まる
コンポーネントをすべて選択し、右側の領域にドラッグする。

4.				次にプロセスおよびファンクションを選択します。

a.				[プロセス/ファンクション]のノードを展開する。
b.				プロセスUF_SYSBR、VF_PR001およびVF_PROX1を右側の領域
にドラッグする。

c.				デモンストレーションのシステムを実行したい場合は、
「DF_*」、「DFX*」、「UF_*」、「VF_*」、「iiiPROC*」で始
まるコンポーネントをすべて組み込む。



5.				エンド・ユーザーがユーザー情報をDBMSのテーブルVFPPF06/07に
保存する場合(「ユーザーを	XMLファイルに保存する、およびユー
ザーをDBMSテーブル	VFPPF06/07に保存する」を参照)、これもパッ
ケージに入れる必要があります。

a.		ファイル・ノードを展開し、さらに名前が「V」で始まるファイル
を展開表示にする。

b.			ファイルVFPPF06およびVFPPF07を選択し、右側の領域にドラッ
グする。

c.			デモンストレーションのシステムを実行したい場合は、ファイル
DEPTAB、DXDOCS、FP*、PSL*、SECTAB、およびSKLTABを全
て組み込む。



6.				フレームワーク・オブジェクトの完全なリストについては、「フ
レームワーク・リポジトリ・オブジェクト」セクションを参照してく
ださい。



ステップ5.	その他のフレームワーク・オブジェクトを追加する
ほかにもいくつ	か、フレームワーク・オブジェクトをパッケージに収録
する必要があります。
1.			[LANSA以外のオブジェクト]を	ダブルクリックして、該当するオブ
ジェクトを参照します。

2.				区	画のExecuteディレクトリ(例：C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_DEM\execute)にXMLファイルを置
いてください。

3.				ア	プリケーションでフレームワーク・ユーザーと権限を使用してい
る場合は、VF_SY001_system.xmlとvf_sy001_users.xml	を、コード・
テーブルを使用している場合は、vf_sy001_servers.xmlと
vf_sy001_tables.xmlを選択してください。



4.				ま	た、HRシステムのスプラッシュ画面UF_im002.gifを選択し、デモ
ンストレーションのシステムを実行したい場合は、df_demo*.htm、
df_demo*.bmp、vf_ic*.gifを追加します。

5.			&	nbsp;デモンストレーション・システムを配布している場合は、
Statistical	ReportingおよびEmployeesビジネス・オブジェクトの
vf_um823.htm、	__DEFAULT__VF*、	__PALLETTE__VF*	および
RAD_PADファイルを追加します。

6.				最	後に、LANSAのExecuteディレクトリにあるU_bif987.dll、
u_bif985.dllを選択してください。

7.				[開く]ボタンをクリックします。



ステップ6.	独自のコンポーネントを追加する
このステップで	は、アプリケーションで使う、独自のコンポーネント
(フィルター、コマンド・ハンドラーなど)をすべて追加します。
1.				[プログラム]タブで、コンポーネントを選択します。

2.				名	前がiii(入	力者のイニシャル)で始まるコンポーネントを選択し、
ウィンドウの右側にドラッグしてください。これは使用するコマン
ド・ハンドラーやフィルターです。



ステップ7.	データを追加する
さらに、人事ファイルにデータを入れておく必要があります。
1.				[リポジトリオブジェクト選択]ウィンドウで、[ファイル]を展開して
ください。

2.				人事システム・ファイルPSLMST、PSLSKL、PSLEVENT、
PSLTIMES、SECTAB、SKLTABおよびDEPTABを見つけ、選択項目側
に移動させます。

3.				ファイルを選択し、[ファイルデータ]ボタンを押してください。

							ファイル内のデータがパッケージに入るよう、[データを含める]を
選択します。

4.			[OK]	をクリックしてください。



ステップ8.	アイコンを追加する
フレームワーク・	プログラム・フォルダーを表すアイコンを指定しま
す。
1.				パッケージコントロールパネルのツールバーにある[アプリケーショ
ンアイコン]ボタンをクリックします。

2.				ア	イコン・ファイル(例：C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_DEM\source\S_grap.ico)	を選択し
てください。

3.			[OK]	をクリックしてください。



ステップ9.	パッケージを検証する
以上で、パッケージを検証し、作成する準備が整いました。
1.				パッケージ定義を保存します。

2.				[検証]メニューから[チェック]オプションを選択します。

							受け取るメッセージには、エラーが起きていない旨が記されている
はずです。





ス	テップ10.	パッケージを生成する
以上でパッケージ	を生成する準備が整いました。
1.				[生成]ボタンをクリックしてください。

2.				パッケージのコンパイルには多少時間がかかります。



ス	テップ11.	パッケージを配布する
アプリケーショ	ン・パッケージがX_APPSディレクトリ(例：C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\X_APPS)に作成されました。
このパッケージが	インストールされるPCには指定のデータベース・シ
ステムがインストールされている必要があることに注意してください。
1.			FRTUT_v1.0.0_en	-us.msiファイルを、各ユーザーに配布する必要があ
ります。

2.				各	ユーザーは、FRTUT_v1.0.0_en	-us.msiをダブルクリックすること
により、パッケージをインストールします。

							セットアップ・プログラムが自動的にフレームワークを起動しま
す。

3.				フ	レームワークの初回起動時に、実行ファイルがコピーされ、フ
レームワークが表示されます。

4.				こ	れで各ユーザーがアプリケーションを使えるようになりました。



まとめ

重要なポイント
									Visual	LANSAフレームワークで開発したアプリケーションを配布
する際には、フレームワークそのものも配布します(エンド・ユー
ザー実行モードのみ)。

									配布の際は、独自に作ったオブジェクト(フィルター、コマンド・
ハンドラー)もいっしょに配布してください。

									ユーザー情報も配布するのであれば、ファイルVFPPF06および
VFPPF07も入れておく必要があります。

									このチュートリアルでは、Windows用のVisual	LANSAフレームワー
ク・アプリケーションを配布する手順を説明しました。Webフレーム
ワーク・アプリケーションの配布については扱っていません。

									配布ツールはVisual	LANSAの付属機能であって、Visual	LANSAフ
レームワークに特有のものではありません。詳細については、
『LANSAアプリケーション配布ツール』を参照してください。

覚えるべき事柄
									Windows用のフレームワーク・アプリケーションを配布する方法
		
	



よくある質問
Frameworkプレゼンテーション
VLF	で自社用デザインを使用する
作成したビジュアルスタイルを登録する
アプリケーションでツール・バーの定義が可能か
ブラウザー・アプリケーションで使用する表示ス	タイルを変更す	る
デフォルトのフレームワークのウィンドウ・レイアウトに戻したい
高度なプロトタイプを作成する方法

コマンド・ハンドラー上のビジネス・オブジェクト・インスタンスの
キャプションは変更可能か

言語
フレームワークをWebアプリケーションとして実行すると文字が英語に
なる
テキストを翻訳する(インスタンス・リストのリストのクリアボタンの
キャプションなど)
画像
ロゴに関するヘルプを変更する
初期のロゴを変更する
フレームワーク起動時のロゴを変更する
作成したビットマップやアイコンを登録する
イメージ・パレットはどこから図を取り込むか(HTMLフォー	マットの
イメージ・パレット使用時)
フレームワークをブラウザーで実行すると正しく表示されないアイコン
やビットマップがある
フレームワークをブラウザーで実行するとアイコンやビットマップの名
前はどう扱われるか
ビットマップやアイコンをGIFに変換する
作成したGIFをブラウザー・アプリケーションが使用できるようにする
にはどこに置けばよいか
サーバー
アプリケーションをスーパーサーバー・モードで実行する
Webブラウザー・アプリケーションをSystem	i	複数層Webサーバー構成



で使用できるか
ブラウザー・アプリケーションをWindows	複数層Web	サーバー構成で使
用する
管理メニューのサーバーオプションを使用してフレームワークで定義さ
れたサーバーを取得する方法
変更が反映されない
新しいコマンドを作成したがメニューやツール・	バーにそのコマンドが
表示されない
インスタンス・コマンド・プレゼンテーションを変更したが変更が反映
されない
オブジェクトを削除したのに消えていない
フレームワークのデザインの変更が反映されていない
Windowsおよび/またはブラウザーで使用不可にしたオプションが表示さ
れている
バージョンとアップグレード
フレームワークのデザインのコピーは保持されるか
表示されているフレームワークのバージョンのリストを変更する
Direct-XモードでVLFを使用できるか
設定
フレームワークの設定はどのように記憶されているか
インスタンス・リストはどのように記憶されているか
セキュリティ
フレームワーク・セキュリティを実行したが機能していないように見え
る
フレームワークを管理者(例、UF_ADMIN)として実行したが、フレーム
ワークが一瞬表示されて消えてしまった
フレームワークでユーザー・プロファイルを定義(または再定義)する必
要があるか
フレームワークでユーザー・パスワードを定義(または再定義)する必要
があるか
ユーザー・プロファイルの定義(または再定義)	を最小限に抑え	る
Web
テンポラリ・ディレクトリとは何か、また何に利用されるか



テンポラリ・ディレクトリから古い情報を削除する
バッチ処理でテンポラリ・ディレクトリから古い情報を削除できるか
別々のユーザーが別々のWebアプリケーションのデータ・ライブラリに
アクセスする
セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)を使用してWebアプリケーションを
実行する
Webアプリケーションを新しいウィンドウを開いて使用する
SSIを使わずにVLFをWebアプリケーションとして実行する
IE7の使用時に、フレームワークのポップアップウィンドウでアドレス
バーとステータスバーを非表示にする方法
配布したVLF	Webブラウザー・アプリケーションの開始URLが複雑すぎ
るため、ユーザーがブラウザーに確実に入力できない
フレームワークRAMPアプリケーションで原因不明のWAMクラッシュ
が発生した場合はどうするか
「圧縮ソース・ファイルvf_multi_NAT.jsが見つかりません」というメッ
セージが表示されるのはなぜか
「圧縮ソース・ファイルvf_multi_LLL.jsが見つかりません」というメッ
セージが表示されるのはなぜか
WAMファンクションがブラウザー(VLF.WEB)や.NET	(VLF.NET)で実行
中かどうかを判断する
VLF-WEBアプリケーションでのL4Webイメージ・フォルダーとパス名
の検出方法
テスト
デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切かどうか
その他
フレームワーク・アプリケーションの起動時にフレームワーク・レベル
の初期コマンドを実行する
Webブラウザー・アプリケーションを実行するときにタスク・バーに表
示されるAutoSignoffボタン
削除したばかりのオブジェクトを復活させたい
カッコ付きのメニューやオプションがある
複数の人が同時に同じフレームワークをデザインできるか
クイック検索ボックスでユーザーの検索オプションは変更可能か
ユーザーがクイック検索ボックスを使用してオプションをクリックした



場合の結果を制御できるか
参照
よくある質問(ユーザーとセキュリティ)
よくある質問(コード・テーブル)
よくある質問(カスタム・プロパティ)



Direct-X	モードで	VLF	を使用できるか
使用できます。「Direct	-XモードでのVLFの使用」を参照してくださ
い。



クイック検索ボックスでユーザーの検索オプションは変更可能
か
可能です。「クイック検索の上書き機能」を参照してください。

	



ユーザーがクイック検索ボックスを使用してオプションをク
リックした場合の結果を制御できるか
検索オプショ	ンのリストを作成すれば、可能です。「クイック検索の上
書き機能」を	参照してください。
	



VLF-WEBアプリケーションでのL4Webイメージ・フォルダー
とパス名の検出方法
			#Folder					:=	#Com_Owner.avImageFolder
			#FolderPath	:=	#Com_Owner.avImagePath
	



コマンド・ハンドラー上のビジネス・オブジェクト・インスタ
ンスのキャプションは変更可能か
変更可能です。
WAMアプリケーションでは、以下のようにします。
	
Set	#ThisHandler	avHandlerCaption('My	alternate	caption')
		
	
WINDOWSアプリケーションでは、以下のようにします。
		
Set	#Com_Owner	avHandlerCaption('My	alternate	caption')
	
		
WINDOWSアプリケーションでは、次を使用してウィンドウやタイト
ル・バーのキャプションに接尾辞を追加することもできます。
Set	#Com_Owner	avWindowSuffix('My	Window	Suffix')
Set	#Com_Owner	avTitleBarSuffix('My	Title	Bar	Suffix')

	



RAMPでは変更できません。コマンド・ハンドラー(VF_CH006)が、変更
できないよう封印されたプログラムであるためです。



WAMファンクションがブラウザー(VLF.WEB)や.NET
(VLF.NET)で実行中かどうかを判断する
WAMで次のコードを使用します。			
If	Cond(#ThisHandler.DotNET	=	TRUE)
Message	Msgtxt('Execution	platform	on	client	is	.NET')
Else
Message	Msgtxt('Execution	platform	on	client	is	web	browser')
Endif



フレームワーク・アプリケーションの起動時にフレームワー
ク・レベルの初期コマンドを実行する
フレームワークの起動時に特定のコマンドを実行する場合は、
「UF_SYSTEMにIIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェー
ス・ポイント)メソッドを追加(オーバーライドして使用)」(Windows)お
よび「Webアプリケーションの開始オプション」(Web)のSwitchCommand
パラメータを参照してください。
フレームワーク・レベルのデフォルトのコマンドの概念は意味を持ちま
せん。



VLF	で自社用デザインを使用するVLF	で自社用デザインを使
用する
「フレームワークのパーソナライズ」を参照してください。



高度なプロトタイプを作成する方法
単純なモックアップ・プロトタイプ以上のプロトタイプを作成して、ア
プリケーションに対するエンド・ユーザーの第一印象や期待を高めたい
場合があるでしょう。しかし、RAD-PADは単純なHTMLドキュメント
で、編集機能が非常に限られているため、モックアップを使用して高度
なフィルタやコマンド・ハンドラーのレイアウトを作成するのは困難が
伴うことがあります。
このような場合、スタブ・フィルタとスタブ・コマンド・ハンドラーを
作成し、Visual	LANSA	IDEを使用してより精巧なフォームのレイアウト
を設計する方が、迅速かつ簡単です。これらのフォームのレイアウトは
破棄せずに、設計段階の最後で完成させます。
検索ボタンがあるスタブ・フィルタとそのロジックの例を以下に示しま
す。
*
=============================================================================
*	Component			:XXXXXXXXXX
*	Type								:Reusable	Component
*	Ancestor				:VF_AC007
*	Created					:MM/DD/YYYY
*	By										:XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
*
=============================================================================
Function	Options(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC007)	HEIGHT(132)
LAYOUTMANAGER(#ATLM_1)	WIDTH(345)
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)	NAME(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PANL)	NAME(#BUTTON_PANEL)
DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(29)	LAYOUTMANAGER(#FWLM_2)
LEFT(0)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(1)	TABSTOP(False)
TOP(103)	WIDTH(345)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_2)
ATTACHMENT(Bottom)	MANAGE(#BUTTON_PANEL)
PARENT(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PANL)	NAME(#BODY_PANEL)
DISPLAYPOSITION(2)	HEIGHT(103)	LAYOUTMANAGER(#ATLM_2)
LEFT(0)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(2)	TABSTOP(False)



TOP(0)	WIDTH(345)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_3)
ATTACHMENT(Center)	MANAGE(#BODY_PANEL)	PARENT(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLM)	NAME(#FWLM_1)
FLOWOPERATION(Center)	FLOWOPERATIONHOR(Center)
FLOWOPERATIONVER(Center)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLM)	NAME(#FWLM_2)
FLOWOPERATION(Center)	FLOWOPERATIONHOR(Decrease)
FLOWOPERATIONVER(Center)	MARGINTOP(4)	SPACING(4)
SPACINGITEMS(4)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#SEARCH)
CAPTION(*MTXTVF_EMUL_SEARCH)	DISPLAYPOSITION(1)
LEFT(260)	PARENT(#BUTTON_PANEL)	TABPOSITION(1)	TOP(4)
WIDTH(85)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLI)	NAME(#FWLI_4)
MANAGE(#SEARCH)	PARENT(#FWLM_2)
Define_Com	Class(#VF_UM822)	Name(#VF_UM822)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#VF_UM823)	Name(#VF_UM823)	Reference(*Dynamic)
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)	NAME(#ATLM_2)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_1)
ATTACHMENT(Center)	PARENT(#ATLM_2)
	
Evtroutine	Handling(#SEARCH.Click)	Options(*NOCLEARMESSAGES
*NOCLEARERRORS)
Define	Field(#LIMIT)	Reffld(#STD_NUM)	Default(10)
Invoke	Method(#uSystem.EmulateObjectSearch)	Size(#Limit)
Avlistmanager(#avListManager)	Instance(#puVF_FP503Owner)
Endroutine
	
End_Com
		
次に、開始ポイントとして使用できるスタブ・コマンド・ハンドラーの
簡単な例を示します。
*
=============================================================================
*	Component			:XXXXXXXXXX
*	Type								:Reusable	Component



*	Ancestor				:VF_AC010
*	Created					:MM/DD/YYYY
*	By										:XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
*
=============================================================================
Function	Options(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC010)	HEIGHT(193)
LAYOUTMANAGER(#ATLM_1)	WIDTH(492)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)	NAME(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PANL)	NAME(#BUTTON_PANEL)
DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(193)	LAYOUTMANAGER(#FWLM_2)
LEFT(400)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(1)	TABSTOP(False)
TOP(0)	WIDTH(92)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_2)
ATTACHMENT(Right)	MANAGE(#BUTTON_PANEL)	PARENT(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PANL)	NAME(#BODY_PANEL)
DISPLAYPOSITION(2)	HEIGHT(193)	LAYOUTMANAGER(#ATLM_2)
LEFT(0)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(2)	TABSTOP(False)
TOP(0)	WIDTH(400)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_3)
ATTACHMENT(Center)	MANAGE(#BODY_PANEL)	PARENT(#ATLM_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLM)	NAME(#FWLM_1)
FLOWOPERATION(Center)	FLOWOPERATIONHOR(Center)
FLOWOPERATIONVER(Center)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLM)	NAME(#FWLM_2)
FLOWOPERATIONHOR(Center)	MARGINTOP(4)	SPACING(4)
SPACINGITEMS(4)
Define_Com	Class(#VF_UM822)	Name(#VF_UM822)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#VF_UM823)	Name(#VF_UM823)	Reference(*Dynamic)
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)	NAME(#ATLM_2)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)	NAME(#ATLI_1)
ATTACHMENT(Center)	PARENT(#ATLM_2)
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_1)
CAPTION('Button	1')	DISPLAYPOSITION(1)	LEFT(6)
PARENT(#BUTTON_PANEL)	TABPOSITION(1)	TOP(4)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLI)	NAME(#FWLI_1)
MANAGE(#PHBN_1)	PARENT(#FWLM_2)



DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_2)
CAPTION('Button	2')	DISPLAYPOSITION(2)	LEFT(6)
PARENT(#BUTTON_PANEL)	TABPOSITION(2)	TOP(33)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_FWLI)	NAME(#FWLI_3)
MANAGE(#PHBN_2)	PARENT(#FWLM_2)
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click)
OPTIONS(*NOCLEARERRORS	*NOCLEARMESSAGES)
Use	message_box_show	(ok	ok	info	*Component	'Button	1	has	not	been
implemented	yet')
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_2.Click)
OPTIONS(*NOCLEARERRORS	*NOCLEARMESSAGES)
Use	message_box_show	(ok	ok	info	*Component	'Button	1	has	not	been
implemented	yet')
ENDROUTINE
	
End_Com



フレームワークでユーザー・プロファイルを定義(または再定
義)する必要があるか
フレームワークの付属オブジェクト権限モデルを使用する場合は必要で
す。フレームワークがユーザー・プロファイルと実行可能なフレーム
ワーク機能を関連付ける必要があるからです。	



フレームワークでユーザー・パスワードを定義(または再定義)
する必要があるか
i5/System	iベースのアプリケーションの場合、通常は必要ありません。
System	i/i5ベースのフレームワーク・アプリケーション(RAMPなど)で
は、ユーザー・プロファイルのパスワードの認証は、ユーザーがi5/
System	iシステムにアクセスした時点でOBM	i	により行うことができま
す。一般的なフレームワークの場合、この処理は通常、ユーザーがスー
パー・サーバー接続を開始した時点で行われます。RAMPの場合、この
処理は通常、ユーザーが5250セッションにサイン・オンした時点で行わ
れます。Webブラウザ・ベースのアプリケーションでは、Webサーバー
によるユーザー認証またはユーザー出口(IIP)を使用して、フレームワー
ク自体ではなくオペレーティング・システム経由でパスワードを認証す
ることができます。	
Windowsアプリケーションの場合、通常はユーザー・プロファイル管理
がより細分化されているため、必要となります。



ユーザー・プロファイルの定義(または再定義)を最小限に抑え
る方法はありますか?
はい。その方法としては、グループ・ユーザーやロール・ベース・ユー
ザーを使用することがあります。
グループ・ユーザーを使用しても定義するユーザー・プロファイルの数
は変わりませんが、以後のメンテナンスの作業量が大幅に変わります。
各ユーザーを個別に管理するよりも、1つのユーザー・グループを管理
するほうが簡単です。フレームワークではIBM	i	と異なり、1人のユー
ザーが複数のグループに属することができます。IBM	i	のグループ・プ
ロファイルを使用しなくても、フレームワークのユーザー・グループを
使用できます。
ロール・ベース・ユーザーとは、実際のユーザーを、より小さなフレー
ムワーク・ロール・ベース・ユーザーの単位にマップすることです。
たとえば、フレッド、メアリー、ビルの3人のユーザーを、
ACC_CLERKというフレームワークの1つのロール・ベース・ユー
ザー・プロファイルにマップすることができます。			



SSIを使わずにVLFをWebアプリケーションとして実行する
以下のシナリオで最も適したものを適用してください。
Visual	LANSAフレームワークをWebアプリケーションとして実行するよ
う構成中です。

標準構成の手順の一部として管理者コンソールを動かしている場合は、
SSI(サーバーサイドインクルード)の使用オプションのチェックをはずし
ます。このオプションを選択したときは、クライアント側の変換を使用
します。
「Webアプリケーションの開始オプション」の「WAMクライアント側
XML変換を有効にする」を参照してください。
Visual	LANSAフレームワークをWebアプリケーションとして実行してい
ます。SSIは使用しません。

管理者コンソールを実行し、SSI(サーバーサイドインクルード)の使用オ
プションのチェックをはずします。保存して値を確認します。このオプ
ションを選択したときは、クライアント側の変換を使用する必要があり
ます。「Webアプリケーションの開始オプション」の「WAMクライアン
ト側XML変換を有効にする」を参照してください。



セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)を使用してWebアプリ
ケーションを実行する
セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)を使用してフレームワークWebアプ
リケーションを実行できます。まず最初に使用しているHTMLベンダー
のドキュメントのWebサーバーのSSL設定に関する項目を見てから、
LANSA	for	the	WebドキュメントのSSL用ポート(通常443)をWebアドミニ
ストレータ−を使用してもう1つ追加する項目を見て、メイン・ポートと
同じ詳細を確認し、SSLポートにデフォルトのユーザーを登録します。
WebサーバーでSSLが正常に稼動していれば、単にアプリケーションの
URLを「http://」の代わりに「https：//」で始まるように変更するだけで
す。
SSL設定をテストするときは、SSLでフレームワーク・アプリケーショ
ンを実行する前に、まず単純なHTMLページをアクセスしてみてくださ
い。そしてLANSA	for	the	Webファンクション(例えば、
VF_PR004/VFU0401)を試してみてください。



Webアプリケーションを新しいウィンドウを開いて使用する
ショートカットまたはメニュー・オプションWebアプリケーションとし
て実行からフレームワークWebアプリケーションを立ち上げると、アプ
リケーションが既存のIEウィンドウにロードされます。これはショート
カットを起動するためにウィンドウを再使用するオプションがチェック
されているからです。
このオプションを変更するにはIEを開き、ツールメニューからインター
ネット	オプションを選択します。詳細設定タブを選択し、ブラウズグ
ループの中のショートカットを起動するためにウィンドウを再使用する
オプションのチェックを外します。これで、Visual	LANSAフレームワー
クWebアプリケーションを立ち上げると新しいウィンドウで立ち上がり
ます。



別々のユーザーが別々のWebアプリケーションのデータ・ライ
ブラリにアクセスする
すべてのコマンド・ハンドラーおよびフィルターには以下の初期化の呼
び出しがあります。
Include	Process(*DIRECT)	Function(VFSTART)		[at	the	start	of	the	function]
	
同時にVFENDへの呼び出しによる、近いロジックの初期化がありま
す。
Include	Process(*DIRECT)	Function(VFEND)	[at	the	end	of	the	function]
	
同様にユーザー自身の初期化および同じような呼び出しを実装すること
を推奨します。例えば以下のようになります。
Include	Process(*DIRECT)	Function(MY_START)		[at	the	start	of	the	function]
Include	Process(*DIRECT)	Function(MYEND)	[at	the	end	of	the	function]
	
理想的にはVFSTARTの後にMY_START、MYENDはVFENDの前に置き
ます。
MY_STARTファンクション内で、VF_GET組込み関数とloggedonuserキー
ワードでログオン中のユーザーの値を検索できます。
Use	Builtin(VF_GET)	With_Args('loggedonuser')	To_Get(#STD_USER)
	
ログオンしたユーザーのライブラリ・リストを設定するため、別のロ
ジックの一部(例えばCLプログラム)を呼び出す必要があります。



フレームワークを管理者(例、UF_ADMIN)として実行したが、
フレームワークが一瞬表示されて消えてしまった
UF_ADMIN	(または同等のもの)を使用するには、ユーザーは管理者とし
て設定されている必要があります。
潜在的にセキュリティの危険があるユーザーには、セキュリティ侵害の
原因そのものが表示されるため、この状況ではエラー・メッセージは表
示されません。



デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切
かどうか
まったく違います。設計者として作業中は補助メニュー・オプションが
現われ、セキュリティは無効になり、リソースをもっと消費する付属機
能が有効になります。
単体または結合テストを行う場合は、実際のエンド・ユーザーと同じ環
境で実行できるよう、常に[VL	フレームワーク	ユーザー	モード]エント
リー・ポイントを使用すべきです。



フレームワーク・セキュリティを実行したが機能していないよ
うに見える
[VL	フレームワーク	ユーザー	モード]エントリー・ポイントを使用して
いますか。使用していれば、「デザイン・モードで、単体および結合テ
ストを行うことが適切かどうか」を参照してください。



Windowsおよび/またはブラウザーで使用不可にしたオプショ
ンが表示されている
フレームワークを設計者権限で使用していますか。使用していれば、
「デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切かどう
か」を参照してください。



テキストを翻訳する(インスタンス・リストのリストのクリア
ボタンのキャプションなど)
プロセスUF_SYSBRの組み込みインターフェース・ポイントRDMLファ
ンクションUFU0003のソース・コードを参照してください。



作成したビジュアルスタイルを登録する
詳細については、組み込まれているコンポーネントUF_SYSTMのソー
ス・コードを参照してください。
ビジュアル・スタイルを使用する前に、Visual	Themeの使用を検討して
おいてください。若干変更するだけで、希望の外観にすることができま
す。



新しいコマンドを作成したがメニューやツール・バーにそのコ
マンドが表示されない
コマンドを作成しただけでは、それを表示することはできません。ポッ
プアップ・メニュー、ツール・バー、またはオブジェクト(フレーム
ワーク、アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、ビジネス・オブ
ジェクト・インスタンス)内で有効にされた(つまり関連付けられた)メ
ニュー上にしかコマンドは表示されません。
メニュー・バーのメニューにコマンドを追加するには、フレームワー
ク・メニューのメニュー...またはコマンド...オプションを使用します。
コマンドを有効にするにはオブジェクトをダブルクリックして、使用可
能コマンドタブを選択します。



アプリケーションでツール・バーの定義が可能か
できません。しかし、1つのツール・バー・ボタン(とコマンド)を複数の
アプリケーションやビジネス・オブジェクトで使用できます。ツール・
バー・ボタンはアプリケーションが再利用(または共有)しますが、ほと
んど同じことです。
コマンド「作成」を例に取ると、以下のようになります。
コマンドの定義を変えることによって、ツール・バーに表示することが
できる

作成コマンドをアプリケーション1、2および3で有効にできる
ボタンをクリックすると、現在のアプリケーションのコマンド・ハンド
ラー(アプリケーション1、2、3のいずれか)がコマンドを処理するために
呼び出される
このようにユーザーは1つの「作成」ボタンを使用することに慣れま
す。つまり、それは「現在作業で使用しているものの新しいものを１つ
作る」ということになります。



インスタンス・コマンド・プレゼンテーションを変更したが変
更が反映されない
複雑な変更(別ウィンドウを使用するなど)を有効にする前に、フレーム
ワークを終了し再起動が必要な場合があります。



アプリケーションをスーパーサーバー・モードで実行する
これには2つの方法があります。
1.			フレームワークを外部的にスーパーサーバー・モードで起動する。
これはﾌｫｰﾑの実行(System	iへ接続	RDML)またはﾌｫｰﾑの実行(System	iへ
接続	RDMLX)というLANSAフォルダー・アイコンを使うか、また
は、フォームを実行して「サーバーへ接続	xxxxxx」オプションの１つ
を選択するオプションを使って実行できます。

						このオプションのいくつかはスーパーサーバー接続を外部から確立
します(例：フレームワークが実際に実行し始める前)。この方法を使
用してスーパーサーバー接続を開始する場合は、UF_ADMIN	or
UF_EXECのみを実行する必要があります。これによりフレームワーク
が実際にエンド・ユーザーに見える形で表示されます。この方法で作
業している間は、フレームワークの設計作業はできません。

2.			フレームワーク自身にスーパーサーバー接続をさせる

サーバー・システムをフレームワーク内に定義し、フレームワーク設計
で適切な接続プロパティを設定することで(管理者/サーバー参照)、スー
パーサーバー・モードでUF_DESGN、UF_EXECおよびUF_ADMINを使
用できます。
この方法の長所は、以下のとおりです。
UF_DESGNはこのように実行できる。したがって、設計とコマンド・ハ
ンドラーとフィルターのテストをスーパーサーバー・モードで行えま
す。



フレームワークは接続の詳細を制御できる(例：ユーザーとパスワードの
検証、選択的なオフライン用法)
作成したサーバー定義は配布できる

エンド・ユーザーに配布される実際のフレームワークに非常に良く似て
いる環境



フレームワークのデザインのコピーは保持されるか
フレームワークのオプションXMLファイルのバージョン保持がオンの場
合、フレームワークのデザインのバック・アップ・コピーは自動的に保
持されます。
フレームワーク・デザインのコピーは切り換えるフレームワーク・デザ
インが保存される直前に作成されます。言いかえると現デザインのス
ナップショットは新デザインが入れ替わる直前に保存されます。
フレームワークのデザインは通常次のように保存されます。
デザインに変更があった場合は、フレームワークを終了するたびに保存
される

デザインに変更があった場合は、実際のフィルターやコマンド・ハンド
ラーをスナップインする直前に保存する。これはフィルターまたはコマ
ンド・ハンドラーが失敗し、フレームワーク全体が異常終了した場合に
実行される
前回保存されたあとデザインに変更があった場合は、10分ごと、または
フレームワークで指定した「自動保存のタイミング」の間隔ごとに保存
される
フレームワークは通常、関連するLANSA区画のExecuteディレクトリ
に、VF_SY001_System.xmlというXML形式ファイルとして保存されま
す。
また、vf_Sy001_System_YYYYMMDD_HHMMSS.xmlのような名前の
ファイルもあります。これはフレームワーク・デザインの保存された
バージョンです。ファイル名のYYYYMMDD_HHMMSSの部分は保存さ
れた日付と時刻を表しています。
ファイルvf_Sy001_System_20010203_143000.xmlを現在の
VF_SY001_System.xmlファイルに上書きした場合、2001年2月3日午後
2：30のフレームワーク・デザイン(イメージ・パレットである必要はあ
りません)に戻ります。



オブジェクトを削除したのに消えていない
削除されたオブジェクトは、即座に削除のマークが付けられます。フ
レームワークを終了し、オブジェクトが削除されたという変更が保存さ
れます。



削除したばかりのオブジェクトを復活させたい
削除したオブジェクトを復活させるには、削除したオブジェクトを含む
フレームワークの定義全体を保存してある最新のバージョンに戻す必要
があります。フレームワークのバージョンの保存について、詳しくは
「フレームワークのデザインのコピーは保持されるか」を参照してくだ
さい。



ロゴに関するヘルプを変更する
フレームワークとアプリケーションHelp	About	Logosは、フレームワー
クに登録されたどのビットマップにも変更できます。「作成したビット
マップやアイコンをエンロールする」を参照してください。
フレームワークのHelp	About	Logoを変更するには、フレームワーク・メ
ニューでプロパティ…オプションを選択します。製品情報タブに進みま
す。登録したイメージが非常に小さい場合、タブ・シート下部のビット
マップ・グループ・ボックスに表示されます。これを選択します。
アプリケーションのHelp	About	Logoを変更するには、アプリケーション
のアイコンをダブルクリックして製品情報タブ・シートを表示します。
登録したイメージが非常に小さい場合、タブ・シート下部のビットマッ
プ・グループ・ボックスに表示されます。これを選択します。



初期のロゴを変更する
デフォルトのフレームワークおよびアプリケーションのイメージを独自
のイメージに変更したい場合は、最も単純な方法はイメージ・ファイル
の名前をUF_IM001.Gifに変え、それをフレームワークが実行される区画
のExecuteディレクトリに入れる方法です(組み込みのUF_IM001.Gifを交
換します)。
フレームワークの初期イメージとアプリケーションごとのイメージを変
更できます。まず、使用したいイメージ・ファイルをフレームワークが
起動する区画のExecuteディレクトリに追加します。
フレームワークの起動イメージを変更するには、フレームワーク・メ
ニューでプロパティ…オプションを選択します。スタートアップ	タブ・
シートに進みます。「イメージ・ファイル」を変更したいビットマップ
あるいはGifの名前に変更します(注:イメージを表示するかしないかはイ
メージ・ファイルの上の「起動オプションフィールドに依存します。選
択したオプションがフル・イメージまたは実際のイメージの場合、新し
いイメージが表示されます)。
アプリケーションの起動イメージを変更するには、アプリケーションの
アイコンをダブルクリックしてスタートアップ	タブ・シートを表示しま
す。「イメージ・ファイル」を変更したいビットマップあるいはGifの
名前に変更します。
フレームワークをユーザーへ配布するには、これらのイメージ・ファイ
ルをすべてユーザーの区画のExecuteディレクトリに配布する必要がある
ことに注意してください。



フレームワーク起動時のロゴを変更する
コンポーネントUF_DESGNを開いて、その説明に従ってください。



フレームワークのデザインの変更が反映されていません。
ほとんどのフレームワークの変更は、すぐに表示されます。あまり一般
的に使用されないオプションは、変更を表示するために一度フレーム
ワークを終了し、再起動を必要とする場合があります。



作成したビットマップやアイコンを登録する
コンポーネントUF_IB001を開いて説明を読んでください。
注：ご依頼があれば付属のLANSA	VF_*ビットマップをご用意いたしま
す。詳しくは製品サポートまでお問い合わせください。



カッコ付きのメニューやオプションがある
「カッコ内のメニュー・オプション」を参照してください。



フレームワークの設定はどのように記憶されているか
フレームワークは実行中に色々なものを記憶します(メイン・フレーム
ワークのウィンドウ・サイズ、位置、レイアウトなど)。
この情報を検索するには、使用しているシステムの一時ディレクトリ
("ppp"は区画の識別子)に保存されているppp_User_Virtual_ClipBoard.Dat
やppp_Framework_Virtual_ClipBoard.Datといった名前のファイルを検索し
ます。これらのファイルには、フレームワーク実行中に仮想クリップ
ボードの詳細を保存します。
フレームワークの現在の仮想クリップボードの内容を消去するために、
これらはいつでも削除できます。「仮想クリップボード」をご覧くださ
い。



インスタンス・リストはどのように記憶されているか
Windowsアプリケーションではインスタンス・リストが記憶されていま
す。それがどこにあるかを検索するにはまず、BUSINESSOBJ_Nなど
の、ビジネス・オブジェクトの内部識別子を検索します。
次に、使用しているシステムの一時ディレクトリ内の
BUSINESSOBJ_N_Part_1.LstおよびBUSINESSOBJ_N_Part_2.Lstという名
前のファイルを検索します。
これらのファイルにはフレームワーク実行中に、BUSINESSOBJ_Nのイ
ンスタンス・リストの詳細が保存されます。記憶しているインスタン
ス・リストの詳細はいつでも削除できます。2つのファイル(Part_1と
Part_2)は常に一緒に削除する必要があります。



複数の人が同時に同じフレームワークをデザインできるか
はい。「開発アークテクチャ」を参照してください。



イメージ・パレットはどこから図を取り込むか(HTMLフォー
マットのイメージ・パレット使用時)
すべての.GIFファイルを、現在の区画のEXECUTEディレクトリに表示
します。
新しい.GIFファイルをパレットに含めるには、単にそれを現在の区画の
EXECUTEディレクトリにコピーします。



フレームワークをブラウザーで実行すると正しく表示されない
アイコンやビットマップがある
ブラウザーで表示する場合、組み込まれているフレームワーク・アイコ
ンが正しく表示されている必要があります。アプリケーションやビジネ
ス・オブジェクト用の小さいビットマップはWeb版のフレームワークに
は表示されません。アイコンを追加した場合は、そのアイコンと同等の
gifイメージを2つ作成する必要があります。1つのgifの大きさは16x16ピ
クセル、他方は32x32ピクセルです。



フレームワークをブラウザーで実行するとアイコンやビット
マップの名前はどう扱われるか
Webバージョンのフレームワークはアイコン名<name>を取り込み、小さ
いイメージ(16x16)を表示する場合は、<name>1.gifというgifファイルを
捜します。
大きいアイコンのイメージ(32x32)を表示する場合は、<name>3.gifとい
うgifファイルを捜します。
アイコンではない大きいイメージ(例えば製品情報のイメージ)を表示す
る場合は、<name>.gifというgifファイルを捜します。
例えば、Windows環境で使用するMYICONというアイコンをフレーム
ワークに登録しており、Webブラウザーでそのアイコンを使用する場
合、フレームワークはMYICON1.GIF(小16x16)およびMYICON3.GIF(大
32x32)を捜します。



ビットマップやアイコンをGIFに変換する
MS	Paintはビットマップをgifに変換します。gifを作成する場合、透明を
表す色がイメージ・エディターに通知されているか確かめます(MS	Paint
では、イメージがgifの場合、これはイメージ属性に設定されていま
す)。
アイコンを編集する場合はアイコン・エディターをダウンロードする必
要があります。Tucows.com.にはさまざまな価格のソフトがあります。
エディターによっては、.icoファイルをロードしたりそのイメージを直
接gifsとして保存したりするものがあり、さらに手頃なアイコン・エ
ディターでは、アイコンをロードしMS	Paintにコピー・アンド・ペース
トすることができます。フリーソフトのアイコン・エディターとしては
Icon	Studio	1.0などがあります。



作成したGIFをブラウザー・アプリケーションが使用できるよ
うにするにはどこに置けばよいか
アプリケーションを開発中はプライベート作業ディレクトリに置く必要
があり、
またLANSAのWebイメージ・ディレクトリにも入れなければなりませ
ん。最終的に、イメージ・ファイルはアプリケーションと共に配布する
必要があります。		



Webブラウザー・アプリケーションをSystem	i	複数層Webサー
バー構成で使用できるか
使用できます。ただし検討しなければならない補足設定がいくつかあり
ます。
Visual	LANSAフレームワークのブラウザーのバージョンは実行時に、
SSI(Server	Side	Include：サーバー側インクルード)を通してLANSA	for	the
Web	pageにインクルードされるページを生成します。
複数層環境でWebサーバーとアプリケーション・サーバーは別のマシン
上にあります(これはモデルB実装と呼ばれることがあります)。
そのため、(インクルード・ページが生成された)アプリケーション・
サーバーがWebサーバーIFSシステムへアクセスできる必要がありま
す。
「QFileSvr.400」というIBMが提供するファイル・サーバーがあります。
そこで、他のマシンのIFSへアクセスできるネットワーク上の別マシン
のホスト名でディレクトリを作成します。
条件：
System	iマシンは同じネットワーク上にある必要があります。
LWEBジョブが使用するユーザー・プロファイルとパスワードはWeb
サーバー・マシンにある必要があります。
QFileSvr.400の下に作成されたホスト・ディレクトリはIPLを超えて恒常
的に存在するものではありません。IPLごとに再作成する必要がありま
す。
マシン間のファイア・ウォールには別の構成ステップが必要な場合があ
ります。
実行するコマンド：

						MKDIR	DIR('/QFileSvr.400/<target	System	i	host
name>')



ブラウザー・アプリケーションをWindows複数層Webサーバー
構成で使用する
Visual	LANSAフレームワークのブラウザーのバージョンは実行時に、
SSI(Server	Side	Include：サーバー側インクルード)を通してLANSA	for	the
Web	pageにインクルードされるページを生成します。

そのため、(インクルード・ページが生成された)アプリケーション・
サーバーはWebサーバーのファイル・システムへアクセスできる必要が
あります。アプリケーション・サーバーがSystem	iでもWindows	PCで
も、仮想ディレクトリはWindowsWebサーバーに作成する必要がありま
す。

アプリケーション・サーバーがSystem	iサーバーの場合
一時ファイル・ディレクトリを作成する最も簡単な方法は、System	i	IFS
システムのディレクトリを使用することです。このサンプルでは、一時
ファイル・ディレクトリとして指定されているのは/tmpで、
WindowsWebサーバーに作成された仮想ディレクトリ(エイリアス)
はVLF_Tempです。
ステップ1：WindowsWebサーバーPCで、コントロール	パネル→管理
ツール→インターネット	インフォメーション	サービスを開く
ステップ2：規定のWebサイトを右クリックし、新規作成、仮想ディレ
クトリを選択する
ステップ3：ウィザードの指示に従う

エイリアス Visual	LANSA	Framework_Temp

ディレクトリ　 参照ボタンでtmpディレクトリをSystem	i
IFSに位置指定します。ただし、/tmpにドラ
イブをマップしておく必要があるので注意
してください。

アクセス許可 参照を許可

ユーザーIDとパ
スワード

IFSディレクトリにアクセスするユーザーと
パスワードを指定します。

					

ステップ4：コントロール	パネルの管理ツールフォルダーのIIS	Admin
サービスを終了して再始動する



ステップ5：仮想ディレクトリにアクセスできることを確認する。
Internet	Explorerを起動し、http://localhost/vlf_temp/と入力します。
管理者コンソールを起動します。
http://<your	host>/cgi-bin/lansaweb?procfun+vf_pr004+vfu0402+<ppp>
	
ここで、<your	host>はLANSA	for	the	WebサーバーのIPアドレスで、
<ppp>は使用する区画です。
実ディレクトリと仮想ディレクトリの値は、以下のように設定されま
す。

	

アプリケーション・サーバーがWindows	PCの場合
概念的に問題は同じです。ただし、イメージやサブディレクトリを使用
する場合は、仮想ディレクトリを構築する必要がないこともあります。
例えば、以下のようになります。
Webサーバー・マシンの一時ファイル・ディレクトリに指定されるのは
c:\Lansa\WebServer\Images\VLF_Temp\です。
アプリケーション・サーバーでは、ドライブ名GがWebサーバー・マシ
ンのc:\Lansa\WebServer\にマップされます。
実ディレクトリと仮想ディレクトリの値は、以下のように設定されま
す。





ブラウザー・アプリケーションで使用する表示スタイルを変更
する
フレームワークはカスケード・スタイル・シートを使用してブラウ
ザー・アプリケーションの表示を定義します。カスケード・スタイル・
シートは3セット組み込まれており、3セットそれぞれが別のスキンをサ
ポートしています。組み込まれているカスケード・スタイル・シートは
以下のとおりです。

カスケード・スタイ
ル・シート名

説明 修正の要/不要

VF_VS001.css すべてのスキン
に共通のスタイ
ル

不要

VF_VS001_<skin>.css(こ
こで<skin>はWIN、
WEB、XPのいずれか)

修正してはいけ
ないスキンとし
て指定したスタ
イル

推奨しない

UF_VS001_<skin>.css(こ
こで<skin>はWIN、
WEB、XPのいずれか)

修正してもよい
スキンとして指
定したスタイル

してもよい

					

ただし、スタイル・シートを修正する前に、以下に注意してください。
フレームワークの新バージョンはインストールされているカスケード・
スタイル・シート・ファイルをすべて上書きします。すべての変更を保
存する必要があり、場合によっては新しいフレームワークのバージョン
にアップグレードした後、それを再度適用する必要があります。

スタイル・シートに変更を加える場合はある程度のカスケード・スタイ
ル・シートの知識が必要です。カスケード・スタイル・シートに関する
数多くのトレーニングやチュートリアル資料がインターネットで入手で
きます。
組み込みスタイル・シートにユーザーが加えた変更に関するサポートは
受け付けられません。
スタイル・シートの実装とテストは複雑です。これはプロジェクトのス
ケジュールに影響する大きな問題になる可能性があります。アプリケー
ションの機能コンポーネントを実装し終わった後で、スタイル・シート



を変更することを推奨します。



一時ディレクトリとは何か、また何に利用されるか
管理者用コンソールで定義された一時ディレクトリは、アクティブな
WebブラウザーVisual	LANSAフレームワーク・アプリケーションの一時
的な状態情報を保存するためのものです。
また、クライアント・ブラウザー・アプリケーションに送り戻される
Webページに挿入されるXMLデータ・アイランドを動的に作成するため
にも使用されます。
一時ディレクトリの位置については、以下のとおりです。
使用する一時ディレクトリはネットワーク上のどこにあってもよいので
すが、パフォーマンスの面から物理的にはLANSAアプリケーション・
サーバーにあるのが理想的です。

状態管理ファイルおよびXMLデータ・アイランド・ファイルを作成する
とき、LANSAアプリケーション・サーバーは実際の一時ディレクトリ名
を使用します。そのためには、サーバーがこのディレクトリのファイル
に書き込めるよう、このディレクトリの名前を(アプリケーション・サー
バーの視点から)正しく指定する必要があります。
LANSAアプリケーション・サーバーが直接仮想一時ディレクトリ名を使
用することはありません。しかし、HTTPサーバーに対する!--#include
virtual="xxxxxxxxxxxxxx"	--の指示が、正しいフォーマットで含まれてい
るHTMLページを生成できるように、サーバーは(HTTPサーバーの視点
から)そのディレクトリの名前を知る必要があります。これらは、クライ
アント・ブラウザーに送り戻されるWebページにXMLデータ・アイラン
ドを動的に挿入するために使用されます。
HTTPサーバーは<!--#include	virtual="xxxxxxxxxxx"	-->の指示で指定され
た仮想ディレクトリ名を使用して一時ディレクトリを位置指定できなく
てはなりません。これによりHTTPサーバーは指定されたファイルが読
め、クライアント・ブラウザーに送るHTMLページにインクルードでき
ます。このため、HTTPサーバーでSSI(Server	Side	Include：サーバー側イ
ンクルード)を有効にしなければなりません。



テンポラリ・ディレクトリから古い情報を削除する
通常、一時ファイルはユーザーがサインオフしWebブラウザーを閉じた
ときに自動的に削除されますが、時間を過ぎた古い一時ファイルは一時
ディレクトリに集められます(例：ブラウザー・アプリケーションを使
用中にPCを切ると、一時ファイルが一時ディレクトリに残ります)。
一時ファイルを削除するには管理者用コンソールを使用します。
すべての一時ディレクトリ・ファイルを削除するオプションと、2日以
上経過したファイルだけを削除するオプションがあります。誰かがブラ
ウザー・アプリケーションを使っている間に、すべてのファイルを削除
するオプションを使用してはいけません。



バッチ処理でテンポラリ・ディレクトリから古い情報を削除で
きるか
はい。一時ディレクトリの削除はLANSAファンクションVFU0030を呼
び出すことでも実行できます。
例では、VFU0030は4日以上経ったデータを削除するために呼び出され
ます。
Define	Field(#DAY_RANGE)	Type(*DEC)	Length(001)	Decimals(0)
Change	#Day_Range	4	
Exchange	Fields(#DAY_RANGE)
Call	Process(*DIRECT)	Function(VFU0030)	Exit_Used(*NEXT)	Menu_Used(*NEXT)			
	



Webブラウザー・アプリケーションを実行するときにタスク・
バーに表示されるAutoSignoffボタン
Webブラウザー・アプリケーションからサインオフする方法には、以下
の2通りがあります。
サインオフボタン/終了オプションを使う
Webブラウザー・ウィンドウを閉じる(つまり、ウィンドウの右上
の"x"オプションを使う)
サインオフボタン/終了オプションを使用する場合は、サインオフした
ことを示すメッセージがWebサーバーに送り返されます。Webサーバー
は使用していたすべての一時ファイルを削除し、また、Webジョブが解
放され他のユーザーが使用できることをLANSA	for	the	Webに通知しま
す。
"x"オプションでブラウザー・ウィンドウを閉じた場合は、メインのWeb
ブラウザー・ウィンドウがクローズ中なので、サインオフ・メッセージ
をWebサーバーに返すことはできません。これは、"AutoSignoff"ボタン
(実際にはWebブラウザー・ウィンドウ)が活躍する場面です。数秒後に
メインWebブラウザーが閉じます。すると"AutoSignoff"ウィンドウが閉
じたことを検出します。これで、ウィンドウは必要なサインオフ・メッ
セージをWebサーバーに送り、閉じます。
メインWebブラウザー・ウィンドウが開いている間に"AutoSignoff"ウィ
ンドウを閉じても、何の問題も起こりません。そのまま閉じます。メイ
ンWebブラウザー・ウィンドウを"x"オプションで閉じた場合は、サイン
オフしたことを示す要求はサーバーに送られません。これには2つの小
さな影響があります。まず、一時ファイルは後で削除されるまで一時
ディレクトリに残ります(前の質問を参照)。次に、LANSA	for	the	Webの
ジョブがタイムアウトするまで、割り当てられたまま残ります。



フレームワークをWebアプリケーションとして実行すると文字
が英語になる
Visual	LANSAフレームワーク・ブラウザー・エクステンションでは多数
の多言語の文字列を使用します。文字列は状態やエラー・メッセージを
短い説明文などで表示します。その文字列はデフォルトでは英語です。
組み込みの英語の文字列を翻訳するには、以下のようにします。
多言語ソースファイルVF_MULTI_ENG.JSを、Visual	LANSAフレーム
ワークをインポートした区画のExecuteディレクトリに置く。
これを別のファイルにコピーし、新しいファイルを
VF_MULTI_LLLL.JSにリネームする。LLLLは変換したい言語コードで
す(例：FRA、TCHIなど)。
新しく作成したVF_MULTI_LLLL.JS	をテキスト・エディター(例：
Notepad)で編集し、ソースの指示に従う。
そのファイルを翻訳した言語で保存する。



デフォルトのフレームワークのウィンドウ・レイアウトに戻し
たい
「フレームワークの設定はどのように記憶されているか」を参照してく
ださい。



IE7の使用時に、フレームワークのポップアップウィンドウで
アドレスバーとステータスバーを非表示にする方法
Internet	Explorerバージョン7にはセキュリティ機能が付いています。そ
の機能のデフォルト設定では、Visual	LANSAフレームワークは、ポップ
アップ・ウィンドウでアドレスバーとステータスバーを非表示にできま
せん。
例えば電卓付きのポップアップ・ウィンドウは、次のように表示されま
す。

Webブラウザー・アプリケーションでポップアップウィンドウにアドレ
スバーとステータスバーを表示させないようにするには、以下のステッ
プを実行します。
非表示にするアドレスバーとステータスバーを表示しているすべての
ウィンドウを閉じます。

ツールメニューのインターネットオプションを開きます。
セキュリティタブを選択します。
LANSA	for	the	Webサーバーのセキュリティ・ゾーンを選択します。注：
LANSA	for	the	Webサーバーは、信頼済みサイトとしてリストすることを
お勧めします。

レベルのカスタマイズボタンを選択します。
その他設定グループまでスクロールします。



Webサイトがアドレスバーやステータスバーのないウィンドウを開くの
を許可するで、有効にするラジオボタンを選択します。
OKをクリックしてセキュリティ設定を閉じます。
このゾーンの設定変更に対する警告で、はいをクリックします。
OKをクリックしてインターネットオプションを閉じます。
必要なポップアップウィンドウを開きます。アドレスバーとステータス
バーは表示されないはずです。
注：信頼済みサイト・ゾーン以外のゾーンのセキュリティ設定をカスタ
マイズすると、深刻なセキュリティ・リスクがもたらされる可能性があ
ります。セキュリティへの影響を確実に理解している場合以外、その設
定をカスタマイズすることはお勧めできません。



配布したVLF	Webブラウザー・アプリケーションの開始URL
が複雑すぎるため、ユーザーがブラウザーに確実に入力できな
い
配布したWebブラウザー・アプリケーションの開始に必要なURLが、次
のようなURLだったとします。
http://nnn.nn.nn.nn/vf_sy001_system_ENG_XP.HTM?
Partition=PRO+SwitchTo=xxxx+SwitchObject=xxxxx+SwitchCommand=xxxxxxx+WAMTrans=C
これでは複雑すぎて誰もURLを確実に入力することはできません。ユー
ザーがこのようなURLをブラウザーに入力しなくても済むようにするオ
プションがあります。
オプション1：このURLに解決されるショートカットをユーザーのデス
クトップに作成する。
自分のデスクトップでこのショートカットを作成し、それを電子メール
にドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。次に、電子メール
を受信したユーザーは、そのショートカットを電子メールからユーザー
のデスクトップにドラッグ・アンド・ドロップできます。ユーザーがデ
スクトップにあるショートカットをクリックすると、Webブラウザーが
開始されます。
オプション2：簡略化した起動HTMLファイルを作成する。
たとえば、MyApplication.htmというHTMLファイルをWebサーバーに作
成する場合、次のようなHTMLを含めることができます。
	
<html>
<head><title>My	Application</title></head>
<body	onload='window.location.replace(
"http://nnn.nn.nn.nn/vf_sy001_system_ENG_XP.HTM?
Partition=PRO+SwitchTo=xxxx+SwitchObject=xxxxx+SwitchCommand=xxxxxxx+WAMTrans=C"
);'>
</body>
</html>
	
この場合、ユーザーは、http://nnn.nn.nn.nn/MyApplication.htmと入力する
だけでアプリケーションを開始できます。他のメリットとして、
MyApplication.htmで使用されるパラメータをいつでも変更でき、ユー
ザーの動作を変更する必要がないということがあります。もちろん、オ
プション1を使用してURLの入力を完全に回避することもできます。

http://nnn.nn.nn.nn/vf_sy001_system_ENG_XP.HTM?Partition=PRO+SwitchTo=xxxx+SwitchObject=xxxxx+SwitchCommand=xxxxxxx+WAMTrans=C+W
http://nnn.nn.nn.nn/MyApplication.htm


フレームワークRAMPアプリケーションで原因不明のWAMク
ラッシュが発生した場合はどうするか
ハード・ディスク上に次のファイルがないか検索し、すべて削除してく
ださい。
X_ERR.LOG
LANSAWEB.LOG
LX_WAM.LOG
次に、WAMアプリケーションを障害が発生した箇所まで再実行し、上
記のファイルが生成されているかどうか、ハード・ディスク全体を検索
してください。
いずれかのファイルに、エラーの原因に関する有用な情報が出力されて
いるかも知れません。



管理メニューのサーバーオプションを使用してフレームワーク
で定義されたサーバーを取得する方法
次の断片的なコードは、ネットワークに定義されているすべてのサー
バーを表示するメッセージを出力する方法を示しています。
*	Use	VL's	F2	feature	help	to	see	all	properties	exposed	by	this	server	object
	
Define_Com	Class(#VF_FP007)	Name(#Server)	Reference(*dynamic)
	
*	Get	the	first	server
	
Invoke	Method(#uSystem.uServerContainer.uFirstServer)	Userverref(#Server)
Ucursor(#vf_elnum)	Ureturncode(#vf_elretc)
Dowhile	Cond('#vf_elretc	=	ok')
	
*	The	VF_FP007	server	object	has	a	set	of	properties	that	define	the	server.
*	These	properties	are	READ	ONLY	in	this	context	and	must	not	ever	be
updated.
*	For	example	..
	
Use	message_box_add	('Caption'	#Server.uCaption)
Use	message_box_add	('Type'				#Server.uServerType)
Use	message_box_add	('LU	Name'	#Server.uServerLUName)
Use	Message_box_show	(ok	ok	info)
	
*	Get	the	next	server
	
Invoke	Method(#uSystem.uServerContainer.uNextServer)	Userverref(#Server)
Ucursor(#vf_elnum)	Ureturncode(#vf_elretc)
Endwhile



「圧縮ソース・ファイルvf_multi_NAT.jsが見つかりません」と
いうメッセージが表示されるのはなぜか
これは単一言語区画にフレームワークを保存する際に表示されるメッ
セージです。
ブラウザー上でフレームワークを実行すると、多言語テキスト文字列値
にアクセスするため、vf_multi_LLL.js(LLLは言語コード)というファイル
が使われます。vf_multi_ENG.js、vf_multi_FRA.js、vf_multi_JPN.jsの3つ
が付属しています。
単一言語区画の言語が英語、フランス語、日本語のいずれかであれば、
その言語に対応するファイルをvf_multi_NAT.jsという名前でコピーして
ください。ファイルは区画のExecuteフォルダーにあります。
上記以外の言語であれば、いずれかのファイルをコピーしたうえで、そ
の言語に応じて中身を編集してください。
	



「圧縮ソース・ファイルvf_multi_LLL.jsが見つかりません」と
いうメッセージが表示されるのはなぜか
これは多言語区画にフレームワークを保存する際に現れるメッセージで
す。
ブラウザー上でフレームワークを実行すると、多言語テキスト文字列値
にアクセスするため、vf_multi_LLL.js(LLLは言語コード)というファイル
が使われます。vf_multi_ENG.js、vf_multi_FRA.js、vf_multi_JPN.jsの3つ
が付属しています。
いずれかのファイルを、vf_multi_LLL.jsという名前でコピーしてくださ
い(LLLは該当する言語コード)。ファイルは区画のExecuteフォルダーに
あります。
次に、使用言語に応じて中身を編集してください。



表示されているフレームワークのバージョンのリストを変更す
る
フレームワークが多数ある場合、VLF設計者として起動すると、どれを
使うか選択するよう求められます。
	

	
このときに表示される選択リストを変更、保存する場合は、次の事項を
知っておくとよいでしょう。
この選択リストは、VLFシステム・エントリー・ポイントで指定された
テキスト・ファイルを参照して表示するようになっています。

付属のエントリー・ポイントUF_DESGNでは、次のコードに合わせて、
ファイル名を「vf_sy001_system_choice.txt」としています。
	

Set	Com(#Com_Owner)	Usystemxmlfile('vf_sy001_system.xml')
Usystemxmlchoice('vf_sy001_system_choice')
	
ファイルvf_sy001_system_choice.txtはLANSAシステムの区画実行フォル
ダーにあるので、開発者が起動して使う複数のシステムで共有できま
す。			
最後に使ったフレームワークが、
「vf_sy001_system_choice_Last_Used.txt」という名前のファイルに保存さ
れます。開発者それぞれについて別々に管理するため、個人ごとの一時
ディレクトリ(*TEMP_DIR)に保存するようになっています。



フレームワーク・プログラミング
プロトタイプを完成したときのみ、このセクションを読んでください。
実際のフィルターやコマンド・ハンドラーとして機能するプログラムを
作成して、プロトタイプを実際のアプリケーションに変更します。フィ
ルターまたはコマンド・ハンドラーを完了するたびに、それをフレーム
ワークにスナップインし、プロトタイプ・バージョンを置き換えます。
例えば、以下のようになります。

プロトタイプ・フィルターやコマンド・ハンドラーを実際のものと置き
換えるにしたがって、フレームワークは次第にプロトタイプ・アプリ
ケーションから実際のアプリケーションへ進化します。
ユーザーが作成するフィルターやコマンド・ハンドラー・プログラムは
すべて、以下のいずれかのタイプでなくてはなりません。

Windows 標準のWindows環境で稼動するVisual
LANSAコンポーネント
「ウィンドウ・フィルターおよびコマン
ド・ハンドラーの構造」を参照してくださ
い。

WAM Webブラウザーのインターフェースで動作
するWebコンポーネントのLANSA。



RDMLXコンポーネントとしてコーディング
され、WEBROUTINEコマンドを使用しま
す。
LANSA	10.5以降をインストールしたシステ
ムでのみ、WAMコマンド・ハンドラーと
フィルターが使用できます。

「WAMフィルターとコマンド・ハンドラー
構造」を参照してください。

	
非表示コマンド・ハンドラーは、タスクを実行するが、表示されないタ
イプのコマンド・ハンドラーです。「非表示コマンド・ハンドラー構
造」を参照してください。
通常は、フィルターやコマンド・ハンドラーを手でコーディングする必
要はありません。フレームワークは「コード	ウィザード」を搭載してお
り、これがコードを生成します。
フィルターとコマンド・ハンドラーの基本構造を理解すると、その中で
使用できるフレームワークの機能も理解できるようになります。

									フレームワークAncestorコンポーネント(WINDOWSのみ)

									リスト・マネージャーとインスタンス・リスト

									フレームワーク・マネージャー

									Webプログラミング

									フィルターとコマンド・ハンドラーのレイアウト・デザイン

フィルターとコマンド・ハンドラーの経験を積んでいくにつれ、より高
度な機能にも興味がわくはずです。

									アドバンスド・フィルター・スタイル

									コード・テーブル

									カスタム・プロパティ

									プログラミングのヒント



ウィンドウ・フィ	ルターおよびコマンド・ハンドラーの構造
WINDOWSの	みに適用されます。
WINDOWS	フィルターおよびコマンド・ハンドラー：
									す	べてのWindowsアプリケーションに使用されます。

									通	常表示されます。
									フォー	ムは標準のVisual	LANSAフォーム・ペインターでペイント
可能です。(つまり、Visual	LANSAエディターでフィルターおよびコ
マンド・ハンドラーのソース・コードを見直す際にはデザインタブを
使用)

									ク	ライアント・システムで実行します。

									Windows	ベースなので状態を保持できます。
WINDOWS	フィルターまたはコマンド・ハンドラーの構造は、以下のよ
うになります。



フィルターやコマ	ンド・ハンドラーには、重要な項目が何点かありま
す：

す	べてのフィルターおよびコマンド・ハンドラーはフレーム
ワークに組み込まれているベース・クラスを拡張(継承)します。
フィルターは#VF_AC007、	コマンド・ハンドラーは#VF_AC010
という名のクラスを拡張します。どちらの場合も、ベースクラ
スは一組の定義済みの動作をコマンド・ハンドラーや	フィル
ターに提供します。

す	べてのフィルターとコマンド・ハンドラーは、フィルターや
コマンド・ハンドラーが作成されるときに1度だけ実行される、
uInitializeというオプションのメ	ソッドを持つことができます。
通常、フィルターとコマンド・ハンドラーが表示するフォーム



の詳細を埋めるためにこれを使用します。

す	べてのフィルターとコマンド・ハンドラーは、フィルターや
コマンド・ハンドラーが破棄されるときに1度だけ実行される、
uTerminateというオプションのメ	ソッドを持つことができま
す。通常、フィルターとコマンド・ハンドラーが使用している
資源を解放するためにこれを使用します。

通	常、コマンド・ハンドラーにはuExecuteメソッドがありま
す。このメソッドはコマンド・ハンドラーに関連付けられてい
るフレームワーク・コマンドを	ユーザーが実行するといつも呼
び出されます。フィルターはコマンドに関連付けられないた
め、uExecuteメソッドを持っていません。フィルターは単に	そ
のユーザー・インターフェースを表示し、ユーザーが動作を指
示するのを待ちます(例：検索ボタンをクリックする)。

コ	マンド・ハンドラーは、ユーザーがコマンド・ハンドラーを
再表示させた（つまり、有効にした）際に実行するuActivateと
いうオプションのメソッド	を持つことができます。これは別の
ビジネス・オブジェクトからコマンド・ハンドラーに切り替え
たのに、コマンドを実行しなかった場合などです。このメソッ
ドを使用することは極めて少なく、非常に特殊です。使用する
場合は、事前に目的と起動のタイミングを理解してからにして
ください。

ほ	とんどのフィルターとコマンド・ハンドラーは、それぞれに
独自のイベント処理ルーチン(EvtRoutine/EndRoutineコマンド・
ペア)とメ	ソッドルーチン	(Mthroutine/EndRoutine)コマンド・ペ
アを持っています。このサンプルでは#Save_Button	and
#Transfer_Buttonという2つのボタンの「クリック」イベント・
ルーチンを示します。これらのルーチンのロジックはそれぞれ
のボタンをユー	ザーがクリックしたときに起こることを定義し
ます。

	
フレームワークが	いつ、どこで、どのようにフィルターやコマンド・ハ
ンドラーが作成されるか管理することを除けば、WINDOWSフィ	ル
ターやコマンド・ハンドラーを書くことは、他のVisual	LANSAの再利用
可能なビジュアル・パーツを書くことに似ています。



WAMフィルターおよびコマンド・ハンドラーの構造
WAMにのみ適用
WAMフィルターおよびコマンド・ハンドラー：
									LANSA	10.5(以降)をインストールしたシステムでのみ使用可能で
す。

									通常表示されます。

									レイアウト・ウェブレットとしてvlf_layoutまたはvlf_layout_v2を使
用します。vlf_layout_v2ウェブレットを使用することで、jQuery	UIデ
ザイン・テーマのウェブレット使用が可能になります。

									WAMエディターを使用して、フォームに色を塗ることが可能で
す。

									サーバー・システムで実行します。

									Webブラウザー・ベースなので状態を保持できません。
WAM関数の構造は、以下のようになります：



WAMフィルターやコマンド・ハンドラーの構造について、5つの重要な
点を理解しておいてください：

すべてのWAMフィルターおよびコマンド・ハンドラーは
#PRIM_WAMというベース・クラスを拡張(つまり、継承)しま
す。ベース・クラスは一組の定義済みの動作をWAMに提供しま
す。

Webページとして送信するものを定義するWebマップが常に存在
します。この例では、プッシュ・ボタン#UB_SAVEおよび
#UB_SEARCHが送信されます。

定義されるWEBROUTINEは必ず1つだけであり、ここでは2つの
重要なことを行います：

・フィルターやコマンド・ハンドラーが扱えるすべてのイベン
トを登録し、イベント処理ルーチンに関連付けます。この例で
は、#UB_SAVEおよび#UB_SEARCHボタンのクリック・イベン
トを登録し、イベント・ルーチンに関連付けます(青および茶の
矢印は関連を表す)。
・フレームワークマネージャに、フレームワークが初期化およ
び実行できることを示します。
uHandleEventルーチンに追加する必要があるコードは、
avRegisterEventメソッド呼び出しだけです。その他すべてのロ
ジックは、uInitialize、uExecute、uTerminateまたは
uWAMEvent_Nイベント処理ルーチンに適宜追加します。

フィルターやコマンド・ハンドラーはオプションuInitialize、
uTerminate、uExecuteイベント・ハンドラーを持つことができま
す。WAMルーチンは実行のたびに作成、破棄されるため、
WAMが呼び出されるたびにuInitializeおよびuTerminateルーチン
が実行されます。したがって、WAMとクライアントの各対話処
理の開始または終了時に実行するコードを入れておくだけで済
みます。
uExecuteは、WAMの実行時(つまり、フィルターの開始時または
コマンド・ハンドラーの実行時)にのみ実行されます。アクティ
ブなWAM(例えば、ボタンのクリック)の内部でイベントが発生
すると、uExecuteのシグナルは通知されず、登録済みの
uWAMEvent_Nイベントのシグナルのみが通知されます。



ほとんどのフィルターやコマンド・ハンドラーは固有のイベン
ト処理ルーチンを持っています。ここで使われているサンプル
WAMはイベント(UB_SAVE.ClickおよびUB_SEARCH.Click)を登
録するので、それぞれのクリック・イベントを処理するために2
つのイベント・ルーチンを定義しています。

	
ルーチンは次の順序でWeb用VLF	WAMを実行します。
1.				uHandleEvent(ルーチンuHandleEventからのメッセージは、最初に実
行された場合でも最後に送信されます)

2.				uInitialize

3.				uExecute(初回ロジック)

4.				ユーザーWAMイベント

5.				uTerminate

フレームワークがいつ、どこで、どのようにフィルターやコマンド・ハ
ンドラーが作成、表示、破棄されるかを管理することを除けば、WAM
フィルターやコマンド・ハンドラーを書くことは、他のWAMプログラ
ムを書くことに似ています。
通常、WAMはまずコード	ウィザードで生成してから、別のイベントを
追加する必要があるときに、以下を実行します。

									イベントを登録し、イベント処理ルーチンに関連付ける

									イベントを処理する新しいイベント処理ルーチンを追加する

最も重要なことは、WAMのフィルターやコマンド・ハンドラーがイベ
ントの処理を完了したら残存してはいけないということです。



非表示コマンド・ハンドラー構造
以下に適用されます。WindowsアプリケーションとWebアプリケーショ
ン。
非表示コマンド・ハンドラーの説明

									他のコマンドと同様の方法で実行されますが、タブまたは別のウィ
ンドウに表示されず、ユーザーからは見えません。

									画面表示を伴わないタスクの実行に使用されます。

									Windowsアプリケーションの場合、非表示コマンド・ハンドラーは
Ancestorとして再利用可能パーツで、vf_ac020セットを備えていま
す。

									Webアプリケーションの場合、非表示コマンド・ハンドラーは
Visual	LANSAのファンクションです。

									ほとんどの画面表示を伴わないフレームワークとインスタンス・リ
ストのサービスを利用できます。

	
構造上、Windowsアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラー
はWindowsコマンド・ハンドラーと似ていますが、次の重要な違いがあ
ります。

									非表示コマンド・ハンドラーは、ベース・クラス#VF_AC020を拡
張します。

									非表示コマンド・ハンドラーは、オプションのメソッドuInitializeを
使用しません。

									非表示コマンド・ハンドラーは、オプションのメソッドuTerminate
を使用しません。

									非表示コマンド・ハンドラーは、イベントをlistenしません。
	
Webアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラーは、次のような特
徴があります。

									標準のVisual	LANSAファンクションです。

									REQUESTコマンド、DISPLAYコマンドなどの表示エレメントを含
みません。

									同じレベルの同じビジネス・オブジェクトのコマンドに指示できま



せん。

									イベントをリスン（listen）しません。
	
非表示コマンド・ハンドラーを使用する場合は、次の点に注意してくだ
さい。

									省略値のコマンドオプションをインスタンス・レベルのコマンドの
場合は	NEVER	に、ビジネス・オブジェクト・レベルのコマンドの場
合は	NO	に必ず設定します。

									[他のコマンド・タブを隠す]オプションを設定しないでください。
									RAMP	Destination画面に接続しないでください。

									情報をユーザーに表示しようとしたり、ユーザーとのやりとりの中で表示しようとしない
でください。非表示は表示しないためのものです。

	
Windowsアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラーの例
Webアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラーの例



Windowsアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラーの例
*	================================================================================
*	Type												:	COMMAND	HANDLER
*	Platform								:	MS-WINDOWS	(Visual	LANSA)
*	Ancestor								:	VF_AC020
*	Copyright							:	(C)	Copyright
*	Framework							:	Dem	Framework
*	================================================================================
*	An	instance	level	command,	reverses	the	Employee	Name	in	the	instance	list.
*	================================================================================
Function	Options(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC020)
*	================================================================================
*	Simple	Field	and	Group	Definitions
*	================================================================================
DEFINE	FIELD(#REVSD)	REFFLD(#VF_ELBOOL)
DEF_COND	NAME(*REVSD)	COND('#REVSD	*EQ	TRUE')
*	================================================================================
*	Handle	Command	Execution
*	================================================================================
Mthroutine	Name(uExecute)	Options(*REDEFINE)
*	Do	any	execution	logic	defined	in	the	ancestor
Invoke	#Com_Ancestor.uExecute
*	Get	the	Employee	number	of	the	current	instance
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	AKey1(#EMPNO)	AColumn3(#REVSD)
*	Fetch	information	from	the	main	file	to	fill	in	the	header	fields	on	the	form
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
*	Put	the	names	together	in	the	reverse	order
If	Cond(*REVSD)
*	Put	the	names	together	Given	name	first
Change	#UF_VisID2	#GIVENAME
Use	BConcat	(#UF_VisID2	#SURNAME)	(#UF_VisID2)
*	Set	the	reversed	flag
Change	#REVSD	FALSE
Else
*	Put	the	names	together	Surname	first
Change	#UF_VisID2	#SURNAME
Use	BConcat	(#UF_VisID2	#GIVENAME)	(#UF_VisID2)



*	Set	the	reversed	flag
Change	#REVSD	TRUE
Endif
*	Update	the	name	(Visual	ID	2)	to	the	instance	list
Invoke	Method(#avListManager.UpdateListEntryData)		AKey1(#EMPNO)	Visualid2(#UF_VisID2)	AColumn3(#REVSD)
Endroutine
End_Com



Webアプリケーションの非表示コマンド・ハンドラーの例
Example	1
*	This	is	an	example	of	VLF.WEB	hidden	command.
*	It	is	executed	on	the	web	server.
*	It	can	coded	in	RDML	or	RDMLX	format.
	
*	Regardless	of	whether	it	is	RDML	or	RDMLX	it	needs	to	use	the
*	VF*	series	of	built-in	functions	to	communicate	with	the	Framework
*	manager.
Function	Options(*DIRECT)
*	Get	the	current	instance	list	entry
Use	Builtin(VF)	With_Args(GETCURRENTINSTANCE)
*	Get	AKEY3	because	it	contains	the	employee	number
Use	Builtin(VF_GET)	With_Args(AKEY3)	To_Get(#EmpNo)
*	Issue	a	message	showing	the	employee	number	retrieved
Execute	Subroutine(Showmsg)	With_Parms('Employeee	number	selected	is'
#Empno)
*	Make	the	message	always	be	displayed	in	the	web	browser
Use	Builtin(VF_SET)	With_Args(AVSHOWMESSAGES	TRUE)
*	Finished
Return
*	Simple	subroutine	to	issue	a	message	onto	program	message	queue
Subroutine	Name(ShowMSG)	Parms((#MSGDTA	*RECEIVED)	(#TEMP1
*RECEIVED))
Define	Field(#Msgdta)	Type(*char)	Length(132)
Define	Field(#Temp1)	Type(*char)	Length(132)
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args(#MSGDTA	#TEMP1)	To_Get(#MSGDTA)
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MsgDta)
Endroutine
	

Example	2
*	=======================================================
*	Description	...:	Instance	level	Hidden	Command	Handler
*
*	=======================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*	Simple	Field	and	Group	Definitions



*	=======================================================
DEFINE	FIELD(#REVSD)	REFFLD(#VF_ELBOOL)
DEF_COND	NAME(*REVSD)	COND('#REVSD	*EQ	TRUE')
*	Get	the	Employee	number	of	the	current	instance
*	and	the	revered	flag.
USE	BUILTIN(VF)	WITH_ARGS(GETCURRENTINSTANCE)
USE	BUILTIN(VF_GET)	WITH_ARGS(AKEY1)	TO_GET(#EMPNO)
*	Get	the	Name	state	from	the	clipboard
USE	BUILTIN(VF_RESTOREAVALUE)	WITH_ARGS(*BLANKS	PNCAFLT	REVERSED	#EMPNO)	TO_GET(#REVSD)
USE	BUILTIN(VF_TRACEAVALUE)	WITH_ARGS('Employee	name	is	surname	first?	'	#REVSD)
*	Fetch	information	from	the	main	file	to	fill	in	the
*	header	fields	on	the	form
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
*	Put	the	names	together	in	the	reverse	order
IF	COND(*REVSD)
*	Put	the	names	together	Given	name	first
CHANGE	FIELD(#UF_VISID2)	TO(#GIVENAME)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#UF_VISID2	#SURNAME)	TO_GET(#UF_VISID2)
*	Set	the	reversed	flag
CHANGE	FIELD(#REVSD)	TO(FALSE)
USE	BUILTIN(VF_TRACEAVALUE)	WITH_ARGS('Employee	name	has	been	reversed.	Name	is	now	'	#UF_VISID2)
ELSE
*	Put	the	names	together	Surname	first
CHANGE	FIELD(#UF_VISID2)	TO(#SURNAME)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#UF_VISID2	#GIVENAME)	TO_GET(#UF_VISID2)
*	Set	the	reversed	flag
CHANGE	FIELD(#REVSD)	TO(TRUE)
USE	BUILTIN(VF_TRACEAVALUE)	WITH_ARGS('Employee	name	is	now	surname	first.	Name	is	now	'	#UF_VISID2)
ENDIF
*	Update	the	name	(Visual	ID	2)	to	the	instance	list
USE	BUILTIN(VF)	WITH_ARGS(BEGINLISTUPDATE)
*	Set	up	the	list	entry	details
USE	BUILTIN(VF_SET)	WITH_ARGS(VISUALID1	#EMPNO	VISUALID2	#UF_VISID2	AKEY1	#EMPNO)
USE	BUILTIN(VF_TRACEAVALUE)	WITH_ARGS('Employee	name	is	surname	first?	'	#REVSD)
*	Add	instance	details	to	the	instance	list
USE	BUILTIN(VF)	WITH_ARGS(ADDTOLIST)
*	Instance	list	updating	is	now	complete
USE	BUILTIN(VF)	WITH_ARGS(ENDLISTUPDATE)
*	Remember	which	way	the	name	is	presented



USE	BUILTIN(VF_SAVEAVALUE)	WITH_ARGS(#REVSD	PNCAFLT	REVERSED	#EMPNO)



フレームワークAncestorコンポーネント
Windowsにのみ適用
フィルターやコマンド・ハンドラー、またはインスタンス・リスト・ブ
ラウザーを作成する場合は、標準の組み込みAncestorを使用する必要が
あります。これは使用しているコンポーネントが所定の動作を継承する
ので、書くコードの量を最小限にすることができます。
フィルター、コマンド・ハンドラー、イスタンス・リストとして使用す
る再利用可能パーツを作成する場合は、適宜Roleプロパティを設定する
必要があります。

再利用可能パーツの
タイプ：

プログラムの最初のコードは以下のよう
にする必要があります。

フィルター Begin_Com	Role(*EXTENDS
#VF_AC007)	…	など

コマンド・ハンド
ラー

Begin_Com	Role(*EXTENDS
#VF_AC010)	…	など

インスタンス・リス
ト・ブラウザー

Begin_Com	Role(*EXTENDS
#VF_AC012)	…など

隠しコマンド・ハン
ドラー

Begin_Com	Role(*EXTENDS
#VF_AC020)	…など

						
フィルター、コマンド・ハンドラー、インスタンス・リストは、コン
ポーネントが提供する2つのサービス、リスト・マネージャーとインス
タンスリストおよびフレームワーク・マネージャーを利用します。



(内部のPUVF_コンポーネントは無視します。)
リスト・マネージャーとフレームワーク・マネージャーのサービスを調
査する最も良い方法は、Visual	LANSA	アウトラインのavListManagerま
たはavFrameworkManagerを選択し、

	
ダブルクリックして、提供されているコンポーネント・プロパティ・



シートとF2でプロパティ、メソッド、イベントを調査する、というもの
です。

リスト・マネージャーとフレームワーク・マネージャーの使用例につい
ては、組み込みのDF_FILTnコンポーネントを参照してください。



リスト・マネージャーとインスタンス・リスト
インスタンス・リストを管理するコンポーネントをリスト・マネー
ジャーといいます。
インスタンス・リストの各エントリーは、ビジネス・オブジェクトの特
定のインスタンスを表します(この例では特定の従業員)。

フィルター、インスタンス・リスト、およびコマンド・ハンドラーの関
係については、「基本インスタンス･リスト処理」を参照してくださ
い。
あるリスト・エントリーが画面に表示されているとき、ユーザーにそれ
を識別しやすくするものが必要です。これらのビジュアル識別子は通
常、名前のようなプログラム的な識別子としては絶対に使用されない要
素を含んでいます。ほとんどのビジネス・オブジェクトは最低2つのビ
ジュアル識別子を含んでいます。「ビジュアル識別子」を参照してくだ
さい。
リストの各エントリーにもリスト内で固有に識別できるものが必要で
す。例えば、従業員番号A0070は従業員Veronica	Brownを固有に識別でき
ます。このプログラム的な識別子は、フィルターとコマンド・ハンド



ラーが、どのビジネス・オブジェクトが作業対象となっているのか固有
に識別するために必要です(名前は必ずしも固有ではありません)。多く
のビジネス・オブジェクトには、1つ以上の固有のプログラム的識別子
が必要です。「プログラム的識別子」を参照してください。
フレームワーク・アプリケーションで使用されている識別子を調べるに
は、「識別子のテスト」を参照してください。
Windowsフレームワークでは、実行時にフィルターをコーディングして
インスタンス・リストの欄見出しをオーバーライドできます。これは、
さまざまなフィルター検索の結果に適したインスタンス・リストを作成
するのに使用できます。「インスタンス・リストの欄見出しのオーバー
ライド」を参照してください。また、実行時にフィルターやコマンド・
ハンドラーをコーディングしてインスタンス・リストをソートできま
す。「プログラムによるインスタンス・リストのソート」を参照してく
ださい。
必ずしもフレームワークの標準インスタンス・リストを使用する必要は
ないことに注意してください。「インスタンス・リストを任意に作成」
を参照してください。



基本インスタンス・リスト処理

フレームワークでは、フィルターを使用して、顧客や受注データなどの
ビジネス・オブジェクト・リストが作成されます。ユーザーがインスタ
ンス・リストに表示されたビジネス・オブジェクト・インスタンスをク
リックすると、通常、コマンドハンドラータブのセットが表示され、ビ
ジネス・オブジェクトに関するさまざまな詳細や、そのビジネス・オブ
ジェクトに対して実行できるさまざまな処理が示されます。例えば以下
のようになります。

このモデルはプログラム的に非常に簡単です。
通常、フィルター内の検索ボタンは次のように動作します。



*	リスト更新の開始を示して、フレームワークをビジーに設定する
	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
	
*	まずリストをクリアする
	
Invoke	Method(#avListManager.ClearList)
	
*	検索条件に一致するビジネス・オブジェクトを、(通常はデータベー
ス・テーブルの行から)選択し、
*	インスタンス・リストに追加する
	
Select	Fields()	From_File()	With_Key()	Where()
	
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	.....
	
EndSelect
	
*	リスト更新の終了を示す
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
構造上、このロジックには、ほとんどのフィルターとインスタンス・リ
ストが連携する方法が反映されています。
	



ビジュアル識別子
フィルターを作成する場合、ビジュアル識別子を一組決定する必要があ
ります。これらの識別子によりユーザーは各ビジネス・オブジェクト・
インスタンスを識別し、フィルタリングすることができます。
インスタンス・リストをリスト・マネージャーで管理する場合、ビジネ
ス・オブジェクト・インスタンスに割り当てたビジュアル識別子を
VisualID1とVisualID2というパラメータで指定し(または受け取り)ます。
どちらのパラメータとも英数字で、それぞれ最長32文字まで、および50
文字までです。もちろんこのビジュアル識別子には、数値や連結情報を
含め何でも任意で入力することができます。「フレームワーク・マネー
ジャー」はavMakeAlphaValueという、数値識別子(製品や顧客数など)を
英数字へ変換する標準メソッドを備えています。
以下にビジュアル識別子のサンプルを示します。

ビジネス・
オブジェク
ト

選択したVisualID1 選択したVisualID2

Product 製品数 製品記述

Customer 顧客ID 顧客名

Employee 従業員数 従業員名(部署−社内電話番
号)

Account 会社ID：口座番号 口座名義

Department 部署名 不要

Section 部署コード	-	セクショ
ン・コード

セクション名

						
ただし、ビジュアル識別子はプログラムがどう物事を識別するかにまっ
たく関係なく、物事を識別できる人だけが使用できます。ビジュアル識
別子はオブジェクト・インスタンスごとに動的に変化することもありま
す(例えば、すべての上得意客にはVisualID2の名前の前に*を付けるな
ど)。



プログラム的識別子
プログラム的識別子を設定する必要があります。これらの識別子により
フィルターやコマンド・ハンドラー(つまり作成したプログラム)が各ビ
ジネス・オブジェクト・インスタンスを固有に識別できます。
リスト・マネージャーでは一組のパラメータで、選択したプログラム的
識別子を表します。

									AKey1、AKey2、AKey3、AKey4およびAKey5はビジネス・オブジェ
クト・インスタンスを識別する英数値を設定します(または受け取り
ます)。これらはオプションで、その最大文字数は(各々)32文字です。

									NKey1、NKey2、NKey3、NKey4およびNKey5はビジネス・オブジェ
クト・インスタンスを識別する数値を設定します(または受け取りま
す)。これらはオプションで、その最大精度は(各々)15,0文字です。

そのため、ビジネス・オブジェクト・インスタンスは最大10個までのプ
ログラム的識別子を持つことができます。英数型5個、数値型5個までで
組み合わせは自由です。識別子は1つか2つしか使わないかもしれません
が、複数の情報を連結して1つのAKeyn値に入れることができるので、
事実上10以上のキーを持つことができます。
以下にビジネス・オブジェクトを識別する方法の例を示します。

ビジネス・
オブジェク
ト

AKey1 AKey2 AKey3 AKey4 AKey5 NKey1 Nkey2

Product 	 	 	 	 	 製品
数

	

Customer 顧客
番号

	 	 	 	 	 	

Account 口座
番号

	 	 	 	 会社
番号

主口
座

Department 部署
コー
ド

	 	 	 	 	 	

Section 部署
コー

セク
ショ

	 	 	 	 	



ド ン・
コー
ド

これらの識別子はプログラムにビジネス・オブジェクト・インスタンス
を固有に識別できる必要があります。しかし、（ビジュアル識別子にし
ない限り)識別子は誰にも見えないので注意してください。



識別子のテスト
汎用的なVLFコマンド・ハンドラーを使用して、インスタンス・リスト
から渡されたビジュアル識別子とプログラム的識別子をテストできま
す。選択したビジネス・オブジェクトとその識別子の値が表示されま
す。

	
コマンド・ハンドラーを使用するには、サンプル・コードを再利用可能
パーツにコピー・アンド・ペーストし、コンパイルして、任意のビジネ
ス・オブジェクトのコマンド・ハンドラーとしてスナップインします。
Function	Options(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC010)	HEIGHT(240)
HINT(*MTXTDF_DET1)	WIDTH(600)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXVI1.Visual)	NAME(#VF_ELXVI1)
DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(19)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(1)	TOP(8)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(416)



DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXVI2.Visual)	NAME(#VF_ELXVI2)
DISPLAYPOSITION(2)	HEIGHT(19)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(2)	TOP(26)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(417)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXNK1.Visual)	NAME(#VF_ELXNK1)
DISPLAYPOSITION(7)	HEIGHT(19)	LEFT(272)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(7)	TOP(136)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXNK2.Visual)	NAME(#VF_ELXNK2)
DISPLAYPOSITION(6)	HEIGHT(19)	LEFT(273)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(6)	TOP(155)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXNK3.Visual)	NAME(#VF_ELXNK3)
DISPLAYPOSITION(5)	HEIGHT(19)	LEFT(273)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(5)	TOP(174)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXNK4.Visual)	NAME(#VF_ELXNK4)
DISPLAYPOSITION(4)	HEIGHT(19)	LEFT(273)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(4)	TOP(192)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXNK5.Visual)	NAME(#VF_ELXNK5)
DISPLAYPOSITION(3)	HEIGHT(19)	LEFT(273)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(3)	TOP(208)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXAK1.Visual)	NAME(#VF_ELXAK1)
DISPLAYPOSITION(12)	HEIGHT(19)	LEFT(11)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(12)	TOP(136)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(249)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXAK2.Visual)	NAME(#VF_ELXAK2)
DISPLAYPOSITION(11)	HEIGHT(19)	LEFT(11)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(11)	TOP(153)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(249)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXAK3.Visual)	NAME(#VF_ELXAK3)
DISPLAYPOSITION(10)	HEIGHT(19)	LEFT(11)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(10)	TOP(172)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(249)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXAK4.Visual)	NAME(#VF_ELXAK4)
DISPLAYPOSITION(9)	HEIGHT(19)	LEFT(11)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(9)	TOP(190)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(249)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELXAK5.Visual)	NAME(#VF_ELXAK5)
DISPLAYPOSITION(8)	HEIGHT(19)	LEFT(11)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(8)	TOP(208)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(249)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELBOOL.Visual)	NAME(#VF_ELBOOL)
CAPTION('Found	')	DISPLAYPOSITION(13)	HEIGHT(19)
LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(13)	TOP(44)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(209)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELIDN.Visual)	NAME(#VF_ELIDN)
CAPTION('Business	Object	Type')	DISPLAYPOSITION(14)	HEIGHT(19)



LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(14)	TOP(64)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(329)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELTXTS.Visual)	NAME(#VF_ELTXTS)
CAPTION('Type')	DISPLAYPOSITION(15)	HEIGHT(19)
LABELTYPE(Caption)	LEFT(344)	MARGINLEFT(30)
PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(15)	TOP(108)
USEPICKLIST(False)	WIDTH(159)
DEFINE_COM	CLASS(#VF_ELTXTL.Visual)	NAME(#VF_ELTXTL)
CAPTION('Business	Object	Caption')	DISPLAYPOSITION(16)	HEIGHT(19)
LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(16)	TOP(107)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(329)
DEFINE_COM	CLASS(#STD_TEXTL.Visual)	NAME(#STD_TEXTL)
CAPTION('Command	Caption')	DISPLAYPOSITION(17)	HEIGHT(19)
LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(17)	TOP(84)	USEPICKLIST(False)	WIDTH(329)
DEFINE_COM	CLASS(#STD_TEXTS.Visual)	NAME(#STD_TEXTS)
CAPTION('Type')	DISPLAYPOSITION(18)	HEIGHT(19)
LABELTYPE(Caption)	LEFT(344)	MARGINLEFT(30)
PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(18)	TOP(84)
USEPICKLIST(False)	WIDTH(159)
*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	Command	Execution
*	--------------------------------------------------------------------------------
Mthroutine	Name(uExecute)	Options(*REDEFINE)
*	Do	any	execution	logic	defined	in	the	ancestor
Invoke	#Com_Ancestor.uExecute
*	Get	the	details
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	AKey1(#vf_elxak1)
AKey2(#vf_elxak2)	AKey3(#vf_elxak3)	AKey4(#vf_elxak4)
AKey5(#vf_elxak5)	NKey1(#vf_elxnk1)	NKey2(#vf_elxnk2)
NKey3(#vf_elxnk3)	NKey4(#vf_elxnk4)	NKey5(#vf_elxnk4)
Found(#vf_elBool)	VisualId1(#VF_ELXVI1)	VisualId2(#VF_ELXVI2)
BusinessObjectType(#vf_elidn)
*	Display	other	details	as	well
Change	#Std_texts	#com_Owner.avCommandType
Change	#Std_textl	#com_Owner.avCommandCaption
Change	#vf_eltxts	#com_Owner.avObjectType
Change	#vf_eltxtl	#com_Owner.avObjectCaption
Endroutine



End_Com



フィルターとリスト・マネージャー
フィルター・コンポーネントはインスタンス・リスト内に表示されるエ
ントリーを制御します。
リスト・マネージャーはフィルターで使用できるメソッドを提供しま
す。

WindowsとWAMアプリケーション 説明

Invoke
#avListManager.BeginListUpdate

リスト・マネージャーにこれ
からインスタンス・リストの
アップデートを開始すること
を通知するために使用する。
事実上BeginListUpdateと
EndListUpdateはリストのアッ
プデート・トランザクション
の境界を定義するために使用
される。リストの更新を始め
ると、リスト・マネージャー
はビジー・ライトを点灯しま
す。

「インスタンス・リスト・エ
ントリーの更新と削除」も参
照してください。

Invoke	#avListManager.ClearList カレント・インスタンス・リ
ストをクリアするために使用
する

Invoke	#avListManager.AddtoList インスタンス・リストに新し
いエントリーを追加したり、
既存のものを更新するために
使用する。このメソッドに
VisualID1とVisualID2および
AKeynとNKeynの値を供給す
る必要があります。

また、インスタンスを選択す
べきかを表示するSelectパラ
メータもあります。



AddToListメソッドにはオプ
ションのBusinessObjectTypeパ
ラメータがあって、フィル
ターが同じインスタンス・リ
ストに別のビジネス・オブ
ジェクト・タイプを追加する
ために使えます。
またオプションのRowColorパ
ラメータもあり、フィルター
でインスタンス・リストのエ
ントリーを追加する際に色を
指定することができます。詳
細は、「リスト・エントリー
の色の変更(RowColor)」を参
照してください。

Invoke
#avListManager.EndListUpdate

リスト・マネージャーにリス
トのアップデートが完了した
ことを通知するために使用。
リスト・マネージャーはビ
ジー・ライトを消灯し、画面
に表示されたリストを更新し
ます。

Invoke
#avListManager.RemovefromList
	
現在WAMでは無効です。

インスタンス・リストからエ
ントリーを削除するために使
用。AKeynおよびNKeynの値
は削除するエントリーを固有
に識別するために必要です。
エントリーが存在しない場合
は要求が無視されます。

Invoke
#avListManager.UpdateListEntryData
	
現在WAMでは無効です。

既存のインスタンス・リス
ト・エントリーのデータ内容
を迅速に更新するために使
用。エントリーが存在しない
場合は要求が無視されます。
BeginListUpdateおよび
EndListUpdateのメソッド呼び



出しで囲む必要はありませ
ん。

Invoke
#avListManager.RefreshRelationship	
現在WAMでは無効です。

インスタンス・リストで子/子
孫のツリー「クラスター」(ツ
リーとして表示されるもの)を
更新するために使用。このメ
ソッドを呼び出すと、リレー
ション・ハンドラーが再度呼
び出される結果、ツリーの子
ノード・クラスターが更新さ
れます。次の点に注意してく
ださい。

									子ノード・クラスターが
あらかじめ展開されていな
ければ、更新要求は無視さ
れます。	

									子ノード・クラスターが
展開されていれば、リレー
ション・ハンドラーが呼び
出され、リレーションが再
度展開されます。リレー
ション・ハンドラーが返す
インスタンス・リスト・エ
ントリーにより、既存のツ
リー・ノードが更新され、
または新しいエントリーが
挿入されます。呼び出し前
から存在していたツリー・
ノードのうち、リレーショ
ン・ハンドラーから返され
なかったものは、ツリーお
よびインスタンス・リスト
から削除されます。

									通常、このメソッドは、
ツリーの最下層レベルでの
み使います。



									このメソッドの使用にあ
たって問題が生じた場合
は、アプリケーションのト
レース機能を有効にし、そ
の出力を調べてみてくださ
い。

「インスタンス・リスト・エ
ントリーの更新と削除」も参
照。

Invoke
#avListManager.AlterColumnHeadings
現在WAMでは無効です。

実行時にインスタンス・リス
トの欄見出しをオーバーライ
ドするために使用。これを使
用すると、インスタンス・リ
ストを各種のフィルター検索
の結果に適したものにするこ
とができます。

Invoke
#avListManager.ResetAlteredHeadings
現在WAMでは無効です。

インスタンス・リストの欄見
出しのすべてのオーバーライ
ドを削除するために使用。

Invoke	#avListManager.DisplaySorted
現在WAMでは無効です。

実行時に列の表示/非表示に
よってインスタンス・リスト
をソートするために使用。最
大4つのソート列を指定する
ことができます。

インスタンス・リストの項目の更新方法の手順については、チュートリ
アル「VLF013WIN	-	イベントの通知」または「VLF013WAM	-	イベント
の通知」を参照してください。
WindowsとWebブラウザー・アプリケーションで構文が異なっていて
も、インスタンス・リストを管理するプログラミング・モデルは同じで
す。
以下の例では、WindowsとWAMアプリケーションで、インスタンス・
リストにEmpolyeeの詳細を入力します。
*	Start	the	list	updating	and	clear	the	current	instance	list	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
Invoke	Method(#avListManager.ClearList)



*	Select	all	employees	with	specified	surname	(generically)	and	add	to	instance	list	
Select	Fields(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)	From_File(PSLMST2)	With_Key(#SURNAME)
							Generic(*YES)
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args(#GiveName	#SurName)	To_Get(#FullName)
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#Empno)	Visualid2(#FullName)
							Akey1(#Empno)
EndSelect
*	Instance	list	updating	has	been	completed
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)



インスタンス・リスト・エントリーの更新と削除
BeginListUpdateメソッドでは、特殊パラメータ・モード(DYNAMIC)を
使用できます。
通常、インスタンス・リストの処理はおおまかに次の2つの処理モード
に分類されます。

									検索と更新：通常、検索ボタンがクリックされると、まずインスタ
ンス・リストがクリアされ、ユーザーが起動した検索によってインス
タンス・リストが完全に埋められます。これは、インスタンス・リス
ト全体が更新されるためモード(REFRESH)処理と呼ばれます。場合に
よって、リストはクリアされず、エンド・ユーザーが「AND」形式
の検索を簡単に実行できるよう、徐々に追加されることがあります。

									エントリーの個別更新と削除：一般的に、コマンド・ハンドラー
は、インスタント・リスト内にすでに存在する少数のエントリーに反
映すべきだということを認識しているいくつかの処理を実行していま
した。これは、インスタンス・リスト内の少数のエントリーのみがそ
のビジュアル・コンテンツを動的に更新または削除する必要があるた
め、モード(DYNAMIC)処理と呼ばれます。

モード(REFRESH)がリスト処理のデフォルト・スタイルです。
フレームワークがモード(REFRESH)要求を処理する方法とモード
(DYNAMIC)要求を処理する方法には、いくつか異なる点があります。
									デフォルトのモード(REFRESH)メソッドを使用する場合、インスタ
ンス・リストのビジュアライゼーションはEndListUpdateメソッドが実
行されるときに実行されます。この処理は、既存のビジュアライゼー
ション全体をクリアし、ゼロから再構築します。つまり、リストを完
全に同じコンテンツで置き換えても、選択とフォーカスは失われツ
リーは縮小されます。

									モード(REFRESH)を使用する場合、デフォルト・コマンドを実行し
て、インスタンスの選択を設定できます。

									モード(DYNAMIC)を使用する場合、インスタンス・リストへの変
更に対するビジュアライゼーションが直ちに実行されます。意図する
すべての処理はビジュアライゼーションの変更または削除であるた
め、デフォルト・コマンドを実行してインスタンスの選択を設定また
は変更することはできませんが、既存の選択とフォーカスが失われる
ことはなく、ツリーも縮小されません。

									モード(DYNAMIC)更新を使用する場合、#ListManager.ClearListは使



用できません。これを行うとエラーメッセージが表示されます。
最終的に、インスタンス・リスト・エントリーを更新する方法は2種類
になります：#ListManager.AddtoListまたは
#ListManager.UpdateListEntryDataを使用できます。2つとも既存のエント
リーを更新しますが、AddtoListのみは指定されたエントリーが存在しな
い場合に新しいエントリーを作成します。
この2つの主な違いは次のとおりです。
									UpdateListEntryDataは、パラメータとして指定されたリスト・エン
トリーの値のみを更新します。たとえば、追加列3のみを更新できま
す。

									AddtoListは、パラメータとして渡された値を使用するかデフォルト
値を使用して、インスタンス・リスト・エントリーのすべての値を更
新します。したがって、追加列3を更新するには追加列1、2の値を渡
す必要があり、また場合によっては追加列4、5、6の値も渡す必要が
あります。

									上記のポイントは、MODE(REFRESH)更新でUpdateListEntryDataを
使用するべきではないということを意味します。

注意：

										UpdateListEntryDataまたは	RemoveFromListを使用した後に
AddtoListを使用して、インスタンス・リスト・エントリーの識別キー
を更新しないでください。識別キー(Akey、Nkey)は、いかなるコマン
ド・ハンドラーからも変更されない値とする必要があります。変更可
能な、インスタンス・リストの追加列の値を使用してください。

リレーション・ハンドラーを使用して、ツリーとして表示されているイ
ンスタンス・リスト内のノードを動的に展開する場合、
#avListManager.RefreshRelationshipメソッドを使用して、ツリー内の1つ
のレベルをプログラムで完全に更新することができます。
たとえば、組み込みのデモンストレーション・フィルターDF_FILT30に
は、イベントDEM_EMP_UPDATEDをリッスンする以下のロジックが含
まれています。
	
*	If	an	employee	update	has	been	triggered
	
When	(=	DEM_EMP_UPDATED)
	
*	Get	the	department	and	section	this	employee	belonged	to	at	the	time	they



were	added	to	the	instance	list
	
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	AKey1(#Original_Deptment)
AKey2(#Original_Section)	AKey3(#Empno)		
	
*	Refresh	the	tree	node	that	the	employee	was	in	originally	(this	might	cause	the
employee	to	be	removed	from	the	node).
*	This	method	causes	the	relationship	handler	function	DFREL01	to	be	called
again	to	refresh	the	whole	tree	node.
	
Invoke	#avListmanager.RefreshRelationship
BusinessObjectType(DEM_ORG_SEC_EMP)	AKey1(#Original_Deptment)
Akey2(#Original_Section)
	
*	Now	see	what	department	and	section	the	employee	is	in	now.If	either	has
changed,	update	the	tree	node	for	the
*	the	new	department/section.If	this	node	has	never	been	expanded	this	request
will	be	ignored,	because	the	employee
*	will	be	shown	later	if	/	when	the	user	decides	to	expand	this	node.
	
Fetch	Fields(#Deptment	#Section)	from_file(PslMst)	with_key(#Empno)
	
If	((#Deptment	*ne	#Original_Deptment)	or	(#Section	*ne	#Original_Section))
Invoke	#avListmanager.RefreshRelationship
BusinessObjectType(DEM_ORG_SEC_EMP)	AKey1(#Deptment)
Akey2(#Section)
Endif
								
	

	



コマンド・ハンドラーとリスト・マネージャー
インスタンス・リストでエンド・ユーザーは1つ以上のビジネス・オブ
ジェクト・インスタンスを選択し、コマンド(つまりコマンド・ハンド
ラー)を実行することができます。

コマンド・ハンドラーでは通常から以下を認識する必要があります。

									Current	Instance。これは選択されたインスタンス(1つだけ選択した
場合)、あるいはフォーカスが当たっているインスタンス(複数選択の
場合)。

										Selected	Instances。選択されたすべてのインスタンス。
コマンド・ハンドラーでは、以下のリスト・マネージャー・メソッドが
使用できます。

WindowsとWAMアプリケーション 説明

Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance リスト・マネージャーにカ
レント・ビジネス・オブ
ジェクト・インスタンスの
詳細を問い合わせます。
コマンド・ハンドラーが1つ
のビジネス・オブジェク
ト・インスタンスを扱うよ
うに設計されている場合(例
えばある製品の詳細を表示
する場合)、このメソッドを
使用して現在の製品を検出
する必要があります。

Invoke	#avListManager.GetSelectedInstance リスト・マネージャーにリ



ストで選択されたインスタ
ンスをすべて返すように要
求します。複数のオブジェ
クト・インスタンスを操作
する(例えば選択した全従業
員の詳細を印刷する)よう設
計されたコマンド・ハンド
ラーもあります。

Invoke	#avListManager.GetFromList

現在WAMでは無効です。

リスト・マネージャーにイ
ンスタンス・リストのイン
スタンスの固有な識別子と
ビジュアル識別子を返すよ
うに要求します。インスタ
ンスを読み込むために
AKeynおよびNKeynの値は
固有に識別できる必要があ
ります。

Invoke	#avListManager.GetInstance リスト・マネージャーにリ
ストでインスタンスのエン
トリーをすべて返すように
要求します。このメソッド
で、コマンド・ハンドラー
がすべてのオブジェクト・
インスタンスをフィルター
で返せるように設計できま
す。

Invoke
#avListManager.AlterColumnHeadings
現在WAMでは無効です。

実行時に、インスタンス・
リストの欄見出しをオー
バーライドするために使
用。これを使用すると、イ
ンスタンス・リストを各種
のフィルター検索の結果に
適したものにすることがで
きます。

Invoke
#avListManager.ResetAlteredHeadings

インスタンス・リストの欄
見出しのオーバーライドを



現在WAMでは無効です。 すべて削除するために使
用。

Invoke	#avListManager.DisplaySorted
現在WAMでは無効です。

実行時に、列の表示/非表示
でインスタンス・リストを
ソートするために使用。最
大4つのソート列を指定する
ことができます。

			
Windowsアプリケーションではリスト・マネージャーは
ListSelectionChangedイベントも通知しますので、より複雑なコマンド・
ハンドラーではこれをlistenして使用することができます。これは選択し
たオブジェクト・インスタンスのセットを変更するたびに通知されま
す。Webブラウザー・アプリケーションでは、同じイベントがコマン
ド・ハンドラーを完全に(再)実行するものとして扱います。組み込みの
デモとプログラミング	テクニックアプリケーションにはこのタイプのイ
ベント処理例があります。
注：インスタンス・リストの内容や選択は、いかなる方法でも
ListSelectionChangedイベント・ハンドラー内で変更してはいけません。
WindowsとWebブラウザー・アプリケーションでインスタンス・リスト
を管理するプログラミング・モデルは同じです。
WindowsまたはWAMアプリケーションでは、以下の方法でEmployeesイ
ンスタンス・リストの現在のEmployeeは何かを判別します。
Invoke	#avListManager.GetCurrentInstance	AKey1(#EMPNO)
	
以下の方法で現在インスタンス・リスト内にあるEmployeeを、選択して
いるか否かにかかわらず、すべて見つけ出します。
	
Def_cond	*RetOkay	'#RetCode	=	OK'
Invoke	#avListManager.GetInstance	First(TRUE)	Akey1(#Empno)
ReturnCode(#RetCode)
DoWhile	*RetOkay
Fetch	Fields(…..whatever	….)	From_File(PSLMST)	With_Key(#Empno)
Invoke	#avListManager.GetInstance	First(FALSE)	Akey1(#Empno)
ReturnCode(#RetCode)
EndWhile



現在の/選択したインスタンス
組み込まれているサンプル・コマンド・ハンドラーDF_DET14は、どの
インスタンス・リストでも現在のインスタンスと選択されたインスタン
スを表示します。
以下のサンプルDF_DET14は[状況]コマンドのコマンド・ハンドラーと
して割り当てられています。ここで現在のインスタンスと選択したすべ
てのインスタンスをEmployeeインスタンス・リストに表示します。

	
Paul	Smithsonを囲んでいる点線は現在のインスタンスを表しています。
DF_DET14をビジネス・オブジェクトのコマンド・ハンドラーとして割
り当てて、GetCurrentInstanceとGetSelectedInstanceがどのように働くか確
認してください。割り当てるコマンドは「インスタンス・コマンド」で
ある必要があるので注意してください。



インスタンスの権限
GetCurrentInstanceおよびGetSelectedInstanceは次のインスタンスを返しま
す(現在のユーザーが現在のコマンド・コンテキストのインスタンスの
権限を持っているか否かにかかわらず)。このレベルでインスタンスへ
のアクセスを防ぐのはアプリケーションの問題ですが、それには少なく
とも2通りの方法があります。	
									#Com_Owner.avCheckInstanceAuthを呼び出すようにフィルターを修
正し、インスタンスへの戻り値によって、インスタンス・リストにイ
ンスタンスを追加するかどうかを決定します。	

									#Com_Owner.avCheckInstanceAuthを呼び出すようにコマンド・ハン
ドラーを修正し、インスタンスとコマンドへの戻り値によって、現在
のユーザーにコマンド・ハンドラーのフィールドの一部または全部を
表示するか読み取り専用にするか決定します。	



インスタンス・リストの詳細
以下の点に注意してください。

									Windowsアプリケーションではインスタンス・リストはフレーム
ワークがクローズされるときに保存され、再始動するとき(システム
設定による)に初期化されます。これはユーザーごとに保存されま
す。

									Webブラウザー・アプリケーションではインスタンス・リストは保
存も初期化もされません。

									ビジネス・オブジェクトだけがインスタンス・リストを持っていま
す。アプリケーション・レベルまたはフレームワーク・レベルで(つ
まりビジネス・オブジェクト以外で)設計されたコマンド・ハンド
ラーは、インスタンス・リストを参照することができません。
Windowsのコマンド・ハンドラーでは、オブジェクト#avListManager
は存在しないので、参照することができません。



インスタンス・リストにカラムを追加

「VLF009WAM	-	WAMアプリケー
ションにインスタンス・リスト・
カラムを追加」

「VLF009WIN	-	Windowsアプリ
ケーションにインスタンス・リス
ト・カラムを追加」

インスタンス・リストにカラムを追加したい場合、以下の処理を行いま
す。

	

追加カラムを表示する
Windowsアプリケーションの場合
									同梱のインスタンス・リストの追加カラムを表示できます。作業中
のビジネス・オブジェクトのプロパティの[ｲﾝｽﾀﾝｽﾘｽﾄの設定]タブの
カラムを指定します。

または

									もう一つのオプションとして、標準インスタンス・リストをインス
タンス・リストの再利用可能パーツと交換することができます。コー
ド	ウィザードが完全なインスタンス・リストを生成します。

									作成したインスタンス・リストを添付するには、[インスタンスリ
ストの設定]タブ・シートを表示してスナップイン・インスタンス・
リスト・ブラウザの欄で作成した再利用可能パーツの名前を指定しま
す。

Webブラウザーのアプリケーションの場合
									同梱のインスタンス・リストの追加カラムを表示できます。作業中
のビジネス・オブジェクトのプロパティの[ｲﾝｽﾀﾝｽﾘｽﾄの設定]タブの
カラムを指定します。

同梱のデモンストレーション・ビジネス・オブジェクトのプロパティを
表示すると、以下のような定義のインスタンス・リストのレイアウトが
表示されます。



インスタンス・リストのプログラミング
追加カラム（日時）のプログラミング例



インスタンス・リストのプログラミング
インスタンス・リストのプログラミングでは、WindowsとWebブラウ
ザー・フィルターでたとえ構文が異なっていてもロジックは同じです。
提供されているWindows	SectionsフィルターDF_FILT4は以下のコードを
使用してインスタンス・リストに詳細を追加します。
Select	Fields(#DEPTMENT	#SECTION	#SECDESC	#SECPHBUS	#SECPCODE)	From_File(SECTAB)	With_Key(#DEPTMENTW)
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Akey1(#Deptment)	Akey2(#Section)
							VisualID1(#Section)	VisualID2(#SecDesc)	AColumn1(#SecDesc)
AColumn2(#SecPhBus)	NColumn1(#SecPCode)
Endselect
	
提供されているWAMフィルターDM_FILT4は、以下のような機能的にわ
かりやすいコード構造を使用します。
Select	Fields(#DEPTMENT	#SECTION	#SECDESC	#SECPHBUS	#SECPCODE)	From_File(SECTAB)	With_Key(#SEL_DEPT)
#avListManager.AddtoList	Visualid1(#DEPTMENT)	Visualid2(#SECTION)	Akey1(#DEPTMENT)	Akey2(#SECTION)
AColumn1(#SecDesc)	AColumn2(#SecPhBus)	NColumn1(#SecPCode)
Endselect
	
いずれの場合でも追加カラムはAColumn、NColumnやDColumnといった
名前のプロパティを参照して、インスタンス・リストに追加されます。
AColumnは最長100文字で、英数字の値を認識するために使用されま
す。NColumnは精度30,9で、数値を認識するために使用されます.
DColumnは日付や日時の値を認識するために使用され、英数字の入力値
で最大は19文字です。DColumnプロパティに引き渡される日付や日時の
値はISO形式でなければなりません。つまり、例えば	CCYY-MM-DD	や
CCYY-MM-DD	HH:MM:SSといった形式です。ただし、[インスタン・リ
ストの設定]タブでは、異なった表示形式が選択できます。
提供された標準のインスタンス・リストを利用することで、Windowsア
プリケーション、Webブラウザ・アプリケーションでもどちらでも最
大	10個の英数字カラム、10個の数値のカラム、そして5個の日付または
日時のカラムが作成できます。
追加のカラムの数はパフォーマンスやアプリケーションが利用する記憶
容量に影響を与えるので、追加する際は十分に注意してください。
	「インスタンス・リストに11個以上の英数字列または11個以上の数値列
を追加する」および
「追加カラム（日時）のプログラミング例」も参照してください。



	
	



追加カラム（日時）のプログラミング例
DColumnプロパティに引き渡す日時の値はISO形式でなければなりませ
ん。ですから、引き渡す前にLANSAフィールドからの値を変換する必
要があります。	以下は、RDML	VLFフィルターから日付の値をインスタ
ンス・リストに追加する例です。
	
Select	Fields(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#DEPTMENT	#SECTION
#ADDRESS1	#PHONEHME	#POSTCODE	#STARTDTE)
From_File(PSLMST2)	With_Key(#SURNAME)	Generic(*YES)
Use	BConcat	(#GiveName	#SurName)	#FullName
EXECUTE	Subroutine(DateToISO)	With_Parms(#STARTDTE	#VF_ELDTS)
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#EMPNO)
Visualid2(#FullName)	Akey1(#DEPTMENT)	Akey2(#SECTION)
Akey3(#EMPNO)	AColumn1(#ADDRESS1)	AColumn2(#PHONEHME)
NColumn1(#POSTCODE)	DColumn1(#VF_ELDTS)
Endselect

SUBROUTINE	Name(DateToISO)	Parms((#RETDAT	*RECEIVED)
(#VF_ELDTS	*RETURNED))
DEFINE	Field(#D_Char8)	Type(*CHAR)	Length(8)
DEFINE	Field(#D_Num8)	Reffld(#DATE8)
DEFINE	Field(#D_Year)	Type(*CHAR)	Length(4)
DEFINE	Field(#D_Month)	Type(*CHAR)	Length(2)
DEFINE	Field(#D_Day)	Type(*CHAR)	Length(2)
OVERRIDE	Field(#D_Year)	To_Overlay(#D_Char8)
OVERRIDE	Field(#D_Month)	To_Overlay(#D_Char8	5)
OVERRIDE	Field(#D_Day)	To_Overlay(#D_Char8	7)
USE	Builtin(CONVERTDATE_NUMERIC)	With_Args(#RETDAT	B	J)
To_Get(#D_Num8)
USE	Builtin(NUMERIC_STRING)	With_Args(#D_Num8	N)
To_Get(#D_Char8)
USE	Builtin(CONCAT)	With_Args(#D_Year	'-'	#D_Month	'-'	#D_Day)
To_Get(#VF_ELDTS)
ENDROUTINE
	

RDMLXの例



RDMLXフィルターでは固有の関数が利用できるので、処理は更に簡単
です。以下はRDMLフィールド#STARTDTEを変換するために必要な処
理の例です。
	
*	Convert	#STARTDTE	to	the	correct	format	for	Date/Time	columns
	
EXECUTE	Subroutine(DateToISO)	With_Parms(#STARTDTE	'DDMMYY'
#VF_ELDTS)
	
*	Format	conversion	subroutine	definition
	
SUBROUTINE	Name(DateToISO)	Parms((#RETDAT	*RECEIVED)
(#DATEFMT	*RECEIVED)	(#DATEOUT	*RETURNED))
DEFINE	Field(#DATEFMT)	Reffld(#VF_ELDTFM)
DEFINE	Field(#DATEOUT)	Reffld(#VF_ELDTS)
If	(#RETDAT.isdate(#DATEFMT))
#DATEOUT	:=	#RETDAT.AsDate(#DATEFMT).AsDisplayString(ISO)
ELSE
MESSAGE	Msgtxt('Date	is	not	in	the	correct	format')
Endif
ENDROUTINE
	
RDMLフィルター内のRDMLXフィールドの変換はより簡単で、Dateや
DateTimeフィールドを正しい形式に変換するには以下のようにするだけ
です。	ここでRDMLXの日付フィールドは#VF_ELDATです。
	
#VF_ELDTS	:=	#VF_ELDAT.AsDisplayString(ISO)
	

	



インスタンス・リストの欄見出しのオーバーライド
Windowsフレームワークでは、フィルターは、
avListManager.AlterColumnHeadingsメソッドを使用してインスタンス・
リストの欄見出しをオーバーライドできます。例えば以下のようになり
ます。
invoke	#avListManager.AlterColumnHeadings	ForVisualID1('My	Visual	ID	1
Column	Heading')	ForVisualID2('My	Visual	ID	2	Column	Heading')
ForAColumn1('My	Additional	Alpha	Column	1	Heading')		ForNColumn1('My
Additional	Numeric	Column	1	Heading')			ForBusinessObject(<<The	user
object	name/type	of	the	business	object>>)
オーバーライドは累積します。
インスタンス・リストにビジネス・オブジェクトのツリーが含まれてい
る場合は、ツリー内の任意のビジネス・オブジェクトの欄見出しのオー
バーライドを指定できます。ただし、オーバーライドは現在のツリーの
ビジネス・オブジェクトにのみ適用され、フレームワークの他の場所の
ビジネス・オブジェクトには適用されません。
すべてのオーバーライドを削除し、欄見出しをすべて元の状態に戻すに
は、avListManager.ResetAlteredHeadingsを使用できます。
	
invoke	#avListManager.ResetAlteredHeadings
	
これにより、現在のツリーのビジネス・オブジェクトのオーバーライド
がすべて削除されます。



プログラムによるインスタンス・リストのソート
Windowsフレームワークでは、avListManager.DisplaySortedメソッドを使
用し、フィルターやコマンド・ハンドラーをコーディングしてインスタ
ンス・リストをソートすることができます。
		
invoke	#avListManager.DisplaySorted	ForBusinessObject(EMPLOYEES)
ByColumn_1(ACOLUMN1)	Ascending_1(FALSE)
		
invoke	#avListManager.DisplaySorted	ForBusinessObject(EMPLOYEES)
ByColumn_1(ACOLUMN1)	ByColumn_2(AKEY2)
		
	
ByColumnパラメータは、次の値を取ることができます。
VISID1
VISID2
AKEY1	-	AKEY5
NKEY1	-	NKEY5
ACOLUMN1	-	ACOLUMN10
NCOLUMN1	-	NCOLUMN10
DCOLUMN1	to	DCOLUMN5

	

	



リスト・エントリーの色の変更(RowColor)
全ての環境でリスト・エントリーの色を変更することが可能です。フィ
ルター、コマンド・ハンドラー、	リレーション・ハンドラーおよびス
ナップイン・インスタンス・リストから変更できます。

VLF.WIN環境
VLF.WEB環境
	



VLF.WIN環境
#avListManager.AddToListとUpdateListEntryDataにはRowColorというパラ
メータがあります。これは行の色の文字列を受け取るもので、内容は次
の通りです：
1)	ブランクまたは指定しない	-	色は今のままです。
2)	"DEFAULT"	-	通常の色に設定を戻します。
3)	IDEで定義されたビジュアル・スタイル名とVLF（UF_SYSTMと同等
のもの）で登録されたビジュアル・スタイル名
この機能をWindowsで利用するには、まず最初に使用したい色それぞれ
のビジュアル・スタイルを作成する必要があります。	ユーザーのフレー
ムワークで使用されている基本のビジュアル・スタイルをコピーするこ
とも可能です。		このビジュアル・スタイルを編集し、normbackcolorに
必要な値を設定します。
Function	Options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_VS)	default(#SCHEME)
define_com	class(#PRIM_VSS)	name(#SCHEME)	captions(#CAPTION)
titles(#CAPTION)	values(#VALUE)
define_com	class(#PRIM_VSI)	name(#CAPTION)	facename('VL	Shell')
fontsize(8)	normbackcolor(192:215:249)	textcolor(MenuText)
define_com	class(#PRIM_VSI)	name(#VALUE)	alternbackcolor(192:215:249)
bordercolor(WindowText)	borderstyle(3DLeft)	errorbackcolor(192:215:249)
facename('VL	Shell')	fontsize(8)	normbackcolor(Red)	textcolor(MenuText)
End_Com
	
（必要であればVALUEの他のプロパティを変更することもできま
す。）
ビジュアル・スタイルを保存し、以下のような行を追加してユーザー・
バージョンのUF_SYSTMに登録します。
*
======================================================================
*	This	IIP	method	(avEnrollVisualStyles)	enroll	all	framework	user
*	visual	styles.	To	use	this	routine	define	the	visual	style	into	the	LANSA
*	repository	in	the	usual	manner	and	then	add	a	new	invocation	of
*	avEnrollVisualStyle	to	the	following	routine.	If	the	visual	style	is
*	subsequently	changed	only	this	component	needs	to	be	recompiled	to
*	effect	the	change	into	all	other	components.



	
Mthroutine	Name(avEnrollVisualStyles)	Options(*REDEFINE)
	
...
	
*	Test	Style	with	red	background	for	highlighting	instance	list	rows
Invoke	Method(#Com_Owner.avEnrollVisualStyle)	Style(#<<name	of	my	red
visual	style>>)	Caption('Base	Style	with	red')
	
Endroutine
	
ユーザー・バージョンのUF_SYSTMをコンパイルします。
これでフィルターやコマンド・ハンドラーからインスタンス・リストを
追加したり更新したりする際に次のように行の色を指定することができ
るようになります：
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)	
Akey3(#Empno)	RowColor(<<name	of	my	red	visual	style>>)
	
その後この行を元の色に戻す場合は、次のようになります：
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)	
Akey3(#Empno)	RowColor(DEFAULT)
	
色をそのまま残して、RowColorを指定しない場合は以下の通りです：
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)	
Akey3(#Empno)
	
もしくは、次のように*blanksを設定しても同じです：
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)	
Akey3(#Empno)	RowColor(*blanks)
リレーション・ハンドラー
スナップイン・インスタンス・リスト



リレーション・ハンドラー
以下のような行を使って、リレーション・ハンドラーから行の色を設定
することもできます:
EXECUTE	SUBROUTINE(SETROWCOL)	WITH_PARMS(<<name	of	my
red	visual	style>>	"color:RED")
	
(2番目のパラメータ	"color:RED"	はWEB環境用です。)
	
	



スナップイン・インスタンス・リスト
スナップイン・インスタンス・リスト・ハンドラーを既にコーディング
している場合、以下のような修正で行の色変更を操作できます:
define_com	#prim_vs	#TempVisualStyle	Reference(*dynamic)
...
	
*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Redefine	the	standard	uAddListEntry	method
*	--------------------------------------------------------------------------------
Mthroutine	Name(uAddListEntry)	Options(*Redefine)
...
	
*		Add	the	details	to	the	instance	list
	
Add_Entry	#Inst_List
	
Set_Ref	#KeyedGridItems<#uInstanceIdentifier>	To(#Inst_list.CurrentItem)
	
*	Set	the	visual	Style	based	on	the	RowColor
invoke	#avListManager.uGetRowColor	uUII(#uInstanceIdentifier)
RowColorStyle(#TempVisualStyle)
if_ref	#TempVisualStyle	is_not(*null)
	
*	the	filter	has	set	a	RowColor	to	a	Visual	Style,	or	has	set	it	back	to	DEFAULT
set	#Inst_List.Currentitem	VisualStyle(#TempVisualStyle)
	
else
*	The	filter	has	not	specified	the	RowColor	or	has	specified	it	as	blank	-	no
change	to	row	style	-	do	nothing
	
endif
	
endroutine
同様にmthroutine	UpdateListEntryDataでも行の色変更を扱うことができま
す。



VLF.WEB環境
RowColorパラメータはCSS標準により指定されたCSS文字列です。ビ
ジュアル・スタイルは作成する必要も登録する必要もありません。
RowColorパラメータが受け取る文字列は以下のいずれかになります:
1)	ブランク	/	指定なし	-	色はそのまま残されます。
2)	"DEFAULT"	-	通常の色に戻されます。
3)	CSS文字列。例：	"color:RED;background-color:BLUE;font-style:italic	"
色の名前は次の通りです：	AQUA,	BLACK,	BLUE,	FUCHSIA,	GRAY,
GREEN,	LIME,	MAROON,	NAVY,	OLIVE,	PURPLE,	RED,	SILVER,	TEAL,
WHITE,	YELLOW	または	#nnnnnn	（16進数の色の名前	-	例えば	#FF0000
など）
.Netフレームワークは以下のCSS属性のみサポートすることに注意して
ください。	

色

背景色

フォント・スタイル

フォント・サイズ

フォント・ウェイト

フォント・ファミリー

"font:italic	bold	12px"などの標準CSS形式もサポートされます。
	
WAM
リレーション・ハンドラー	
	
	



WAM
AddToList	および	UpdateListEntryData	mthroutines	にはRowColorというパ
ラメータがあり、これを使って行の色を制御します。使い方は次の通り
です:
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#DEPTMENT)	AKey2(#SECTION)	
Akey3(#Empno)	RowColor(color:RED;background-color:BLUE)
Select(FALSE)
	



リレーション・ハンドラー
以下のようなステートメントを使って、リレーション・ハンドラーから
行の色を設定することもできます:
EXECUTE	SUBROUTINE(SETROWCOL)	WITH_PARMS('XXXXXX'
"color:RED;background-color:BLUE")
	
(最初のパラメータ	"XXXXXX"	はVLF.WIN環境用です。)
	



インスタンス・リストのポップアップ・パネル・ヒント
インスタンス・リストのエントリーに関連付けられたポップアップ・パ
ネルは、ユーザーがインスタンス・リストのエントリー上でマウスをポ
イントすると表示するようにできます。この機能は、フレームワークが
Direct-X	モードで実行されている時にのみ使用可能です。
	

	
VLFの[インスタンス	リスト]タブにビジネス・オブジェクトのプロパ
ティ	(ポップアップ・パネル名)	があり、ここにポップアップ・パネル内
のパネルである再利用可能パーツの名前を格納します。
このプロパティがブランク	(省略値)	の場合、このビジネス・オブジェク
ト・タイプのエントリーには、(インスタンス・リスト経由の)ポップ
アップ・パネルがないことを示します。
この[インスタンス	リスト]タブには、また別のビジネス・オブジェクト
のプロパティがあり	(ポップアップ・パネルを有効にする)、これを使用
して、ツリー内の全ビジネス・オブジェクトのポップアップを有効・無
効にすることができます	(省略値は	"false")。この設定が	"true"	の場合、
ユーザーがこのビジネス・オブジェクト・タイプのエントリー上でマウ
スをポイントすると、有効にされたポップアップ・パネルを持つビジネ
ス・オブジェクトがこのパネルを表示します。
またエンド・ユーザーは、インスタンス・リストで右クリックして表示
されるコンテキスト・メニューを使って、ポップアップの有効・無効を
切り替えることができます。このプロパティは各ユーザーのセッション
ごとに記憶されます。
インスタンス・リストのポップアップ機能の使用方法



インスタンス・リストのポップアップ機能の使用方法

	
詳細は製品とともに提供されている例	DF_T3301、DF_T3302、
DF_T3303	を参照してください。
VF_AC021の祖先を持つ再利用可能パーツを作成します。簡単な方法と
しては、単純なポップアップ・パネル例	DF_T3301	のソースコードをコ
ピーする方法があります。
その再利用可能パーツをコンパイルします。
ビジネス・オブジェクトのプロパティを開いて、これをビジネス・オブ
ジェクトにスナップします。そして[インスタンス	リスト]	タブに移りプ
ロパティを以下のように設定します。

	
フレームワークを保存して実行します。
フレームワークを	Direct-X	モードで実行し、マウスをインスタンス・リ
ストの上に置き、正しいビジネス・オブジェクト・タイプの項目の上で
ポイントすると、ポップアップが表示されるはずです。
ユーザーは、次の図に示されているように、右クリックによりポップ
アップの有効・無効を切り替えることができます。



	
ポップアップ・パネルに必須のuLoad	ルーチンには、次のようなパラ
メータがあります。
Akey1-5	*input
NKey1-5	*input
Visual	ID	1
Visual	ID	2
ビジネス・オブジェクトのユーザー・オブジェクト・タイプ	*input
subtype	*input
EdgeLeft	*input
EdgeRight	*input
Left	*both
Top	*both
	
最初の	6	つのプロパティは、インスタンス・リスト・エントリーの標準
フレームワーク識別子です。
EdgeLeft	/	EdgeRight	プロパティは、インスタンス・リストの左右の位置
です。次のように、これらの値を使用してLeft	パラメータに値をを戻
し、インスタンス・リストを基準にしたポップアップの左側の位置を設
定することができます。(詳細は	DF_T3303	を参照)
*	you	could	ignore	the	cursor	position	and	locate	the	popup	relative	to	the	list's



left	or	right	boundaries
#Left	:=	(#EdgeRight	-	200)
Left	や	Top	を使って、パネル・デザイナーはカーソル位置に基いたポッ
プアップの再配置もできます。受け取った値はカーソルの現在位置に基
づいたものです。デザーナーのロジックとしては、この値を増加するこ
ともできますし、カーソル位置を無視した位置で置き換えることも可能
です。(詳細は	DF_T3301	を参照)
	
*	If	you	want	to	offset	the	popup	from	the	cursor,	increment	these	values
#Left	+=	50
#Top	+=	10
現在のところ、この機能はプライマリ・インスタンス・リストに限られ
ているので、非クラスターのエントリーはありません。
	
	
	



複数の種類のオブジェクトがあるインスタンス・リスト
複数の種類のオブジェクトを含むインスタンス・リストを作成できま
す。この操作を行うには、ビジネス・オブジェクトのリレーションを定
義します。このリレーションはピア・ツー・ピアまたは親子のいずれか
です。
親子リレーションの作成方法の手順を追った説明については、次の
チュートリアルを参照してください。「VLF011WIN	-	親子インスタン
ス・リストの作成」または「VLF011WAM	-	親子インスタンス・リスト
の作成」また、プログラミング・テクニック・アプリケーションの拡張
セクションのサンプル・アドバンスト・インスタンス・リストを参照す
ることもできます。
次に示すサンプル	アドバンストインスタンスリスト(1)	では、インスタ
ンス・リストはツリーとして表され、製品と2つの子オブジェクト(注文
と	仕入先)がその中にあります。注文	オブジェクトにはさらに子オブ
ジェクト	発送	があります。

	



親子リレーション
ピア・ツー・ピア・リレーション
オブジェクト・リレーションの定義
インスタンス・リストのリレーションの全体的な確認
インスタンス・リストのプロトタイプ作成と表示
インスタンス・リストにエントリーを追加
ナビゲーション・ペインでオブジェクトを非表示にする
非表示の子オブジェクトの処理
インスタンス・リスト・ツリーで子ビジネス・オブジェクトの順番を変
更
注意点
リレーション・ハンドラーのアプリケーション追跡
リレーション・ハンドラーのサンプル



親子リレーション
組み込みのデモアプリケーションのOrganizationsビジネス・オブジェク
トには親子リレーションのサンプルがあります。
このサンプルにはOrganizationsビジネス・オブジェクト・インスタン
ス・リストがあり、次の種類のビジネス・オブジェクトを含めることが
できます。

									部門

									課

									従業員(リソース)



ピア・ツー・ピア・リレーション
ピア・オブジェクトは、1つのインスタンス・リストに複数の種類のオ
ブジェクトがあり、オブジェクトの階層構造がない場合に使用します。
これにより、社内データに対してGoogleのように機能するフィルター
(文字列を検索すると、一致するオブジェクトの種類のリストが表示さ
れる)を作成できます。
プログラミング	テクニック	-	拡張のサンプル	アドバンストインスタン
スリスト(2)	に、ピア・リレーションが設定されたインスタンス・リス
トの例があります。



オブジェクト・リレーションの定義
ビジネス・オブジェクトのプロパティで	インスタンスリストの設定	タ
ブを表示すると、リレーションを確認できます。リレーションの詳細を
表示するには、使用可能なビジネス・オブジェクトのリストでオブジェ
クトを選択します。
このサンプルでは、リソース	が	課	の子オブジェクトとして定義されて
いることを確認できます。

親子インスタンス・リストを使用している場合は、VISUALID1を
使用する必要があります。VISUALID1の[列順序]はゼロに設定し
ないでください。

リレーションの各オプションは、リレーションに影響する設定と、関連



するインスタンス・リストの処理および表示方法を定義します。
メニューからの選択を可能にする
追加された欄を表示
並列表示を可能にする
リレーションシップのために共用インスタンスリストを使用する
	
また以下も参照してください。
リレーションシップ	タイプ
リレーションシップ	ハンドラ
	
	



インスタンス・リストのリレーションの全体的な確認
フレームワーク→プロパティ→インスタントリレーションシップ概要	タ
ブに、フレームワーク全体のビジネス・オブジェクトのリレーションが
表示されます。
アドバンストインスタンスリスト	ビジネス・オブジェクト
(EXPRODUCT)を展開すると、ピア・オブジェクトはなく、子オブジェ
クト(注文	と	仕入先)があることがわかります。



インスタンス・リストのプロトタイプ作成と表示
標準の組み込みインスタンス・リスト・ブラウザーは、子オブジェクト
がある場合に、単純なリストではなくツリー構造を作成できるよう設計
されています。

インスタンス・リストを上下に動かすと、各種のオブジェクトのさまざ
まなコマンド・ハンドラーが、現在の選択内容にあわせて表示されま
す。
同様に、オブジェクトの種類にあわせて、コマンドとポップアップ・メ
ニューを使用できるかできないかが切り替えられます。場合によって
は、コマンドを指定する必要があります。例えば、COSTをクリックし
て、メニュー・バーの新規ボタンをクリックすると、オブジェクトの種
類を指定するよう要求されます。

また、ポップアップ・メニューをインスタンス・リスト上で表示した場
合も、同様の操作が要求されます。





インスタンス・リストにエントリーを追加
インスタンス・リストには各種のオブジェクトを追加できます。その方
法には、次の2通りがあります。
フィルタを使用する。AddToListメソッドに新しく追加されたオプショ
ンのBusinessObjectType()パラメーターにより、フィルターで複数の種類
のビジネス・オブジェクトを同じインスタンス・リストに追加できま
す。このパラメータにブランクまたはNullが渡された場合、またはこの
パラメーターが指定されていない場合、デフォルトではフィルターを所
有しているビジネス・オブジェクトが指定されます。
リレーション・ハンドラーを使用する。親子リレーションでは、オプ
ションでリレーション・ハンドラーを指定する方法が唯一の方法です。
これはRDMLファンクションのひとつで、親オブジェクトと子オブジェ
クトのリレーションを動的に「拡張」するために呼び出されます。この
処理を行うと、ルート・オブジェクトまたは親オブジェクトを最初にイ
ンスタンス・リストに追加するだけで、フィルターのパフォーマンスが
向上します。このファンクションの例は「リレーション・ハンドラーの
サンプル」で紹介しています。
オブジェクトの親子リレーションが存在する場合、プログラム上の識別
子がインスタンス・リストで使用されている形式と同様の形式で階層リ
レーションが最初から存在しているものと見なされます。
例えば、ProductオブジェクトがAKey1(#Product_Number)で自分自身を一
意に識別している場合、子BOMsとCostsにもAKey1の値と同じ(かつ正し
い)製品番号が設定されているものと見なされます。また、どちらのオ
ブジェクトとも、この他にAKeyNとNKeyNの値を使用して自分自身を一
意に識別します。
この時点で、このサンプルのインスタンス・リストには、複数のオブ
ジェクト(Products、BOMs、Costs)が存在するため、新しい注意事項を考
慮する必要があります。例えば、BOMを右クリックして、製品の詳細
を表示するよう指定したとします。



製品：詳細コマンド・ハンドラーが起動し、表示されます。
コマンド・ハンドラーが現在のインスタンス・リストを取得しても、実
際に取得されるのは現在選択されているBOMインスタンス・リストの
エントリーです。GetCurrentInstanceメソッドはインスタンスの
BusinessObjectTypeの値をオプションで返すため、プログラムでこの状態
を識別することができます。
通常、製品：詳細コマンド・ハンドラーは特定のBusinessObjectTypeを認
識する必要はありません。これは、Products、BOMs、Costsの各オブ
ジェクトで使用されているプログラム上の識別子固有の階層リレーショ
ンにより、製品番号がすべてAKey1に格納されているためです。製品：
詳細コマンド・ハンドラーが認識する必要があるのはこの値のみです。



ナビゲーション・ペインでオブジェクトを非表示にする
デフォルトでは、子オブジェクトとして指定されたオブジェクトは引き
続き右側にあるナビゲーション・ペインから直接選択できます。

エンド・ユーザーが子オブジェクトをどう使うかによって、子オブジェ
クトをナビゲーション・ペインで非表示にするかどうかを選択できま
す。
ナビゲーション・ペインで子オブジェクトが表示されない(親オブジェ
クトの子としてのみ表示できる)ようにするには、親ビジネス・オブ
ジェクトの	インスタンスリストの設定	タブに戻り、子オブジェクトの
メニューからの選択を可能にする	チェックボックスをオフにします。子
オブジェクトが非表示になります。

ナビゲーション・ペインに子オブジェクトをそのまま表示させておく
と、子オブジェクトはそのまま独立したビジネス・オブジェクトとして
機能し、独自のインスタンス・リストを保有します。



非表示の子オブジェクトの処理
ナビゲーション・ペインで表示されていない子オブジェクトのプロパ
ティに対して作業を行うには、次のいずれかの手順を実行します。

									インスタンス・リストで、当該のビジネス・オブジェクトに関連付
けられているいずれかのエントリーをダブルクリックする

									フレームワークメニューのアプリケーション・オプションを選択し
て、オブジェクトがあるアプリケーションを選択し、そのアプリケー
ションをビジネス・オブジェクトのリストから選択する



インスタンス・リスト・ツリーで子ビジネス・オブジェクトの
順番を変更
インスタンス・リスト・ツリーには、ビジネス・オブジェクトが、親子
関係を定義した順に表示されます。順序を変更するための画面などはあ
りません。必要な場合は次のようにして変更してください。
メインのXML(VF_SY001_System.XML)をメモ帳で開きます。事前に
バックアップを取っておくとよいでしょう。	関係を定義している箇所を
探してください。このように表示されます。
	
<OBJECT	TYPE="RELATION"	CLASS="VF_FP024"	ID="whatever"	>
<・.>
<・.>
</OBJECT>	
	
このような形のブロックが、VF_FP003ブロック内で入れ子になってい
ます。
	
	
<OBJECT	TYPE="BUSINESS_OBJECT"	CLASS="VF_FP003"
ID="whatever"	>
<・.>
<・.>
<OBJECT	TYPE="RELATION"	CLASS="VF_FP024"	ID="whatever"	>	
<・.>
<・.>
</OBJECT>	
	
<OBJECT	TYPE="RELATION"	CLASS="VF_FP024"	ID="whatever"	>
<・.>
<・.>
</OBJECT>	
<・.>
<・.>
</OBJECT>	
		
VF_FP003ブロック内で入れ子になっているVF_FP024ブロック全体を、



表示したい順序に並べ替えて保存し、VLFを再起動してください。			



注意点
ビジネス・オブジェクト間のリレーションは純粋に表示を目的としたも
ので、概念を表す効果は低い場合があります。オブジェクトのリレー
ション機能は、データまたはデータベースのモデリング機能として設計
されたものではありません。
データベース設計を基にリレーションを作成すると、次のような一般的
なエラーが発生する可能性があるため、回避策を講じる必要がありま
す。

高すぎる階層からの開始
ツリーはデータベース・テーブル構造のように設計される場合がありま
すが、構造内の開始位置が高すぎるとエンド・ユーザーは数多くの階層
にわたりドリル・ダウンする必要があります。例えば、次の図のよう
に、ツリーがDBMSテーブルのリレーションを反映するよう設計される
場合があります。	

エンド・ユーザーがCompanyレベルやDivisionレベルに関係があまりな
い場合、ツリーにこれらのレベルが表示されているとOrderレベルに移
動するための作業が無意味に複雑になります。
このような場合、CompanyレベルとDivisionレベルの選択は、ツリー構
造ではなくフィルタにより行うのが適しています。注文のリストを簡単
にすると、エンドユーザーにとってはわかりやすく、より確実かつ迅速
に使用できるようになります。



過度に詳細化されている
設計時にデータベース構造を使用した場合、構造が過度に詳細化され、
情報が無意味に小さく分割されてしまうことがあります。例えば、次の
ような構造が設計される場合があります。

この構造では、ユーザーは明細行を1つずつ処理する必要があります。
しかし実際は1つの注文にあるすべての明細行を一括で処理したほうが
効率的です。そこで、注文のリストを簡単にすると、エンドユーザーに
とってはわかりやすく、より効率的に使用できるようになります。

コマンド・タブを使用して、1件の注文に関連するすべての明細行の表
示と操作を、例えば1つのグリッドなどで行えるようにすると、より使
いやすくなります。			
	



リレーション・ハンドラーのアプリケーション追跡
リレーション・ハンドラーを使ってインスタンス・リスト・ツリーの
ノードを動的に展開する際、アプリケーション・レベルのトレース機能
を有効にしていると、リレーション・ハンドラーの呼び出しやその戻り
値に関する、詳細なトレース・データが生成されます。
リレーション・ハンドラーに問題が生じた場合の対処に役立ちます。



リレーション・ハンドラーのサンプル
*	=======================================================
*	Component	:DF_PROC/DFREL01
*	Type	:Function
*	Disclaimer	:The	following	material	is	supplied	as
*	sample	material	only.No	warranty	concerning	this
*	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is
*	expressed	or	implied
*	=======================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT	*LIGHTUSAGE	*MLOPTIMIZE)
RCV_LIST(#VIS_LIST	#PID_LIST	#COL1_LIST	#COL2_LIST	#COL3_LIST
#COL4_LIST	#COL5_LIST	#COL6_LIST	#COL7_LIST	#COL8_LIST
#COL9_LIST	#COLA_LIST)
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL1)
*	The	Employee	group
GROUP_BY	NAME(#EMPLOYEE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME
#SURNAME	#PHONEBUS	#ADDRESS1	#ADDRESS2	#ADDRESS3
#POSTCODE	#PHONEHME	#DEPTMENT	#SECTION)
*	Clear	all	keys	and	additional	columns
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARKEYS)
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARCOLS)
*	Field	#SRC_TYPE	(Source	Business	Object	Type)	is
*	the	source	object	of	the	relationship	so	switch
*	on	that	initially	.....
CASE	OF_FIELD(#SRC_TYPE)
*	Expand	Sections	in	a	Department/Organization
WHEN	VALUE_IS('=	DEM_ORG')
EXECUTE	SUBROUTINE(ORGSEC)
*	Expand	Employees	in	a	Department/Section
WHEN	VALUE_IS('=	DEM_ORG_SEC')
EXECUTE	SUBROUTINE(SECEMP)
OTHERWISE
ABORT	MSGTXT('Unknown	source	business	object	type	encountered	by
function	DFREL01')
ENDCASE
*	Finished	...	always	use	a	return	command
RETURN
*	Return	the	sections	in	a	department/organization



SUBROUTINE	NAME(ORGSEC)
CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(#SRC_AK1)
*	We	can	now	read	all	the	EMPLOYEES	in	the	specified
*	department/section	and	add	them	to	the	instance	list
SELECT	FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(SECTAB)
WITH_KEY(#DEPTMENT)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(1	#DEPTMENT)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(2	#SECTION)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETNCOL)	WITH_PARMS(1	#SECPCODE)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(1	#SECADDR1)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(2	#SECADDR2)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(3	#SECADDR3)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(4	#SECPHBUS)
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDTOLIST)	WITH_PARMS('DEM_ORG_SEC'
#SECDESC	#SECTION)
ENDSELECT
*	Finished
ENDROUTINE
SUBROUTINE	NAME(SECEMP)
CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(#SRC_AK1)
CHANGE	FIELD(#SECTION)	TO(#SRC_AK2)
SELECT	FIELDS(#EMPLOYEE)	FROM_FILE(PSLMST1)
WITH_KEY(#DEPTMENT	#SECTION)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(1	#DEPTMENT)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(2	#SECTION)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETAKEY)	WITH_PARMS(3	#EMPNO)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETNCOL)	WITH_PARMS(1	#POSTCODE)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(1	#ADDRESS1)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(2	#ADDRESS2)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(3	#ADDRESS3)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(4	#PHONEBUS)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(5	#PHONEHME)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(6	#DEPTMENT)
EXECUTE	SUBROUTINE(SETACOL)	WITH_PARMS(7	#SECTION)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#SURNAME	','	#GIVENAME)
TO_GET(#FULLNAME)
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDTOLIST)
WITH_PARMS('DEM_ORG_SEC_EMP'	#FULLNAME	#EMPNO)
ENDSELECT



*	Finished
ENDROUTINE
*	=======================================================
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(VFREL2)

注意:	追加カラム日時の値を加えるには、SETACOLサブルーチンで英数
字の追加カラムを加える時と同様の方法で、SETDCOLサブルーチンを
使います。
日時のフィールド値をISO形式に変換する（追加カラム日時では必須）
際の詳細は「追加カラム（日時）のプログラミング例」を参照してくだ
さい。
	



物理インスタンス・リスト
開発者にとっては、インスタンス・リストのデータ実体がどのように格
納、処理されるか、理解しておくと役立つかも知れません。
そこで、インスタンス・リストの物理的実装について、基本的な事項を
いくつか説明しておきましょう(既述の「プログラム的識別子」も参
照)。
									インスタンス・リストの各エントリーには、英数字型の識別子、数
値型の識別子をそれぞれ5つまで使って定義、アクセスするように
なっています。通常はこれを、AKey1〜AKey5、NKey1〜NKey5と表
します。

									インスタンス・エントリーを一意に識別する複合キーは、
「AKey1-NKey1-AKey2-NKey2-AKey3-NKey3-AKey4-NKey5-AKey5-
NKey5」という形になります。

									インスタンス・リストの各エントリーには、このような10の部分か
ら成るキーがあります。すべての部分を指定しない場合でも同じで
す。例に使っているインスタンス・リストにSECTIONSを追加する場
合、通常はAKey1(#DEPTMENT)とAKey2(#SECTION)のみを指定しま
す。この場合、AKey3('	')〜AKey5('	')、NKey1(0)〜NKey5(0)をデフォ
ルト値として仮定し、10の部分から成るキーが指定されたものとして
扱います。

									AKeyN()の実際の値として空白('	')、NKeyN()の実際の値として0を
与えると、デフォルト値が使われた場合と区別がつかず、問題が生じ
る可能性があります。したがって、空白や0を実際には空白や0ではな
いキー値として論理的に表すには、「AKey4('<BLANK>')」や
「NKey2(-9999)」を使用するなど、何らかの工夫をしなければなりま
せん。

									AKeyn()やNKeyn()に与える値について、特にこうしなければならな
いというようなことはなく、組み合わせ方は自由に決めて構いませ
ん。識別のために英数字キーが6つ以上必要であれば、いくつかを連
結した文字列を1つのキーとして扱うとよいでしょう。例えば
SECTIONS-EMPLOYEESインスタンス・リストを、AKey1は
「(#DEPTMENT	+	"."	+	#SECTION)」という形の連結文字列、AKey2
は「(#EMPNO)」であるとして構成しても構わない、ということで
す。

付属のSECTIONSビジネス・オブジェクトでは、AKey1	=	部門コード



(Department	Code)、AKey2	=	部課コード(Section	Code)という規約になっ
ています。
また、EMPLOYEESビジネス・オブジェクトでは、AKey1	=	部門コード
(Department	Code),	AKey2	=	部課コード(Section	Code)、AKey3	=	従業員番
号(Employee	Number)と定義されています。
したがって、SECTIONとEMPLOYEEの間には、キーの構成に基づく親
子関係があることになります。
SECTIONSとEMPLOYEESのインスタンス・リストは、物理的にはっき
り分離して格納されているわけではなく、例えば次のように混在してい
ます。

ビジネス・
オブジェク
トの型

AKey1 AKey2 AKey3 Visual
ID1

Visual	ID2

SECTIONS ADM 01 	 ADM 01

EMPLOYEES ADM 01 A1001 A1001 BEN	JONES

EMPLOYEES ADM 01 A1012 A1012 PATRICK	PAUL

SECTIONS ADM 02 	 ADM 02

EMPLOYEES ADM 02 A0090 A0090 FRED	BLOOGS

EMPLOYEES ADM 02 A1014 A1014 JOHN	MOORE

SECTIONS LEG 01 	 LEG 01

EMPLOYEES LEG 01 A1019 A1019 CHARLES
DICKENS

etc 	 	 	 	 	

親子関係にあるSECTIONSとEMPLOYEESのインスタンス・リストを適
切に処理し、Visual	LANSAのツリー・コントロールに表示できるように
するためには、このように関連を持ったキー構成が不可欠です。「親子
関係を表すキー構成」も参照してください。
物理インスタンス・リストについては、次のような事項も頭に入れてお
くとよいでしょう。

									インスタンス・リストにエントリーを追加する順序は決まっていな



い

									「必要になった時点で」動的にインスタンス・リストに子を追加し
ていっても構わない

									インスタンス・リスト上の子オブジェクトには親がなければならな
い

									親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツリー表
示を折りたたむことなく、動的に更新できる

									親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツリー表
示を折りたたむことなく、動的に削除できる

									親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツリー表
示を折りたたむことなく、動的に追加できる



親子関係の計画
親子関係を表すキー構成は、次のような表を作って考えるとよいでしょ
う。
ここでSECTIONには複数のEMPLOYEEが含まれている場合がありま
す。
またEMPLOYEEには複数のSKILLが含まれている場合があります。
またEMPLOYEEには関係するDOCUMENTが含まれている場合がありま
す。		

BO ROLE AKey1 NKey1 AKey2 NKey2
SECTION 親 #DEPTMENT 暗黙

のう
ちに
親に
使用
され
ま
す。

#SECTION 子が
自由
に使
用で
きま
す。

EMPLOYEE
(	SECTIONの)
子

#DEPARTMENT
値が親と同じで
なければなりま
せん。	

暗黙
のう
ちに
親に
使用
され
ま
す。
です
から
同じ
省略
値を
持っ
てい
なけ
れば
なり
ませ

#SECTIONT
値が親と同
じでなけれ
ばなりませ
ん。

暗黙
のう
ちに
子に
使用
され
ま
す。



ん。

SKILL
(EMPLOYEE)
の子

(	SECTIONの)
孫

#DEPARTMENT
値が親と祖父母
のものと同じで
なければなりま
せん。	

暗黙
のう
ちに
親と
祖父
母に
使用
され
ま
す。
です
から
同じ
省略
値を
持っ
てい
なけ
れば
なり
ませ
ん。

#SECTION
値が親と祖
父母のもの
と同じでな
ければなり
ません。

暗黙
のう
ちに
親に
使用
され
ま
す。
です
から
同じ
省略
値を
持っ
てい
なけ
れば
なり
ませ
ん。

DOCUMENT
(EMPLOYEE)
の子

(	SECTIONの)
孫

#DEPARTMENT
値が親と祖父母
のものと同じで
なければなりま
せん。	

暗黙
のう
ちに
親と
祖父
母に
使用
され
ま
す。
です
から
同じ
省略
値を

#SECTION
値が親と祖
父母のもの
と同じでな
ければなり
ません。

暗黙
のう
ちに
親に
使用
され
ま
す。
です
から
同じ
省略
値を
持っ
てい



持っ
てい
なけ
れば
なり
ませ
ん。

なけ
れば
なり
ませ
ん。

	

親子関係のルールは次の通りです：

子ビジネス・オブジェクトには、親とまったく同じキーにプラスし
て、それ自身を一意に識別するキーを追加する必要があります。

親が使っていない空きキーを使うことができます。	キー構成を左か
ら右に見ていき、親が最後に（実際にまたは暗黙的に）使用した
キーの直後に当たるキーからしか割り当てることができません。

理論上の計画が終わったら、キー構造を凝縮できないか考えてみてみて
ください。これらのキーはプログラム上のもので、エンド・ユーザーに
は見えないものです。
例えば、上の表のAKey1として#DEPTMENT	+	"-"	+	#SECTIONを選択す
ることで、左側に２列分だけ凝縮することができます。-	こうすること
である程度のキー・スペースを空けることが可能になります。	
		



インスタンス・リストにエントリーを追加する順序は決まって
いない
上述の例では、まずEMPLOYEESをすべて適当な順序で追加し、それか
らSECTIONSを適当な順序で追加する、というようにしても構いませ
ん。エントリーを追加する順序は結果に影響しないのです。



「必要になった時点で」動的にインスタンス・リストに子を追
加していっても構わない
この例の場合、当初は次のように、3つのSECTIONSを追加するだけで
も構いません。

ビジネ
ス・オブ
ジェクト
の型

AKey1 AKey2 AKey3 Visual
ID1

Visual	ID2

SECTIONS ADM 01 	 ADM 01

SECTIONS ADM 02 	 ADM 02

SECTIONS LEG 01 	 LEG 01

ツリー表示上で例えば部課「ADM-01」を展開表示しようとした時点
で、SECTIONSとEMPLOYEESとの間の関係を管理する、リレーショ
ン・ハンドラーが指定されているかどうか確認します。
指定されていればこのハンドラーを呼び出して、「ADM-01」という部
課(SECTION)と当該部課に所属する従業員(EMPLOYEES)との関係を
「展開」するようになっています。その結果、インスタンス・リストは
次のようになります。

ビジネス・
オブジェク
トの型

AKey1 AKey2 AKey3 Visual
ID1

Visual	ID2

SECTIONS ADM 01 	 ADM 01

EMPLOYEES ADM 01 A1001 A1001 BEN	JONES

EMPLOYEES ADM 01 A1012 A1012 PATRICK	PAUL

SECTIONS ADM 02 	 ADM 02

SECTIONS LEG 01 	 LEG 01

この節の末尾に、SECTIONSとEMPLOYEESの関係を管理して上記のよ
うな「展開」を行う、RDMLファンクションの例を示します。
一般に、インスタンス・リストに動的にエントリーを「展開」するリ



レーション・ハンドラーを作った場合は、インスタンスリストの設定タ
ブで、リレーション・ハンドラーである旨をフレームワークに対して指
定する必要があります。



インスタンス・リスト上の子オブジェクトには親がなければな
らない
子オブジェクトがインスタンス・リストにある場合、その親もインスタ
ンス・リストに存在し、同じ構成キーで関連付けられている必要があり
ます。
親がなければ、いずれかの時点、通常はツリー表示のため必要になった
時点で、エラー・メッセージが表示されます。
例えば完全なキーで表すと「ADM-0-01-0-A1001」である従業員
(EMPLOYEE)をVisual	LANSAでツリー表示する場合、その親である部課
(SECTION)を検索することになります。
そのためには、「AKey1-NKey1-AKey2-NKey2-AKey3-NKey3-AKey4-
NKey5-AKey5-NKey5」という構造化キーを使います。まず
「SECTIONS-ADM」を検索し、見つからないので次に「SECTIONS-
ADM-0」を検索し、これも見つからないので次に「SECTIONS-ADM-0-
01」を検索して、最終的に親が見つかります。



親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツ
リー表示を折りたたむことなく、動的に更新できる
次の例のように、「#AvListManager.BeginListUpdate	Mode(DYNAMIC)」
を呼び出して実行します。
構造化キー「ADM-02」で示される部課のVisualID2を「hello」に変更す
る例：
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.UpdateListEntryData)	AKey1('ADM')
AKey2('02')	VisualID2('hello')	BusinessObjectType(SECTIONS)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
		
従業員番号「A1012」の従業員のVisualID2を「FREDDO	FROG」に変更
する例：
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.UpdateListEntryData)	Visualid2('FREDDO
FROG')	Akey1('ADM')	Akey2('01')	Akey3('A1012')
BusinessObjectType(EMPLOYEES)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
		
「インスタンス・リスト・エントリーの更新と削除」も参照してくださ
い。



親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツ
リー表示を折りたたむことなく、動的に削除できる
次の例のように、「#AvListManager.BeginListUpdate	Mode(DYNAMIC)」
を呼び出して実行します。
インスタンス・リストから従業員番号「A1012」の従業員を削除する
例：
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.RemoveFromList)	Akey1('ADM')	Akey2('01')
Akey3('A1012')	BusinessObjectType(EMPLOYEES)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
構造化キー「ADM-02」で示される部課、およびこの部署に属する(子)
従業員(EMPLOYEE)を、インスタンス・リストから削除する例：
	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.RemoveFromList)	AKey1('ADM')
AKey2('02')
BusinessObjectType(SECTIONS)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
		
「インスタンス・リスト・エントリーの更新と削除」も参照してくださ
い。



親子関係があるインスタンス・リストの各エントリーを、ツ
リー表示を折りたたむことなく、動的に追加できる
次の例のように、「#AvListManager.BeginListUpdate	Mode(DYNAMIC)」
を呼び出して実行します。
従業員番号「A1012」の従業員をインスタンス・リストに追加する例：
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1('A1012')
Visualid2('PATRICK	PAUL')	Akey1('ADM')	Akey2('01')	Akey3('A1012')
AColumn1('8217-436474')	AColumn2('121	MAIN	STREET')	nColumn1(4353)
BusinessObjectType(EMPLOYEES)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
構造化キー「ADM-99」で示される部課をインスタンス・リストに追加
する例：
	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Akey1('ADM')	Akey2('99')
VisualID1('ADM')	VisualID2('99')	AColumn1('DEMO	SECTIION')
AColumn2('1627-7484')	NColumn1('3478')	BusinessObjectType(SECTIONS)
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
		
「インスタンス・リスト・エントリーの更新と削除」も参照してくださ
い。



インスタンス・リストのヒントとテクニック
長大なリストを単にページ分割して表示することしかできないと、実務
作業に支障をきたす場合がある
インスタンス・リストがその基盤となるデータベースの構成を反映して
いるとは限らない



長大なリストを単にページ分割して表示することしかできない
と、実務作業に支障をきたす場合がある
インスタンス・リストは、ページ単位で画面に表示するのが普通です
が、これだけでは適切な設計と言えないかも知れません。
フィルターの目的は、満足のいく検索のため、条件に合ったインスタン
スのみを抽出した短いインスタンス・リストを高速で生成することで
す。必要な情報を探して毎度のようにページをめくっているようであれ
ば、ページめくり機能に工夫を凝らす前に、フィルターでリストを「絞
り込む」ことを考えるべきでしょう。
例えば人材管理システムを設計する場合、エンド・ユーザーがどのよう
な条件で従業員リストを作れるようにしておけばよいか、条件をすべて
挙げる作業が不可欠です。例えば以下のようになります。

									名前により絞り込み

									電話番号により絞り込み

									駐在場所により絞り込み

									役職により絞り込み

									性別により絞り込み

									誕生日により絞り込み

									入社日により絞り込み

									退職したけれどもまだファイルに記録が残っている者を抽出

									資格により絞り込み

									給与区分により絞り込み

									雇用契約上の問題がない者を抽出

									その他

5000人分もの従業員データを扱うシステムの場合、1ページずつ順にリ
スト表示する機能しかなければ非常に使いにくくなってしまいます。
さらに一歩を進めて、インスタンス・リストを抽出するための標準的な
「抽出条件」を、エンド・ユーザー自身が定義し、保存しておけるよう
な仕組みを組み込むとよいかも知れません。
例えば新入社員が何か問題を抱えていないか調べて手を打つため、毎週
月曜日の朝に、人事担当者が先週入社した従業員のリストを作る、とい



うようなことが考えられます。
あるいは、毎週金曜日の午後に、ある事業所で出張作業している従業員
のリストを作り、週末に帰宅するため特別な交通手段が必要かどうか電
話で確認するようなこともあるでしょう。
このような場合、インスタンス・リスト全体を1ページずつ表示して目
視で検索させるのではなく、条件を満たす者のみを抽出、表示する機能
を検討してください。



インスタンス・リストがその基盤となるデータベースの構成を
反映しているとは限らない
インスタンス・リストの実体が物理的に存在するわけではありません。
存在するのはデータベース・テーブルであり、その物理的な構成がその
ままインスタンス・リストの構成に対応することが多いのですが、常に
そうであるとも限りません。
この節では簡単なSECTIONS-EMPLOYEES関係を例として使っています
が、2000人もの従業員を抱える部課があったとしたら、いっぺんに提示
されても取り扱いが大変でしょう。このような場合、
EMPLOYEES_A_G、EMPLOYEES_H_M、EMPLOYEES_N_T、
EMPLOYEES_U_ENDという4つの子ビジネス・オブジェクトを設け、名
前の頭文字によって4分割すると扱いやすくなるもしれません。
あるいは次のような例を考えてみましょう。メッセージを集積した、単
一のデータベース・ファイルがあるとします。各メッセージには7桁の
識別番号があります。さらに、電子メールの「状態」コードと同じよう
に、RECEIVED、READ、SENT、DELETEDのいずれかの「状態」が設
定されています。このような構成のデータベースを、次のようなインス
タンス・リストに変形して扱うことが考えられます。

ビジネ
ス・オブ
ジェクト
の型

AKey1 AKey2

RECEIVE RECEIVE 	

MESSAGE RECEIVE 26272

MESSAGE RECEIVE 63738

READ READ 	

MESSAGE READ 73389

MESSAGE READ 74584

MESAAGE READ 73873

SENT SENT 	



MESSAGE SENT 78383

MESSAGE SENT 37383

DELETED DELETE 	

MESSAGE DELETE 62727

これは電子メールを「受信」、「送信済み」、「削除済み」などのボッ
クスに分けて管理することに相当します。データベース構成そのもので
はないことに注意してください。



独自のスナップイン・インスタンス・リストの作成
組み込みのインスタンス・リスト・ブラウザーを使用しても必要な処理
を正確に実行できない場合は、独自のインスタンス・リストをいつでも
作成できます。「インスタンス・リストを任意に作成」を参照してくだ
さい。
スナップインのインスタンス・リスト・ブラウザーを使用する場合、イ
ンスタンスリストリレーションシップ概要タブにある通常の汎用インス
タンス・リスト・レイアウトの詳細(列、順序、幅など)は意味がありま
せん。これらすべてのオプションは独自のスナップイン・ブラウザー内
から完全に制御できます。
スナップイン・ブラウザーではインスタンス・リストを必要なあらゆる
方法(リスト、グリッド、ツリーなど)で表示できます。		

インスタンス・リスト	–	スナップイン・インスタンス・リス
ト・ブラウザーの例
このスナップイン・インスタンス・リスト・ブラウザーの例は、組み込
みのSECTIONS-EMPLOYEESインスタンス・リストを3レベルのツリー
として表示します。
このインスタンス・リスト情報の表示方法は、標準の組み込みインスタ
ンス・リスト・ブラウザーが情報を表示する方法とは異なるよう、大幅
に調整されています。

	
スナップイン・インスタンス・リストのソース・コード例
インスタンス・リストに11個以上の英数字列または11個以上の数値列を



追加する



インスタンス・リストに11個以上の英数字列または11個以上の
数値列を追加する
フレームワークのインスタンス・リストは、英数字列または数値列をそ
れぞれ10個まで追加して表示できます。これ以上の列を追加する場合、
独自のスナップイン・インスタンス・リストを作成する必要がありま
す。		スナップイン・インスタンス・リスト・ブラウザーでは表示可能
な追加列数に制限はありません。
インスタンス・リストを作成するには、コード	ウィザードを使用して最
も必要とされるコードを作成します。実施例はコンポーネント
DF_INST1に含まれています。
インスタンス・リスト・ブラウザーは、ビジネス・オブジェクト・プロ
パティタブのインスタンスリストリレーションシップ概要	にスナップイ
ンされています。

	無限の数の列をインスタンス・リストに効果的に追加できる最も簡単な
テクニックは、インスタンス・リスト・マネージャーのAColumn<シン
ボリック名>(値)プロパティとNColumn<シンボリック名>(値)プロパティ
を使用することです。
(注：実際、これは、AddtoListメソッドの新しいAColumnN()パラメータ
とNColumnN()パラメータがよく使用されるようになったため、時間と
共に使用されなくなった古いテクニックです。これは、追加の列を使用
できるただ1つの方法でした)。		
以下はサンプル・フィルターの該当箇所を抜き出したRDMLXコードで
す。
*	Make	16	alphanumeric	columns	with	a	variety	of	symbolic	names	such	as
BILL,	MARY	..	A16
		
set	#avListManager	AColumn<BILL>(#Char07	+	BILL)
set	#avListManager	AColumn<MARY>(#Char07	+	MARY)
set	#avListManager	AColumn<TOTAL>(#Char07	+	TOTAL)
set	#avListManager	AColumn<CUSTNO>(#Char07	+	CUSTNO)



set	#avListManager	AColumn<A5>(#Char07	+	A5)
set	#avListManager	AColumn<A6>(#Char07	+	A6)
set	#avListManager	AColumn<A7>(#Char07	+	A7)
set	#avListManager	AColumn<A8>(#Char07	+	A8)
set	#avListManager	AColumn<A9>(#Char07	+	A9)
set	#avListManager	AColumn<A10>(#Char07	+	A10)
set	#avListManager	AColumn<A11>(#Char07	+	A11)
set	#avListManager	AColumn<A12>(#Char07	+	A12)
set	#avListManager	AColumn<A13>(#Char07	+	A13)
set	#avListManager	AColumn<A14>(#Char07	+	A14)
set	#avListManager	AColumn<A15>(#Char07	+	A15)
set	#avListManager	AColumn<A16>(#Char07	+	A16)
	
*	Make	16	numeric	columns	with	a	variety	of	symbolic	names	such	as	BILL,
MARY	...	N16
	
set	#avListManager	nColumn<BILL>(#Zone07	+	1)
set	#avListManager	nColumn<MARY>(#Zone07	+	2)
set	#avListManager	nColumn<TOTAL>(#Zone07	+	3)
set	#avListManager	nColumn<CUSTNUM>(#Zone07	+	4)
set	#avListManager	nColumn<n5>(#Zone07	+	5)
set	#avListManager	nColumn<n6>(#Zone07	+	6)
set	#avListManager	nColumn<n7>(#Zone07	+	7)
set	#avListManager	nColumn<n8>(#Zone07	+	8)
set	#avListManager	nColumn<n9>(#Zone07	+	9)
set	#avListManager	nColumn<n10>(#Zone07	+	10)
set	#avListManager	nColumn<n11>(#Zone07	+	11)
set	#avListManager	nColumn<n12>(#Zone07	+	12)
set	#avListManager	nColumn<n13>(#Zone07	+	13)
set	#avListManager	nColumn<n14>(#Zone07	+	14)
set	#avListManager	nColumn<n15>(#Zone07	+	15)
set	#avListManager	nColumn<n16>(#Zone07	+	16)
	
*	Add	this	and	all	32	additional	columns	to	the	instance	list
	
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#Char07)
Visualid2(#char07)	Akey1(#char07)
	



たとえば、set	#avListManager	AColumn<CUSTNO>(#Char07	+	CUSTNO)
の行では、CUSTNOというシンボリック名の英数字列が作成され、その
列にフィールド#CHAR07の現在の値と文字列'CUSTNO'を連結した値を
含めるよう設定されます。
関連するスナップイン・インスタント・リスト・マネージャーの中で、
これはマッチングRDMLXコードです。
*	Set	the	visual	identifiers	into	the	grid	columns
	
#STD_TEXTS	:=	#VisualID1
#STD_TEXT	:=	#VisualID2
	
*	Get	the	additional	alphanumeric	columns	into	the	grid	columns.
*	Only	3	are	visualized	in	this	example,	but	all	16	could	be	display	if	required
	
#VF_ELXA01	:=	#AvListManager.Acolumn<BILL>
#VF_ELXA02	:=	#AvListManager.Acolumn<CUSTNO>
#VF_ELXA03	:=	#AvListManager.Acolumn<A16>
	
*	Get	the	additional	numeric	columns	into	the	grid	columns.
*	Only	3	are	visualized	in	this	example,	but	all	16	could	be	visualized	if
required
	
#VF_ELXNK1	:=	#AvListManager.Ncolumn<BILL>
#VF_ELXNK2	:=	#AvListManager.Ncolumn<CUSTNUM>
#VF_ELXNK3	:=	#AvListManager.Ncolumn<N16>
	
*	Add	the	information	to	the	grid
	
Add_Entry	#GRID
	
#VF_ELXA02	:=	#AvListManager.Acolumn<CUSTNO>の行では、CUSTNO
という名前の追加の英数字列が表示され、グリッド列フィールド
#VF_ELXA02にコピーされます。		
コマンド・ハンドラーでも同じ手法を使用して追加列にアクセスできま
す。
大量の追加列を使用して大量のデータ交換を行う場合、より「固定され
た」(つまり汎用性がないため高速な)手法が考えられます。これを使用



して、追加列の情報をフィルターとインスタンス・リスト・ブラウザー
間で受け渡すことができます。	
たとえば、1つの追加列のみを使用して、フィルターと、インスタン
ス・リスト内のスナップイン・インスタンス・リスト・ブラウザーとの
間で「行キー」を受け渡すことができます。固有のScope(*Application)
を共有する再利用可能なVLコンポーネントを作成すれば、情報のスト
レージの管理と、情報の論理行へのアクセスを行うことができます。ま
た、効率を高めるためにSPACEオブジェクトを使用することもできま
す。フィルターとインスタンス・リスト・ブラウザーはこれとやり取り
を行い、論理行の詳細を交換できます。					
34個の列(16個の英数字、16個の数値+ビジュアルID)を使用するサンプ
ル・フィルター
スナップイン・インスタンス・リスト・ブラウザーのマッチング
	



34個の列(16個の英数字、16個の数値+ビジュアルID)を使用す
るサンプル・フィルター
	
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC007)	HEIGHT(123)	WIDTH(216)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_1)	CAPTION('Add
to	list	')	DISPLAYPOSITION(1)	LEFT(52)	PARENT(#COM_OWNER)
TABPOSITION(1)	TOP(28)
	
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click)
	
Define	#Zone07	Reffld(#Date)	Length(7)	decimals(0)	edit_code(4)	Default(0)
Define	#Char07	*char	7	To_Overlay(#Zone07)
	
Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)
	
Invoke	Method(#avListManager.ClearList)
	
Begin_Loop	from(1)	to(50)	using(#Zone07)
	
*	Make	up	16	alphanumeric	columns	with	a	variety	of	symbolic	names	such	as
BILL,	MARY	...	A16
	
set	#avListManager	AColumn<BILL>(#Char07	+	BILL)
set	#avListManager	AColumn<MARY>(#Char07	+	MARY)
set	#avListManager	AColumn<TOTAL>(#Char07	+	TOTAL)
set	#avListManager	AColumn<CUSTNO>(#Char07	+	CUSTNO)
set	#avListManager	AColumn<A5>(#Char07	+	A5)
set	#avListManager	AColumn<A6>(#Char07	+	A6)
set	#avListManager	AColumn<A7>(#Char07	+	A7)
set	#avListManager	AColumn<A8>(#Char07	+	A8)
set	#avListManager	AColumn<A9>(#Char07	+	A9)
set	#avListManager	AColumn<A10>(#Char07	+	A10)
set	#avListManager	AColumn<A11>(#Char07	+	A11)
set	#avListManager	AColumn<A12>(#Char07	+	A12)
set	#avListManager	AColumn<A13>(#Char07	+	A13)
set	#avListManager	AColumn<A14>(#Char07	+	A14)
set	#avListManager	AColumn<A15>(#Char07	+	A15)



set	#avListManager	AColumn<A16>(#Char07	+	A16)
	
*	Make	up	16	numeric	columns	with	a	variety	of	symbolic	names	such	as	BILL,
MARY	...	N16
	
set	#avListManager	nColumn<BILL>(#Zone07	+	1)
set	#avListManager	nColumn<MARY>(#Zone07	+	2)
set	#avListManager	nColumn<TOTAL>(#Zone07	+	3)
set	#avListManager	nColumn<CUSTNUM>(#Zone07	+	4)
set	#avListManager	nColumn<n5>(#Zone07	+	5)
set	#avListManager	nColumn<n6>(#Zone07	+	6)
set	#avListManager	nColumn<n7>(#Zone07	+	7)
set	#avListManager	nColumn<n8>(#Zone07	+	8)
set	#avListManager	nColumn<n9>(#Zone07	+	9)
set	#avListManager	nColumn<n10>(#Zone07	+	10)
set	#avListManager	nColumn<n11>(#Zone07	+	11)
set	#avListManager	nColumn<n12>(#Zone07	+	12)
set	#avListManager	nColumn<n13>(#Zone07	+	13)
set	#avListManager	nColumn<n14>(#Zone07	+	14)
set	#avListManager	nColumn<n15>(#Zone07	+	15)
set	#avListManager	nColumn<n16>(#Zone07	+	16)
	
*	Add	this	and	all	the	additional	columns	to	the	instance	list
	
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#Char07)
Visualid2(#char07)	Akey1(#char07)
	
End_Loop
	
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)
	
ENDROUTINE
	
	
End_Com
	



スナップイン・インスタンス・リスト・ブラウザーのマッチン
グ
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC012)	HEIGHT(218)
HINT(*MTXTDF_INST1)
LAYOUTMANAGER(#ATTACHMENT_MANAGER)	WIDTH(504)
	
*	Basic	attachment	layout	manager
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)
NAME(#ATTACHMENT_MANAGER)
	
*	A	grid	display	VID1,2	and	3	alpha	columns	and	3	numeric	columns
	
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GRID)	NAME(#grid)
COLUMNBUTTONHEIGHT(18)	DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(218)
HINT(*MTXTDF_INST1)	LEFT(0)	PARENT(#COM_OWNER)
SELECTIONSTYLE(Multiple)	SHOWLINES(False)
SHOWSELECTION(True)	SHOWSORTARROW(True)	TABPOSITION(1)
TABSTOP(False)	TOP(0)	WIDTH(504)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)
NAME(#GRID_ATTACHMENT_ITEM)	ATTACHMENT(Center)
MANAGE(#grid)	PARENT(#ATTACHMENT_MANAGER)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_1)
CAPTION('VisualID1')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(1)
PARENT(#grid)	SORTONCLICK(True)	SOURCE(#STD_TEXTS)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_2)
CAPTION('VisualID2')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(2)
PARENT(#grid)	SORTONCLICK(True)	SOURCE(#STD_TEXT)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_3)	CAPTION('ACol-
BILL')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(3)	PARENT(#grid)
SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXA01)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_4)	CAPTION('ACol-
CUSTNO')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(4)
PARENT(#grid)	SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXA02)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_5)	CAPTION('ACol-
A16')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(5)	PARENT(#grid)
SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXA03)
DEFINE_COM	CLASS(#PRiM_GDCL)	NAME(#GDCL_6)	CAPTION('NCol-



BILL')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(6)	PARENT(#grid)
SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXNK1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_7)	CAPTION('NCol-
CUSTNUM')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(7)
PARENT(#grid)	SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXNK2)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_GDCL)	NAME(#GDCL_8)	CAPTION('NCol-
N16')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(8)	PARENT(#grid)
SORTONCLICK(True)	SOURCE(#VF_ELXNK3)
	
*	-----------------------------------------------
*	Redefine	the	standard	uClearInstanceList	method
*	-----------------------------------------------
	
MthRoutine	uClearInstanceList	Options(*Redefine)
	
*	Clear	the	visible	sections	grid	of	all	entries
	
Clr_List	#Grid
	
EndRoutine
	
*	------------------------------------------
*	Redefine	the	standard	uAddListEntry	method
*	------------------------------------------
	
Mthroutine	Name(uAddListEntry)	Options(*Redefine)
	
*	Set	the	visual	identifiers
	
#STD_TEXTS	:=	#VisualID1
#STD_TEXT	:=	#VisualID2
	
*	Get	the	additional	alphanumeric	columns.
*	Only	3	are	visualized,	but	all	16	could	be	shown	if	required
	
#VF_ELXA01	:=	#AvListManager.Acolumn<BILL>
#VF_ELXA02	:=	#AvListManager.Acolumn<CUSTNO>
#VF_ELXA03	:=	#AvListManager.Acolumn<A16>
	



*	Get	the	additional	numeric	columns.
*	Only	3	are	visualized,	but	all	16	could	be	shown	if	required
	
#VF_ELXNK1	:=	#AvListManager.Ncolumn<BILL>
#VF_ELXNK2	:=	#AvListManager.Ncolumn<CUSTNUM>
#VF_ELXNK3	:=	#AvListManager.Ncolumn<N16>
	
*	Add	the	entry	to	the	visible	grid
	
Add_Entry	#GRID
	
*	Finished
	
Endroutine
	
*	-----------------------------------------
*	Handle	selection	of	a	section	in	the	grid
*	-----------------------------------------
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Grid.ItemGotSelection)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
*	Appropriate	code	needs	to	be	added
ENDROUTINE
	
*	-------------------------------------------
*	Handle	unselection	of	a	section	in	the	grid
*	-------------------------------------------
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Grid.ItemLostSelection)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
*	Appropriate	code	needs	to	be	added
ENDROUTINE
	
*	-------------------------------------
*	Handle	focus	of	a	section	in	the	grid
*	-------------------------------------
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Grid.ItemGotFocus)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)



*	Appropriate	code	needs	to	be	added
ENDROUTINE
	
*	---------------------------------------------
*	Handle	loss	of	focus	of	a	section	in	the	grid
*	---------------------------------------------
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Grid.ItemLostFocus)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
*	Appropriate	code	needs	to	be	added
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Grid.ItemGotFocusAccept
#Grid.ItemGotSelectionAccept)	Accept(#ACCEPT)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
*	Appropriate	code	needs	to	be	added
Set	Com(#ACCEPT)	Value(TRUE)
ENDROUTINE
	
END_COM
	



スナップイン・インスタンス・リストのソース・コード例
The	example	code	is:
*	=======================================================
*	Component	:	XXXXXXXXXX
*	Type	:	Reusable	Part
*	Description	:	Sample	of	a	snap	in	instance	list	browser
*	displaying	an	instance	list	as	a	tree	control.
*	Disclaimer	:	The	following	material	is	supplied	as
*	sample	material	only.	No	warranty	concerning	this
*	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is
*	expressed	or	implied
*	=======================================================
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC012)	HEIGHT(181)
LAYOUTMANAGER(#ATTACHMENT_MANAGER)	WIDTH(482)
*	Overall	attachment	layout	manager
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLM)
NAME(#ATTACHMENT_MANAGER)
*	The	unleveled	tree
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TRVW)	NAME(#VIS_Tree)
COLUMNBUTTONHEIGHT(18)	DISPLAYPOSITION(1)
DRAGCOLUMNS(True)	FULLROWSELECT(True)	HEIGHT(181)	LEFT(0)
MULTIPLESELECTSTYLE(SameLevel)	PARENT(#COM_OWNER)
SELECTIONSTYLE(Multiple)	TABPOSITION(1)	TABSTOP(False)	TOP(0)
VIEWSTYLE(UnLevelled)	VISUALSTYLE(#VF_VS101)	WIDTH(482)
*	Attachment	item	for	layout	management
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ATLI)
NAME(#TREE_ATTACHMENT_ITEM)	ATTACHMENT(Center)
MANAGE(#VIS_Tree)	PARENT(#ATTACHMENT_MANAGER)
*	Standard	2	fields	for	all	levels	in	the	tree
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#Tree_VID1)
CAPTION('Code/Name')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(1)
LEVEL(1)	PARENT(#VIS_Tree)	SORTONCLICK(True)
SOURCE(#VF_ELXVI1)	WIDTH(17)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#Tree_VID2)
CAPTION('Description')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(2)
LEVEL(1)	PARENT(#VIS_Tree)	SORTONCLICK(True)
SOURCE(#VF_ELXVI2)	WIDTH(16)
*	2	sample	additional	alpha	columns



DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#Tree_acolumn1)
CAPTION('Phone')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(3)
LEVEL(1)	PARENT(#VIS_Tree)	SORTONCLICK(True)
SOURCE(#VF_ELXCA1)	WIDTH(13)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#Tree_acolumn2)
CAPTION('Address')	CAPTIONTYPE(Caption)	DISPLAYPOSITION(4)
LEVEL(1)	PARENT(#VIS_Tree)	SORTONCLICK(True)
SOURCE(#VF_ELXCA2)	WIDTH(14)
*	1	sample	additional	numeric	column
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#Tree_Visncolumn1)
CAPTION('Zip	Code')	CAPTIONTYPE(Caption)	COLUMNALIGN(Right)
DISPLAYPOSITION(5)	LEVEL(1)	PARENT(#VIS_Tree)
SORTONCLICK(True)	SOURCE(#POSTCODE)
*	Hidden	columns	to	track	AKey1()	AKey2()	AKey3()	and
BusinessObjectType()	for	every	tree	item
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#TREE_IAK1)	LEVEL(1)
PARENT(#VIS_Tree)	SOURCE(#VF_ELXAK1)	VISIBLE(False)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#TREE_IAK2)	LEVEL(1)
PARENT(#VIS_Tree)	SOURCE(#VF_ELXAK2)	VISIBLE(False)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#TREE_IAK3)	LEVEL(1)
PARENT(#VIS_Tree)	SOURCE(#VF_ELXAK3)	VISIBLE(False)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_TVCL)	NAME(#TVCL_BOT)	LEVEL(2)
PARENT(#VIS_Tree)	SOURCE(#VF_ELBOT)	VISIBLE(False)
*	Currently	focused	tree	item
Define_com	#Prim_Objt	#FocusTreeItem	Reference(*dynamic)
*	UI	Control	Definitions
Define	Field(#UI_ISDEAF)	Reffld(#VF_ELBOOL)
Def_Cond	Name(*UI_LISTEN)	Cond('#UI_IsDeaf	*ne	TRUE')
*	Tree	node	tracking	-	track	department	nodes	and	department	section	nodes
DEFINE_COM	CLASS(#Prim_kcol<#Prim_tvit	#deptment>)
NAME(#DepNodes)	STYLE(Collection)
DEFINE_COM	CLASS(#Prim_kcol<#Prim_tvit	#std_texts>)
NAME(#DepSecNodes)	STYLE(Collection)
*
============================================================================
*	Method	Definitions
*
============================================================================
*	----------------------------------------------------------------------------



*	Redefine	the	standard	uClearInstanceList	method
*	----------------------------------------------------------------------------
MthRoutine	uClearInstanceList	Options(*Redefine)
Invoke	#DepNodes.RemoveAll
Invoke	#DepSecNodes.RemoveAll
Clr_List	#Vis_Tree
Set_ref	#FocusTreeItem	*null
EndRoutine
*	-----------------------------------------------------------------------------
*	Redefine	the	standard	uAddListEntry	method
*	-----------------------------------------------------------------------------
Mthroutine	Name(uAddListEntry)	Options(*Redefine)
Define_com	#Prim_tvit	#DepParent	Reference(*Dynamic)
Define_com	#Prim_tvit	#SecParent	Reference(*Dynamic)
*	The	filter(s)	supply	SECTIONS	and	EMPLOYEES	business	objects	in	the
instance
*	list,	but	this	instance	list	browser	has	decided	to	create	a	3	level	tree	to
*	visualize	the	data	slightly	differently.	Handle	each	business	object	type
differently	....
CASE	OF_FIELD(#BusinessObjectType.Value)
*	========================
*	SECTIONS	business	object
*	========================
WHEN	VALUE_IS(=	SECTIONS)
*	Check	for	a	parent	department	node	in	the	tree	and	add	one	if	required
Set_ref	#DepParent	#DepNodes<#AKey1.Value>
If_ref	#DepParent	is(*null)
#VF_ELXAK1	:=	#AKey1.Value
#VF_ELXAK2	:=	''
#VF_ELXAK3	:=	''
#VF_ELBOT	:=	''
#VF_ELXVI1	:=	#AKey1.Value
#VF_ELXVI2	:=	'Department	'	+	#AKey1.Value
#VF_ELXCA1	:=	''
#VF_ELXCA2	:=	''
#POSTCODE	:=	0
Add_Entry	#Vis_Tree
Set_Ref	#DepParent	#Vis_Tree.CurrentItem
Set_Ref	#DepNodes<#AKey1.Value>	#DepParent



Endif
*	Now	add	in	the	section	node	as	a	child	of	the	department	and	keep	a	track	of	it
#VF_ELXAK1	:=	#AKey1.Value
#VF_ELXAK2	:=	#AKey2.Value
#VF_ELXAK3	:=	#AKey3.Value
#VF_ELBOT	:=	#BusinessObjectType.Value
#VF_ELXVI1	:=	'Section	'	+	#AKey2.Value
#VF_ELXVI2	:=	#AColumn1.Value
#VF_ELXCA1	:=	''
#VF_ELXCA2	:=	''
#POSTCODE	:=	#Ncolumn1.Value
Add_Entry	#Vis_Tree
Set	#Vis_Tree.CurrentItem	ParentItem(#DepParent)
Set_Ref	#DepSecNodes<(#AKey1.Value	+	'.'	+	#Akey2.Value)>
#Vis_Tree.CurrentItem
*	=========================
*	EMPLOYEES	business	object
*	=========================
WHEN	VALUE_IS(=	EMPLOYEES)
#VF_ELXAK1	:=	#AKey1.Value
#VF_ELXAK2	:=	#AKey2.Value
#VF_ELXAK3	:=	#AKey3.Value
#VF_ELBOT	:=	#BusinessObjectType.Value
#VF_ELXVI1	:=	#VisualId1.Value
#VF_ELXVI2	:=	#VisualId2.Value
#VF_ELXCA1	:=	#AColumn1.Value
#VF_ELXCA2	:=	#AColumn2.Value
#POSTCODE	:=	#NColumn1.Value
Add_Entry	#Vis_Tree
*	Final	the	section	node	(previously	added)	that	will	be	this	nodes	tree	parent
Set_Ref	#SecParent	#DepSecNodes<(#AKey1.Value	+	'.'	+	#Akey2.Value)>
*	Show	an	error	or	set	the	parent	item	correctly	....
If_ref	#SecParent	is(*null)
Use	message_box_show	(	ok	ok	error	*Component	'Attempt	to	add	employee
with	out	a	valid	SECTIONS	parent')
else
Set	#Vis_Tree.CurrentItem	ParentItem(#SecParent)
Endif
ENDCASE



*	Finished
EndRoutine
*	-------------------------------------------------------------------
*	Determine	whether	to	accept	selection	of	new	Sections	from	the	grid
*	-------------------------------------------------------------------
EVTROUTINE	HANDLING(#Vis_Tree.ItemGotFocusAccept
#Vis_Tree.ItemGotSelectionAccept)	Accept(#ACCEPT)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
If	(#vf_elbot	*ne	'	')
If	Cond('#avFrameworkManager.uCurrentLockStatus	*EQ	TRUE')
#ACCEPT	:=	FALSE
#UI_ISDEAF	:=	TRUE
Else
#ACCEPT	:=	TRUE
#UI_ISDEAF	:=	FALSE
Endif
Endif
ENDROUTINE
*	-----------------------------------------
*	Handle	selection	of	an	item	from	the	tree
*	-----------------------------------------
EvtRoutine	Handling(#Vis_Tree.ItemGotSelection)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
If	(#vf_elbot	*ne	'	')
Signal	SetSelectedInstance	AKey1(#VF_ELXAK1)	AKey2(#VF_ELXAK2)
AKey3(#VF_ELXAK1)	BusinessObjectType(#VF_ELBOT)
*	Handle	the	special	case	where	the	focus	did	not	fire	correctly
If_ref	#FocusTreeItem	is(*null)
Set_ref	#FocusTreeItem	#Vis_Tree.CurrentItem
Signal	SetCurrentInstance	AKey1(#VF_ELXAK1)	AKey2(#VF_ELXAK2)
AKey3(#VF_ELXAK3)	BusinessObjectType(#VF_ELBOT)
Endif
Endif
EndRoutine
*	-------------------------------------------
*	Handle	unselection	of	an	item	from	the	tree
*	-------------------------------------------
EvtRoutine	Handling(#Vis_Tree.ItemLostSelection)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)



If	(#vf_elbot	*ne	'	')
Signal	DropSelectedInstance	AKey1(#VF_ELXAK1)	AKey2(#VF_ELXAK2)
AKey3(#VF_ELXAK3)	BusinessObjectType(#VF_ELBOT)
Endif
EndRoutine
*	-------------------------------------
*	Handle	focus	of	an	item	from	the	tree
*	-------------------------------------
EvtRoutine	Handling(#Vis_Tree.ItemGotFocus)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
If	Cond(*UI_LISTEN)
If	(#vf_elbot	*ne	'	')
Signal	SetCurrentInstance	AKey1(#VF_ELXAK1)	AKey2(#VF_ELXAK2)
AKey3(#VF_ELXAK3)	BusinessObjectType(#VF_ELBOT)
Endif
Endif
EndRoutine
*	---------------------------------------------
*	Handle	loss	of	focus	of	an	item	from	the	tree
*	---------------------------------------------
EvtRoutine	Handling(#Vis_Tree.ItemLostFocus)
OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
If	(#vf_elbot	*ne	'	')
Signal	DropCurrentInstance	AKey1(#VF_ELXAK1)	AKey2(#VF_ELXAK2)
AKey3(#VF_ELXAK3)	BusinessObjectType(#VF_ELBOT)
Endif
EndRoutine
End_Com



高度なインスタンス・リスト処理
ビジネス・オブジェクト用の共有マネージャーを1つ作成することで、
すべてのインスタンス・リスト処理を集中管理および標準化でき、フィ
ルターやコマンド・ハンドラー内で同じコードを繰り返すことを回避で
きます。
共有マネージャーを使用して次の処理を行えます。

									共有メソッドを作成し、そのメソッドをすべてのフィルターとコマ
ンド・ハンドラーで利用できるようにする

									処理をマネージャーに委託する

									フィルターとコマンド・ハンドラーが実行したイベントの通知を管
理する

	
詳細については、次のセクションを参照してください。	
重複インスタンス・リスト・コードの回避
すべてのインスタンス・リスト処理の集中管理
実際のビジネス・オブジェクト管理に向けて
RAMPスクリプトからのインスタンス・リストの操作
独自のインスタンス・リスト・マネージャーへの共通タスクの委託
ビジュアライセーション・ツリーへの低レベルの直接アクセス



重複インスタンス・リスト・コードの回避
多くの異なるフィルターがある場合、重複したインスタンス・リスト・
コードがあるかもしれません。このとき、設計者がインスタンス・リス
トで使用されるキー構造の変更や列の追加を決定した場合、面倒なこと
になる場合があります。新しいインスタンス・リスト・フォーマットを
使用するようすべてのフィルターを変更する必要があるためです。
これを回避するには、いつものとおりに処理を行い、インスタンス・リ
ストの操作コードを、すべてのフィルターが共有するVisual	LANSAの1
つの再利用可能パーツに含めて集中管理を行います。
従業員を3つの異なる方法でインスタンス・リストに追加する
EMPMNGRという名前のVisual	LANSA再利用可能パーツを考えます。
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#PRIM_OBJT)
	
*	Perform	employee	searches	and	add	to	the	instance	list
	
MthRoutine	PerformSearch
Define_Map	*Input	#vf_lm002	#ListManager	Pass(*By_Reference)
Define_Map	*Input	#std_num	#SearchType
Define_Map	*Input	#EmpNo	#UseEmpNo	Mandatory('	')
Define_Map	*Input	#SurName	#UseSurName	Mandatory('	')
Define_Map	*Input	#PostCode	#UsePostCode	Mandatory(0)
Define_Map	*input	#Prim_Boln	#Clear	mandatory(true)
	
Invoke	#ListManager.BeginListUpdate
	
If	(#Clear)
Invoke	#ListManager.ClearList
Endif
	
Case	#SearchType
	
when	(=	1)
Select	fields(*all)	from_file(pslmst)	with_key(#UseEmpno)	Generic(*Yes)
#Com_Owner.AddEmployeetoList	ListManager(#ListManager)
Endselect
	
when	(=	2)



Select	fields(*all)	from_file(pslmst2)	with_key(#UseSurName)	Generic(*Yes)
#Com_Owner.AddEmployeetoList	ListManager(#ListManager)
Endselect
	
when	(=	3)
Select	fields(*all)	from_file(pslmst)	where(#PostCode	=	#UsePostCode)
#Com_Owner.AddEmployeetoList	ListManager(#ListManager)
Endselect
EndCase
	
Invoke	#ListManager.EndListUpdate
	
Endroutine
	
*	Add	an	employee	to	the	instance	list
	
MthRoutine	AddEmployeetoList	Access(*Private)
	
Define_Map	*Input	#vf_lm002	#ListManager	Pass(*By_Reference)
	
#FullName	:=	#GiveName	+	"	"	+	#SurName
	
Invoke	Method(#ListManager.AddtoList)	Visualid1(#Empno)
Visualid2(#FullName)	Akey1(#Deptment)	Akey2(#Section)	Akey3(#Empno)
AColumn1(#Phonehme)	AColumn2(#Address1)	nColumn1(#PostCode)
	
Endroutine
	
END_COM
	
ここで次のような5つの従業員フィルターがあると仮定します。



これらの各フィルターが共有VL再利用可能パーツを次のように宣言し
た場合。
DEFINE_COM	CLASS(#EMPMNGR)	NAME(#EmployeeManager)
scope(*Application)
	
各フィルターはそれぞれの検索を次の1つのコマンドで実行できます。
Invoke	#EmployeeManager.PerformSearch	ListManager(#avListManager)
SearchType(1)	UseEmpNo(#EmpNo)	Clear(true)
	
または、以下のようになります。
Invoke	#EmployeeManager.PerformSearch	ListManager(#avListManager)
SearchType(2)	UseSurName(#SurName)	Clear(false)
	
ここで重要な点は次のとおりです。

									従業員マネージャーの#EMPMNGRオブジェクトが
EXTENDS(#PRIM_OBJT)を使用している。これにより、ビジュアル・
コンテキストを持たないprimitiveオブジェクトとして定義されます。

									#EMPMNGRの宣言でScope(*Application)が使用されている。これに
より、#EMPMGRオブジェクトは確実に1つしか作成されず、そのオ
ブジェクトはすべてのフィルターまたはコマンド・ハンドラーにより
共有されるようになります。

									フィルターに検索ロジックを持たせる必要はありません。またフィ
ルターがデータベースに直接アクセスする必要もありません。すべて
の検索処理とデータベース処理は、共通の共有#EMPMNGRオブジェ
クトを使用して処理できます。

									従業員インスタンス・リストのキーを変更したり列を追加する必要



がある場合は、#EMPMNGRの変更と再コンパイルのみが必要です。
	
	



すべてのインスタンス・リスト処理の集中管理
すべてのインスタンス・リスト管理コードを1つの管理コンポーネント
に含めて集中管理を開始すると、その管理コンポーネントはさまざまな
方法で使用できることが分かります。
たとえば、ユーザーが何かを更新した場合、コマンド・ハンドラーはイ
ンスタンス・リスト内の詳細を更新しなければならない場合がよくあり
ます。たとえば、ユーザーが従業員名を変更した場合、このコマンド・
ハンドラーはインスタンス・リストを更新しなければならない場合があ
ります。

#EMPMNGRに次のような共有メソッドがある場合を考えます。
MthRoutine	UpdateListDetails
Define_Map	*Input	#vf_lm002	#ListManager	Pass(*By_Reference)
Define_Map	*Input	#EmpNo	#ForEmpNo
	
Fetch	fields(*all)	from_file(PSLMST)	with_key(#ForEmpno)
	
Invoke	#ListManager.BeginListUpdate	Mode(DYNAMIC)
	
#FullName	:=	#GiveName	+	"	"	+	#SurName
	
Invoke	Method(#ListManager.UpdateListEntryData)	Visualid1(#Empno)
Visualid2(#FullName)	Akey1(#Deptment)	Akey2(#Section)	Akey3(#Empno)
AColumn1(#Phonehme)	AColumn2(#Address1)	nColumn1(#PostCode)
	
Invoke	#ListManager.EndListUpdate
	
EndRoutine
この場合、インスタンス・リストを更新するためにすべてのコマンド・



ハンドラーで必要な処理は、次のような共有#EMPMNGRを宣言するこ
とです。
DEFINE_COM	CLASS(#EMPMNGR)	NAME(#EmployeeManager)
scope(*Application)
		
次に、メソッドを呼び出して従業員インスタンス・リストの詳細を更新
します。
#EmployeeManager.UpdateListDetails	ListManager(#avListManager)
ForEmpno(#Empno)
		
ここでのメリットは、従業員情報を操作するすべてのコマンド・ハンド
ラーがUpdateListDetailsメソッドを再利用できるということはもちろん
ですが、このメソッドがどのように実行されているかを理解しなくても
よいということがあります。
コマンド・ハンドラーはインスタンス・リストの個々のエントリーを削
除しなければならない場合もあります。集中管理されたインスタンス・
リスト・マネージャーに次のようなメソッドが含まれている場合を考え
ます。
MthRoutine	DeleteListDetails
Define_Map	*Input	#vf_lm002	#ListManager	Pass(*By_Reference)
Define_Map	*Input	#EmpNo	#ForEmpNo
Define_Map	*Input	#Deptment	#InDepartment
Define_Map	*Input	#Section	#InSection
	
Invoke	#ListManager.BeginListUpdate	Mode(DYNAMIC)
	
Invoke	Method(#ListManager.RemoveFromList)	Akey1(#InDeptment)
Akey2(#InSection)	Akey3(#ForEmpno)
	
Invoke	#ListManager.EndListUpdate
	
EndRoutine
	
この場合、各コマンド・ハンドラーでは、次のような共有マネージャー
の宣言のみが必要です。
DEFINE_COM	CLASS(#EMPMNGR)	NAME(#EmployeeManager)



scope(*Application)
		
次に、以下のようなメソッドを呼び出します。
#EmployeeManager.DeleteListDetails	ListManager(#avListManager)
ForEmpno(#Empno)	InDepartment(#Deptment)	InSection(#Section)
	
これで、インスタンス・リストから従業員の詳細が削除されます。
	



実際のビジネス・オブジェクト管理に向けて
前のセクションの考えから推定した場合、「なぜマネージャーは実際の
データベース更新や削除を同様に実行できなかったのか」と考えるかも
知れません。
インスタンス・リスト・マネージャー#EMPMNGRにインスタンス・リ
ストの従業員情報を操作するUpdateListDetailsやDeleteListDetailsなどの
メソッドがある場合、なぜ、UpdateEmployeeやDeleteEmployeeという名
前のメソッドを持たせ、集中管理した方法で実際のデータベース行を更
新または削除し、変更をインスタンス・リストにも同様に自動的に反映
することができなかったのでしょうか?
これは確かに可能ですが、それは実際のビジネス・オブジェクト・マ
ネージャーの領域に入り込むことになるのでこのドキュメントの対象外
とします。



RAMPスクリプトからのインスタンス・リストの操作
フィルターやコマンド・ハンドラーで、共有インスタンス・リスト・マ
ネージャーの簡略化メソッドを呼び出すことで、インスタンス・リスト
の操作がさらに簡単になります。これを行うための処理は次の2つのみ
です。

									Scope(*Application)を使用して共有インスタンス・リスト・マネー
ジャーを宣言する

									公開されているメソッドを呼び出す

	
RAMP	5250ナビゲーション・スクリプトでは、再利用可能なVLコン
ポーネントを宣言してそのメソッドを呼び出すことはできませんが、通
知イベントを実行できます。したがってこのスクリプトが通知したイベ
ントを「何か」がリッスンしている場合、その「何か」はスクリプトに
代わってマネージャー・メソッドを呼び出すことができます。
通常、RAMPスクリプトのイベントをリッスンしているこの「何か」
は、フィルターです。このフィルターには次のようなEVTROUTINEが
含まれます。
Evtroutine	Handling(#Com_owner.avEvent)	WithId(#EventId)
WithAInfo1(#AInfo1)	WithAInfo2(#AInfo2)	WithAInfo3(#AInfo3)
Options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
	
Case	#EventId.Value
	
When	(=	UPDATE_EMPLOYEE_5250)
	
#EmployeeManager.UpdateListDetails	ListManager(#avListManager)
ForEmpno(#AInfo1)
	
When	(=	DELETE_EMPLOYEE_5250)
	
#EmployeeManager.DeleteListDetails	ListManager(#avListManager)
ForEmpno(#AInfo1)	inDepartment(#AInfo2)	InSection(#AInfo3)
	
EndCase
	
Endroutine



	
このコードを含むフィルターは、UPDATE_EMPLOYEE_5250および
DELETE_EMPLOYEE_5250というイベントをリッスンします。このイベ
ントのいずれかを受信したら、要求を共有インスタンス・リスト・マ
ネージャーにルーティングします。もちろんこれには、イベント・ペイ
ロード・パラメータを使って従業員キーの詳細を受け渡す方法に関す
る、RAMPスクリプトとフィルター間で同意されたプロトコルが必要で
す。
RAMPスクリプトが、インスタンス・リストの更新が必要であることを
意味する5250操作(従業員の削除や更新など)を検出した場合、次のよう
なJavaScriptスクリプト・コードを実行できます。
AVSIGNALEVENT("DELETE_EMPLOYEE_5250",	"BUSINESSOBJECT",
objListManager.AKey1[0],	objListManager.AKey2[0],
objListManager.AKey3[0]	);
	
または
AVSIGNALEVENT("UPDATE_EMPLOYEE_5250",	"BUSINESSOBJECT",
objListManager.AKey3[0]);



独自のインスタンス・リスト・マネージャーへの共通タスクの
委託
これまで、インスタンス・リスト・エントリーの追加、更新、削除処理
を、どのようにして共通の共有インスタンス・リスト・マネージャーに
代行させることができるかを見てきました。
通常、フィルターやコマンド・ハンドラー内に繰り返されるコードを含
む可能性のあるその他の処理は、同じ方法で代行させることができま
す。
たとえば、前のセクションのRAMPスクリプトは、リッスンしている
フィルター経由でイベントを通知することで、インスタンス・リスト・
マネージャーにアクセスできます。ただし、リッスンしているフィル
ターを必ずしも認識しているとは限らないため、リッスンのためのコー
ドをすべてのフィルターで繰り返す必要があるでしょう。
このリッスン・タスク(および実質的にすべてのリッスン・タスク)を共
通の共有インスタンス・リスト・マネージャーに代行させる1つの方法
を次に示します。
インスタンス・リスト・マネージャーで、次のような2つのコレクショ
ンを定義します。
*	Keep	track	of	all	registered	active	filters	and	command	handlers
	
DEFINE_COM	CLASS(#Prim_Acol<#VF_ac007>)	NAME(#ActiveFilters)
DEFINE_COM	CLASS(#Prim_Acol<#VF_ac010>)	NAME(#ActiveHandlers)
	
次に、以下のような2つのメソッドを追加します。
MthRoutine	RegisterInitialize
Define_map	*input	#VF_AC007	#Filter	Pass(*By_Reference)	Mandatory(null)
Define_map	*input	#VF_AC010	#Handler	Pass(*By_Reference)
Mandatory(null)
	
*	Keep	track	of	registered	and	active	filters
	
If_ref	#Filter	is_not(*null)
Invoke	#ActiveFilters.Insert	Item(#Filter)
Endif
	
*	Keep	track	of	all	registered	and	active	command	handlers



	
If_ref	#Handler	is_not(*null)
Invoke	#ActiveHandlers.Insert	Item(#Handler)
Endif
	
Endroutine
	
MthRoutine	RegisterTerminate
Define_map	*input	#VF_AC007	#Filter	Pass(*By_Reference)	Mandatory(null)
Define_map	*input	#VF_AC010	#Handler	Pass(*By_Reference)
Mandatory(null)
	
*	Remove	the	specified	filter	from	the	active	collection
	
If_ref	#Filter	is_not(*null)
Invoke	#ActiveFilters.Remove	Object(#Filter)
Endif
	
*	Remove	the	specifeid	command	handler	from	the	active	collection
	
If_ref	#Handler	is_not(*null)
Invoke	#ActiveHandlers.Remove	Object(#Handler)
Endif
	
Endroutine
	
次に、各フィルターまたはコマンド・ハンドラーで次の3つの処理を行
う必要があります。

									インスタンス・リスト・マネージャーを定義する。

				DEFINE_COM	CLASS(#EMPMNGR)	NAME(#EmployeeManager)
scope(*Application)

									起動時にインスタンス・リスト・マネージャーに登録する。フィル
ターで次の処理を行う。

				MthRoutine	uInitialize	Options(*Redefine)



				Invoke	#EmployeeManager.RegisterInitialize	Filter(#Com_Owner)
				Endroutine

						コマンド・ハンドラーで次の処理を行います。
					MthRoutine	uInitialize	Options(*Redefine)
					Invoke	#EmployeeManager.RegisterInitialize	Handler(#Com_Owner)
					Endroutine

									終了時にインスタンス・リスト・マネージャーに登録(登録削除)す
る。フィルターで次の処理を行う。

					MthRoutine	uTerminate	Options(*Redefine)
					Invoke	#EmployeeManager.RegisterTerminate	Filter(#Com_Owner)
					Endroutine

						コマンド・ハンドラーで次の処理を行います。

					MthRoutine	uTerminate	Options(*Redefine)
					Invoke	#EmployeeManager.RegisterTerminate	Handler(#Com_Owner)
					Endroutine

これでインスタンス・リスト・マネージャーは、ビジネス・オブジェク
トに関する処理を実行しているすべてのアクティブなフィルターとコマ
ンド・ハンドラーを認識します。
インスタンス・リスト・マネージャーは共通の共有操作の代行を開始で
きます。
たとえば、インスタンス・リスト・マネージャーに次のようなイベン
ト・ルーチンが含まれている場合を考えます。
Evtroutine	Handling(#ActiveFilters<>.avEvent)	WithId(#EventId)
WithAInfo1(#AInfo1)	WithAInfo2(#AInfo2)	WithAInfo3(#AInfo3)
COM_Sender(#SendingFilter)	Options(*NOCLEARMESSAGES
*NOCLEARERRORS)
	
Case	#EventId.Value
	
When	(=	UPDATE_EMPLOYEE_5250)
	
#Com_Owner.UpdateListDetails	ListManager(#SendingFilter.avListManager)



ForEmpno(#AInfo1)
	
When	(=	DELETE_EMPLOYEE_5250)
		
#Com_Owner.DeleteListDetails	ListManager(#SendingFilter.avListManager)
ForEmpno(#AInfo1)	inDepartment(#AInfo2)	InSection(#AInfo3)
	
EndCase
	
Endroutine
	
インスタンス・リスト・マネージャーは、すべてのフィルターの、
RAMPスクリプトのイベントをリッスンするジョブを引き継ぎます。こ
れで、特定のフィルターにこのリッスン・コードを追加する必要はなく
なります。
#ActiveFilters<>.avEventの使用は特殊です。このインスタンス・リス
ト・マネージャーのイベント・ルーチンは、そのインスタンス・リス
ト・マネージャーに登録されているすべてのフィルターをリッスン(つ
まり傍受)しています。もちろん、#ActiveHandlers<>を使用しても同じ処
理を行えます。
その一方で、インスタンス・リスト・マネージャーはイベントをすべて
のアクティブなフィルターとコマンド・ハンドラーに通知することがで
きます。通常以下のように処理します。
まず、インスタンス・リスト・マネージャーに通知するイベントとメ
ソッドを次のように定義します。
Define_Evt	EmployeeUpdate
Define_map	*input	#Empno	#EmployeeNumber
	
Define_Evt	EmployeeDelete
Define_map	*input	#Empno	#EmployeeNumber
	
Mthroutine	Sig_EmployeeUpdate
Define_map	*input	#Empno	#EmployeeNumber
Signal	EmployeeUpdate	EmployeeNumber(#EmployeeNumber)
Endroutine
	
Mthroutine	Sig_EmployeeDelete



Define_map	*input	#Empno	#EmployeeNumber
Signal	EmployeeDelete	EmployeeNumber(#EmployeeNumber)
Endroutine
	
次に、これらのイベントが発生した時に通知を受けるすべてのフィル
ターまたはコマンド・ハンドラーに、次のようなイベント処理ルーチン
を組み込みリッスンを行います。
Evtroutine	Handling(#EmployeeManager.EmployeeUpdate)
EmployeeNumber(#EmployeeNUmber)	Options(*NOCLEARMESSAGES
*NOCLEARERRORS)
	
Use	Message_box_show	(ok	ok	info	*Component	("I	have	just	been	notified
that	employee	number	"	+	#EmployeeNumber	+	"	has	been	updated"))
	
Endroutine
	
Evtroutine	Handling(#EmployeeManager.EmployeeDelete)
EmployeeNumber(#EmployeeNUmber)	Options(*NOCLEARMESSAGES
*NOCLEARERRORS)
	
Use	Message_box_show	(ok	ok	info	*Component	("I	have	just	been	notified
that	employee	number	"	+	#EmployeeNumber	+	"	has	been	deleted"))
	
Endroutine
	
最後に、他のものにイベントを伝える(または起動する、通知する)フィ
ルターまたはコマンド・ハンドラーで、次のような処理を行う必要があ
ります。

#EmployeeManager.Sig_EmployeeUpdate	EmployeeNumber(#Empno)
また、
#EmployeeManager.Sig_EmployeeDelete	EmployeeNumber(#Empno)
	
		



ビジュアライゼーション・ツリーへの低レベルの直接アクセス
VLF-WIN	コードを使って直接Visual	Lansaのツリー（クラス
#PRIM_TRVW）にアクセスでき、インスタンス・リストの内容を確認
できます。
ツリーは2つ存在する場合があります	-	主となる1次ツリーと、[リスト表
示]や[2つのリストを表示（上下）]を選択した場合は2次ツリーがある場
合も考えられます。	
ツリーを参照できるようになると、ツリー内の項目や項目内のカラムに
もアクセスできるようになります。	
プロパティ#avListManager.avPrimaryTree	と
#avListManager.avSecondaryTree	により1次と2次のVLツリーへの参照が
できるようになり、インスタンス・リストが見れるようになります。	
使用時の重要なポイントは以下の通りです：

このツリーはインスタンス・リストを視覚化したものです。	インス
タンス・リストそのものではありません。		インスタンス・リストの
表示方法を変更しても、インスタンス・リスト自体は変更されませ
ん。

ユーザーのコード内でツリーやツリー項目を保存しないでくださ
い。	保存してしまうと、リソースが失われるなどの問題につながる
可能性があります。

ツリーまたはツリー項目の選択やフォーカスを変更しないでくださ
い。	代わりにインスタンス・リストを更新してください。

コードのbeginlistupdateとendlistupdateのブロック内でツリーやツリー
項目を変更しないでください。					

ユーザー独自のスナップイン・インスタンス・リストのブラウザを
使用している場合は、ツリーを参照できません。

変更する際は細心の注意を払い、フレームワークの他の部分とのや
り取りに影響がないかよくテストしてください。

VLツリー・レベルのプログラミング技術が必要です。

例：



一次ビジュアライゼーション・ツリー内のエントリーの数を取
得する
#Std_text	:=	#AVLISTMANAGER.avPrimaryTree.Entries.AsString
Use	MESSAGE_BOX_SHOW	With_Args(ok	ok	info	*COMPONENT	('Tree
has	'	+	#Std_text	+	'	entries'))

ツリーのレベル1の各エントリーに関連するアイコンを変更す
る
For	Each(#TreeItem)	In(#avListManager.avPrimaryTree.Items)
			#TreeItem.Image	<=	#vf_ic004
Endfor
注：		この例ではツリー上で反復して、現在表示されているツリーの目
に見える順序で作業するようになっています。	-	これはインスタンス・
リストのエントリーの順序と同じとは限りません。

ツリーの最初のエントリーが表示されていることを確認する
	
#avListManager.avPrimaryTree.Items<1>.EnsureVisible	:=	True
	
注：		この例は空のツリーには対応しません。
	



インスタンス・リストのコンテンツのエクスポート
Windowsおよび.NETアプリケーションに適用
この機能を使用すると、エンド・ユーザーはインスタンス・リストのエ
ントリーをドキュメントに簡単にエクスポートすることができます。フ
レームワーク開発者が実行する必要がある追加の作業はありません。
VLF.NETでサポートされている文書形式は、次のとおりです。
									Excel

									PDF
									HTML
									CSV
Windows環境では、テンプレートは使用できません。現在サポートされ
ている形式はCSVだけです。

Microsoft	Excelレポートを生成する場合は、インスタンス・リストのツ
リー構造は、Microsoft	Excelのアウトライン機能を使用することにより
保持できます。
レポート生成時に使用できるエントリーのみ(つまり、リレーション・
ハンドラーを使用してサブ行のオンデマンドのロードを実行する場合
は、レポートには取得済みのエントリーのみが含まれます。これは、親
ノードが展開された場合に発生します)。親ノードが折りたたまれてい
るため非表示になっている取得済みのエントリーでも、依然としてレ
ポートに含まれています。



エントリーは、レポートの生成時に表示される順序でエクスポートされ
ます。列順序についても同様です(つまり、エンド・ユーザーが列を移
動しても、レポート生成時の設定が使用されます)。
									テンプレートのサポート

									はじめに

									初めてのレポート・テンプレートの作成

									共有テンプレートの発行

									レポート・テンプレートの修正

	



テンプレートのサポート
エンド・ユーザーまたはフレームワーク開発者は、独自のレポート・テ
ンプレートを定義することができます。レポート・テンプレートは、実
際のレポートのフィールドの値に対応する	プレースホルダーを含む
Excelドキュメントです。これらのプレースホルダーは、レポートの生
成時に実際の値と置き換えられます。Microsoft	Wordでのメールのマー
ジを思い浮かべてください。プレースホルダーは、“<#”で始まり“>”で
終わる(例：“<#dem_org.n1>”)ため、簡単に識別できます。
Excelドキュメントをテンプレートとして使用しても、レポートの出力
形式はExcelのみに限定されません。ユーザーは依然としてExcel、
PDF、およびHTMLレポートを生成できます。ただし、CSVフォーマッ
トでは、テンプレートの使用をサポートしていません(CSVフォーマッ
トを選択すると、テンプレートは無視されます)。
フレームワーク開発者やエンド・ユーザーのレポート・テンプレートの
作成を支援するため、VLF.NETでは、関連するビジネス・オブジェクト
から全てのフィールド(つまり、プレースホルダー)を含む初期テンプ
レートを生成できます。フレームワーク開発者やエンド・ユーザーは、
このテンプレートを簡単に修正することができます(不要な欄の削除、
フォーマットの適用など)。

Excelドキュメントをテンプレートとして使用することの利点
Excelドキュメントをレポートのテンプレートとして使用すると、エン
ド・ユーザーは自身のニーズを十分に満たす洗練されたレポートを生成
できます。Excelテンプレートに適用されたフォーマットは、このテン
プレートに基づいて生成されるレポートに完全に適用されます。
Microsoft	Excelは使いやすく人気があることから、この機能により、エ
ンド・ユーザーは自身のテンプレートを容易に修正したり、さらには作
成することもでき、さまざまなフォーマットを適用して自身のニーズを
満たすことができます。このようなことは、Crystal	Reportsなどのより複
雑なツールでは考えられません。
	

共有テンプレートとプライベート・テンプレート
テンプレートには、以下の2つのタイプがあります。
									共有テンプレート

									プライベート・テンプレート



共有テンプレートは、基本的に公開テンプレートで、全社的に共有され
ます。プライベート・テンプレートは「マイ・テンプレート」です。つ
まり、そのテンプレートを作成したユーザーのみがアクセスできます。
プライベート・テンプレートは、プライベート・レポートを作成する
ユーザーの[マイ	ドキュメント]フォルダーに格納されます。
共有テンプレートは、パッケージ化され、フレームワークのWebサイト
にアップロードされます。
	

組み込みのサンプル・テンプレート
サンプル・テンプレートは、SampleReportTemplates.zipというファイルの
区画実行フォルダーにインストールされています。zipファイルのコンテ
ンツを使用するには、このファイルをPCの[マイ	ドキュメント]フォル
ダーに解凍する必要があります。

	



はじめに
レポート機能は、インスタンス・リストのコンテキスト・メニューに表
示されます。

コンテキスト・メニューの下部に次の2つの新しいメニュー項目があり
ます。

[エクスポートリスト	(Microsoft	Excel)]
レポートを生成します。現時点では、使用可能なレポート・テンプレー
トはありません(使用可能なテンプレートがある場合は、矢印がこのメ
ニュー項目の隣に表示されます)。
現行の出力形式は、メニュー項目に示されているように、Microsoft
Excelドキュメントです。

[エクスポート設定とツール]
エンド・ユーザーが出力形式を選択し、自身のテンプレートを管理する
ことができます。



[エクスポートリスト	(Microsoft	Excel)]をクリックすると、テンプレート
を使用せずに、インスタンス・リストのエントリーがExcelドキュメン
トにエクスポートされます(デフォルトのフォーマットが適用されま
す)。



	
次に、出力形式をPDFに変更します。



コンテキスト・メニューを再表示します。

[エクスポートリスト]メニュー項目では、現在の出力形式がPDFである
ことを示しており、作成されたPDFドキュメントで[縦向き]と[横向き]の
どちらでも生成できることに注意してください。



初めてのレポート・テンプレートの作成
1.				[エクスポート設定とツール]メニューを開きます。

2.				[初期テンプレートの生成]をクリックします。

Excelがインストールされている場合は、Excelで新しいテンプレートが
表示されます。



「値のプレースホルダー」に注意してください。そのテキストは、
<#BusinessObject.Field>の形式になります。

3.				テンプレートを保存して終了し、より説明的な名前に変更します。

前述のとおり、レポート・テンプレートは[マイ	ドキュメント]フォル
ダーに格納されます。レポート・テンプレートの名前を変更するには、
テンプレートを格納しているフォルダーを開く必要があります。コンテ
キスト・メニューから簡単に開くことができます。



4.				これで、テンプレート・ファイルの名前を、例えば“Organization
Summary	Report”に変更することができました。



コンテキスト・メニューに戻ると、レポート・テンプレートが[マイ	テ
ンプレート]の下に表示されています。



共有テンプレートの発行
テンプレートを他のユーザーと共有するには、テンプレート・パッケー
ジ(基本的には、共有するテンプレートを含むZIPファイル)を作成し、フ
レームワークWeb管理者にそのパッケージをフレームワークのWebサイ
トにアップロードしてもらう必要があります。
1.				コンテキスト・メニューを開き、[共有テンプレートパッケージの作
成]を選択します。

ダイアログ・ボックスが開き、プライベート・テンプレートが全て表示
されます。
2.				共有するテンプレートとパッケージの作成先となる出力フォルダー
を選択します。[パッケージ作成]をクリックします。



全てOKの場合は、以下のようなメッセージが表示され、出力フォル
ダーが表示された新しいWindowsエクスプローラのウィンドウが開きま
す。ListExportTemplates.zipファイルをフレームワークのWebサイトに
アップロードします(必要に応じて、ネットワーク/Web管理者に依頼し
ます)。

	



レポート・テンプレートの修正
初期レポート・テンプレートを希望の方法で修正できます(フィールド
名を変更しないように注意してください)。ただし、テンプレートを変
更する前に注意しておかなければならないことが1つあります。名前付
きセル範囲です。
名前付きセル範囲は、セルの範囲に説明的な名前を付与できるExcelの
機能です。VLF.NETでは、この特別な機能を利用してExcelのワーク
シートのどの部分を各レコードに繰り返し使用するのかを識別します
(表形式のレポートの場合、レポートごとにレポートのタイトルと欄見
出しを繰り返し表示する必要はありません)。
デモ・フレームワークからResourcesビジネス・オブジェクトを使用し
て、この概念を説明します。
次の説明は、Office	Excel	2003に基づくものです。
1.				VLF.NETを取得し、新しいテンプレートを作成します。

行番号3は繰り返し使用し、行番号1と2は繰り返し使用しないことは明
らかです。
このテンプレートが実際のレポートの生成に使用される場合は、特別な
名前が行3に割り当てられているため、VLF.NETでは行3だけを繰り返し
使用する必要があると理解します。
1.				確認するには、次のスクリーンショットでマークの付いている領域



をクリックします。

クリックすると、このワークシートに定義されている名前付き範囲がド
ロップダウンされて表示されます。

このテンプレートには、__DEM_ORG_SEC_EMP__という名前付き範囲
のみが含まれます(切り詰められているため、__DEM_ORG_SECしか表
示されません)。シート内に定義された名前付き範囲の数は、テンプ



レートで使用されているビジネス・オブジェクトの数と一致します。
__DEM_ORG_SEC_EMP__をドロップダウンでクリックすると、その名
前に関連するセル範囲がExcelで表示されます。

テンプレートの修正を開始する際には、次のことを理解しておくことが
重要です。新しい行を挿入するときに、名前付き範囲の調整が必要な場
合があります。
1つの行を2つに分割するとします(各レコードが2行生成するとします)。
2番目の列には郵便番号のみが含まれるようにします。それには、
<#DEM_ORG_SEC_EMP.N1>をセルA4に移動します。
定義済みのページを拡張し行4も網羅するようにする必要があります。
2.				それには、[挿入]メニューを開き、[名前]、[定義]の順に選択しま
す。



	
3.				リストで該当の項目をクリックし、範囲のテキスト・ボックスをク
リックします。Excelに、__DEM_ORG_SEC_EM__に関連する現在の
範囲が示されます。

4.				適切な列の行番号を3から4に変更するか、shiftを押しながら下矢印



キーを押して、範囲を拡張します。その後[OK]ボタンを押します。



VLF.NET	Excelレポート・テンプレートの設計についてのよく
ある質問
レポートに合計を表示できますか?
レポートにグラフを入れることはできますか?
レポートを生成する前に、まず全てのデータを取得するようにテンプ
レートを構成する方法はありますか?
レポートに印刷日時を入れる方法
レポートを生成したユーザーの名前を挿入する方法
複数行を1ページにまとめる方法
レポートを生成する際に、テンプレートのすべてのカラムを1ページに
収めるようにする方法
	



レポートに合計を表示できますか?
はい。部門別にグループ化された課のレポートがあるとします。課ごと
の社員数は表示されていますが、部門別の社員数は表示されていないた
め、合計を算出する必要があります。
以下に、テンプレートから生成されたレポートの例を示します。

合計をレポート・テンプレートに挿入する手順を実行します。



SUMファンクションを使用して、生成されたレポートの列Cに挿入され
る合計を取得します。SUM(C4:C4)式をセルB5に入れます。ただし、最
終レポートでは、範囲には通常、最初の行しか含まれないため、この式
は機能しません。範囲を正しく拡張するには、課が羅列されている行
(行4)の後に空の行を追加し、式をSUM(C4:C5)に変更する必要がありま
す。



追加した行を非表示にしてプロセスを完了します(行見出しを右クリッ
クし、[非表示]を選択します)。





レポートにグラフを入れることはできますか?
はい、できます。合計を表示する場合と同様の方法で、グラフ範囲を指
定するだけで済みます。ただし、PDFやHTMLでレポートを生成する場
合は、全てのタイプのグラフがサポートされているわけではありません
(Excelレポートを生成する場合は、この制限はありません)。
以下に、テンプレートから生成されたグラフ付きのレポートの例を示し
ます。



レポートを生成する前に、まず全てのデータを取得するように
テンプレートを構成する方法はありますか?
はい。
ユーザーがインスタンス・リストでノードを展開するときに、リレー
ション・ハンドラーを使用してデータをオンデマンドで取得している場
合は、レポートにはサーバーから取得された行のみが含まれます。
レポートを生成する前に、まず全てのデータを取得するようにテンプ
レートを構成するには、テンプレートに「構成」シートを作成する必要
があります。構成シートは、レポートの設定が格納された‘<#Config>’と
いう特別なシートです。このシートは、最終レポートには含まれませ
ん。プロパティForceRetrieveAllDataをTrueに設定します。それには、
テキストForceRetrieveAllDataをカラムA1に、テキストTrueをカラムB1
に入れます。



レポートに印刷日時を入れる方法
<#Timestamp>タグをテンプレートに挿入します。

希望の方法で日付や時刻の形式を設定するには、[セルの書式設定(F)...]
ダイアログ・ボックスを開きます(日時形式を使用するようにセルを設
定しない場合は、生成されたレポートには日時が数字で表示されま
す)。



レポートを生成したユーザーの名前を挿入する方法
<#User>タグをテンプレートに挿入します。



複数行を1ページにまとめる方法
まとめて表示する行を網羅する名前付きセル範囲を定義し、その範囲
にKeepRows_<Order>_<Name>という名前を付けます。<Order>は数字
に、<Name>は任意の名前に置き換えます(完全に任意に指定できます。
Excelでは、同じ名前を持つ範囲は2つ設定できないため、これらは、複
数のKeepRows範囲を定義できるようにする目的で使用されま
す)。Order	はほとんどの場合1ですが、Orderに1よりも大きい数字を入
れる必要があるインスタンスがある場合があります。

例
以下のレポートを生成するテンプレートがあり、レコードを構成する複
数の行が常に1ページに収められるようにして、次の図に示されるよう
な状況を避ける必要があるとします。



1つのレコードの行をひとまとめにするには、下記で説明する
ように、KeepRows_1_Employeeという名前付き範囲を定義します
(最後の部分のEmployeeには任意の名前を指定できます。希望の名前を
指定できますが、KeepRows_1_は変更しないでください)。



ここでは列は重要ではないので、範囲には最初の列を入れるだけで済み
ます。



レポートを生成する際に、テンプレートのすべてのカラムを1
ページに収めるようにする方法
[ページ設定]ダイアログ・ボックスを開き、「1ページの幅に合わせる」
ように設定し、テンプレートを保存します。

	



フレームワーク・マネージャー
フレームワーク・マネージャー(#AvFrameworkManager)は、フィルター
やコマンド・ハンドラーで使用できるサービスの標準セットを提供する
フレームワークに組み込まれたコンポーネントです。メソッドの使用、
プロパティの設定と取り込み、イベントのリスニングで、フレームワー
ク・マネージャー・サービスにアクセスします。

サービスは、以下のとおりです。

									UpperCase変換

									数字から英数字への変換

									アプリケーションのエラー処理

									保存されていない変更をフレームワーク・ロック・サービスで処理
する

									仮想クリップボード

									基本トレース	サービス
									イベント通知サービス

									オブジェクト切り替えサービス

									カスタム・プロパティ・アクセス・サービス

									ユーザー権限アクセス・サービス

									メッセージ・サービスの表示

									フレームワーク・ウィンドウの管理



「プログラムによるサーバー接続チェック」も参照してください。



UpperCase変換
Windowsにのみ適用
フレームワーク・マネージャーはuppercaseメソッドを提供します。

例えば以下のようになります。
Invoke	#AvFrameworkManager.avUpperCase	Value(#LastName)	
	
これはフィールド#LastNameを大文字に変換します。
Full	RDMLXが有効なWAMと他のコンポーネントで、標準のUppercaseメ
ソッドが使用できます。
#LastName	:=	#LastName.uppercase
	



数字から英数字への変換
Windowsにのみ適用
フレームワーク・サービス・マネージャーは、数値を英数字型に変換す
るメソッドを提供します。

例えば以下のようになります。
Invoke	#AvFrameworkManager.avMakeAlpha	fromNumeric(#ProdNo)	Into(#ProdNoC)	Length(5)
Invoke	#avListManager.AddtoList	VisualID1(#ProdNoC)	VisualID2(#ProdDesc)	NKey1(#ProdNo)
	
数値フィールド#ProdNoを英数字型の#ProdNoC(5桁表示)に表示します。
#ProdNoCは英数字で表示されるインスタンス・リストのエントリーの
識別子として使用されます。
メソッドavMakeAlphaValueは整数の識別データ(例：製品番号、顧客番
号など)に偏った変換をさまざまなフォーマットで出力できます。以下
のような例があります。

FromNumericValue()
の入力値

Length()
が指定が
なかった
場合の出
力

Length(3)
が指定さ
れた場合
の出力

Length(7)
が指定さ
れた場合
の出力

Length(15)が指定
された場合の出
力



1 1 001 0000001 000000000000001

345.678 345.678 345 0000345 000000000000345

123456789 123456789 789 3456789 000000123456789

67- 67- 067- 0000067- 000000000000067-
					
「ビジュアル識別子」を参照してください。



アプリケーションのエラー処理

									Windowsにのみ適用
フレームワーク・サービス・マネージャーは使用しているアプリケー
ションの致命的エラーに対する標準化された対処法を提供します。

使用法
例
使用するプロパティ



使用法
アプリケーション内でエラー・ハンドラーを、以下のように呼び出しま
す。
Invoke	Method(#AvFrameworkManager.avHandleError)	CURR_COMP(*component)	CURR_CMD('<current	command>')	CURR_ROUT('<routine	name>')	CURR_INFO('<Free	formatted	information	about	the	error>')	
CURR_RETC('<return	code>')
	
パラメータの説明：

CURR_COMP(*component) 変更せずそのままにします。エラーのあ
るコンポーネントの名前が入ります。

CURR_CMD('<current
command>')

current	commandはエラーの原因を示す20
バイト長の文字フィールドです。

CURR_ROUT('<routine
name>')

routine	nameはエラーが起こったルーチ
ン名を示す10バイト長の文字フィールド
です。

CURR_INFO('<Free
formatted	information	about
the	error>')

Free	formatted	information	about	the	errorは
エラーに関して有益と思われる追加情報
を入れる255バイト長の文字フィールド
です。

CURR_RETC('<return
code>')

return	codeはリターン・コード用の2バイ
ト長の文字フィールドで、これを使用す
る場合はエラーを起こしたコマンドのリ
ターン・コードが入ります。

					



例
使用しているプログラムが従業員の詳細を検索する必要があり、この情
報が見つからない場合、なんらかの形でデータベースが壊れる致命的エ
ラーに遭遇します。このような状況では、アプリケーションのエラー・
ハンドラーを以下のように使います。
Fetch	Fields(#SURNAME)	From_File(PSLMST)	With_Key(#EMPNO)
If_Status	Is_Not(*OKAY)
			Invoke	#AvFrameworkManager.avHandleError	Curr_Comp(*component)
							Curr_Rout(ButtonHandler)	Curr_Cmd(FETCH)	
							Curr_Info('Employee	details	could	not	be	accessed.')	
							Curr_Retc(#io$Sts)
Endif
	
標準のエラー・ハンドラーの場合、以下を実行します(フレームワーク
の構成に依存します)。
									致命的なエラーの詳細をユーザーに表示する

									エラー詳細をファイルに記録する

									登録されているサポート電子メール・アドレスへエラー詳細のメー
ルを送る

									フレームワークを停止する



使用するプロパティ
エラー報告のアドレス
PCの一時ディレクトリ



保存されていない変更をフレームワーク・ロック・サービスで
処理する
Windowsにのみ適用されます。
フレームワーク・マネージャーにはロック・サービスがあります。この
サービスはコマンド・ハンドラーまたはフィルターで保存されていない
変更を検知し、ユーザーが変更を確定するか取り消すまでフレームワー
クをロックします。

フレームワークのロックの簡単な例として、ユーザーがビジネス・オブ
ジェクトの詳細設定を変更した後、同じビジネス・オブジェクトの別の
インスタンスをクリックするなど、フレームワークで変更した詳細情報
が失われる可能性があるアクションを実行する場合があげられます。
このような場合に、このサービスを使用して、ユーザーに変更が保存さ
れていないことを通知し、ビジネス・オブジェクトの詳細設定が変更さ
れた時点でフレームワークをロックすることができます。メッセージが
表示され、ユーザーはビジネス・オブジェクトの詳細設定に戻って設定
を保存するか、要求したアクションを継続するかを選択します。



Windowsアプリケーションでのフレームワークのロックの完全な使用例
は、社員情報コマンド・ハンドラーDF_DET1と課情報コマンド・ハンド
ラーDF_DET8を参照してください。
フレームワークのロックは、フィルターとコマンド・ハンドラーが使用
できる2つのフレームワーク・プロパティ(uLockedとuLockedMessage)に
より実行されます。

uLocked 有効な値はFALSE、USER、PROGRAM、
PROGRAM_EXITです。
USERが設定されると、フレームワークはロッ
クされますが、ユーザーの操作によりロックを
解除できます。
PROGRAMが設定されると、フレームワークは
ロックされ、プログラムがこのプロパティを
FALSEに設定するまでロックは解除されませ
ん。
PROGRAM_EXITが設定されると、終了時を除
きフレームワークはロックされ、プログラムが
このプロパティをFALSEに設定するまでロック
は解除されません。

uLockedMessage ユーザーがロック状態に違反する操作を行った
場合に表示されるメッセージです。

	
例えば、ユーザーが変更を保存するまでフレームワークをロックする場
合、コマンド・ハンドラーのフィールドのChangedイベントに次のコー
ドを設定できます。
Set	#avFrameworkManager	uLocked(USER)	uLockedMessage('Details	for	the
current	Employee	not	saved.Would	you	like	to	return	to	the	details	command	to
save.')



	
注：フレームワークのロックは、各メイン・フレームワーク・ウィンド
ウの範囲内に適用されます。新しいウィンドウでビジネスオブジェクト
を開くことを許可オプションを使用して新しいメイン・フレームワー
ク・ウィンドウを開いた場合、新しいウィンドウとすべての子ウィンド
ウのそれぞれに独自の(新しい)ロック範囲が設定されます。
	



uQueryCanDeactivate/avNotifyDeactivationを使用した未保存の
変更の保存
フレームワークのバージョンepc831以上では、uQueryCanDeActivateとい
う再定義したメソッドをコマンド・ハンドラーに追加できます。
エンド・ユーザーがコマンド・ハンドラーからフレームワーク内の別の
場所に移動したり、フレームワークを終了しようとすると、このメソッ
ドが起動されます。ユーザーが別のコマンド・タブ、ビジネス・オブ
ジェクトの新しいインスタンス、または他のビジネス・オブジェクトや
アプリケーションをクリックすると、実行されます。
保存されていない変更を保存する場合に、このメソッドは特に役に立ち
ます。ルーチンは変更を保存する必要があるかどうかを確認します。保
存する必要がある場合は、ユーザーに"Do	you	want	to	save	your	changes
before	continuing?"という質問が表示されます[はい(Y)]または[いいえ(N)]
で回答します。[はい]と答えると、変更を保存できます。	(※質問のメッ
セージはプログラムソース上で変更することができます。)
ルーチンの実行時でも、コマンド・ハンドラーには、ユーザーが移動を
試みる前の値がすべて保持されています。したがって、保存されていな
い変更がないか確認して保存するのは簡単です。
このメソッドを使用するには、avNotifyDeActivationプロパティをコマン
ド・ハンドラーの初期化ルーチンに設定する必要があります。
*	Handle	Initialization
	
Mthroutine	Name(uInitialize)	Options(*REDEFINE)
	
*	Do	any	initialization	defined	in	the	ancestor
	
Invoke	#Com_Ancestor.uInitialize
	
*	Activate	Check	for	unsaved	changes	(Unsaved	changes	logic)
set	#Com_Owner	avNotifyDeactivation(TRUE)
	
Endroutine
	
次に、再定義したuQueryCanDeActivateルーチンをコマンド・ハンドラー
に追加します。
*	The	Framework	initiates	this	when	the	user	moves	to	another	command	tab,	or



business	object	instance,	or	business	object,	or	application,	or	closes	the
framework.
*	(The	framework	may	initiate	this	method	multiple	times)
	
MTHROUTINE	NAME(uQueryCanDeactivate)	OPTIONS(*REDEFINE)
*	Define_Map	For(*Result)	Class(#vf_elBool)	Name(#Allow)
	
#Allow	:=	True
	
if	'(#pty_NeedsSaving	*eq	TRUE)'
	
*	If	something	needs	saving,	ask	the	user	if	they	want	to	save	it
	
USE	BUILTIN(MESSAGE_BOX_SHOW)	WITH_ARGS('YESNO'	'YES'
*Default	*Default	'The	notes	have	been	changed.Would	you	like	to	save	your
changes	before	continuing?')TO_GET(#MSG_RET)
	
if	'#MSG_RET	*eq	YES'
	
*	Save	everything
<<	my	save	logic>>
	
endif
	
#pty_NeedsSaving	:=	False
	
endif
	
endroutine
	
さらに複雑なバージョンでは、保存中にエラーが発生した場合に#Allow
をfalseに設定できます。また、そのような場合は、ユーザーはクリック
した場所に移動しません(または、フレームワークを終了しようとして
いた場合は、フレームワークが開いたままになります)。
	



コメント/警告
#Com_Owner.avNotifyDeactivation	を使用する場合は、これをTRUEに設
定する必要があります。
ユーザーが1回ク	リックすると、uQueryCanDeactivateメソッドが数回起
動される可能性があるので、ルーチン内の#pty_NeedsSavingをリ	セット
し、この後の起動でユーザーに再度問い合わせることがないようにしま
す。
メソッド	uQueryCanDeactivateおよびプロパティavNotifyDeactivationをフ
レームワークのバージョンepc831で使用する	場合の警告が機能ヘルプに
用意されています。これらの警告は無視できます。
変更があったとき	にシグナル通知しないオブジェクトを処理する場合
に、このメソッドは役立ちます。このメソッドを使用すると、ユーザー
がコマンド・ハンドラーを終了する時	点で、オブジェクトの現在のス
テータスのスナップショットとロード時のステータスのスナップショッ
トを比較できます(毎秒変更を確認するのではありませ	ん)。
VLF-WINにおいて、数分後にフレームワークのロックが自動的に解除さ
れるような場合、フレームワークの自	動保存の間隔がゼロにセットされ
ていることを確認してください	。
		



仮想クリップボード
WindowsおよびWAMに適用
フレームワーク・サービス・マネージャーは仮想クリップボード機能を
提供します。仮想クリップボードの使用方法の手順については、チュー
トリアル「VLF012WIN	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを
使用したナビゲーションの制御」または「VLF012WAM	-	切り替えサー
ビスおよび仮想クリップボードを使用したナビゲーションの制御」を参
照してください。
注：仮想クリップボードが提供するほとんどの機能はWindowsアプリ
ケーションおよびWebブラウザー・アプリケーションで有効です。推奨
する仮想クリップボードの習得法は、Windowsの視点からこのサービス
を概念的に理解することです。

クリップボードは、主に以下の2つのニーズを満たすように作られてい
ます。

									アプリケーション実行中に「情報を記憶する」ため

									コンポーネント間で「情報交換」するため

仮想クリップボードを使用するために最も効率がよいのは、ポストされ
るアイテムに標準化された命名規則を用意することです。
クリップボードでは少なくとも3つの部分の命名規則があり、どの名前
も複数インスタンスをサポートし(つまり、値のリストになる)、複数言
語環境で機能します。したがって、クリップボードにポストされる情報



にobject.property型の名前を用意するのは非常に簡単です。
例えば、ユーザーがアプリケーションGeneral	Ledgerを使い始めるとき、
作業する会社名(Company)および通貨(Currency)を選択する必要がありま
す。ユーザーが動きまわるので、アプリケーション内でこれらの値にい
ろいろなフィルターやコマンド・ハンドラーがアクセスします。
理論的には、現在"SelectedCompany"と"SelectedCurrency"プロパティを含
む「GLアプリケーション」オブジェクトがあります。
クリップボードを使えば必要なものがクリップボードにあるので、
GLAPPLICATION.SelectedCompanyおよび
GLAPPLICATION.SelectedCurrencyを簡単に定義することができます。
GLAPPLICATIONクリップボード・オブジェクトはアプリケーションを
再コンパイルしないで無制限に拡張可能で、必要に応じてリストなどを
含めることができます。
WindowsとWAMブラウザー・アプリケーションでこの命名規則を以下
のようにコーディングできます。
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(GLAPPLICATION)	WithID2(SelectedCompany)	ToAValue(#CompanyNo)
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(GLAPPLICATION)	WithID2(SelectedCurrency)	ToAValue(#CurrCode)
	
まったく同じように命名規則を各関数のプライベート(スコープの)情報
にも用意できます。例えば「PRIVATE.<function	name>.<property
name>」という手法が使えます。#EMPNOの値を命名規則にしたがって
PRIVATE.<function	name>.EmployeeNumberとして保存するに
は、WindowsとWAMブラウザー・アプリケーションで以下のように
コーディングします。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(PRIVATE)	WithID2(*COMPONENT)	WithID3(EmployeeNumber)	FromAValue(#Empno)
	
以下の項目も参照してください。

									変更のリスニング

									他に知っておくべきこと

									Windowsアプリケーションでの持続、リセット、および配布



情報の記憶
以下のようなフィルターを作成する必要があり、最後に姓フィールドに
入力した値が何か記憶する必要がある場合を考えます。

これには、Virtual	Clipboardを使用することができます。
姓が入力されるか変更されるたびに、このコードを実行します。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(SURNAME)	FromAValue(#SurName)
	
そして、シンボリック名SURNAMEを使用して#Surnameの現在値(例え
ば"SMITH")をVirtual	Clipboardに記憶します。
Virtual	Clipboardから値を戻すには以下のようにします。
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(SURNAME)	ToAValue(#SurName)
	
シンボリック名SURNAMEで値"SMITH"をクリップ・ボードに貼り付け
た場合は、使用しているフレームワークのその他のフィルターやコマン
ド・ハンドラーすべてにアクセス可能です。
これは、フィルターとコマンド・ハンドラーの間で情報を渡しやすいの
で便利です。
プライベートな情報をクリップボードに収めなければならないので不便
な場合もあります。これを実行する1つの方法は、情報への複合シンボ
リック名をクリップボードに送る方法です。以前のコード・テーブルを
以下のように変更すると、
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(*Component)	WithID2(SURNAME)
							FromAValue(#SurName)
	
クリップボード上の"SMITH"を識別するシンボリック名は、現在のコン
ポーネント/ファンクション名と識別子”SURNAME”から作成されます。
別の言い方をすれば、Virtual	Clipboardをより組織的に使用できるシンボ
リック・オブジェクトの命名規則がこれです。



Virtual	Clipboardを使用して共有情報を記憶させる方法の詳細について
は、提供されているチュートリアルやプログラミング・テクニック・ア
プリケーションを研究するのが最もよいでしょう。



情報交換
組み込みのTax	Calculator(再利用可能パーツ(DF_DET12))は、仮想クリッ
プボードを使用してコンポーネント間で情報を交換します。

Tax	Calculatorのソースをご覧になると、このコマンドが税金計算ルーチ
ンの終わりに計算結果を仮想クリップボードに保存する様子がわかりま
す。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(Calculation)	WithID2(Tax)
																													FromNValue(#DF_ELNET)	Persistent(FALSE)
																													SignalChange(TRUE)
	
普通の計算機DF_DET13もクリップボードを使用します。



各計算終了後DF_DET13は、以下のコードを実行し計算結果を送りま
す。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(Calculation)	WithID2(Normal)	
																													FromNValue(#VTOTAL)	Persistent(FALSE)
																													SignalChange(TRUE)
	
Tax	Calculatorを使用して給与の総計を計算する方法の例を次に示しま
す。
EVTROUTINE	HANDLING(#MITM_TAXCALC.Click)
INVOKE	method(#AvFrameworkManager.avRestoreValue)	WITHID1(Calculation)	WITHID2(Tax)	TONVALUE(#Salary)	USENVALUEDEFAULT(#Salary)
SIGNAL	event(SomethingChanged)
ENDROUTINE
	
標準の計算機を使用して給与を計算する方法の例を次に示します。
EVTROUTINE	HANDLING(#MITM_NORMCALC.Click)
INVOKE	method(#AvFrameworkManager.avRestoreValue)	WITHID1(Calculation)	WITHID2(Normal)	TONVALUE(#Salary)	USENVALUEDEFAULT(#Salary)
SIGNAL	event(SomethingChanged)
ENDROUTINE
	
UseNDefault(#Salary)パラメータを使用すると、クリップボード上に計算
結果がない場合に、現在値を確実に固定できます。これらのサンプルで
は、計算機とフォームの間での情報交換が実行できます。

									Tax	Calculatorと普通の計算機はどちらも常に最新の計算結果を送り
ます。
この非常に単純な概念が基礎になり、その上により複雑な情報交換が成
り立つのです。



変更のリスニング
Virtual	Clipboard機能のこのパーツは、現在のところWindowsアプリケー
ションのみで有効です。
Virtual	Clipboardを使用してコマンド・ハンドラー間で情報を交換する方
法については、前のセクションで説明しています。サンプルでは、ユー
ザーはマウスの右ボタンでポップアップ・メニューのオプションを選択
して情報を交換します(つまり、手動での起動です)。
しかし、ユーザーの介在なしに情報の交換が起こる場合、状況によって
はVirtual	Clipboard機能は非常に効果的です。avSaveValueメソッドで何か
がクリップボードに送られると、特別なSignalChange(TRUE)パラメータ
を使用することができます。TRUEは大文字でなければなりません。例
えば、税金計算(DF_DET12)は最近の計算結果を以下のようにポストし
ます。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(Calculation)	WithID2(Tax)
																													FromNValue(#DF_ELNET)	Persistent(FALSE)
																													SignalChange(TRUE)
	
別の言い方をすれば、クリップボード上の情報に何らかの変化があった
ことが、リスニング・フィルターおよびコマンド・ハンドラーすべてに
通知されます。変更されたものに注目するかどうかの決定はすべてのリ
スニング・フィルターおよびコマンド・ハンドラーに依存します。
DF_DET2	(New	Employee)には以下のようなルーチンがあります。
Evtroutine	Handling(#AvFrameworkManager.avClipBoardChanged)	WithId1(#ID1)	ToNValue(#NValue)	
			If	'#Id1.Value	=	Calculation'
						Change	#Salary	#NValue.value			
			Endif
Endroutine
	
ここでは、DF_DET2(New	Employee)はクリップボードの変更に注目して
システムをリスニングしています。
変更が起こった場合、Id1の値は直ちにチェックされます(どちらの計算
機もID1フィールドに"Calculation"を入れる命名規則を使用します)。変
更されたクリップボードの値が計算結果の場合、新しい値が給与フィー
ルドにマップされます。
これはDF_DET2(New	Employee)とDF_DET12(Tax	Calculator)を同時に実
行して試してみることができます。税金計算をする場合、すぐに計算値



がNew	Employeeの給与フィールドに自動的にマップされます。
この非常に単純なサンプル・デモが基礎になり、その上により複雑な情
報交換が成り立つのです。



他に知っておくべきこと
以下に注意してください。

									クリップボードの情報は通常フレームワークの実行を超えて記憶さ
れます。avSaveValueメソッドを使用していれば、Persistent(FALSE)に
することでこれを避けることができます。

									クリップボードに秘密の情報や重要な情報を入れてはいけません。

									クリップボード上の情報を更新する量と頻度は、アプリケーション
のパフォーマンスに影響します。

WithIdn
クリップボードに送った情報には一組の識別子が割り当てられます。
Windowsアプリケーションには、WithIdnというメソッドのパラメータが
あります。
Windowsアプリケーションでは最高5つまで、Webブラウザー・アプリ
ケーションでは最高3つまで持つことできます。それぞれ最大文字数は
32文字までで、連結したデータを持つことができます。
WithIdnの値を使用するにはプロトコルを定義する必要があります。
通常、WithID1(*Component)は、コンポーネントのクリップボードのエ
ントリーが他のコンポーネントのクリップボードのエントリーと干渉し
ないかを確認する方法です。
もちろん、クリップボードのエントリーを共有したい場面もあります。
また、使用しているフィルターやコマンド・ハンドラーがマルチインス
タンス・コンテキストで稼動している場合もあります。クリップボー
ド・エントリーの共有については、「Virtual	Clipboard」を参照してくだ
さい。

ToAValueおよびFromAValue
多くの例で、ToAValueおよびFromAValueパラメータを英数字情報に使用
しています。これに相当する数値型のToNValueおよびFromNValueパラ
メータもあります。
ToAValue/FromAValue情報は、最高255文字までです。
ToNValue/FromNValue情報は数値型30,9ですが、最大精度は通常オペレー
ティング・システムによって15桁(整数または小数)に制限されます。

ReturnCode
メソッドavRestoreValueには、クリップボード・エントリーが検出され



たかどうかをチェックするパラメータ、ReturnCodeがあります。例えば
以下のようになります。
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(*Component)	WithID2(NumberofCopies)	ToNValue(#NumCopies)	ReturnCode(
If	'#IO$Sts	*ne	OK'
			Change	#NumCopies	42
Endif
	

UseAValueDefaultおよびUseNValueDefault
メソッドavRestoreValueにはクリップボードのエントリーが検出できな
かったときに使用するデフォルトを指定するパラメータ、
UseAValueDefaultおよびUseNValueDefaultがあります。したがって、前述
の例は、以下のように簡単に記述できます。
Invoke	#AvFrameworkManager.avRestoreValue	WithID1(*Component)	WithID2(NumberofCopies)	ToNValue(#NumCopies)	UseNValueDefault(42)
	

ForLanguage
ForLanguageというクリップボードの補助パラメータがあります。これ
は記憶したものが言語に依存する情報の場合に使用できます。通常以下
のように使います。
Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(*Component)	WithID2(#HelloMessage.Name)	FromAValue(#HelloMessage)	FoLanguage(*Language)
	
したがって、クリップボードは異なる言語ごとに異なる#HelloMessage値
を保持できることになります。

Instance
Instanceという数値型の補助パラメータがあります。これはクリップ
ボードの値のインスタンスを保持します。これはクリップボードにリス
トを記憶させる場合に効果的です。
例えば、使用しているプログラムに従業員番号(#EmpNo)および給与
(#Salary)を含むリスト・ビューがあるとします。この場合、以下のコー
ドを使用します。
Change	#Instance	0
SelectList	#ListView
			Change	#Instance	'#Instance	+	1'
			Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(*Component)	WithID2(EMPLOYEE_LIST_EMPNO)
																																FromAValue(#Empno)	Instance(#Instance)
			Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(*Component)	WithID2(EMPLOYEE_LIST_SALARY)



																																FromNValue(#Salary)	Instance(#Instance)

Endselect

Invoke	#AvFrameworkManager.avSaveValue	WithID1(*Component)	WithID2(EMPLOYEE_LIST_COUNT)
																													FromNValue(#Instance)
	
これにより、クリップボードに従業員の番号と給与のリスト(とカウン
ト)を作成します。



Windowsアプリケーションでの持続、リセット、および配布
Windowsベースのフレームワーク・アプリケーションでは、仮想クリッ
プボードの内容は無期限に保持されます。

内容はどのように保持されるのか?
仮想クリップボードの内容は、PPP_User_Virtual_ClipBoard.Datおよび
PPP_Framework_Virtual_ClipBoard.Dat(PPPは現在の区画識別子)という
ファイルに保持されます。これらのファイルはユーザーの一時ディレク
トリに存在する必要があります。

クリップボード・ファイルの名前またはストレージ・フォルダ
は変更できるのか?
はい。独自のフレームワーク・エントリー・ポイントを作成する場合
は、プロパティuVCFolderおよびuVCFilePrefixを変更して、仮想クリッ
プボード・データを保存するフォルダーまたはファイル名を指定しま
す。
詳細については、組み込みバージョンのUF_EXEC、UF_DESGN、
UF_ADMINおよびUF_DEVELのコメントを参照してください。

内容はどのようにリセットまたは再初期化されるのか?
仮想クリップボードの内容は、フレームワークをシャットダウンし、
PPP_Virtual_ClipBoard.DatとPPP_Framework_Virtual_ClipBoard.Datの2つの
ファイルを一時ディレクトリから削除することでリセットできます。
開発者としてログオンしている場合にこれを行うには、メニューオプ
ションの、フレームワーク->仮想クリップボード->終了時にクリップ
ボードの内容を削除	を使用します。フレームワークをシャットダウンす
る時に、仮想クリップボード・ファイルは保存されずに削除されま
す。		

	
	
フレームワークは、再起動時に、削除されたクリップボード・ファイル
を見つけることはできません。したがって、仮想クリップボードはリ
セットされ空になります。
ただし、VF_User_Virtual_Clipboard_Default.datまたは
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.datというファイルがLANSA区
画のExecuteフォルダーに存在する場合、このファイルを使用してクリッ



プボードは出荷時の値一式に再初期化されます。			

クリップボード初期値の配布
エンド・ユーザーに出荷されるクリップボードに、エンド・ユーザーが
最初にログオンする場合またはエンド・ユーザーがクリップボードをリ
セット/再初期化する場合に使用する一連のデフォルト値を設定するに
は、VF_User_Virtual_Clipboard_Default.datファイルまたは
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.datファイルを作成して配布する
必要があります。
このファイルを作成するには、開発者メニューオプションの、フレーム
ワーク->仮想クリップボード->規定値として保存	を使用します。

この設定を行うと、現在のクリップボードは、
VF_User_Virtual_Clipboard_Default.datおよび
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.datとして区画のＥｘｅｃｕｔｅ
ディレクトリに保存されるようになり、配布パッケージに含めることが
容易になります。



基本トレースサービス
WindowsおよびWAMに適用
フレームワーク・マネージャーには、フィルターやコマンド・ハンド
ラーで起こった問題の特定を支援する基本トレースサービスがありま
す。

トレースサービスは標準のLANSAアプリケーションのデバッグや追跡
機能と共に使用することも、単独で使用することもできます。
フレームワーク・アプリケーションのトレース方法の手順については、
「VLF014WIN	-	デバッグ/トレース」または「VLF014WAM	-	デバッグ/
トレース」を参照してください。
WindowsとWAMアプリケーションでは
Windowsアプリケーションでは3通りのavRecordTraceメソッドの内の1つ
または複数の方法で、使用しているアプリケーションにトレース機能を
追加することができます。
標準的なトレースを行うavRecordTrace：
Invoke	#AvFrameworkManager.AvRecordTrace	Component(#Com_Owner)	
							Event('The	search	button	was	clicked')
	
英数字の値をトレースするavRecordTraceAValue：
Invoke	#AvFrameworkManager.AvRecordTraceAValue	Component(#Com_Owner)	
							AValue(#Empno)	Event('Employee	selected')
	



数値のトレースをするavRecordTraceNValue：
Invoke	#AvFrameworkManager.AvRecordTraceNValue	Component(#Com_Owner)	
							NValue(#Salary)	Event('Salary	found')	
	
avRecordTraceメソッドはトレースが始まるまで何もしません。これは、
トレースオペレーションによるアプリケーションのパフォーマンスの
オーバーヘッドが通常小さいことを意味しています。
avTraceプロパティを設定することでトレースがプログラム的にオン/オ
フされます。
Set	#AvFrameworkManager	avTrace(TRUE)
Set	#AvFrameworkManager	avTrace(FALSE)
	
ユーザーがフレームワークを設計者として使用している場合は、メ
ニューオプションフレームワーク	->	トレース	->	アプリケーションレベ
ルまたはシステムレベルのメニューオプションで、いつでもトレースを
オン/オフできます。
WAMの初回起動時に値をトレースするには、
#avFrameworkManager.uInitializeイベント・ハンドラーを使います。同様
に、WAMを閉じる時に値をトレースするには、
#avFrameworkManager.uTerminateイベント・ハンドラーを使います。
WAM起動時の値トレース：
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uInitialize)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
	Invoke	#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTrace
Component(#com_owner)	Event('WAM	Filter	is	initialising')
Endroutine

	

WAM終了時の値トレース：
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uTerminate)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
	Invoke	#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTrace
Component(#com_owner)	Event('WAM	Filter	is	terminating')
Endroutine



イベント通知サービス
WindowsおよびWAMに適用
フレームワーク・マネージャーには、使いやすいイベント通知サービス
が用意されています。これは、Windowsアプリケーションだけでなく
Webブラウザー・アプリケーションでも使用できます。

通知の使用方法の手順については、「VLF013WIN	-	イベントの通知」ま
たは「VLF013WAM	-	イベントの通知」を参照してください。
フィルターまたはコマンド・ハンドラーで重大なイベントが発生したと
きに、他のアクティブなフィルターまたはコマンド・ハンドラーにイベ
ントを送信して、しかるべき処理を実行するように設定できます。
イベント処理を実行するには、以下の2点が必要です。
									フィルターまたはコマンド・ハンドラーがイベントを通知するこ
と。これをイベントを発行するといいます。

									他のフィルターやコマンド・ハンドラーがイベントをlistenするこ
と。これをイベントをサブスクライブするといいます。

イベントと共に付属情報も送られる場合があります。これをペイロード
といいます。
Windowsアプリケーションでは
Windowsアプリケーションでイベントを発行するにはavSignalEventメ
ソッドを使用します。例えば以下のようになります。



Invoke	#Com_owner.avSignalEvent	WithId(Employee_Deleted)	SendAInfo1(#EMPNO)
	
この例では"Employee_Deleted"として識別されたイベントを通知しま
す。これにはフィールド#EMPNOの現在値がペイロード・ストリング1
として含まれます。おそらくはすでに削除された従業員を識別するため
のものです。
Windowsアプリケーションでイベントをサブスクライブ(またはlisten)す
るには、フィルターまたはコマンド・ハンドラーにEvtRoutineイベント
が必要です。これを行うには、以下の例のようにavEvent通知をlistenし
ます。
EvtRoutine	Handling(#Com_owner.avEvent)	WithId(#EventId)	WithAInfo1(#AInfo1)
			If	'#EventId.Value	=	Employee_Deleted'
			
							Change	#EMPNO	#AInfo1.Value				
	
							<<	Handle	the	event	>>
			Endif
Endroutine
	
この例では"Employee_Deleted"として識別されたイベントをサブスクラ
イブします。このイベントのペイロードのプロトコルは、従業員番号が
ペイロード付属情報のストリング1に含まれていることを示していま
す。
	
WAMアプリケーションでは
	WAM	アプリケーションでイベントを発行するにはavSignalEventメソッ
ドを使用します。例えば以下のようになります。
Invoke	#ThisHandler.avSignalEvent	WithId(UPDATE_LIST_ENTRY)	SendAInfo1(#EMPNO)
	
WAMアプリケーションでイベントをサブスクライブ(またはlisten)する
には、次の例のようにイベントを最初に登録する必要があります。
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avRegisterEvent)
Named(UPDATE_LIST_ENTRY)	Signalaswamevent(2)
		
それから、次の例のようにイベント・ハンドラーを追加します。
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_2)	Withid(#eventid)



WithAinfo1(#Ainfo1)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
		
If	'#EventId.Value	=	Update_List_Entry'
		
Change	#EMPNO	#AInfo1.Value
fetch	#xg_ident	pslmst	with_key(#empno)
		
*	Set	up	the	visual	Identifier(s)
		
#UF_VisID1	:=	#EMPNO
#UF_VisID2	:=	#SURNAME
Use	BConcat	(#UF_VisID2	#GIVENAME)	(#UF_VisID2)
		
*	Add	instance	details	to	the	instance	list
		
Invoke	#avListManager.AddtoList	Visualid1(#UF_VisID1)
Visualid2(#UF_VisID2)	AKey1(#EMPNO)
Endif
		
Endroutine

		一般的な注意事項

									イベントがアプリケーション間を飛び交うとアプリケーションのパ
フォーマンスに影響します。この影響は、最悪の配布先環境を反映し
た環境で見積もる必要があります。あまり多くのイベントを使いすぎ
ないようご注意ください。またイベントのハンドリング中にはあまり
多くの処理をしないようにご注意ください。使用するイベント・モデ
ルは実行可能なリソースに適合している必要があります。これは、
Webブラウザー・アプリケーションでイベント処理中に、クライアン
トとサーバーの間で対話処理が起こる場合はさらに重要です。

									イベントと共に送信できるペイロードは、基本的に最大英数字5個
および数値5個までです。万一これで不足な場合や、情報のリストを
送りたい場合はVirtual	clipboardを使用します。組み込みのプログラミ
ング	テクニックアプリケーションには、仮想クリップボード機能を



使用してイベントと共に情報のリストを送る例が含まれています。

									イベントには簡潔で一貫性のある命名規則を考慮する必要がありま
す。フレームワークが発行したイベントとの矛盾を避けるため、ピリ
オド(".")を含むイベント識別子は使用できません。別の実行プラット
フォームとの間でコード・ページの問題が発生する可能性があるの
で、特殊文字は避けます。

									Webブラウザー・アプリケーションでイベントをコーディングおよ
び使用する方法については、組み込みの"プログラミング	テクニッ
ク"アプリケーションを例にしてください。

イベント・ハンドリングの詳細については、以下を参照してください。

									avSignalEvent
									#Com_owner.avEvent



avSignalEvent

WithId ユーザーが割り当てるイベント識別子。イベン
ト識別子の長さは、最高32文字まで

SendAInfo1-
SendAInfo5

イベントに英数字を5文字まで追加して送ること
ができる。これらのパラメータをイベントに割
り当てるときに使うプロトコルはユーザーの指
示による。最大32文字

SendNInfo1-
SendNInfo5

イベントに数値5つまで追加して送ることができ
る。これらのパラメータをイベントに割り当て
るときに使うプロトコルはユーザーの指示によ
る。最大精度30,9

Wait avSignalイベント・メソッドが制御を返す前に、
イベントがリスナーによって処理されるべきか
どうかを示す。許される値はTRUEまたは
FALSE。デフォルト値はFALSE。TRUEにする場
合は要注意

To イベントが通知される範囲を表示する。デフォ
ルト値FRAMEWORKはフレームワーク内のアク
ティブなコマンド・ハンドラーとフィルターす
べてにこのイベントを通知する必要があること
を表している。もう1つの値は
BUSINESSOBJECTで、イベントが現在のビジネ
ス・オブジェクトにだけ通知されることを表し
ている。BUSINESSOBJECTをビジネス・オブ
ジェクト以外のコンテキストで使用すると、
FRAMEWORKを指定したように扱われる

WindowScope 新しいウィンドウを開くメニュー・オプション
によりフレームワーク・ウィンドウを開いたと
きに、イベントが通知される範囲を制御するパ
ラメータ
デフォルト値であるCURRENTは、現在のウィン
ドウに属するアプリケーションにのみ通知する
旨を表す
MAINはメイン・ウィンドウの範囲にのみ通知す



ることを表す
ALLはアクティブなウィンドウすべてに通知す
ることを表す
ほかに、通知するウィンドウ名を値として指定
することもできる

					



#Com_owner.avEvent
以下は、avEventイベントについて知っておくべきことです。

Withid イベントの識別。到着したイベントを構造的に優れた方法で
処理するには、以下のようになります。
Evtroutine	Handling(#Com_owner.avEvent)	WithId(#EventId)
												Options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
	
			Change	#vf_elIdn	#EventId.Value
	
			Case	#vf_elIdn
	
						When	'=	Event1'	
												<<	Execute	subroutine	or	invoke	method	to	handle	event	1	>>
						When	'=	Event2'
												<<	Execute	subroutine	or	invoke	method	to	handle	event	2	>>
	
						When	'=	Event3'
												<<	Execute	subroutine	or	invoke	method	to	handle	event	3	>>
						...	etc	...
						...	etc	...
						...	etc	...
	
						When	'=	Eventn'
												<<	Execute	subroutine	or	invoke	method	to	handle	event	n	>>
	
			EndCase
	
Endroutine

WithAInfo1	->	WithAInfo5 これらを使用して、イベントが通知されたときに指定した
SendAInfo1	->	SendAInfo5の値を受信します。

WithNInfo1	->	WithNInfo5 これらを使用して、イベントが通知されたときに指定した
SendAInfo1	->	SendAInfo5の値を受信します。

Sender これでイベントを通知したコンポーネントの名前を指定しま
す。一般的には、以下のように使用されます。
EvtRoutine	Handling(#Com_owner.avEvent)	Sender(#Sender)



	
			*	If	this	event	was	not	signaled	by	this	component	itself	
	
			If	'#Sender.value	*ne	#Com_Owner.Name'
	
<<	handle	the	event	>>
	
			Endif
	
Endroutine

#Com_Owner.avFilterActivated
and
#Com_Owner.avHandlerActivated

フィルターおよびコマンド・ハンドラーには、現在有効に
なっているかどうかを示すプロパティがあります。以下のも
のがあります。

									#Com_Owner.avFilterActivated	(フィルター用)
									#Com_owner.avHandlerActivated	(コマンド・ハンドラー用)
これらのプロパティには、文字列TRUEまたはFALSEが含まれ
ます。

これらのプロパティを使用すると、フィルターやコマンド・
ハンドラーのロジックで、そのフィルターやコマンド・ハン
ドラーが現在有効な状態であるかどうかをテストできます。
通常、このロジックは通知されたイベントを無視するかどう
かをテストするのに使用されます。
フィルターやコマンド・ハンドラーは、ユーザーとやり取り
できる状態にある場合に有効になっています。
最小化、非表示、または非アクティブ化されたウィンドウの
フィルターやコマンド・ハンドラーも、依然として有効であ
ると考えられます。		

					
プログラムに関係するイベントだけを確認します。その他のイベントは
できるだけ速く無視します。
アプリケーションを実装する中で、以下のようにイベントのテーブルを
保守することが有意義なことがわかってきます。

イベントID 通知先 完了待
ち

英数字
追加情
報

数値追
加情報



_____________ FRAMEWORK
BUSINESSOBJECT

TRUE
/	FALSE

1=
2=
3=
4=
5=

1=
2=
3=
4=
5=

_____________ FRAMEWORK
BUSINESSOBJECT

TRUE
/	FALSE

1=
2=
3=
4=
5=

1=
2=
3=
4=
5=

_____________ FRAMEWORK
BUSINESSOBJECT

TRUE
/	FALSE

1=
2=
3=
4=
5=

1=
2=
3=
4=
5=

					



オブジェクト切り替えサービス
WindowsおよびWAMに適用
オブジェクト切り替えサービスの使用方法の手順については、
「VLF012WIN	-	切り替えサービスおよび仮想クリップボードを使用した
ナビゲーションの制御」または「VLF012WAM	-	切り替えサービスおよ
び仮想クリップボードを使用したナビゲーションの制御」を参照してく
ださい。
このサービスでフィルターやコマンド・ハンドラーが別々のビジネス・
オブジェクトの間で制御を切り換えて、フレームワーク、アプリケー
ション、ビジネス・オブジェクト・レベルでコマンドを実行することが
できます。
ターゲットのビジネス・オブジェクトは、切り替え時にメニューから選
択できるようになっていなければなりません。すなわち、ターゲットの
ビジネス・オブジェクトのプロパティで、[メニューからの選択を可能
にする]にチェックが入っており、ユーザーが当該ビジネス・オブジェ
クトの使用権限を持っていることが必要です。切り替えの処理は、ユー
ザーが実行する場合と同じように動作します。
切り換えサービスはメソッド#avFrameworkManager.avSwitchと適当なパ
ラメータを使用して呼び出します。
入門用avSwitchサンプル
参照アプリケーション、ビジネス・オブジェクトおよびコマンド
高度なavSwitchサンプル
avSwitchメソッド
AvAddSwitchInstancesイベント
AvAddSwitchInstanceメソッド
トラブルシューティング・スイッチ・サンプル



入門用avSwitchサンプル
avSwitchはフレームワーク・アプリケーションしか呼び出せないので注
意してください。avSwitchを使用してNotepad.exeなどの外部アプリケー
ションを呼び出すことはできません。

WindowsおよびWAMのAvSwitchメソッド・サ
ンプル

説明

Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch
To(Framework)
Execute(Tax_Calculator)
Caller(#Com_Owner)

フレームワークの制御
を切り替
え、”Tax_Calculator”と
いうコマンドに関連付
けられたコマンド・ハ
ンドラーを実行しま
す。

Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch
To(Framework)
Execute('*EXIT')
Caller(#Com_Owner)

フレームワークの制御
を切り替
え、"*EXIT"というコ
マンドに関連付けられ
たコマンド・ハンド
ラーを実行します。こ
の切り換えによってフ
レームワークが終了し
ます。これはユーザー
がメニュー・バーの
ファイル-終了を選ん
だ場合とまったく同じ
動きをします。

Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch	
To(Application)	
Named(GeneralLedger)
Caller(#Com_Owner)
	

"GeneralLedger"という
アプリケーションに制
御が移ります。コマン
ドは一切実行されませ
ん。

Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch
To(BusinessObject)	
Named(Customers)
Caller(#Com_Owner)

"Customers"というビ
ジネス・オブジェクト
に制御が移ります。コ



	 マンドは一切実行され
ません。

Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch
To(BusinessObject)
Named(Customers)	
Execute(New)
Caller(#Com_Owner)
	

"Customers"というビ
ジネス・オブジェクト
に制御が移り、その後
新規作成コマンドが実
行されます。

	



参照アプリケーション、ビジネス・オブジェクトおよびコマン
ド
先のサンプルでアプリケーション、ビジネス・オブジェクトおよびコマ
ンドを識別するために多くの名前が使われています(例：
Tax_Calculator、GeneralLedger、New、'*EXIT')。これらの名前はアプリ
ケーション、ビジネス・オブジェクトおよびコマンドのキャプションで
はありません、なぜならキャプションは頻繁に変更されまた多言語だか
らです。
この名前はユーザー・オブジェクト名/タイプの値がアプリケーショ
ン、ビジネス・オブジェクトおよびコマンドに関連付けられています。
例えば、Exitコマンドの定義で識別子タブを見ている場合、以下のよう
になります。

ここでコマンドのキャプションは'Exit'(英文表示の場合)ですが、その
ユーザー・オブジェクト名/タイプは'*EXIT'です。切り替え操作でExitコ
マンドを参照するには、'Exit'(キャプション)ではなく、'*EXIT'(ユー
ザー・オブジェクト名/タイプ)の値を使用しなければなりません。



高度なavSwitchサンプル
組み込みプログラミング・テクニック・アプリケーションSwitchingで、
コマンド・ハンドラーDF_DET17は現在選択しているセクションで働く
従業員を表示します。

表示されているリストから従業員を選択して、詳細表示に切り替えるに
は詳細情報の表示ボタンをクリックします。選択している従業員の詳細
表示はavSwitchメソッドで実行されます。avSwitchメソッドの使用法に
関する完全な説明は、DF_DET17のソース・コードを参照してくださ
い。



avSwitchメソッド
メソッド：avSwitch
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

To 入力−必須 アルファ
ベット−32文
字以内

オブジェクトをどのコン
トロールに切り替えるか
をFRAMEWORK、
APPLICATION、
BUSINESSOBJECTのい
ずれかで指定する

Named 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−32文
字以内

どのコントロールに切り
替えるかをユーザー・オ
ブジェクト
名/APPLICATIONまたは
BUSINESSOBJECTのタ
イプで指定する

Execute 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−32文
字以内

どのコントロールに切り
替えるかをユーザー・オ
ブジェクト名/ターゲッ
トのFRAMEWORK、
APPLICATIONまたは
BUSINESSOBJECTで実
行するコマンドのタイプ
で指定する

ClearInstanceList 入力−オプ
ション

Boolean 現在のビジネス・オブ
ジェクト・インスタン
ス・リストをクリアす
る。属性の指定は、
TRUE/Y、FALSE/N(大文
字)のみ。デフォルトは
FALSE

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT 常にCaller(#Com_Owner)
のパラメータとして指定
する



CallerInfo 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−20文
字以内

これのオプショナルなパ
ラメータを識別補足情報
として使用する。組み込
みのサンプル・コマン
ド・ハンドラー
DF_DET16をこのパラ
メータの使用例として参
照

TargetWindow 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−256
文字以内

切り替え操作を行う対象
ウィンドウを指定する。
指定できるのは、
CURRENT(現在のウィン
ドウ)、MAIN(メイン・
ウィンドウ)、具体的な
ウィンドウ名のいずれ
か。デフォルト値は
MAIN

					
例：
組み込みサンプル・コマンド・ハンドラーDF_DET17を参照してくださ
い。



AvAddSwitchInstancesイベント
イベント：avAddSwitchInstances
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 受け取り−オ
プション

PRIM_OBJT 常にCaller(#Com_Owner)の
パラメータとして指定する

CallerInfo 受け取り−オ
プション

アルファベッ
ト−20文字以
内

これのオプショナルなパラ
メータを識別補足情報とし
て使用する。組み込みのサ
ンプル・コマンド・ハンド
ラーDF_DET16をこのパラ
メータの使用例として参照

					
例：
組み込みサンプル・コマンド・ハンドラーDF_DET17を参照してくださ
い。



AvAddSwitchInstanceメソッド
メソッド：avAddSwitchInstance
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

VisualID1 入力−オプ
ション

アルファベッ
ト−32文字以
内

ビジネス・オブジェクト・
インスタンス最初の視覚的
な識別子。英数字

VisualID2 入力−オプ
ション

アルファベッ
ト−50文字以
内

オプションのビジネス・オ
ブジェクト・インスタンス
の2番目の視覚的な識別子

AKey1
AKey2
AKey3
AKey4
AKey5

入力−オプ
ション

アルファベッ
ト−32文字以
内

ビジネス・オブジェクト・
インスタンスのプログラム
的なオプションの英数字識
別子。識別子を識別すると
きに使うプロトコルはユー
ザーの指示による

NKey1
Nkey2
Nkey3
Nkey4
Nkey5

入力−オプ
ション

数値−最大精
度(15,0)

ビジネス・オブジェクト・
インスタンスのプログラム
的なオプションの数値識別
子。識別子を識別するとき
に使うプロトコルはユー
ザーの指示による

					
例：
組み込みサンプル・コマンド・ハンドラーDF_DET17を参照してくださ
い。



トラブルシューティング・スイッチ・サンプル
以下のテーブルをスイッチの問題のチェック・リストとして使用しま
す。

OK 確認事項

	 To()パラメータはFRAMEWORK、APPLICATION、または
BUSINESSOBJECTである

	 Named()のパラメータは正しいアプリケーションまたはビ
ジネス・オブジェクトのユーザー・オブジェクト名/タイ
プを参照している。キャプションを参照していない

	 Execute()のパラメータは正しいコマンドのユーザー・オ
ブジェクト名/タイプを参照している。コマンドのキャプ
ションを参照していない

	 Execute()のパラメータが認識するコマンドはフレーム
ワーク、アプリケーション、またはビジネス・オブジェ
クトに対して有効である。関連するフレームワーク、ア
プリケーション、またはビジネス・オブジェクトの使用
可能コマンドタブを表示する。使用可能リストに実行す
るコマンドが表示されているか確認する

	 パラメータCaller(#Com_Owner)が指定されている

	 イベントが現在のコンポーネントで管理されていること
を確かめるため、すべてのavAddSwitchInstancesイベン
ト・ハンドラーで次のようなイベントのチェックが実施
されている

If_ref	#Caller	is_not(*Equal_to	#Com_Owner)
			Return
Endif
	
例として、組み込みサンプルDF_DET17を参照

					
Webブラウザー・アプリケーションをトレース・モード・オンで実行す
ると、切り換えのオペレーションの流れが表示され、エラーの原因がわ



かる場合があります。



カスタム・プロパティ・アクセス・サービス
フレームワーク・サービス・マネージャーは「カスタム・プロパティ」
にアクセスする機能を提供します。
Windonwsアプリケーションでは、カスタム・プロパティの値は
avGetUserPropertyメソッドで呼び出します。

メソッドavGetUserPropertyのパラメータ
名前 使用方法

AtLevel このパラメータでカスタム・プロパティを定義
するレベルを指定します。使用できる値はF(フ
レームワーク)、A(アプリケーション)または
B(ビジネス・オブジェクト)です。デフォルト値
はF(フレームワーク)レベルです。

WithName このパラメータでカスタム・プロパティの名前
を指定します。特殊プロパティの値
<name>.Countでのインスタンスの数を取得する
ことができます。

Instance プロパティが複数の値を持つ場合(例、インスタ
ンス)にどのインスタンスを返すかを指定するに
は、このパラメータを使用します。デフォルト
値は1です。

AlphaValue このパラメータでプロパティが返すべき英数字
の値を入力するフィールドまたはコンポーネン
トを指定します。効率よく使用するために、こ
のカスタム・プロパティは英数字型として定義
する必要があります。

NumericValue このパラメータでプロパティが返すべき数値を
入力するフィールドまたはコンポーネントを指
定します。効率よく使用するために、このカス
タム・プロパティは数値型として定義する必要
があります。

BooleanValue このパラメータでプロパティが返すべきブール
値を入力するフィールドまたはコンポーネント
を指定します。効率よく使用するために、この



カスタム・プロパティはブール型として定義す
る必要があります。

					

カスタム・プロパティの値を呼び出す例

例1
フレームワーク・レベルのPRINTERという英数字プロパティの現在値呼
び出し：
Windows
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Withname(PRINTER)		AlphaValue(#C_Printer)
	

例2
アプリケーション・レベルのCOMPANYNUMBERという数値プロパティ
の3番目のインスタンスの呼び出し：
Windows
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	AtLevel(A)	
											Withname(COMPANYNUMBER)
											Instance(3)		NumericValue(#Company)
	

例3
ビジネス・オブジェクト・レベルのSTATEというインスタンスがいくつ
存在するかの確認：
Windows
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	AtLevel(B)	
											Withname(STATE.COUNT)	NumericValue(#State_Tot)
	



ユーザー権限アクセス・サービス
フレームワーク・サービス・マネージャーは指定したオブジェクトの現
在のユーザーの権限にアクセスする機能を提供します。例えば、この
サービスでコンポーネントが、ボタンやスイッチの有効/無効を決定す
るのを支援します。これはWindowsアプリケーションのみに適用されま
す。
Windowsアプリケーションでは、オブジェクトに対する現在のユーザー
の権限はavCheckUserAuthorityメソッドで呼び出します。

メソッドavCheckUserAuthorityのパラメータ
名前 使用方法

To 必須です。このパラメータでチェックするオブジェクト
のタイプを指定する。指定する値はAPPLICATION、
BUSINESSOBJECT、COMMANDLEFT。値はどのケース
でも指定できる

Named 必須です。チェックするオブジェクトのユーザー・オブ
ジェクト名/タイプ

InContext オプションでコマンドにのみ必要。このパラメータはコ
マンドが関連付けられているオブジェクトのユーザー・
オブジェクト名/タイプを指定する。現在のオブジェクト
のデフォルト

ReturnValue 必須です。trueまたはfalseを返す。trueの場合はユーザー
がオブジェクトを使用する権限を持っていることを、ｆ
alseの場合は持っていないことを表す

				

オブジェクトの権限のチェックの例
現在のユーザーのデモ・アプリケーションに対する権限をチェックし、
その答えを変数#STD_BOOLに返します。
	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avCheckUserAuthority)	To(APPLICATION)	Named(DEMO)	ReturnValue(#Std_Bool)
	
現在のユーザーのOrganizationビジネス・オブジェクトに対する権限を
チェックし、その答えを変数#STD_BOOLに返します。



	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avCheckUserAuthority)	To(BUSINESSOBJECT)	Named(DEM_ORG)	ReturnValue(#Std_Bool)
	
現在のユーザーのResourceビジネス・オブジェクトの詳細コマンドに対
する権限をチェックし、その答えを変数#STD_BOOLに返します。
	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avCheckUserAuthority)	To(COMMAND)	InContext(DEM_ORG_SEC_EMP)	Named(DETAILS)	ReturnValue(#Std_Bool)
	
現在のユーザーの現在のオブジェクトの詳細コマンドに対する権限を
チェックし、その答えを変数#STD_BOOLに返します。
	
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avCheckUserAuthority)	To(COMMAND)	Named(DETAILS)	ReturnValue(#Std_Bool)
	



メッセージ・サービスの表示
フレームワーク・サービス・マネージャーは、現在のメッセージ・セッ
トをプログラムで表示する機能を提供します。
Windowsアプリケーションでは、現在のメッセージ・セットを表示する
メッセージボックスは、#Com_Owner.avShowMessagesメソッドを呼び出
して表示します。これは、ユーザーがステータスバーのメッセージボタ
ンを押した場合と同じように動作します。

メッセージ表示の例
現在のメッセージ・セットを表示します。
Windows
Invoke	Method(#Com_Owner.avShowMessages)



Visual	LANSAフレームワークのアイコン参照の取得
フレームワーク・サービス・マネージャーにより、コマンド・ハンド
ラーやフィルターでVLFアイコンへの参照を取得できるようなります。
これはWindowsアプリケーションのみに適用されます。
アイコンへの参照を複数回使用する場合は、初期化ルーチンで
avFindIconメソッドを1回使用し、コンポーネント・レベルで定義されて
いる動的変数に参照を格納することをお勧めします(サンプルを参照し
てください)。
VF_	iconへの参照は、avFindIconメソッドを使用して取得します。

メソッドavFindIconのパラメータ
名前 使用方法

Named 必須。取得対象のアイコンの名前です。

Reference 必須。クラスPRIM_ICONのオブジェクトへの参照とし
て返されます。

				

avFindIconメソッドの使用例
リスト項目のアイコンをVisual	LANSAフレームワークのアイコン
VF_IC386に設定します。
*	Component	definitions
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_ICON)	NAME(#ICON_NORM)
REFERENCE(*DYNAMIC)
...
*	Initialization	routine
invoke	#avSystem.avFindIcon	Named(VF_IC486)	Reference(#ICON_NORM)
...
*	Use	the	reference
set	#ltvw_1.CurrentItem	Image(#ICON_NORM)	



フレームワーク・ウィンドウの管理
プログラム制御により、あるいはエンド・ユーザーの操作によって、複
数のフレームワーク・ウィンドウを開き、制御できるようになりまし
た。
新しいフレームワーク・ウィンドウには、フレームワーク自身の別のイ
ンスタンスや、フレームワークに属するオブジェクトを表示することが
できます。
例えば次のような内容です。

									フレームワーク全体の別のインスタンス

									特定のアプリケーション(デモ・アプリケーションなど)
									アプリケーションの特定のビュー

									特定のビジネス・オブジェクト(Organizations、Resourcesなど)
	
フレームワーク・アプリケーションの設計にもよりますが、ウィンドウ
メニューの新しいウィンドウで開く...以下のコマンドで、エンド・ユー
ザーが新しいウィンドウを開けるようになっています。

	
右クリックすると表示されるポップアップ・メニューにも、同様のコマ
ンドがあります。
ウィンドウメニューの表示の有無はフレームワークで'ウィンドウ'メ
ニューを表示オプションで切り替え可能です。
ウィンドウを複数開くと、フレームワーク・ウィンドウのツール・バー
の下に、次のようなウィンドウ制御バーが現れます。

	
設計者は、同時に開けるウィンドウの個数を、同時に開けるウィンドウ
の数オプションで設定できます。また、フレームワーク全体、個々のア



プリケーション、アプリケーション・ビュー、ビジネス・オブジェクト
を、独立したウィンドウに開けるかどうか、各オブジェクトの新しい
ウィンドウでビジネスオブジェクトを開くことを許可プロパティで設定
できます。
デスクトップの構成や各ウィンドウの扱いをエンド・ユーザーが制御で
きるようにすれば、アプリケーションの使い方にも自由度が高まりま
す。逆に各ウィンドウの機能をプログラムで無理に制約しようとして
も、面倒なだけで実りのない作業になってしまうかも知れません。
	

注：
									フレームワーク・ウィンドウは、フレームワーク・ウィンドウ・ア
プリケーションでしか使えません。そのため、Windows環境でもウェ
ブ環境でも同じように操作できるようにしようとすると、設計が制約
される場合があります。しかしウェブ環境では、ブラウザーを複数起
動する、あるいはIE7のタブ機能を使うことにより、Windows環境と
同等の操作性を実現できます。

									フレームワーク・ウィンドウの機能と、コマンドの表示タブのオブ
ジェクトコマンド表示オプションを混同しないでください。後者は、
コマンド・ハンドラーを独立したウィンドウとして表示するかどう
か、を指定するものです。

プログラムによりウィンドウを生成、管理する
他のウィンドウにイベントを通知する
ウィンドウを開いたままにする
ウィンドウを切り替える
ウィンドウと組み込みインターフェース・ポイント
ウィンドウ・リソースの使い方



プログラムによりウィンドウを生成、管理する
フレームワーク・マネージャー上でメソッドavShowWindowを呼び出す
ことにより、ウィンドウを生成、管理することができます。例えば以下
のようになります。
MYWINDOWという別のウィンドウに、フレームワーク全体の新しいイ
ンスタンスを開く：
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(FRAMEWORK)	WindowName(MYWINDOW)
	
DEMONSTRATIONアプリケーションを開く：
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(APPLICATION)	ofType(DEMO)	WindowName(DEMO_WINDOW)
	
HRという名前のアプリケーション・ビューを開く：
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)	For(VIEW)
ofType(HR)	WindowName(DEMO_VIEW)
	
ビジネス・オブジェクトOrganizationsおよびResourcesを、それぞれ独立
したウィンドウに開く：
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)	ofType(DEM_ORG)	WindowName(DEMO_EMP)
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)	ofType(DEM_ORG_SEC_EMP)
WindowName(DEMO_SECTION)
	
avShowWindowの呼び出しで、「OfType(XXXXXXX)」の形で指定でき
るのは、対応するオブジェクトのプロパティの識別子タブで、ユーザー
オブジェクトタイプとして指定した値です。

avShowWindowメソッドの使い方
avShowWindowメソッドは、指定された名前のウィンドウが存在するか
どうか確認します。
存在している場合、最小化されていればそれを解除した上で、他のフ



レームワーク・ウィンドウよりも前面に出します。
また、存在しなければ生成するようになっています。
いずれの場合も、次のように動作します。

									ウィンドウを開く際、情報プロパティやオブジェクト参照を、指定
に応じて更新します(「ウィンドウを開く際に渡す情報」を参照)。

									指定されたアプリケーションやビジネス・オブジェクトへの切り替
えを、ウィンドウ内で実行します。

このメソッドの呼び出しは、端的に言うと、フレームワークに対して、
「この名前でウィンドウを表示し、この情報を渡し、このアプリケー
ション/ビジネス・オブジェクトに切り替えよ」という指示を送ること
に相当します。
ウィンドウの生成や切り替えは、プログラムの流れとは同期せずに起こ
ります。したがって、avShowWindowを呼び出した直後に、開いている
ウィンドウをすべて列挙しようとしても、生成したはずのウィンドウが
見つからないことがあります。

ウィンドウ名
先の例からも分かるように、ウィンドウにはシンボル名があります。
ウィンドウ名については、次の点に注意してください。

									ALL、MAIN、CURRENTという名前は予約されており、使えませ
ん。

									エンド・ユーザーが開いたウィンドウには、自動的にUSER_で始ま
る一意的な名前が付きます。フレームワークにログオンし直したり
バージョンを変えたりすると、この名前は変わってしまいます。

									エンド・ユーザーの目に触れる形でこの名前が表示されることはあ
りません。プログラム処理のために使うものであり、大文字と小文字
の区別はなく、長さは256字に達する可能性があります。英字は通
常、大文字として扱われるので、'A'〜'Z'、'0'〜'9'の範囲の文字のみ使
うようお勧めします。

									ウィンドウ名によりウィンドウを一意的に識別できるのは、同じフ
レームワーク・プロセス(LANSA	X_RUN.EXEプロセス)の範囲内に限
ります。したがって、X_RUN.EXEプロセスを複数立ち上げた場合、
それぞれに同じTESTWINDOWという名前のウィンドウがあるかも知
れません。TESTWINDOWというウィンドウにシグナルを送るまたは
切り替えるなどの操作を施す場合、その対象は、現在のX_RUN.EXE
プロセスに属するウィンドウになります。他のプロセスに属するウィ



ンドウの操作はできません。
	
ウィンドウを検索する
ウィンドウをすべて列挙する
現在のウィンドウとメインウィンドウ
ウィンドウを開く際に渡す情報



ウィンドウを検索する
プログラム中で特定のウィンドウを見つけるためには、次のように記述
します。
*	Define	a	temporary	class	#VF_SY154	reference.
*	Use	VL's	F2=Feature	help	to	explore	the	properties
*	and	methods	that	class	#VF_SY154	exposes	for	you	to	use.
	
Define_Com	Class(#VF_SY154)	Name(#Window)	Reference(*Dynamic)
	
*	Ask	the	Framework	manager	to	locate	a	window	by	name	and	return	a
reference
	
#Window	<=	#AvFrameworkManager.avWindow<'USER_EMPLOYEES'>
	
*	Remember	to	handle	the	fact	the	window	might	be	found	(or	not)
	
If	(#Window	*isNot	*Null)
Use	Message_box_Add	('The	window	named'	#Window.WindowName	'is	at
position'	#Window.Top	#Window.Left)
Else
Use	Message_box_Add	('No	Window	named	USER_EMPLOYEES	is	currently
open')
Endif
	
Use	Message_Box_show
	
*	Just	to	be	absolutely	sure,	make	the	Window	reference	null	to	free	it.
*	You	should	never	hang	onto	VF_SY154	references	in	your	code.
	
#Window	<=	*Null
	
これを実行すると次のようなメッセージ・ボックスが表示されます。



	
重要：#VF_SY154オブジェクト参照は、プログラム上で確実に解放して
ください。



ウィンドウをすべて列挙する
ウィンドウをすべて列挙するプログラム例を以下に示します。
*	Loop	through	all	currently	opened	windows	by	using	the
*	Windows	collection	of	class	VF_SY154	objects	that	the
*	Framework	manager	exposes	for	use	in	your	programs
*	Use	the	VL	F2=Feature	Help	to	explore	the	properties
*	and	methods	that	class	#VF_SY154	exposes	for	you	to	use.
	
For	#Window	in(#AvFrameworkManager.avWindowCollection)
	
Use	Message_box_Add	('The	window	named'	#Window.WindowName	'is	at
position'	#Window.Top	#Window.Left)
	
EndFor
	
Use	Message_Box_show
	
これを実行すると次のようなメッセージ・ボックスが表示されます。

	
重要：#VF_SY154オブジェクト参照は、プログラム上で確実に解放して
ください。



現在のウィンドウとメインウィンドウ
コマンド・ハンドラーやフィルターで、現在のウィンドウ、メインウィ
ンドウにアクセスするためには、プロパティ
#Com_Owner.avCurrentWindowまたは#Com_Owner.avMainWindowを使い
ます。それぞれ、現在のウィンドウ、メインウィンドウの#VF_SY154オ
ブジェクト参照にアクセスできます。
例えば次のコードをフィルターやコマンド・ハンドラーに記述すると、
現在のウィンドウ、メインウィンドウの表示位置が表示されます。
	
Use	Message_box_Add	('The	current	window	named'
#Com_Owner.avCurrentWindow.WindowName	'is	at	position'
#Com_Owner.avCurrentWindow.Top	#Com_Owner.avCurrentWindow.Left)
	
Use	Message_box_Add	('The	main	window	named'
#Com_Owner.avMainWindow.WindowName	'is	at	position'
#Com_Owner.avMainWindow.Top	#Com_Owner.avMainWindow.Left)
	
Use	Message_Box_show
	
実際の表示は次のようになります。

	
重要：#VF_SY154オブジェクト参照は、プログラム上で確実に解放して
ください。



ウィンドウを開く際に渡す情報
avShowWindowメソッドによりウィンドウを開く、またはアクティブ化
する際、パラメータOpenInfo1〜OpenInfo5およびOpenObjectRefを使って
情報を渡すことができます。
最大256字の文字列を5つまでと、さらにオブジェクト参照を渡し、ウィ
ンドウ間で情報をやり取りすることができるのです。
例えば、フィルターやコマンド・ハンドラーでDEMO_WINDOWという
ウィンドウを開き、文字列を5つ渡す場合、次のように記述します。
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)	ofType(EMPLOYEES)
WindowName(DEMO_WINDOW)	OpenInfo1('Test	String	1')	OpenInfo2('Test
String	2')	OpenInfo3('Test	String	3')	OpenInfo4('Test	String	4')	OpenInfo5('Test
String	5')
	
DEMO_WINDOW内のフィルターまたはコマンド・ハンドラーに、次の
ような処理があるとします。
Use	Message_box_Add	('In	window
named'#Com_Owner.avCurrentWindow.WindowName)
Use	Message_box_Add	('OpenInfo1
='#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<1>)
Use	Message_box_Add	('OpenInfo2
='#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<2>)
Use	Message_box_Add	('OpenInfo3
='#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<3>)
Use	Message_box_Add	('OpenInfo4
='#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<4>)
Use	Message_box_Add	('OpenInfo5
='#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<5>)
Use	Message_Box_show
	
すると次のように表示されます。



		
ウィンドウを開く際に渡された情報には、当該ウィンドウへのクラス
#VF_SY154参照を取得してアクセスします(「ウィンドウを検索す
る」、「ウィンドウをすべて列挙する」を参照)。
あるウィンドウを開く際に使った情報を更新するためには、次のよう
に、OpenInfo<>プロパティを使います(これはMAINウィンドウの例)。
#Com_Owner.avMainWindow.OpenInfo<1>	:=	"Return	String	1"
#Com_Owner.avMainWindow.OpenInfo<2>	:=	"Return	String	2"
#Com_Owner.avMainWindow.OpenInfo<3>	:=	"Return	String	3"
#Com_Owner.avMainWindow.OpenInfo<4>	:=	"Return	String	4"
#Com_Owner.avMainWindow.OpenInfo<5>	:=	"Return	String	5"
		
OpenObjectRefプロパティは、ウィンドウ間でオブジェクト参照をやり
取りするために使います。この方法を使えば、どのような量や型の情報
でもやり取りできます。
OpenInfoデータを使うため、新しいウィンドウのフィルターまたはコマ
ンド・ハンドラーを取得したい場合は、uShowWindowCompletedメソッ
ドの呼び出しを当該フィルターやコマンド・ハンドラーに追加する必要
があります(「他のウィンドウにイベントを通知する」を参照)。



他のウィンドウにイベントを通知する
avSignalEventメソッドを使って、他のウィンドウにイベントを通知する
ことができます。
シグナルを送る範囲はWindowScope()パラメータで制御します。
CURRENT、ALL、MAINのほか、特定のウィンドウ名も指定できま
す。
デフォルト値はCURRENTです。
	

「目覚まし」メソッドuShowWindowCompletedの使い方
シグナルを送ってウィンドウを操作できるのは、当該ウィンドウが開い
ており、イベントを監視している場合に限ります。
しかしウィンドウが本当に開いているかどうか分からない場合は、次の
ようにしてください。
MAINウィンドウのコマンド・ハンドラーまたはフィルターに、次のメ
ソッドが記述されているとします。
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)	ofType(EMPLOYEES)
WindowName(EMP_WINDOW)	OpenInfo1(#EMPNO)
	
これは、「EMP_WINDOWというウィンドウを、必要ならば生成したう
えで、表示せよ。ここにはEMPLOYEESビジネス・オブジェクトを表示
する。ウィンドウを開く際の情報文字列として、#EMPNOの値を設定せ
よ」と指示することに当たります。
次のフィルターまたはコマンド・ハンドラーを考えてみましょう。ウィ
ンドウEMP_WINDOWで起動する、または起動済みであるものとしま
す。
ここには「目覚まし」メソッドの呼び出しがあります。
Mthroutine	uShowWindowCompleted	Options(*Redefine)
#Empno	:=	#Com_Owner.avCurrentWindow.OpenInfo<1>
Use	message_box_show	(ok	ok	info	*Component	#Empno)
Endroutine
	
このメソッドは、他のウィンドウが次のメソッドを実行すると、その都
度呼び出されます。



#AvFrameworkManager.avShowWindow	WindowName(EMP_WINDOW)
	
このメソッドは、「起きろ。他のウィンドウが何かをするよう要求して
いる」と言っていることに相当します。「起こされた」コマンド・ハン
ドラーやフィルターは通常、開かれた情報文字列として渡された情報を
調べて、次に何をすればよいか判断します。
この機能は、高度なビジネス・オブジェクト間通信にも利用できます。
例えば、顧客明細を操作するCUSTOMER_WINDOWウィンドウと、注
文情報を管理するORDER_WINDOWウィンドウがあるとします。
CUSTOMER_WINDOWのコマンド・ハンドラーには、次のようなメソッ
ド呼び出しがあります。
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)
ofType(ORDERS)	WindowName(ORDER_WINDOW)
OpenInfo1(#OrderNumber)
	
一方、ORDER_WINDOWのコマンド・ハンドラーにも、次のようなメ
ソッド呼び出しがあるものとします。
#AvFrameworkManager.avShowWindow	Caller(#Com_Owner)
For(BUSINESSOBJECT)
ofType(CUSTOMERS)	WindowName(CUSTOMER_WINDOW)
OpenInfo1(#CustomerNumber)
	
OrdersとCustomersが同期して動作するので、2つのアプリケーションを
切り替えながら操作できるようになります。



ウィンドウを開いたままにする
ウィンドウを開くというのは、かなりの処理を要する「高価な」操作で
す。しかし、いったんウィンドウを閉じた後、5秒もたたないうちに同
じウィンドウを開いて別のデータを表示する、というようなことは少な
くありません。
この問題を解消するには、avShowWindowメソッドにKeepOpen(TRUE)と
いうパラメータを指定する、あるいはクラス#VF_SY154ウィンドウ・オ
ブジェクトのKeepOpenプロパティを変更する、という方法がありま
す。
KeepOpen(TRUE)を指定すると、エンド・ユーザーがウィンドウを閉じ
る操作をしても、実際には最小化されるだけで、ウィンドウ自体はその
まま残るようになります。したがって、5秒もしないうちに再度開こう
とした場合に、改めてウィンドウを生成し直す必要がないことになりま
す。
KeepOpen(TRUE)を指定したウィンドウを本当に閉じてしまいたい場合
は、次のように操作してください。

									サインオフ/終了コマンドを実行する

									メインウィンドウを閉じる

									「メインウィンドウ以外を全て閉じる」を実行する

また、プログラム上でKeepOpen(FALSE)に設定し直す、という方法もあ
ります。
MAINウィンドウについて、KeepOpen(TRUE)を指定することはできませ
ん。



ウィンドウを切り替える
ウィンドウを複数開けるようにすると、その表示内容を切り替える必要
は減るでしょう。
それでもなお、avSwitchメソッドにより他の作業に切り替える処理が有
用である場合があります。どのウィンドウの内容を切り替えるか
は、TargetWindow()パラメータで制御します。MAIN、CURRENT、特定
のウィンドウ名を指定できます。デフォルト値はMAINです。
ウィンドウの切り替えに関しては、次の規則に従ってください。

									ウィンドウを開くとスコープが設定されます。

									これは、ウィンドウ内に何を表示できるか、を表すものです。

									スコープを制限することにより、生成に必要な時間を大幅に減らす
ことができます。

例えばFRAMEWORKウィンドウを開くと、そのフレームワークで定義
されたアプリケーション、ビジネス・オブジェクト、コマンドがすべて
スコープに入ります。
一方、BUSINESSOBJECTウィンドウの場合、指定されたビジネス・オ
ブジェクトと、これに関連するアプリケーション・レベル、フレーム
ワーク・レベルのコマンドしか、スコープに入りません。
したがって、ビジネス・オブジェクトAだけがスコープに入ったTESTと
いうウィンドウを開き、後でこれをビジネス・オブジェクトBに切り替
える、ということはできません。BはTESTウィンドウのスコープに入っ
ていないからです。
このように、スコープ外へのウィンドウ切り替えはできないようになっ
ています。仮にできるようになっていたとすれば何かの役には立つかも
知れませんが、フレームワークにはこのような機能が組み込まれていま
せん。実際にやってみた場合の結果は不定であり、将来のバージョンで
の動作も保証されません。
avSwitchメソッドのデフォルト値がTargetWindow(CURRENT)ではなく
TargetWindow(MAIN)となっているのもこれが理由です。MAINウィンド
ウのスコープにはフレームワーク内の全体が入るので、スコープ以外の
要因がない限り、切り替え操作は常に可能です。
TargetWindow()パラメータの修正を開始したなら、指定したスコープ範
囲内に切り替えるかどうか検討してください。



ウィンドウと組み込みインターフェース・ポイント
システムIIP(組み込みインターフェース・ポイント)には4つのメソッド
があり、これをオーバーロードすることにより、メイン/サブウィンド
ウを開く/閉じる際に、特定の処理を実行できます。各メソッドは次の
場合に呼び出されます。

									avMAINWindowReady	-	メインウィンドウが開き、作業できる状態に
なった直後

									avSECONDWindowReady	-	サブウィンドウが開き、作業できる状態
になった直後

									avCloseMAINWindow	-	メインウィンドウを閉じようとする直前
									avCloseSECONDWindow	-	サブウィンドウを閉じようとする直前
各メソッドと、独自のIIPを実装する方法については、「IIP(Imbedded
Interface	Point：組み込みインターフェース・ポイント)」および再利用可
能パーツUF_SYSTMの出荷バージョンを参照してください。



展開、縮小およびペインへのフォーカスの設定
Windowsフレームワークでは、フィルターやコマンド・ハンドラーが
フィルター・ペイン、コマンド・ハンドラー・ペイン、インスタンス・
リスト、またはナビゲーション・ペインをプログラムで縮小できます。
また、再度展開することもできます。コマンド・ハンドラーは、プログ
ラムでそれ自体を展開してフィルターやインスタンス・リストで使用さ
れる場所を確保(最大化)したり、元のサイズに戻すことができます。
avPaneShrinkおよびavPaneExpandメソッドは相反する働きをします。縮
小されたペインは、avPaneExpandを使用して元のサイズに展開すること
ができます。ペインが縮小されていない場合は、avPaneExpandを使用し
ても何も起こりません。
avPaneMaximizeおよびavPaneRestoreは相反する働きをします。コマン
ド・ハンドラーは、avPaneMaximizeを使用して、フィルターやインスタ
ンス・リストで使用されるすべての場所を確保できます。最大化されて
いる場合、コマンド・ハンドラーは、avPaneRestoreを使用して元のサイ
ズに戻すことができます。
avPaneFocusを使用すると、ペインが展開されてフォーカスが当たりま
す。
これらのメソッドは非同期です。展開/縮小/最大化/元のサイズに戻すの
実行前に、要求は待ち行列に入り、命令を発行したコマンド・ハンド
ラーやフィルターが処理を終了するのを待ちます。
avPaneShrinkメソッド
avPaneExpandメソッド
avPaneMaximizeメソッド
avPaneRestoreメソッド
avCmdPanelStateプロパティ
	



avPaneShrinkメソッド
メソッド：	avPaneShrink
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT
常にCaller(#Com_Owner)
のパラメータとして指定
する

Pane 入力−必須
アルファ
ベット−32
文字以内

FILTER、
INSTANCE_LIST、
NAVIGATE_PANE、
COMMAND_HANDLER
のいずれか1つとして指
定し、ペインの縮小を指
示する

					

例：
	
invoke	#avFrameworkManager.avPaneShrink	Caller(#Com_Owner)
Pane(FILTER)
	



avPaneExpandメソッド
メソッド：	avPaneExpand
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT
常にCaller(#Com_Owner)
のパラメータとして指定
する

Pane 入力−必須
アルファ
ベット−32
文字以内

FILTER、
INSTANCE_LIST、
NAVIGATE_PANE、
COMMAND_HANDLER
のいずれか1つとして指
定し、縮小後にペインを
元のサイズに戻すよう指
示する

					

例：
	
invoke	#avFrameworkManager.avPaneExpand	Caller(#Com_Owner)
Pane(FILTER)
	



avPaneMaximizeメソッド
メソッド：	avPaneMaximize
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT
常にCaller(#Com_Owner)
のパラメータとして指定
する

Pane 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−32
文字以内

COMMAND_HANDLER
として指定し、ペインの
最大化を指示する

					

例：
	
invoke	#avFrameworkManager.avPaneMaximize	Caller(#Com_Owner)
Pane(COMMAND_HANDLER)
	



avPaneRestoreメソッド
メソッド：	avPaneRestore
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT
常にCaller(#Com_Owner)
のパラメータとして指定
する

Pane 入力−オプ
ション

アルファ
ベット−32
文字以内

COMMAND_HANDLER
として指定し、最大化の
後、ペインを元のサイズ
に戻すように指示する

					

例：
	
invoke	#avFrameworkManager.avPaneRestore	Caller(#Com_Owner)
Pane(COMMAND_HANDLER)
	



avPaneFocusメソッド
メソッド：avPaneFocus
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力−必須 PRIM_OBJT 常にCaller(#Com_Owner)のパ
ラメータとして指定する

Pane 入力−必須
アルファ
ベット−32文
字以内

FILTER、INSTANCE_LIST、
NAVIGATE_PANE、
COMMAND_HANDLERのい
ずれか1つとして指定し、ペ
インにフォーカスを当てるよ
うに指示する

	
例：
	
	invoke	#avFrameworkManager.avPaneFocus	Caller(#Com_Owner)
Pane(FILTER)
	
		
組み込みのサンプル・フレームワークの[表示]メニュー・オプションを
参照してください。

また、このメニュー・オプションを実装する組み込みの非表示のサンプ
ル・コマンド・ハンドラーDF_DET45も参照してください。
フィルター(クラス#VF_AC007)、コマンド・ハンドラー(クラス
#VF_AC010)、およびカスタム・インスタンス・リスト・ブラウザー(ク
ラス#VF_AC012)の各種コンポーネントは、Ancestorメソッド
uAcceptFocusをオーバーライドし、avPaneFocusが使用されたときに



フォーカスが当てられる、表示されるコントロールを具体的に制御でき
ます。
これに関するサンプルについては、組み込みのサンプル・コンポーネン
トDF_FILT1	(フィルター)、DF_T0023	(コマンド・ハンドラー)および
DF_INST1	(カスタム・インスタンス・リスト・ブラウザー)を参照して
ください。
	



avCmdPanelStateプロパティ
メソッド:	avCmdPanelState	
パラメータ:

名前 使用方法 クラス 説明

Caller 入力	-	必須 PRIM_OBJT 常にこの引数を
avCmdPanelState<#Com_Owner>
として指定する

例:
	
#CPState	:=	#avFrameworkManager.avCmdPanelState<#Com_Owner>
	
	



ウィンドウ・リソースの使い方
想定する使い方
リソースの解放洩れ



想定する使い方
フレームワーク・ウィンドウを複数開けるようにする場合は、リソース
の使用状況を検討する必要があります。
VLFウィンドウを開くと、その都度リソースを消費します。その量は、
アプリケーション設計やプログラムの実装方法に大きく依存します。リ
ソースの消費量と、配備先のシステムで利用可能なリソースとのバラン
スを取らなければなりません。
フレームワーク・ウィンドウの使い方に関しては、次の点に注意してく
ださい。

									ウィンドウを同時に2つから10、あるいは20程度開くことはありえ
ますが、50になると非現実的です。

									ウィンドウは多くのリソースを必要とするオブジェクトです。顧
客、商品、注文の3つの対象を並行して操作するなど、ビジネス・タ
スクをいくつか切り替えながら作業することはよくあり、ウィンドウ
はまさにそのために考案された仕組みであると言えます。しかし、F4
プロンプトなど簡単な作業のためにいちいち独立したウィンドウを用
意することは、本来想定していた使い方とは異なります。



リソースの解放洩れ
Windowsアプリケーションのリソースの使い方に関しては、ウィンドウ
を閉じてもこれに割り当てられたリソースがすべて解放されず、再利用
できなくなってしまう、という問題がよく起こります。これは「リソー
スの解放洩れ」と呼ばれます。そのままアプリケーションを使い続ける
と、必要なリソースを獲得できず、異常停止など予期しない状態に陥る
恐れがあります。これを回避するため、VLFには高レベルのリソースの
解放洩れのうちいくつかの要因を追跡する、簡単な診断ツールが付属し
ています。
この機能を有効にするためには、VLFを設計者として実行する必要があ
ります。
サブ・フレームワーク・ウィンドウを開き、次にそれを閉じたとき、次
のようなメッセージが表示されたとすれば、リソースの解放洩れをVLF
が検出したことになります。

これは、ウィンドウを閉じる際、VLコンポーネント(この場合は
DF_DET1というコマンド・ハンドラー・インスタンス)を破棄しなかっ
たことを表します。
すなわち、DF_DET1に「解放洩れ」リソースが残っているということで
す。原因を突き止め、修正しなければなりません。なぜこのメッセージ
が表示されたのか分からない場合は、Visual	LANSAに詳しい専門家に、
VLアプリケーションの設計について相談してください。
小〜中程度の複雑さのVLFアプリケーションの場合、このメッセージが
表示されることはそう多くないでしょう。しかしVLF/VLアプリケー
ション・コンポーネントに凝った仕組みを組み込んでいくと、問題が発
生する可能性が高くなります。
よくある原因として、「循環参照」と呼ばれるものがあります。ある
VLコンポーネント(例えばコマンド・ハンドラー「A」)が別のオブジェ
クト(例えば再利用可能パーツ「B」)を参照し、逆にこの「B」も「A」
を参照している、という状況です。



これは比較的単純な状況ですが、参照関係がもっと複雑に絡み合ってい
る場合もあります。コンポーネント「A」が「B」を参照し、「B」が
「C」、「C」が「D」と順次参照し、一周して「D」が「A」を参照し
ている、というような状況です。このように経路が長くなっても、「循
環」しているという意味では同じです。
循環参照を避けるためには、次のような点に注意するとよいでしょう。

									Reference(*Dynamic)変数やオブジェクト参照コレクションで、
BEGIN_COM/END_COMブロックをまたがる(すなわちVLプログラム
をまたがる)ようなものは、できるだけ使わない

									どうしても必要であれば、処理構造に従い、適切にオブジェクト参
照を削除する/NULL参照を設定するよう実装する

									Scope(*Application)変数やコレクションを使ってオブジェクト参照
を追跡する場合、処理構造に従い、適切なタイミングで参照を再削除
するよう実装する

簡単に言うと次のようになります。「A」というオブジェクト・インス
タンスの参照を、変数またはコレクションに格納しているとしましょ
う。ここで「A」を破棄する場合、これを参照しているオブジェクトす
べてについて、事前にその参照を解除しなければなりません。そうしな
い限り、「A」は「どこかから参照されている」ことになるので、決し
てリソースが解放されることはないのです。
重要な免責事項：VLFは診断ツールに過ぎません。リソースの解放洩れ
を追跡できるのは、VLF実行環境で、管理対象として「既知」となって
いるオブジェクトに限ります。高度なVLFアプリケーションでは、VLF
実行環境の管理外で多くのオブジェクトを生成、破棄する場合がありま
すが、これは追跡できません。先に示したようなメッセージ・ボックス
が表示されなくても、リソースの解放洩れがないという証明にはならな
いのです。
	



アドバンスト・フィルター・スタイル
フィルターは、ビジネス・オブジェクトのインスタンス・リストをさま
ざまな方法で構築する強力なメカニズムです。
以下のセクションでは、アプリケーションに利用できるアドバンスト・
フィルターのテクニックに関するアイデアを紹介します。

									インスタント・フィルター

									ドリル・ダウン・フィルター

									パワー・フィルター

									隠しフィルター

									ミニ・フィルター



インスタント・フィルター
インスタント・フィルターは、例えば、すべての有効な部門のリストを
提供できます。部門をクリックすると、課ビジネス・オブジェクトのイ
ンスタンス・リストが瞬時にクリアされ、選択した部門の課で埋められ
ます。

組み込みフィルターDF_FILT4には「インスタント」フィルターの例が
あります。



ドリル・ダウン・フィルター
ドリル・ダウン・フィルターはツリー構造で部門(レベル1)と、関連する
課(レベル2)を表示します。ツリーから部門を選択し、選択した部門内の
課へドリル・ダウンすることができます。ツリーの部門や課を選択する
と、関連する従業員が瞬時にインスタンス・リストに表示されます。

組み込みフィルターDF_FILT3には「ドリル・ダウン」フィルターの例
があります。



パワー・フィルター
以下のように複数の検索機能を備えることで、1つのフィルターに多く
の検索条件を含めることができます。



隠しフィルター
ビジネス・オブジェクト・インスタンス・リストを完全にプログラム的
に入力したい状況では、フィルターはエンド・ユーザーと意味のある会
話処理はできないため、隠すことができます。
HRシステムの全従業員を選択し、インスタンス・リストに追加する場
合の隠しフィルターの例を以下に示します。

フィルターが見えていないことに注意してください。このフィルター
は、以下のような初期化されていないルーチンを持っています。

Mthroutine	Name(uInitialize)	Options(*Redefine)
*	Do	the	ancestor		thing	....

Invoke	#Com_Ancestor.uInitialize



*	Define	this	as	a	hidden	filter	(	you	can	only	ever	sensibly	have	a	
*	single	filter	when	it's	hidden	)

Set	#Com_Owner	avHiddenFilter(TRUE)

*	Now	fill	the	instance	list	with	all	employee	details	

Invoke	#avListManager.BeginListUpdate

Invoke	#avListManager.ClearList

Select	Fields(#EmpNo	#SurName	#GiveName)	From_File(PSLMST)	
Use	BConcat	(#GiveName	#SurName)	#Std_TextL
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#Empno)	Visualid2(#Std_TextL)					Akey1(#Empno)
EndSelect

Invoke	#avListManager.EndListUpdate

*	Finished

EndRoutine
	



ミニ・フィルター

プロパ
ティ

イベ
ント

Windowsミニ・
フィルター用
RDML

WAMミニ・フィル
ター用RDMLX

ミニ・フィルターの作成方法については、チュートリアル
「VLF010WIN	-	ミニ・フィルターの作成」を参照してください。
ミニ・フィルターは非表示フィルターに非常によく似ています。その違
いは、ミニ・フィルターではフレームワークの確認バー上に常に表示さ
れているフィールドと検索ボタンで、ユーザーが検索値を入力する必要
がいまだにあることです(フィールドと検索ボタンはミニ・フィルター
時のみ表示されます)。

フィルターが確認バー上の検索フィールドとボタンを設定します。フィ
ルターは非表示です。ユーザーは確認バーの検索フィールドに検索値を
入力し、ボタンを押します。これでフィルターが実行され、ユーザーが
入力した値を読み込んで検索を実行し、その結果をインスタンス・リス
トに表示します。



フィルターはフレームワークのプロパティを使用して確認バー上の検索
フィールドと通信します。

送信プロパティ

WINDOWS
Set	#Com_Owner	avMiniFilter(TRUE)
set	#Com_Owner	avMiniFiltFldCap1('Search	for')
set	#Com_Owner	avMiniFiltValue1('<<Initial	search	value>>')
set	#Com_Owner	avMiniFiltButtonCap1('Search')
	

受信プロパティ
フレームワークのプロパティを読んでその検索フィールドの値を受け取
ります。
USE	BUILTIN(VF_GET)	WITH_ARGS(AVMINIFILTVALUE1	*BLANKS)	TO_GET(#ALPHASEARCH)
	
WINDOWS
Windowsフィルターは情報をメソッド・ルーチンのパラメータとして受
け取ります。これには押されたボタンの番号も含まれます。
Mthroutine	Name(uMiniFilterButton)	Desc('Handle	a	mini	filter	button	click')	Help('Overwrite	this	method	with	your	own	logic	if	required.')	Options(*REDEFINE)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elnum)	Name(#uButton)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue1)	Mandatory('	')
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue2)	Mandatory('	')
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue3)	Mandatory('	')
	
最大3つまでの検索フィールドと検索ボタンが含まれます。検索フィー
ルドは常に英文字で、ユーザーが数値を入力すると、フィルターの
RDMLが入力された値を数値に変換するようコーディングされ、問題が
あればメッセージを表示します。
フィルター内のルーチンは、3つのフィールドのいずれかの値にアクセ
スするボタンのクリックを管理します。
ミニ・フィルターを使用している場合は、ビジネス・オブジェクトの
フィルターが1つあります。ミニ・フィルターは、スペースを省いてイ
ンスタンス・リストを幅広く表示するためにあります。したがって他の
フィルターが必要な場合はミニ・フィルターではなく普通のフィルター
を使用してください。



プロパティ
プロパティ名末尾のnは1、2、または3です。
これらのプロパティはフィルターの初期化ルーチンのRDMLで設定され
ます。

名前 説明 型 指定できる値 最
大

長
さ

avMiniFilter フィル
ターが
ミニ・
フィル
ターで
あるこ
とを表
す

Boolean TRUE
FALSE

5

avMiniFiltValuen 検索
フィー
ルドの
(文字の)
内容

文字 	 256

avMiniFiltFieldn この
フィー
ルドが
表示さ
れるこ
とを示
す

Boolean TRUE
FALSE

5

avMiniFiltButtonn このボ
タンが
表示さ
れるこ
とを示
す

Boolean TRUE
FALSE

5



avMiniFiltFldCapn ミニ・
フィル
ター・
フィー
ルドの
キャプ
ション
が表示
される
ことを
表す

文字 	 30

avMiniFiltFldCapWidn キャプ
ション
の幅

ピクセルで
指定

	 999

avMiniFiltFldWidn キャプ
ション
と
フィー
ルドの
表示幅

ピクセルで
指定

	 999

avMiniFiltButtonCapn ミニ・
フィル
ター・
ボタン
のキャ
プショ
ンが表
示され
ること
を表す

文字 	 30

AvMiniFilterPanel ミニ・
フィル
ターの
内容を
管理す
るため

#PRIM_PANL VF_AC007フィ
ルター・オブ
ジェクト内に含
まれVF_AC007
フィルター・オ
ブジェクトが所

N/A



に表示
される
パネ
ル。
Windows
アプリ
ケー
ション
のみで
有効で
す。こ
れを使
用する
と、他
のすべ
ての
フィル
タープ
ロパ
ティが
適用さ
れると
は限ら
なくな
りま
す。そ
のフィ
ルター
プロパ
ティ
は、こ
こで指
定した
Windows
パネル
に完全
に取っ
て代わ
られる

有するパネルへ
の参照、または
*null		
指定するパネル
の要件は次のと
おりです。

									祖先ではな
く、フィル
ター自体で所
有する

									フィルター
それ自体
(#Com_Owner)
ではない

									フィルター
でレイアウト
が管理されな
い



ためで
す。
たとえ
ば、パ
ネル上
でコン
ボボッ
クス、
ドロッ
プダウ
ン、
チェッ
クボッ
クスを
追加し
たり、
簡単な
編集を
行うこ
とがで
きま
す。

						



イベント
	

名前 説明

(Windows)
Mthroutine
Name(uMiniFilterButton)

フィルター内のこのメソッド・ルーチン
はユーザーがいずれかの検索ボタンをク
リックすると実行されます。

フィルター内のこのメソッド・ルーチン
は、
a)ボタンが押された場合に動き出し、
b)ユーザーが検索フィールドに入力した
値を読み込み、これを使って検索ロジッ
クを実行し、インスタンス・リストと結
果をロードするようにコーディングされ
ています。

						



サンプル・コード
Windowsミニ・フィルター用RDML
WAMミニ・フィルター用RDMLX



Windowsミニ・フィルター用RDML
*	================================================================================
*	Type												:	FILTER
*	Ancestor								:	VF_AC007
*	Application					:	Programming	Techniques	(Advanced)
*	Business	Object	:	Mini	Filter	(Simple)
*	Filter										:	Mini	Filter	(Simple)
*	Note:	This	should	be	the	only	filter	for	this	business	object
*	================================================================================

Begin_Com	Role(*EXTENDS	#VF_AC007)	Height(138)	Width(303)
*	=============================================================================
*	Component	definitions
*	=============================================================================

*	Nothing	is	displayed	by	this	filter.
*	The	Framework	mini	filter	supplies	the	search	button	and	the	search	field
*	This	filter	communicates	with	the	mini	filter	on	the	Framework	identification	bar
*	using	properties	like	avMiniFiltField1,	and	using	the	redefined	method	routine
*	called	uMiniFilterButton.

*	=============================================================================
*	Method	Routine	Redefines
*	=============================================================================

*
*	Initialize
*

Mthroutine	Name(uInitialize)	Options(*REDEFINE)

*	Make	the	mini	filter	visible	for	this	business	object
*	Note:	This	should	be	the	only	filter	for	this	business	object
set	#Com_Owner	avMiniFilter(TRUE)

*	Enable	one	search	field	and	one	search	button	on	the	mini	filter
*	Give	them	captions,	and	widths	if	required



set	#Com_Owner	avMiniFiltField1(TRUE)
*	set	the	total	field	width	(including	caption)	to	300
set	#Com_Owner	avMiniFiltFldWid1(300)

set	#Com_Owner	avMiniFiltFldCap1(*MTXTDF_SURNAME)
*	set	the	caption	width	to	200
set	#Com_Owner	avMiniFiltFldCapWid1(200)

set	#Com_Owner	avMiniFiltButton1(TRUE)
set	#Com_Owner	avMiniFiltButtonCap1(*MTXTDF_SEARCH)
*	set	#Com_Owner	avMiniFiltButtonWid1(200)

*	You	could	also	pass	an	initial	search	value	using:
*	set	#Com_Owner	avMiniFiltValue1('my	initial	search	value')
	
endroutine

*
*	Perform	Search	instruction	from	the	mini	search	panel
*

Mthroutine	Name(uMiniFilterButton)	Desc('Handle	a	mini	filter	button	click')	Help('Overwrite	this	method	with	your	own	logic	if	required.')	Options(*REDEFINE)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elnum)	Name(#uButton)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue1)	Mandatory('	')
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue2)	Mandatory('	')
*	Define_Map	For(*input)	Class(#vf_elurl)	Name(#uValue3)	Mandatory('	')

Define	#Button	*dec	1	0

*	Determine	which	mini	filter	button	the	user	pressed
change	#Button	#uButton
case	#button
when	'=	1'

*	Get	the	search	value	that	the	user	entered	into	the	mini	filter
USE	BUILTIN(UPPERCASE)	WITH_ARGS(#UVALUE1)	TO_GET(#SURNAME)

*	Do	the	search	and	put	the	results	into	the	instance	list



Invoke	Method(#avListManager.BeginListUpdate)

Invoke	Method(#avListManager.ClearList)

*	Select	employee	records	using	full	or	partial	surname	in	surname	order	and	add	to	instance	list
Select	Fields(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	From_File(PSLMST2)	With_Key(#SURNAME)	Generic(*YES)
*	add	an	entry	to	the	instance	list	on	the	right	of	the	filter
Execute	Subroutine(ADDLIST)	With_Parms(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)
Endselect

*	Indicate	end	of	list	update
Invoke	Method(#avListManager.EndListUpdate)

endcase

endroutine

*	=============================================================================
*	Subroutines
*	=============================================================================

*
*	add	an	entry	to	the	instance	list	on	the	right	of	the	filter
*
Subroutine	Name(ADDLIST)	Parms(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)

*	Build	up	visual	identifier

Use	BConcat	(#GiveName	#SurName)	#FullName

Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	Visualid1(#Empno)	Visualid2(#FullName)	Akey1(#Empno)

Endroutine

End_Com
	



WAMミニ・フィ	ルター用RDMLX
	
	*
================================================================================
*	Description	...:	Mini	Filter	(Simple)
*
================================================================================
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_WAM)	Layoutweblet('vlf_layout')
	
*		Standard	declares	for	a	filter
	
Define_Com	Class(#vf_sw100)	Name(#avFrameworkManager)
Define_Com	Class(#vf_aw007)	Name(#ThisFilter)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#vf_lw002)	Name(#avListManager)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#fp_in001)	Name(#FastPart)	Reference(*Dynamic)
	
*		VL	Framework	map	fields.	DO	NOT	CHANGE.
	
Web_Map	For(*both)	Fields((#VF_FRAMEI	*private)	(#VF_FRAMEW
*private)	(#VF_FRAMES	*private)	(#VF_ELXTOF	*private)	(#VF_ELXN01
*private)	(#VF_ELXN02	*private)	(#VF_ELXN03	*private)	(#VF_ELXN04
*private)	(#VF_ELXN05	*private)	(#VF_ELXN06	*private)	(#VF_ELXN07
*private)	(#VF_ELXN08	*private)	(#VF_ELXN09	*private)	(#VF_ELXN10
*private)	(#VF_ELXA01	*private)	(#VF_ELXA02	*private)	(#VF_ELXA03
*private)	(#VF_ELXA04	*private)	(#VF_ELXA05	*private)	(#VF_ELXA06
*private)	(#VF_ELXA07	*private)	(#VF_ELXA08	*private)	(#VF_ELXA09
*private)	(#VF_ELXA10	*private)	(#VF_ELMETA	*private))
	
*		Standard	webroutine	used	by	all	VLF	WAM	filters	and	command	handlers.
DO	NOT	CHANGE	the	Web	routine	name.	Use	this	routine	to	register	WAM
events.
	
Webroutine	Name(UHandleEvent)
	
*		Standard	WAM	initialisation.
	
*	NOTE:	THE	EVENTS	FOR	MINI	FILTERS	ARE	PRE	REGISTERED	IN



THE	FRAMEWORK.	THEREFORE,	YOU	DON'T	NEED	TO	REGISTER
THEM.	THEY	ARE:
*	uWAMEvent_21	-->	mini	filter	button	ONE	was	clicked
*	uWAMEvent_22	-->	mini	filter	button	TWO	was	clicked
*	uWAMEvent_23	-->	mini	filter	button	THREE	was	clicked
	
#avFrameworkManager.avInitializeWAM	Type(FILTER)	Invoker(#com_owner)
Listmanager(#avListManager)	Filtermanager(#ThisFilter)
Fastpartmanager(#FastPart)
	
#avFrameworkManager.avHandleWAMEvent	Anchorblock(#vf_framew)
Event(#vf_event)	Designmode(#vf_framed)	Skin(#VF_Frames)
Metatag(#vf_elmeta)	Tof(#vf_elxtof)	N01(#vf_elxn01)	N02(#vf_elxn02)
N03(#vf_elxn03)	N04(#vf_elxn04)	N05(#vf_elxn05)	N06(#vf_elxn06)
N07(#vf_elxn07)	N08(#vf_elxn08)	N09(#vf_elxn09)	N10(#vf_elxn10)
A01(#vf_elxA01)	A02(#vf_elxA02)	A03(#vf_elxA03)	A04(#vf_elxA04)
A05(#vf_elxA05)	A06(#vf_elxA06)	A07(#vf_elxA07)	A08(#vf_elxA08)
A09(#vf_elxA09)	A10(#vf_elxA10)	Ssiname(#VF_FRAMEI)
	
Endroutine
	
*		Handle	initialization	of	filter
	
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uexecute)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
*	Activate	this	Filter	as	a	mini	Filter
	
*	This	filter	will	use	a	search	field	and	search	button	on	the	framework
identification	bar	(below	the	toolbar)
*	to	interact	with	the	user.	This	filter	will	not	be	displayed.
	
*	Note:	This	should	be	the	only	filter	for	this	business	object.
	
*	Enable	one	search	field	and	one	search	button	on	the	mini	filter.	Give	them
captions,	and	widths	if	required.
	
Set	Com(#thisfilter)	Avminifilter(true)	Avminifiltfield1(true)
Avminifiltfldcapwid1(250)	Avminifiltfldcap1(*MTXTDF_SURNAME)



Avminifiltfldwid1(350)	Avminifiltbutton1(true)
Avminifiltbuttoncap1(*MTXTDF_SEARCH)	Avminifiltbuttonwid1(150)
	
Endroutine
	
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_21)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)	Value1(#Val1)
	
*	The	value	that	the	user	entered	on	the	search	field	on	the	framework
identification	bar	is	provided	in	the	Value1	parameter	of	this	event	routine.
#Surname	:=	#Val1.UpperCase
	
*	Start	instance	list	update.	Clear	the	instance	list
#avListManager.BeginListUpdate
#avListManager.ClearList
	
*	Fill	the	instance	list	based	on	the	search	value	specified	by	the	user.
Select	Fields(#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO	#PHONEHME
#ADDRESS1	#POSTCODE)	From_File(PSLMST2)	With_Key(#SURNAME)
Generic(*YES)
Execute	Subroutine(ADDLIST)
Endselect
*	Instance	list	updating	has	been	completed
#avListManager.EndListUpdate
	
Endroutine
	
*	================================================
*	SUBROUTINE:	Add	an	entry	to	Instance	List
*	================================================
Subroutine	Name(ADDLIST)
*	Build	up	visual	identifier
	
#Fullname	:=	#Givename	+	"	"	+	#Surname
	
*	Add	to	instance	list	using	the	user	defined
*	identification	protocol:
	
*	=====================



*	Visual	Identification
*	=====================
*	VisualID1	=	Employee	Number
*	VisualID2	=	Concatenation	of	first	name	(#GiveName)
*	and	last	name	(#SurName)
*	===========================
*	Programmatic	Identification
*	===========================
*	AKey1	=	Employee	number
*	====================================================
*	Additional	Columns	for	instance	list	manager
*	====================================================
*	AColumn1	=	Phone	(Home)
*	AColumn2	=	Address	Line	1
*	NColumn1	=	Post	Code	(Zip)
#avListManager.addToList	Visualid1(#Empno)	Visualid2(#Fullname)
Akey1(#Empno)	Acolumn1(#Phonehme)	Acolumn2(#Address1)
Ncolumn1(#Postcode)
	
Endroutine
	
End_Com
	



Webプログラミング
Visual	LANSAフレームワークでWebブラウザー・インターフェースで実
行するフィルターやコマンド・ハンドラーを作成できます。
それは、LANSA	for	the	WebのWAM	(Webアプリケーション・モジュー
ル)で実現します。
WAMアプリケーションのプログラミングは、5250ベースのLANSA	for
iSeriesアプリケーションやWindows	Visual	LANSAアプリケーションのプ
ログラミングとは違います。
ほかに、フレームワークAJAXアプリケーション」に従い、フレーム
ワークAJAXアプリケーションを作成するという方法もあります。



WAMプログラミング
ステートレス・プログラミング
UB_xxxxxユーザー・ボタン
WAMフィルターやコマンド・ハンドラーの状態の保守
フレームワークWAMでのLANSAウェブレットの使用
WAMフィルターとコマンド・ハンドラーのルール



ステートレス・プログラミング
WebプログラミングとLANSA/ADまたはVisual	LANSAプログラミングの
基本的な違いはステートレス・プログラムの理解にあります。
プログラムとブラウザー・ユーザーとの対話処理(またはそこに存在す
るインターネット上のその他のもの)のステートを管理しない場合、そ
のプログラムはステートレスです。したがって、プログラムに定義され
た変数は対話処理の値の記憶には使用できないことになります。ファイ
ル・カーソルの位置や、オープン・ファイルの接続、リソースの割り振
りなどの、より微妙な他のステートも保存できません。
ステートレス・プログラミングの影響については以下の簡単なプログラ
ム仕様を検討してください。

									値が0から始まる、#NUMBERというフィールドを表示します。
									ユーザーがEnterを押すたびに#NUMBERの値をインクリメントし、
新しい結果を表示します。

5250プログラム(LANSA/RPG)またはWindowsプログラム(Visual
LANSA/Visual	Basic)でのロジックは、以下のようになります。
Define	#NUMBER	with	a	default	value	of	zero
Change	#NUMBER	to	#NUMBER	+	1
Display	the	incremented	#NUMBER	value
	
									ステートレス・プログラムでは、#NUMBER(実際には、プログラ
ム全体とそのステート)はユーザーとの対話処理で存在がなくなりま
す。したがって、変数はユーザーとの対話処理のなかで前の値を保存
するためには使用できません。

									プログラムを変更するアプローチは非常に簡単です。以下を実行す
るだけです。

Define	#NUMBER
Restore	the	current	value	(i.e.	state)	of	#NUMBER
Change	#NUMBER	to	#NUMBER	+	1
Save	the	new	value	(i.e.	state)	of	#NUMBER
Display	the	new	#NUMBER	value	(at	which	point	your	program	ceases	to	exist)
	
									LANSA	for	the	Webとフレームワークはどちらもユーザーのステー
トを(後ほど)保存/復元する機能を備えています。ステートを管理する
のは簡単ですが、それが発生することと、アプリケーションに与える



影響は理解しておく必要があります。



UB_xxxxxユーザー・ボタン
フレームワークにはUB_xxxxxというフィールドとウェブレットのセッ
トが組み込まれています。そこにはWAMベースのフィルターやコマン
ド・ハンドラーで使用できるウェブレットが集まっています。
各UB_xxxxxフィールドにそれぞれのUB_xxxxxウェブレットがありま
す。
さらに、各UB_xxxxxフィールドには対応するウェブレットのビジュア
ライゼーション属性が組み込まれています。
UB_xxxxxウェブレット内のコードがフォーム上にUB_xxxxxボタンを描
きます。

使用方法
フィルターやコマンド・ハンドラーにボタンを配置し、そのボタンを使
用して、例えば保存のような機能を起動します。一般的に良く使われる
ボタン・ウェブレット、例えばOK、保存、削除などのボタンは用意さ
れています。スペアのボタンは詳細情報の表示や計算など独自の用途に
フォーマットします。

キャプションの変更方法
特定の機能にまだ割り当てられていないボタンは好きなキャプションを
表示することができます。これを簡単に実現するには、フィールド定義
をオーバーライドします。
OVERRIDE	FIELD(#UB_PUSHB1)	DEFAULT('''Show	Details''')
	
またアプリケーションが複数言語対応なら、他言語のテキストが使用で
きます。
OVERRIDE	FIELD(#UB_PUSHB1)	DEFAULT(*MTXTDF_SHOWDETAILS)
	

ボタンをWebフォームに配置する方法
Webフォームにユーザー・ボタンを配置するには、それをフィルターや
コマンド・ハンドラーのWeb_Map	For(*both)ステートメントに入れま
す。
一度UB_xxxxxフィールドをWeb_Mapで使用すると、WAMにXSLを生成
するよう選択できます。このような場合、フィールドはページのどこか
にボタンとして表示されます。
しかし、通常フォームのエレメントがすべて表示されている上に、さら



にコントロールを描きたくなる場合があります。このような場合、
UB_xxxxxウェブレットをドラッグし、フォーム上の描きたい位置にド
ロップするだけで描けます。
	

ボタンのタブの順序の制御
avSetButtonメソッドのTabIndexプロパティを使用します。
例えば以下のようになります。
Invoke	Method(#ThisHandler.avSetButton)	ButtonName(UB_SAVE)
TabIndex(‘1’)
Invoke	Method(#ThisHandler.avSetButton)	ButtonName(UB_SAVE)
TabIndex(‘2’)
	

ユーザー・ボタンの表示/非表示
ユーザー・ボタンはWebフォームに追加でき、意味を持たない時は非表
示または無効になります。
ボタンを非表示または無効にするにはコマンド・ハンドラーやフィル
ターのavSetButtonメソッドをキーワードVisible、Enabledと共に使用しま
す。例えば、保存ボタンを非表示にするには、コマンド・ハンドラーで
以下のように定義します。
Define_Com	Class(#vf_aw010)	Name(#ThisHandler)	Reference(*Dynamic)
	
以下を実行します。
Invoke	Method(#ThisHandler.avSetButton)	Buttonname(UB_SAVE)	Visible(FALSE)
	
無効にする方法
Invoke	Method(#ThisHandler.avSetButton)	Buttonname(UB_SAVE)	Enabled(FALSE)
	

ボタンが押されたことを感知する方法
WamイベントをuHandleEventWebルーチンに登録する必要があります。
ここでキーワードNamedは通常、以下のフォーマットになっています。
<field	name>.CLICK
例えば、保存ボタンをクリックすると起動するWamイベントを登録する
には、以下のようにします。
#avFrameworkManager.avRegisterEvent	Named(UB_SAVE.CLICK)	Signalaswamevent(n)



	
イベント・ルーチンにそのイベントの処理を要求します。
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_n)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	

ユーザー・ボタンを使う簡単なWAMコマンド・ハンドラーの
例
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_WAM)	Layoutweblet('vlf_layout')
Define_Com	Class(#vf_sw100)	Name(#avFrameworkManager)
Define_Com	Class(#vf_aw010)	Name(#ThisHandler)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#vf_lw002)	Name(#avListManager)	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#fp_in001)	Name(#FastPart)	Reference(*Dynamic)

*	VL	Framework	map	fields.	DO	NOT	CHANGE.

Web_Map	For(*both)	Fields((#VF_FRAMEI	*private)	(#VF_FRAMEW	*private)	(#VF_FRAMES	*private)	(#VF_ELXTOF	*private)	(#VF_ELXN01	*private)	(#VF_ELXN02	*private)	(#VF_ELXN03	*private)	(#VF_ELXN04	*private)	(#VF_ELXN05	*private)	(#VF_ELXN06	*private)	(#VF_ELXN07	*private)	(#VF_ELXN08	*private)	(#VF_ELXN09	*private)	(#VF_ELXN10	*private)	(#VF_ELXA01	*private)	(#VF_ELXA02	*private)	(#VF_ELXA03	*private)	(#VF_ELXA04	*private)	(#VF_ELXA05	*private)	(#VF_ELXA06	*private)	(#VF_ELXA07	*private)	(#VF_ELXA08	*private)	(#VF_ELXA09	*private)	(#VF_ELXA10
*PRIVATE)	(#VF_ELMETA	*PRIVATE))

*	Map	fields	used	in	this	form.
Web_Map	For(*both)	Fields((#empno	*ouput)	#surname	#givename	#salary	(#UB_SAVE	*noid))

Webroutine	Name(UHandleEvent)

*	Register	the	event	that	will	execute	when	clicking	on	the	Save	button	in	this	filter	as	wam	event	number	1.

Invoke	Method(#avFrameworkManager.avRegisterEvent)	Named(UB_SAVE.CLICK)	Signalaswamevent(1)

*	Standard	WAM	initialisation.

Invoke	Method(#avFrameworkManager.avInitializeWAM)	Type(COMMAND)	Invoker(#com_owner)	Listmanager(#avListManager)	Handlermanager(#ThisHandler)	Fastpartmanager(#FastPart)
Invoke	Method(#avFrameworkManager.avHandleWAMEvent)	Anchorblock(#vf_framew)	Event(#vf_event)	Designmode(#vf_framed)	Skin(#VF_Frames)	Metatag(#vf_elmeta)	Tof(#vf_elxtof)	N01(#vf_elxn01)	N02(#vf_elxn02)	N03(#vf_elxn03)	N04(#vf_elxn04)	N05(#vf_elxn05)	N06(#vf_elxn06)	N07(#vf_elxn07)	N08(#vf_elxn08)	N09(#vf_elxn09)	N10(#vf_elxn10)	A01(#vf_elxA01)	A02(#vf_elxA02)	A03(#vf_elxA03)	A04(#vf_elxA04)	A05(#vf_elxA05)	A06(#vf_elxA06)	A07(#vf_elxA07)	A08(#vf_elxA08)	A09(#vf_elxA09)	A10(#vf_elxA10)	Ssiname(#VF_FRAMEI)
Endroutine

*	Initialize	the	command	handler
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uInitialize)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
*	Get	the	current	employee	number	from	the	instance	list
Invoke	Method(#avListManager.getCurrentInstance)	Akey1(#Empno)
Endroutine



*	Handle	execution	of	the	command	handler
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uexecute)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)

Fetch	Fields(#SURNAME	#GIVENAME	#SALARY)	From_File(PSLMST)	With_Key(#EMPNO)

Endroutine

*	Handle	click	of	the	save	button
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uWAMEvent_1)	Options(*noclearmessages	*noclearerrors)

Update	Fields(#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY)	In_File(PSLMST)	With_Key(#EMPNO)

Endroutine
End_Com
	



WAMフィルターとコマンド・ハンドラーの状態の保守
フィルターやコマンド・ハンドラーの状態を保守しなければならない場
合があります。これにはいくつかの方法があります。
WAM機能の使用
フレームワークの仮想クリップボードの使用



WAM機能の使用
Visual	LANSAフレームワーク・フィルターおよびコマンド・ハンドラー
は通常1つのWebRoutineを持っています。このためフレームワークの
フィルターやコマンド・ハンドラーのフィールドの状態を保守するのは
いたって簡単です。フィールドをWeb_Mapに含める必要があります。通
常はWeb_Mapを入力と出力の両方に定義します。
単純なインクリメント・プログラムは従来、以下のように記述していま
した。

									#NUMBERを初期値0で定義する

									#NUMBERを#NUMBER＋1に変更する
									インクリメントした#NUMBERの値を表示する
上記のインクリメント・プログラムは、以下のようなコードで正常に作
動します。
Function	Options(*Direct)
Define	#Number	*dec	7	0	default(0)
Web_Map	For(*both)	Fields(#Number)

Webroutine	Name(UHandleEvent)
etc
Endroutine
	



フレームワークの仮想クリップボードの使用
フレームワークは仮想クリップボードという機能を提供し、LANSA	for
the	Webの状態モデルを拡張します。
仮想クリップボードを使用するには、以下のようなファンクションを
コーディングします。
Define		#Number	*dec	7	0	default(0)
Web_Map	For(*both)	Fields(#Number)
	
#NUMBERの値を保存する方法：
#avFrameworkManager.avSaveValue	Withid1(*Component)	Withid2(Save_Number)	Fromavalue(#Number)
	
#NUMBERの値を復元する方法：
#avFrameworkManager.avRestoreValue	Withid1(*Component)	Withid2(Save_Number)	
	
また、Virtual	Clipboardを使用すると複雑なリストを(リストの中のリス
トでも)動的に定義できます。また、情報を簡単にフィルターとコマン
ド・ハンドラーの間でやり取りすることもできます。
組み込みのプログラミング	テクニックアプリケーションには仮想クリッ
プボード機能を使用したいくつかの例が載っています。



フレームワークWAMでのLANSAウェブレットの使用
Visual	LANSAフレームワークWAMアプリケーションでは、LANSAウェ
ブレットを使用できます。
LANSAウェブレットを使用する場合は、以下の点に注意してください。
									LANSAウェブレットは、Webサーバーに要求を送信するときに、
WAMフィルターまたはコマンド・ハンドラーで「イベント」として
識別される必要があります。

									イベントの識別子によって、WAMフィルターまたはコマンド・ハ
ンドラーは、要求と動作を行ったウェブレット(例えば、OK、保存、
キャンセルのどのボタンがクリックされたか)を特定できます。	

									イベントの識別では、VF_WAMEVENTという特殊なフィールドを
使用します。

									VF_WAMEVENTは、LANSAウェブレットのreentry	fieldとして指定
されています。

									これに割り当てられた値によって、フィルターまたはコマンド・ハ
ンドラーでイベントを識別できます。

	
VLF	WAMでLANSAウェブレットを使用するには、以下のステップに従
います。
1.			LANSA	IDEのWAMエディターでLANSAウェブレットをVLFフィル
ターまたはコマンド・ハンドラーWAMに追加します。

2.			ウェブレットの詳細タブで、ウェブレットのreentryfieldプロパティ
を'VF_WEBEVENT'に設定し、reentryvalueプロパティをイベントの識
別子(例えば、'BUTTON.CLICK')に設定します。VF_WAMEVENTおよ
び再入力値は単一引用符で囲む必要があります。

3.			ウェブレットのon_click_wamnameプロパティをVLFフィルターまたは
コマンド・ハンドラーWAMの名前(例えば、'DM_T2901')に設定し、
on_click_wrnameプロパティを'uHandleEvent'に設定します。これらの
プロパティの正しい値は、プロパティ・フィールドのドロップダウン
から選択できます。

4.			VLF	WAMのイベントをLANSAウェブレットのreentryvalueプロパ
ティで使用したのと同じイベント識別子に登録します。

5.			必要な処理を実行するために、VLF	WAMに対応するイベント・ハン



ドラーを作成します。

注：「インライン・リスト」ウェブレットをWAMで使用する場合は、
インライン・リスト・ウェブレットを使用するWAMは廃止予定のVLF
WAMTRANS=C	(クライアント側XML変換)オプションを使用できないの
で、WAMはサーバー側XML変換に固定されます。



WAMフィルターとコマンド・ハンドラーのルール
フィルターまたはコマンド・ハンドラーがルールに準拠しているかを確
かめるには、コード	ウィザードを使用する必要があります。



タッチ・	デバ	イスの考慮事項
iPadおよび	Androidのようなタッチ・デバイス上でフレームワークのWeb
アプリケーションの実行が可能です。
タッチ・デバイス	での	ユーザーの操作はタッチ操作です。フレーム
ワークでタッチ機能を有効にするためには、WebスタートアップURLパ
ラメータのTOUCH=Y	を使用します。
このパラメータが	指定されていない、もしくは値がY以外の場合は、フ
レームワークがタッチ・デバイス上で実行されているかどうかを推測し
ます。

また、URLパラ	メータのZOOM=を使って、省略値のCCSズーム値を変
更することができます。詳しくは「Web	アプリケーションの開始オプ
ション」を	参照してください。
	

タッチ・デバイ	スのア	プリケーションの設計時の注意事項



ミ	ニ・フィルターをできる限り使用して、インスタンス・リストと
コマンド用のスペースをより多く残すようにしてください。

イ	ンスタンス・リ	ストのツリー・ビューは	避けるようにしてくだ
さい。

VLFをタッチ・デバイス上で実行する場合、サインオフの時間およ
び再サインオンの	時間を設定するオプションは無効になることに注
意してください。	デバイスへのアクセスをコントロールするには、
デバイス固有のタイムアウト設定を使用してください。

	

タッチ・デ	バイス上でフレームワーク・アプリケーション実行
時の注意事項

タッ	チ・デバイスでは、フレームワークで常に次のようなプロパ
ティが既に設定されて表示されます。（表示は切り替えできませ
ん）

分	割バーはドラッグしやすいよう、幅が広めです。

サ	イズ変更を最小限にするため、コマンドは実行が終了すると自動
的に最大化されます。

イ	ンスタンス・リスト上で1回タッチすると、省略値のコマンドが
実行されます。

コ	ンテキスト・メニューを表示させるには、タッチして1秒以上そ
のまま長押ししま	す。



「iPadのトレース」	および	「Android	タッチ・デバイスのトレース」も
参照してください。
	



Webアプリケー	ションのトレース
Webブラウ	ザー・アプリケーションでのトレースは、アプリケーション
をWebで立ち上げるときにトレースをオンにするオプションをチェック
することでオンにできま	す。また、フレームワークURLの末尾に	?
Trace=Y	を追加してトレースを起動することもできます。

WAMの初回起動	時に値をトレースするには、
#avFrameworkManager.uInitialize	イベント・ハンドラーを使います。同様
に、WAMを閉じる時に値をトレースするには、
#avFrameworkManager.uTerminateイベ	ント・ハンドラーを使います。
WAM起動時の値	トレース：
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uInitialize)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
	Invoke	#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTrace
Component(#com_owner)	Event('WAM	Filter	is	initialising')
Endroutine
	
WAM終了時の値	トレース：
Evtroutine	Handling(#avFrameworkManager.uTerminate)
Options(*noclearmessages	*noclearerrors)
	
	Invoke	#AVFRAMEWORKMANAGER.avRecordTrace



Component(#com_owner)	Event('WAM	Filter	is	terminating')
Endroutine
	
また以下も参照し	てください。
iPadのトレース
Androidタッチ・デバイスのトレース



iPad	のトレー	ス
1.	[設定]パネルで、[Safari]をタッチし、[詳細]を選択	します。

	
2.	[詳細]パネルで[デバッグコンソール]を[オン]にします。



3.	これでSafariに戻ると、小さなデバッグ・コンソール・エリアが表示
されています。表示するログがある場合、右側の矢印をタッチすると次
のようなデ	バッグ・コンソールが表示されます。



デバッグ・コン	ソールにはJavascriptエラーも表示されます。
	



Android	タッチ・デバイスのトレース
Androidタッチ・デバイスのトレースは、ブラウザ組み込みのコンソー
ルがないため、iPadほど容易では	ありません。
Webkitブラ	ウザのデバッグを遠隔で行うツールがいくつかあります。こ
こでは、DOSコマンド・プロンプトにトレース記述を出力するAndroid
Debug	Bridge	(adb)	のみを取り上げます。adbを使用するには、以下が必
要です。

Android	SDKパッケージを含むプラットフォーム・ツー
ル。http://developer.android.com/sdk/index.html			注：	パッケージ全体
はかなり大きいです。プラットフォーム・ツールだけで充分です。

PC	またはラップトップに接続するためのUSB。自身のデバイスが
USBデバッグが有効になっているか確認します。[設定]	->	[アプリ
ケーション]	->	[開発]	->	[USBデバッグ]

	
adbを使用して	開始するには、以下の手順に従ってください。
1.				デバイスをコンピュータに接続し、DOSプロ	ンプトを開いてプラッ
トフォーム・ツールのディレクトリに変更します。
2.				以下のコマンドを入力して、Enterを押します。

3.				以下のコマンドを入力して、Enterを押します。

4.				以下のコマンドを入力して、Enterを押します。

http://developer.android.com/sdk/index.html


デバイスがリスト	されない場合は、恐らく正しいドライバが見つからな
いことを意味しています。そうでない場合、次のように表示されるはず
です。

5.				トレースを開始するには、まずログをクリアします。

6.				次にブラウザのメッセージをフィルターするこのコマンドを発行し
ます。

ここからあらゆる	トレースのメッセージがDOSウィンドウに出てきま
す。



adbインター	フェイスについての詳細は次を参照してください。
http://developer.android.com/guide/developing/tools/adb.html
	

http://developer.android.com/guide/developing/tools/adb.html


VLF.NETアプリケーション
フレームワークWebブラウザー・アプリケーションは、.NET実行可能
ファイルとしてコンパイルできます。VLF.NET機能は、既存および新規
のすべてのWAMフィルターとコマンド・ハンドラー、およびすべての
RAMP画面とスクリプトをサポートします。	
		

VLF.NET機能をアクティブにする方法
VLF.NET機能を有効にするには、次の手順を実行します。
									設計者としてフレームワークを開きます。[フレームワーク]	->[プ
ロパティ]メニュー・オプションを使用します。[フレームワークの詳
細]タブが表示されます。[Webブラウザアプリケーションでフレーム
ワークが使用可能]オプションにチェックが入っていることを確認し
ます。

									[Microsoft	.NET	使用可能にフレームワークをコンパイル]オプショ
ンを選択します。

次回これらのオプションを選択してフレームワークを保存する際は、フ
レームワークは.NET実行可能ファイルとしてコンパイルされます。
	

VLF.NET機能を使用できない環境はありますか?
はい。ユーザーが、ユーザー名とパスワードの入力を要求するプロキ
シ・サーバーの背後に存在する場合は、VLF.NET機能は使用できませ
ん。これは、Windows以外の統合認証が必要なプロキシ・サーバーを経
由したファイルのダウンロードを現在サポートしていない.NET
ClickOnce配布テクノロジによる制限です。
	



Microsoftの.NET	Framework
VLF.NETを使用するには、開発者とエンド・ユーザーの両方がMicrosoft
の.NET	Framework	2.0以降および.NET	Framework	2.0	Service	Pack	1をイ
ンストールしておく必要があります。
.NET	Framework	3.5が既にインストールされている場合は、.NET
Framework	2.0	Service	Pack	1を別途インストールする必要はありませ
ん。
.NET	Framework	2.0	Service	Pack	1をVistaにインストールする際に、いく
つかの問題点が報告されました。このような場合は、.NET	Framework
3.5をインストールする必要があります。
.NET	2.0ソフトウェア開発キット(SDK)は必要ありません。



配布
VLF.NETアプリケーションの配布方法の手順については、「チェックリ
スト/計画シート	WEB-NET」を参照してください。
「VLF.NETの手動配布(VLF.NETを配布する代替方法)」も参照してくだ
さい。
VLF.NET機能をアクティブにしてフレームワークを保存すると、標準
のVLF.WEB	HTMLおよびJSファイルに加えて.NETファイルが追加で作
成されます。
フレームワークがMy_Framework.XMLという名前のXMLファイルに格納
され、言語ENGおよびFRAで使用可能である場合に、次の.NETファイル
が保存時に追加で生成されます。

ENG My_Framework_ENG.application
My_Framework_ENG.exe.manifest
My_Framework_ENG.framework.deploy
My_Framework_ENG.app.exe.deploy

FRA My_Framework_FRA.application
My_Framework_FRA.exe.manifest
My_Framework_FRA.framework.deploy
My_Framework_FRA.app.exe.deploy

したがって、言語ごとにファイルが4つあり、それぞ
れ、.application、.exe.manifest、.framework.deployおよびapp.exe.deployと
いう接尾辞が付いています。

HTTP	Webサーバーにはどのファイルを格納する必要がありま
すか?
前述の言語ごとに用意されている4つのファイルとVF_WB001.HTMと
VF_MULTI_YYY.js（YYYは言語コード）です。
RAMPを使用している場合は、VF_SY120.HTMおよびVF_SY120.JSを格
納する必要があります。
これらのファイルには、必要なものが組み込まれています。
当然、フィルターやコマンド・ハンドラーとしてフレームワークで使用
しているWAMファンクションは、その他のAJAX	HTMLファイル、スタ
イル・シート、スクリプト・ファイルなどと同様に、アプリケーショ

javascript:void(0);openCHM('Lansa047.chm::/webnet_0040.htm','main');


ン・サーバーに常駐する必要があります。

これらのファイルの供給元はどこですか?
開発者の場合は、自身のプライベート・フォルダーです。
実稼働環境では、L4Web	imagesフォルダーが推奨されるフォルダーで
す。
サーバーには、IIS	WindowsサーバーまたはSystem	i	Apache	HTTPサー
バーを使用できます。
	

System	i	Apacheサーバーの構成変更
System	i	Apacheサーバーの場合は、MIMEタイプ制御表に若干の構成変
更を行い、ファイルが正しく提供されるようにする必要があります。

									Apache管理ブラウザー・インターフェース(ポート2001の*ADMIN
インスタンス)を使用し、[コンテンツ設定]リンクをクリックします。

									MIMEタブで[追加]ボタンをクリックし、次のコンテンツ・タンプ
の項目を追加します。

ファイル
拡張子

値

application application/x-ms-application

manifest application/x-ms-manifest

deploy application/octet-stream

または、テキスト・エディターで構成ファイルを編集している場合は、
関連するセクションに次の行を追加します。
AddType	application/x-ms-application	application
AddType	application/x-ms-manifest	manifest
AddType	application/octet-stream	deploy



VLF.NETの手動配布(VLF.NETを配布する代替方法)
厳密なセキュリティ・ポリシーがあり、全てのアプリケーションに明示
的な実行許可を付与する必要があるなどの環境では、ClickOnce配布計
画は実行できません。
ClickOnce配布方法では、.NETフレームワークがアプリケーション・
ファイルを現在のユーザー・プロファイル・ディレクトリにダウンロー
ドし、アプリケーションをそこから実行します。そのため、システム管
理者がアプリケーションの実行を許可するための規則をセキュリティ・
ポリシーに定義するのが難しくなります。
このリリースで追加された新機能では、ネットワーク管理者が、ローカ
ルに起動できる上、ClickOnce配布テクノロジを使用しないVLF.NETの
バージョンを生成できるようにすることでこの問題に対応していま
す。　ただし、この代替の配布方法では、フレームワークのコンテンツ
を提供するLANSA	Webサーバーが必要であるという点は変わりませ
ん。
生成されたアプリケーション・ファイルは、ネットワーク共有などのエ
ンド・ユーザーがアクセス可能な場所に手動でコピー(XCOPY配布)でき
ます。　VLF.NETを配布するこの方法は、Citrix環境が使用されている
場合に役に立ちます。ClickOnce配布ではユーザーごとに1つのコピーが
必要となるのとは対照的に、この方法では、サーバー上にVLF.NETのコ
ピーが1つしか必要ないからです。
以下は、手動配布のためのVLF.NETアプリケーション・ファイルを生成
する手順です。
1.				ClickOnceファイルをVLF.NETをホストするWebサイトに通常の方法
で配布します。

2.				ブラウザーのアドレス・バーにURLを入力して起動します。必要な
追加のパラメータ(Partition=xxxなど)も必ず入力してください。パラ
メータ“GenerateDesktopApp=Y”を追加します。フレームワークを実行
する代わりにVLF.NETがアプリケーション・ファイルを生成するの
で、このパラメータはファイル生成のキーとなります。また、
VLF.NETはクエリー文字列に指定したパラメータを全て含む構成ファ
イルも記述します。

3.				完了すると、VLF.NETがWindowsエクスプローラで生成されたファ
イルを含むフォルダーを開きます。これらは、ユーザー(またはネット
ワーク管理者)が手動で配布する必要があるファイルです。配布が実行
されたら、管理者は主要な実行可能ファイルを識別する必要がありま



す(主要な実行可能ファイルはContentサブフォルダー外にある実行可
能ファイルです。Contentサブフォルダー内のファイルは操作しないで
ください)。以下の手順を実行します。

a.	Windowsのセキュリティ・ポリシーを修正して実行可能ファイルを
実行できるようにします。

b.	.NETのセキュリティ・ポリシーを修正して全信頼を実行可能ファ
イルに付与します。デフォルトでは、実行可能ファイルは部分信
頼として扱われるため、この修正はファイルがネットワーク共有
にある場合に特に重要です。

c.	オプション	-	エンド・ユーザーの便宜のため、実行可能ファイルの
ショートカットを作成します。

構成ファイル
アプリケーションがローカルに起動されるので、URLやクエリー文字列
の概念はありません。VLF.NETをローカルに起動する際にパラメータを
指定できるようにするために、これらのパラメータを指定する手段とし
て構成ファイルを使用します。構成ファイルの名前は、実行可能ファイ
ルの名前と同じですが、拡張子.configが付きます。実行可能ファイルの
名前を変更する場合は構成ファイルの名前も変更し、実行可能ファイル
と一致するようにします。
アプリケーション・ファイルを(パラメータGenerateDesktopApp=Yを指
定して)生成する場合は、生成時にURLのクエリー文字列に指定したパ



ラメータに基づいてデフォルトの構成ファイルが生成されます。後から
パラメータの値の変更が必要になった場合は、テキスト・エディター
(メモ帳など)で構成ファイルを開き、パラメータの値を注意して変更し
ます。

	



VLF.NETアプリケーションの起動
VLF.NETアプリケーションの起動に使用されるURLは通常のHTMLの
URLと似ています。例えば以下のようになります。
http://hostname/My_Framework_ENG.application
	
また、通常のHTMLの場合と同様に、+Trace=YのようなVLF	URLベース
のパラメータがVLF.NETアプリケーションに渡されます。例えば以下の
ようになります。
http://hostname/My_Framework_ENG.application?Developer=Y+Trace=Y
	
VLF.NETアプリケーションの起動に使用されるURLはデフォルトでは区
画DEMに設定されます。したがって、別の区画を使用している場合は、
その区画パラメータを指定する必要があります。例えば以下のようにな
ります。
http://hostname/My_Framework_ENG.application?partition=EX1

ダウンロード・サイズ
初回ダウンロード時のVLF.NETアプリケーションの最小ダウンロード・
サイズは約6.5	-	8	MBです。ただし、フレームワークのサイズに応じて
異なります。次回からのダウンロードのサイズは著しく小さくなりま
す。
	

VLF.NETで使用されるClickOnce配布テクノロジはどのように
機能しますか?
ユーザーがアプリケーションURLをブラウザーに入力すると、ブラウ
ザーは小さなマニフェスト・ファイルをダウンロードし、.NETランタイ
ムに渡します。今回初めてアプリケーションを実行する場合は、.NETラ
ンタイムがアプリケーションの実行に必要なすべてのファイルをダウン
ロードし、ローカル・コンピュータに格納します。その後、実行前にア
プリケーションの整合性を確認します。
次回ユーザーがブラウザーをそのURLに設定すると、.NETランタイム
が、アプリケーション・ファイルがサーバー上で更新されたかどうかを
確認し、必要に応じて更新済みのファイルや新規のファイルをダウン
ロードします。更新済みのアプリケーションのバージョンがあるかどう
かの判断に、VLフレームワークのバージョン番号が使用されることに

http://hostname/My_Framework_ENG.application
http://hostname/My_Framework_ENG.application?Developer=Y+Trace=Y
http://hostname/My_Framework_ENG.application


注意してください。
したがって、チェックボックス「保存時に自動的に増加」([フレーム
ワーク]	->	[プロパティ]	->	[識別子]タブ)をオンにし、保存するたびに
バージョン番号が自動的に増えるようにすることをお勧めします。

このオプションを選択しない場合は、ファイルをWebサーバーにアップ
ロードする際に、自身でバージョン番号を変更する必要があります。



デジタル証明書

.NETアプリケーションはコンパイル時にどのよう署名されま
すか?
認証局(VeriSignなど)から発行されたデジタル証明書を持っている場合
は、VLF.NETアプリケーションに署名してエンド・ユーザーに対する信
頼性を確保できます。そのためには、[開発者初期設定]タブで、「証明
書ファイル	(PFX)」とオプションで「証明書ファイル	パスワード」を指
定する必要があります。これらは、フレームワークを保存してVLF.NET
アプリケーションをデジタル署名する際に使用されます。

	
認証局は次の2つのファイルに証明書を提供しています。.PVK
および.SPC(または.PVKおよび.CER)です。これらのファイル
を使用できますか?
はい。ただし、これら2つのファイルからまずPFX(Personal	Information
Exchange)ファイルを作成する必要があります。それには、pvk2pfxツー
ルを使用します。このツールの詳細について
は、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa906332.aspxを参照してくださ
い。
	

有効なデジタル証明書が使用されない場合は、どうなります
か?
有効なデジタル証明書(認証局によって発行されたデジタル証明書)が使
用されない場合は、アプリケーションは自動的に生成された一時デジタ
ル証明書で署名されます。その場合でもアプリケーションを配布して実
行できますが、ユーザーがアプリケーションを初めて実行すると、次の
ようなダイアログ・ボックスが表示され、アプリケーションの発行元が
確認できないことがユーザーに警告されます。
一時デジタル証明書はテスト目的にのみ生成され、この一時証明書で署
名されたVLF.NETアプリケーションは実稼働環境で使用できないことに

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa906332.aspx


注意してください。

	

VLF.NETは全信頼と部分信頼のどちらの.NETアプリケーショ
ンですか?
VLF.NETは全信頼の.NETアプリケーションです。これは、VLF.NETが
コード・アクセス・セキュリティ・チェックに従わないことを意味しま
す。
ClickOnce配布プロセスでは、自動的にこれに対応するので、ユーザー
や管理者がコンピュータを構成する必要はありません。
認証局から発行された有効な証明書が使用されている場合は、ユーザー
がアプリケーションを初めて実行する際に次のようなダイアログ・ボッ
クスが表示され、アプリケーションが潜在的な危険性のあるコンピュー
タにアクセスする必要があることがユーザーに警告されます。



現在、認証局から発行された有効な証明書を使用しています。
潜在的に危険なアクセスであることを示すセキュリティ警告ダ
イアログ・ボックスが表示されないようにする方法はあります
か?

はい。使用している証明書を、VLF.NETを実行する各コンピュータの
「信頼された発行元」セクションに追加する必要があります。この構成
は、ドメイン管理者が簡単に行えます。

.NETアプリケーションは、実行時にどのように確認されます
か?
VLF.NETアプリケーションは、‘ClickOnce’というMicrosoft	.NET	Web
ベースの配布テクノロジを使用してダウンロードされます。このときに
使用されるダウンロード手順では、アプリケーションに関連するデジタ
ル証明書が自動的に確認されます。
	

VLF.NETをSSL	(HTTPS)を使用して実行できますか?
はい。ただし、信頼された認証局(VeriSignなど)から発行されたSSL証明
書をWebサーバーにインストールしておく必要があります。SSLを使用
したClickOnce配布に関するMSDNからの引用は次のとおりです。
ClickOnceアプリケーションはSSLを使用して正常に動作します。ただ
し、Internet	ExplorerがSSL証明書についてプロンプト要求を出した場合
を除きます。サイト名が一致しない、または証明書が有効期限切れであ
る場合など、証明書に何らかの不都合がある場合にプロンプト要求が出



されます。ClickOnceをSSL接続経由で機能させるには、証明書が最新の
ものであり、証明書のデータがサイトのデータと一致する必要がありま
す。



VLF.NET	フォーム・レイアウトの詳細
VLF.NET	フォーム・レイアウトの詳細は、セッション間で記憶されま
す。
レイアウトの詳細	はVLFと	いうディレクトリ内のファイルに格納され
ています。VLFは現在のWindowsユーザーのローミング・プロファイ
ル・アプリケーション・データ・	フォルダーの	サブディレクトリで
す。ファイル名は、フレームワークの名前に.xml拡張子を付けたものに
なります。レイアウトの詳細は、このファイルを削除するとリ	セットで
きます。
また、アプリケー	ション・ウィンドウ・メニューからレイアウトの詳細
を簡単にリセットできます。ウィンドウ・メニューを開くには、アプリ
ケーションのアイコンをクリックし	ます。[ユーザー設定を省略値に戻
す]をクリックします。最近使用したビジネス・	オブジェクトのリスト
が	フレームワークで使用可能になっている場合は、このリストもクリア
されます。

	
C:	ドライブにインストールされており、フレームワーク名が
MyFrameworkの場合は、設定ファイルはMyFramework.xmlと	いう名前に
なり、C:\Users\UserName\AppData	\Roaming\VLFにあります。

フォーム・レイ	アウトの詳細はどのように格納されますか?
デバイスではな	く、ユーザーによって、個々のフレームワークごとに格
納されます。



ビジュアル・テーマ
VLF.NETでは、次の5つのテーマをサポートしています。
									現行のWindowsテーマ

									2007ブルー
									2007シルバー
									2007グラファイト

									2007オリーブ

2003テーマのいずれか1つが選択されている場合は、同等の2007テーマ
に置き換わります(例：2003シルバーは2007シルバーにマップされま
す)。
「Webアプリケーションの開始オプション」を参照してください。



VLF.NETに適用されるWindowsフレームワーク・プロパティ
VLF.WEBで無視される一部のWindowsフレームワークおよびビジネス・
オブジェクト・プロパティは、VLF.NETで使用されます。

[フレームワーク]	->	[詳細]タブ

プロパティ VLF.NETでの動作

ペインの拡大／縮小を許可 ペインを固定および固定解除できる
ようにする

位置メニュー・オプションの
有効化

ペインをドッキング、ドッキング解
除、およびドラッグできるようにす
る

最近使用したオブジェクトの
保存数

Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様

検索欄の幅 Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様

[コマンド表示]タブ

プロパティ VLF.NETでの動作

ｺﾏﾝﾄﾞﾀﾌﾞのｽﾀｲﾙ タブ、ボタン、およびフラットボタ
ンをサポート(重ねるはサポートさ
れない)

ｺﾏﾝﾄﾞﾀﾌﾞの位置 Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様

[ビジネス・オブジェクト]	–>	[インスタンスリストの設定]タブ
プロパティ VLF.NETでの動作

インスタント・リスト・ツー
ルバーの位置

Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様



[ビジネス・オブジェクト]	–>	[フィルター設定]タブ
プロパティ VLF.NETでの動作

ﾌｨﾙﾀｰﾀﾌﾞのｽﾀｲﾙ Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様

ﾌｨﾙﾀｰﾀﾌﾞの位置 Windowsフレームワーク・アプリ
ケーションの場合と同様

	

	



フレームワーク-AJAXアプリケーション
AJAXアプリケーションの概要について理解するに
は、http://en.wikipedia.org/wiki/AJAX	(日本語版：
http://ja.wikipedia.org/wiki/Ajax)を参照してください。
	

AJAXアプリケーションの利点
AJAXアプリケーションの利点の概要について
は、http://en.wikipedia.org/wiki/AJAX	(日本語版：
http://ja.wikipedia.org/wiki/Ajax)を参照してください。
フレームワークでは、AJAXアプリケーションは以下を提供します。
									ページ全体またはフレーム全体の更新を避けることによって、Web
パフォーマンスを最適化します。

									機能と速度面でWindowsリッチ・クライアントに近いWebフォーム
を作成できる機能を提供します。

									実行時のデータ妥当性検査を提供します。

									実行時のデータ取得/更新/削除を提供します。

									処理ロジックとUIの対話処理での制御と自由度を最大化します。
	

AJAXアプリケーションの欠点
WAMアプリケーションと比べて、AJAXアプリケーションの開発には、
高度なスキルが必要で、通常は開発時間がより長くなります。
また、AJAXアプリケーションでは通常、Webとアプリケーション・
サーバーのヒット率が高くなります。通常、要求は簡単になりますが、
頻度が高くなります。これにより、Webサーバーとアプリケーション・
サーバーのパフォーマンス負荷の内容が変わります。これは、アプリ
ケーション設計で非常に重要な考慮事項です。
	

AJAXアプリケーションを使用する状況
通常、AJAXアプリケーションの開発に必要な追加コストがそのアプリ
ケーションによって得られる利益よりも低い場合にのみ、AJAXアプリ
ケーションを使用します(問題は、利益を正しく評価する方法です)。
典型的なフレームワーク-WEBアプリケーションは、主にWAMファンク

http://en.wikipedia.org/wiki/AJAX
http://en.wikipedia.org/wiki/AJAX


ション、またはそのいずれかで構成され、選択したアプリケーション・
エリアで使用されるAJAXルーチンが必要に応じて追加されます。
次のような場合または場所にAJAXを使用します。
									パフォーマンスの最適化が必要な場合(例えば、大量のデータ入力)

									最適なまたは複雑なUIの対話処理が必要な場合(例えば、受注入力)
									顧客またはエンド・ユーザー向けのデモンストレーション手段とし
て使用する場合

									顧客またはエンド・ユーザーによって非常に頻繁に使用されるエリ
ア

	
必須スキル
フレームワークでのAJAXアプリケーション
演習
トレース
メッセージとエラー
よくある質問
制限事項
推奨事項



必須スキル
AJAXアプリケーションを作成するには、以下のスキルが必要です。
									少なくともJavaScriptとHTMLまたはDHTMLの基本的なプログラミ
ング・スキル

									LANSA	RDMLまたはRDMLXのプログラミング・スキル
このガイドの内容は、読者が上記のスキルをすでに持っていることを前
提としています。
XMLとXSLTのスキルは必要ありません。
	

はじめに
JavaScriptまたはHTML/DHTMLの基本的なスキルがない場合には、簡単
な例を使用してスキルを強化する必要があります。これらの基本的なス
キルの習得に役立つ多数の優れた書籍とWebサイトがあります。例え
ば、http://www.w3schools.com/などがあります。
これらのスキルがあり、フレームワーク-AJAXコンテキストに応用した
い場合は、このガイドの「演習」から始めることをお勧めします。

http://www.w3schools.com/


フレームワークでのAJAXアプリケーション
フィルターとコマンド・ハンドラーをAJAXルーチンとして作成できま
す(VLコンポーネントまたはWAMを使用してフィルターとコマンド・ハ
ンドラーを作成するように)。

	
AJAXルーチンは通常、少なくとも2つの部分で構成されます。

AJAXページ これは、フレームワーク内部でフィルターま
たはコマンド・ハンドラーを視覚化する
HTML/JavaScriptドキュメントです。ユー
ザー、フレームワーク、およびサーバーで実
行されるAJAXファンクションの間のすべての
対話処理を管理します。

1つ以上のAJAXファ
ンクション

これは、アプリケーション・サーバーで実行
される通常のRDMLファンクションまたは
RDMLXファンクションです。このファンク
ションは、AJAX処理を使用してAJAXページ
と通信します。ほとんどの場合、1つのAJAX
ページで複数のAJAXファンクションを使用し
ます。AJAXファンクションが複数のAJAX



ページで機能することもあります。
このファンクションはWAMおよびVLコンポー
ネントではありません。

	
AJAXページとファンクション
AJAXページとAJAXファンクションの間の対話
AJAXページとファンクションの間の情報の流れ
AJAXページがフレームワークに提供する必要があるファンクション
フレームワークがAJAXページに提供するオブジェクト



AJAXページとファンクション
	

AJAXページ
AJAXページはHTMLドキュメントです。通常は、アプリケーション・
サーバーとユーザー・インターフェースの間の対話処理を管理する
JavaScriptが追加されています。
例えば、HTMLページで、ユーザー・インターフェース上に検索ボタン
を表示するとします。
ユーザーがそのボタンをクリックすると、JavaScriptコード(クライアン
トPCで実行)は、要求をアセンブルしてアプリケーション・サーバーに
送信します。
AJAXファンクション(サーバーで実行)は要求を受信し、処理して応答を
返します。
AJAXページのJavaScriptコードは応答を受信し、例えば、顧客リストを
動的に表示することによってユーザー・インターフェースを更新しま
す。
この対話処理には次の2つの重要な点があります。
									アプリケーション・サーバーに送信された要求は、非同期で処理さ
れます。これにより、ユーザーとJavaScriptはサーバーの応答を待ち
ながら他の操作を実行できます。

									JavaScriptは通常、HTMLページ全体またはフレーム全体を最初から
再作成するのではなく、ユーザー・インターフェースの一部だけ(例
えば、リスト)を動的に再作成します。

	

AJAXファンクション
AJAXファンクションは、通常のRDMLファンクションまたはRDMLX
ファンクションです。このためWAMとは構造が異なります。ユー
ザー・インターフェース機能はありません。このファンクションの目的
は、AJAXページから情報を受け取り、AJAXページに情報を返すことだ
けです。
情報は、純粋なデータとして送受信されます。
AJAXページは、ユーザーが情報を入力する方法、つまりユーザーに情
報を表示する方法を管理します。
	



AJAXページとファンクションの格納場所
AJAXページは、Webサーバーに格納します。通常、ページを開発して
いる間はフレームワークのプライベート・フォルダーに格納します。
AJAXファンクションは、アプリケーション・サーバーに格納します。
通常、Webサーバーとアプリケーション・サーバーは同じコンピュータ
上にあります。
	

AJAXページとファンクションの実行場所
AJAXページのJavaScriptは、クライアントPCのWebブラウザー内部で実
行されます。
AJAXファンクション内のRDMLコードまたはRDMLXコードは、アプリ
ケーション・サーバーで実行されます。
Webブラウザーとアプリケーション・サーバーが同じコンピュータ上に
存在することはほとんどありません。最も注意すべき例外は、ユーザー
のPCでVL-IDEを使用してアプリケーションを開発しているときに、同
じPC上で実行されているIIS	Webサーバーでそのアプリケーションを実
行する場合です。
	



AJAXページとAJAXファンクションの間の対話
AJAXページのJavaScriptとAJAXモジュールのRDML(X)コードの間で情
報を交換するためのフレームワーク・モデルは、フレームワークの仮想
クリップボードモデルを再使用します。
AJAX対話の簡単な例を次に示します。

AJAXページは、Product	DescriptionとSearchボタンの付いたフォームを
表示しています。ユーザーがボタンをクリックすると、その説明を含ん
だ製品のリストが表示されます。
例えば、ユーザーが製品の詳細説明として「BOLTS」と入力し、Search
をクリックするとします。
	
クライアントで実行されているAJAXページJavaScriptは、Searchボタン
のクリックを処理し、次の動作を行います。

									値"BOLTS"を名前"Description"で仮想クリップボードに保存しま
す。

									アプリケーション・サーバーに要求を送信します。その要求には次
のデータが格納されています。

サーバーで呼び出すAJAXファンクションの名前

AJAXファンクションが実行するアクション(例：
PRODUCTSEARCH)

要求が完了したときに呼び出すJavaScriptファンク
ション

これ以外は何もしません。検索要求の応答は、要求が完了したときに非
同期でサーバーから戻ります。
	
AJAXファンクションがアプリケーション・サーバーで呼び出されま
す。

									このファンクションは、クライアントが行った要求
(PRODUCTSEARCH)を受け取ります。

									クリップボードから名前"Description"の値("BOLTS")を受け取りま
す。



									"BOLTS"という言葉を含んでいる製品を検索し、製品番号、製品の
詳細説明、および在庫数量の値をリスト形式でクリップボードに追加
します。

									実行を完了します。

	
フレームワークは、サーバーのAJAXファンクションの完了を検出しま
す。応答の処理に指定された(AJAXページの)	JavaScriptファンクション
を呼び出します。JavaScriptファンクションは以下を実行します。
									Webページに表示されている製品テーブルのすべての<TR>テーブ
ル行を削除します。

									AJAXファンクションによって追加された製品番号、製品の詳細説
明、および在庫数量の値のリストをクリップボードから読み込みま
す。この情報から、新しい<TR>テーブル行をフォーマットし、ユー
ザーに表示します。

					
	
ほぼすべてのAJAXページとAJAXファンクションの間の対話は、このよ
うな制御モデルの基本的な流れに従います。実際に行われる処理はそれ
ぞれ異なります。
AJAXの優れている点は、この小さい製品検索エリアを大きくて複雑な
AJAXページの一部に埋め込むことができることです。検索が実行され
ると、製品検索エリアだけがブラウザーによって更新されます。ページ
全体は更新されません。



AJAXページとファンクションの間の情報の流れ
AJAXページ、AJAXファンクション、およびRAMPスクリプトの間で情
報を共有するための主な手段は、仮想クリップボードです。

	
仮想クリップボードは、名前、値、およびリストのネームスペースで
す。

									AJAXページのJavaScriptコード(クライアントPCで実行)は、仮想ク
リップボードから情報を読み書きできます。

									AJAXファンクションのRDML/RDMLXコード(Webサーバーで実行)
は、仮想クリップボードから情報を読み書きできます。

									AJAXページのRAMP	JavaScriptコード(クライアントPCで実行)は、
仮想クリップボードから情報を読み書きできます。

	
この3つが使用するクリップボードは共有です。クリップボードは、フ
レームワーク-WEBセッションの開始時に作成され、そのセッションが
終了するまで維持され、終了すると破棄されます。クリップボードの内
容の変更は、必要に応じてクライアントPCからWebサーバーに(または
その反対に)非表示で転送されます。



クリップボードの変更だけが転送されますが、変更した回数も転送する
必要がある情報の量に影響を与えます。
仮想クリップボードの使用に関するいくつかのヒントを以下に示しま
す。

									名前とその名前に格納する値の基準を作成し、文書化することをお
勧めします。

									クライアントからサーバーに転送するクリップボード・データの量
は、特にアプリケーションのパフォーマンスに影響を与えます。サー
バーからクライアントへの大量のデータの転送は、クライアントから
サーバーへの転送よりも影響が小さいです。

	

フレームワークの仮想クリップボードのAJAX情報
AJAXアプリケーションを使用している場合、フレームワークは、情報
を自動的に仮想クリップボードに格納します。通常は、フレームワーク
の動作を妨げないようにするために、この情報を読み取り専用として扱
う必要があります。

名前パー
ト1

名前パー
ト2

名前パート3 使用説明

AJAX SYSTEM AJAXPAGE 現在のAJAXページ名

AJAX SYSTEM AJAXMODULE デフォルトのRDMLまた
はRDML	AJAXファンク
ション名

AJAX SYSTEM REQUEST 現在の要求

AJAX SYSTEM PAYLOAD 現在のペイロード

AJAX SYSTEM RETURNCODE 最新の戻りコード

AJAX SYSTEM MESSAGECOUNT 最新のメッセージ数(更新
される可能性があります)

AJAX SYSTEM MESSAGE 最新のメッセージ・イン
スタンス

AJAX SYSTEM <その他> このネームスペースを使



用しないでください。現
在および将来のバージョ
ンのフレームワーク用に
予約されています。

	
通常は、次のようにサーバー側のAJAXファンクションで
AJAX.SYSTEM.REQUESTとAJAX.SYSTEM.PAYLOADにだけアクセスす
る必要があります。
*	Get	the	action	and	payload	that	the	Javascript	sent	....	
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	REQUEST	1	#REQUEST)	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	PAYLOAD	1	#PAYLOAD)	
	
*	Now	switch	on	the	requested	action	
	
Case	Of_Field(#REQUEST)	
	
*	Load	10	sample	entries	
	
When	Value_Is(=	LOAD10)	
Execute	Subroutine(Load10)	
	
*	Validate	a	zip	code	
	
When	Value_Is(=	VALIDATE)	
Execute	Subroutine(VALIDATE)	
	
*	Handle	a	bad	request	
	
Otherwise	
Abort	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(('Unknown	request	'	+	#REQUEST	+	'	received	by	'	+	*FUNCTION))	
	
Endcase	
通常は、これによって、1つのAJAXファンクションで、複数の異なる
AJAXページから発行されるさまざまなAJAXページ要求を処理できま
す。



AJAXページがフレームワークに提供する必要があるファンク
ション
フレームワークでAJAXページとして使用するHTMLドキュメントを作
成するとき、次のように3つのJavaScriptファンクションをフレームワー
クに公開する必要があります。
<HTML>	
<HEAD>	
<link	rel='stylesheet'	type='text/css'	href='vf_vs001.css'	>				
<script>	
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Initialization	====================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Initialize()	
{	
			return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Execution	=========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Execute()	
{	
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	=======================	Handle	Page	Termination	========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Terminate()	
{	
		return;	
}	
…etc…	
…etc…	
この操作を実行したら、AJAXページをフレームワークで使用できるよ
うになります。この操作の例は、「演習1:	AJAXEX1	Hello	World」を参
照してください。



フレームワークがAJAXページに提供するオブジェクト
フレームワークは、AJAXページで使用するためにさまざまなJavaScript
オブジェクトを正式に公開します。

名前 タイプ 説明

BUSYとSETBUSYの
使用

ファンク
ション

フレームワークのビジー状態を
trueまたはfalseに設定します。

BUSYとSETBUSYの
使用

ファンク
ション

現在のFrameworkの状態を照会し
ます。trueまたはfalseを返しま
す。

SENDREQUESTファ
ンクション

ファンク
ション

要求をサーバー上のAJAXファン
クションに送信します。

AVSAVEVALUEファ
ンクション

ファンク
ション

名前の付いた値を仮想クリップ
ボードに保存します。

AVRESTOREAVALUE
と
AVRESTORENVALUE
ファンクション

ファンク
ション

仮想クリップボードから名前の付
いた英数字値を復元します。

AVRESTOREAVALUE
と
AVRESTORENVALUE
ファンクション

ファンク
ション

仮想クリップボードから名前の付
いた数値を復元します。

STYLESHEETの使用 ファンク
ション

ユーザーが選択した
WINDOWS/XP/WEB形式に使用す
る必要がある可変スタイル・シー
トの名前を返します。

AJAXGLOBALを使用
してページ間で情報
を共有

オブジェ
クト

AJAXページ間で情報を交換する
ためのグローバル・オブジェク
ト。

提供されている
AVTRACEファンク
ションを使用して

ファンク
ション

トレース・レコードに情報を追加
します。



AJAXページにトレー
スを追加

	

BUSYとSETBUSYの使用
BUSY
BUSY()はTrueまたはFalseを返し、フレームワークが現在処理中である
かどうかを示します。
通常は(必ずではありませんが)、フレームワークが処理中の場合はユー
ザーの要求を無視することが必要になります。
	
SETBUSY
SETBUSY(TrueまたはFalse)を使用すると、フレームワークを処理中状態
に設定できます。
通常(必ずではありませんが)、SETBUSY(True)は要求をサーバーに送信
する直前に使用し、SETBUSY(False)はサーバーの処理が完了した時点で
使用します。
	

SENDREQUESTの使用
SENDREQUESTファンクション
非同期要求をWebサーバー上のAJAXファンクションに送信します。
構文
SETBUSY(SenderWindow,Function,Request,Payload,ResponseHandler,UserObject,ReportErrors,RouteMessages)
	
パラメータ

SenderWindow 必須。要求の送信元のウィンドウ
を識別できるように必ずウィンド
ウとして渡します。

Function 必須。サーバー上で呼び出す
AJAX形式のRDMLまたはRDMLX
ファンクションの名前。NULLま
たは""として渡した場合、デフォ
ルトで、このページとともにフ
レームワークで定義されたファン



クションの名前に設定されます。

Request 必須。AJAXファンクションに渡
す要求。通常、この値は1つの
AJAXファンクションで複数の異
なる要求を処理できるようにする
ために使用されます。

Payload 必須。AJAXファンクションに渡
すペイロード。通常、追加情報で
要求を限定するために使用しま
す。NULLまたは""として渡した
場合、ブランクとしてAJAXファ
ンクションに渡されます。最長
256です。

ResponseHandler 必須。AJAXファンクションが実
行を完了したときに制御を受け取
るJavaScriptファンクション。

UserObject 省略可能。ハンドラーに渡す必要
があるJavaScriptオブジェクト。
通常、ハンドラー・ファンクショ
ンが更新する必要があるビジュア
ル項目をハンドラー・ファンク
ションに対して限定するために使
用します。

ReportErrors 省略可能。AJAXファンクション
で検出された致命的なエラーをフ
レームワークによって報告するか
どうかを示します。Trueまたは
Falseとして渡します。デフォルト
はTrueです。

RouteMessages 省略可能。AJAXファンクション
によって返されるメッセージを自
動的にフレームワークのメッセー
ジ・エリアに送信するかどうかを
示します。TrueまたはFalseとして



渡します。デフォルトはTrueで
す。

	
戻り値
なし

SENDREQUEST応答の処理
SENDREQUEST操作を発行するときは、AJAXファンクションが実行を
完了したときに制御を受け取るJavaScript応答ハンドラー・ファンクショ
ンを指定する必要があります。
SETBUSY(SenderWindow,Function,Request,Payload,ResponseHandler,UserObject,ReportErrors,RouteMessages)
		
応答ハンドラーJavaScriptファンクションは、次のように宣言する必要が
あります。
function
MyHandler(Function,Request,Payload,UserObject,FatalError,FatalMessage)
	
これらのパラメータは、フレームワークによって必ず応答ハンドラーに
渡されます。	

Function 実行を完了したAJAXファンクション
の名前。

Request AJAXファンクションが処理した要
求。

Payload AJAXファンクションに提供されたペ
イロード。

UserObject この応答を開始したSENDREQUEST
ファンクションに渡された
UserObject。

FatalError AJAXファンクションの実行時に致命
的なエラーが検出されたかどうかを
示すTrueまたはFalse。

FatalMessage 致命的なエラーを検出したAJAXファ



ンクションによって返されたすべて
のエラーメッセージを含んでいる複
合メッセージ。致命的なエラーが検
出されなかった場合は、この値
は""として渡されます。

	
	

AVSAVEVALUEとAVRESTORENVALUEの使用
この2つは、フレームワークの他の場所で使用される他の仮想クリップ
ボードアクセス・ルーチンに似ています。
AVSAVEVALUEファンクション
フレームワークの仮想クリップボードに英数字または数値を保存しま
す。
	
構文
AVSAVEVALUE(vValue,	sID1,	sID2,	sID3,	iInstance,	sLanguage)
	
パラメータ

vValue 必須。仮想クリップボードに保存する
英数字または数値。	
このパラメータがタイプ文字列の
JavaScript変数の場合、その値は英数字
の値としてクリップボードに送信され
るので、その値を区別して取得できる
のはAVRESTOREAVALUEファンクショ
ン(または同等のファンクション)を使用
した場合だけです。	
このパラメータのタイプがnumberの場
合、その値はタイプnumericとしてク
リップボードに送信されるので、その
値を区別して取得できるのは
AVRESTORENVALUEファンクション
(または同等のファンクション)を使用し
た場合だけです。	



sID1 必須。仮想クリップボード識別子1を含
む文字列。

sID2 省略可能。仮想クリップボード識別子2
を含む文字列。

sID3 省略可能。仮想クリップボード識別子3
を含む文字列。

iInstance 省略可能。インスタンス番号が入った
整数。指定しない場合、デフォルトで1
に設定されます。インスタンスは、一
般的にクリップボード値のリストを作
成するために使用され、通常は、現在
リストに存在するエントリーの数を示
す別のクリップボード値を伴います。

sLanguage 省略可能。言語コードが入った文字
列。指定されない場合のデフォルトは
すべての言語です。

	
戻り値
なし
	

AVRESTOREAVALUEファンクションと
AVRESTORENVALUEファンクション
フレームワークの仮想クリップボードから英数字または数値を復元しま
す。
	
構文
AVRESTOREAVALUE/AVRESTORENVALUE(Default,	sID1,	sID2,	sID3,
iInstance,	sLanguage)
	
パラメータ

Default 必須。値が見つからなかった場合に返
すデフォルト値を含む文字列/数値。	



sID1 必須。仮想クリップボード識別子1を含
む文字列。

sID2 省略可能。仮想クリップボード識別子2
を含む文字列。

sID3 省略可能。仮想クリップボード識別子3
を含む文字列。

iInstance 省略可能。インスタンス番号が入った
整数。指定されない場合のデフォルト
は1です。

sLanguage 省略可能。言語コードが入った文字
列。指定されない場合のデフォルトは
すべての言語です。

	
戻り値
なし
	

STYLESHEETの使用
STYLESHEETは、現在のフレームワークWebセッションに関連付けられ
ている主要なカスケード・スタイル・シートの名前が入ったスクリプト
を返します。	
引数はありません。
	

AJAXGLOBALを使用してページ間で情報を共有
AJAXGLOBALはJavaScriptオブジェクトで、AJAXページにのみアクセ
ス可能です。
これを使用して、AJAXページ間で情報を共有することができます。
たとえば、AJAXPAGE01.HTMに次のように設定されていたとします。
	
AJAXGLOBAL.CurrentCompany	=	“ACME	Engineering”	
	
	



この場合、AJAXPAGE002.HTMでは次の処理を実行できます。
	
alert(AJAXGLOBAL.CurrentCompany);		
	
	
また、次のようなコードを使用できます。
	
if	(typeof(AJAXGLOBAL.XXXXXX)	==	”undefined”)		
	
	
このコードはXXXXXXという名前のオブジェクトがAJAXGLOBALに存
在するかどうかを確認する場合に使用します。
AJAXGLOBALを使用するとAJAXページ間で情報を効率的に共有できま
すが、AJAXページのスクリプトにしかアクセスできないため、サー
バーのAJAX機能またはRAMPスクリプトと情報を共有する場合は代わ
りに仮想クリップボードを使用する必要があります。
AJAXGLOBALはセッションの開始時点から終了時点まで持続し、セッ
ションの終了時点で破棄されます。



AJAXの演習
演習1：AJAXEX1	Hello	World
演習2：AJAXEX2	簡単なAJAXの実行
演習3：AJAXEX3	非同期処理の使用
演習4：AJAXEX4	インスタンス・リストの使用



演習1：AJAXEX1	Hello	World
AJAXページAJAXEX1.HTM

ステップ
									フレームワークで、4つの新しいコマンドAJAXEX1、AJAXEX2、
AJAXEX3、およびAJAXEX4を作成します。作成するには、フレーム
ワーク->コマンドを選択します。

	
									手動で'AJAX	Examples'というアプリケーションを作成します。
									アプリケーション'AJAX	Examples'で、手動で'AJAX'というビジネ
ス・オブジェクトを作成します。

									オブジェクトAJAXからすべてのフィルターを削除します。このオ
ブジェクトにはフィルターもインスタンス・リストも追加しません。

									オブジェクトコマンド表示オプションが全スペースを使用になるよ
うにビジネス・オブジェクトAJAXを変更します。



	
									AJAXビジネス・オブジェクトで、コマンドAJAXEX1、
AJAXEX2、およびAJAXEX3を使用可能にします。オブジェクト
AJAXにはインスタンス・リストが関連付けられないので、これらの
コマンドはすべてビジネス・オブジェクト・レベルのコマンドになり
ます。

									コマンドAJAXEX1をオブジェクトAJAXのデフォルト・コマンドに
設定します。フレームワークを保存して再起動します。

	



									「メモ帳」を使用して「AJAXページAJAXEX1.HTM」のDHTML-
JavaScriptコードをコピーして貼り付け、フレームワークのプライ
ベート作業フォルダーにAJAXEX1.HTMという名前のAJAXページ・
ファイルとして保存します。

									AJAXページ・ファイルAJAXEX1.HTMを、次のようにコマンド
AJAXEX1と関連付けるコマンド・ハンドラーとしてフレームワーク
にスナップインします。

	
									フレームワークを保存、再起動し、Webブラウザーで実行します。
アプリケーション'AJAX	Examples'を選択し、ビジネス・オブジェクト



AJAXを選択します。これにより、デフォルト・コマンドAJAXEX1が
実行され、次のように'Hello	World'が表示されるはずです。

	

AJAX	ページ	AJAXEX1.HTM
	
<HTML>	
<HEAD	id='HEAD_Tag'>	
<link	rel='stylesheet'	type='text/css'	href='vf_vs001.css'	>				
<script>	
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Initialization	====================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Initialize()	
{	
			/*	Insert	the	variable	style	sheet	(ie:	XP,	WIN,	WEB	style)	into	this	page	*/	
			{	
						var	objLink		=	document.createElement("LINK");	
						objLink.rel		=	"stylesheet";	objLink.type	=	"text/css";		
						objLink.href	=	STYLESHEET();	
						document.getElementById("HEAD_Tag").insertAdjacentElement("afterBegin",objLink);	
			}	
			/*	Finished	*/	
			
			return;	
}		
/*	========================================================================	*/	



/*	========================	Handle	Page	Execution	=========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Execute()	
{	
		SETBUSY(false);		
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	=======================	Handle	Page	Termination	========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Terminate()	
{	
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
</script>	
</HEAD>	
<BODY	id='HEAD_Tag'>	
<br/><br/><br/>	
<P	align='center'>Hello	World</p>	
</BODY>	
</HTML>	
	



演習2：AJAXEX2	簡単なAJAXの実行
AJAXページAJAXEX2.HTM
AJAXファンクションAJAXEX2

ステップ
									「メモ帳」を使用して「AJAXページAJAXEX2.HTM」のDHTML-
JavaScriptコードをコピーして貼り付け、フレームワークのプライ
ベート作業フォルダーにAJAXEX2.HTMという名前のAJAXページ・
ファイルとして保存します。

									「AJAXファンクションAJAXEX2」のAJAXファンクション・コー
ドをコピーして、VL-IDEでAJAXEX2という名前のRDMLファンク
ションに貼り付けます。Webサーバーで実行できるようにRDMLファ
ンクションAJAXEX2をコンパイルします。

									ビジネス・オブジェクトAJAXで、AJAXページ・ファイル
AJAXEX2.HTMとAJAXファンクションAJAXEX2を、次のようにコマ
ンドAJAXEX2と関連付けるコマンド・ハンドラーとしてフレーム
ワークにスナップインします。



	
									フレームワークを保存、再起動し、Webブラウザーで実行します。
アプリケーション'AJAX	Examples'を選択し、ビジネス・オブジェクト
AJAXを選択します。これにより、デフォルト・コマンドAJAXEX1が
実行されます。AJAXEX2タブをクリックしてAJAXEX2コマンドを実
行します。



	
数字を入力してIncrementボタンまたはDecrementボタンをクリックしま
す。入力した値はWebサーバー上のAJAXファンクションに送信され、
要求したとおりにインクリメントまたはデクリメントされます。結果が
AJAXページに表示されます。
インクリメントまたはデクリメントするために数字をWebサーバーに送
信する動作は、すべてのAJAXアプリケーションの基礎となる部分を説
明しています。その部分には次のようなものがあります。

									サーバーへの要求の送信

									サーバーからの応答の受信

									非同期処理

									Webページの動的更新
AJAXEX2.HTMのJavaScript/DHTMLコードとAJAXファンクション
AJAXEX2のRDMLコードを見直して、コードの動作と実行方法の基本
部分を理解する必要があります。
		

AJAX	ページ	AJAXEX2.HTM
	
<HTML>	
<HEAD	id='HEAD_Tag'>	
<link	rel='stylesheet'	type='text/css'	href='vf_vs001.css'	>				
<script>	
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Initialization	====================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Initialize()	



{	
			/*	Insert	the	variable	style	sheet	(ie:	XP,	WIN,	WEB	style)	into	this	page	*/	
			{	
						var	objLink		=	document.createElement("LINK");	
						objLink.rel		=	"stylesheet";	objLink.type	=	"text/css";		
		objLink.href	=	STYLESHEET();	
						document.getElementById("HEAD_Tag").insertAdjacentElement("afterBegin",objLink);		
			}	
				
			/*	Finished	*/	
			return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Execution	=========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Execute()	
{	
		SETBUSY(false);		
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	=======================	Handle	Page	Termination	========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Terminate()	
{	
		return;	
}		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
/*	Rationalized	virtual	clipboard	access	to	name	space	AJAX	*/		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
function	Put(val,np2,np3,inst)	{AVSAVEVALUE(val,"AJAX",np2,np3,inst);}	
function	GetN(np2,np3,inst)				{return(AVRESTORENVALUE(0,"AJAX",np2,np3,inst));}	
/*	----------------------------------------	*/	
/*	Handle	a	click	of	button	BUTTON_onclick		*/	
/*	----------------------------------------	*/	
function	BUTTON_onclick(strRequest)	
{	
		/*	Ignore	if	already	busy	doing	something	else	*/	
		if	(BUSY())	return;		



	
		/*	Validate	the	number	and	put	it	onto	the	clipboard	*/	
		{	
					var	floatNumber	=	parseFloat(NUMBER_Tag.value);		
					if	(isNaN(floatNumber))	{	alert("Invalid	number	entered");	return;	}	
					Put(floatNumber,"NUMBER");			
		}	
			
		/*	Make	busy	now	*/	
		SETBUSY(true);	
	
		/*	Update	the	message	area	*/	
	
		MESSAGE_Tag.innerText	=	"Processing	your	request	now.	Please	wait.";	
		MESSAGE_Tag.style.backgroundColor	=	"orange";		
			
		/*	Now	send	INCREMENT/DECREMENT	request	the	server	RDML	function	named	AJAXEV2	*/	
					
		if	(strRequest	=="I"	)	SENDREQUEST(window,"","INCREMENT","",INCREMENT_response);		
		else																			SENDREQUEST(window,"","DECREMENT","",DECREMENT_response);		
					
		/*	Finished	*/	
		return;	
}		
/*	-------------------------------------	*/	
/*	Handle	server	responding	to	INCREMENT	*/	
/*	-------------------------------------	*/	
function	INCREMENT_response(strFunction,strRequest,strPayload,objObject,flagFatalError,strFatalMessage)	
{	
		/*	Handle	a	fatal	error	in	the	server	function	*/		
		if	(flagFatalError)	{	alert(strFatalMessage);	SETBUSY(false);	return;	}			
			
		/*	Otherwise	display	the	result	to	the	user	*/	
		NUMBER_Tag.value	=	GetN("NUMBER").toString();	
		MESSAGE_Tag.innerText	=	"Increment	operation	completed	normally.";	
		MESSAGE_Tag.style.backgroundColor	=	"yellow";		
		SETBUSY(false);		
			
		/*	Finished	*/	



		return;	
}	
/*	-------------------------------------	*/	
/*	Handle	server	responding	to	DECREMENT	*/	
/*	-------------------------------------	*/	
function	DECREMENT_response(strFunction,strRequest,strPayload,objObject,flagFatalError,strFatalMessage)	
{	
		/*	Handle	a	fatal	error	in	the	server	function	*/		
		if	(flagFatalError)	{	alert(strFatalMessage);	SETBUSY(false);	return;	}			
			
		/*	Otherwise	display	the	result	to	the	user	*/	
		NUMBER_Tag.value	=	GetN("NUMBER").toString();	
		MESSAGE_Tag.innerText	=	"Decrement	operation	completed	normally.";	
		MESSAGE_Tag.style.backgroundColor	=	"aqua";		
		SETBUSY(false);		
			
		/*	Finished	*/	
		return;	
}	
</script>	
	
</HEAD>	
<BODY	id='HEAD_Tag'>	
<br/><br/><br/>	
<P	align='center'>Hello	World	2</p>	
<span>	Input	Number	==&gt;	</span><input	id='NUMBER_Tag'	type='text'>
<span>	then	click	a	button	==&gt;	</span>	
<input	id='BUTTON1_Tag'	type='button'	value='Increment'	onclick='BUTTON_onclick("I");'>	
<input	id='BUTTON2_Tag'	type='button'	value='Decrement'	onclick='BUTTON_onclick("D");'>	
<br/><br/><div	id='MESSAGE_Tag'	align='center'></div>		
</BODY>	
</HTML>	
	
	

AJAX	ファンクション	AJAXEX2
	
*	This	is	just	a	simple	RDML	function.	



*	It	is	NOT	a	WAM	function.	
*	It	is	driven	by	the	virtual	clipboard	
	
Function	Options(*DIRECT	*HEAVYUSAGE)	
	
*	Define	local	fields	
	
Define	Field(#REQUEST)	Reffld(#STD_OBJ)	
Define	Field(#NUMBER)	Type(*DEC)	Length(30)	Decimals(9)	
Define	Field(#MSGDTA)	Type(*CHAR)	Length(132)	
	
*	Get	the	action	the	Javascript	requested	in	paramter	3	
*	.....	when	it	executed	this	...	
*	SENDREQUEST(window,"","INCREMENT",INCREMENT_response);	
*	.....	or	this	.....	
*	SENDREQUEST(window,"","DECREMENT",DECREMENT_response);	
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	REQUEST	1	#REQUEST)	
	
*	Now	switch	on	the	requested	action	
	
Case	Of_Field(#REQUEST)	
	
*	Get	NUMBER	from	the	clipboard,	increment	and	put	back	
	
When	Value_Is('=	INCREMENT')	
Execute	Subroutine(GETN)	With_Parms(NUMBER	'	'	1	#NUMBER)	
Change	Field(#NUMBER)	To('#NUMBER	+	1')	
Execute	Subroutine(PUTN)	With_Parms(NUMBER	'	'	1	#NUMBER)	
	
*	Get	NUMBER	from	the	clipboard,	decrement	and	put	back	
	
When	Value_Is('=	DECREMENT')	
Execute	Subroutine(GETN)	With_Parms(NUMBER	'	'	1	#NUMBER)	
Change	Field(#NUMBER)	To('#NUMBER	-	1')	
Execute	Subroutine(PUTN)	With_Parms(NUMBER	'	'	1	#NUMBER)	
	
Otherwise	
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args('Unknown	request'	#REQUEST	'received	by'	*FUNCTION)	To_Get(#MSGDTA)	



Abort	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)	
Endcase	
	
*	Finished	
	
Return	
	
*	=====================================================	
*	Rationalized	subroutines	for	virtual	clipboard	access	
*	=====================================================	
	
Subroutine	Name(PUTA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NP2)	Type(*CHAR)	Length(28)	
Define	Field(#NP3)	Type(*CHAR)	Length(24)	
Define	Field(#INST)	Type(*DEC)	Length(7)	Decimals(0)	
Define	Field(#AVAL)	Type(*CHAR)	Length(256)	
Use	Builtin(VF_SAVEAVALUE)	With_Args(#AVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(PUTN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NVAL)	Type(*DEC)	Length(30)	Decimals(9)	
Use	Builtin(VF_SAVENVALUE)	With_Args(#NVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTOREAVALUE)	With_Args('	'	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#AVAL)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTORENVALUE)	With_Args(0	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#NVAL)	
Endroutine	
	



演習3：AJAXEX3	非同期処理の使用
AJAXページAJAXEX3.HTM
AJAXファンクションAJAXEX3

ステップ
									「メモ帳」を使用して「AJAXページAJAXEX3.HTM」のDHTML-
JavaScriptコードをコピーして貼り付け、フレームワークのプライ
ベート作業フォルダーにAJAXEX3.HTMという名前のAJAXページ・
ファイルとして保存します。

									「AJAXファンクションAJAXEX3」のAJAXファンクション・コー
ドをコピーして、VL-IDEでAJAXEX3という名前のRDMLXファンク
ションに貼り付けます。Webサーバーで実行できるようにRDMLファ
ンクションAJAXEX3をコンパイルします。

									ビジネス・オブジェクトAJAXで、AJAXページ・ファイル
AJAXEX3.HTMとAJAXファンクションAJAXEX3を、次のようにコマ
ンドAJAXEX3と関連付けるコマンド・ハンドラーとしてフレーム
ワークにスナップインします。



	
									フレームワークを保存、再起動し、Webブラウザーで実行します。
アプリケーション'AJAX	Examples'を選択し、ビジネス・オブジェクト
AJAXを選択します。これにより、デフォルト・コマンドAJAXEX1が
実行されます。AJAXEX3タブをクリックしてAJAXEX3コマンドを実
行します。



	
このAJAX例の目的は、AJAX処理の非同期の性質を示すことです。
人物に関連付けられている郵便番号を更新します。郵便番号を変更し
て、EnterキーまたはTabキーを押すと、変更内容が処理のためにサー
バーに送信されます。送信されている間でも他の郵便番号を更新できま
す。
次のステップを試してみてください。

									最初の郵便番号をクリックして選択します。

									できるだけ速く「1」と入力、Tabキーを押す、「2」、Tabキー、
「3」、Tabキーを繰り返します。

次のように表示されるはずです。



	
変更を行ってTabキーを押すと、変更内容が妥当性検査のためにすぐに
サーバーに送信されます。サーバーがこの要求を処理している間も変更
を続けることができます。
実際のアプリケーションでは、受注明細を入力する可能性が高く、変更
内容はすぐにサーバー・データベースで更新されます。
AJAXEX3.HTMのJavaScript/DHTMLコードとAJAXファンクション
AJAXEX3のRDMLコードを見直して、コードの動作と実行方法の基本
部分を理解する必要があります。
	
	

AJAX	ページ	AJAXEX3.HTM
	
<HTML>	
<HEAD	id='HEAD_Tag'>	
<link	rel='stylesheet'	type='text/css'	href='vf_vs001.css'	>				
<script>	
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Initialization	====================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Initialize()	
{	



			/*	Insert	the	variable	style	sheet	(ie:	XP,	WIN,	WEB	style)	into	this	page	*/	
			{	
						var	objLink		=	document.createElement("LINK");	
						objLink.rel		=	"stylesheet";	objLink.type	=	"text/css";		
		objLink.href	=	STYLESHEET();	
						document.getElementById("HEAD_Tag").insertAdjacentElement("afterBegin",objLink);		
			}	
				
			/*	Finished	*/	
			return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Execution	=========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Execute()	
{	
		/*	Request	that	the	server	makes	up	10	example	name/address/zipcode	details	*/	
		SENDREQUEST(window,"","LOAD10","",LOAD10_response);			
		/*	Finished	*/	
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	=======================	Handle	Page	Termination	========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Terminate()	
{	
		return;	
}		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
/*	Rationalized	virtual	clipboard	access	to	name	space	AJAX	*/		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
function	Put(val,np2,np3,inst)	{AVSAVEVALUE(val,"AJAX",np2,np3,inst);}	
function	GetA(np2,np3,inst)				{return(AVRESTOREAVALUE("","AJAX",np2,np3,inst));}	
function	GetN(np2,np3,inst)				{return(AVRESTORENVALUE(0,"AJAX",np2,np3,inst));}	
/*	----------------------------------	*/	
/*	Handle	server	responding	to	LOAD10	*/	
/*	----------------------------------	*/	
function	LOAD10_response(strFunction,strRequest,strPayload,objObject,flagFatalError,strFatalMessage)	
{	



		var	inst	=	0;	
		/*	Handle	a	fatal	error	in	the	server	function	*/		
		if	(flagFatalError)	{	alert(strFatalMessage);	SETBUSY(false);	return;	}			
			
		/*	Otherwise	load	the	tabe	with	the	10	results	and	display	to	the	user	*/	
		for	(inst	=	1;	inst	<=	10;	inst++)	
		{	
					var	objTR								=	TBODY_Tag.rows(inst	-	1);		
	var	objTDName				=	objTR.children(0);	
	var	objTDAddress	=	objTR.children(1);	
	var	objINZipCode	=	objTR.children(2).children(0);	
					var	objTDStatus		=	objTR.children(3);	
	
					objTDName.innerText				=	GetA("EX3","NAME",inst);		
					objTDAddress.innerText	=	GetA("EX3","ADDRESS",inst);		
					objINZipCode.value					=	GetN("EX3","ZIPCODE",inst).toString();		
					objINZipCode.__validatedvalue	=	objINZipCode.value;		
					objTDStatus.innerText		=	"	Loaded	from	Server	";		
					objTDStatus.style.backgroundColor	=	"palegreen";		
										
		}	
	
		/*	Hide	the	message	panel	and	show	the	table	panel	*/	
	
		DIV_Message.style.visibility	=	"hidden";	DIV_Message.style.display				=	"none";		
		DIV_Table.style.visibility			=	"visible";	DIV_Table.style.display						=	"inline";		
	
		/*	Drop	busy	status	*/	
		SETBUSY(false);		
			
		/*	Finished	*/	
		return;	
}	
/*	------------------------------------------------------------	*/	
/*	Handle	key	press	in	TBODY	and	tabbing	to	next	input	zip	code	*/	
/*	------------------------------------------------------------	*/	
function	NextZipCode(objINZipCode)	
{	
		var	intNext	=	parseInt(objINZipCode.__Instance,10)	+	1;		



		if	(intNext	>	10)	intNext	=	1;		
		var	objNextINPUT	=	document.getElementById("IN"	+	intNext.toString());		
		if	(objNextINPUT	!=	null)	objNextINPUT.focus();	
}	
	
function	TBODY_onkeydown()	
{	
		/*	Ignore	if	not	valid,	or	not	enter	or	ab	key	*/	
		if	((event.keyCode	!=	13)	&&	(event.keyCode	!=	9))	return;		
		if	(typeof(event.srcElement.__validatedvalue)	==	"undefined")	return;		
	
		/*	Extract	the	INPUT	field	involved,	ignore	if	not	zip	code	or	not	changed	*/		
		{	
					var	objINZipCode	=	event.srcElement;	
	/*	If	unchanged	do	nothing	*/	
					if	(objINZipCode.__validatedvalue	==	objINZipCode.value	)		
	{		
				if	(event.keyCode	==	13)	NextZipCode(objINZipCode);		
	}	
	else	
	{		
								while	(objINZipCode.value.length	<	5)	objINZipCode.value	=	"0"	+	objINZipCode.value;		
								var	floatNumber	=	parseFloat(objINZipCode.value);		
					/*	var	intInstance	=	parseInt(objINZipCode.__Instance,10);	*/
								var	intInstance	=	parseInt(objINZipCode.getAttribute("__Instance"),10);		
								if	(isNaN(floatNumber))	{	alert("Invalid	number	entered");	return;	}	
								/*	reaching	here	means	a	zip	code	that	has	been	changed,	so	send	validation	request	*/	
								{	
											var	objTDStatus	=	objINZipCode.parentElement.nextSibling;		
							objTDStatus.innerText		=	"	Validating	at	Server	";		
											objTDStatus.style.backgroundColor	=	"gold";		
}	
								objINZipCode.contentEditable		=	false;	
								Put(floatNumber,"EX3","ZIPCODE",intInstance);				
SENDREQUEST(window,"","VALIDATE",intInstance.toString(),VALIDATE_response,objINZipCode);					
if	(event.keyCode	==	13)	NextZipCode(objINZipCode);		
	}			
		}		
	



		/*	Finished	*/	
		return;	
}	
/*	------------------------------------	*/	
/*	Handle	server	responding	to	VALIDATE	*/	
/*	------------------------------------	*/	
function	VALIDATE_response(strFunction,strRequest,strPayload,objINZipCode,flagFatalError,strFatalMessage)	
{	
		var	objTDStatus	=	objINZipCode.parentElement.nextSibling;		
	
		/*	Handle	a	fatal	error	in	the	server	function	*/		
		if	(flagFatalError)	{	alert(strFatalMessage);	return;	}			
	
		objINZipCode.contentEditable	=	true;	
	
		if	(GetA("EX3","RESPONSE")	==	"OK")	
		{		
					objINZipCode.__validatedvalue	=	objINZipCode.value;			
					objTDStatus.innerText		=	"	Validated	and	Updated	by	Server	";		
					objTDStatus.style.backgroundColor	=	"springgreen";		
		}	
		else	
		{	
					objTDStatus.innerText		=	"	Validation	by	Server	failed	-	"	+	GetA("EX3","MESSAGE")	+	"	";		
					objTDStatus.style.backgroundColor	=	"tomato";		
		}		
	
		/*	Zap	the	object	reference	*/		
			objINZipCode	=	null;	
}	
	
</script>	
	
</HEAD>	
<BODY	id='BODY_Tag'>	
<br/><br/><br/>	
<P	align='center'>High	Volume	Update</p>	
<div	id='DIV_Message'>	
<P	align='center'>Loading	...	please	wait</p>	



</div>	
<div	id='DIV_Table'	style='visibility:hidden;display:none;'>	
<table>	
<thead>	
<tr>	
<th>Name</th><th>Address</th><th>Zip	Code</th><th>Status</th></tr>	
</thead>	
<tbody	id='TBODY_Tag'	onkeydown='TBODY_onkeydown();'>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN1'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=1></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN2'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=2></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN3'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=3></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN4'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=4></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN5'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=5></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN6'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=6></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN7'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=7></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN8'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=8></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN9'		type='text'	maxlength=5'	__Instance=9></td><td>	</td></tr>	
<tr><td></td>	<td>	</td>	<td>
<input	id='IN10'	type='text'	maxlength=5'	__Instance=10></td><td>	</td></tr>	
</tbody>	
</table>	
</div>	
</BODY>	
</HTML>	
	
	

AJAX	ファンクション	AJAXEX3
*	This	is	just	a	simple	RDMLX	function.	
*	It	is	NOT	a	WAM.	



*	It	is	driven	by	the	virtual	clipboard	
	
Function	Options(*DIRECT	*HEAVYUSAGE)	
	
*	Define	local	fields	
	
Define	Field(#REQUEST)	Reffld(#STD_OBJ)	
Define	Field(#PAYLOAD)	Reffld(#STD_TEXTL)	
Define	Field(#INSTANCE)	Type(*DEC)	Length(7)	Decimals(0)	
	
*	Get	the	action	and	paylaod	Javascript	supplied	....	
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	REQUEST	1	#REQUEST)	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	PAYLOAD	1	#PAYLOAD)	
	
*	Now	switch	on	the	requested	action	
	
Case	Of_Field(#REQUEST)	
	
*	Load	10	sample	entries	
	
When	Value_Is(=	LOAD10)	
Execute	Subroutine(Load10)	
	
*	Validate	a	zip	code	
	
When	Value_Is(=	VALIDATE)	
Execute	Subroutine(VALIDATE)	
	
*	Handle	a	bad	request	
	
Otherwise	
Abort	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(('Unknown	request	'	+	#REQUEST	+	'	received	by	'	+	*FUNCTION))	
	
Endcase	
	
*	Finished	
	
Return	



	
*	=====================================================	
*	Request	handling	subroutines	
*	=====================================================	
	
Subroutine	Name(Validate)	
	
*	The	paylaod	contains	the	instance	number	of	the	zip	code	
*	that	is	to	be	validated	by	this	request,	so	get	it	as	a	number	
	
#Instance	:=	#Payload.AsNumber()	
	
*	Now	get	the	zip	code	number	associated	with	the	instance	
	
Execute	Subroutine(GetN)	With_Parms(EX3	ZipCode	#Instance	#Std_Num)	
	
*	Now	validate	the	zip	code	and	give	response	codes	and	error	messages	
	
Case	(#Std_Num)	
	
When	(<	123)	
	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Response	1	ER)	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Message	1	('Zip	code	'	+	#Std_Num.AsString()	+	'	is	less	than	123'))	
	
When	(>	77777)	
	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Response	1	ER)	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Message	1	('Zip	code	'	+	#Std_Num.AsString()	+	'	is	greater	than	77777'))	
	
Otherwise	
	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Response	1	OK)	
	
Endcase	
	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(Load10)	



#Instance	:=	0	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Fred	Bloggs'	'121	Smith	St'	32627)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Mark	Bloggs'	'121	Smith	St'	32627)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Bill	Bloggs'	'121	Smith	St'	32627)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('John	Doe'	'11	Jones	St'	40210)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Susan	Doe'	'11	Jones	St'	40210)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Junior	Doe'	'11	Jones	St'	40210)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('John	Handcock'	'15	Wash	Road'	40314)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Helen	Handcock'	'15	Wash	Road'	6314)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Fred	Handcock'	'15	Wash	Road'	60314)	
Execute	Subroutine(Add)	With_Parms('Mark	Smith'	'151	Teller	Avenue'	60315)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(Add)	Parms((#Std_text	*received)	(#Std_textl	*received)	(#std_num	*received))	
#Instance	+=	1	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Name	#Instance	#Std_Text)	
Execute	Subroutine(PutA)	With_Parms(EX3	Address	#Instance	#Std_Textl)	
Execute	Subroutine(PutN)	With_Parms(EX3	ZipCode	#Instance	#Std_Num)	
Endroutine	
	
*	=====================================================	
*	Rationalized	subroutines	for	virtual	clipboard	access	
*	=====================================================	
	
*	=====================================================	
*	Rationalized	subroutines	for	virtual	clipboard	access	
*	=====================================================	
	
Subroutine	Name(PUTA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NP2)	Type(*CHAR)	Length(28)	
Define	Field(#NP3)	Type(*CHAR)	Length(24)	
Define	Field(#INST)	Type(*DEC)	Length(7)	Decimals(0)	
Define	Field(#AVAL)	Type(*CHAR)	Length(256)	
Use	Builtin(VF_SAVEAVALUE)	With_Args(#AVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(PUTN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NVAL)	Type(*DEC)	Length(30)	Decimals(9)	
Use	Builtin(VF_SAVENVALUE)	With_Args(#NVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	



Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTOREAVALUE)	With_Args('	'	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#AVAL)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTORENVALUE)	With_Args(0	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#NVAL)	
Endroutine	
	



演習4：AJAXEX4	インスタンス・リストの使用
AJAXページAJAXEX4.HTM
AJAXファンクションAJAXEX4

ステップ
									「メモ帳」を使用して「AJAXページAJAXEX4.HTM」のDHTML-
JavaScriptコードをコピーして貼り付け、フレームワークのプライ
ベート作業フォルダーにAJAXEX4.HTMという名前のAJAXページ・
ファイルとして保存します。

									「AJAXファンクションAJAXEX4」のAJAXファンクション・コー
ドをコピーして、VL-IDEでAJAXEX4という名前のRDMLファンク
ションに貼り付けます。Webサーバーで実行できるようにRDMLファ
ンクションAJAXEX4をコンパイルします。

									組み込みのデモ・ビジネス・オブジェクト"Resources"で、新しいイ
ンスタンス・レベルのコマンドとしてコマンドAJAXEX4を追加しま
す(詳細、異動などのように)。

									AJAXEX4.HTMとAJAXEX4を、次のようにコマンドAJAXEX4に関
連付けるハンドラーとしてスナップインします。



									フレームワークを保存、再起動し、Webブラウザーで実行しま
す。“Resources”ビジネス・オブジェクトを選択し、従業員のリストを作
成します。1人の従業員を選択します。これにより、デフォルトの"詳
細"コマンドが表示されます。AJAXEX4タブに切り替えると、次のよう
に従業員の詳細が表示されます(VLF.WEBの場合)。



または、次のように表示されます(VLF.NETの場合)。

このAJAX例の目的は、ビジネス・オブジェクトのインスタンス・リス
トの詳細をAJAXページに渡す方法を示すことです。
インスタンス・リストの詳細は、以下のプロパティと配列を含んだ
JavaScriptインスタンス・リスト・オブジェクトとしてVF_AJAX_Execute



ファンクションに渡されます。

名前 タイプ

strVisualID1 文字列。Visual	ID1

strVisualID2 文字列。Visual	ID2

strBusinessObjectType 文字列。ビジネス・オブジェク
ト・タイプ

arraystrAKeyN Array[5]	文字列。AKeyの値

arraynumNKeyN Array[5]	数値。NKeyの値

intAColumnCount 追加の英字列の数

arraystrAColumn 追加の英字列の配列

intNColumnCount 追加の数値列の数

arraynumNColumn 追加の数値列の配列

<その他すべて> このオブジェクトには他の値とプ
ロパティが存在する可能性があり
ます。将来のバージョンと互換性
がなくなったり、将来のバージョ
ンでエラーが発生するのを防ぐた
め、その値とプロパティをコード
で参照しないでください。

注1：一部の値にはブランクが埋め込まれる可能性があるので、除去し
て表示する必要があります。
注2：フレームワーク-AJAX機能は、前の演習1から3で示しているよう
に、大部分が単独で動作する全画面コマンド・ハンドラーで主に使用す
るためのものです。
	
	
	
	



AJAX	ページ	AJAXEX4.HTM
	
<HTML>	
<HEAD	id='HEAD_Tag'>	
<link	rel='stylesheet'	type='text/css'	href='vf_vs001.css'	>				
<script>	
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Initialization	====================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Initialize()	
{	
			/*	Insert	the	variable	style	sheet	(ie:	XP,	WIN,	WEB	style)	into	this	page	*/	
			{	
						var	objLink		=	document.createElement("LINK");	
						objLink.rel		=	"stylesheet";	objLink.type	=	"text/css";		
		objLink.href	=	STYLESHEET();	
						document.getElementById("HEAD_Tag").insertAdjacentElement("afterBegin",objLink);		
			}	
				
			/*	Finished	*/	
			return;	
}		
/*	========================================================================	*/	
/*	========================	Handle	Page	Execution	=========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Execute(objInstance)	
{	
		/*	Put	the	current	instance	list	entry	EMPNO	onto	the	clipboard															*/	
		/*	The	employee	number	is	in	AKey	number	3,	which	is	Javascritp	array	entry	2	*/	
		Put(objInstance.arraystrAKeyN[2],"EX4","EMPNO");			
	
		/*	Request	that	the	server	do	a	FETCH	operation	using	the	employee	number	*/	
		SENDREQUEST(window,"","FETCH","",FETCH_response);			
			
		/*	Finished	*/	
		return;	
}		
/*	========================================================================	*/	



/*	=======================	Handle	Page	Termination	========================	*/	
/*	========================================================================	*/	
function	VF_AJAX_Terminate()	
{	
		return;	
}		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
/*	Rationalized	virtual	clipboard	access	to	name	space	AJAX	*/		
/*	--------------------------------------------------------	*/	
function	Put(val,np2,np3,inst)	{AVSAVEVALUE(val,"AJAX",np2,np3,inst);}	
function	GetA(np2,np3,inst)				{return(AVRESTOREAVALUE("","AJAX",np2,np3,inst));}	
function	GetN(np2,np3,inst)				{return(AVRESTORENVALUE(0,"AJAX",np2,np3,inst));}	
/*	----------------------------------	*/	
/*	Handle	server	responding	to	LOAD10	*/	
/*	----------------------------------	*/	
function	FETCH_response(strFunction,strRequest,strPayload,objObject,flagFatalError,strFatalMessage)	
{	
		/*	Handle	a	fatal	error	*/	
		if	(flagFatalError)	{	alert(strFatalMessage);	SETBUSY(false);	return;	}			
	
		/*	Put	the	employee	number	out	onto	the	screen	*/		
		Vis_EMPNO.innerText	=	GetA("EX4","EMPNO");										
		
		/*	Get	the	IO	Status	and	handle	found	and	not	found	*/	
	
		if	(GetA("EX4","IO_STS")	==	"OK")	/*	Employee	was	found	*/	
		{	
					Vis_SURNAME.innerText	=	GetA("EX4","SURNAME");										
					Vis_GIVENAME.innerText	=	GetA("EX4","GIVENAME");										
					Vis_SALARY.innerText	=	GetN("EX4","SALARY").toString();										
					Vis_POSTCODE.innerText	=	GetN("EX4","POSTCODE").toString();										
					DIV_Table.style.visibility			=	"visible";	DIV_Table.style.display	=	"inline";		
					DIV_Message.style.visibility	=	"hidden";	DIV_Message.style.display	=	"none";		
		}	
		else	/*	Employee	was	not	found	*/	
		{	
					DIV_Message.children(0).innerText	=	"Employee	number	"	+	Vis_EMPNO.innerText	+	"	could	not	be	found";		
					DIV_Message.style.visibility	=	"visible";	DIV_Message.style.display	=	"inline";		
					DIV_Table.style.visibility	=	"hidden";	DIV_Table.style.display	=	"none";		



		}	
	
		/*	Drop	busy	status	*/	
		SETBUSY(false);		
			
		/*	Finished	*/	
		return;	
}	
</script>	
	
</HEAD>	
<BODY	id='BODY_Tag'>	
<br/><br/><br/>	
<P	align='center'>Instance	List	Example</p>	
<div	id='DIV_Message'>	
<P	align='center'>Loading	...	please	wait</p>	
</div>	
<div	id='DIV_Table'	style='visibility:hidden;display:none;'>	
<table>	
<tr><td>Employee	Number</td><td	id='Vis_EMPNO'></td></tr>	
<tr><td>Last	Name</td><td	id='Vis_SURNAME'></td></tr>	
<tr><td>First	Name</td><td	id='Vis_GIVENAME'></td></tr>	
<tr><td>Current	Salary</td><td	id='Vis_SALARY'></td></tr>	
<tr><td>Zip	Code</td><td	id='Vis_POSTCODE'></td></tr>	
</table>	
</div>	
</BODY>	
</HTML>	
	
	

AJAX	ファンクション	AJAXEX4
	
*	This	is	just	a	simple	RDML	function.	
*	It	is	NOT	a	WAM.	
*	It	is	driven	by	the	virtual	clipboard	
	
Function	Options(*DIRECT	*HEAVYUSAGE)	



	
*	Define	local	fields	
	
Define	Field(#REQUEST)	Reffld(#STD_OBJ)	
Define	Field(#MSGDTA)	Type(*CHAR)	Length(132)	
	
*	Get	the	action	the	Javascript	requested	.......	
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(SYSTEM	REQUEST	1	#REQUEST)	
	
*	Now	switch	on	the	requested	action	
	
Case	Of_Field(#REQUEST)	
	
*	Get	details	of	an	employee	
	
When	Value_Is('=	FETCH')	
Execute	Subroutine(FETCH)	
	
Otherwise	
Use	Builtin(BCONCAT)	With_Args('Unknown	request'	#REQUEST	'received	by'	*FUNCTION)	To_Get(#MSGDTA)	
Abort	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)	
Endcase	
	
*	Finished	
	
Return	
	
*	Get	details	of	an	employee	
	
Subroutine	Name(FETCH)	
	
*	Get	the	requested	employee	number	
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(EX4	EMPNO	1	#EMPNO)	
	
*	Fetch	the	details	
	
Fetch	Fields(#Surname	#GiveName	#PostCode	#Salary)	From_File(Pslmst)	With_Key(#Empno)	



	
*	Send	back	the	IO	status	+	the	details	
	
Execute	Subroutine(PUTA)	With_Parms(EX4	IO_STS	1	#IO$STS)	
Execute	Subroutine(PUTA)	With_Parms(EX4	SURNAME	1	#SURName)	
Execute	Subroutine(PUTA)	With_Parms(EX4	GIVENAME	1	#GIVENAME)	
Execute	Subroutine(PUTN)	With_Parms(EX4	POSTCODE	1	#POSTCODE)	
Execute	Subroutine(PUTN)	With_Parms(EX4	SALARY	1	#SALARY)	
	
Endroutine	
	
*	=====================================================	
*	Rationalized	subroutines	for	virtual	clipboard	access	
*	=====================================================	
	
Subroutine	Name(PUTA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NP2)	Type(*CHAR)	Length(28)	
Define	Field(#NP3)	Type(*CHAR)	Length(24)	
Define	Field(#INST)	Type(*DEC)	Length(7)	Decimals(0)	
Define	Field(#AVAL)	Type(*CHAR)	Length(256)	
Use	Builtin(VF_SAVEAVALUE)	With_Args(#AVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(PUTN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RECEIVED))	
Define	Field(#NVAL)	Type(*DEC)	Length(30)	Decimals(9)	
Use	Builtin(VF_SAVENVALUE)	With_Args(#NVAL	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETA)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#AVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTOREAVALUE)	With_Args('	'	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#AVAL)	
Endroutine	
	
Subroutine	Name(GETN)	Parms((#NP2	*RECEIVED)	(#NP3	*RECEIVED)	(#INST	*RECEIVED)	(#NVAL	*RETURNED))	
Use	Builtin(VF_RESTORENVALUE)	With_Args(0	AJAX	#NP2	#NP3	#INST)	To_Get(#NVAL)	
Endroutine
	



トレース
クライアント側AJAXページでのトレース
サーバー側AJAXファンクションでのトレース



クライアント側AJAXページでのトレース
付属のAVTRACEファンクションを使用して、AJAXページにトレースを
追加できます。
トレースする情報は、フレームワークをトレース・モードで実行したと
きにトレース・ウィンドウに表示されます。AVTRACEファンクション
は次のように定義されます。
AVTRACE("Example1","Search	Button	Clicked","");
	
ユーザーが検索ボタンをクリックしたときにデータをトレースする
AJAXページの例を次に示します。
function	BUTTON_Search()	
{	
			
		/*	Ignore	if	already	busy	*/	
		if	(BUSY())	return;		
			
		/*	Make	busy	now	*/	
		SETBUSY(true);	
			
		/*	Put	surname	and	given	name	input	by	user	onto	virtual	clipboard	*/	
		PutA(SURNAME_Search.value,"SURNAME");		
PutA(GIVENAME_Search.value,"GIVENAME");		
	
		/*	Trace	the	values	that	were	put	onto	the	clipboard	*/	
		AVTRACE("BUTTON_Search","Surname	value	set",SURNAME_Search.value);		
AVTRACE("BUTTON_Search","Given	Name	value	set",GIVENAME_Search.value);	
	
…etc…	



サーバー側AJAXファンクションでのトレース
フレームワーク組み込みファンクションVF_TRACENVALUEと
VF_TRACEAVALUEを使用して、AJAXファンクションにトレースを追
加できます。
トレースする情報は、フレームワークをトレース・モードで実行したと
きにトレース・ウィンドウに表示されます。FETCH操作をトレースする
AJAXファンクションの例を次に示します。
Subroutine	Name(GET)	
	
*	Get	the	employee	number	supplied	and	trace	it		
	
Execute	Subroutine(GETA)	With_Parms(EMPNO	'	'	1	#EMPNO)	
	
Use	Builtin(VF_TraceAvalue)	With_Args('GET	received	employee	number'	#EMPNO)	
	
Fetch	Fields(#PSLMST)	From_File(PSLMST)	With_Key(#EMPNO)	Issue_Msg(*YES)	
	
Execute	Subroutine(PUTA)	With_Parms(IO_STATUS	'	'	1	#IO$STS)	
	
*	If	the	record	was	found	trace	the	salary	and	surname	values	retrieved	
	
If_Status	Is(*OKAY)	
Use	Builtin(VF_TraceNvalue)	With_Args('GET	request	found	salary'	#Salary)	
Use	Builtin(VF_TraceAvalue)	With_Args('GET	request	found	surname'	#Surname)	
	
…etc…		
	

VF_TRACEAVALUE	と	VF_TRACENVALUE
組み込み関数VF_TRACEAVALUEとVF_TRACENVALUEは、ロジックの
流れと使用しているブラウザーのフィルターやコマンド・ハンドラーの
変数の値をトレースするための関数です。
トレースする値は、フレームワークWebブラウザー・アプリケーション
をトレース・モードで実行すると表示されるトレース・ウィンドウに追
加されます(?Trace=Yをアプリケーションを起動するURLに追加する
か、トレースモードをオンにするオプションをチェックします)。		
一般的に、トレース組み込み関数はトレース・モードがオンのときだけ



稼動するのでコードに残っています。対話処理が何度も実行されるコー
ド部分では実行しないでください。	

以下と共に使用

LANSA/AD 可

Visual	LANSA	for
Windows

可

Visual	LANSA	for
Linux

不
可

				

引数
番
号
型 必須/オプ
ション

説明 最小
文字
数

最大
文字
数

最小小
数桁数

最大小
数桁数

1 A 必須 イベントの説
明

1 256 	 	

2 A
N
オプショ
ン

英数値1でト
レースする

数値1でト
レースする

1
1

256
30

	
0

	
9

3 A
N
オプショ
ン

英数値2でト
レースする

数値2でト
レースする

1
1

256
30

	
0

	
9

4 A
N
オプショ
ン

英数値3でト
レースする

数値3でト
レースする

1
1

256
30

	
0

	
9

				

戻り値
なし

技術ノート



この組み込み関数には一般的な使用規則が適用されます。

使用例
例1:	このコード・フラグメントはコード	ウィザードで生成した多くの
アプリケーションで見られます。
Use	Builtin(VF_TRACEAVALUE)	With_Args('#VF_EVENT	value	is	unknown	and	has	been	ignored'	#VF_EVENT)
	
例2:	アルファベットの値をトレース
Use	Builtin(VF_TRACEAVALUE)	With_Args('Department	and	section	are'	#DEPTMENT	#SECTION)
	
例3:	数値をトレース
Use	Builtin(VF_TRACENVALUE)	With_Args('Salary='	#SALARY)
Use	Builtin(VF_TRACENVALUE)	With_Args('Zip	Code='	#POSTCODE)
	



メッセージとエラー
AJAXファンクションによって出力されるメッセージ
AJAXファンクションでの致命的なエラーの処理



AJAXファンクションによって出力されるメッセージ
デフォルトでは、AJAXファンクションが返すメッセージは、フレーム
ワークによって収集され、フレームワークのメッセージ・エリアに送信
されます。つまり、このメッセージはブラウザーのタスクバーに表示さ
れ、メッセージのボタンを使用すると表示できます。
この動作を中止することができます。
SENDREQUESTファンクションを呼び出したときに、8番目のパラメー
タをfalseとして渡し、この動作を中止します。
	
例：	SENDREQUEST(window,"","LOAD10","",LOAD10_response,null,true,false
	
	
次の例のように、AJAX仮想クリップボードオブジェクトからメッセー
ジを取得することによって、自分でメッセージにアクセスできます。
						var	i	=	0;	
						var	intMESSAGECOUNT	=	AVRESTORENVALUE(0,"AJAX","SYSTEM","MESSAGECOUNT");			
	
						for	(i	=	1;	i	<=	intMESSAGECOUNT;	i++)		
						{		
									Var	strMessageText	=	AVRESTOREAVALUE	("","AJAX","SYSTEM","MESSAGE",i);		
									alert(strMessageText);		
						}	
	
						AVSAVEVALUE(0,"AJAX","SYSTEM","MESSAGECOUNT");					



AJAXファンクションでの致命的なエラーの処理
デフォルトでは、サーバー側AJAXファンクションでの致命的なエラー
は、フレームワークによってトラップされ、表示されます。
この動作を中止して、エラー表示を自分で処理することができます。
SENDREQUESTファンクションを呼び出したときに、7番目のパラメー
タをfalseとして渡します。
	
例：	SENDREQUEST(window,"","LOAD10","",LOAD10_response,null,false);			
	
	
これにより、致命的なエラーの詳細を表示しないようにフレームワーク
に命令します。
どのような場合でも、JavaScript要求ハンドラーは必ず、致命的なエラー
が発生したこと、および複合メッセージはトラップされたすべてのエ
ラーメッセージで構成されていることを示すパラメータとともに呼び出
されます。
function	Resp(strFunction,strRequest,strPayload,objObject,flagErrorFatal,strFatalMessage
{	
			
/*	Handle	a	fatal	error	in	the	server	function	*/		
	
if	(flagFatalError)		
{		
			alert(strFatalMessage);		
			SETBUSY(false);		
			return;		
}	
	
/*	Else	process	the	response	from	the	server	*/	
	
…	etc	……				
	
注：致命的なエラーのフラグは、クライアント側のJavaScriptではなく、
サーバー側のAJAXファンクションで発生した致命的なエラーを参照し
ています。クライアント側のJavaScriptで発生した致命的なエラーは、



ユーザー自身がトラップして処理する必要があります。



よくある質問

AJAXアプリケーションではセキュリティが確保されますか?
通常のインターネットの使用では、必ずしもAJAXアプリケーションの
セキュリティが確保されるとは限りません(アプリケーションの設計方
法によって異なります)。ただし、フレームワークの実装ではセキュリ
ティが確保されます。
AJAXアプリケーションは、フレームワークが管理するWebセッション
内でのみ使用できます。AJAXアプリケーションは、HTTPS接続を経由
して使用できます。

AJAXページに色を塗る方法を教えてください。
AJAXページは、Microsoft	FrontPageなどのさまざまなツールを使用して
色を塗ることができる標準のHTMLドキュメントです。
ただし、より高度なAJAXアプリケーションを実行し始めると、コンテ
ンツの大部分がJavaScript	AJAXコードを実行することによって動的に作
成され、更新されるWebページを処理するときには、静的な画面ペイン
ターが実際には役に立たないことがわかります(これは、多くのWindows
リッチ・クライアントの画面ペインターにも当てはまります)。

AJAXページのバックアップは必要ですか?
必要です。バックアップすることは、非常に重要です。バックアップし
ない場合は、ユーザーの作業が失われます。

AJAXファンクションのバックアップは必要ですか?
必要です。ただし、LANSAリポジトリから独立していません。
AJAXファンクションは単にLANSAファンクションなので、LANSA開発
環境をバックアップすると、必ずAJAXファンクションもバックアップ
されます。



制限事項
次の制限事項に注意してください。

									AJAXファンクションは、機能要件とアプリケーション設計に応じ
て、RDMLまたはRDMLXとして記述できます(i5サーバーで実行する
RDMLファンクションとRDMLXファンクションは、異なるパフォー
マンス特性を示す可能性があります)。

									フレームワーク・マネージャー・オブジェクト#VF_SW100	(通常
は、#AVFrameworkManagerという名前)は、WAMでのみ使用できま
す。現在のAJAX実装では、フレームワーク・マネージャーの使用を
サポートしていません。

									仮想クリップボードは、AJAXページとAJAXファンクションの間
で情報を交換する唯一の手段です。仮想クリップボードに格納できる
英字は最大256文字です。数値は、有効桁数21桁と小数点以下9桁の最
大精度に制限されます。これよりも長い英字または数値フィールドが
必要な場合は、情報をAJAXページの複数の部分に分割して、AJAX
ファンクションで再度組み立てる必要があります。

									AJAXページに追加したJavaScriptとHTMLの動作、保守、およびサ
ポートは、現在および将来においてすべてお客様の責任となります。

									AJAXページを記述するときには、フレームワークの内部JavaScript
とDHTMLのモデルが公開されます。そのメソッド、プロパティ、お
よびイベントを使用しないでください。また、その動作に変更を加え
ないでください。ただし、使用している技術が、一般に使用するため
にLANSAによって特に明記されている場合を除きます。この規則に
従わなかった場合は、フレームワークの将来のバージョンとの互換性
に問題が発生する可能性があり、フレームワークの保守契約が無効に
なるか制限され、そのような使用または変更によって生じる問題の解
決に料金が請求される可能性があります。

	



推奨事項

									開発するAJAXページが多くなったら、共通のJavaScriptファンク
ションのライブラリを作成することをお勧めします。これらは、個別
の.JSで適切に外部化され、すべてのAJAXページで繰り返されるので
はなく、共有されます。

									仮想クリップボードの内容に関する命名規則と使用規則を作成しま
す。この規則によって他の開発者は作業しやすくなり、情報を再利用
し、情報の膨張を最小限に抑えることができます。例えば、以下のよ
うになります。

主ネームスペース：AJAX	(仮想クリップボード	名前パート1)
副ネームスペース：CUSTOMER	(仮想クリップボード	名前パート2)

オブジェクト名(名
前パート3)

記述 タイプ

NAME 現在の顧客名 文字列	–	最大40

ZIPCODE 現在の顧客の郵便
番号

数値	–	6桁

実際には、AJAX.CUSTOMER.NAMEとAJAX.CUSTOMER.ZIPCODEを使
用します。
	
主ネームスペース：AJAX	(仮想クリップボード	名前パート1)
副ネームスペース：PRODUCT	(仮想クリップボード	名前パート2)

オブジェクト名(名
前パート3)

記述 タイプ

NUMBER 現在の製品番号 数値	–	7桁

NAME 現在の製品名 文字列	–	最大40

PRICE 現在の製品単価 数値	–	11桁、小数点以下2
桁

	
主ネームスペース：ACCOUNTING	(仮想クリップボード	名前パート1)
副ネームスペース：USER	(仮想クリップボード	名前パート2)



オブジェクト名(名
前パート3)

記述 タイプ

USRPRF iSeriesユーザー・
プロファイル

文字列	–	最大10

PRINTER デフォルトのプリ
ンター

文字列	–	最大10



Web	構成アシス	タント
Web構成アシス	タントにより、より簡単にフレームワークのWeb構成が
できます。これを利用するかどうかは任意で、代わりに（フレームワー
ク・プロパティの）[開発者初	期設定]	とVLF管理者コンソールを使って
VLF	Web構成をすることも可能です。
まず最初にWeb	サーバーのキャプション、IPアドレスとポートを指定し
ます。

Web構成アシス	タントがサーバーに関する情報を検知し、更に詳細が必



要な場合は、これを入力します。

Web構成アシス	タントを使って指定されたサーバー詳細は、Webサー
バーの[開発者初期設定]タブに記録されます。
Web構成アシス	タントは、(フレームワーク)メニューから、もしくは(フ
レームワーク)	-->	(プロパティ)	-->[フレームワーク詳細]	タブからアクセ
スすることができます。



構成をよりスムー	ズに行うために、事前に以下を確認しておいてくださ
い。

LANSA	for	the	Webがインストール・構成され、Webサーバーで開始
されている。

Web	サーバー上の作業する区画がLANSA	for	the	Webが使用できる
ように設定されていて、初期化もされている。

Web	サーバー上の作業する区画がRDMLX使用可能である。

フ	レームワーク（EPC870以降）がWebサーバーのこの区画にイン
ポートされている。

ユー	ザーのPCからWebサーバーにアクセスが可能である。



開	発マシンとは別のマシンにWebサーバーがある場合、Webサー
バーにネットワーク・ドライプがマップされ、使用したドライブの
文字が記録されている。詳	細は「Web	サーバーへのアップロード
時にマップされたドライブを使用しますか?」を	参照してくださ
い。

Web構成アシス	タントはWebサーバーを定義し、VLFに格納します。
Webサーバー上のイメージ・ディレクトリ内にはVLF一時ファイル・
ディレクトリとユーザーのプ	ロジェクト・ディレクトリが作成されま
す。
まず始めにWeb	サーバーの記述、IPアドレス、ポートを入力し、[次へ]
を押します。そして、これに続く指示に従います。

注意

Web	構成アシスタントは多層Web環境のVLF構成はできません。

Web	構成アシスタントはWebサーバーのイメージ・ディレクトリの
場所を検知できない場合があります。その場合は、情報を提供する
必要があります。

検	知された値は最後のステップで保存されます。最後のステップで
（自身の設定を）保存しない限り、変更はされません。

Web	サーバーで実行される検知プログラムはイメージ・ディレクト
リのファイルやサブディレクトリを作成できる権限がなければなり
ません。

最	初にWebサーバーへアクセスする際、かなりの遅延が生じてWeb
構成アシスタントが失敗したと判断する場合があります。この場合
[次へ]を再度押すと、	2度目は成功する可能性があります。	

詳細は以下を参照	してください。
Webサーバー・キャプション
WebサーバーIPアドレス
Webサーバー・ポート
サーバータイプ
サーバー上のイメージ・ディレクトリの場所
Webサーバーへのアップロード時にマップされたド	ライブを使	用しま



すか?
SSI可能サーバー
Apacheサーバー
プライベート作業フォルダ
一時フォルダ名
	



Webアプリケー	ションの開始オプション
WAMお	よび.NETに	適用
Webブラウザー	のフレームワーク・アプリケーションを開始するとき
に、アプリケーションの実行方法に影響する詳細事項を任意でURLに追
加することができます。
通常、起動URL	は以下のサンプルのようなフォーマットです。
http://nnn.nn.nn.nn/...../vf_Sy001_System_ENG_BASE.htm
	
また、任意で以下	のようなフォーマットのURLにパラメータを追加する
こともできます。
http://nnn.nn.nn.nn/...../vf_Sy001_System_ENG_BASE.htm?
Parm=value+Parm=value+	.....	+Parm=value
	
ここで許されるパ	ラメータと値は、以下のとおりです。

パラメータ 説明

Partition=xxx フ	レームワークを接続する区画を指定し
ます。
VLF.WEB	アプリケーションでは、このパ
ラメータはデフォルトでフレームワーク
の保存元の区画に設定されます。
VLF.NET	アプリケーションでは、このパ
ラメータはデフォルトでDEMに設定され
るため、常に指定する必要があります。		
	

Trace=XXXX Y	またはTRUEでトレース・モードを
ユーザー・レベルのトレースに指定しま
す。トレース・モードをSYSTEMにして
より深いシステム・レベルのトレース	に
指定します。
注：	RAMP-TSのセッションでは、
TRACEモードがオンになっている場合に
自動エラー・トラップが抑制されま
す。	これにより、スク	リプトとHTMLの
エラーをより簡単に分離してデバッグで



きるようになります。

User=xxxx フ	レームワークをシステムに接続する時
に使用するユーザーを指定します。この
値はフレームワークが要求するログオ
ン・ダイアログにデフォルトで入るユー
ザー・プロファイル値を定義します。
User=およびPassword=がどちらも指定さ
れた場合は、どのログオン・ダイアログ
もバイパスされ、その値は	直接サーバー
へ送られます。URLにユーザーおよびパ
スワードの詳細を指定するので、セキュ
リティに配慮してください。

Developer	=Yまたは
Developer=True

現	在のユーザーが開発者であることを示
します。開発プロセスを支援するため付
属のエラー・ハンドリングおよびチェッ
ク機能が起動されます。このオプション
は、エンド・ユーザー用に開発されたア
プリケーションやパフォーマンス・テス
トの最中には使用しないでください。

Password=xxxx フ	レームワークをシステムに接続する時
に使用するパスワードを指定します。こ
の値はフレームワークが要求するログオ
ン・ダイアログにデフォルトで入るパス
ワード値を定義します。User=および
Password=がどちらも指定された場合は、
どのログオン・ダイアログもバイパスさ
れ、その値は直接サーバー	へ送られま
す。パスワードが必要ない場合は、
Password=noneを指定します。URLにユー
ザーおよびパスワードの詳細を指定する
ので、セキュリ	ティに配慮してくださ
い。

SwitchTo=xxxx
SwitchObject=xxxxx
SwitchCommand=xxxxxxx

SwitchTo	=、SwitchObject=、および
SwitchCommand=に値を指定すると、フ
レークワークの実行を開始するフレーム
ワークSwitch命令	がすぐに実行されま



す。ビジネス・オブジェクトに関連付け
られたインスタンス・レベルのコマンド
にスイッチすることはできません。これ
は最初にユーザーが	手動でインスタンス
を選択しなければならないためです。

URLDATA1=	xxxxx〜
URLDATA5=xxxxx

起	動URLからアプリケーションに渡さな
ければならないユーザー・データの値を5
つまで指定します。

こ	のパラメータで指定された値は組み込
みのユーザーIIP(Imbedded	Interface
Points：埋め込み・インターフェース・ポ
イント)UFU0001(または同等のもの)での
フィールド#URLDATA1から#URLDATA5
とし	てアクセスできます。
WAM	フィルターやコマンド・ハンド
ラーを実行し、#Com_Owner.avURLData1
から	#Com_Owner.avURLData5という名の
プロパティの値を呼び出すことで、この
値にアクセスすることができます。
こ	れらの値は、必要であればエンコード
したURIフォーマットで指定することが
できます(例：埋め込みブランクの処理な
ど)。

Stats=Y Y	で統計モードが、基本統計ウィンドウ
を表示してアプリケーション実行中に更
新する統計モードに指定されます。詳細
は下の注1を参照してください。

XPColor=X WindowsXP	スキンを使用する場合は、こ
のオプションはスキン内で標準XPカ
ラー・スキームを使用するよう設定しま
す。Xの値はB(Blue)、O(Olive	Green)、
S(Silver)です。デフォルトはB(Blue)で
す。Windows	XPのカラーはWindows	XP
上で実行している場合のみ有効です。			

WAMTrans=C WAM	XMLの変換をサーバーではなくク



ライアント・ブラウザーで実行すること
を示します。詳細は下の注2を参照してく
ださい。
注：

									このオプションは、廃止予定です。

									こ	のオプションはIE8またはそれ以
前のバージョンでのみ使用可能です。
その他のブラウザやIE9では作動しませ
ん。

									こ	のオプションは、単一言語区画で
はサポートされません。

									「Inline	list」ウェブレットを使う
WAMでは、このオプションは使えませ
ん。「Inline	list」ウェブレットはサー
バー上で変換する必要があります。

WAMHelp=Y WAM	上のフィールドに関するエンド・
ユーザー・ヘルプを有効にします。

TSUser=xxxxxxxx
NLUser=xxxxxxxx

5250	サーバーに接続する際にRAMP-TSま
たはRAMP-NLアプリケーションで使用さ
れるオーバーライド・ユーザー・プロ
ファイル。RAMP-NLは、	「@」(アット
マーク)が含まれるユーザー・プロファイ
ルをサポートしていないので注意してく
ださい。	ユーザー・プロファイルのデ
フォルト・ルールについては下記の注3を
参照。	

TSPassword=xxxxxxxxxx
NLPassword=xxxxxxxxxx

5250	サーバーに接続する際にRAMP-TSま
たはRAMP-NLアプリケーションで使用さ
れるオーバーライド・パスワード。パス
ワードのデフォルト・ルールに	ついては
下記の注3を参照。	

NLHostName=xxxxxxxxx 5250	サーバーに接続する際にRAMPアプ
リケーションでnewlookが使う、シンボ



リック・ホスト名または接続名。このシ
ンボリック名は、接続時に	newlookで定
義済みでなければなりません。デフォル
トは空です。NLHostNameパラメータを
使う場合は、NLIPAddressパラメータも
NLPortNumberパラメータも、値を指定し
ないでください。		

NLIPAddress 5250	サーバーに接続する際、RAMPアプ
リケーションでnewlookが使うIPアドレ
ス。デフォルト値は、フレームワークの
先頭ページの起動元であるホスト	名で
す。NLIPAddressパラメータを使う場合
は、NLHostNameパラメータの値を指定
しないでください。	&	amp;	nbsp;

NLPortNumber 5250	サーバーに接続する際、RAMPアプ
リケーションでnewlookが使うIPポート番
号。デフォルト値は23です。
NLPortNumberパラメータを	指定する場
合は、NLIPAddressの値も指定してくださ
い。NLPortNumberパラメータを使う場合
は、NLHostNameパラメータの値	を指定
しないでください。		

NLLiteClient newlook	の起動時に、フレームワーク生
成時に決まるデフォルト値にかかわら
ず、liteclientライセンスを使うかどうかを
表します。
liteclient	ライセンスを使う場合、
「NLLiteClient=Y」または
「NLLiteClient=TRUE」と指定します。そ
れ以外の場合はデフォルト値に従	います
(falseなど)。

NLIniFile RAMP	アプリケーションで使用する
newlook	.INIファイルの名前を指定しま
す。この値はサーバー定義に指定されて
いる値をオーバーライドします。



NLUpdateFile RAMP	アプリケーションで使用する
nlupdate.txtファイルの名前を指定しま
す。この値はサーバー定義に指定されて
いる値をオーバーライドします。

NLCodeBase RAMP	アプリケーションで使用する
newlook.cabファイルの名前を指定しま
す。この値はサーバー定義に指定されて
いる値をオーバーライドします。

DEBUG=Y WAM	コマンド・ハンドラーおよびフィ
ルターのデバッグ機能を有効にします(デ
バッグに必要な他の前提条件を満たして
いる場合)。『WAMガイド』を参照して
く	ださい。
Web	アドミニストレータで、[インタラク
ティブデバッグの使用]オプションに
チェックを入れる必要があります。
『Web	ファンクションガイド』を参照し
てください。
	SP5	+	EPC830またはそれ以降のLANSAシ
ステムでは、ローカル・デバッグは使用
できないため、リモート・デバッグを使
用する必要があります。

DEBUG=Y,<<host	IP>>:
<<port>>
	

WAM	コマンド・ハンドラーおよびフィ
ルターのリモート・デバッグ機能を有効
にします。
<<host	IP>>は、Visual	LANSA開発環境
(IDE)が実行されているコンピュータのIP
です。
SP5	+	EPC830より前のLANSAシステムで
は、<<port>>はリスナーが使用するポー
トで	す(リスターが使用するポートについ
ては、コミュニケーション管理機能を参
照してください)。
WAM	のリモート・デバッグ機能を自身
のPCで使用するには、次のようなサンプ



ル・コードを追加してください。
+DEBUG=Y,127.0.0.1:4545	to	the	URL
		
EPC830	適用以降のLANSAシステムで
は、デバッグ用の別のサービスが用意さ
れています。
この	サービスの<<port>>は、IDEで[オプ
ション]->[設定]-	>[デバッグ]の順に選択
すると見つかります。多くの場合、ポー
ト51234です。
WAMS	のリモート・デバッグ機能を自身
のPCで使用するには、次のようなサンプ
ル・コードを追加してください。
+DEBUG=Y,127.0.0.1:51234	to	the	URL
	

Theme=XXXX .NETア	プリケーションでのみ使用され
ます。他のアプリケーションでは無視さ
れます。

実	行アプリケーションで使用するカラー
およびスタイルのテーマを指定します。
指	定しない場合は、アプリケーションの
設計者がフレームワーク定義に指定した
テーマが使用されます。
使	用できる値は、2007BLUE、
2007SILVER、2007GRAPHITEおよび
2007OLIVEです。

NETURL VLF.NET	アプリケーションを起動する場
合に、NETURL=valueはVLF関連のHTML
ページおよびJavaScriptファイルのロード
元の場所を指定し	ます。
VLF	開発者の場合、この場所は、通常は
自身のプライベート・フォルダー、例え
ばNetURL=http:
//MYHOST/images/MyPrivateFolder/になり
ます。	



実動	アプリケーションでは、これは、通
常はLANSA	for	the	Webイメージ・フォル
ダー、例えばhttp://MYSERVER/Images/に
なります。

TSPrivateSet= 開始	されたRAMP-TSセッションで使用さ
れるプライベート定義/aXesプロジェク
ト・フォル	ダーを	指定します。セッショ
ンで使用される場合は、プライベート定
義/aXesフォルダーの名前だけを指定し、
完全パス名は指定しません。フォルダー
のパスは暗	黙的です。指定しない場合
は、使用されるプライベート定義/aXes
フォルダーは、デフォルトで、フレーム
ワークが最後に保存された時点で「配布
サー	バー」としてフラグが立っていた
RAMP-TSサーバーに関連する値に設定さ
れます。							

TSPrivateShared= この	プロパティは、自身のプライベート
定義/aXesフォルダーでSHAREDオブジェ
クトを保持できるようにするRAMP-TS
サーバー定義の[共有オブジェクトを含
む]オ	プションに相当します。許される値
はTrueまたはFalseです。
TSPRIVATESHARED	=TRUEを使用し、な
おかつこのファイルが見つからない場合
は、エラーが表示されます。

TSLoadPath= 開始	されたRAMP-TSセッションで使用さ
れるロード・パスを指定します。	指定し
ない場合は、使用されるロード・パス
は、デフォルト	で、フレームワークが最
後に保存された時点で「配布サーバー」
としてフラグが立っていたRAMP-TSサー
バーに関連する値に設定されます。&
amp;	nbsp;					



TSIPAddress= 開始	されたRAMP-TSセッションで使用さ
れるIPアドレスを指定します。指定しな
い場合は、このIPアドレスは、デフォル
トでVLF-WEBセッションの	IPアドレスに
設定されます。通常は、TSIPADDDRESS
およびTSPORTNUMBERが併用されま
す。	VLF-WEBセッションおよびRAMP-
TSセッションは同じドメインにある必要
があります。RAMP-TSサーバーのIPアド
レスは、信頼されるサー	バーとして定義
する必要があります。				

TSPortNumber= 開始	されたRAMP-TSセッションで使用さ
れるポート番号を指定します。	指定しな
い場合は、使用されるポート番号は、デ
フォルトで、フ	レームワークが最後に保
存された時点で「配布サーバー」として
フラグが立っていたRAMP-TSサーバーに
関連する値に設定されます。通常は、
TSIPADDDRESSおよびTSPORTNUMBER
が併用されます。			&	amp;	nbsp;

TSUSEHTTP= TSUSEHTTPS	=YはRAMP-TS専用です。
プロトコルとしてhttps:\\を使用してaXes
をロードする必要があることを示してい
ます。使用する場合は、VLF	-
WEB(LANSA	for	the	Web)アプリケーショ
ンでもhttps:\\を使用する必要がありま
す。
ま	た、aXesおよびLANSA	for	theWebの両
方が同じドメイン(つまり、URL上の文字
通りまったく同じ名前)からロードされる
必要があります。	&	amp;	nbsp;	

TOUCH=Y
	
	
	

タッ	チに対応しやすいようにフレーム
ワーク機能を有効にしたり無効にしたり
します。この概要については、「タッ
チ・デ	バイスの考慮事項」を参照してく
ださい。



URL	にTOUCHパラメータが存在しない
場合、VLFはこのようなデバイスで実行
されているかどうかを推測します。

ZOOM=
	

VLF	を適用するためにCSSがズームしま
す。	省略値のズーム値は1.4です。
	

「配布したVLF	Web	ブラウザ・アプリケーションを起動するためのURL
が複雑すぎるため、ユーザーがブラウザーに正確に入力できない」も	参
照してください。

注1：	Stats=Yの使用
Stats=Y	で、アプリケーションの実行中に、基本的な統計ウィンドウを
表示したり更新したりすることが可能になります。
表示される詳細は	クライアント・システムが計測する経過時間を表して
います。
SERVER-SIDE:	Webフォームがサーバーに送信され、それがクライアン
ト・システムに戻ってくるまでの時間です。よって、これにはサーバー
側の処理時間と送受信の時間が	含まれます。
CLIENT-SIDE:	Webフォームがクライアントに到着し、クライアント側
のそのWebフォームの処理がすべて終わるまでの時間です(ブラウザーが
Webフォームを表示する	時間は除外します)。
OVERALL:Web	フォームがサーバーに送信され、クライアント側のその
Webフォームの処理がすべて終わるまでの時間です(ブラウザーがWeb
フォームを表示する時間は除	外します)。OVERALLはほぼSERVER-
SIDE+CLIENT-SIDEに等しくなります。
非常に大まかな見	方をすると、これらの統計は使用しているアプリケー
ションで問題のある部分を切り分けるのに利用できます。例えば、以下
の場合です。
SERVER-SIDE	の値が高い場合：
									使	用しているフィルターやコマンド・ハンドラーが複雑すぎ、
サーバーでの実行に時間がかかりすぎている。

									ク	ライアント・システムとWebサーバー間の通信にかかる時間が長
い。

CLIENT-SIDE	の値が高い場合：
									使	用しているフィルターやコマンド・ハンドラーがクライアント



に処理をさせすぎている。この原因のひとつとして、ブラウズ・リス
トのエントリーが多すぎる、	クライアント・システムのCPUが遅い
かビジー、などによるクライアント側のオーバーロードが考えられま
す。

注2：WAMク	ライアント側XML変換を有効にする
VLFはWAMを	2通りの方法で実行できます。
									WAM	をサーバーで実行。これはXMLドキュメントを生成します。
XMLドキュメントはWebルーチンのXSLスタイル・シートで変換さ
れ、XHTMLドキュメ	ントを生成します。それからXHTMLドキュメ
ントは、クライアントのブラウザーで実行されているVLFコードに送
られ、ユーザーに表示する準備ができま	す。

									WAM	をサーバーで実行。これはXMLドキュメントを生成します。
それからXMLドキュメントは、クライアントのブラウザーで実行さ
れているVLFコードに戻さ	れます。VLFはWebルーチンのXSLスタイ
ル・シートをロードし、それを使用して受信したXMLをユーザーに
表示するXHTMLドキュメントに変換し	ます。

この2つの方法の	違いはXML	+	XSL	=>	XHTMLの変換が起こる場所で
す。方	法1は変換をWebサーバー上で実行します。方法2は変換をクライ
アントのWebブラウザー内で実行します。これにより、方法2では変換
を実行するのに必	要なCPUのリソース負荷をクライアント・システムを
超えて分散するため、WebサーバーのCPUのリソース負荷を軽減できる
こ	とになります。
方法1はWAMの	デフォルトの方法です。これには別に必要なものは何も
ありません。
方法2を使用する	場合は、以下のステップを実行する必要があります。
a.			Webサーバーに特別な仮想ディレクトリを定義する
仮想ディレクトリ	の名前はWAMXSLにする必要があります。
サーバーにインス	トールしたLANSAシステムのルートにマップする必
要があります。
例えば以下のよう	になります。
									一	般的なIIS	WebサーバーはWAMXSLを"C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA"に	マップするよう構成され
ます。

									一	般的なSystem	i	WebサーバーはWAMXSLをIFS



の"/LANSA_dc@pgmlib/x_lansa"に	マップするよう構成されま
す。

以下の簡単なチェックが終わるまでは、ス	テップbに進まな	いでくださ
い。
Internet	Explorerを開いて、以下のようにURLを入力します。

http://host	address/WAMXSL/x_ppp/web/lansa/xhtml/llll/
「ppp」は	LANSAのパーティション識別子で(例：dem)、llllは言語識別
子です。
例えば、パーティ	ションDEM、言語が英語の場合は以下のようになり
ます。

http://host	address/WAMXSL/x_dem/web/lansa/xhtml/eng/
ブラウザーは使用	しているWAMに関連付けられたXSL(スタイル・シー
ト)ファイルを含むディレクトリを表示します。	
注：WAMXSL	仮想ディレクトリを使用すると使用しているLANSAシス
テムのルートがインターネットに公開されます。セキュリティ設定を再
確認し、	/x_ppp/web/...サブディレクトリを除くすべてのWAMXSLサブ
ディレクトリに、アクセスを適性に制限する必要があります。
b.	VLFアプリケーションの起動URLで+WAMTRANS=Cを使用する
これはアプリケー	ションでWAMを実行しているときに、クライアント
で実行中のVLFコードに方法2(クライアント側でのWAM	XML変換)を使
うよう教えます。クライアント・システム・ブラウザーはMicrosoft
XML変換ソフトMSXML	4.0が使用可能でなくてはなりません。これ
は、新しいWindowsデスクトップのほとんどでデフォルトです。	

注3：RAMP	-TSおよびRAMP-NLがデフォルト値として使う
ユーザー・プロファイルとパスワード
RAMP-TSま	たはRAMP-NLが5250サーバーに接続する際に使用するユー
ザー・プロファイルおよびパスワードのデフォルト値は、次のようにな
ります。

									フ	レームワークのセキュリティ機能を使っており、ユーザーがロ
グ・オンする必要がある場合は、ログ・オン時に使ったユーザー・プ
ロファイルとパスワードがそ	のまま、RAMP-TSとRAMP-NLが使うデ
フォルト値になります。

									RAMP	-NLのみ。フレームワークへのログ・オン時に使ったユー
ザー・プロファイルに、RAMP-NL専用のユーザー・プロファイルや



それに関連するパスワード	が指定されている場合があります。これ
らの値が指定されている場合は、初期のデフォルト値がオーバーライ
ドされます。

									起	動URLにユーザー(TSUSER/NLUSER)やパスワード
(NLPASSWORD/TSPASSWORD)パラメータが指定されている場合
は、以前	のデフォルト値がオーバーライドされます。

									最	後に、ユーザー・プロファイルとパスワードがシステム・ログ
オン検証プログラムによって返されます。これらの値は、その他のデ
フォルトや推定のユーザーま	たはパスワードの値を完全にオーバー
ライドします。

ヒ	ント:RAMPで、ユーザー・プロファイルやパスワードの取り扱	いに
問題が生じた場合は、「TRACE=Y」と指定して実行し、実際にどの値
が使われているか調べてみるとよいでしょう。
	



コード	ウィザード
コード	ウィザードは以下のコードを生成して、フィルター、コマンド・
ハンドラー、スナップイン・インスタンス・リストの作成がより簡単に
できるよう設計されており、ユーザーを支援します。

									完全なVisual	LANSAコンポーネント

									通常よく実行するコード・フラグメント

									完全なLANSA	for	the	WebのWAM	(Web	Application	Module：Webア
プリケーション・モジュール)

コード	ウィザードを使用して以下のステップを含むコードを生成しま
す。
ステップ1.	オブジェクトを選択する
ステップ2.	ターゲット・プラットフォームを選択する
ステップ3.	コードのタイプを選択する-説明を確認する
ステップ4.	プロンプトを入力する
ステップ5.	コードを生成する
ステップ6.	コンポーネントを作成する



ステップ1.	オブジェクトを選択する
コード生成したいアプリケーション、ビジネス・オブジェクト、フィル
ターまたはコマンド・ハンドラーを選択します。



ステップ2.	ターゲット・プラットフォームを選択する
コード生成したいプラットフォームを選択します。



ステップ3.	コードのタイプを選択する-説明を確認する
生成したいコードのタイプを選択します。

コードのタイプに関する詳しい情報は、そのコードをクリックしてウィ
ンドウの右側に表示される説明を確認します。





ステップ4.	プロンプトを入力する
生成したいコードのタイプにあったプロンプトを入力します。



ステップ5.	コードを生成する
コードを生成します。



ステップ6.	コンポーネントを作成する
生成したコードを格納するVisual	LANSAコンポーネントを作成します。
または、生成したコードをクリップボードに貼り付けてから、Visual
LANSAエディターに貼り付けることもできます。



コード・テーブル
ほとんどの商用アプリケーションでは、さまざまな状況でコードとデ
コードを使用します。例えば以下のようになります。

国コード 通貨コード説明

1 北米

61 オーストラリア

44 英国

31 オランダ

64 ニュージーランド

65 シンガポール

81 日本

	

通貨コード 通貨コード説明

USD USドル

GBP 英ポンド

AUD オーストラリア・ドル

JPY 日本円

	

性別コード 性別コード説明

M 男性

F 女性

U 未指定

	

ドキュメン
ト・コード

ドキュメント・コード説
明



DOC MS-Wordドキュメント

PPT MS-PowerPointドキュメ
ント

RTF リッチ・テキスト・ド
キュメント

TXT テキスト・ドキュメント

			
アプリケーションのエンド・ユーザーは表示されたコード説明のリスト
からコードを選択でき、整合性照会チェックを利用してその説明を検証
し、フォームやレポートにコード内容を表示できるようコードを解釈で
きる必要があります。
通常コードは比較的短い100項目以下のリストで提供されるので、エン
ド・ユーザーは、グループやラジオ・ボタンやドロップダウン・コン
ボ・ボックスなどから好きな選択肢を1つ選択することができます。
しかし、大きなコード・テーブルもあります。例えば、顧客コード・
テーブルには10,000件保存することができます。大きなコード・テーブ
ルを扱うには、エンド・ユーザーが注目する顧客をすぐに位置指定でき
るような高度な入力要求機能を提供する必要があります。

									フレームワーク・コード・テーブル

									コード・テーブル・データ・フロー

									コード・テーブルの設定

									アプリケーションのコード・テーブルの使用

									コード・テーブル設定の高度なオプション

									よくある質問(コード・テーブル)
									アシスタントを使用したより複雑な「コード」の取り扱い



フレームワーク・コード・テーブル
フレームワークのコード・テーブルは数々の機能を備えており、コー
ド、デコード、およびプロンプト画面をアプリケーションで効率的に操
作することができます。
コード・テーブルは以下のとおりです。

設定変更完全対応
設計者は、コード・テーブルをフレームワークに定義するためのキーと
データ項目を指定するだけです。
通貨のコード・テーブルを設定する場合、フレームワークの設計者は通
貨コードをキーに通貨記述をデータ項目に設定するだけです。

使用しているデータベース・テーブルから値を取得
コード・テーブル内のデータは既存のデータベース・テーブルから取り
込む、またはフレームワークが自動的に保存することも可能です。
通貨コード・テーブルはフレームワークの持つデータベース・テーブル
内に保存され、フレームワーク自身で管理するか、あるいはデータベー
ス・テーブルから(または使用しているコンピュータがアクセスできる
範囲で)取得します。
定義したコード・テーブルのフォーマットが、取得元のデータベース・
テーブルのフォーマットである必要はありません。テーブル内のデータ
が「自動作成された」プログラム値から取得されている場合がありま
す。例えば、前述の性別テーブルは、実際には一切外部に保存されな
い、プログラム内に限られたデータとして定義されている可能性があり
ます。

配布済みのアプリケーションでエンド・ユーザーが更新可能
オプションでエンド・ユーザー管理者がコード・テーブルに保存された
情報を更新する機能もあります。
フレームワークはコード・テーブルを更新するユーザー・インター
フェースを提供します。テーブルの情報の最終的な更新と保存は、フ
レームワークまたは自作のプログラムで自動的に行うことができます。

さまざまな方法でエンド・ユーザーに表示可能
エンド・ユーザーにコードを表示する方法は、一組のラジオ・ボタン
(例：性別コード・テーブル)からドロップダウン・コンボ・ボックス
(例：通貨コード・テーブル)までさまざまです。



小さく簡単なデータベース・テーブルを定義可能
コード・テーブルは小さく簡単なテーブルを手軽に定義する方法です。
これはデータ項目が100未満で、フィールド数が少なく(2から6)、テーブ
ル・データを入力したときの妥当性検査、仮想フィールド、論理ビュー
が不要なテーブルに適しています。
必要な機能がこれらの制限を超えている場合は、データベース・テーブ
ルをLANSAファイルとして定義する必要があり、独自にプロンプト・
アシスタント・プログラムを書く必要があります。



コード・テーブル・データ・フロー



コード・テーブルの設定
コード・テーブルの設定

									設計者としてフレームワークをスタートします。

									フレームワーク、デザインコードテーブルの順でメニュー・オプ
ションを選択します。

結果フォームで新しいコード・テーブルを定義し、既存のものと交換で
きます。

									ステップ	1.	テーブルを作成する
									ステップ	2.	テーブルを定義する

									ステップ	3.	コード・テーブルへデータを入力する



ステップ	1.テーブルを作成する
新規作成ボタンで新しいテーブルを作成します。識別子タブでテーブル
にキャプション、および最も重要なこととしてユーザー・オブジェクト
名/タイプを与えます。ここに挙げた例は、組み込まれているオースト
ラリアの州のコード・テーブルです。
ユーザー・オブジェクト名/タイプはプログラムがどのテーブルを利用
するのか認識するときに使用されます。	



ステップ	2.テーブルを定義する
このテーブルの構造やその他詳細を定義します。

									定義タブに切り替えます。このサンプルではフィールド名はテーブ
ル中で固有であれば何でもかまいません。これは、このテーブルがデ
フォルトのテーブル・データ保存関数(UFU0010)を使用するからで
す。データがアプリケーション・データベース・ファイルに保存され
ているテーブルの場合は(例、テーブルVF_DEPTAB)、コード・テー
ブルのフィールド名がアプリケーション・データベース・ファイルの
フィールド名に合致するのでより簡単です。

									これらのフィールドはキーにされているので、データの各列はテー
ブル内で固有なものとして識別できます。少なくともキー・フィール
ドが1つ必要です。キー・フィールドは最長32文字まで、または数値
15,5までです。キー・フィールドは最高5つまで設定可能です。

									必要に応じてフィールド長と小数点桁数を指定します。

									言語フィールドは「言語フィールドでない	-	単一言語テーブルデー
タ」のままにします。

									読込み専用のチェックを外します。

									ファンクション処理テーブルデータの保管をデフォルト(UFU0010)
のままにします。

									保存ボタンを押します。

これでコード・テーブルが定義できました。





ステップ	3.コード・テーブルへデータを入力する
									データ・タブに切り替えます。

									データを入力したい行を選択してデータを入力し、右側のパネルで
値を編集します。違う行を選択するたび、または保存ボタンを押すた
びに、変更した行のデータは保存されます。行が保存されると、その
行のキー・フィールドは編集できません(キーを変更するには行を削
除し、再入力します)。

この例では、データが保存され、データベース・ファイルFPTABにデ
フォルトのテーブル・データ保存ファンクション(UFU0010)で呼び出さ
れます。しかし、必要に応じて、テーブル・データをアプリケーショ
ン・データベース・ファイル(または何処か別に希望する保存/呼び出し
場所)に保存/呼び出しができるデータ・テーブル保存ファンクションを
入力することすることができます。



アプリケーションのコード・テーブルの使用
テーブルとそのデータ内容が一度フレームワークに定義されると、それ
をアプリケーション内でさまざまに使用できます。

									整合性照会チェックの一部として使用

									作成したプログラムのデコードや検索操作として使用



妥当性検査の一部として
コード・テーブルは、LANSAリポジトリやLANSA	RDMLファンクショ
ンの標準的な妥当性検査の定義などに使用されます。例えば、誰か別の
人のアプリケーションから送られて来た州コード"NT"が有効なコードか
チェックする必要があります。
物理ファイル(ユーザー定義ファイルまたは標準フレームワーク・テー
ブル保管ファイルFPTAB)に保存されたデータを含むテーブルのみが、
妥当性検査を受けることができます。
RDMLでは、VF_STATESというコード・テーブルとのチェックは以下の
ようになります。
*Use	the	logical	view	(kya)	keyed	by:	
*Table	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...,	field	name		
CHECK_FOR	in_file(FPTABkya)	with_key('VF_STATES'	'NT')	IF_STATUS	*EQUALKEY
...
ENDIF
	
従業員テーブルとLANSAファイルの検証チェックは、以下のようにな
ります。





作成したプログラムのデコードや検索操作
コード・テーブルは非表示のコンテキストで動いているプログラムがア
クセスします。例えば、バッチ・レポート・プログラミングでは、レ
ポートに印字する前に通貨コード"USD"を"US	Dollars"という記述に変換
する必要があります。
物理ファイルに保存されているデータを持つテーブルだけが、これらの
関数でアクセスできます。
*Use	the	logical	view	(nma)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...		
	
FETCH	fields(#FP_EPTVAL)		from_file(FPTABnma)	with_key('VF_CURRENCY'	'DESCRIPTN'	#MyCurrencyCodeField)	
	
Change	#MyDescriptionField	#FP_EPTVAL
	
ほかの例が「よくある質問(コード・テーブル)」に載っています。



コード・テーブル設定の高度なオプション

複数言語データ
複数言語アプリケーションには複数言語のテーブル・データが必要で
す。このような状況では、1つのコードに複数の記述があることは普通
で、言語ごとに違うコードのセットがある場合もあります。コード・
テーブル・システムは、言語対コードのレコードを1つ持つことで、こ
れを扱います。
VF_TITLEテーブルのテーブル・データを考えてみます。

Code Language Full	Ｔｉｔｌｅ

MR ENG Mr.

MR DEU Herr.

MRS ENG Mrs.

MRS DEU Frau.

MISS ENG Miss.

MISS DEU Frl.
		
(テーブル定義タブの)言語フィールドのパラメータで、どのキー・
フィールドが言語コード・フィールドになるかを指定します(この場合
フィールド名は"language"です)。
実行時のみ、テーブル・エントリーはユーザーにとって正しい言語コー
ドで表示されます。
多言語テーブル・データが必要でないとき、言語フィールドの値を言語
フィールドでない	-	単一言語テーブルデータに設定します。この場合、
すべてのテーブル・エントリーが実行時に表示されます。
区画が多言語だからといって、テーブルが必ずしも多言語である必要は
ありません。

順序付け
コード・テーブルのビジュアライゼーションタブで、実行時にエンド・
ユーザーに表示されるテーブル・エントリーの順序をどのテーブル・
フィールドで順序付けをするかを指定できます。



記述フィールドの選択
コード・テーブルのビジュアライゼーションタブで、実行時にエンド・
ユーザーに表示されるテーブル・エントリーのキャプションをどのテー
ブル・フィールドで使用するか指定できます。

データ・ハンドラーファンクションの作成
作成したテーブルはデフォルトのテーブル・データ・ハンドラーを共有
することができますし、またファンクションを作ることもできます。
テーブル・データ・ハンドラーを作成する最も簡単な方法は、以下のサ
ンプルファンクションをコピーすることです。
組み込み標準テーブル・データ・ファイル(FPTAB)の中のデータが保存
されたテーブルは、デフォルトのテーブル・データ・ハンドラー
UF_SYSBR/UFU0010を共有するか、その独自のバージョンを所有してい
ます。
アプリケーションの物理ファイルの中のデータが保存されたテーブル
は、テーブル・データ・ハンドラーファンクションを作成することがで
きます。例として、データ・ハンドラーファンクション
UF_SYSBR/UFU0011を参照してください。このファンクションは、テー
ブルDEPTABのファイルDEPTABにデータを読み書きします。
データがテーブル・データ・ハンドラーファンクションのハード・コー
ディングによって提供されるテーブルは、テーブル・データ・ハンド
ラーファンクションを作成することができます。このタイプのデータ・
ハンドラーの例として、データ・ハンドラーファンクション
UF_SYSBR/UFU0012を参照してください。ここでは、SEX	テーブルの
データが提供されます。
エンド・ユーザーがWindowsフレームワークを実行していて、フラッ
ト・ファイルにアクセスする場合は、テーブルはUF_SYSBR/UFU0013に
似たテーブル・データ・ハンドラーファンクションを使ってフラット・
ファイルからもデータを取得できます。
テーブル・データ・ハンドラーファンクションはデータ更新を許可する
場合と許可しない場合のどちらもあります。UFU0012およびUFU0013
は、テーブル・データを供給するが編集したテーブル・データは保存し
ないテーブル・データ・ハンドラーファンクションの例です。

読み取り専用テーブル
このテーブル・プロパティはテーブル定義タブで設定されます。
テーブル・データ・ハンドラーがデータを保存したり更新したりできな



い場合、テーブルを読み取り専用にするのは有益です。読み取り専用オ
プションは、完全なデータ・セットを追加および保存して、設計者が今
後管理者にデータを修正させたくないテーブルにも使用できるオプショ
ンです。

テーブル項目インジケータを非アクティブにする
環境によっては、アクティブなテーブル項目なのか、あるいは履歴デー
タにだけ存在する非アクティブなテーブル項目なのかを区別できると便
利です。非アクティブなテーブル項目は履歴データを正しく表示するた
めだけに存在しており、新しくデータを作成する際には使用できませ
ん。
テーブル項目に非アクティブのフラグを立てる場合は、非アクティブで
あることを保持する(文字型1文字の)フィールドを作成し、非アクティブ
テーブル登録インジケータのドロップダウン・リストでそのフィールド
を選択します。



よくある質問(コード・テーブル)
Q:コード・テーブルは実データベース・ファイルですか。
Aいいえ、コード・テーブルは抽象あるいは概念的な定義にすぎませ
ん。フレームワークにコード・テーブル内のカラムを定義し、どの定義
がコード・テーブルの行の固有のキーになるかを指定します。テーブ
ル・データは連続して実データベース・ファイルに保存され、データ
ベース・ファイルを他のテーブルと共有します。
Q:コード・テーブル内のデータはどこから取得するのですか。
Aデータはいろいろなところから取得できます。デフォルトでフレーム
ワークに組み込まれているRDMLファンクションが、内部の単体データ
ベース・テーブルにコード・テーブルのデータを保存します。しかし、
コード・テーブル・データを好きなところから取得するデータ保存ファ
ンクションを用意することができます。このタイプのファンクションは
テーブル・データ・ハンドラーファンクションとして参照されます。
Q:どうすればデータ保存ファンクションを作成できますか。
Aテーブル・データ・ハンドラーファンクションは定義済みのプロトコ
ルでフレームワークと通信する標準LANSA	RDMLファンクションで
す。テーブル・データ・ハンドラーファンクションを作成したい場合
は、プロセスUF_SYSBR、ファンクションUFU0010〜UFU0015を例とし
て参照してください。
Q:データ保存ファンクションはエンド・ユーザーと対話処理ができます
か。
Aいいえ。データ保存ファンクションは、異なるさまざまなコンテキス
トで稼動するデータ取得/更新ルーチンとして作動するよう設計されて
います。例えば、Windosベースのフレームワーク・アプリケーションか
らリモート・プロシージャとして呼び出すことができます。またリモー
ト・サーバーでは、ブラウザー・ベースのアプリケーションの一部とし
て呼び出すことができます。これは、コンテキストがユーザー・イン
ターフェースが使用できない状態で実行する必要があることを意味して
います。
Q:コード・テーブルを使用する利点とはなんですか。
Aフレームワーク・コード・テーブル・システム機能を使用する最大の
利点は、生産性と一貫性の向上です。標準の組み込みアーキテクチャで
コード・テーブルを保守することで、アプリケーションの開発と保守が
より迅速になり、コストとコード・テーブル・システム開発の複雑さが
軽減されます。



Q:どうすればフレームワーク汎用テーブル・データ・ファイル(FPTAB)
で外部LANSAファンクション(またはLANSA	for	the	Webファンクショ
ン)をインターフェースできますか。
AFPTABのデータは特殊で、テーブルのキー以外の各セルごとにレコー
ドを1つ含んでいます。
例えば、オーストラリアの州のテーブルには、以下のようなフィールド
があります。
CODE	(a	key)
DESCRIPTN
MYSEQ
	
FPTABの各州は2つのレコードで表します。1つはDESCRIPTNでもう1つ
はMYSEQです。どちらのレコードもすべてのキー・データ(この場合は
CODE)を含みます。

Akey1
(FP_EKEY1)

NKey1
(FP_EKEYN1)

その
他の
キー

2	-	5

プロパティ名

(FP_EPTNAM)
アルファベッ
ト・プロパ
ティ値
(FP_EPTVAL)

NSW 	 	 DESCRIPTN New	South
Wales

	

NSW 	 	 MYSEQ

QLD 	 	 DESCRPTN Queensland 	

QLD 	 	 MYSEQ

... 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	
			

使用例

ユーザーが入力した通貨コードが有効か調べたい
*Use	the	logical	view	(kya)	keyed	by:	
*Table	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...,	field	name		
	
CHECK_FOR	in_file(FPTABkya)	with_key('VF_CURRENCY'	#MyCurrencyCodeField)



IF_STATUS	*EQUALKEY
	
ENDIF
	

ある場所から読み出した通貨コードの説明を表示したい
*Use	the	logical	view	(nma)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...		
	
FETCH	fields(#FP_EPTVAL)		from_file(FPTABnma)	with_key('VF_CURRENCY'	'DESCRIPTN'	#MyCurrencyCodeField)	
	
Change	#MyDescriptionField	#FP_EPTVAL
	

通貨コードと各通貨の取り引き照会をすべて一覧したい
*Use	the	logical	view	(nma)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...		
	
SELECT	*ALL	from_file(FPTABnma)	with_key('VF_CURRENCY'	'DESCRIPTN')	
	
(assuming	that	there	is	always	a	DESCRIPTN	for	a	CURRENCY)
	
ENDSELECT
	

通貨コードと各通貨の取り引き照会をすべて一覧し、その換算
レートと説明を知りたい
*Use	the	logical	view	(nma)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...		

SELECT	*ALL	from_file(FPTABnma)	with_key('VF_CURRENCY'	'DESCRIPTN')	

Change	#MyDescriptionField	#FP_EPTVAL

*	Get	a	numeric	cell	value
*	Use	a	second	logical	view	to	avoid	confusing	the	pointer	
FETCH	fields(#FP_EPTNV)		from_file(FPTABn2a)	with_key('VF_CURRENCY'	'EXCHRATE'	#FP_EKEY1)	

Change	#MyExchangeRateField	#FP_EPTNV



ENDSELECT

通貨と部門の組み合わせについて報告したい
*Use	the	logical	view	(nma)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	AKey1,	Nkey1,	AKey2,	Nkey	2,	Akey3,	Nkey3	...		

SELECT	*ALL	from_file(FPTABnma)	with_key('VF_CURRENCY'	'DESCRIPTN')	

Change	#MyCurrencyCodeField				#FP_EKEY1		
Change	#MyCurrencyDescriptionField	#FP_EPTVAL

*	Now	read	through	all	the	departments
*	Use	another	logical	view	(n2a)	to	avoid	confusing	the	pointer	
SELECT	*ALL		from_file(FPTABn2a)	with_key('VF_DEPTAB'	'DESCRIPTN')	

Change	#MyDepartmentCodeField				#FP_EKEY1	
Change	#MyDepartmentDescriptionField	#FP_EPTVAL

ENDSELECT
ENDSELECT
	
注：キーではないフィールド(例：Description)がすべてのテーブル・タ
イプの各テーブル・エントリーに必要な場合、コーディングが簡単にな
ります。

数値キーでテーブルからデコードしたい
例えば、キー#POSTCODE	(数値)を持つテーブルVF_POSTCODEがある
とします。
*Use	the	logical	view	(nmn)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	NKey1,	Akey1,	NKey2,	Akey	2,	Nkey3,	Akey3	...		

FETCH	fields(#FP_EPTVAL)		from_file(FPTABnmn)	with_key('VF_POSTCODE'	'DESCRIPTN'		#MyPostCodeField)	

Change	#MyDescriptionField	#FP_EPTVAL
	

複合キーでテーブルからデコードしたい



例えば、キー#POSTCODE	(数値)と#COUNTRY(アルファベット)を持つ
テーブルVF_POSTCODEがあるとします。
*Use	the	logical	view	(nmn)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	NKey1,	Akey1,	NKey2,	Akey	2,	Nkey3,	Akey3	...		

FETCH	fields(#FP_EPTVAL)		from_file(FPTABLnmn)	with_key('VF_POSTCODE'	'DESCRIPTN'		#MyPostCodeField	*blanks	0	#MyCountryCodeField)	

Change	#MyDescriptionField	#FP_EPTVAL
	

記述順で部門を一覧したい
*Use	the	logical	view	(val)	keyed	by:	
*Table	name,	field	name,	Numeric	Property	Value,	Alpha	Property	Value.		

SELECT	*ALL	from_file(FPTABval)	with_key('VF_DEPTAB'	'DESCRIPTN')	

(assuming	that	there	is	always	a	DESCRIPTN	for	a	department)

ENDSELECT
	



アシスタントを使用したより複雑な「コード」の取り扱い
前のセクションでは(Currencies、Companies、Countriesなどの)簡単な
コード、デコード、およびプロンプト画面を扱いました。比較的、静的
な情報についてはこのアプローチでOKです。
ただし、ほとんどの商用アプリケーションにはCustomer	Numbers、Order
Numbers、Policy	Numbers、Product	Numbersといった「コード」がありま
す。
これらのコードのタイプにはいくつか重要な特徴があります。

									通常、これらに関連付けられる情報は非常に動的である。

									これらはすべてのアプリケーションやビジネス・オブジェクトを通
して使用される。例えば新しい発注を作成する場合、顧客や製品の
「コード」は頻繁に参照されます。

									これらは、エンド・ユーザーが毎日、一日中使用する。この「コー
ド」を使用してその間を移動するのはアプリケーションの中心的な機
能です。

このコードを扱う方法が「アシスタント」の主な概念です。
「アシスタント」は小さいウィンドウ(複数の場合あり)の中にあり、適
切な時にポップアップし、エンド・ユーザーに必要な支援を提供します
(MS-Officeアプリケーションのアシスタントに似ています)。
多くの5250型アプリケーションで使用されている伝統的なF4=プロンプ
ト・オプションは特化したアシスタントの例です(つまり、適切な時に
ポップアップし、エンド・ユーザーを支援して使用したい「コード」を
識別します)。
しかし、Windows	GUIの場合は、支援の概念というものが大幅に拡張さ
れ、エンド・ユーザーにより多くの機能を提供することを意味します。
例えば、非常に大きなオーダーの処理のアプリケーションには
Customers、Products、Order...といった支援の主な3つのビジネス・オブ
ジェクトがあります。
フレームワークでは、アシスタントは何通りかの方法でエンド・ユー
ザーに表示できます。



アプローチ1：シングル・ウィンドウ-マルチ・アシスタント
ここでフレームワークの設計者はフィルターのない3つのフルスクリー
ン・コマンド"Product	Assistant"、"Order	Assistant"、"Customer
Assistant"を含む「アシスタント」というシングル・アプリケーションを
定義します。デフォルトのコマンドは"Product	Assistant"です。
エンド・ユーザーは「アシスタント」アプリケーションをクリックする
と、直後に以下のような3つのタブ(それぞれのアシスタント用)がある1
つのウィンドウが表示されます(実際のアシスタント・ウィンドウの内
容は省略)。

アシスタント・ウィンドウはエンド・ユーザーが現在使用中のメイン・
フレームワーク・ウィンドウの前面に表示されます。アシスタントはメ
イン・ウィンドウのアプリケーションと任意の方法で対話処理が可能で
す。例えば、Customer	Assistantで顧客を選択すると顧客番号が下のOrder
Entryフォームの顧客番号入力フィールドに表示される場合があります
(これは従来の非モーダルなF4=プロンプト対話処理です)。



アプローチ2：マルチ・ウィンドウ-マルチ・アシスタント
ここでフレームワークの設計者は"Product	Assistant"、"Order
Assistant"、"Customer	Assistant"を含む「アシスタント」というシング
ル・アプリケーションを定義します。それぞれがシングル・コマンド
(デフォルト)を持っています。
エンド・ユーザーは「アシスタント」をクリックして、さらに"Product
Assistant"、"Order	Assistant"、"Customer	Assistant"の中から選択できま
す。複数のアシスタントをクリックすると、それぞれのアシスタントが
それぞれのウィンドウに表示されます。

アシスタント・ウィンドウはエンド・ユーザーが現在使用中のメイン・
フレームワーク・ウィンドウの前面に表示されます。ここで、エンド・
ユーザーは3つのアシスタントすべてを同時にアクティブにして、その
下のメイン・フォームに命令の詳細を入力する支援を得ます。



アプローチ3：マルチ・ウィンドウ-マルチ・アシスタント(よ
り複雑化)
このアプローチは、選択したアシスタントがより複雑になり、関連付け
られている情報が複数のタブを持っている以外、アプローチ2に非常に
よく似ています。

ここでは"Product	Assistant"がさらに複雑になり、履歴、予約、空き、基
本明細のタブがあります。
アプローチ3を使用するときは、一般的に要求される製品情報のみを
ユーザーが配置および表示することを支援するのが"Product	Assistant"の
主な目的であることに注意してください。アシスタントはアプリケー
ションの外で、製品情報が表示できるところであればどこからでも呼び
出せるように設定できます。
アプリケーションの実際の「製品」ビジネス・オブジェクトの損害を防
ぐ強力で包括的なツールとしてアシスタントを使ってみてください。



アシスタントの起動方法
アシスタントは標準のフレームワークまたはビジネス・オブジェクト・
レベルのコマンド・ハンドラーなので、ユーザーがどこからでも直接起
動/終了できます。
									ドロップダウン・メニューのオプション

									ツールバーのアイコン

									マウスの右クリック・メニューのオプション

いつ、どうやって表示されるかはフレームワークの設計者が定義できま
す。
また、プログラムによって標準の切り替え操作でアシスタントを起動す
ることもできます。



アシスタントがアプリケーションの他のパーツと対話処理する
方法
アシスタントはフリー・フローティングのモードレス・ウィンドウで
す。
アプリケーションの他のコンポーネントとイベントの通知を通して通信
します。
アプリケーションの他のコンポーネントが通知するイベントをリスニン
グして反応します。
この非常にシンプルなアーキテクチャは柔軟性と拡張性に富んでいま
す。
以下に簡単なイベント・ドリブン対話処理のサンプルを示します。

例1-クラシックなF4=プロンプト型の要求
ユーザーに顧客番号の入力を要求する注文入力フォームがあるとしま
す。
ユーザーはボタンまたはイメージ(例：クエスチョン・マーク)を押して
顧客を入力したいことを表します。
Order	Entryフォームが"SelectCustomer"イベントを通知します。イベント
に関連付けた「ペイロード」の一部として、ユーザーがすでに入力した
情報(例：顧客名の一部、番号、など)の詳細を、オプションで含む場合
があります。
Customer	Assistantが"SelectCustomer"イベントを検出し、ユーザーが要求
する顧客の検索を可能にします。初期の検索をスピードアップしたり、
検索対象を絞り込むためにイベントに関連した「ペイロード」が使える
可能性があります。ユーザーが要求した顧客を発見し選択すると、
Customer	Assistantは、顧客番号(およびその名前を含む場合もある)をイ
ベントに関連した「ペイロード」として含め、"CustomerSelected"イベン
トを通知します。
Order	Entryフォームは"CustomerSelected"イベントを検出し、入力された
注文詳細を選択された顧客の詳細で更新します。

例2-より高度な非モーダル・プロンプト要求
Order	Entryフォームは現在アクティブであるとします。
Customer	Assistantウィンドウはフローティングで表示されているとしま
す。
ユーザーは直接Customer	Assistantウィンドウで顧客を検索します。ユー



ザーが要求した顧客を選択すると、Customer	Assistantは、顧客番号(およ
びその名前を含む場合もある)をイベントに関連した「ペイロード」と
して含め、"CustomerSelected"イベントを通知します。
Order	Entryフォームは"CustomerSelected"イベントを検出し、今入力され
た注文の詳細を選択した顧客の詳細で更新します。
特にWebアプリケーションではこの方法がプロンプトを出すのにより効
率的です。この方法では対話処理を完了するための多くのリモート・
サーバーとの対話処理が省かれるためです。

例3-マルチ項目プロンプト
イベント・ドリブン処理では複数の項目を選択できます。
Order	Entryフォームは現在アクティブであるとします。
Product	Assistantウィンドウはフローティングで表示されているとしま
す。
ユーザーは直接Product	Assistantウィンドウで4つの異なる製品を選択し
ます。選択が完了すると、Product	Assistantは"ProductsSelected"イベント
を通知します。Product	Assistantは"ProductsSelected"イベントのペイロー
ドとして製品番号(および製品の詳細を含む場合がある)のリストが含ま
れます。
Order	Entryフォームは"ProductsSelected"イベントを検出し、今入力され
た注文の詳細で選択されたすべての製品を更新します。

例4-その他のアシスタントの使用法
以下はアシスタントの概念を拡張したアイデアの例です。

									オールマイティなアシスタント。前述の例では独立した3つのアシ
スタントを使用しました。複数の項目を扱う1つのアシスタントを設
計しても問題ありません。ユーザーとの対話処理によっては、例え
ば、単体で"CustomerSelected"、"ProductSelected"、"OrderSelected"を
(適切なペイロードと共に)通知するアシスタントも簡単に設計できま
す。

									通貨を計算し、"CurrencyCalculationPerformed"イベントを発行す
る"Currency	Calculation	Assistant"

									現在のユーザーに関係するアラートやメッセージがないか、サー
バー・アプリケーションを定期的に問い合わせる"Alerts	and	Messages
Assistant"。もし何かが検出されたら、フレームワーク・レベルのコマ
ンドに切り替えユーザーに詳細を伝えます。



									エンド・ユーザーが制御の元で別のアプリケーション・ユーザーに
メッセージを作成、送信できる"Chat	and	Messages	Assistant"。おそら
くこれは、前述の例に何らかの形でリンクされます(または単にその
拡張形となります)。

									エンド・ユーザーが起動したサーバー側のもの(例：レポート、出
力待ち行列、メッセージ待ち行列、など)を表示、操作でき
る"Server"アシスタント



エンド・ユーザー・ヘルプ(F1)
このセクションでは、以下を作成し表示する方法を説明します。
Windowsアプリケーションのヘルプ・テキスト
Webアプリケーションのヘルプ・テキスト
フレームワーク・アプリケーションで、F1=ヘルプ・キーを無効にする
または別の機能を割り当てる



Windowsアプリケーションのヘルプ・テキスト
Windowsフレームワーク・アプリケーションのヘルプはヘルプ・テキス
ト機能にしたがって、標準のLANSAフィールドとコンポーネントを通
して扱われます。Windowsアプリケーションのヘルプ・テキストの作成
と表示の詳細については、「A	Developer's	View	and	the	iSeries	User
Guide」の「Help	Text	in	Visual	LANSA	Components」セクションを参照し
てください。



Webアプリケーションのヘルプ・テキスト
フレームワークを使って、Webブラウザー・アプリケーションに、F1
キーによりヘルプ機能を呼び出す仕組みを組み込むことができます。
ユーザーによるヘルプ要求(F1キー)をトラップし、プロセスUF_SYSWB
にあるUFU0002というWEBEVENTファンクションを呼び出すことによ
り実現しています。	
または、同梱のUF_SY002では、WAMを使ってアプリケーション・ヘル
プを表示する方法を基本例として提供しています。フレームワーク・プ
ロパティのWeb詳細タブを参照してください。

開発者はこのデフォルトの動作を変更して、UF_SY002の(別の名前の)独
自のバージョンを作成することにより、例えば、CHMドキュメントを
表示する、あるいはCHMドキュメントの特定のセクションを表示する
よう、動作を変えることができるのです。	

WAMフィルターやコマンド・ハンドラーでF1=Help処理を有
効にする方法：
									フレームワーク・アプリケーションを起動するURLに
「WAMHELP=Y」を指定すると、WAM	Helpが有効になります。



フレームワーク・アプリケーションで、F1=ヘルプ・キーを無
効にするまたは別の機能を割り当てる
Visual	LANSAアプリケーションでは、F1キーに特別な機能が割り当てら
れています。オンライン・ヘルプを起動する、という機能であり、
Windowsアプリケーションでは一般に、ほかの目的でこのキーを使うこ
とはできないようになっています。
ただし、これを無効にし、処理を取り込んで別の目的(CHM文書を表示
するなど)に使うことも可能です。
F1=ヘルプ・キーを取り込んで、無効にするコード例を以下に示しま
す。付属のユーザー・エントリー・ポイント・フォームUF_EXECを若
干修正したものです。
試してみる場合は、UF_EXEC以外の名前のフォームを作り、以下の
コードをコピーしてください。
独自のエントリー・ポイント・フォームを作成する方法については、
コード末尾の注釈も参照してください。
	
*
=============================================================================
*	
*	Component			:	XX_EXEC
*	Type								:	Form
*	Ancestor				:	VF_AC006
*
*
=============================================================================
*
*	PLEASE	NOTE:		This	component	is	a	COPY	of	the	shipped	version.
*															You	may	choose	to	modify	it.	Refer
*															to	the	end	of	this	component	for	more	details	about	making	your
*															own	version	of	this	component.
*
Function	Options(*DIRECT)	
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC006	*implements
#Prim_App.IHelpHandler)	CLIENTWIDTH(771)	LEFT(153)	TOP(32)
WIDTH(779)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#BROWSER)	WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#COMMANDHANDLER)



WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#COMMAND_PANEL)
WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#INTRO)	WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#INTRO_PANEL)
WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#RIGHT_PANEL)
WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#SELECT_PANEL)
WIDTH(247)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#TOP_PANEL)	WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#WORK_PANEL)
WIDTH(578)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#STATUS)	LEFT(239)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#TOOLBAR)	WIDTH(767)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#IDENT_PANEL)
WIDTH(767)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#MAIN_PANEL)
WIDTH(767)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#IDENT_BUTTON)
LEFT(746)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#CURRENT_OBJECT)
WIDTH(467)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#APPLICATION)
WIDTH(185)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#LEFT_PANEL)	WIDTH(185)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#STATUS_BAR)
WIDTH(771)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#MiniFilter)	WIDTH(467)
DEFINE_COM	CLASS(*ANCESTOR)	NAME(#Right_panel_Main)
LEFT(189)	WIDTH(578)
	
	
*
=============================================================================
*	Method	Routines
*
=============================================================================
	



MthRoutine	uInitializeFramework	Options(*Redefine)
	
*	Set	up	for	end	user	mode
	
Set	#Com_Owner	iDesignMode(FALSE)
Set	#Com_Owner	uAdminMode(FALSE)
	
*	Set	to	start	up	image	name
	
Set	#Com_Owner	uStartupImage(#uf_im001)
	
*	Nominate	the	XML	file	containing	the	Framework	design
	
Set	#Com_Owner	uSystemXMLFile('vf_sy001_system.xml')
uSystemXMLChoice('vf_sy001_system_choice')
	
EndRoutine
	
Mthroutine	Name(ProcessHelpRequest)	Options(*Redefine)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#prim_objt)	Name(#Requestor)
Pass(*by_reference)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#prim_alph)	Name(#Tag)
*	Define_Map	For(*input)	Class(#prim_boln)	Name(#Handled)
	
****************************************************************************
*	Add	logic	here	to	determine	if	F1	is	ignored	or	not.
****************************************************************************
	
*	If	Handled	is	true	this	will	stop	the	help	request	going	to	the	normal	VL	help
facility.
	
Set	Com(#Handled)	Value(True)
	
Endroutine
	
*	
=============================================================================
*		MAKING	YOUR	OWN	VERSION	OF	THIS	COMPONENT
*	



=============================================================================
*
*	It	is	not	recommended	that	you	create	development	or	design	entry	points	for
your
*	framework.	Simply	use	the	shipped	ones	and	use	the	'Save	As'	option	to	create
*	different	frameworks.	Then	only	create	administrator	and	user	entry	points	as
*	required	for	production	users,	locking	them	into	a	specific	XML	file	and	never
*	allowing	the	end	user	a	framework	XML	file	choice.
*
*		To	create	your	own	User	entry	point	do	the	following:
*
*		->	Create	a	VL	form	with	your	chosen	entry	point	name	(eg:	MYEXEC).
*
*	->	Copy	the	code	from	UF_EXEC	into	your	new	form.	Initially	this	will	cause
*	errors	to	be	displayed.
*
*		->	Change	the	ancestor	of	your	new	form	to	VF_AC006.
*
*		->	The	copied	code	should	contain	a	method	routine	that	will
*		look	like	this:
*
*		MthRoutine	uInitializeFramework	Options(*Redefine)
*		Set	#Com_Owner	iDesignMode(FALSE)
*		Set	#Com_Owner	uAdminMode(FALSE)
*		Set	#Com_Owner	uStartupImage(#uf_im001)
*		Set	#Com_Owner	uSystemXMLFile('vf_sy001_system.xml')
*		EndRoutine
*
*		This	code	defines	whether	this	entry	point	should	allow	application
*		design	(iDesignMode),		whether	the	administration	of	users	and	servers
*		should	be	allowed	(uAdminMode).	It	also	defines	what	the	startup	bitmap
*		to	be	shown	is	(uStartUpImage)	and	the	name	of	the	XML	file	containing
*		the	framework	design.
*
*		->	Change	these	properties	as	desired	and	then	compile	and	test	your
*		entry	point.	You	should	not	make	any	other	changes	to	the	logic
*		in	your	entry	point.
*
*		->	Optionally	include	a	uSystemXMLChoice	file	name	to	allow	the	user	to



*		select	which	framework	should	be	opened	from	a	list	contained	in	the
*		specified	file.
*
*		->	In	design	mode	entry	points	only,	optionally	add	the	uSystemXMLSaveAs
*		property	to	indicate	the	designer	can	save	the	framework	XML	file	with	a
*		different	name.
*
*		->	If	you	enroll	a	bitmap	into	the	LANSA	repository,	say,	your	company
*		logo	under	the	name	#MYLOGO	then	changing	the	line:
*
*		Set	#Com_Owner	uStartupImage(#uf_im001)
*
*		to:
*
*		Set	#Com_Owner	uStartupImage(#MYLOGO)
*
*		will	cause	your	logo	to	be	presented	while	the	framework	is	starting.
*
*	->	UF_DESGN,	UF_DEVEL,	UF_ADMIN	and	UF_EXEC	are	designed	to
act	as	framework
*	entry	points	only.	You	should	not	try	to	use	UF_DESGN,	UF_DEVEL,
UF_ADMIN	and	UF_EXEC
*	(or	any	copied	version	of	them)	inside	any	framework	in	any	way.
*
	
End_Com



フィルターとコマンド・ハンドラーのレイアウト・デザイン
フィルターやコマンド・ハンドラーを実装するときは、それぞれの
フォーム・レイアウトをデザインする方法を理解しておかなければなり
ません。フォーム・デザインのアプローチとして、以下を推奨します。

									コード	ウィザードで、フィルターやコマンド・ハンドラーの初期
コードを生成します。このコードを必要に応じて修正し、フィルター
やコマンド・ハンドラーに機能を追加します。

									次に、フィルターやコマンド・ハンドラーをコンパイルします。こ
れで基本的フォームのレイアウトが作成されます。

									作成したフィルターやコマンド・ハンドラーが機能的に完成するま
では、この基本フォーム・レイアウトを使用します。

									フィルターやコマンド・ハンドラーが機能的に完成したら、フォー
ム・レイアウトを好きな形に変えます。これを詳細デザインと呼びま
す。必ずフィルターまたはコマンド・ハンドラーが機能的に完成して
からこれを実行してください。

フォームのレイアウトの詳細デザインをどうするかは、作業しているア
プリケーションのタイプによります。
WINDOWSの場合：他のWindowsアプリケーションの場合と同じように
Visual	LANSA	Form	Editorを使用します。
WAMの場合：他のWAMベースのアプリケーションの場合と同じように
WAM	Form	Editorを使用します。



プログラミングのヒント
VLアプリケーションでの高度なEnterキー処理
VLFおよびRAMPアプリケーション設計で「新規」を処理するための可
能なテクニック



VLアプリケーションでの高度なEnterキー処理
多くの場合、Enterキーは、VLアプリケーションのいずれかの処理(検索
の実行、更新の保存など)の開始を示すことに使用されます。
通常、「検索」や「保存」などのプッシュボタンでは、ButtonDefault()
プロパティが使用されます。これにより、Enterキーが押されると、ボタ
ンに対して仮想のクリック・イベントが発行されるようになります。
再利用可能パーツを多く含む複雑なVLフォームでは、ButtonDefault()プ
ロパティを使用すると問題となる場合があります。その理由は次の2つ
です。

									Windowsフォームでデフォルトとできるボタンはどの時点でも1つ
のみです。

									プログラム・ロジックを使用して、Enterキーが実際に何を意味す
るのか、および異なるコンテキストでどのように処理されるべきかを
決定することはできません。

複雑なフォームの異なる場所で異なるEnterキー処理を行うには、
KeyPressイベントを使用することが最も強力な解決方法です。VLプログ
ラムでこれを使用すると、Enterキーを具体的に捕捉できるため、さまざ
まな方法で応答することができます。
VLFに付属しているフィルター例DF_FILT1のロジックに次のような修正
を加えることを検討します。

1.	どのボタンにもButtonDefault()を指定しない

これにより、Enterキーの対象となるボタンを混同することがなくなりま
す。

2.	ユーザーは2種類の方法で従業員名の検索を開始できる

Evtroutine	Handling(#Surname.KeyPress)	Keycode(#KeyCode)
if	('#KeyCode.Value	=	Enter')
If	*SEARCHOK
Execute	Search
Else
Use	Message_box_show	(ok	ok	Error	*Component	'Enter	a	search	name')
Endif
Endif
Endroutine



*
*	Search	button	pressed
*
Evtroutine	Handling(#Search_phbn.Click)
Execute	Search
Endroutine
	
1番目のイベント・ルーチンは、Surnameフィールド内でのEnterキーの使
用を処理します。ユーザーがEnterを押すと、検索が実行されるか、また
はエラー・メッセージが表示されます(フィールド#Surnameがブランク
以外の場合、条件*SEARCHOKは真になります)。
2番目のルーチンは検索ボタンの特定のクリックを処理します。
この2つのルーチンは、検索ロジックを実行する共通のSEARCHサブ
ルーチンを共有します。
複数のフィールド(または他のコントロール)が使用されている場合、そ
れらすべてのフィールドを次のような1つのルーチンを使って処理でき
ます。
Evtroutine	Handling(#Surname.KeyPress	#GiveName.KeyPress
#ComboBox1.KeyPress	etc	etc)
Keycode(#KeyCode)
	



VLFおよびRAMPアプリケーション設計で「新規」を処理する
ための可能なテクニック
このVLF設計手法には次の特長があります。
									コマンド・ハンドラーのVisual	LANSAコードの再利用を最大化す
る

									新しいオブジェクト(新規注文、新規顧客など)に対してウィザー
ド・スタイル処理を使用することでユーザーのパイプライン化を容易
に実現する

	通常のフレームワーク・フィルターであれば、特別なタイプの「新規」
オブジェクトをインスタンス・リストに追加できます(検索が完了する
前の入力時でも可能)。
	例：
	

		
	
この組み込みデモ・システムには、番号<New	Employee>、名前Click	to
Add	a	New	Employeeの従業員が表示されています。
インスタンス・リスト・エントリーをクリックすると、<New



Employee>の基本明細コマンドハンドラータブが呼び出されます。この
コマンド・ハンドラーは、インスタンス・リスト・キー内の特別なテキ
スト(Akey1の"<NEW>"など)を見つけ、自身は、既存の従業員の詳細を
表示するためではなく、新しい従業員の基本詳細を入力するために呼び
出されたものだということを認識し、それに従って動作を変更します。
また、基本明細コマンド・ハンドラーは、保存ボタンが押されて
<NEW>従業員を処理するときに、資格タブを自動的に表示するよう決
定する場合もあり、さらにその後ドキュメントタブを表示するよう決定
する場合もあります。
つまり、基本明細、スキル、ドキュメントの3つのタブは、新規従業員
ウィザードのように機能し、ユーザーが必要なタブを使用して新しい従
業員を作成することを支援(パイプライン化)します。さらにこれらのタ
ブでは、<NEW>オブジェクトを処理する場合のボタン・キャプション
を、既存の従業員の詳細を更新する際に使用する従来のOKや保存では
なく、次へや前へに変更することもできます。



クイック検索の上書き機能
クイック検索は、この機能が有効になっている場合にVLFウィンドウの
右上に表示されるダイアログ・ボックスです。[フレームワークの詳細]
タブで[検索欄の幅]に0以外の値を設定することで有効になります。

	
ユーザーが検索文字を入力している時に全てのビジネス・オブジェクト
のキャプションが検索され、その検索文字を含むものが表示されます。
ユーザーはその中のどれでもクリックでき、そのビジネス・オブジェク
トに切り替わります。

クイック検索の上書きが必要な理由
標準の検索では検索文字列を含んだ全ビジネス・オブジェクトが選択用
のリストに表示されます。
ただし、大規模なフレームワークで多くのビジネス・オブジェクトがあ
る場合は、これはユーザーにとってあまり便利ではありません。
代わりに、よく使うビジネス・オブジェクトが表示された短めのリスト
の方が良いということもあるでしょう。もしくは、ユーザーがオプショ
ンをクリックすると、ビジネス・オブジェクト内のコマンドに切り替え
たいといった特別な要望もあるかもしれません。
または、ビジネス・オブジェクトのキャプションには存在しない、特定
のビジネス・オブジェクトに行くことができるショートカットの値が必
要だという場合もあるでしょう。

	

クイック検索の上書きにより可能になる処理
クイック検索ボックスを使用してユーザーが検索した時の表示内容、お
よび表示されたエントリーがクリックされた際の処理の上書きが可能で
す。



	

上の図の中で示された部分がコントロール可能な箇所です。([最近使用
したオブジェクト:]のオプションは今まで通りの動作となります。必要
であれば、これを非アクティブにすることも可能です。)
	



セットアップ
検索オプションを上書きするには、IIPコンポーネント	UF_SYSTMを修
正します。

ステップ	1
まず、以下のルーチン内でPavQFUserOverrideをTrueに設定して、上書き
機能を有効にします。
*	To	turn	on	Quick	Find	list	overriding	change	FALSE	to	TRUE
*	in	this	property	get	routine	...
	
Ptyroutine	Name(GavQFUserOverride)	Options(*Redefine)
Set	Com(#PavQFUserOverride)	Value(True)
Endroutine
	
(これにより、フレームワークはビジネス・オブジェクトおよびアプリ
ケーションの独自のリストを検索しないようになります。)

	

ステップ	2
次のルーチンに自身のオプションを追加して、ユーザーが検索できる全
オプションのリストの全体を制御します。
*	Use	this	method	to	load	the	Quick	Find	list	with	your	own	values
*	You	must	set	PavQFUserOverride	to	true	for	this	to	be	active
	
Mthroutine	Name(avQFLoadSearchList)	Options(*REDEFINE)
	
Invoke	#avQuickFind.AddSearchListEntry	Text('Option	One	-	Resources')
GUID('GUID1')
Invoke	#avQuickFind.AddSearchListEntry	Text('Option	Two	-	Selected	and
Current')	GUID('GUID2')
Invoke	#avQuickFind.AddSearchListEntry	Text('Option	Three	-	Techniques')
GUID('GUID3')
	
Endroutine
検索可能な各エントリーに対し、表示テキスト(82文字)、および一意識
別子(32文字)を追加します。	



ユーザーが検索値を入力すると、オプションのテキストが検索され、検
索文字列が含まれるかどうかが確認されます。検索文字列が含まれる場
合オプションとして表示されます。

	

ステップ	3
次のルーチンを使って、ユーザーがオプションでクリックした時の処理
を制御します。
基本的には何でも行うことが可能ですが、最も一般的なのはスイッチで
す。
*	This	routine	receives	the	selection	that	the	end-user	made	in	the	Quick	Find
list.
*	This	routine	determines	what	happens	when	the	user	selects	an	entry	from	the
Quick	Find	list
*	You	must	set	PavQFUserOverride	to	true	for	this	to	be	active
	
Mthroutine	Name(avQFActionSelection)	Options(*REDEFINE)
	
define	#vf_wkGUID	reffld(#VF_ELIDN)
change	#vf_wkGUID	#GUID
	
Case	OF_FIELD(#vf_wkGUID)
	
when	'=	GUID1'
*	Resources
Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch	To(BusinessObject)
Named(DEM_ORG_SEC_EMP)	Execute(Details)	Caller(#Com_Owner)
	
when	'=	GUID2'
*	Selected	and	Current
Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch	To(BusinessObject)
Named(BD8D1D64689F468E8FA84DA2DA1A87FA)	Caller(#Com_Owner)
	
when	'=	GUID3'
*	Programming	Techniques	application
Invoke	#avFrameworkManager.avSwitch	To(Application)
Named(78A26552E6E94627BBCC4DF3A248CD1F)	Caller(#Com_Owner)



	
	
endcase
	
Endroutine

	

	

ステップ	4	(オプション)
オプションのリスト全体を作り直すようにすることも可能です。
通常、ユーザーが検索できる全オプションのリスト全体が作成されるの
は一度だけです。ですが、次にユーザーが検索文字列を修正した時に、
可能なオプションのリストを再度作成するようQuickFindコンポーネン
トに指示することも可能です。
これは、#uSystem(つまりコマンド・ハンドラーまたはフィルター)にア
クセスできる場所であればどこでも行うことができ、次のような命令を
使用します。
	
set	#USYSTEM.uUserIIP	avQFRebuildList(true)
	
このプロパティがtrueに設定され、上書き機能が使用されている場合、
avQFLoadSearchList	IIP	ルーチンでロード終了時に	avQFRebuildList	を再
度	false	に設定する必要があります。
	



ア	ドバンスド・ト	ピック
Direct	-XモードでのVisual	Lansaフレームワークの使用
ISVの考慮すべき点
フレームワーク・バージョンの配布
ユーザー、グループとセキュリティ
サーバープロファイルの管理と発行
複数言語アプリケーションの問題
IIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェース・ポイント)
カスタム・プロパティ
Visual	LANSAフレームワークのオブジェクトに関するクエリーの記述



Direct-X	モードでのVisual	LANSA	フレームワークの使用
Visual	LANSA	バージョン13を使い始める場合、下記よりレンダー・タ
イプを選択します。

W Win32

X DirectX

M W32	およびDirectXのミックス

ただし、	Visual	LANSA	フレームワークで実行可能なのは、レンダー・
タイプ"W"および"M"のみです。
Win32
ミックス・モード
	



Win	32
レンダー・タイプ	"W"を使用して
UF_DESGN/UF_DEVEL/UF_ADMIN/UF_EXEC	フォームをスタートさせ
る場合、アプリケーションはWin	32モードで実行されます。これは、
Visual	LANSA	バージョン13以前の実行の仕方に近いものです。
スナップイン・コンポーネントのレンダー・タイプがDirect-Xに設定さ
れていても、VLFのすべてのパーツが当モードで実行されます。
	



ミックス・モード
レンダー・タイプ	"M"を使用して、フォーム
UF_DESGN/UF_DEVEL/UF_ADMIN/UF_EXEC	を開始すると、Visual
LANSA	フレームワークのアプリケーションの多くは	Win32	モードで実
行されます。ただし、インスタンス・リストやスナップ・インのインス
タンス・リストは	Direct-X	モードで実行されます。
スナップ・インのインスタンス・リスト
スナップ・インのコマンド・ハンドラーとフィルター



スナップ・インのコマンド・ハンドラーとフィルター
スナップ・インのコマンド・ハンドラーやフィルター、そして全ての
RAMPコマンド・ハンドラーは、今まで通り	Win	32	モードで実行され
ます。
スナップ・インのコマンド・ハンドラーやフィルターのプログラムを変
更し、コンポーネントの	RenderStyle	を	DirectX	に設定して再コンパイル
するという選択肢もあります。この場合、VLFはミックス・モードで実
行され、DirectX	のコンポーネントとして実行されます。ただし、これ
を行う場合は細心の注意を払い、十分なテストを行うようにしてくださ
い。
DirectX	モードの重要な違いとして、ユーザーがリスト/グリッド上でマ
ウスをポイントすると、そのカラムのソース・フィールドが自動的に変
わるという点があります。
リスト・エントリー上でユーザーがクリックスした時にその内容が変更
されるリストや詳細パネルをコマンド・ハンドラーが使用する場合、
DirectXだとユーザーがリスト上にマウスを置いた時に詳細パネルの
フィールドが変わるという場合があります。そしてユーザーがその詳細
パネル上でデータを保存すると、変更されたフィールド値とそうでない
ものとの両方が保存されてしまう可能性があります。
別の重要な違いは、レイアウト・マネージャにより直接サイズが調整さ
れない場合の	Win32	オブジェクト(特にActiveX	コントロール)	のサイズ
調整です。
更にパネルまたはコントロールを前に持ってきても、その後ろの別のコ
ントロールやパネルが非表示にならないという違いもあります。
また、DirectXにより使用されたフォントはWin32のフォントよりも多く
のスペースをとる場合があります。
上記はDirectXとWin32モードの違いを全て挙げている訳ではありませ
ん。
ですから、フィルターやコマンド・ハンドラーをDirectXモードに変更す
ると決定する場合は十分な注意が必要です。設計から再度やり直す必要
がある場合もあるかもしれません。いかなる状況であっても、DirectXと
Win32の違いを理解しないまま、また変更の完全なテストを行わないま
ま、全フィルターやコマンド・ハンドラーの変更をすることは避けてく
ださい。
	
	



スナップ・インのインスタンス・リスト
スナップ・インのインスタンス・リストがあり、それがDirect-X	モード
で実行されている場合、作成したインスタンス・リストが期待通りの動
作をするかどうか十分なテストを行う必要があります。Direct-X	モード
のインスタンス・リストの見栄えや動作が異なる場合があります。
特にDirect-X	では、ユーザーがマウスをその上に置くたびにリストの現
在のアイテムが変更され、リスト欄のソース・フィールドも変更されま
す。今まで(	Win32	モード)は、現在のアイテムが変更されるのは、ユー
ザーがアイテム上でクリックする時のみでした。
また、インスタンス・リストのサイズ変更が正しく行われているかも確
認するようにしてください。親オフジェクトのレイアウト・マネージャ
が直接サイズ変更を行わないW32	コントロール(	ActiveX	やリスト・
ビューを含む)	がある場合は問題となります。
　



ISVの考慮すべき点
販売目的でフレームワーク・ベースのアプリケーションを開発している
ISVの場合、フレームワークに関していく	つかさらに考慮すべき点があ
ります。まず最初に考える必要があるのは、ネームスペースの衝突で
す。
例えば、標準のフレームワークはコンポーネントUF_ADMIN、
UF_EXEC、UF_DESGN、UF_DEVEL、UF_SYSTM	およびUF_IB001を参
照します。製品を買ったお客様が販売元および別のソースからフレーム
ワークを入手し、それらを同じLANSA区画で使用しよう	とした場合、
UF_コンポーネントでネームスペースの衝突が起きます。
この問題の解決方法について詳しくは、「フレーム	ワーク・バージョン
の配布」を参照してください。



フレームワーク・バージョンの配布
開発/テストが終わり、実行バージョンを配布する際には、フレーム
ワーク定義は1つになっているはずです。
最終的なフレームワーク定義XMLファイルの名前が「Ship.xml」である
とします。エンド・ユーザーはこのフレームワークしか実行しません。
エンド・ユーザーは複数のフレームワークの選択肢を持つべきではない
ので、開発者は使用可能なエントリー・ポイント・フォームの独自の
バージョンを作成する必要があります。ただし、フレームワークの開発
やデザイン用のエントリー・ポイントは作成しないようにしてくださ
い。標準のものだけを使用し、異なるフレームワークを作成する際は
[名前を付けて保存]オプションを利用します。そして、製品ユーザーに
必要な管理者とユーザーのエントリー・ポイントだけを作ります。それ
を特定のXMLファイルにロックし、エンド・ユーザーにフレームワーク
のXMLファイルの選択ができないようにします。

1. フレームワークに、必要な独自エントリー・ポイント・フォーム
を生成し、それぞれに、例えば	SHIPADMやSHIPUSRなどの名前
を付けます。

2. それぞれのフォームのuInitializeFrameworkルーチンで、SaveAs機
能を無効にするため、
Set	Com(#Com_Owner)	Usystemxmlfile('vf_sy001_system.xml')
Usystemxmlchoice('vf_sy001_system_choice')
Usystemxmlsaveas(TRUE)
という行を次のように編集します。
Set	Com(#Com_Owner)	Usystemxmlfile('ship.xml')
Usystemxmlsaveas(FALSE)

3. SHIPADM、SHIPUSRをそれぞれコンパイルしてください。

4. これで完全に独立したフレームワーク(SHIP)ができあがりまし
た。これはフォームUF_DESGNを実行し、SHIPADMを実行して
管理し、SHIPUSRを通してアプリケーションを実行する設計に
なっています。

複数のフレームワークを管理するため、スペースのネーミングについて
考慮すべき事項
アプリケーションの配布方法について詳しくは、『Visual	LANSAフレー
ムワーク	配布チェックリスト』を参照してください。

javascript:void(0);openCHM('lansa047.CHM::/vlfdpl_0010.htm','main');


複数のフレームワークを管理するため、スペースのネーミング
について考慮すべき事項
独立したフレームワークを管理する場合は、スペースのネーミングにつ
いて考慮しなければなりません。特に他のソ	フトウェア・ベンダーが提
供しているフレームワークを使っているサイトにフレームワークをイン
ストールする場合に問題になります。
同じLANSA区画で複数のフレームワークを使う場合、次のような点
で、ネームスペースの衝突が起こりえます。
フレームワーク・エントリー・ポイント：複	数の独立したフレームワー
クが同一のエントリー・ポイント名を持つことはできません(例：
UF_DESGN,	UF_DEVEL、UF_ADMIN、	UF_EXEC)。
フィルターとコマンド・ハンドラー：同	一のLANSA区画に、同じ名前
のコマンド・ハンドラーを複数置くことはできません。新しいフレーム
ワークを作成するとき、それ自身の固有の命名規則を	フィルターやコマ
ンド・ハンドラーに割り当てる必要があります。
同一の区画に2つのバージョンのフレーム	ワーク・プログラムを持つこ
とはできません。

									UF_IB001	アイコンとビットマップ・エンローラ。

									UF_SYSTM	ユーザーIIP(Imbedded	Interface	Point)。
									Web	ブラウザー・アプリケーション用のUFU0001(プロセス
UF_SYSBR)サインオン・プログラム。

フレームワークの固有のバージョンを作成する方法の詳細については、
当該プログラムのソース・コードを参照して	ください。



ユーザー、グループとセキュリティ
フレームワークにはユーザー・プロファイル、パスワードおよびフレー
ムワーク内でのオブジェクトに対する権限をもつ便利な補助セキュリ
ティ・システムがあります。このシステムは中程度のセキュリティを提
供し、必要ならセキュリティ・システムとインターフェースすることが
できます。
しかし、セキュリティはその実行環境の性質と種類が多様で、なんでも
一度に解決できるわけではありません。
フレームワーク・セキュリティはオプションです。フレームワーク・セ
キュリティをオフにし、サーバー(Webユーザー用httpサーバー・セキュ
リティ)の標準のセキュリティだけを使用することもできます。このよ
うに、誰がアプリケーションにアクセスするか制御することができま
す。しかし、アクセスした人がフレームワーク内でできることを制御す
ることはできません。
基本的なフレームワークのセキュリティ
基本的なフレームワークのセキュリティに関する5項目
高度なオプション
よくある質問(ユーザーとセキュリティ)
シナリオ
詳細情報
ユーザーと権限を管理するためのWebインターフェースの作成



基本的なフレームワークのセキュリティ
フレームワークはユーザー・プロファイル、ユーザー・パスワードおよ
びフレームワーク内でのオブジェクトに対する権限を保守することがで
きます。
フレームワークはその情報をデータベース・ファイルVFPPF06および
VFPPF07に保存します。
そして、サーバーにある標準のユーザー・プロファイルおよびユー
ザー・パスワードのセキュリティ・システムに追加されます。
サーバーのセットアップ
基本的なフレームワーク・セキュリティの有効化
ユーザーの保守
ユーザー権限の保守
ユーザー・グループの保守



サーバーのセットアップ
フレームワーク・アプリケーションをフレームワークで定義したユー
ザーと権限を使用するWebアプリケーションとして実行する場合、また
はユーザーと権限の詳細がリモート・サーバーで保守される場合、サー
バー・プロファイルをフレームワークに正しく設定する必要がありま
す。
サーバー・プロファイルは管理メニューのサーバー...オプションで設定
します。

									新規作成ボタンを選択し、識別子タブで必要事項を入力する。

									サーバーの詳細タブで必要事項を入力する。サーバー名はLANSA
コミュニケーション管理機能で定義されている接続先のサーバー名に
対応している必要があります。

									フレームワークを閉じて保存する。



基本的なフレームワーク・セキュリティの有効化
この機能はフレームワークメニュー、プロパティオプションのユーザー
管理設定タブで有効化します。

									フレームワークユーザーと認証を使用するを選択します(まだフ
レームワークをクローズし保存してはいけません)。

									DBMSテーブルのユーザー明細の保管を選択します。
									ログオンする必要がありますに全て	（MS-Windowsとブラウザ)を
設定します。

									このフレームワークを使用する時、ローカルにログオンしますかフ
レームワークを使用するためにリモートサーバーにログオンしますの
どちらかを選択します。フレームワーク・アプリケーションがWebア
プリケーションとしてリモート・サーバー上で稼動する場合、あるい
は、ユーザーと権限の詳細をリモート・サーバーでメンテナンスする
場合は、フレームワークを使用するためにリモートサーバーにログオ
ンしますを選びます。

									これでフレームワークをクローズし保存します。





ユーザーの保守
フレームワーク・セキュリティが稼動したら、ユーザーを保守すること
ができます。
デザイン・モードでフレームワークを起動します。
管理メニュー-->ユーザー、ユーザー詳細タブを表示します。
新しい	ユーザーボタンで新しいユーザーを作成します。

ユーザーにとって最も重要な設定はユーザー・プロファイルです。この
値はユーザーを識別するときに使用します。フレームワークとサーバー
の両方がユーザー・プロファイルでユーザーを識別します。
このパスワードはユーザーがWebへサイン・オンする場合、またはロー
カルにサイン・オンする場合に検証されます。
各設定上でF2を押すとコンテキストのヘルプが表示されます。
最初に作成したいユーザーはおそらく管理者です。一度このユーザーが
フレームワークに定義されると、このユーザーはフレームワークを管理
者モードで起動して他のユーザーを保守することができます。



ユーザー権限の保守
権限タブを使用して、フレームワーク・オブジェクトのユーザー権限を
保守することができます。

ユーザーのフレームワーク・オブジェクトのチェックを外した場合、
ユーザーがフレームワークを実行モードまたは管理者モードで使用する
と、ユーザーにはそのオブジェクト(アプリケーション/ビジネス・オブ
ジェクト/コマンド)は見えません。



ユーザー・グループの保守
フレームワークでユーザー・グループを作成できます。フレームワーク
の権限を個人ではなくグループごとに割り当てることができます。
1人のユーザーが複数のグループのメンバー、あるいは1つのグループの
メンバーになることができます、またどのグループにも属さないことも
あります。ユーザーはそれぞれ与えられた権限を持ち、また属するグ
ループに与えられた権限も持っています。
グループ権限は追加できます。ユーザーはグループのメンバーになるこ
とによってグループの持つ権限を追加できますが、権限を失うことはあ
りません。
新しいグループを作成するには、新しい	グループボタンをクリックしま
す。
ユーザーをグループに加えるには、ユーザーのユーザー詳細タブを表示
します。
グループプロファイルリストで、ユーザーを追加したいグループのエン
トリーを確認します。
グループに関する詳しい情報



基本的なフレームワークのセキュリティに関する5項目
これらの一般的な概念は、ほとんどの共通構成に該当します。
ユーザーと権限のデータは通常サーバーのファイルVFPPF06および
VFPPF07に保存
VFPPF06/07のデータがWeb/Windows両方のユーザーのフレームワーク・
オブジェクトへのアクセスをコントロールする
サーバーの2組のユーザー・プロファイルとパスワード
ユーザーのグループに権限を割り当てることができる
デザイン・モードではセキュリティが適用されない



ユーザーと権限のデータは通常サーバーのファイルVFPPF06
およびVFPPF07に保存

ユーザーに関するデータ、パスワード、フレームワーク・オブジェクト
に対する権限(アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、コマンド)
は通常フレームワークが動いているLANSA区画のデータ・ライブラリ
の中のファイルVFPPF06およびVFPPF07に保存されます。これらは通常
のLANSAファイルなので、ユーザーの詳細がサーバーに保存されてい
るかどうか容易にチェックできます。
ユーザーの詳細を保存するときは、管理者がサーバーに接続している必
要があります。



VFPPF06/07のデータがWeb/Windows両方のユーザーのフレー
ムワーク・オブジェクトへのアクセスをコントロールする



サーバーの2組のユーザー・プロファイルとパスワード
フレームワークはユーザー・プロファイルとパスワードをVFPPF06およ
びVFPPF07に保存します。しかし、サーバーは標準でユーザー・プロ
ファイルおよびパスワードを保存するメソッドも持っています。
Windowsユーザーがサーバーに接続するときは、サーバー自身の標準
ユーザー・プロファイルとパスワードを使用します。ただし、いったん
接続すると、ユーザー・プロファイルにフレームワーク・セキュリ
ティ・ファイルが存在していれば、ユーザーが持っている権限でアクセ
スできるフレームワーク・オブジェクトをフレームワークが制御しま
す。
フレームワークWebサイン・オンがオンであれば、フレームワークはブ
ラウザー・ユーザーのパスワードをVFPPF06/07に保存されているパス
ワードと照会します(管理者が入力)。



ユーザーのグループに権限を割り当てることができる
フレームワークでグループを作成でき、そのグループにフレームワーク
権限を割り当てることができます。
1人のユーザーが複数のグループのメンバー、あるいは1つのグループの
メンバーになることができます、またどのグループにも属さないことも
あります。ユーザーはそれぞれ与えられた権限を持ち、また属するグ
ループに与えられた権限も持っています。
グループ権限は追加できます。ユーザーはグループのメンバーになるこ
とによってグループの持つ権限を追加できますが、権限を失うことはあ
りません。
グループに関する詳しい情報



デザイン・モードではセキュリティが適用されない
フレームワークをデザインモードで実行しているときは、設計者からは
すべてのフレームワーク・オブジェクトが見えなければならないので、
アプリケーション/ビジネス・オブジェクト/コマンドに対するフレーム
ワーク権限は適用されません。
フレームワーク・セキュリティがどのようにエンド・ユーザーに適用さ
れるかをテストするには、UF_EXECでフレームワークを起動するか、
Webブラウザーでフレームワークにアクセスします。



高度なオプション
非常に一般的な定義に適用できるサイトの要求を処理するセキュリティ
を拡張または修正する方法があります。
セキュリティ・チェックに独自の追加レイヤーを追加できる
使用しているセキュリティ・システムでフレームワークにユーザー・プ
ロファイルとパスワードを検証させる
フレームワーク・セキュリティを使用する必要がない
1つのプロファイルでサイン・オンしたユーザーは自動的に別のユー
ザーに変更できる
2つの異なるフレームワークが同じユーザーのセットを共有できる
ファイルVFPPF06/07の代わりにユーザー・データおよびセキュリティ・
データをXMLファイルとして保存できる
ユーザーに関する他の情報を保存することができる
起動URLにユーザー・プロファイルとパスワードを含めることができる
ユーザー・データの全部または一部のエクスポートおよびインポート



セキュリティ・チェックに独自の追加レイヤーを追加できる
フレームワークに追加のチェックをさせるオーバーライド(組み込みイ
ンターフェース・ポイント)が多くあります。
これらはフレームワークに作成したチェックをさせることができます。

									パスワードの選択(avPasswordRulesを参照)

									ユーザー・プロファイルとパスワード(avPrivateConnect	(Windows)
またはUFU0001(Web)を参照)

									アプリケーション、ビジネス・オブジェクト、コマンドに対する
ユーザーの権限(avCheckAuth(Windowsのみ)を参照)

									ビジネス・オブジェクトのインスタンスに対するユーザーの権限
(avCheckInstanceAuth(Windowsのみ)を参照)

									ビジネス・オブジェクトの特別なインスタンスに対する特別なコマ
ンドに対するユーザーの権限(avCheckInstanceAuth(Windowsのみ)を参
照)

IIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポイント)を
作成する



使用しているセキュリティ・システムでフレームワークにユー
ザー・プロファイルとパスワードを検証させる
システムに応じて、オーバーライド(組み込みインターフェース・ポイ
ント)を利用してフレームワークにユーザーを検証させることもできま
す。
プログラムでWebサイン・オンを検証することができます。
メソッド・ルーチンでサーバーへの接続ができます。
(「avPrivateConnect	in	UF_SYSTM(Windows)」または「UFU0001(web)」
を参照)
「IIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポイント)
を作成する」も参照してください。



フレームワーク・セキュリティを使用する必要がない
フレームワーク・セキュリティはオプションです。フレームワーク・セ
キュリティをオフにし、サーバー(Webユーザー用httpサーバー)の標準の
セキュリティだけを使用することもできます。このように、誰がアプリ
ケーションにアクセスするか制御することができます。しかし、アクセ
スした人がフレームワーク内でできることを制御することはできませ
ん。
あるいは、WebとWindowsのサイン・オンをオフにする(サーバーがこれ
らを扱えるようにする)ことができますが、ユーザーのフレームワー
ク・オブジェクトに対する権限は適用されます。



1つのプロファイルでサイン・オンしたユーザーは自動的に別
のユーザーに変更できる
IIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェース・ポイント)の機
能の1つは、あるユーザー・プロファイルを別のプロファイルに自動的
に変更できることです(「avPrivateConnect」、
「avSetSessionValues(Windows)」または「UFU0001(web)」を参照)。
これは、標準的ないくつかのカテゴリに属するユーザーがたくさん存在
し、全員をフレームワークに登録したくない場合に便利です。「別の
ユーザーでサイン・オンする場合の詳しい情報」も参照してください。



2つの異なるフレームワークが同じユーザーのセットを共有で
きる
2つのフレームワークがある場合、同じユーザーを共有することができ
ます。プロファイル、キャプション、無効にされたステータスやパス
ワードなどのユーザー詳細は共有されますが、一方でユーザー権限は
別々にフレームワークごとに保存されます。「別のユーザーでサイン・
オンする場合の詳しい情報」も参照してください。
フレームワークにまったく別のユーザーを持ちたい場合は、フレーム
ワークに別々のユーザー設定の値が保存されていることを確認します。
(フレームワーク-->プロパティ-->ユーザー管理設定タブ-->ユーザー設定
と選択します。)



ファイルVFPPF06/07の代わりにユーザー・データおよびセ
キュリティ・データをXMLファイルとして保存できる
Webアクセスのないフレームワークへのセキュリティ・オプションを軽
くするには、ユーザー定義をと権限をローカルのVF_Sy001_Users.XML
に保存します。
権限をVF_Sy001_Users.XMLに保存する場合VF_Sy001_Users.XMLはユー
ザーのPC上に存在しなくてはなりません。VF_Sy001_Users.XMLがユー
ザーのPCに存在するか、ネットワーク上に存在してどのユーザーのPC
でもアクセス可能である限り、ユーザーがリモート・サーバーに接続す
る場合でもこの方法は利用できます。
VF_Sy001_Users.XMLに保存された権限はユーザーのPCに存在する必要
がありますが、サーバーに接続する際に使用可能です(各ユーザーのPC
上に存在するか、サーバー上に存在し各ユーザーのPCからアクセス可能
な場合)。
フレームワークがWebモードで稼働中の場合、ユーザー定義と権限を保
存したVF_Sy001_Users.XMLは一切使用できません。
ユーザー定義をXMLファイルとして保存する意義：
									ユーザー定義ファイルの名前は別の名前に変えられます。

									ファイルへの完全なパスを指定できます。これはネットワーク上の
ドライブのパスでもよいので、すべてのユーザーが同じXMLファイ
ルを共有できます。

									XMLファイルの内容はフレームワーク以外で変更してはいけませ
ん。

									区画のExecuteディレクトリに、
VF_Sy001_Users_YYYYMMDD_HHMMSS.XMLというファイルが存在
する場合があります。これはそのファイル名の時間に保存されたユー
ザー定義バージョンを表しています。これは、不要なユーザー定義の
変更を元に戻すときに使用します。保存された古いバージョンは時々
削除する必要があります。

									組み込みのフレームワーク・ユーザー・プロファイル管理機能はオ
プションです。これを使わないでも、アプリケーションの複数のユー
ザーを使用したり、設計したユーザー・プロファイル管理機能が妨げ
られたりすることはありません。

この機能を使用する方法：



フレームワーク-->	プロパティ-->	ユーザー管理設定タブを表示し、オプ
ションDBMSテーブルのユーザー明細の保管のチェックをはずします。



ユーザーに関する他の情報を保存することができる
フレームワークは保存したい各ユーザーの他の情報を定義することがで
きます。
この情報は実行時にコマンド・ハンドラーやフィルターで呼び出すこと
ができます。
この情報を使用して、フレームワークにユーザーごとに違う動作をさせ
ることができます。
「カスタム・プロパティ」を参照してください。



起動URLにユーザー・プロファイルとパスワードを含めること
ができる
WebブラウザーのVLFアプリケーションを開始するときに、Webフレー
ムワークを起動するためのURLにユーザー・プロファイルとパスワード
を含めることができます。
「Webアプリケーションの開始オプション」を参照してください。



ユーザー・データの全部または一部のエクスポートおよびイン
ポート
データがLANSAの機能でアクセスできれば、別々のシステムのユー
ザーに関するデータをインポートすることができます。
(パスワードを除く)ユーザー・データはXMLファイルとしてフレーム
ワークからエクスポートできます。
インポートしたデータは既存のユーザーすべてを置換するか、その一部
を更新することができます。
エクスポートまたはインポートできるユーザー情報には、所属するグ
ループとそのユーザーの権限が含まれます。
またエクスポートしたユーザー・データのXMLファイルを手動で編集し
てインポートすることができます。

また以下も参照してください。
ユーザー・データをエクスポートする
XMLファイルからユーザー・データをインポートする
ユーザー・データの外部ソースからXMLファイルを生成しインポートす
るフレームワークの設定



ユーザー・データをエクスポートする
管理者モードまたは設計者モードでサイン・オンします。
管理	-->	ユーザーを選択します。

エクスポートユーザーボタンをクリックします。フレームワークがター
ゲット・ディレクトリとファイル名を要求します。
保存をクリックしてユーザー・データのXMLファイルを作成します。



XMLファイルからユーザー・データをインポートする
管理者モードまたは設計者モードでサイン・オンします。
管理	--	>	ユーザーと選択します。

XMLからユーザーをインポートボタンをクリックします。フレームワー
クがディレクトリとファイル名を要求します。
ファイルの名前とロケーションを入力し開くをクリックします。
ユーザー・データのXMLファイルは正しくフォーマットされている必要
があります。構造はエクスポートされたXMLと同じです。以下のように
なります。
<?xml	version="1.0"	?>	
<EXTRACT>
		<USERS	ACTION="UPDATE">
				<USER	ACTION="UPDATE"	UUSERPROFILE="FRED">
						<USEQUENCE	TYPE="N"	VALUE="1"	/>	
						<UCAPTION	LANG="ENG"	VALUE="USER	FRED"	/>	
						<UHINT	LANG="ENG"	VALUE=""	/>	
						<UICONNAME	VALUE="VF_IC496"	/>	
						<UUSEROBJECTTYPE	VALUE="FRED_OBJ"	/>	



						<UPASSWORD	VALUE="FREDSPSWD"	/>
						<UEMAILADDRESS	VALUE="FRED@LANSA.COM.AU"	/>	
						<UTEMPDIRECTORY	VALUE="C:\DOCUME~1\user\LOCALS~1\Fred\"	/>	
						<UDISABLED	VALUE="FALSE"	/>	
						<UADMIN	VALUE="FALSE"	/>	
						<UGROUPUSER	VALUE="FALSE"	/>	
						<USIGNOFFTIMEOUT	TYPE="N"	VALUE="0"	/>	
						<USIGNONTIMEOUT	TYPE="N"	VALUE="0"	/>	
						<GROUPS	ACTION="REPLACE">
								<GROUP	VALUE="GROUP_1"	/>	
						</GROUPS>		
						<AUTHORITIES	ACTION="REPLACE">
								<AUTHORITY	TYPE="FRAMEWORK"	OBJECT="SHIPPED_FRAMEWORK"	VALUE="ALLOW"	/>	
						</AUTHORITIES>
				</USER>
		</USERS>
</EXTRACT>
	
このようなXMLを生成するLANSAファンクションを作成したい場合
は、まずファンクションUF_SYSBR/UFU0004を見てください。
参照
ユーザー・データのXMLファイルの作成規則



ユーザー・データの外部ソースからXMLファイルを生成しイ
ンポートするフレームワークの設定
組み込みのサンプル・コンポーネントUF_IMPUSのコメントを読みます
(これはVisual	LANSAの再利用可能パーツです)。
以下を実行できる独自のバージョンのUF_IMPUSを作成します。
a.			ユーザー・データのソースを読み込む

b.			標準のXMLフォーマットのファイルに書き出す

c.			リターン・コードOKと生成したXMLファイルのフルネームを返す

ここでフレームワークに設計者としてサイン・オンします。
1.			フレームワーク、プロパティ、ユーザー管理設定と選択する

2			設定の変更：ｲﾝﾎﾟｰﾄﾕｰｻﾞｰはｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾎﾟｲﾝﾄにファンクション名を指定

3.			フレームワークを保存し、終了する

4.			管理者または設計者としてサイン・オンする

5.			管理、ユーザーと選択する

これで使用可能なボタンユーザー	インポートが表示されます。
管理者がこのボタンを押すと、フレームワークが関数を実行し、生成し
たXMLファイルからユーザー・データをインポートします。これにより
フレームワークのユーザーを作成または更新します。





ユーザー・データのXMLファイルの作成規則
構造と許容エレメントは、以下のコード・サンプルに表示されていま
す。
<?xml	version="1.0"	?>	
<EXTRACT>
		<USERS	ACTION="UPDATE">
				<USER	ACTION="UPDATE"	UUSERPROFILE="FRED">
						<USEQUENCE	TYPE="N"	VALUE="1"	/>	
						<UCAPTION	LANG="ENG"	VALUE="USER	FRED"	/>	
						<UHINT	LANG="ENG"	VALUE=""	/>	
						<UICONNAME	VALUE="VF_IC496"	/>	
						<UUSEROBJECTTYPE	VALUE="FRED_OBJ"	/>	
						<UPASSWORD	VALUE="FREDSPSWD"	/>
						<UEMAILADDRESS	VALUE="FRED@LANSA.COM.AU"	/>	
						<UTEMPDIRECTORY	VALUE="C:\DOCUME~1\user\LOCALS~1\Fred\"	/>	
						<UDISABLED	VALUE="FALSE"	/>	
						<UADMIN	VALUE="FALSE"	/>	
						<UGROUPUSER	VALUE="FALSE"	/>	
						<USIGNOFFTIMEOUT	TYPE="N"	VALUE="0"	/>	
						<USIGNONTIMEOUT	TYPE="N"	VALUE="0"	/>	
						<GROUPS	ACTION="REPLACE">
								<GROUP	VALUE="GROUP_1"	/>	
						</GROUPS>		
						<AUTHORITIES	ACTION="REPLACE">
								<AUTHORITY	TYPE="FRAMEWORK"	OBJECT="SHIPPED_FRAMEWORK"	VALUE="ALLOW"	/>	
						</AUTHORITIES>
				</USER>
		</USERS>
</EXTRACT>
	

一般的な規則
他のエレメントのタイプは無視されます。
プロパティ・エレメント(例、uSequence、uCaption)にはVALUE属性があ
ります。
数値プロパティ・エレメントはTYPE	=	"N"の属性も持っていなければな
りません。



<UADMIN>、<UDISABLED>、<UGROUPUSER>のようなブール・プロ
パティはVALUE="TRUE"またはVALUE="FALSE"で指定します。
ACTION属性はUSERS、USER	GROUPSまたはAUTHORITIESのみに指定
できます。
ACTION="UPDATE"はXMLに指定されたものを変更/追加し、その他は
そのままに残すことを表します。これがまだ存在していない場合は作成
されます。
ACTION="REPLACE"はXMLに指定されたものを変更/追加し、XMLに
指定されていないものはすべて削除することを表します。
ACTION="DELETE"はオブジェクトを削除することを表します。

具体的なエレメント/属性のルール
エレメント 属性 説明 値

<USERS> ACTION すべてのユーザーの置換
または既存ユーザーを変
更/に追加

REPLACE,	UPDATE

<USER> ACTION XMLに指定されていない
プロパティの取り扱い、
あるいは
ユーザーの削除

REPLACE,	UPDATE,
DELETE

	 UUSERPROFILE ユーザーのユーザー・プ
ロファイル

	

<GROUPS> ACTION 	 REPLACE,	UPDATE,
DELETE

<GROUP> VALUE グループのユーザー・プ
ロファイルグループはす
でにフレームワークに存
在している必要がある。
存在しない場合、グルー
プはXML内で他のユー
ザーより先に<USER>で
定義する必要がありま
す。

	

<AUTHORITIES> ACTION すべての権限の置換また REPLACE,	UPDATE,



は既存の権限を変更/追
加、または特定の権限を
削除する

DELETE

<AUTHORITY> TYPE ユーザーが使用権限を持
たないオブジェクトのタ
イプ

FRAMEWORK,
APPLICATION,
BUSINESS_OBJECT,
COMMAND_REFERENCE,
APPLICATION_VIEW,
SERVER

	 OBJECT ユーザーが使用できない
オブジェクトの「ユー
ザー・オブジェクト名/タ
イプ」

	

	 VALUE Allowの場合にユーザーに
このオブジェクトの使用
を許可する(フレームワー
クのオブジェクトのみ)、
あるいはDisallowの場合
にこのオブジェクトの使
用を禁止する(その他のオ
ブジェクトすべて)

ALLOW,	DISALLOW

	 COMMAND (これは
COMMAND_REFERENCE
オブジェクトの権限に使
用します)

	

	 OWNER (これは
COMMAND_REFERENCE
オブジェクトの権限に使
用します)
コマンドが適用されるオ
ブジェクト(フレームワー
ク、アプリケーション、
ビジネス・オブジェクト)
の「ユーザー・オブジェ
クト名/タイプ」

	



	 OWNTYP コマンドが適用されるオ
ブジェクトのタイプ

FRAMEWORK,
APPLICATION,
BUSINESS_OBJECT

	



よくある質問(ユーザーとセキュリティ)
デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切かどうか
フレームワーク・セキュリティを実行しても、効いていないように見え
る
フレームワークを管理者(例、UF_ADMIN)として実行したが、フレーム
ワークが一瞬表示されて消えてしまった
Windowsおよび/またはブラウザーで使用不可にしたオプションが表示さ
れている
なぜユーザー・プロファイルのユーザーが自動作成されるのか
ステータス・バーに表示するユーザー・プロファイルの制御は可能か
RDMLプログラムでユーザーがサイン・オンしたプロファイルやステー
タス・バーのユーザー・プロファイルにアクセスする方法
ユーザー・タイムアウトの設定が使用されるケース
ユーザーにパスワードの変更を許可する方法



デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切
かどうか
まったく違います。設計者として作業中は補助メニュー・オプションが
現われ、セキュリティは無効になり、リソースをもっと消費する付属機
能が有効になります。

単体または結合テストを行う場合は、実際のエンド・ユーザーと同じ環
境で実行できるよう、常にUF_EXEC(ユーザー)エントリー・ポイント・
フォームを使用すべきです。	

		



フレームワーク・セキュリティを実行しても、効いていないよ
うに見える
[VL	フレームワーク	-	設計者モード]エントリー・ポイントを使用してい
ますか。使用していれば、「デザイン・モードで、単体および結合テス
トを行うことが適切かどうか」を参照してください。



Windowsおよび/またはブラウザーで使用不可にしたオプショ
ンが表示されている
フレームワークを設計者権限で使用していますか。使用していれば、
「デザイン・モードで、単体および結合テストを行うことが適切かどう
か」を参照してください。



なぜユーザー・プロファイルのユーザーが自動作成されるのか
フレームワークを起動するとき、サイン・オンの要求が無く、フレーム
ワークがLANSAを起動したユーザー・プロファイルのユーザーを見つ
けられなかった場合、フレームワークは適切なユーザー・プロファイル
で一時的なフレームワーク・ユーザーを作成します。現在のユーザーが
必要なためこのような動作をします。



ユーザー・タイム	アウトの設定が使用されるケース
ユーザーが一定時	間無効になったときに、強制的に再度サイン・オンさ
せたい場合、あるいはユーザーが一定時間無効になったときに、フレー
ムワークをクローズしたい場合に、	タイムアウトの設定が使用されま
す。さらに詳しい設定をするにはF2を使います。
タッチ・デバイスでVLFを使用する場合、サインオフの時間および再サ
インオンの時間を設定するオプションは無効になることに注意してくだ
さい。	デバイスへのアクセスをコントロールするには、デバイス固有の
タイムアウト設定を使用してください。



ステータス・バーに表示するユーザー・プロファイルの制御は
可能か

WINDOWS
ユーザーを変更することができます。サーバーへ接続するメソッド(IIP
avPrivateConnect参照)で接続している場合、ユーザーをあるユーザー・
プロファイルとして接続させ、もう1つのプロファイルを返すようにす
ることができます。または、IIPのavSetSessionValuesを修正し、ユーザー
のプロファイルに別のセッション値を与えることができます。
クライアント・サーバー・アプリケーションでは、サインオンの認証を
行うServer	IIPファンクション（省略値ではファンクションUFU0005）の
RDMLのフィールドCHK_VUSERの値を変更することで、表示される
ユーザーを変更できます。	詳細はUF_SYSBR/UFU0005のソース・コー
ドを参照してください。

Web：
User	Sign	on	IIPのRDMLのCHK_VUSERフィールドの値を変更して(デ
フォルトはUFU0001ファンクション)、表示されているユーザーを変更
することができます。
CHANGE	FIELD(#CHK_VUSER)	TO(*User)
	
または
CHANGE	FIELD(#CHK_VUSER)	TO(*WebUser)
	
または
CHANGE	FIELD(#CHK_VUSER)	TO(#CHK_USER)
	



RDMLプログラムでユーザーがサイン・オンしたプロファイル
やステータス・バーのユーザー・プロファイルにアクセスする
方法

WINDOWS
Change	#MYUSERFIELD	*USER

Web：
Change	#MYUSERFIELD	to	*USER
または
Change	#MYUSERFIELD	to	*WebUser
または
USE	builtin(VF_GET)	with_args(	LOGGEDONUSER)
to_get(#MYUSERFIELD)
	

WAM：
Change	#MYUSERFIELD		#thishandler.avLoggedonUser
	



ユーザーにパスワードの変更を許可する方法

WINDOWS
フレームワーク詳細の、ユーザー管理設定タブ	で「ユーザーはパスワー
ドを変更できる」の設定を変更します。
このオプションはこのフレームワークを使用する時、ローカルにログオ
ンしますオプションが選択されているときのみ有効です。

Web：
ユーザーにパスワードの変更を許可するフレームワークの設定はありま
せん。
この代替方法の1つは、User	Sign	on	IIP(デフォルトはUFU0001)を変更
し、フレームワークにユーザー・プロファイル/パスワード・ファイル
をチェックさせることです。そして、ユーザー・プロファイル/パス
ワード・ファイルをインターフェースし、ユーザーがパスワードを変更
できる普通のコマンド・ハンドラーを書きます。



フレームワークを管理者(例、UF_ADMIN)として実行したが、
フレームワークが一瞬表示されて消えてしまった
UF_ADMIN	(または同等のもの)を使用するには、ユーザーは管理者とし
て設定されている必要があります。
潜在的にセキュリティの危険があるユーザーには、セキュリティ侵害の
原因そのものが表示されるため、この状況ではエラー・メッセージは表
示されません。



シナリオ
以下のシナリオでは、別の使用例を解説しています。
シナリオ：System	i	Webサーバー
シナリオ：System	iサーバー、スーパー・サーバーに接続しているユー
ザー
シナリオ：Windowsサーバー、スーパー・サーバーに接続しているユー
ザー



シナリオ：System	i	Webサーバー
前提条
件

設定 使用しているバージョ
ンのUFU0001の修正

標準ユーザーをフ
レームワークに登録
する

ユーザーがSystem	i	Webサーバーに接続すると、HTTPサーバーが入力し
たパスワードをサーバーの標準プロファイル/パスワードで検証しま
す。
IIP関数UFU0001はユーザーがHTTPサーバーにログオンする際のユー
ザー・プロファイルを受け取り、標準的なユーザーのプロファイルと入
れ替えます。
ユーザーには標準ユーザーが持つフレームワーク・オブジェクトに対す
る権限が与えられます。



前提条件

シナリオ：
System	i	Web
サーバー

設定 使用しているバー
ジョンのUFU0001の
修正

標準ユーザーをフ
レームワークに登録
する

									ユーザーはパスワードを保守する必要があります(5250経由)。

									管理者は2組のユーザー・プロファイルは保守しません。
									管理者はフレームワーク・オブジェクトに対するユーザーのアクセ
スをグループごとに管理します。



設定

シナリオ：
System	i	Web
サーバー

前提条
件

使用しているバー
ジョンのUFU0001の
修正

標準ユーザーをフ
レームワークに登録
する

フレームワーク-->プロパティ-->ユーザー管理設定タブ：

オプション 設定

フレームワークユーザーと認証を
使用する

チェックあり

DBMSテーブルのユーザー明細の
保管

チェックあり

ログオンする必要があります MS-Windowsの
みで実行

フレームワークを使用するために
リモート・サーバーにログオンし
ます

チェックあり

	

System	i上にHTTPサーバーを構成し、ユーザー・プロファイルとパス
ワードを検証します。



使用しているバージョンのUFU0001の修正
シナリオ：
System	i	Web
サーバー

前提条
件

設定 標準ユーザーをフレームワー
クに登録する

HTTPサーバーにログオンして、標準ユーザーに変わる典型的なユー
ザーのプロファイルであるフレームワークのユーザー・プロファイル
(”typical	user”)を検索する新しいバージョンのUFU0001を作成します(検
出されなかったユーザーにはデフォルトの標準ユーザーを割り当てま
す)。
検索はユーザー・プロファイルのデータベース・ファイルを使って実行
するか、フレームワークの"typical	users"がSystem	iグループのプロファ
イルと同じであるという前提で、ユーザーのSystem	iグループ・プロ
ファイルにアクセスするCLプログラムを呼び出して実行します。
使用しているバージョンのUFU0001のRDMLで
CALL	PGM(GETGRPPRF)	PARM(#CHK_USER	#GRPPRF)	EXIT_USED(*NEXT)	MENU_USED(*NEXT)																																								
CHANGE	#CHK_USER	#GRPPRF
CHANGE	#CHK_VALP	'FALSE'
	
CLプログラムGETGRPPRFは、以下のようなものです。
PGM								PARM(&USRPRF	&GRPPRF)																																				
DCL	&GRPPRF	*CHAR	10																																																
DCL	&USRPRF	*CHAR	10																																																
													RTVUSRPRF		USRPRF(&USRPRF)	GRPPRF(&GRPPRF)													
ENDPGM																																																														
	
また、UFU0001を修正して、ユーザーをこれから変わろうとする"typical
user"ではなく、ログオンしたままのタイプで表示することができます。
change	#CHK_VUSER	*WEBUSER	
	
使用しているバージョンのUFU0001のコンパイル
フレームワークを使用しているバージョンのUFU0001に変更するには、
フレームワーク-->[プロパティ]-->[Web/RAMP詳細]タブを表示します。
オプションWebﾕｰｻﾞｰｻｲﾝｵﾝのﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにファンクション名を指定し
ます。



標準ユーザーをフレームワークに登録する

シナリオ：
System	i	Web
サーバー

前提条
件

設定 使用しているバージョンの
UFU0001の修正

	

管理者として、リモートサーバーに接続するモードでWindowsフレーム
ワークを起動します。
標準ユーザーをフレームワークに登録します(パスワードは関係ありま
せん)。標準ユーザーが持つべきフレームワークオブジェクトに対する
権限を与えます。
フレームワークを保存します。



シナリオ：System	i	サーバー、スーパー・サーバーに接続して
いるユーザー

前提条
件

設定 ユーザーおよ
びグループを
登録する

ユーザーがサーバーに接続すると、入力したパスワードはサーバーの標
準プロファイル/パスワードで検証されます。
ユーザーは、所属するグループにしたがって、フレームワーク・オブ
ジェクトに関する権限を継承します。



前提条件

シナリオ：System	iサー
バー、スーパー・サーバーに
接続しているユーザー

設定 ユーザーおよびグルー
プを登録する

									ユーザーはパスワードを保守する必要があります(5250経由)。

									管理者はフレームワークのユーザー・プロファイルおよびサー
バー・ユーザー・ファイルを保守できます。

									管理者はフレームワーク・オブジェクトに対するユーザーのアクセ
スをグループごとに管理します。



設定

シナリオ：System	iサー
バー、スーパー・サーバー
に接続しているユーザー

前提条
件

ユーザーおよびグ
ループを登録する

フレームワーク-->プロパティ-->ユーザー管理設定タブ：

オプション 設定

フレームワークユーザーと認証を
使用する

チェックあり

DBMSテーブルのユーザー明細の
保管

チェックあり

ログオンする必要があります MS-Windowsの
みで実行

フレームワークを使用するために
リモート・サーバーにログオンし
ます

チェックあり

	



ユーザーおよびグループを登録する

シナリオ：System	iサー
バー、スーパー・サーバー
に接続しているユーザー

前提条
件

設定

管理者モードで、またはデザイン・モードでフレームワークを起動しま
す。

									適当なグループを作成します。

									各グループにフレームワーク・オブジェクトに対する適切な権限を
与えます。

									各々のユーザーを作成します(パスワードは関係ありません)。
									各ユーザーを所属すべきグループに追加します。



シナリオ：Windowsサーバー、スーパー・サーバーに接続して
いるユーザー

前提条件 設定 ユーザーおよ
びグループを
登録する

ユーザーがサーバーに接続すると、データベース・プロファイルとデー
タベース・パスワード(例えばDBA	/	SQL)でデータベースへの初期接続
が確立されます。
いったん初期接続が確立されると、フレームワークはファイル
VFPPF06/07に含まれるユーザー・プロファイルとユーザーのパスワード
情報にアクセスでき、ユーザーが入力したプロファイルとパスワードを
検証できるようになります。
ユーザーは、所属するグループにしたがって、フレームワーク・オブ
ジェクトに関する権限を継承します。



前提条件

シナリオ：Windowsサー
バー、スーパー・サーバーに
接続しているユーザー

設定 ユーザーおよびグ
ループを登録する

									管理者がユーザー・パスワードを保守します。

									管理者はフレームワークのユーザー・プロファイルだけを保守しま
す。

									サーバーはそのデータベース・ユーザーとデータベース・パスワー
ドでフレームワークに定義されます。

									管理者はフレームワーク・オブジェクトに対するユーザーのアクセ
スをグループごとに管理します。



設定

シナリオ：Windowsサー
バー、スーパー・サーバーに
接続しているユーザー

前提条件 ユーザーおよび
グループを登録
する

フレームワーク-->プロパティ-->ユーザー管理設定タブ：

オプション 設定

フレームワークユーザーと認証を
使用する

チェックあり

DBMSテーブルのユーザー明細の
保管

チェックあり

ログオンする必要があります MS-Windowsのみで実
行

フレームワークを使用するために
リモート・サーバーにログオンし
ます

チェックあり

	

管理-->サーバー-->サーバーの詳細タブ：

オプション 設定

サーバー	タイプ LANSA	for	Windows

データベース	ユーザー <<初期接続のユー
ザー・プロファイル-
例：DBA>>

データベース	パスワード <<初期接続のパスワー
ド-例：SQL>>

	



ユーザーおよびグループを登録する

シナリオ：Windowsサー
バー、スーパー・サーバーに
接続しているユーザー

前提条件 設定

管理者モードで、またはデザイン・モードでフレームワークを起動しま
す。

									適当なグループを作成します。

									各グループにフレームワーク・オブジェクトに対する適切な権限を
与えます。

									各々のユーザーを作成します(パスワードは関係ありません)。
									各ユーザーを所属すべきグループに追加します。



詳細情報
グループに関する詳しい情報
IIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポイント)を
作成する
別のユーザーでサイン・オンする場合の詳しい情報
別のフレームワークとユーザーを共有する方法



グループに関する詳しい情報

権限グループを作成する
新しい	グループボタンを押します。ユーザー詳細タブを表示し、グルー
プにキャプションをつけユーザー・プロファイルを設定します。グルー
プはサイン・オンしないので、グループのプロファイルはどこにでも存
在しなければならないものではありません。

グループに権限を設定する
権限タブを表示します。ユーザーの場合と同じ方法でグループにフレー
ムワーク・オブジェクトの権限を与えます。

グループにユーザーを追加する
ユーザー・パネルの左のリストからユーザーを一人ずつクリックし、
ユーザー詳細タブを表示します。作成したグループはこのタブの下部の
グループ・リストに表示されます。ユーザーを加えるグループ(あるい
はユーザーに結びつけるグループ)をチェックします。

権限は追加できる
各々のユーザーまたはそのユーザーが所属するグループが、オブジェク
トに対する権限を持っている場合、ユーザーはそのオブジェクトを使用
できます。
これは以下を意味します。

									各々のユーザーがオブジェクトに対する権限を持っていない場合で
も、ユーザーが所属するグループのうちの1つが権限を持っていれ
ば、ユーザーはそのオブジェクトを使用できます。

									個々のユーザーがオブジェクトに対する権限を持っていて、その権
限を持っていないグループに属している場合でも、ユーザーはオブ
ジェクトを使用できます。

									ユーザーが2つのグループに属していて、1つのグループはオブジェ
クトに対する権限を持っており、他方は持っていない場合でも、ユー
ザーはオブジェクトを使用できます。

グループのメンバーの権限
権限タブを表示すると、ユーザーが権限を持っているオブジェクトはグ
レー表示され保護されます。これはグループがオブジェクトへの権限を
持っている場合、そのグループのユーザーのオブジェクト権限は(追加
できるので)削除できないからです。



ユーザーが個人個人で持っているオブジェクトに対する権限は削除でき
ますが、グループがオブジェクトへの権限を持っている場合は削除でき
ません。
また各ユーザーに個人のオブジェクトに対する権限を与えることができ
ますが、オブジェクトはグループの権限がないものに限ります。これを
オブジェクトへの個別オーバーライド権限といいます。

個別オーバーライド権限の注意
個別オーバーライド権限をオブジェクトに与えると、(ユーザーが親へ
の権限をまだ持っていない場合)フレームワークがユーザーにオブジェ
クトの親への個別権限を与える場合があります。この実装によりユー
ザーはすべてのグループから削除されたとしても、矛盾のない個別権限
を確実に持つことができます。
ユーザーには、オブジェクトの直接の祖先に対する個別権限だけが与え
られます。
しかし、同じ親に属する新しいオブジェクトが連続してフレームワーク
に追加された場合、これは予期しない個別権限を新しいオブジェクトに
与える場合があります。この問題を避けるには、すでにユーザーの権限
が設定されているフレームワークに新しいオブジェクトを追加するとき
に、新しいオブジェクトのアクセス制限プロパティをチェックします。
あるいは、フレームワークに新しいオブジェクトを追加してから各ユー
ザー権限を編集することもできます。



IIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポ
イント)を作成する
WINDOWS
WindowsのIIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポ
イント)は、フレームワーク詳細タブのコンポーネントです(メニュー
で、フレームワーク-->プロパティオプション-->フレームワーク詳細タ
ブを選択します)。このオプションはユーザー組み込みインターフェー
ス・ポイントと呼ばれます。組み込まれている値はコンポーネント
UF_SYSTMです。
IIP	Windowsのチェックを行うために必要なことは、バージョン
UF_SYSTMを別名で作成するだけです、そのあと編集し、やりたいこと
を実行する関連メソッド・ルーチンを修正し、コンパイルし、オプショ
ンをUF_SYSTMからバージョンの名前に変更します。

Web：
WebのIIP(Imbedded	Interface	Points：組み込みインターフェース・ポイン
ト)は、[Web/RAMP詳細]タブのファンクションです(メニューで、フレー
ムワーク-->[プロパティ]オプション-->[Web/RAMP詳細]タブを選択しま
す)。このオプションは「IIPユーザー・サイン・オンファンクション
名」と呼ばれます。組み込まれている値はコンポーネントUFU0001で
す。
IIP	Webのチェックを行うために必要なことは、ファンクションUFU0001
の別名バージョンを作成するだけです、そのあと、やりたいことを実行
するように修正し、コンパイルし、フレームワークの設定をUFU0001か
らバージョンの名前に変更します。
ほとんどのIIPのドキュメントはUF_SYSTMとUFU0001のソース・コー
ドです。「組み込みインターフェース・ポイントが提供するもの」も参
照してください。



別のユーザーでサイン・オンする場合の詳しい情報
標準的ないくつかのカテゴリに属するユーザーがたくさん存在する場
合、全員をフレームワークに登録したくない場合があります。
その代わりに、フレームワークの各標準カテゴリーに1人のユーザーを
登録することができます。このユーザーを「標準ユーザー」と呼びま
す。各標準ユーザーにフレームワーク・オブジェクトに対する正しい権
限を与えます。
フレームワークのWebサイン・オン・オプションをオフにし、サーバー
(またはHTTPサーバー)で、ユーザーのパスワードとプロファイルを検証
します。
サイン・オン後、IIPプログラムはユーザーがどのカテゴリーに属してい
るかを検索でき、標準ユーザーに変更できます。そして、そのユーザー
には標準ユーザーの権限が与えられます。



別のフレームワークとユーザーを共有する方法
ユーザーを共有するには：

									フレームワークはユーザー詳細をVFPPF06およびVFPPF07に保存す
る必要があります。

									この2つのフレームワーク・オブジェクトは異なるユーザー・オブ
ジェクト・タイプでなければなりません。

									ユーザー・セットは両方のフレームワークで同じでなければなりま
せん。



ユーザーと権限を管理するためのWebインターフェースの作成
デフォルトでは、管理アプリケーションとユーザーと権限ビジネス・オ
ブジェクトは、アクセスが制限されたオブジェクトです。これらのオブ
ジェクトに管理者権限を明示的に与える必要があります。
配布されたフレームワークWebアプリケーションの管理者インター
フェースを使用して、ユーザーやグループの作成、権限やカスタム・プ
ロパティの値の設定ができます。
ユーザーと権限の作成と管理にWebインターフェースを使用するには、
管理アプリケーションとユーザーと権限ビジネス・オブジェクトをフ
レームワークにマージする必要があります。
1.	デザイン・モードでフレームワークを起動します。
2.	フレームワークメニューのマージツールオプションを使用してマージ
を開始します。「マージ・ツールの使い方」を参照してください。
3.	Windowsエクスプローラを使用して実行フォルダー区画のマージ・リ
ストVF_Administration_Merge_List.txtを検索し、そのファイルをコピーし
ます。マージツールウィンドウのマージファイルエリアにそのファイル
を貼り付けます。
4.	管理アプリケーションとユーザーと権限ビジネス・オブジェクトを
マージする手順：

									マージリストエリアで2つのオブジェクトを次の順序で選択しま
す。

VF_FP002	-	管理

VF_FP003	-	ビジネスオブジェクト
(ユーザーと権限)

									リファレンス	リストですべてのオブジェクトを選択します。



		
選択項目をマージボタンのキャプションに選択項目をマージ	(16)と表示
されるはずです。

									選択項目をマージボタンをクリックします。

									選択された全てのマージボタンをクリックします。

									メッセージが表示された場合、チェックボックスのチェックを外し
て閉じるボタンをクリックします。ここでは保存して再起動しないで
ください。

									選択された全てのマージボタンを再度クリックします。

									終了したら、フレームワークを保存して再起動しますが、変更を
Webサーバーにアップロードしないでください。

									フレームワークが再起動したら、フレームワークにダミーの変更を
行い、その変更を保存してアップロードします。

これで、管理者としてサイン・オンした場合には、フレームワークWeb
アプリケーションでユーザーと権限を管理できます。
	

この機能に必要な新しいフレームワーク・オブジェクト

オブジェク キャプション Webハンドラー 説明



ト・タイプ

アプリケー
ション

管理 N/A

ビジネス・
オブジェク
ト

ユーザーと権
限

N/A 	

ビジネス・
オブジェク
トWebフィ
ルター

ユーザープロ
ファイルで

プロセス：
UF_USRM
ファンクション：
UFUMF1

*WEBEVENTファ
ンクションです。

ビジネス・
オブジェク
ト・コマン
ド

新しいユー
ザー

AJAXページ：
UFUMUDX.htm

すべてのコマンド
に対して、オプ
ションAJAXスタイ
ルルーチンを使用
します。

	 新しいグルー
プ

AJAXページ：
UFUMUDX.htm

	

ビジネス・
オブジェク
ト・インス
タンス・コ
マンド

詳細 AJAXページ：
UFUMUDX.htm

	

	 プロファイル
削除

AJAXページ：
UFUMUDX.htm

	

	 カスタム・プ
ロパティ

AJAXページ：
UFUMUPX.htm

	

	 権限 AJAXページ：
UFUMUAX.htm

	

	

その他の必要なオブジェクト

オブ 名前 説明 配布パッ



ジェク
ト・タ
イプ

ケージに
存在する
かどうか

	 	 	 	

プロセ
ス・ス
ケルト
ン

UF_USRM Webファンク
ション用の標準
VLFスケルトン

ありませ
ん。

RDML
プロセ
ス/ファ
ンク
ション

UF_USRM/UFUMF1 ユーザーと権限
WEBEVENT
フィルター

あります
(自動的
にエクス
ポート・
リストに
挿入され
るように
命名規則
に従いま
す)。

Web
ページ

UFUMUDX.htm 次のコマンド用
のAJAXハンド
ラー：
新しいユーザー
新しいグループ
詳細
プロファイル削
除

すべての
AJAX
ページに
対してあ
ります
(自動的
にエクス
ポート・
リストに
挿入され
るように
命名規則
に従いま
す)	-	対
象のプラ
イベー
ト・フォ
ルダー。



	 UFUMUPX.htm カスタムプロパ
ティ	コマンド
用のAJAXハン
ドラー

	

	 UFUMUAX.htm 権限コマンド用
のAJAXハンド
ラー

	

	 プロファイル削除 AJAXページ：
UFUMUDX.htm

	

	 カスタム・プロパティ AJAXページ：
UFUMUPX.htm

	

	 権限 AJAXページ：
UFUMUAX.htm

	

マー
ジ・リ
スト(テ
キス
ト・
ファイ
ル)

VF_Administration_Merge_List.txt 	 ありませ
ん。



サーバープロファイルの管理と発行
通常サーバー定義は関連付けられたLANSA区画のExecuteディレクトリ
に常駐するVF_Sy001_Servers.XMLというファイルに保存されます。
サーバー定義に関する重要事項：

									サーバー定義ファイルの名前は別の名前に変えられます。

									XMLファイルの内容はフレームワーク以外で変更してはいけませ
ん。

									区画のExecuteディレクトリに、
VF_Sy001_Servers_YYYYMMDD_HHMMSS.XMLというファイルが存
在する場合があります。これはそのファイル名の時間に保存された
サーバー定義バージョンを表しています。これは、不要なサーバー定
義の変更を元に戻すときに使用します。保存された古いバージョンは
時々削除する必要があります。

									組み込まれたサーバー管理機能を使用しなければならないわけでは
ありません。これを使わなくても、アプリケーションの複数のサー
バーを使用したり標準のLANSAスーパーサーバーの機能が妨げられ
ることはありません。



サーバー定義の配布
サーバー定義の変更はUF_ADMINエントリー・ポイントまたはそれに相
当するもので行います(「フレームワークの起動」を参照)。配布するア
プリケーションにこの機能が必要ない場合は、UF_ADMINまたはこれと
同等のエントリー・ポイントを、エンド・ユーザーに配布しないでくだ
さい。
エンド・ユーザーがサーバー設定を編集できるようにするかどうかに
よって、VF_Sy001_Servers.XMLに何を記述して配布すればよいかの判
断に影響があります。

									エンド・ユーザー環境に対するフレームワークの初回配布。

									エンド・ユーザー環境にあるフレームワークのアップグレード。

次のようなオプションがあります。

									VF_Sy001_Servers.XMLを配布しない方法。アプリケーションを配
布する際、UF_ADMIN(またはこれと同等のエントリー・ポイント)の
使い方を説明し、固有のサーバー環境を定義できるようにします。

									サーバーの詳細をすべて事前定義したVF_Sy001_Servers.XMLを配
布する方法。エンド・ユーザーはUF_ADMIN(またはこれと同等のエ
ントリー・ポイント)がなくてもサーバー定義が可能です。整合のと
れたサーバー・システムを定義するためにはこの方法しかありませ
ん。

									一部のサーバーの定義を例として記述したVF_Sy001_Servers.XML
を配布する方法。これと併せてUF_ADMIN(またはこれと同等のエン
トリー・ポイント)の使い方を説明し、例を参考にしながら固有の
サーバー環境を定義できるようにします。

シナリオ：内部開発、有名なサーバー
シナリオ：ISV、認識されていないサーバー1台の場合
シナリオ：ISV、認識されていないサーバーが複数の場合



シナリオ：内部開発、有名なサーバー
シナリオ：内部開発アプリケーション、一組のよく知られたサーバーへ
の接続だけを許可します。
例：ACMEエンジニアリングは独自のフレームワーク・ベースのアプリ
ケーションを社内で開発します。彼らはそのアプリケーションを、別々
のオフィスにある3つのSystem	iバックエンド・サーバーの1つを利用す
るPCに配置し国中にプラントを製造しています。
推奨：
エンド・ユーザーがサーバー定義にまったく関わる必要がないよう
に"ready	to	run"を発送します。
									フレームワークVF_Sy001_Servers.XMLを配置します。

									サーバーの詳細を定義したLANSAコミュニケーション管理機能、
LROUTE.DATファイルを配置します。

									エンド・ユーザーが組み込まれた詳細を変更することはできませ
ん。

									適当なアイコンをサーバー定義(通常ロケーション・ベース)に入れ
ます。



シナリオ：ISV、認識されていないサーバー1台の場合
シナリオ：ISV開発、アプリケーションが1台のサーバー(ただし認識さ
れていないもの)への接続だけを許可している場合
例：ACMEソフトウェアがフレームワーク・ベースのヘルスケア・パッ
ケージを開発、販売する場合。このソフトをヘルスケア業界向けに販売
します。1台のSystem	iまたはWindow	2000コンピュータをそのバックエ
ンド・サーバーとして使用するように設計されています。
推奨：
サーバー定義の管理にエンド・ユーザーができるだけ関わる必要がない
ように、「ほぼ実行可能」な定義で出荷します。

									フレームワークVF_Sy001_Servers.XMLを配置します。

									サーバーに適当な不特定の名前を使用します(例：SERVER1、
GLSERVERなど)。

									サーバーの詳細を定義したLANSAコミュニケーション管理機能、
LROUTE.DATファイルを配布します(IPアドレス以外)。

									エンド・ユーザーはLANSAコミュニケーション管理機能だけを使
用して、組み込み定義の"Fully	Qualified	Name	of	the	Host	(Address)"を
正しいIPアドレスに変更することができます。

									適当なアイコンをサーバー定義(通常フレームワーク・アプリケー
ションに関連付けられている)に入れます。



シナリオ：ISV、認識されていないサーバーが複数の場合
シナリオ：ISV開発、アプリケーションが複数の未確認サーバーに接続
を許可している場合
例：XYZソフトウェアが保険代理店パッケージを開発、販売する場合。
複数台のSystem	iまたはWindow	2000コンピュータをそのバックエンド・
サーバーとして使用するように設計されています。通常、サーバーはそ
れぞれ別の都市にあり、ほとんどの代理店が2台以上のサーバーにアク
セスを要求します。
推奨：
ほとんどの状況でエンド・ユーザーができるだけ関わる必要がないよう
に、サーバーを「ほぼ実行可能」な定義で出荷します。例外的な状況で
はエンド・ユーザーは新しいサーバーを定義することができます。

									フレームワークVF_Sy001_Servers.XMLを設定済みのサーバー付き
で配布します。

									サーバーに適当な一般的な名前を使用します(例：SERVER1,
SERVER2,	SERVER3など)。

									すべてのサーバーの詳細を定義したLANSAコミュニケーション管
理機能、LROUTE.DATファイルを配布します(IPアドレス以外)。

									エンド・ユーザーは最初にUF_ADMINを使用して不要なサーバー
定義を削除して(万一に備えLROUTE.DATにその定義を保存するこ
と)、必要なサーバーにはキャプション詳細を指定する必要がありま
す。

									エンド・ユーザーはLANSAコミュニケーション管理機能で、必要
な、サーバー上の"Fully	Qualified	Name	of	the	Host	(Address)"を変更し
なければなりません。

									例外的にエンド・ユーザーは、UF_ADMINおよびLANSAコミュニ
ケーション管理機能で追加サーバーを定義する必要がある場合があり
ます。



サーバー接続の復元
Windowsフレームワークでサーバーへの接続の一時的な切断を処理する
ように構成できます。例えば、このような切断は、ユーザーのラップ
トップが無線ベース・ステーションの範囲外に出た場合に発生する可能
性があります。
次のときにサーバー接続を確認するようにフレームワークを構成するこ
とができます。

									ユーザーが別のビジネス・オブジェクトやアプリケーションに移る
前

									コマンドを実行する前

									設計者が指定した間隔で

フレームワークは、サーバー上で簡単なファンクションを実行すること
により、接続の状態を確認します。
再接続に失敗した場合、またはファンクションは実行されるもののOK
値が返されない場合は、フレームワークは次のいずれかの方法で応答で
きます。

									デフォルトの応答では、フレームワークのアクティビティを停止
し、ユーザーに通知し、ユーザーがOKをクリックした後で再接続を
試みます。

									アプリケーション設計者は、独自のサーバー接続テスト用ファンク
ションを記述することもできます。ファンクションが正常に実行され
た場合でも、接続エラー・コードを返すように記述することができま
す。これは、フレームワークのユーザー全員に対して、アップグレー
ドが実行中で、ログ・オフが必要なことを通知する場合に役に立ちま
す(サンプルのファンクションUF_SYSBR/UFU0004を参照してくださ
い)。

									#avFrameworkManager.avCheckConnectionメソッドを使用して、フ
レームワークのフィルターやコマンド・ハンドラーでプログラムによ
り接続を確認することもできます。データベース検索の直前にフィル
ターにコードを記述するか、保存の直前にコマンド・ハンドラーに
コードを記述する必要があります。

									avSessRecoverStarted、avSessRecoveredおよびavSessRecoverFailedな
どのフレームワーク・マネージャによって通知されたイベントをリス
ンすることにより、フィルターやコマンド・ハンドラーは接続の復元



が進行中であることを検出することもできます。
	

知っておくべきこと
RDML(X)コードが実行中である場合は、コードが具体的に
avCheckConnectionを要求しないかぎり、サーバー接続の確認は発生しま
せん。
[コマンドを実行する前に接続を確認してください]オプションが選択さ
れている場合でも、サーバー・データベースIOを実行する前(例えば、
検索や保存を実行する前)に、コマンド・ハンドラーやフィルターに
invoke	#avFrameworkManager.avCheckConnectionを格納する必要がありま
す。
接続の復元を使用するには、使用するデータベースのコミット制御の境
界がユーザー操作に及ばないようにする必要があります。データベース
のコミット制御の境界は、セッションの再接続には及ぶことはありませ
ん。
接続の復元を使用している場合は、セッションに基づく値(例：server
*JOBNBR)をアプリケーション・セッションで情報に対する「キー」と
して使用しないでください。このような値は、再接続後に変更される恐
れがあるからです。
セッション復元機能は、LANSAスーパーサーバー・セッションのみを
処理します。5250	RAMPセッションは復元しません。
フレームワークがフレームワーク・ロッキングでロックされている場合
は、接続の確認と復元は実行されません。ただし、次のような場合を除
きます。

									指定された間隔で発生する自動接続チェック

									特定のフィルターやコマンド・ハンドラーでのavCheckConnectionの
使用



サーバー接続の復元の設定
次の設定は、[サーバー	プロパティ]タブで行えます。
「自動セッション回復を試みてください」
「接続状態のチェックを行う間隔(秒)」
「コマンドを実行する前に接続を確認してください」
[「アプリケーションとビジネスオブジェクトを選択する前に接続を確
認してください」
「セッションを回復できない時のアクション」
「ファンクションを使用して接続を確認してください」



自動セッション回復を試みてください
フレームワークによるサーバー接続チェックをオンに切り替えます。
オフに切り替わった場合でも、コマンド・ハンドラーやフィルターに
#avFramework.avCheckConnectionのコードを記述することができます。
デフォルトはチェックなし(選択しない)です。



接続状態のチェックを行う間隔(秒)
サーバーがまだ接続していることを定期的にチェックする間隔を指定し
ます。0は、チェックが無効であることを意味します。
他の何らかの理由で(フィルターやコマンド・ハンドラーが
avCheckConnectionメソッドを実行するなどの理由で)サーバーの接続
チェックが発生した場合は、タイマーがリセットされるので、指定した
間隔が完全に経過してから次のチェックが実行されます。
ユーザーが要求をキャンセルして接続を再試行すると、定期チェックは
中止されます。
再接続の試行に失敗すると、[セッションを回復できない時のアクショ
ン]が[中断]になり、定期チェックが中止されます。
デフォルトは30秒です。



コマンドを実行する前に接続を確認してください
このオプションが選択されている場合は、フレームワークは、コマンド
を実行する直前にサーバー接続が正常であることを確認します。接続が
復元できない場合は、コマンドは実行されません。
デフォルトはチェックあり(選択されている)です。



アプリケーションとビジネスオブジェクトを選択する前に接続
を確認してください
このオプションが選択されている場合は、フレームワークは、新しいビ
ジネス・オブジェクトやアプリケーションに移る直前にサーバー接続が
正常であることを確認します。接続が再確立できない場合は、移動は行
われません。これには、プログラムによる切り替えが含まれます。
デフォルトはチェックあり(選択されている)です。



セッションを回復できない時のアクション
[再試行の通知と許可]	-	初回の再接続に失敗した場合は、ユーザーに通
知し、ユーザーが[OK]を押すと再接続を試行します。再接続に成功する
までループを続行するか、ユーザーが[キャンセル]を押すことができま
す。ユーザーが[キャンセル]を押すと、ユーザーが接続チェックにつな
がる操作を実行するまで、これ以上のチェックは行われません。
[中断]	-	初回の再接続の試行に失敗した場合は、ユーザーに通知し、そ
の後中断します。ユーザーが接続チェックにつながる操作を実行するま
で、これ以上のチェックは行われません。



ファンクションを使用して接続を確認してください
これは、スーパー・サーバー接続がアクティブかどうかを判断するため
にサーバー上で実行されるファンクションの名前です。詳細について
は、UF_SYSBR/UFU0004を参照してください。
独自のバージョンの作成方法および順守する規則の詳細については、組
み込みファンクションUF_SYSBR/UFU0004のソース・コードのドキュメ
ンテーションを参照してください。



プログラムによるサーバー接続チェック
#avFrameworkManager.avCheckConnectionメソッドはフィルターおよびコ
マンド・ハンドラー・コードで使用できます。
このメソッドは、接続を使用する操作(検索や保存など)の直前に、コマ
ンド・ハンドラーまたはフィルター内でサーバー接続のチェックに使用
します。
このメソッドを起動するとサーバー・チェック・ファンクションがサー
バー上に呼び出されるので、起動する頻度がパフォーマンスに与える影
響を考慮し、さらにテストで確認することをお勧めします。例えば、
100データベース行を挿入するループが反復するごとに、このメソッド
を起動することをお勧めします。
メソッド：	avCheckConnection
パラメータ：

名前 使用
方法

クラス 説明 省略値

Server

入力
−オプ
ショ
ン

アル
ファ
ベット
−32文字
以内

チェックするサーバー
(ユーザー・オブジェ
クト名/サーバーのタ
イプ)

現在の
サー
バー

AttemptReconnect

入力
−オプ
ショ
ン

Boolean
接続に失敗したことが
検出されると、再接続
を試行

TRUE

IssueMessages

入力
−オプ
ショ
ン

Boolean

接続の失敗をユーザー
に通知するメッセージ
を発行
FALSEに設定されてい
る場合は、
ActionOnFailパラメー
タが無視され、ユー
ザーとの通信は試行さ
れません。	

TRUE



ActionOnFail

入力
−オプ
ショ
ン

Boolean

再接続の試行が失敗し
たときの対応。
ABORTまたは
NOTIFY/RETRY
									ABORT
ユーザーに通知さ
れ、これ以上の処
理は実行されず、
タイマーが非アク
ティブになりま
す。

ユーザーがその後
avCheckConnection
を開始すると、接
続がもう1度試行
されます。

									NOTIFY/RETRY
ユーザーに通知し、
ユーザーからの再
試行の指示を待機
して、ユーザーが
[OK]を押したら再
試行します。

ループごとに、ユー
ザーは[OK]または
[キャンセル]を選
択できます。
[キャンセル]を選
択した場合は、次
のようになりま
す。

これ以上の処理は実
行されず、タイ
マーが非アクティ
ブ化されます。

ユーザーがその後
avCheckConnection

サー
バー値
(サー
バー・
プロパ
ティで
設定)



を開始すると、通
知/再試行の全サ
イクルが再開され
ます。

OfflineOK

入力
−オプ
ショ
ン

Boolean

TRUEに設定されてお
り、ユーザーがこの
サーバーに接続したこ
とがない(例：オフラ
インで作業している、
またはシステムがロー
カル・データベースを
使用するように定義さ
れている)場合は、
avCheckConnectionが
OKを返します。
FALSEに設定されてお
り、ユーザーがこの
サーバーに接続したこ
とがない場合は、
avCheckConnectionが
ERを返します。

TRUE

ReturnValue

出力	-
オプ
ショ
ン

アル
ファ
ベット
−2文字
以内

通常はOK(接続中)また
はER(未接続)。ただ
し、ファンクション
IIPの接続テストの
コードを記述して、他
の値を返すようにする
ことができます。

	

使用例



使用例

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click)
*	basic
invoke	#avFrameworkManager.avCheckConnection	ReturnValue(#df_elretc)
if	'#df_elretc	*eq	OK'
invoke	#Com_Owner.uSelectData
endif
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_2.Click)
*	silent	(Attempt	one	reconnect	if	unconnected,	don't	advise	the	user	of	anything
-	this	program	will	advise)
invoke	#avFrameworkManager.avCheckConnection	AttemptReconnect(TRUE)
IssueMessages(FALSE)	ActionOnFail(ABORT)	ReturnValue(#df_elretc)
if	'#df_elretc	*eq	OK'
invoke	#Com_Owner.uSelectData
else
USE	BUILTIN(Message_box_show)	WITH_ARGS(*Default	*Default	*Default
*Default	'My	own	message	advising	that	connection	is	disabled')
endif
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_3.Click)
*	detect	without	even	one	attempt	to	recover	-	ActionOnFail	will	be	irrelevant
*	this	will	only	detect	that	the	super	server	connection	has	been	lost,	even	if	the
TCPIP	link	has	subsequently	been	restored
*	(to	detect	that	you	are	able	to	connect	requires	an	attempt	to	reconnect)
invoke	#avFrameworkManager.avCheckConnection
AttemptReconnect(FALSE)	IssueMessages(TRUE)	ActionOnFail(ABORT)
ReturnValue(#df_elretc)
if	'#df_elretc	*eq	OK'
invoke	#Com_Owner.uSelectData
endif
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_4.Click)
*	attempt	one	reconnection,	but	if	that	fails,	advise	the	user	but	do	not	retry



invoke	#avFrameworkManager.avCheckConnection	AttemptReconnect(TRUE)
IssueMessages(TRUE)	ActionOnFail(ABORT)	ReturnValue(#df_elretc)
if	'#df_elretc	*eq	OK'
invoke	#Com_Owner.uSelectData
endif
ENDROUTINE

	



パブリック・シグナル
次のイベントをコマンド・ハンドラーやフィルターでリスンできます。
avSessRecoverStarted	-	フレームワークが、サーバー接続が失われた後に
セッションの復元が開始されていることを検出したことを示します。
avSessRecovered	-	フレームワークがサーバーに再接続することにより、
接続が正常に復元したことを示します。
avSessRecoverFailed	-	再接続の試行に失敗し、現在のところ破棄された
状態であることを示します。



使用例
EVTROUTINE	#avFrameworkManager.avSessRecoverstarted
set	#SEARCH_BUTTON	enabled(false)
invoke	#avFrameworkManager.avRecordTrace	component(#com_Owner)
event('Filter	heard	avSessRecoverStarted')
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	#avFrameworkManager.avSessRecovered
set	#SEARCH_BUTTON	enabled(true)
invoke	#avFrameworkManager.avRecordTrace	component(#com_Owner)
event('Filter	heard	avSessRecovered	Sucessfully')
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	#avFrameworkManager.avSessRecoverFailed
invoke	#avFrameworkManager.avRecordTrace	component(#com_Owner)
event('Filter	heard	avSessRecoverFailed')
set	#SEARCH_BUTTON	enabled(false)
ENDROUTINE

	



複数言語アプリケーションの問題
複数言語環境で使用するフィルターやコマンド・ハンドラーを構築する
場合は、他のVisual	LANSAアプリケーションとまったく同じ手順を実行
します。
複数言語Visual	LANSAアプリケーションとフレームワーク・ベースのア
プリケーションの設計で唯一違うのは複数言語フレームワーク・デザイ
ンの詳細の入力です。
この入力処理は、ほとんどの場合フレームワーク、アプリケーション、
ビジネス・オブジェクト、コマンドおよび製品情報の詳細に使用する
キャプションを含んでいます。
フレームワークの詳細に複数言語の詳細を指定するのはいたって簡単で
す。言語コードENG(英語)を使用して設計されたフレームワークがある
と仮定します。このフレームワークの詳細を言語コードFRA(フランス
語)に変えたいとします。
以下を実行します。

1. フレームワークのUF_DESGN(またはそれに相当する)エント
リー・ポイントを呼び出します。指定された言語コードが翻訳し
たい言語(例、フランス語ならFRA)になっていることを確認して
ください。

2. さまざまなフレームワーク、アプリケーション、ビジネス・オブ
ジェクトおよびコマンド・プロパティのダイアログを表示し、た
だ単に表示されたキャプションを翻訳したキャプションで上書き
するだけです(最初はこの作業を一部のキャプションだけに対して
行い、翻訳作業を終了する前に正しく表示されるか(ステップ3参
照)確認します)。

3. フレームワークを閉じます。詳細の変更が保存されます。これで
言語コードENGでフレームワークを実行すると英語で詳細が表示
され、言語コードFRAでフレームワークを実行するとフランス語
で詳細が表示されます。

翻訳された文字列の処理に関して、技術的に理解しなくてはならない点
が2点あります。

1. フレームワーク定義ファイルvf_sy001_System.xml(またはそれに相当するも
の)に翻訳したすべての言語の文字列が保存されます。このファイルの中を
見ると、XMLに似た以下のサンプルがあります(この例はEXITコマンドの定



義です)。
			<MEMBER	TYPE="COMMAND"	CLASS="VF_FP009"	ID="COMMAND_1"	>
						<PROPERTY	NAME="UBITMAPNAME"	VALUE="VF_BM013"/>
						<PROPERTY	NAME="UCAPTION"	LANG="ENG"	VALUE="Exit"/>
						<PROPERTY	NAME="UICONNAME"	VALUE="VF_IC035"/>
						<PROPERTY	NAME="USEQUENCE"	TYPE="N"	VALUE="2"/>
			</MEMBER>
	
以下はキャプション・プロパティの定義です。
						<PROPERTY	NAME="UCAPTION"	LANG="ENG"	VALUE="Exit"/>
前述の方法で(例えばフランス語やイタリア語に)翻訳すると、以下のXML
ファイルとして表示されます。
					<PROPERTY	NAME="UCAPTION"	LANG="ENG"	VALUE="Exit"/>
					<PROPERTY	NAME="UCAPTION"	LANG="FRA"	VALUE="Sorter"/>
					<PROPERTY	NAME="UCAPTION"	LANG="ITL"	VALUE="Uscire"/>
	

2. フレームワーク定義ファイルvf_sy001_System.xmlの言語に依存するプロパ
ティが処理されるとき、その位置を捜すロジックは以下のようになります。

									現在の言語のプロパティを捜す

									現在の言語が見つからず、かつ英語以外の場合は、英語を捜す

									現在の言語が見つからず、かつ英語の場合、"NAT"(その国の言語)を捜
す



IIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェース・ポ
イント)
フレームワークには多数のIIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みイン
ターフェース・ポイント)が組み込まれています。
IIPは、外部公開されるコードが特定の内部(または埋め込み)ロジックを
実行するため、フレームワーク稼働中に呼び出される場所にあります。
例えば、Windowsアプリケーションではフレームワークがファイルを
サーバー・システムに接続する方法を定義するavConnectFilesというIIP
メソッドがあります。
標準の組み込みIIPのバージョンでは、以下を実行します。
Mthroutine	avConnectFiles	options(*Redefine)
*	==>	Define_map	*input		#std_obj		#UserProfile
*	==>	Define_map	*input	#vf_elnum	#DftBlockSize
*	==>	Define_map	*input	#vf_elnum	#DftMaxRecSel
	
USE	BUILTIN(CONNECT_FILE)	WITH_ARGS('*'	*SSERVER_SSN	#DftBlockSize.Value
																																				#DftMaxRecSel.Value)
Endroutine
	
この組み込みIIPのロジックを何か別のことをフレームワークにさせるよ
うに修正することも可能です。
Windowsアプリケーションでは、IIPは組み込まれているコンポーネント
UF_SYSTMに含まれるメソッドとして定義されています。
Webブラウザー・アプリケーションでは、IIPは組み込まれているプロセ
スUF_SYSBRに含まれるRDMLファンクションとして定義されていま
す。
IIPについてさらに詳しく知りたい場合は、まず最初に組み込まれている
コンポーネントUF_SYSTM(Windowsアプリケーションの場合)およびプ
ロセスUF_SYSBRに含まれている機能(Webブラウザー・アプリケーショ
ンの場合)のソース・コードを見てください。



組み込みインターフェース・ポイントが提供するもの
Windowsフレームワークでは、以下のIIPが使用できます。

メソッド 説明

avCheckAuthメソッド このメソッドによってセキュリティのレイ
ヤーをフレームワーク・セキュリティの上
に追加することができます。

avCheckInstanceAuth	メ
ソッド

このメソッドによってインスタンス・レベ
ルのセキュリティをフレームワーク・セ
キュリティの上に追加することができま
す。

AvCheckUserLicense このIIPメソッドによってフレームワークの
ライセンスを取得できます。

avCloseMAINWindow メイン・ウィンドウを閉じます。

avCloseSECONDWindow 補助ウィンドウを閉じます。

AvConnectFiles サーバー・システムへファイルを接続しま
す。

AvDisConnectFiles サーバー・システムからファイルを切断し
ます。

AvEnrollVisualStyles このメソッドによって作成したビジュア
ル・スタイルを登録することができます。

avMAINWindowReady メイン・ウィンドウが開いており、作業で
きる状態です。

AvPasswordRules このIIPメソッドによってフレームワークの
設計者はパスワードが従うべき規約をコー
ディングすることができます。この規約
は、ローカル・サイン・オン用のパスワー
ドにのみ適用されます。この規約の例とし
は、「6文字以上でなければならない」、
「同じ文字が2回以上含まれていてはならな
い」、「少なくとも数字を1つ入れる必要が



ある」などがあります。

AvPrivateConnect このIIPメソッドは標準のフレームワーク・
ログオン/接続プロセスをプライベート・
バージョンに置き換えます。

AvPrivateDisconnect このIIPメソッドは標準のフレームワーク切
断プロセスをプライベート・バージョンに
置き換えます。

avQFActionSelection クイック検索ダイアログで検索されるエン
トリーをクリックした場合の結果について
コントロールします。	(クイック検索の上書
き機能がアクティブの場合)

avQFLoadSearchList クイック検索ダイアログで検索される可能
性のある値のリストを上書きします。	(ク
イック・ファインド・オーバーライド機能
がアクティブの場合)

avSECONDWindowReady 補助ウィンドウが開いており、作業できる
状態です。

AvSetSessionValues サイン・オン時にユーザーのセッション値
(組み込みSET_SESSION_VALUEで)を設定
します。

avSetBCSessionValues サーバーに接続する直前にセッション値を
設定します。
ほとんどのセッション値はIIP
avSetSessionValuesによって設定されます
が、この設定はサーバーへの接続後に行わ
れるため、一部のセッション値(セッション
値PSRR	など)には適していません。接続前
に設定が必要なセッション値を設定するに
は、このIIPを使用します。

avValidateLANSAName このIIPメソッドは、コード	ウィザードが生
成したファンクション、プロセス、WAM、
再利用可能パーツの名前を確認するために
使います。



AvValidateUser ユーザー・プロファイルとパスワードの自
動検証をサポートします。

UF_SYSBR/UFU0005 このサーバー・ファンクションにより、
Windowsのクライアント・サーバー・アプリ
ケーションでユーザーのサーバー接続後に
ユーザー・プロファイルを変更することが
できます。これにより、サーバー接続時に
使われたユーザー・プロファイルと異なる
ユーザーを基本にフレームワークのセキュ
リティを設定することが可能です。
このファンクションの典型的な使用方法と
しては、ユーザーのカテゴリーごとにVLF
ユーザー・プロファイルを作成し、その
ユーザー・プロファイルに適切な	VLF権限
を与えることです。個々のユーザーがサー
バーにサインオンした際に、サーバーにあ
るユーザー・データまたはiSeriesのグルー
プ・プロファイルに基づき、このファンク
ションで適切なVLFユーザーを割り当てま
す。
詳細はUF_SYSBR/UFU0005のソース・コー
ドを参照してください。

	

RAMP動的命名IIP
avMakeControlName このメソッドは、動的命名インターフェースで

入力/出力コントロール・グリッドのセルに
フォーカスが当たるたびに呼び出されます。こ
れにより、アプリケーションで特定の命名規則
を使用した場合に、画面のフィールド名を標準
化できます。

avMakeFormName このメソッドは、フォーム名がまだ動的命名を
使用して付けられていない場合に呼び出されま
す。

avValidateControlNam Newlook	画面のコントロールに付与された名前



を検証します。

avValidateFormName Newlook	画面に付与された名前を検証します。

このメソッドの詳細とその変更方法については、組み込まれているコン
ポーネントUF_SYSTMを参照してください。
Web	ブラウザー・フレームワークでは、以下のIIPが使用できます。

RDMLファンクショ
ン

説明

UF_SYSBR/UFU0001 Web	ベースのフレームワークにアクセスする
ユーザーのユーザー・プロファイルとパスワー
ドを検証します。

UF_SYSWB/UFU0002 フィールド・レベルおよびファンクションレベ
ルのヘルプを表示します。

	

このファンクションの詳細とその変更方法については、組み込まれてい
るプロセスUF_SYSBRおよびUF_SYSWBを参照してください。
WebブラウザーおよびWindows両方のフレームワークで使用できるIIP

RDMLファンクショ
ン

説明

UF_SYSBR/UFU0010 デフォルト・コード・テーブル・データ・ハ
ンドラー。このファンクションは、コード・
テーブル・データ・ハンドラーファンクショ
ンを持っていないコード・テーブルのデータ
を保存したり、呼び出したりします。

UF_SYSBR/UFU0011 コード・テーブル・データ・ハンドラーは
コード・テーブルVF_DEPTABのデータが
ファイルDEPTABに保存できたり、そこから
呼び出せることを実証します。

UF_SYSBR/UFU0012 コード・テーブル・データ・ハンドラーは
コード・テーブルVF_SEXのデータがファン
クション内のハード・コーディングした値か
ら呼び出せることを実証します。



UF_SYSBR/UFU0013 コード・テーブル・データ・ハンドラーは
コード・テーブルVF_COUNTRYのデータを
PC上の.datファイル、またはSystem	i上で稼働
中のハード・コーディングした値から呼び出
せることを実証します。

UF_SYSBR/UFU0014 コード・テーブル・データ・ハンドラーは
コード・テーブルVF_CURRENCYのデータを
PC上の.datファイル、またはSystem	i上で稼働
中のハード・コーディングした値から呼び出
せることを実証します。

UF_SYSBR/UFU0015 コード・テーブル・データ・ハンドラーは
コード・テーブルVF_USASTATESのデータを
PC上の.datファイル、またはSystem	i上で稼働
中のハード・コーディングした値から呼び出
せることを実証します。

UF_SYSBR/UFU0003 この方法によって、インスタンス・リストの
リストのクリアのようなフレームワークの
キャプションにユーザーが使用する多言語テ
キストが使用できるようになります。
「MTXT	ストリング	ローダー」を参照してく
ださい。

	

このファンクションの詳細とその変更方法については、組み込まれてい
るプロセスUF_SYSBRを参照してください。



オブジェクト・セキュリティの妥当性の追加
WindowsアプリケーションではIIPメソッドavCheckAuthを修正してオブ
ジェクト・セキュリティーのレイヤーをフレームワーク・セキュリティ
の上に追加することができます。これでフレームワークのセキュリティ
を使用しているサイトの標準に最適化することができます。また、特定
のユーザーに対するフィルターやコマンド・ハンドラーの作用を変える
こともできます。
IIPルーチンはオブジェクトの識別子(これはユーザー・オブジェクト名/
タイプのパラメータで、オブジェクトの識別子タブ・シートから確認で
きます)、およびユーザー・プロファイルを受け取ります。
検証するオブジェクトがコマンド・リファレンス(特定のフレームワー
ク、アプリケーション、ビジネス・オブジェクトに対するコマンド)の
場合は例外で、IIPはユーザー・プロファイル、フレームワーク/アプリ
ケーション/ビジネス・オブジェクトの識別子、コマンドの識別子を受
け取ります(識別子はユーザー・オブジェクト名/タイプのパラメータで
す)。
詳細は、UF_SYSTM、メソッドavCheckAuthを参照してください。
IIPルーチンは権限データを保存するファイルからこのユーザーとオブ
ジェクトのセキュリティ・レコードをFETCHするようなものに変換でき
ます。
IIPルーチンは結果をOKまたはERとして返します。フレームワーク・オ
ブジェクトをデザイン・モード以外で実行しているとき、フレームワー
クは各オブジェクトについてIIPルーチンを評価し、それを自動的に適宜
表示/非表示します。
IIPルーチンのセキュリティはフレームワーク・セキュリティで追加可能
です。フレームワーク・セキュリティの設定でユーザーがオブジェクト
に対して権限がない場合、またはIIPルーチンでユーザーにそのビジネ
ス・オブジェクトの権限がない場合、オブジェクトはそのユーザーに表
示されません。
フィルターやコマンド・ハンドラーのコードから任意にavCheckAuthに
アクセスして、返された「追加情報パラメータ」にしたがって、その
フィルターやコマンド・ハンドラーの作用を変更することはできます。
avCheckAuthをフィルターから呼び出した場合、ビジネス・オブジェク
トが検証されます。最初に表示されるビジネス・オブジェクトに対し
て、IIPルーチンはOKを返す必要がありますが、追加情報パラメータを
付加することもできます。フィルターはこれを利用して、特定のユー



ザーに対して、フィルター・オプションを制限するかどうか決定するこ
とができます。
avCheckAuthをコマンド・ハンドラーから呼び出した場合、コマンド・
リファレンス(フレームワーク/アプリケーション/ビジネス・オブジェク
ト-コマンドの組み合わせ)が検証されます。フレームワーク/アプリケー
ション/ビジネス・オブジェクトで有効なコマンドに対してIIPルーチン
はOKを返す必要がありますが、追加情報パラメータを付加することも
できます。コマンド・ハンドラーはこのパラメータを使用して、何名か
のユーザーにはすべてのフィールドを編集できる許可を与え、他のユー
ザーには編集できるフィールド数を減らす、あるいは閲覧のみにするこ
とができます。
avCheckAuthルーチンを書く際に注意しなければならないのは、ユー
ザーがサーバーに接続していると、そのユーザーのフレームワークや
サーバーに対する権限が評価されている間はユーザーはサーバーに接続
できないことです。しかし、権限が評価された時点でそのユーザーはア
プリケーション、ビジネス・オブジェクト、コマンドに接続できます。



avCheckAuthメソッド
avCheckAuthメソッド(コマンド・ハンドラーおよびフィルターから呼び
出し時)
メソッド：avCheckAuth(フィルターからの呼び出し時)
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

ReturnCode 出力	-	必須 アルファ
ベット−5
文字以内

IIP	avCheckAuthによ
る
OK	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェ
クトの権限を持って
いる
ER	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェ
クトの権限を持って
いない

UserAuthInformation 両方	-	オプ
ション

アルファ
ベット−75
文字以内

これはUF_SYSTMの
IIP	avCheckAuthから
フィルターへ戻すと
きに渡される、オプ
ションの現在のユー
ザーと現在のビジネ
ス・オブジェクトに
関する追加情報

	

メソッド：avCheckAuth(コマンド・ハンドラーからの呼び出し時)
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

ReturnCode 出力	-	必須 アルファ
ベット−5
文字以内

IIP	avCheckAuthによ
る
OK	-	ユーザーはこの
コマンド・リファレ
ンスの権限を持って



いる
ER	-	ユーザーはこの
コマンド・リファレ
ンスの権限を持って
いない

UserAuthInformation 出力	-	オプ
ション

アルファ
ベット−75
文字以内

これはIIP
avCheckAuthからフィ
ルターへ戻すときに
渡される、オプショ
ンの現在のユー
ザー、現在のビジネ
ス・オブジェクト、
現在のコマンドに関
する追加情報

	



インスタンス・レベルのセキュリティの妥当性の追加
IIP	avCheckInstanceAuthを修正してフレームワークにインスタンス・レ
ベルのセキュリティを追加できます。例えば、デモ・システムの
Employeesビジネス・オブジェクトを例に取ると、選択した従業員に
よって同一ユーザーが別のコマンドの権限を持つことができます。これ
でセキュリティを強化したり、フレームワークのセキュリティを使用し
ているサイトの標準に最適化することができます。また、特定のユー
ザーや特定のビジネス・オブジェクトに対するフィルターやコマンド・
ハンドラーの作用を変えることもできます。
IIPルーチンはビジネス・オブジェクトの識別子とコマンドの識別子(ど
ちらの場合も識別子はユーザー・オブジェクト名/タイプのパラメータ
で、ビジネス・オブジェクトまたはコマンドの識別子タブ・シートから
確認できます)、ユーザー・プロファイル、ビジネス・オブジェクト・
インスタンスの識別キーを受け取ります。
(avCheckInstanceAuthがフィルターから呼ばれた場合は例外です。この場
合、コマンドの識別子は指定されません。)
詳細は、UF_SYSTM、メソッドavCheckInstanceAuthを参照してくださ
い。
IIPルーチンはこのユーザー・プロファイルやビジネス・オブジェクト、
コマンド、ビジネス・オブジェクト・インスタンスのセキュリティ・レ
コードをFETCHするようなものに変換できます。このセキュリティ・レ
コードを元にOKまたはERを返します。
IIPルーチンは結果をOKまたはERとして返します。フレームワーク・オ
ブジェクトをデザイン・モード以外で実行しているとき、フレームワー
クは各ビジネス・オブジェクト・インスタンスについてIIPルーチンを評
価し、そのビジネス・オブジェクト・インスタンスやユーザーに適した
コマンドを自動的に表示/非表示します。
avCheckInstanceAuth	IIPルーチンのセキュリティはフレームワーク・セ
キュリティで追加可能です。フレームワーク・セキュリティの設定で
ユーザーのオブジェクト(アプリケーション/ビジネス・オブジェクト/コ
マンド・リファレンス)に対する権限がない場合、またはIIPルーチンで
ユーザーにそのビジネス・オブジェクトのインスタンスのコマンドに対
する権限がない場合、コマンドはそのユーザーに表示されません。
フィルターやコマンド・ハンドラーのコードから任意に
avCheckInstanceAuthにアクセスして、返された「追加情報パラメータ」
にしたがって、そのフィルターやコマンド・ハンドラーの作用を変更す



ることはできます。
avCheckInstanceAuthをフィルターから呼び出した場合、ビジネス・オブ
ジェクト(どのコマンドでも)のインスタンスは検証されます。返された
コードと追加情報パラメータにしたがって、フィルターは、例えばデー
タベースから選択されたどのデータをインスタンス・リストに追加する
かなどを決定することができます。
avCheckInstanceAuthをコマンド・ハンドラーから呼び出した場合、特定
のビジネス・オブジェクト・インスタンスのコマンド・リファレンス
(フレームワーク/アプリケーション/ビジネス・オブジェクト-コマンドの
組み合わせ)が検証されます。このビジネス・オブジェクト・インスタ
ンスに有効なコマンドの場合、このコマンド・リファレンスとビジネ
ス・オブジェクト・インスタンスに対してIIPルーチンはOKを返す必要
がありますが、追加情報パラメータを付加することもできます。コマン
ド・ハンドラーは(インスタンスごとに)このパラメータを使用して、何
名かのユーザーにはすべてのフィールドを編集する許可を与え、他の
ユーザーには編集できるフィールド数を減らす、あるいは閲覧のみにす
ることができます。



avCheckInstanceAuthメソッド
avCheckInstanceAuthメソッド(コマンド・ハンドラーおよびフィルターか
ら呼び出し時)
メソッド：	avCheckInstanceAuth(フィルターからの呼び出し時)
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

ReturnCode 出力	-	必
須

アルファ
ベット−5
文字以内

IIP
avCheckInstanceAuthに
よる

OK	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスの権
限を持っている
ER	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスの権
限を持っていない

UserAuthInformation 出力	-	オ
プション

アルファ
ベット−75
文字以内

これは、IIP
avCheckInstanceAuthか
らフィルターへ戻すと
きに渡されるオプショ
ンの、現在のユーザー
と現在のビジネス・オ
ブジェクト・インスタ
ンスに関する追加情報

AKey1
AKey2
AKey3
AKey4
AKey5

入力−オ
プション

アルファ
ベット−32
文字以内

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのプ
ログラム的なオプショ
ンの英数字識別子。識
別子を識別するときに
使うプロトコルはユー
ザーの指示による

NKey1 入力−オ
プション

数値−最大
精度(15,0)

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのプ



Nkey2
Nkey3
Nkey4
Nkey5

ログラム的なオプショ
ンの数値識別子。識別
子を識別するときに使
うプロトコルはユー
ザーの指示による

	

メソッド：	avCheckInstanceAuth(コマンド・ハンドラーからの呼び出し
時)
パラメータ：

名前 使用方法 クラス 説明

ReturnCode 出力	-	必
須

アルファ
ベット−5
文字以内

IIP
avCheckInstanceAuthに
よる

OK	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのコ
マンドの権限を持って
いる
ER	-	ユーザーはこの
ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのコ
マンドの権限を持って
いない

UserAuthInformation 出力	-	オ
プション

アルファ
ベット−75
文字以内

これはIIP
avCheckInstanceAuthか
らフィルターへ戻すと
きに渡される、オプ
ションの現在のユー
ザー、現在のビジネ
ス・オブジェクト・イ
ンスタンス、現在のコ
マンドに関する追加情
報

AKey1 入力−オ アルファ ビジネス・オブジェク



AKey2
AKey3
AKey4
AKey5

プション ベット−32
文字以内

ト・インスタンスのプ
ログラム的なオプショ
ンの英数字識別子。識
別子を識別するときに
使うプロトコルはユー
ザーの指示による

NKey1
Nkey2
Nkey3
Nkey4
Nkey5

入力−オ
プション

数値−最大
精度(15,0)

ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのプ
ログラム的なオプショ
ンの数値識別子。識別
子を識別するときに使
うプロトコルはユー
ザーの指示による

	



avCheckInstanceAuthのサンプル
UF_SYSTM(またはそれに相当)のavCheckInstanceAuthユーザーIIPのサン
プル：
Mthroutine	Name(avCheckInstanceAuth)	Options(*Redefine)
*	==>	Define_Map	For(*input)		Class(#std_obj)	Name(#UserProfile)
*	==>	Define_Map	for(*input)	class(#vf_eltxts)	Name(#ObjectType)
*	==>	Define_Map	For(*input)		Class(#vf_elidn)	Name(#BusObjectName)
*	==>	Define_Map	For(*input)		Class(#vf_elidn)	Name(#CmdObjectName)	mandatory('	')
*	==>	Define_Map	For(*output)	Class(#std_Bool)	Name(#ReturnCode)
*	==>	Define_Map	for(*output)	class(#std_TextL)	Name(#UserAuthInformation)	mandatory('	')
	
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXAK1)	Name(#AKey1)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXAK2)	Name(#AKey2)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXAK3)	Name(#AKey3)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXAK4)	Name(#AKey4)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXAK5)	Name(#AKey5)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXNK1)	Name(#NKey1)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXNK2)	Name(#NKey2)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXNK3)	Name(#NKey3)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXNK4)	Name(#NKey4)
*	==>	Define_map	for(*input)	class(#vf_elXNK5)	Name(#NKey5)
	
Set	Com(#ReturnCode)	Value(OK)
	
Define	Field(#UF_WKOBJT)	Reffld(#VF_ELIDN)
Define	Field(#UF_WKOBJ1)	Reffld(#VF_ELIDN)
Define	Field(#UF_WKOBJ2)	Reffld(#VF_ELIDN)
	
Change	Field(#UF_WKOBJT)	To('#OBJECTTYPE.VALUE')
Change	Field(#UF_WKOBJ1)	To('#BusObjectName.VALUE')
Change	Field(#UF_WKOBJ2)	To('#CmdObjectName.VALUE')
	
Case	Of_Field(#UF_WKOBJT)
When	Value_Is('=	BUSINESS_OBJECT')
	
Case	Of_Field(#UF_WKOBJ1)
When	Value_Is('=	EMPLOYEES')
	



Case	Of_Field(#UF_WKOBJ2)
When	Value_Is('=	SKILLS')
*	invoked	by	the	Framework	to	determine
*	whether	to	show	a	command	tab
If	Cond('#AKEY1.VALUE	*eq	A1002')
Set	Com(#ReturnCode)	Value(ER)
Endif
When	Value_Is('=	VIDEO')
*	invoked	by	the	Framework	to	determine
*	whether	to	show	a	command	tab
If	Cond('#AKEY1.Value	*eq	A1001')
Set	Com(#ReturnCode)	Value(ER)
Endif
when	'=	*blanks'
*	this	routine	has	been	invoked	from
*	a	filter	in	order	to	determine	whether
*	to	add	an	entry	to	the	instance	list
If	Cond('#AKEY1.Value	*eq	A1003')
Set	Com(#ReturnCode)	Value(ER)
Endif
Endcase
Endcase
	
Endcase
	
Endroutine
	



カスタム・プロパティ
Visual	LANSAフレームワークは非常に単純なフレームワーク、アプリ
ケーションおよびビジネス・オブジェクト・モデルで商用のコンピュー
タ・システムを定義します。
独自のカスタム・プロパティをフレームワーク全体、アプリケーション
内、個々のビジネス・オブジェクトに追加してこのモデルを拡張するこ
とができます。

カスタム・プロパティの概念を理解する最も簡単な方法として、この小
さい一般的な商用アプリケーションの要件を考えてみます。

									保証契約を削除できるのは、このアプリケーションの数名のユー



ザーだけです。

									このユーザーはグラフを上下逆に表示することができます。

									一部のユーザーは署名した保証契約を一定の状態でのみ閲覧できま
す。

									表示されたグラフはすべてバラ色で表示されます。

									このユーザーが作業できるのはリストの中だけに限られます。

									このユーザーは、より報酬の高い他の従業員を表示することができ
ます。

									すべてのレポートを常にローカルで印字します。

									通貨

									このシステムは日本でインストールされましたか。

									このユーザーは通常韓国で働いています。

									当社のWebサイトのURLはwww.mycompany.com(後で変更される可
能性あり）です。

									このシステムにはローカル・データベースがありますか。

									日付の書式

									内部で構築された番号と日付をエラー時に表示するためフレーム
ワークに関連付ける必要があります。

これらの一般的な要求には多くの対処方法があります。ひとつには、こ
れらをカスタム・プロパティとしてフレームワークに追加します。
例えば、単純に「当社のWebサイトのURLはwww.mycompany.com（後で
変更される可能性あり）です。」という要求があるとします。会社の
WebサイトURLをフレームワークのソフト的なコード値にするには、以
下を実行します。

設計者として
COMPANYURLというフレームワーク・レベルのカスタム・プロパティ
を定義します。おそらく、これは英数字型で最長256文字のプロパティ
になるでしょう。これはオンサイトの管理者には変更できないプロパ
ティで、デフォルトはwww.mycompany.comです。

開発者として
カスタム・プロパティCOMPANYURLの値を取り出し、プログラムに入



力し、会社のURLのハード・コーディングを回避します。
WindowsおよびWAMアプリケーションのいずれでも、以下のように値を
取り出します。
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(COMPANYURL)	AlphaValue(#COMP_URL)	
	

管理者として
特にすることはありません。ユーザー・プロファイルを作成するたび
に、そのプロファイルに関連付けられた会社のWebサイトというプロパ
ティが存在し、値www.mycompany.comを持っていることが分かります
が、それを変更することはできません。フレームワークの設計者だけが
この値を変更できます。
より複雑な例として、「一部のユーザーは署名した保証契約を一定の状
態でのみ閲覧できる」という要求があると考えます。この要求は以下の
ようにしてカスタム・プロパティで実現できます。

設計者として
ALLOWSTATESというアプリケーション・レベルのカスタム・プロパ
ティを定義します。このプロパティは以下のような固定英数字リストと
して定義されます。

Value ユーザーに表示するキャプ
ション

ALL 全ての州が使用可能

CA Californiaのみ

NY New	Yorkのみ

MN Minnesotaのみ
	

開発者として
ALLOWSTATESの値を取り出し、プログラムに入力し、プログラムの稼
動状態を制御します。
WindowsおよびWAMアプリケーションのいずれにおいても、以下のよう
に値を取り出します。
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(A)	



										Withname(ALLOWSTATE)	AlphaValue(#ALL_STATE)	
	
どちらの場合も、#ALL_STATEには値ALL、CA、NYまたはMNが含ま
れ、アプリケーションのさまざまな契約書へのアクセスを制御するため
に使用されます。

管理者として
ユーザーを定義する時、カレント・ユーザーのカスタム・プロパティタ
ブに切り替え、ユーザーがどの州から契約を見られるか選択することが
できます。以下のようなリストから選択することになります。

これらの簡単な例がカスタム・プロパティの真髄を示してくれます。も
ちろん、実際にはさらに可能性が考えられます。例えば、プロパティの
タイプを英数字、数値またはBooleanとして、複数の選択リストを指定
するなどです。
「よくある質問(Custom	Properties)」および「カスタム・プロパティを使
うにあたって注意すべきこと」を参照してください。

カスタム・プロパティの定義
新しいプロパティを設定するとき以下のオプションが表示されます。
定義場所
キャプション
順序
名前
ヘルプテキスト
プロパティタイプ
最大小数点
最大長
大文字
入力方法
リストの最大入力数
複数選択
管理者が値を変更可能



固定もしくは省略値を使用



よくある質問(カスタム・プロパティ)
カスタム・プロパティのリストをプログラム的に扱うにはどう
すればよいですか。
すべてのカスタム・プロパティには「.Count」という特殊なプロパティ
が関連付けられています。
このプロパティにより現時点で存在するカスタム・プロパティの数がわ
かります。
例えば、STATESというフレームワーク・レベルのカスタム・プロパ
ティを指定したとします。ここで管理者は固定リストから1つ以上の州
を選択できます。
現在のユーザーにいくつの州を選択するか決定するには、以下のように
します。
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(STATES.Count)	Numericvalue(#Tot_State)
	
#Tot_Stateには州のリスト中の現在のエントリー数が含まれています。
リストから州の値を取得したい場合は、以下のようにコーディングしま
す。
			Begin_Loop	To(#Tot_sTate)	Using(#Index)
	
								Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
															Withname(STATES)	Instance(#Index)	AlphaValue(#State_Code)
	
								Add_Entry	<<	possibly	some	user	visible	list	>>
	
			End_Loop
	

.COUNTの値はなぜリスト・タイプごとに異なるのですか。
プログラムに返される.COUNTの値は、指定するカスタム・プロパティ
のタイプとインプット・メソッドによって異なります。

タイプ 入力方法 .COUNTの値/コメント

All 単独値 常に1

英数字、数値 値のリスト 常にリストのエントリー数の最大



を返します。プログラム側で返さ
れた値に応じて"null"のエント
リーを排除する必要があります
(例：使用しているアプリケー
ションではブランクやゼロ
が"null"の入力とみなされる可能
性があります)。

Boolean 値のリスト 有効なカスタム・プロパティ定義
ではありません。このタイプのカ
スタム・プロパティは定義できま
せん。

英数字、数値 固定ﾘｽﾄか
ら選択

管理者が実際に選択した(または
デフォルトの)エントリーの数。
デフォルトの振る舞いは、設計者
が指定したデフォルトの固定リス
トの最初のエントリーを選択しま
す。

Boolean 固定ﾘｽﾄか
ら選択

常に固定リストのエントリー数の
最大。次の質問も参照してくださ
い。

	

Boolean固定リストとは何ですか。
Boolean固定リストは複数のBoolean値を1つのカスタム・プロパティに整
理統合します。通常、これは複数の独立Boolean値をコーディングする
よりも簡単でなおかつ効率的で、オプションも一緒に保持できます。
例えば、以下のカスタム・プロパティを保存する必要があるとします。
ユーザーはジャンプできる
ユーザーはホップできる
ユーザーはスキップできる
ユーザーは走ることができる
これは4つの独立した(例：JUMP、HOP、SKIPおよびRUNという名
の)Boolean値のプロパティで実現できます。これは管理者に、以下のよ
うに表示されます。



これらのプロパティをプログラム的に呼び出すには、以下のようにしま
す。
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(JUMP)	BooleanValue(#CAN_Jump)
	
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(HOP)	BooleanValue(#CAN_Hop)
	
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(SKIP)	BooleanValue(#CAN_Skip)
	
			Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(RUN)	BooleanValue(#CAN_Run)
	
これはまた、4つのエントリーを持つ(例：ACTIONSという名の)Boolean
固定リストでも行えます。これは管理者に、以下のように表示されま
す。

この場合、リストの各エントリーはユーザーの状態を表示し、プログラ
ム的に以下のようにアクセスされます。
					Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(ACTIONS)	Instance(1)	BooleanValue(#CAN_Jump)
	
					Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(ACTIONS)	Instance(2)	BooleanValue(#CAN_Hop)
	
					Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(ACTIONS)	Instance(3)	BooleanValue(#CAN_Skip)
	
					Invoke	Method(#avFrameworkManager.avGetUserProperty)	Atlevel(F)	
										Withname(ACTIONS)	Instance(4)	BooleanValue(#CAN_Run)



複数言語システムとはなんですか。
カスタム・プロパティ・キャプション、ヘルプ・テキストおよび固定リ
ストのユーザーに見えるキャプションはすべて複数言語に対応していま
す。管理者に見えるカスタム・プロパティのすべての局面を、標準のフ
レームワーク翻訳手順により正しい言語で表示できなければなりませ
ん。

フレームワークのプロパティ名が固有ではないのはなぜです
か。
主に、2つの理由があります。
									これによりPRINTERNAMEのようなプロパティをHuman	Resources
アプリケーションとGeneral	Ledgerアプリケーションの両方で定義で
き、それぞれのアプリケーションに別に指定した値を持たせることが
できます。

									プロパティの検索リストを作成できます。例えば、PRINTERNAME
というプロパティをビジネス・オブジェクト・レベルで検索すること
ができます。もし見つからなかった場合はアプリケーション・レベル
で検索します。それでも見つからなかった場合は、最後にフレーム
ワーク・レベルで検索します。

カスタム・プロパティに予想していた値が存在しません。
まず確認しなければならないことは、以下のとおりです。

									カスタム・プロパティにデフォルトの値が入っている

									プロパティを定義または変更した後、フレームワークを保存し再起
動した

									エンド・ユーザー(つまり、UF_EXECまたはそれに相当するもの)と
してサイン・オンした

									レベルA(アプリケーション)のプロパティをコマンド・ハンドラー
が参照しているが、現在のアプリケーションが選択されていない

									レベルB(ビジネス・オブジェクト)のプロパティをコマンド・ハン
ドラーが参照しているが、現在のビジネス・オブジェクトが選択され
ていない



カスタム・プロパティを使うにあたって注意すべきこと

エンド・ユーザーとしてサイン・オンし、カスタム・プロパ
ティをテストする
カスタム・プロパティをテストするときは常にエンド・ユーザーとして
サイン・オンし、UF_EXEC(または同等の)エントリー・ポイントを使用
する必要があります。設計者(UF_DESGNまたは同等)または管理者
(UF_ADMINまたは同等)としてサイン・オンしてテストすることはお勧
めしません。

カスタム・プロパティを入れ替えてからフレームワークを保存
し再起動する
フレームワークを設計者または管理者として使用している時にカスタ
ム・プロパティを本当にテストしたいなら、カスタム・プロパティ定義
に何らかの変更を加えるたびに、そのプロパティにアクセスするアプリ
ケーションを実行する前にフレームワークを保存および再起動する必要
があります。

常にデフォルト値を指定する
どのプロパティにも常にデフォルト値を指定する必要があります。これ
にはいくつかの理由があります。

									管理者がプロパティを変更できない場合、当然これは必要です。

									管理者がある特定のユーザーのプロパティを設定しなかったり、変
更しなかった場合、値がユーザーと共に保存されません。常に現在の
デフォルト値が使用されます。

									管理者がプロパティを変更できる場合、良いデフォルト値を設定し
ておくと管理者の時間が省け、サポートのコストも削減できます。

ヘルプ・テキストに時間をかける
カスタム・プロパティの簡単なヘルプ・テストに3分かけておけば、後
にサポートの時間を1日減らすことができるかもしれません。

カスタム・プロパティの変更と再配布
既存のカスタム・プロパティの定義を変更した、および/またはそれに
関連付けられた値をリストから削除し、フレームワークの定義を(再)配
布した場合、特に多くのユーザーがすでに固有のプロパティの値とリス
トを保存していれば、配布の悪影響を慎重に配慮する必要があります。



カスタム・プロパティが多すぎる場合
フレームワークに定義できるカスタム・プロパティの数には特に制限が
ないため、100を超えるとフレームワークに操作性の問題が生じる恐れ
があります。

WAMのカスタム・ユーザー・プロパティ
WAMでカスタム・ユーザー・プロパティを使う場合、uHandleEventルー
チンでカスタム・ユーザー・プロパティを設定または取得しないでくだ
さい。まず、フレームワークがWAMを初期化するようにします。カス
タム・プロパティの設定や取得は、uExecuteその他のルーチンで実行し
てください。



Visual	LANSAフレームワークのオブジェクトに関するクエ
リーの記述
Visual	LANSAフレームワーク(VLF)のオブジェクトに関するレポートを
作成するクエリー・プログラムを記述できます。
LANSA	internal	DC@	repositoryファイルに関するクエリーを記述するの
と同様の方法で、クエリー・プログラムを使用してフレームワークのオ
ブジェクトのリストを生成し、エラーを見つけたり、開発の進捗を評価
したりできます。情報をフレームワークから抽出し、他の形式や他の媒
体にその情報を変換することができます。
以下のように、いくつか重要な制限事項があります。

									このプログラムは実稼働環境やエンド・ユーザー環境で絶対に実行
しないでください。開発環境での開発者専用のツールです。

									このプログラムでは、コマンド・ハンドラーやフィルターに通常は
アクセスできない内部VLFプロパティにアクセスすることができま
す。

									VLFプロパティは将来変更される可能性があります。そのような場
合は、クエリー・プログラムを変更する必要がでてきますが、通常は
非常にまれです。

									これらのプロパティは、外部では記述されません。プロパティ自体
およびその機能について不明な点がある場合は、質問をフォーラムに
ご投稿ください。

									VLFプロパティは読み取り専用です。フレームワーク・ファイルが
破損する恐れがあるので、このプロパティに書き込まないでくださ
い。

	
はじめに
クエリー・サンプル1の使用
クエリー・サンプル2の使用
クエリー・サンプル3の使用
クエリーの作成
クエリー・プログラムについて他に知っておくべきこと
使用例



はじめに
UF_TRVRSという名前のVL再利用可能パーツを作成します。
「UF_TRVRS	-	VLFオブジェクトのシグナルの送信」に用意されている
サンプル・コードをコピーしてパーツに貼り付け、コンパイルします。
UF_TRVRSは、すべてのクエリーを駆動するエンジンです。現状を調査
し、各種のフレームワーク・オブジェクトを検出した場合にプログラム
にシグナルを送信します。

まず、#UF_TRVRS.uTraverseFrameworkを起動します。オブジェクトが検
出されるたびに、uTraverseFrameworkはクエリー・プログラムにシグナ
ルを送信します。シグナルは、決まった順序で発行されるわけではあり
ません。このプロセスは、XMLドキュメントの解析と非常によく似てい
ます。
例えば、フレームワークのすべてのアプリケーションについて全キャプ
ションのリストを作成する場合は、次のようなルーチンをクエリー・プ
ログラムに追加します。
EvtRoutine	Handling(#UF_TRVRS.Application)	Reference(#TheApplication)
	
#Std_TextL	:=	#TheApplication.UCaption
Add_Entry	#MyListView
	
Endroutine



クエリー・サンプル1の使用
UF_QRY01という名前のVL再利用可能パーツを作成します。
「UF_QRY01	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニング方
法およびそのプロパティの表示方法の例」に用意されているサンプル・
コードをコピーしてパーツに貼り付けます。
すべてのクエリー・サンプルはVLFコマンド・ハンドラーであるため、
フレームワークにスナップ・インとして組み込む必要があります。
“Programmer	Tools”(例)という名前のVLFアプリケーションを作成
し、“Reports”(例)という名前の単一のビジネス・オブジェクトを追加し
ます。
すべてのフィルターを“Reports”ビジネス・オブジェクトから削除しま
す。
[コマンド表示]タブで[全てのコマンド	タブの表示]オプションをTRUEに
変更します。
“Example	1”という名前のコマンドをビジネス・オブジェクト・レベルの
コマンド(つまり、インスタンス・レベルのコマンドではない)としてビ
ジネス・オブジェクトに関連付けます。このコマンドをデフォルトにし
ます。
再利用可能パーツUF_QRY01をコマンド・ハンドラーとしてスナップ・
インします。
フレームワークを保管して再起動してから、“Example	1”コマンドを実行
します。
[Report]ボタンをクリックします。結果として、次のように表示されま
す。



このレポートは、フレームワーク内に定義されている未使用のコマンド
をすべて表示します。このサンプルのレポートは、あまり有用ではあり
ません。これは、ユーザーのニーズに厳密に合ったレポートの作成方法
についての説明を目的としています。



クエリー・サンプル2の使用
「UF_QRY02	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニングお
よびそのプロパティの表示」を使用して前に実行したプロセスを繰り返
し、UF_QRY02という名前の再利用可能パーツを作成して、“Example
2“という名前のタブ/コマンド・ハンドラー用のコマンド・ハンドラーと
して、このパーツをスナップ・インします。
“Example	2”を実行して[Report]ボタンをクリックすると、次のような表
示になります。

このレポートは、フレームワーク内の各フィルターおよびコマンド・ハ
ンドラーのすべてのスナップ・イン・コンポーネントを一覧表示しま
す。このサンプルのレポートは、あまり有用ではありません。これは、
ユーザーのニーズに厳密に合ったレポートの作成方法についての説明を
目的としています。



クエリー・サンプル3の使用
「UF_QRY03	-	RAMPオブジェクトのリスニングおよびそのプロパティ
の表示」を使用して前に実行したプロセスを繰り返し、UF_QRY03とい
う名前の再利用可能パーツを作成して、“Example	3”という名前のタブ/
コマンド・ハンドラー用のコマンド・ハンドラーとして、このパーツを
スナップ・インします。“Example	3”を実行して[Report]ボタンをクリッ
クすると、次のような表示になります。



このレポートは、定義されているすべてのRAMPの宛先スクリプト、特
殊スクリプト、および接合スクリプトを表示します。また、それらに関
連するスクリプト行とファンクション・キーを表示することもできま
す。このサンプルのレポートは、あまり有用ではありません。これは、
ユーザーのニーズに厳密に合ったレポートの作成方法についての説明を
目的としています。



クエリーの作成
用意されているサンプルを使用すると、ユーザーは自分自身のニーズに
厳密に合った独自のレポートを作成することができます。質問や不明な
点がある場合は、VLFフォーラムをご活用ください。



クエリー・プログラムについて他に知っておくべきこと
クエリー・プログラムは、UF_TRVRSからの対象のオブジェクト・タイ
プのシグナルをリスニングし、そのオブジェクトに関する情報を格納し
ます。
クエリー・プログラムは、オブジェクト情報を選択した方法で格納でき
ます。オブジェクト参照をコレクション内、または(現在のアイテム
の.RelatedReferenceプロパティを使用して)リストやグリッド単位で格納
することができます。または、シグナル受信時にオブジェクトのプロパ
ティ情報を取得し、通常のリストのフィールドに格納することもできま
す。
フレームワーク・オブジェクトには次の2種類があります。
									VF_FPnnn(例：VF_FP003)のような名前を持つ通常のオブジェク
ト。このオブジェクトには複数のインスタンスがあり、オブジェクト
参照がある場合には、特定のインスタンスへの参照になります。ユー
ザーには、インスタンスのすべてのプロパティに対するアクセス権が
自動的に付与されます。

									VF_FPMnn(例：VF_FPM09)のような名前を持つメンバー・オブ
ジェクト。このオブジェクトは、パフォーマンス上の理由から次のよ
うに設計されています。この場合、実際のインスタンスは1つだけ
で、すべてのインスタンスのプロパティは、その単一のオブジェク
ト・インスタンスの内部に格納されます。特定のインスタンスのプロ
パティを取得するには、CurrentMemberGUIDというプロパティをその
インスタンスの値に設定しておく必要があります。

この例での主要なフレームワークのオブジェクトは次のとおりです。

VF_FP001 フレームワーク

VF_FP002 アプリケーション

VF_FP003 ビジネス・オブジェクト

VF_FPM08 アプリケーション/ビジネス・オブジェクトのリンク

VF_FPM09 コマンド定義

VF_FPM10 コマンド・リファレンス(コマンドとビジネス・オブ
ジェクト、アプリケーションまたはフレームワーク
間のリンク)。これには、コマンド・ハンドラーの情



報が含まれています。

VF_FPM14 フィルター

主要なRAMPオブジェクトは以下のとおりです。

VF_FP025 RAMPコンテナー

VF_FP026 セッション

VF_FPM27 宛先

VF_FPM28 接合

VF_FPM29 特殊

VF_FPM30 スクリプト

	
Visual	LANSA	F2=機能ヘルプ・オプションを使用して、これらのオブ
ジェクトを調べることにより、それに含まれるプロパティがわかりま
す。プロパティについて質問がある場合は、VLFフォーラムにメッセー
ジをご投稿ください。



使用例
UF_TRVRS	-	VLFオブジェクトのシグナルの送信
UF_QRY01	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニング方法
およびそのプロパティの表示方法の例
UF_QRY02	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニングおよ
びそのプロパティの表示
UF_QRY03	-	RAMPオブジェクトのリスニングおよびそのプロパティの
表示



UF_TRVRS	-	VLFオブジェクトのシグナルの送信
									=============================================================================
*	
*	Component	:UF_TRVRS
*	Type	:Reusable	Component
*	Ancestor	:PRIM_OBJT
*	
*	PLEASE	NOTE:This	UF_	(User	Framework)	component	is	the	shipped
version.You
*	may	choose	to	modify	it.You	should	do	this	by	copying	the	source
*	code	of	this	component	into	your	own	component	and	then	change
*	the	copied	version.This	will	prevent	the	accidental	loss	of	your
*	changes	if	you	upgrade	your	Visual	LANSA	framework	version.Refer
*	to	the	end	of	this	component	for	more	details	about	making	your
*	own	version	of	this	component.
*	
*	This	is	example	code	only	-	No	warranty	is	expressed	or	implied.
*	Neither	this	program,	nor	any	derivative	of	it,	should	be	ever	be	used	in
*	production	or	end	user	environments.
*	
*
=============================================================================
*	
*	This	reusable	part	can	be	used	to	signal	VLF	objects	-	See	UF_QRY01,	02
03
*
=============================================================================

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_OBJT)

Define_Com	Class(#VF_SY001)	Name(#USYSTEM)	Reference(*dynamic)
scope(*Application)
Define_Com	Class(#VF_FP001)	Name(#UFRAMEWORK)
Reference(*dynamic)	scope(*Application)

Define_Com	#VF_AC009	#TempVF_AC009	Reference(*Dynamic)



Define_Com	#VF_FP001	#TempVF_FP001	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FP002	#TempVF_FP002	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FP003	#TempVF_FP003	Reference(*Dynamic)

Define_Com	#VF_FPM09	#TempVF_FPM09	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FPM10	#TempVF_FPM10	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FPM14	#TempVF_FPM14	Reference(*Dynamic)

Define_Com	#VF_FP025	#TempVF_FP025	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FP026	#TempVF_FP026	Reference(*Dynamic)

Define_Com	#VF_FPM27	#TempVF_FPM27	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FPM28	#TempVF_FPM28	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FPM29	#TempVF_FPM29	Reference(*Dynamic)
Define_Com	#VF_FPM30	#TempVF_FPM30	Reference(*Dynamic)

*
=======================================================================
*	Events	signalled	back	to	user	application	for	each	type	of	object	found
*
=======================================================================

Define_evt	Framework
define_map	*input	#VF_FP001	#Reference	Pass(*By_Reference)

Define_evt	Application
define_map	*input	#VF_FP002	#Reference	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP001	#VisParent1	Pass(*By_Reference)

Define_evt	BusinessObject
define_map	*input	#VF_FP003	#Reference	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP001	#VisParent1	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP002	#VisParent2	Pass(*By_Reference)

Define_evt	CommandDefinition
define_map	*input	#VF_FPM09	#Reference	Pass(*By_Reference)

Define_evt	CommandReference
define_map	*input	#VF_FPM10	#Reference	Pass(*By_Reference)



define_map	*input	#VF_FPM09	#CommandDefinition	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP001	#VisParent1	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP002	#VisParent2	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP003	#VisParent3	Pass(*By_Reference)

Define_evt	Filter
define_map	*input	#VF_FPM14	#Reference	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP001	#VisParent1	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP002	#VisParent2	Pass(*By_Reference)
define_map	*input	#VF_FP003	#VisParent3	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPContainer
define_map	*input	#VF_FP025	#Reference	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPSession
define_map	*input	#VF_FP026	#Reference	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPDestination
define_map	*input	#VF_FPM27	#Reference	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPJunction
define_map	*input	#VF_FPM28	#Reference	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPSpecial
define_map	*input	#VF_FPM29	#Reference	Pass(*By_Reference)

define_evt	RAMPScript
define_map	*input	#VF_FPM30	#Reference	Pass(*By_Reference)

*
=======================================================================
*	This	is	the	method	exposed	to	the	user	application
*
=======================================================================

Mthroutine	Name(uTraverseFramework)

Invoke	#Com_Owner.uEnumerateOBJECT	Reference(#uFramework)



Parent(*null)

Invoke	#Com_Owner.uEnumerateOBJECT
Reference(#uSystem.uNodeContainer)	Parent(*null)

Endroutine

*
=======================================================================
*	This	method	is	internal	and	not	exposed
*
=======================================================================

Mthroutine	Name(uEnumerateOBJECT)	Access(*PRIVATE)
Define_Map	For(*input)	Class(#VF_AC001)	Name(#Reference)
Pass(*By_Reference)
Define_Map	For(*input)	Class(#VF_AC001)	Name(#Parent)
Pass(*By_Reference)

Define_com	#vf_elindx	#EnumIndex
Define_com	#vf_elmbri	#EnumMemberGUID

If_ref	#Reference	is_not(*null)

*	Handle	this	object	bvy	signalling	each	type	found

Case	#Reference.uClass

*	Framework

When	(=	VF_FP001)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#Reference)
Signal	Framework	Reference(#TempVF_FP001)

*	Application

When	(=	VF_FP002)
set_ref	#TempVF_FP002	(*Dynamic	#Reference)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_FP002.uAuthorityParent)



Signal	Application	Reference(#TempVF_FP002)
VisParent1(#TempVF_FP001)

*	Business	Object

When	(=	VF_FP003)
set_ref	#TempVF_FP003	(*Dynamic	#Reference)
set_ref	#TempVF_FP002	(*Dynamic	#TempVF_FP003.uAuthorityParent)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_FP002.uAuthorityParent)

Signal	BusinessObject	Reference(#TempVF_FP003)
VisParent1(#TempVF_FP001)	VisParent2(#TempVF_FP002)

*	RAMP	Container

When	(=	VF_FP025)
set_ref	#TempVF_FP025	(*Dynamic	#Reference)
Signal	RAMPContainer	Reference(#TempVF_FP025)

*	RAMP	Session

When	(=	VF_FP026)
set_ref	#TempVF_FP026	(*Dynamic	#Reference)
Signal	RAMPSession	Reference(#TempVF_FP026)

Endcase

*	Enumerate	all	members

If_ref	#Reference.ecMemberManagers	is_not(*null)
For	#Manager	#Reference.ecMemberManagers

#EnumIndex	:=	0

Dowhile	(#Manager.Enumerate_MEMBERS(#Reference	#EnumIndex
#EnumMemberGUID	7))

#Manager.Currentmemberguid	:=	#EnumMemberGUID



Case	#Manager.VF_FPNNNClass

*	Command	Definition

When	(=	VF_FP009)
set_ref	#TempVF_FPM09	(*Dynamic	#Manager)
Signal	CommandDefinition	Reference(#TempVF_FPM09)

*	Command	reference

When	(=	VF_FP010)
set_ref	#TempVF_FPM10	(*Dynamic	#Manager)
#uFrameWork.VF_FP009Manager.CurrentmemberGUID	:=
#TempVF_FPM10.uCommandGUID

set_ref	#TempVF_AC009	(*Dynamic	#TempVF_FPM10.uLinkedOwner)

If_Ref	Com(#TempVF_AC009)	Is(*INSTANCE_OF	#VF_FP001)
*	Framework	Command
set_ref	#TempVF_FP003	*null
set_ref	#TempVF_FP002	*null
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_AC009)
ENDIF

If_Ref	Com(#TempVF_AC009)	Is(*INSTANCE_OF	#VF_FP002)
*	Application	Command
set_ref	#TempVF_FP003	*null
set_ref	#TempVF_FP002	(*Dynamic	#TempVF_AC009)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_FP002.uAuthorityParent)
ENDIF

If_Ref	Com(#TempVF_AC009)	Is(*INSTANCE_OF	#VF_FP003)
*	Business	Object	Command
set_ref	#TempVF_FP003	(*Dynamic	#TempVF_AC009)
set_ref	#TempVF_FP002	(*Dynamic	#TempVF_FP003.uAuthorityParent)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_FP002.uAuthorityParent)

ENDIF



Signal	CommandReference	Reference(#TempVF_FPM10)
CommandDefinition(#uFrameWork.VF_FP009Manager)
VisParent1(#TempVF_FP001)	VisParent2(#TempVF_FP002)
VisParent3(#TempVF_FP003)

*	Filter

When	(=	VF_FP014)
set_ref	#TempVF_FPM14	(*Dynamic	#Manager)
set_ref	#TempVF_FP003	(*Dynamic	#Reference)
set_ref	#TempVF_FP002	(*Dynamic	#TempVF_FP003.uAuthorityParent)
set_ref	#TempVF_FP001	(*Dynamic	#TempVF_FP002.uAuthorityParent)

Signal	Filter	Reference(#TempVF_FPM14)	VisParent1(#TempVF_FP001)
VisParent2(#TempVF_FP002)	VisParent3(#TempVF_FP003)

*	RAMP	Destination

When	(=	VF_FP027)
set_ref	#TempVF_FPM27	(*Dynamic	#Manager)
Signal	RAMPDestination	Reference(#TempVF_FPM27)

*	RAMP	Junction

When	(=	VF_FP028)
set_ref	#TempVF_FPM28	(*Dynamic	#Manager)
Signal	RAMPJunction	Reference(#TempVF_FPM28)

*	RAMP	Special

When	(=	VF_FP029)
set_ref	#TempVF_FPM29	(*Dynamic	#Manager)
Signal	RAMPSpecial	Reference(#TempVF_FPM29)

*	RAMP	Script

When	(=	VF_FP030)
set_ref	#TempVF_FPM30	(*Dynamic	#Manager)
Signal	RAMPScript	Reference(#TempVF_FPM30)



Endcase

Endwhile

Endfor
Endif

*	Enumerate	all	children	recursively

If_ref	#Reference.ecchildcollection	is_not(*null)
For	#Child	in(#Reference.ecchildcollection)
Invoke	#Com_Owner.uEnumerateOBJECT	Reference(#Child)
Parent(#Reference)
Endfor
Endif

Endif

Endroutine

END_COM



UF_QRY01	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニ
ング方法およびそのプロパティの表示方法の例

									=============================================================================
*	
*	Component	:UF_QRY01
*	Type	:Reusable	Component
*	Ancestor	:VF_AC010	(Command	Handler)
*	
*	PLEASE	NOTE:This	UF_	(User	Framework)	component	is	the	shipped
version.You
*	may	choose	to	modify	it.You	should	do	this	by	copying	the	source
*	code	of	this	component	into	your	own	component	and	then	change
*	the	copied	version.This	will	prevent	the	accidental	loss	of	your
*	changes	if	you	upgrade	your	Visual	LANSA	framework	version.Refer
*	to	the	end	of	this	component	for	more	details	about	making	your
*	own	version	of	this	component.
*	
*	This	is	example	code	only	-	No	warranty	is	expressed	or	implied.
*	Neither	this	program,	nor	any	derivative	of	it,	should	be	ever	be	used	in
*	production	or	end	user	environments.
*	
*
=============================================================================
*	
*	This	is	the	simplest	example	of	how	to	listen	for	general	Framework
objects	and	view	their	properties
*
=============================================================================
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#VF_AC010)	Height(336)
Layoutmanager(#ATLM_2)	Width(552)
*
================================================================================
*	Simple	Field	and	Group	Definitions
*
================================================================================
*



================================================================================
*	Component	definitions
*
================================================================================

*	Body	and	Button	arrangement	panels

Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BUTTON_PANEL)
Displayposition(2)	Height(336)	Layoutmanager(#BUTTON_FLOW)
Left(464)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Tabstop(False)	Top(0)
Width(88)
Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BODY_HEAD)
Displayposition(1)	Height(336)	Layoutmanager(#ATLM_1)	Left(0)
Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(1)	Tabstop(False)	Top(0)
Verticalscroll(True)	Width(464)

*	Attachment	and	flow	layout	managers

Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BUTTON_ATTACH)
Attachment(Right)	Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLM)	Name(#BUTTON_FLOW)
Direction(TopToBottom)	Flowoperation(Center)	Marginbottom(4)
Marginleft(4)	Marginright(4)	Margintop(4)	Spacing(4)	Spacingitems(4)

Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BODY_ATTACH)
Attachment(Center)	Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#MAIN_LAYOUT)

*	The	report	button

Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_REPORT)
Buttondefault(True)	Caption('Report')	Displayposition(1)	Left(4)
Parent(#BUTTON_PANEL)	Tabposition(1)	Top(4)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLI)	Name(#FWLI_SAVE_BUTTON)
Manage(#PHBN_REPORT)	Parent(#BUTTON_FLOW)

*	The	Traverse	component
Define_Com	Class(#UF_TRVRS)	Name(#UF_TRVRS)



Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_1)	Marginbottom(2)
Marginleft(2)	Marginright(2)	Margintop(2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_1)	Attachment(Center)
Parent(#ATLM_1)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_2)	Attachment(Center)
Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_3)	Attachment(Right)
Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#ATLM_2)

Define_Com	Class(#Prim_kCol<#VF_FP003	#VF_ELIDN>)
Name(#collBusObj)

*	List	of	the	GUIDs	of	all	the	Commands
Def_List	Name(#ListCmdGd)	Fields(#cmdGUID	#cmdUID)
Type(*Working)	Entrys(*MAX)
define	#cmdGUID	reffld(#vf_elidn)	desc('GUID	for	a	command	definition')
define	#cmdUID	reffld(#vf_elidn)	desc('uIdentifier	for	a	command
definition')

*	List	of	the	GUIDs	of	all	the	Command	References
Def_List	Name(#ListCmRGd)	Fields(#cmdRefGUD	#cmdRefUID)
Type(*Working)	Entrys(*MAX)
define	#cmdRefGUD	reffld(#vf_elidn)	desc('GUID	for	a	command
reference')
define	#cmdRefUID	reffld(#vf_elidn)	desc('uIdentifier	for	a	command
definition')

Define_com	#VF_FPM09	#TheVF_FPM09	Reference(*Dynamic)
Define_com	#VF_FPM10	#TheVF_FPM10	Reference(*Dynamic)
Define_Com	Class(#PRIM_LTVW)	Name(#LTVW_1)	Componentversion(2)
Displayposition(1)	Fullrowselect(True)	Height(332)	Left(2)
Parent(#BODY_HEAD)	Showsortarrow(True)	Tabposition(1)	Top(2)
Width(460)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_4)	Attachment(Center)
Manage(#LTVW_1)	Parent(#ATLM_1)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#LVCL_1)	Caption('Unused
Commands')	Captiontype(Caption)	Displayposition(1)	Parent(#LTVW_1)



Source(#DF_ELTXTL)	Width(100)

*
================================================================================
*	Events	Definitions
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Property	Definitions
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Method	Definitions
*
================================================================================
*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	Command	Execution
*	--------------------------------------------------------------------------------

Mthroutine	Name(uExecute)	Options(*REDEFINE)

*	The	return	code	field	and	testing	condition

Define	#Ret_Code	reffld(#IO$STS)
Def_cond	Name(*RetOkay)	Cond('#Ret_Code	=	OK')

*	Do	any	execution	logic	defined	in	the	ancestor

Invoke	#Com_Ancestor.uExecute

Endroutine

*
================================================================================



*	Subroutines
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Event	Handlers
*
================================================================================

*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	the	save	button
*	--------------------------------------------------------------------------------

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_REPORT.Click)

*	Clear	Lists
clr_list	#listCmdGD
clr_list	#listCmRGD

*	Tell	the	Traverse	reusable	part	to	read	through	the	entire	system	in	no
particular	order
*	This	program	listens	for	the	signals	for	each	new	object,

*	Collect	all	the	information
invoke	#UF_TRVRS.uTraverseFramework

*	Now	display	a	list	of	any	commands	that	are	not	referenced	by	anything
invoke	#Com_Owner.Check_Unused

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	Business	Object	-	An	example	of	storing	ordinary	objects

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.BusinessObject)
Reference(#TempVF_FP003)

*	Store	all	the	business	objects	in	a	collection



Set_ref	Com(#collBusObj<#TempVF_FP003.uIdentifier>)
to(#TempVF_FP003)

endroutine

*	Listen	for	a	Command	Definition	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.CommandDefinition)
Reference(#TempVF_FPM09)

*	All	the	Command	Definitions	are	stored	as	internal	members	of	a	single
object,	#VF_FPM09.

*	There	is	only	one	object	reference	that	needs	to	be	stored
set_ref	#TheVF_FPM09	#TempVF_FPM09

*	But	to	access	the	information	about	a	particular	Command	Definition,	we
need	to	know
*	the	value	of	a	special	property	called	.CurrentMemberGUID.

*	So,	store	that	value	in	a	list

Change	#cmdGUID	#TempVF_FPM09.CurrentMemberGUID
Change	#cmdUID	#TempVF_FPM09.uIdentifier

Add_entry	#ListCmdGD

endroutine

*	Listen	for	a	Command	Usage	(Command	Reference)	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.CommandReference)
Reference(#TempVF_FPM10)	CommandDefinition(#TempVF_FPM09)

*	All	the	Command	References	are	stored	as	internal	members	of	a	single
object,	#VF_FPM10.



*	There	is	only	one	object	that	needs	to	be	stored
set_ref	#TheVF_FPM10	#TempVF_FPM10

*	But	to	access	the	information	about	a	particular	Command	Reference,	we
need	to	know
*	the	value	of	a	special	property	called	.CurrentMemberGUID.

*	So,	store	that	value	in	a	list

Change	#cmdRefGUD	#TempVF_FPM10.CurrentMemberGUID

*	Store	the	uIdentifier	of	the	command	that	is	refered	to
Change	#cmdRefUID	#TempVF_FPM09.uIdentifier

Add_entry	#ListCmRGd

ENDROUTINE

*	Check	which	commands	are	not	used	anywhere

mthroutine	Check_Unused

clr_list	#LTVW_1

selectlist	#ListCmdGD

*	Which	commands	do	not	have	a	Command	Reference	that	uses	them?
Loc_Entry	In_List(#ListCmRGd)	Where(#cmdUID	*eq	#cmdrefUID)

if_status	is_not(*Okay)

*	Get	Details	of	the	command	definition	being	processed
*	(Set	the	GUID	property	first)
set	#TheVF_FPM09	CurrentMemberGUID(#cmdGUID)

#df_eltxtl	:=	'Command:'	+	#TheVF_FPM09.uCaption	+	'	is	not	used
anywhere'



*	To	see	what	other	command	definition	properties	you	can	view,	click	on
#TheVF_FPM09	above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	the
VF_FPM09	class

add_entry	#LTVW_1
endif
endselect
endroutine
End_Com



UF_QRY02	-	一般的なフレームワーク・オブジェクトのリスニ
ングおよびそのプロパティの表示

									=============================================================================
*	
*	Component	:UF_QRY02
*	Type	:Reusable	Component
*	Ancestor	:VF_AC010	(Command	Handler)
*	
*	PLEASE	NOTE:This	UF_	(User	Framework)	component	is	the	shipped
version.You
*	may	choose	to	modify	it.You	should	do	this	by	copying	the	source
*	code	of	this	component	into	your	own	component	and	then	change
*	the	copied	version.This	will	prevent	the	accidental	loss	of	your
*	changes	if	you	upgrade	your	Visual	LANSA	framework	version.Refer
*	to	the	end	of	this	component	for	more	details	about	making	your
*	own	version	of	this	component.
*	
*	This	is	example	code	only	-	No	warranty	is	expressed	or	implied.
*	Neither	this	program,	nor	any	derivative	of	it,	should	be	ever	be	used	in
*	production	or	end	user	environments.
*	
*
=============================================================================
*	
*	This	demonstrates	how	to	listen	for	general	Framework	objects	and	view
their	properties
*
=============================================================================
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#VF_AC010)	Height(336)
Layoutmanager(#ATLM_2)	Width(552)
*
================================================================================
*	Simple	Field	and	Group	Definitions
*
================================================================================
*



================================================================================
*	Component	definitions
*
================================================================================

*	Body	and	Button	arrangement	panels

Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BUTTON_PANEL)
Displayposition(2)	Height(336)	Layoutmanager(#BUTTON_FLOW)
Left(464)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Tabstop(False)	Top(0)
Width(88)
Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BODY_HEAD)
Displayposition(1)	Height(336)	Layoutmanager(#ATLM_1)	Left(0)
Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(1)	Tabstop(False)	Top(0)
Verticalscroll(True)	Width(464)

*	Attachment	and	flow	layout	managers

Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BUTTON_ATTACH)
Attachment(Right)	Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLM)	Name(#BUTTON_FLOW)
Direction(TopToBottom)	Flowoperation(Center)	Marginbottom(4)
Marginleft(4)	Marginright(4)	Margintop(4)	Spacing(4)	Spacingitems(4)

Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BODY_ATTACH)
Attachment(Center)	Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#MAIN_LAYOUT)

*	The	report	button

Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_REPORT)
Buttondefault(True)	Caption('Report')	Displayposition(1)	Left(4)
Parent(#BUTTON_PANEL)	Tabposition(1)	Top(4)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLI)	Name(#FWLI_SAVE_BUTTON)
Manage(#PHBN_REPORT)	Parent(#BUTTON_FLOW)

*	The	Traverse	component
Define_Com	Class(#UF_TRVRS)	Name(#UF_TRVRS)



Define_Com	Class(#PRIM_GRID)	Name(#LTVW_1)	Displayposition(1)
Height(332)	Left(2)	Parent(#BODY_HEAD)	Rowresize(True)
Showsortarrow(True)	Tabposition(1)	Top(2)	Width(460)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#LVCL_1)	Caption('Parent
Framework')	Captiontype(Caption)	Displayposition(1)	Parent(#LTVW_1)
Source(#FP_EKEY1)	Width(12)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#LVCL_2)	Caption('Parent
Application')	Captiontype(Caption)	Displayposition(2)	Parent(#LTVW_1)
Source(#FP_EKEY2)	Width(12)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#LVCL_3)	Caption('Parent
Business	Object')	Captiontype(Caption)	Displayposition(3)
Parent(#LTVW_1)	Source(#FP_EKEY3)	Width(17)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#LVCL_4)	Displayposition(4)
Parent(#LTVW_1)	Source(#DF_ELTXTL)	Widthtype(Remainder)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_1)	Marginbottom(2)
Marginleft(2)	Marginright(2)	Margintop(2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_1)	Attachment(Center)
Parent(#ATLM_1)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_2)	Attachment(Center)
Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_3)	Attachment(Right)
Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_4)	Attachment(Center)
Manage(#LTVW_1)	Parent(#ATLM_1)

*	Framework	-	class	#VF_FP001	#TempVF_FP001	Reference(*Dynamic)
*	Application	-	class	#VF_FP002	#TempVF_FP002	Reference(*Dynamic)
*	Business	Object	-	class	#VF_FP003	#TempVF_FP003
Reference(*Dynamic)
*	Command	-	class	#VF_FPM09	#TempVF_FPM09	Reference(*Dynamic)
*	Command	Usage	-	class	#VF_FPM10	#TempVF_FPM10
Reference(*Dynamic)
*	Filter	-	class	#VF_FPM14	#TempVF_FPM14	Reference(*Dynamic)

*
================================================================================
*	Events	Definitions



*
================================================================================

*
================================================================================
*	Property	Definitions
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Method	Definitions
*
================================================================================
*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	Command	Execution
*	--------------------------------------------------------------------------------

Mthroutine	Name(uExecute)	Options(*REDEFINE)

*	The	return	code	field	and	testing	condition

Define	#Ret_Code	reffld(#IO$STS)
Def_cond	Name(*RetOkay)	Cond('#Ret_Code	=	OK')

*	Do	any	execution	logic	defined	in	the	ancestor

Invoke	#Com_Ancestor.uExecute

Endroutine

*
================================================================================
*	Subroutines
*
================================================================================

*



================================================================================
*	Event	Handlers
*
================================================================================

*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	the	save	button
*	--------------------------------------------------------------------------------

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_REPORT.Click)

*	Tell	the	Traverse	reusable	part	to	read	through	the	entire	system	in	no
particular	order
*	This	program	listens	for	the	signals	for	each	new	object,

clr_list	#LTVW_1
invoke	#UF_TRVRS.uTraverseFramework

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	Framework	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.Framework)
Reference(#TempVF_FP001)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('Framework')
uObject(#TempVF_FP001)

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FP001)

ENDROUTINE

*	Listen	for	an	Application	Object



EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.Application)
Reference(#TempVF_FP002)	VisParent1(#TempVF_FP001)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(2)	uType('Application')
uObject(#TempVF_FP002)	VisParent1(#TempVF_FP001)

*	For	more	details	of	the	application	object,	click	on	#TempVF_FP002	above
and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FP002

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FP002)

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	Business	Object	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.BusinessObject)
Reference(#TempVF_FP003)	VisParent1(#TempVF_FP001)
VisParent2(#TempVF_FP002)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(3)	uType('Business	Object')
uObject(#TempVF_FP003)	VisParent1(#TempVF_FP001)
VisParent2(#TempVF_FP002)

*	For	more	details	of	the	business	object	object,	click	on	#TempVF_FP003
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FP003

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FP003)



ENDROUTINE

*	Listen	for	a	Filter	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.Filter)
Reference(#TempVF_FPM14)	VisParent1(#TempVF_FP001)
VisParent2(#TempVF_FP002)	VisParent3(#TempVF_FP003)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(3)	uType('Business	Object')
uObject(#TempVF_FP003)	VisParent1(#TempVF_FP001)
VisParent2(#TempVF_FP002)	VisParent3(#TempVF_FP003)

*	Specific	details
*	For	more	details	of	the	filter	object,	click	on	#TempVF_FPM14	above	and
press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FPM14

#DF_ELTXTL	:=	'Filter	'	+	#TempVF_FPM14.uCaption	+	'Snap	in	windows
filter	'	+	#TempVF_FPM14.uFilterName	+	'	Snap	In	Web	function	'	+
#TempVF_FPM14.uWebFilterFunction	+	'	'	+	'Snap	in	wam	filter	'	+
#TempVF_FPM14.uWAMComponent

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FPM14)

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	Command	Usage	(Command	Reference)	Object

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.CommandReference)
Reference(#TempVF_FPM10)	CommandDefinition(#TempVF_FPM09)
VisParent1(#TempVF_FP001)	VisParent2(#TempVF_FP002)
VisParent3(#TempVF_FP003)

*	Output	generic	details



Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(3)	uType('Command
Reference')	VisParent1(#TempVF_FP001)	VisParent2(#TempVF_FP002)
VisParent3(#TempVF_FP003)

*	Specific	details

*	Some	of	the	details	are	on	the	Command	Object	(VF_FPM09)
*	Most	of	the	details	are	on	the	Command	Reference	Object	(VF_FPM10)

*	For	more	details	of	the	Command	and	command	reference	objects,	click	on
#TempVF_FPM09	or	#TempVF_FPM10	above	and	press	F2,	and	look	at	the
properties	of	classes	VF_FPM09	and	VF_FPM10

#DF_ELTXTL	:=	'Command	'	+	#TempVF_FPM09.uCaption	+	'	Snap	in
windows	handler	'	+	#TempVF_FPM10.uHandlerName	+	'	Snap	In	Web
function	'	+	#TempVF_FPM10.uWebHandlerFunction	+	'	'	+	'	Snap	in	wam
handler	'	+	#TempVF_FPM10.uWAMComponent	+	'	uWAM'	+
#TempVF_FPM10.uWAM

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FPM10)

ENDROUTINE

*	Output	a	line	of	description	of	the	object

mthroutine	uOutputGeneric
define_map	*input	#std_num	#uLevel
define_map	*input	#df_elmsg	#uType
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp001)	Name(#VisParent1)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp002)	Name(#VisParent2)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp003)	Name(#VisParent3)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_ac001)	Name(#uObject)



Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)

*	Parent	Details
Change	(#FP_EKEY1	#FP_EKEY2	#FP_EKEY3)	*null

*	Parent	1	details
if_ref	#VisParent1	is_not(*null)
Change	#FP_EKEY1	#VisParent1.uUserObjectType
endif

*	Parent	2	details
if_ref	#VisParent2	is_not(*null)
Change	#FP_EKEY2	#VisParent2.uUserObjectType
endif

*	Parent	3	details
if_ref	#VisParent3	is_not(*null)
Change	#FP_EKEY3	#VisParent3.uUserObjectType
endif

*	Object	details
if_ref	#uObject	is_not(*null)
#DF_ELTXTL	:=	#uType	+	'	'	+	#uObject.uCaption	+	'	'	+
#uObject.uIdentifier	+	'	'	+	#uObject.uUserObjectType
endif

endroutine

End_Com



UF_QRY03	-	RAMPオブジェクトのリスニングおよびそのプロ
パティの表示
*
=============================================================================
*	
*	Component	:UF_QRY03
*	Type	:Reusable	Component
*	Ancestor	:VF_AC010	(Command	Handler)
*	
*	PLEASE	NOTE:This	UF_	(User	Framework)	component	is	the	shipped
version.You
*	may	choose	to	modify	it.You	should	do	this	by	copying	the	source
*	code	of	this	component	into	your	own	component	and	then	change
*	the	copied	version.This	will	prevent	the	accidental	loss	of	your
*	changes	if	you	upgrade	your	Visual	LANSA	framework	version.Refer
*	to	the	end	of	this	component	for	more	details	about	making	your
*	own	version	of	this	component.
*	
*	This	is	example	code	only	-	No	warranty	is	expressed	or	implied.
*	Neither	this	program,	nor	any	derivative	of	it,	should	be	ever	be	used	in
*	production	or	end	user	environments.
*	
*
=============================================================================
*	
*	This	demonstrates	how	to	listen	for	RAMP	objects	and	view	their	properties
*
=============================================================================
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#VF_AC010)	Height(336)
Layoutmanager(#ATLM_2)	Width(552)
*
================================================================================
*	Simple	Field	and	Group	Definitions
*
================================================================================
*
================================================================================



*	Component	definitions
*
================================================================================

*	Body	and	Button	arrangement	panels

Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BUTTON_PANEL)
Displayposition(2)	Height(311)	Layoutmanager(#BUTTON_FLOW)	Left(464)
Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Tabstop(False)	Top(25)	Width(88)
Define_Com	Class(#PRIM_PANL)	Name(#BODY_HEAD)	Displayposition(1)
Height(311)	Layoutmanager(#ATLM_1)	Left(0)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(1)	Tabstop(False)	Top(25)	Verticalscroll(True)	Width(464)

*	Attachment	and	flow	layout	managers

Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BUTTON_ATTACH)
Attachment(Right)	Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#MAIN_LAYOUT)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLM)	Name(#BUTTON_FLOW)
Direction(TopToBottom)	Flowoperation(Center)	Marginbottom(4)
Marginleft(4)	Marginright(4)	Margintop(4)	Spacing(4)	Spacingitems(4)

Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#BODY_ATTACH)
Attachment(Center)	Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#MAIN_LAYOUT)

*	The	report	button

Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_REPORT)
Buttondefault(True)	Caption('Report')	Displayposition(1)	Left(4)
Parent(#BUTTON_PANEL)	Tabposition(1)	Top(4)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLI)	Name(#FWLI_SAVE_BUTTON)
Manage(#PHBN_REPORT)	Parent(#BUTTON_FLOW)

*	The	Traverse	component
Define_Com	Class(#UF_TRVRS)	Name(#UF_TRVRS)

*	The	Output	List



Define_Com	Class(#PRIM_GRID)	Name(#LTVW_1)	Displayposition(1)
Height(142)	Left(2)	Parent(#BODY_HEAD)	Rowresize(True)
Showselection(True)	Showsortarrow(True)	Tabposition(1)	Top(2)	Width(460)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#LVCL_4)	Displayposition(1)
Parent(#LTVW_1)	Source(#DF_ELTXTL)	Width(100)	Widthtype(Remainder)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_1)	Marginbottom(2)
Marginleft(2)	Marginright(2)	Margintop(2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_1)	Attachment(Center)
Parent(#ATLM_1)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLM)	Name(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_2)	Attachment(Center)
Manage(#BODY_HEAD)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_3)	Attachment(Right)
Manage(#BUTTON_PANEL)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_4)	Attachment(Center)
Manage(#LTVW_1)	Parent(#ATLM_1)

*	The	Script	List
Define_Com	Class(#PRIM_MEMO)	Name(#SCRIPT)	Componentversion(1)
Currentline(1)	Displayposition(2)	Height(165)	Left(2)
Maximumlinelength(200)	Parent(#BODY_HEAD)	Showselectionhilight(False)
Tabposition(2)	Top(144)	Width(460)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_5)	Attachment(Bottom)
Manage(#SCRIPT)	Parent(#ATLM_1)
Define_Com	Class(#PRIM_MECL)	Name(#MECL_1)	Columnrole(Data)
Displayposition(1)	Parent(#SCRIPT)	Source(#VF_ELTXTB)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_1)	Caption('Member	ID')
Captiontype(Caption)	Displayposition(2)	Parent(#LTVW_1)
Source(#VF_ELIDN)

*	Show	Script	push	button
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_1)	Displayposition(3)
Left(0)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(0)	Width(552)
Define_Com	Class(#PRIM_ATLI)	Name(#ATLI_6)	Attachment(Top)
Manage(#PHBN_1)	Parent(#ATLM_2)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_SCRIPT)	Caption('Show
Script')	Displayposition(2)	Left(4)	Parent(#BUTTON_PANEL)	Tabposition(2)
Top(33)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLI)	Name(#FWLI_1)



Manage(#PHBN_SCRIPT)	Parent(#BUTTON_FLOW)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_FKEY)	Caption('Show
FKeys')	Displayposition(3)	Left(4)	Parent(#BUTTON_PANEL)	Tabposition(3)
Top(62)
Define_Com	Class(#PRIM_FWLI)	Name(#FWLI_2)	Manage(#PHBN_FKEY)
Parent(#BUTTON_FLOW)

*	Framework	-	class	#VF_FP001	#TempVF_FP001	Reference(*Dynamic)
*	Application	-	class	#VF_FP002	#TempVF_FP002	Reference(*Dynamic)
*	Business	Object	-	class	#VF_FP003	#TempVF_FP003	Reference(*Dynamic)
*	Command	-	class	#VF_FPM09	#TempVF_FPM09	Reference(*Dynamic)
*	Command	Usage	-	class	#VF_FPM10	#TempVF_FPM10
Reference(*Dynamic)
*	Filter	-	class	#VF_FPM14	#TempVF_FPM14	Reference(*Dynamic)

*
================================================================================
*	Events	Definitions
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Property	Definitions
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Method	Definitions
*
================================================================================
*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	Command	Execution
*	--------------------------------------------------------------------------------

Mthroutine	Name(uExecute)	Options(*REDEFINE)

*	The	return	code	field	and	testing	condition



Define	#Ret_Code	reffld(#IO$STS)
Def_cond	Name(*RetOkay)	Cond('#Ret_Code	=	OK')

*	Do	any	execution	logic	defined	in	the	ancestor

Invoke	#Com_Ancestor.uExecute

Endroutine

*
================================================================================
*	Subroutines
*
================================================================================

*
================================================================================
*	Event	Handlers
*
================================================================================

*	--------------------------------------------------------------------------------
*	Handle	the	save	button
*	--------------------------------------------------------------------------------

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_REPORT.Click)

*	Tell	the	Traverse	reusable	part	to	read	through	the	entire	system	in	no
particular	order
*	This	program	listens	for	the	signals	for	each	new	object,

clr_list	#LTVW_1
invoke	#UF_TRVRS.uTraverseFramework

ENDROUTINE



*	Listen	for	the	RAMP	Container

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPContainer)
Reference(#TempVF_FP025)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Session')
uObject(#TempVF_FP025)

*	For	more	details	of	the	RAMP	Session	object,	click	on	#TempVF_FP025
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FP025

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FP025)

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	RAMP	Session

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPSession)
Reference(#TempVF_FP026)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Group')
uObject(#TempVF_FP026)

*	For	more	details	of	the	RAMP	Group	object,	click	on	#TempVF_FP026	above
and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FP026

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FP026)



ENDROUTINE

*	Listen	for	a	RAMP	Destination

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPDestination)
Reference(#TempVF_FPM27)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Destination')

*	Specific	details

*	For	more	details	of	the	RAMP	Destination	object,	click	on	#TempVF_FPM27
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FPM27

*	Store	the	member	Identifier	for	this	destination
Change	#VF_ELIDN	#TempVF_FPM27.CurrentMemberGUID

#DF_ELTXTL	:=	'Destination	'	+	#TempVF_FPM27.uCaption	+	'	Technical
Caption	'	+	#TempVF_FPM27.uTechnicalCaption	+	'	Navigate	Script	ID	'	+
#TempVF_FPM27.uNavigateScriptIDN	+	'	Return	Script	ID	'	+
#TempVF_FPM27.uReturnScriptIDN

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FPM27)

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	RAMP	Junction

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPJunction)
Reference(#TempVF_FPM28)

*	Output	generic	details



Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Destination')

*	Specific	details

*	For	more	details	of	the	RAMP	Destination	object,	click	on	#TempVF_FPM28
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FPM28

*	Store	the	member	Identifier	for	this	junction
Change	#VF_ELIDN	#TempVF_FPM28.CurrentMemberGUID

#DF_ELTXTL	:=	'Junction	'	+	#TempVF_FPM28.uCaption	+	'	Technical
Caption	'	+	#TempVF_FPM28.uTechnicalCaption	+	'	Script	ID	'	+
#TempVF_FPM28.uIdentifier	+	'	Screen	Name	'	+
#TempVF_FPM28.uScreenName

add_entry	#LTVW_1

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	RAMP	Special

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPSpecial)
Reference(#TempVF_FPM29)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Special')

*	Specific	details

*	For	more	details	of	the	RAMP	Destination	object,	click	on	#TempVF_FPM29
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FPM29

*	Store	the	member	Identifier	for	this	special
Change	#VF_ELIDN	#TempVF_FPM29.CurrentMemberGUID

#DF_ELTXTL	:=	'Special	'	+	#TempVF_FPM29.uCaption	+	'	Technical	Caption
'	+	#TempVF_FPM29.uTechnicalCaption



add_entry	#LTVW_1

ENDROUTINE

*	Listen	for	a	RAMP	Script

EVTROUTINE	HANDLING(#UF_TRVRS.RAMPScript)
Reference(#TempVF_FPM30)

*	Output	generic	details
Invoke	#Com_Owner.uOutputGeneric	uLevel(1)	uType('RAMP	Script')

*	Specific	details

*	For	more	details	of	the	RAMP	Destination	object,	click	on	#TempVF_FPM30
above	and	press	F2,	and	look	at	the	properties	of	class	VF_FPM30

*	Store	the	member	Identifier	for	this	script
Change	#VF_ELIDN	#TempVF_FPM30.CurrentMemberGUID

#DF_ELTXTL	:=	'Script	'	+	#TempVF_FPM30.uCaption	+	'	Technical	Caption	'
+	#TempVF_FPM30.uTechnicalCaption

add_entry	#LTVW_1

*	Store	a	reference	to	the	object	against	the	list	line
Set	Com(#ltvw_1.currentitem)	Relatedreference(#TempVF_FPM30)

ENDROUTINE

*	Output	a	line	of	description	of	the	object

mthroutine	uOutputGeneric
define_map	*input	#std_num	#uLevel
define_map	*input	#df_elmsg	#uType
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp001)	Name(#VisParent1)



Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp002)	Name(#VisParent2)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_fp003)	Name(#VisParent3)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)
Define_Map	For(*input)	Class(#vf_ac001)	Name(#uObject)
Mandatory(*NULL)	Pass(*BY_REFERENCE)

Change	#vf_elidn	*blanks

*	Object	details
if_ref	#uObject	is_not(*null)
#DF_ELTXTL	:=	#uType	+	'	'	+	#uObject.uCaption	+	'	'	+	#uObject.uIdentifier	+
'	'	+	#uObject.uUserObjectType
endif

endroutine

*	Button	press	-	Show	the	lines	of	script	for	a	script

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_SCRIPT.Click)

Define_Com	Class(#VF_FPM30)	Name(#TempVF_FPM30)
Reference(*DYNAMIC)

selectlist	#LTVW_1
if	#LTVW_1.CurrentItem.Selected
If_Ref	Com(#LTVW_1.CurrentItem.RelatedReference)	Is(*INSTANCE_OF
#VF_FPM30)

set_ref	#TempVF_FPM30	(*Dynamic
#LTVW_1.CurrentItem.RelatedReference)
invoke	#Com_Owner.uShowScript	uScriptManager(#TempVF_FPM30)
UseScriptGUID(#VF_ELIDN)

endif
endif
endselect



ENDROUTINE

*	Show	a	script

mthroutine	uShowScript
Define_Map	For(*input)	Class(#VF_FPM30)	Name(#uScriptManager)
Pass(*BY_REFERENCE)
define_map	*input	#VF_ELMBRi	#UseScriptGUID

define	#First	reffld(#vf_elbool)
Define_Com	Class(#vf_elindx)	Name(#LoopLimit)

clr_list	#Script

*	When	working	with	any	VF_FPM	objects	you	have	to	set	the
CurrentMemberGUID	before	reading	or	writing	to	them.
*	This	is	stored	in	field	#VF_ELIDN	in	list	#LTVW_1

*	set	#VF_FPM30	to	the	correct	member
#uScriptManager.CurrentMemberGUID	:=	#UseScriptGUID

Change	Field(#LoopLimit)	To(#uScriptManager.uSLMax)
Change	Field(#VF_ELLICT)	To(0)

Change	#First	TRUE
Begin_Loop	To(#LoopLimit)
*	Read	each	script	line	into	field	#vf_eltxtb

Invoke	Method(#uSystem.uRestorePropertySet)	Ucursor('0')	Ufirst(#First)
Uname(uSL)	Ualphavalue(#vf_eltxtb)	Udefaultalphavalue('*NONE')
Ac0x1object(#uScriptManager.SetMember(	#UseScriptGUID	))

Add_Entry	To_List(#SCRIPT)

Change	#First	FALSE
End_Loop



endroutine

*	Button	press	-	Show	the	function	keys	for	a	destination

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_FKEY.Click)

Define_Com	Class(#VF_FPM27)	Name(#TempVF_FPM27)
Reference(*DYNAMIC)

selectlist	#LTVW_1
if	#LTVW_1.CurrentItem.Selected
If_Ref	Com(#LTVW_1.CurrentItem.RelatedReference)	Is(*INSTANCE_OF
#VF_FPM27)

set_ref	#TempVF_FPM27	(*Dynamic
#LTVW_1.CurrentItem.RelatedReference)
invoke	#Com_Owner.uShowFKeys	uDestinationManager(#TempVF_FPM27)
UseDestGUID(#VF_ELIDN)

endif
endif
endselect

ENDROUTINE

*	Show	the	function	keys	for	a	destination

Mthroutine	Name(uShowFkeys)
Define_Map	For(*input)	Class(#VF_FPM27)	Name(#uDestinationManager)
Pass(*BY_REFERENCE)
define_map	*input	#VF_ELMBRi	#UseDestGUID

Define_Com	Class(#vf_elindx)	Name(#LoopLimit)
Define_Com	Class(#vf_elindx)	Name(#LoopIndex)
Define_Com	Class(#vf_elindx)	Name(#KeyTotal)

Clr_List	Named(#SCRIPT)

*	When	working	with	any	VF_FPM	objects	you	have	to	set	the



CurrentMemberGUID	before	reading	or	writing	to	them.
*	This	is	stored	in	field	#VF_ELIDN	in	list	#LTVW_1

Set_Ref	Com(#uDestinationManager	)	To(#uFramework.VF_FP027Manager)
#uDestinationManager.CurrentMemberGUID	:=	#UseDestGUID
Change	Field(#LoopLimit)	To(#uDestinationManager.uKeyTotal)

*	Load	cherry	function	keys

Begin_Loop	Using(#LoopIndex)	To(#LoopLimit)

Change	Field(#vf_elindx)	To(#LoopIndex)

#vf_eltxtb	:=	'	Caption:'	+	#uDestinationManager.uKeyCaption<#LoopIndex>

#vf_eltxtb	+=	'	,	'

#vf_eltxtb	+=	'	Enabled	in	Newlook:'	+
#uDestinationManager.uKeyEnabledNL<#LoopIndex>

#vf_eltxtb	+=	'	,	'

#vf_eltxtb	+=	'	Enabled	in	VLF:'	+
#uDestinationManager.uKeyEnabledVLF<#LoopIndex>

#vf_eltxtb	+=	'	,	'

#vf_eltxtb	+=	'	Key	to	Send:'	+
#uDestinationManager.uKeytoSend<#LoopIndex>

Add_Entry	To_List(#SCRIPT)

End_Loop
endroutine

End_Com



トラブルシュー	ティング
トラブルシューティング・ビジネス・オブジェクト
トラブルシューティング・フィルターとコマンド・ハンドラー
トラブルシューティング・スナップイン・インスタン	ス・リスト
ブラウザの問題のデバッグ



トラブルシューティング・ビジネス・オブジェクト
問題：最初にビジネス・オブジェクトを作成しようとするとフレーム
ワークが失敗する。
環境：Windows
RICHTX32.OCX	ActiveXコントロールが無効
新しいフレームワークでは、この機能を使用しないでください。この機
能は廃止予定のため、互換性の理由でのみ提供されています。
Visual	LANSAフレームワーク機能がイメージ・パレット情報を表示/保
存するため、RICHTX32.OCXというActiveXコントロールを使用してい
る可能性があります。ActiveXコントロールはアプリケーションをプロ
トタイプ化する場合だけ必要で、実行環境に配布する必要はありませ
ん。
新しくビジネス・オブジェクトを作成しようとしたときにエラー・メッ
セージが表示される場合は、イメージ・パレットを使用するために必要
なRich	Text	ActiveXコントロールがシステムにインストールされていな
いことが最も疑われます。
イメージ・パレットを使用したい場合は以下を実行する必要がありま
す。
1.			zipファイルRichText.Zipに位置付けします。これはフレームワークが
インストールされている区画のExecuteディレクトリに(例：
<drive>:\x_win95\x_lansa\x_dem\execute)にインストールされている必要
があります。このzipファイルにはRICHTXT32.OCXコントロールおよ
びその他インストールが必要と思われるものが含まれます。

2.			システムに合ったWindowsシステム・ディレクトリの名前を(<<
system	directory	>>)決めます。例えば以下のようになります。

						Windows	2000では、<<	system	directory	>>はおそらくc:\winnt\system32
です。

3.			ファイル<<	system	directory	>>\RICHTX32.OCXが存在するか確認しま
す。

4.<<	system	directory	>>\RICHTX32.OCXが存在しなかったら、

a.			提供されているバージョンのRICHTX32.OCXを<<	system	directory
>>にコピーします。

b.			ファイル<<	system	directory	>>\REGSVR32.EXEが存在するか確認



します。
						存在しない場合、提供されているバージョンのREGSVR32.EXEを
<<	system	directory	>>にコピーします。

c.			コマンド	プロンプトを起動して以下のコマンドを入力します。
CD	<<	system	directory	>>
REGSVR32	RICHTX32.OCX
						これらのコマンドを実行するときはエラー・メッセージが表示さ
れてはいけません。

イメージ・パレットを使用しない場合は、フレームワークを起動してフ
レームワーク->プロパティ...メニューオプションでフレームワーク・プ
ロパティを表示します。フレームワークの詳細タブへ移行し、
RICHTX32.OCX	使用可能オプションのチェックをはずします。この変
更をフレームワーク定義に保存します。



トラブルシューティング・フィルターとコマンド・ハンドラー
新しいWindowsフィルターやコマンド・ハンドラーを選択するとフレー
ムワークに障害が発生する
Windowsフィルターまたはコマンド・ハンドラーを再コンパイルする
と、「アクセス許可は拒否されました」というエラーが発生する
ブラウザー・アプリケーションのフィルターやコマンド・ハンドラーが
正常に動作しない



新しいWindowsフィルターやコマンド・ハンドラーを選択する
とフレームワークに障害が発生する
環境：Windows
対策：新しいフィルターやコマンド・ハンドラーに何らかの最終的なエ
ラーがあります。以下のすべてについて確認してください。

									フィルターまたはコマンド・ハンドラーが再利用可能パーツであ
る。

									フィルターには正しいAncestorがある(フィルターはVF_AC007、コ
マンド・ハンドラーはVF_AC010)。

									起動時に失敗するようなRDMLXレベルのコーディング・エラー
(例：0による除算)がフィルターまたはコマンド・ハンドラーにな
い。エラーのはっきりした原因として発行されたすべてのメッセージ
を慎重に確認する。フィルターまたはコマンド・ハンドラーをVisual
LANSAデバッグモードで実行してみる。



Windowsフィルターまたはコマンド・ハンドラーを再コンパイ
ルすると、「アクセス許可は拒否されました」というエラーが
発生する
環境：Windows
対策：フィルターまたはコマンド・ハンドラーは、コンパイルしようと
している間アクティブです。アクティブなフィルターやコマンド・ハン
ドラーを再コンパイル中に、Visual	LANSAフレームワークを終了しま
す。



ブラウザー・アプリケーションのフィルターやコマンド・ハン
ドラーが正常に動作しない
環境：WAM
対策：まず、以下のチェックリストを実行してください。

									まず、トレース機能を有効にして、フレームワークを実行してみて
ください。フィルターが想定通りにイベントを処理していないことが
確認できるかも知れません。

この状況が解消しない場合は、フィルターが何をし、どのデータを処理
しようとしているか、を詳しく追跡するよう、必要なコマンドを追加し
てください。その上で、チェック・イン、再コンパイルし、トレース機
能を有効にしてフレームワークを実行してみます。系統的に追跡箇所を
変えながら試してみると、原因が見つかりやすいでしょう。



トラブルシューティング・スナップイン・インスタンス・リス
ト
問題：スナップイン・インスタンス・リストがロードできないことを表
すメッセージが表示される。
環境：Windows

対策：新しいスナップイン・インスタンス・リストに致命的なエラーが
あります。
以下のすべてについて確認してください。

									使用しているスナップイン・インスタンス・リストは再利用可能
パーツであること

									使用しているスナップイン・ブラウザーのAncestorがVF_AC012で
あること

									使用しているスナップイン・ブラウザーには起動に失敗するような
RDMLXレベルのコーディング・エラー(例：0による除算)がないこ
と。エラーのはっきりした原因として発行されたすべてのメッセージ
を慎重に確認する。スナップイン・ブラウザーをデバッグ・モードで
実行してみてください。

問題：スナップイン・ブラウザーを再コンパイルすると、許可されない
のエラーで失敗してしまう。
環境：Windows
対策：スナップイン・ブラウザーは、コンパイル中はアクティブです。
スナップイン・ブラウザーを再コンパイルする間フレームワークを
シャットダウンします。



ブラウザーの問題のデバッグ
Internet	Explorer
Firefox、	Chromeおよび	Safari



Internet	Explorer
[ツール]メニューから[インターネット	オプション]を選択し、[詳細設定]
タブで以下の設定を確認してください。

[スクリプトのデバッグを使用しない]のチェックを外す。
[スクリプトエラーごとに通知を表示する]にチェックを入れる。

	

上記のように設定すると、javascriptエラー時には下記のようなウインド



ウが表示されるはずです。

[Internet	Exploreでビルトイン	スクリプトデバッガーを使用する]に
チェックをいれると、下記のようなエラー表示のウインドウが表れるよ
うになります。

	

	

	



Firefox、Chrome	およびSafari
　　　　
IEと違い、エラーは表示されませんが、それぞれのWebコンソールに記
録されます。
ブラウザが応答していないような場合、おそらくエラーが起きていると
思われます。
Firefox	およびChrome:	Ctrl+Shift+Jを押します。
Firefoxのエラー・コンソール:

Chromeのエラー・コンソール:

Safari:	Ctrl+Alt+Cを押します。



ご使用のブラウザがいずれのものでも、テクニカル・サポートで使用す
る上では、上記のような情報は非常に役立ちます。



アプリケーションのパフォーマンス
フレームワーク・ベースのアプリケーションは、Windowsクライアント-
サーバー・アプリケーションおよび/またはWebブラウザー・アプリケー
ションとして配布されます。
これを実現するために使うテクノロジは、その性質上、アプリケーショ
ンのパフォーマンスに影響するおそれのある多くの危険変数を含んでい
ます(これは実際にはフレームワークやLANSAとほとんど関係ありませ
ん)。
危険変数はユーザーの直接の制御下にあり、プロジェクトの設計段階で
ユーザーの操作によって影響を受けるものもあります。直接の制御下に
ないものもあります。いくつかは、アプリケーションを配置するときだ
け現われます。一般に、プロジェクトのできるだけ早い時期に危険を認
識し、管理する必要があります。
これらのセクションでは、扱う可能性のある危険変数とその管理方法を
説明します。
エンド・ユーザーとしての作業
良い状態の条件
悪い状態の条件
リスク・チェック・リスト
フレームワークに基づくWebアプリケーションのパフォーマンス評価
CITRIX、ISAおよびWindows	Terminal	ServerのProjected	Desktop
Technologiesの使用
GZIPファイル圧縮の使用
非常に大規模なフレームワークのオプション



エンド・ユーザーとしての作業
すべてのパフォーマンス・テストは、管理者またはエンド・ユーザーと
してフレームワークを使用して実行する必要があります。
設計者としてフレームワークを使用すると、著しく異なるパフォーマン
ス・プロファイルが生成されます。



良い状態の条件
WindowsやWebブラウザー・アプリケーションの多くでは、この実行環
境が最も良い条件になります。

良い状態の条件に配布されたとしても、なお多くの実行リスクがありま
す。
どんなアプリケーションを設計および実装するときでも、環境の最善の
実行条件と最悪の実行条件をできるだけ早い時期に認識し、その間に存
在するリスクを判断することが重要です。
可能性のあるリスクの認識と判断については、「リスク・チェックリス
ト」を参照してください。



悪い状態の条件
WindowsやWebブラウザー・アプリケーションの多くでは、この実行環
境が最も悪い条件になります。

悪い状態の条件に配布された場合、多くの重大な実行リスクがありま
す。
どんなアプリケーションを設計および実装するときでも、環境の最善の
実行条件と最悪の実行条件をできるだけ早い時期に認識し、その間に存
在するリスクを判断することが重要です。
可能性のあるリスクの認識と判断については、「リスク・チェックリス
ト」を参照してください。



リスク・チェック・リスト
一般的なリスク

リスク 起こりうる問題 考えられる対応策

最高の条件で開発お
よびテストし、最悪
の条件の環境に配置
する

パフォーマンスの低下

アプリケーションの機
能オーバー

最悪の条件の環境
を構成し、開発の
早期から頻繁にこ
れを使い、問題個
所を特定し配布前
に解消する

最悪の条件で開発お
よびテストし、最高
の条件の環境に配布
する

開発者の生産性の低下

アプリケーションの機
能不足

開発者により良い
操作環境を提供す
る

	

特定のリスク(カラム1は「最高の条件」および「最悪の条件」ダイアグ
ラムに表示される文字)

リ
ス
ク

説明 起こりうる問題/
コメント

考えられる対応
策

A データベースの
ボリュームと負
荷が配布先の条
件を反映してい
ない

	 開発中に、開発
しているデータ
ベースの実際の
ボリュームをで
きるだけ早く
ロードする

開発時およびテ
スト時に負荷エ
ミュレーショ
ン・ツールを使
う

B サーバーが多数
のクライアント
をサポートでき

コストの超過

将来の拡張に大き
な障壁がありま

ハードウェアを
アップグレード
する



ない す。 開発時およびテ
スト時に負荷エ
ミュレーショ
ン・ツールを使
う

C 十分な処理能力
があるにもかか
わらず、イン
ターネット接続
のスループット
にばらつきが出
る

ピーク時のスルー
プット低下

ISPの制御不十分
および通信経路の
制御不能

先を予測した管
理

D 転送するデータ
が多すぎる

	 データを現実的
な量まで減らす

E クライアントの
ロジックが複雑
すぎる

	 クライアントの
ロジックの複雑
さをクライアン
ト・システムの
パワーに見合う
程度に単純化す
る

F クライアントか
らサーバーへの
アクセスが頻繁
すぎる

	 トランザクショ
ンごとにコミュ
ニケーション・
リンクが混線す
る回数を減らす

G 配布先の環境の
ファイアー
ウォール、プロ
キシー、ワイヤ
レス、VPNの構
成が違う

構成の問題

インストールの問
題
パフォーマンスの
ばらつき
信頼性のばらつき

予想外のコストが
かかります。

	



H LANの負荷 予想外のコストが
かかります。
将来の拡張に大き
な障壁がありま
す。

	

I 配布先の環境で
OSまたはアプリ
ケーション・
サーバーが違う

構成の問題

インストールの問
題
パフォーマンスの
ばらつき
信頼性のばらつき

予想外のコストが
かかります。

	

J 配布先の環境で
DBMSが違う

構成の問題

インストールの問
題
パフォーマンスの
ばらつき
信頼性のばらつき

予想外のコストが
かかります。

	



フレームワークに基づくWebアプリケーションのパフォーマン
ス評価

フレームワークWebアプリケーションで処理パフォーマンスに問題があ
る場合は、次のような手順の反復により解決する必要があります。

1.								パフォーマンス上最も影響の大きい箇所を特定する
2.								パフォーマンス改善の効果がありそうな箇所を修正する
3.								その結果(改善したか、または悪化したか、など)を評価する
4.								次に影響の大きい箇所を特定し、2に戻る

パフォーマンスに対する影響が大きい箇所を特定し、修正した結果を評
価するためには、系統的に作業を進めること、必要ならばいつでも元に
戻せるよう準備することが大切です。以下にいくつか提言事項を示しま
す。

ステップ1.	いつでも元の状態を復元できる、安定した環境で作業する
ステップ2.	繰り返し実行可能な評価スクリプト(RAS)を用意する
ステップ3.	評価スクリプトを随時実行することにより、現状を正しく把
握し、また、修正した結果を評価する
ステップ4.	サーバーとのやり取りに必要な平均CPU処理量を評価する
ステップ5.	クライアント側の問題箇所を特定、評価する
ステップ6.	サーバー側の問題箇所を特定、評価する



ステップ1.	いつでも元の状態を復元できる、安定した環境で作
業する
パフォーマンスの評価や比較には、次の事項が重要です。

									同じ環境で比較、評価する：具体的には例えば以下の項目：

									PC
									Webサーバー
									アプリケーション・サーバー

									通信チャネル、通信手段

									毎回のテスト手順をまったく同じにする

									エンド・ユーザーと同様の環境でテストを実施し、改善の度合いを
適切に評価する

									「平均的な」エンド・ユーザーのPCと同じように設定したPCを使
う

Webサーバー、アプリケーション、サーバー、通信チャネルに加わる負
荷も常に一定にしてテストできれば理想的ですが、現実的には難しいの
で、何らかの補正が必要でしょう。例えば、誰も出社していない午前6
時にテストした結果を、全員が揃って作業している午前10時半にテスト
した場合と比較しても意味がありません。
PCに同じ負荷をかけた状態でテストしなければなりません。テスト中に
大容量の電子メールが届いたりすれば、評価結果は無意味なものになっ
てしまいます。
PC、Webサーバー、アプリケーション・サーバーの構成を詳しく記録
し、いつでも参照できるようにしてください。
	



ステップ2.	繰り返し実行可能な評価スクリプト(RAS)を用意す
る

									アプリケーションの構成要素のうち、エンド・ユーザーが最も頻繁
に使うのはどの部分かを調べます。多くの商用アプリケーションで
は、90%のユーザーが作業時間の90%を費やしている部分は、全体の
10%に過ぎないと言われています。ユーザーが不満を感じるのもこの
10%の部分なので、これを重点的に評価してください。

									改善により最も多くの利益が見込める部分を調べてください。これ
については一般に言う90/10ルールよりももっと極端で、例えばOrder
Entry機能を改善するだけで、作業の95%に効果が現れる場合もありま
す。

									評価スクリプトは、Webサーバーとの間で30回以上のやり取りがあ
るように作成するとよいでしょう。

									評価スクリプトでは、サーバーとのやり取りの回数を正確に記録し
てください。

									アプリケーションのあちこちをランダムに見て回るのではなく、エ
ンド・ユーザーの実際の作業手順と同じように進む評価スクリプトに
してください。特に、反復作業が発生する箇所では、スクリプトでも
同じように反復する必要があります。

									スクリプトの処理手順を表の形で記述しておくと、再現が容易にな
ります。作業をほかの人に分担してもらうためにも便利でしょう。

									各ステップの体感応答時間(実際に応答が得られるまでの時間、
PERT)をストップウォッチで計り、記録しておくための欄を用意して
ください。

									テストに使った評価スクリプトを保存しておくと、改善過程の記録
としても活用できます。主観的、情緒的な評価項目についても、実証
的な基礎データの裏付けがあれば、管理者やエンド・ユーザーとの話
し合いが実りあるものになるでしょう。



ステップ3.	評価スクリプトを随時実行することにより、現状を
正しく把握し、また、修正した結果を評価する

									PCブラウザー上でVLFアプリケーションを起動し、あちこちの画
面に切り替えてみてください。このとき、「STATS=Y」オプション
を指定します。「developer=Y」は指定しないでください。長時間使
うアプリケーションの場合、テストに着手する前に、システムの「準
備運動」をする必要があります。リソース割り当てなどのため、初回
のみ多少時間がかかる場合がありますが、エンド・ユーザーにとって
はこれは例外的な現象なので、惑わされないようにしてください。ど
の修正項目がパフォーマンス改善に最も効果的だったか、の判断を誤
らないよう注意が必要です。

									ブラウザーに対してサービスを提供する、サーバー上の
L4Web(LANSA	for	the	Web)ジョブはどれかを調べておいてください。

									評価スクリプトのステップ1から始めます。
									サーバー上で動作しているL4Webジョブの、現在のCPU時間を記録
してください。

									評価スクリプトを、所定の手順に従って忠実に実行します。

									ステップごとに、体感応答時間(PERT)を計り、記録してください。
									「STATS=Y」オプションを指定したので、VLFウィンドウに統計情
報が表示されます。これを保存してください。

									サーバー上のL4WebジョブのCPU時間を調べ、前回との差(評価ス
クリプトの開始から終了までのCPU時間)を求めます。

									CPU時間をサーバーとのやり取りの回数で割って、平均CPU時間を
求めてください(このため、スクリプトの実行手順が完全に同じでな
いと、結果の信頼性が損なわれてしまいます)。



ステップ4.	サーバーとのやり取りに必要な平均CPU処理量を評
価する
サーバーとのやり取り1回当たりの平均CPU時間はどの程度だったで
しょうか。
1.0秒以上であれば、いったん作業をやめて、パフォーマンス要求につい
て検討した方がよいでしょう。また、値が小さい(0.3秒程度以下)であっ
ても、ユーザー数が多いのであれば、大人数が使った場合にどうなるか
考えてみる必要があります。
大雑把にトランザクション当たりの平均CPU時間、同時利用ユーザー
数、ユーザーのクリック率/サーバーへの要求頻度などを見積もり、ど
の程度のパフォーマンスが必要か、大まかに見て達成できそうなパ
フォーマンス要求か、を検討してみましょう。
注：大まかな見積もり例	-	ユーザーが1000人いて、全員が平均5秒ごと
にサーバーに要求を送り、トランザクション当たりのCPU時間は平均1.5
秒であるとしましょう。体感応答時間(PERT)の目標を2.0秒程度と想定
します。この場合、5秒間に、少なくとも1000	×	1.5	=	1500秒のCPU処理
時間が必要です(条件をごく単純化した理論値)。CPU時間300秒に相当す
る処理を1秒で処理しなければならないことになり、話になりません。
サーバーを32台、並列に動かしたとしても、多少はましかも知れません
が、パフォーマンスが1桁足りません。
System	iサーバーのパフォーマンスチューニングによっても、1桁のパ
フォーマンス改善はほとんど不可能でしょう(もっとも、複雑なSQL処理
の場合、この程度改善できることがないわけではありません)。
通常、IBM	i	レベルでのパフォーマンスチューニングでは、アプリケー
ションの応答時間を改善する効果しかありません。
本当にパフォーマンスを改善する手段は、次の2つに限られます。
									プログラムを改良してCPUの処理量を減らす

									System	iサーバーの処理能力を強化して、1秒あたりのCPUサイクル
を増やす

応答が返るまでの平均CPU占有時間が2.0秒であるとしましょう。
CPUによる処理時間だけで平均2.0秒かかる、ということです。夜中の11
時15分に作業し、1000MbitのLAN環境で、アプリケーションがメモリー
上に常駐しており、ほかに誰もサーバーや通信ネットワークを使ってい
ない、というような条件が揃っていない限り、体感応答時間(PERT)2〜3
秒を実現するのは不可能ですし、5.0秒も難しいでしょう。



負荷が高いシステムでは、CPU占有時間が2.0秒であっても、体感応答時
間は30秒以上になってしまいます。ほかのL4Webジョブはもちろん、
5250セッション、バッチ・ジョブ、Apache	HTTPサーバー、ネットワー
ク・ファイル・マネージャー、プリンター・ライターなど、多くのジョ
ブが稼働しているからです。



ステップ5.	クライアント側の問題箇所を特定、評価する

STATS=Yと設定して評価スクリプトを実行すると得られるレポートを調
べてみましょう。
ここに表示されているクライアント側の数値は、経過時間を表します。
具体的には、VLFクライアント側でJavaScriptコードを実行するために要
した時間です。したがって、PC環境のさまざまな要因により、この値は
変動します。電子メールを受信したり、MS-Word、SVCHOST.EXE、
RUNDLL32.EXEなどがループに陥ってCPUの50%を消費したりしても、
値は大幅に変わります。

Executedカラム
Executed(実行回数)の値が1であるエントリーをすべて調べてみてくださ
い。
エンド・ユーザーが頻繁に実行するであろう処理が、評価スクリプトを
動かしたとき1回しか実行されないとすれば、性能改善に有効な箇所を
誤って判断してしまう恐れがあります。Executedの値が実際のエンド・
ユーザーの作業を反映したものになるよう、評価スクリプトを書き換え
てください。

Avgカラム
実行回数が実際のエンド・ユーザーの作業を反映したものになったら、
次にAvg(平均)の値を調べます。これが1.0秒以上であれば、少なくとも
評価に使っているクライアント側PC環境では、JavaScriptの処理が複雑
過ぎることになります。
次の数を減らしてみるとよいでしょう。

									表示するリストの数

									インスタンス・リストのエントリー数

									あるいはもっと処理能力の高いPCを使う

STATS=Yオプションにより得られる値と体感応答時間の差
Avgカラムに表示される値は、JavaScript処理に要する経過時間です。体
感応答時間(PERT)とほぼ同じですが、まったく同じではありません。
体感応答時間(PERT)には、IEが画面上にHTML文書を描画する時間も含



まれます。
この2つの値の差が1秒以上であれば、より詳しく状況を調べる必要があ
ります。ひとつ考えられる原因は、巨大なインスタンス・リストを描画
するためにはPCが非力である、というものです。IEのバージョンによっ
ても差が生じる場合があります。描画性能に関して言えば、IE7はIE6よ
りも改善されており、Vista上であればさらに優れています。



ステップ6.	サーバー側の問題箇所を特定、評価する

ここに表示される値は、サーバーに要求を送ってから応答が返されるま
での経過時間です。目標よりも時間がかかっている場合は、次のような
問題がないか確認し、パフォーマンスを改善してください。

WAMプログラムがSystem	iサーバーで処理するには複雑過ぎる
これは「ステップ4.	サーバーとのやり取りに必要な平均CPU処理量を評
価する」の結果によって明らかになります。5250プログラム、バッチ・
プログラムなどでも同じことです。同時に何人もが使おうとした場合、
複雑過ぎてこのシステムでは処理しきれません。Webプログラムだから
といって特別な対処法はなく、5250プログラムやバッチ・プログラムの
場合と同じです。
注：「Hello	World」プログラムとの対比	単純に「Hello	World」と表示す
るだけのプログラムをVLFアプリケーション・テスト環境で実行してみ
ることにより、問題の分類が可能です。「Hello	World」プログラムは問
題ないのに他のプログラムが満足に動作しない場合、おそらく処理が複
雑過ぎるのが原因です。

通信システムやHTTPサーバーが過負荷である、または設定に
問題がある
L4Webとのやり取りに要する平均CPU時間が妥当である場合、HTTP要
求をサーバーに送る、または応答をサーバーから返すために時間がか
かっている可能性があります。

通信経路が過負荷である、または速度が遅い
通信速度の評価には専用のツールやリソースが必要です。しかし、午前
9時から11時半にかけて印刷ジョブが大幅に遅くなり、小さなファイル
をネットワーク・サーバーにコピーするだけで30秒もかかってしまう、
というような状況がある場合、そのような評価を実施するまでもありま
せん。L4Webジョブに時間がかかるのも問題の根は同じです。

Apacheサーバーのチューニング
Apache	Webサーバーは、HTTP要求を順次実行していますが、これが過
負荷になっていたり、何らかの理由でうまく処理できなくなったりする
ことがあります。例えば設定が不適切で、要求を実行するために充分な



数のスレッドを生成できない、という場合があります。あるいは、ス
レッドがブロックされる、要求を取りこぼす、などといった状況に陥っ
ているかも知れません。

									最新のApache	PTFを適用してください。

									Apacheのチューニングに関する、IBM	Redbooksを参照してくださ
い。

									Apacheのパフォーマンスチューニングに関する専門家に相談してく
ださい。

									注：「Hello	World」プログラムとの対比	単純に「Hello	World」と表
示するだけのプログラムをVLFアプリケーション・テスト環境で実行
してみることにより、問題の分類が可能です。「Hello	World」プログ
ラムも他のプログラムも同様に満足に動作しない場合、おそらく
HTTPサーバーまたは通信経路に関する問題が原因です。

L4Webジョブの実行に時間がかかっている
L4Webとのやり取りに要する平均CPU時間が妥当である場合、L4Web
ジョブそのものの要求処理に時間がかかっている可能性があります。1
回の要求を処理するためにCPU時間が例えば0.3秒で足りるとしても、
0.4秒分のCPU時間が割り当てられるまでに、実時間では40秒かかってい
るかも知れません。これも5250プログラムやバッチ・プログラムの場合
と同じです。CPUというリソースが適切に割り当てられないため、応答
時間が遅くなってしまうのです。
これに対処するためにはSystem	i全体のチューニングが必要です。サブ
システム、マシン・プール・ストレージの動作レベル、タイム・スライ
ス、優先度、マシン・プール・サイズなどを総合的に考慮しなければな
りません。5250アプリケーションでも同じような問題に遭遇したことが
あるかも知れませんが、L4Webジョブを実行するメモリー・プールが、
頻繁にページングを起こしていることも考えられます。
このような場合、チューニングのためにいたずらに時間を費やすより
も、ハードウェアをアップグレードする方が簡単であり、費用の面でも
有利です。
このような問題が起こるのには、次のような理由があります。

									System	iに5250ユーザーを新たに50人追加する場合、日常業務に大
きな影響があるので、ハードウェアの増強が必要になっても不思議で
はありません。L4Webユーザーが増えた場合も同じことです。

									増強する場合においても、ウェブ・ユーザーは通常、5250ユーザー



よりも多くのリソースを使うことを考慮しなければなりません。例え
ばVLFなどAJAX型のアプリケーションを使うウェブ・ユーザーは、
5250ユーザーに比べると、単に画面を見ながらじっと考えているため
CPUに負荷がかからない、という時間が比較的短い傾向があります。

次のようなことを試してみてください。

									サーバーの能力に合わせてプログラムを簡潔なものにする

									アプリケーションの構成を見直して、サーバーに要求を送る頻度を
下げる

									ページングが頻繁に発生している場合は特に、System	iサーバーの
パフォーマンスチューニングを試みる

									System	iサーバーの物理メモリーを追加してページングの頻度を下
げる

									System	iサーバーをアップグレードする



ステップ7.	次の最も重要な問題のある部分を特定する
評価を行った後に、最も重要な改善を達成できると考えられるものを1
つ特定します。
必要な変更を行い、RASを使用してステップ3から6を繰り返します。
変更によって悪化する場合は、変更を取り消します。
改善された場合は、次の最も重要な改善を特定して実行し、ステップ3
から7を繰り返します。



CITRIX、ISAおよびWindows	Terminal	ServerのProjected
Desktop	Technologiesの使用
アプリケーションをCITRIXやWindows	Terminal	Serverなどのプロジェク
ト・デスクトップ・テクノロジ経由で配布する場合、必ず最終的に配布
した状態を再現できる環境で早期に、また頻繁にテストする必要があり
ます。
例えば、100人のユーザーが各デスクトップ上で一斉にMS-Officeを起動
すると、それぞれのデスクトップ・システムに大きな負荷がかかります
が、サーバーには基本的なファイル・サービス以外で軽い負荷がかかり
ます(サーバー上で何らかの形でMS-Officeリソースを共有している場合
に限る)。しかし、100人のユーザーがMS-Officeをプロジェクト・デスク
トップ環境で起動するとこの負荷は軽減されます。MS-Officeデスク
トップ・イメージをプロジェクトするためにクライアントが軽い負荷を
受けている間、(MS-Officeのインスタンス100個が実際に一斉に起動され
る)サーバーは大きな負荷を受けます。
プロジェクト・デスクトップ・テクノロジは保守、制御、配置の点は有
効な提案ですが、クライアントの負荷の総計に絶えうる能力がサーバー
にあることを確認する必要があります。各クライアント・システムで使
用できるデスクトップCPUパワーとリソースを大幅な消費することを前
提としたアプリケーションを設計しており、配布モデルにプロジェク
ト・デスクトップ・テクノロジを使用する場合、全クライアントが一斉
に掛けるCPU負荷と要求するリソースの総計に使用しているサーバーが
耐えられることを確認する必要があります。



GZIPファイル圧縮の使用
GZIPファイル圧縮は、ほとんどのHTTPサーバーとWebブラウザーがサ
ポートする標準です。これを使用すると、VLF	WebブラウザーやRAMP
アプリケーションの一部として作成されたHTMファイルやJSファイルの
サイズを大幅に減少することができます。生成されるHTMLファイルや
JSファイルは比較的静的であるため、フレームワーク・アプリケーショ
ンはGZIP圧縮に適しています。
GZIP圧縮の使用を開始するには、フレームワーク->[プロパティ]メ
ニュー・オプションを使用して、[Web/RAMP詳細]タブに切り替えま
す。
HTMLファイルのためのGZIP圧縮を可能

	
このオプションにチェックを入れると、新しく生成されるすべての
HTMLファイルとJSファイルは、通常の非圧縮形式およびGZIP圧縮形式
の両方で作成できます（圧縮ファイルの名前は非圧縮ファイルの名前と
同じで、末尾に".gz"が付加されます）。
フレームワークをWebアプリケーション・ダイアログとして使用する場
合、アプリケーションを通常の非圧縮バージョンまたは圧縮バージョン
のいずれかで実行するよう選択できます。

	
通常は、圧縮ファイルバージョンと非圧縮ファイルバージョンの両方を
配布します。
GZIP圧縮ファイルの使用については、次の重要な事項を理解する必要が
あります。

									GZIP圧縮ファイルは、Windows	IIS	サーバーでは使用できない。こ
の場合は、単純に非圧縮ファイルを配布して実行します。GZIP圧縮
はIISに固有です。IISは、HTMLファイルやJSファイルに対して動的
または準動的な「オンザフライ」圧縮をサポートします。したがっ
て、方法は異なっても同じ圧縮のメリットを得ることができます。こ
の圧縮の設定方法については、IISのドキュメントを参照してくださ



い。

									GZIP圧縮ファイルは、System	i	Apache	Webサーバーで使用できる。
Apache	Webサーバーが圧縮されたGZIPファイルをWebブラウザーに
戻すときに、ファイルは圧縮された形式で配布されることをブラウ
ザーに正しく通知するよう、Apache	Webサーバーを構成する必要があ
ります。

技術ノート1：事前圧縮された.GZファイルをIISで使用できない理由
は、末尾が.GZのファイルのHTTPヘッダーにはcontent-encoding=x-gzipを
追加して返す必要があることを定義する機能が、単にIISにないためで
す。このような機能があれば、事前に.GZ圧縮されたファイルを使用で
きます。
これを行うには、Apache管理者を開始し、コンテンツ設定オプションを
呼び出して、MIMEタブに切り替えます。

ファイル拡張子.gz(GZIPファイル)を追加し、そのコンテンツ-エンコー
ドがWebブラウザーにx-gzipとして返されるようにします。このオプ
ションをMIMEテーブルに追加した後で、HTTPサーバー・インスタンス
をシャットダウンして再起動し、変更を有効にすることが必要になる場
合があります。



非常に大規模なフレームワークのオプション
一部のフレームワークには、500を超えるビジネス・オブジェクトを組
み込むことができます。このように大規模なフレームワークでは、ユー
ザーと開発者の双方にとって、起動時間が悩みの種になる可能性があり
ます。また、複数の開発者を1つのXMLフレームワーク定義ファイルを
使用して作業させる場合、管理上の問題が発生する可能性があります。
大規模なフレームワークを使用する代わりに、それを複数の小さなフ
レームワークに分割するという方法があります。(アプリケーション・
ベースまたはロール指向ベースなどで)分割できるとすると、例えば次
のように定義された3つのフレームワークを処理することができます。

エントリー・ポイントの
フォーム名

フレームワークXML定義
ファイル

MJDFRAME1 Frame_1.XML

MJDFRAME2
Frame_2.XML

MJDFRAME3 Frame_3.XML

これら3つのエントリー・ポイントのフォームは通常のVLFエント
リー・ポイントのフォームです。
Function	Options(*DIRECT)
	
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC006)
	
Mthroutine	Name(uInitializeFramework)	Options(*Redefine)
Set	Com(#Com_Owner)	IDesignMode(FALSE)	Uadminmode(FALSE)
Set	Com(#Com_Owner)	Usystemxmlfile(‘<<Framework’s	XML	file	definition
file>>')
Endroutine
	
End_com



	
フレームワークが3つある場合は、これらをユーザー・デスクトップの1
つのフォルダーに入れ、高レベルのメニューのように使用することがで
きます。

	

このメニュー・システムは、メインVLFナビゲーション・ツリーの高レ
ベルな代替として機能します。また、エンド・ユーザーには編集や表示
方法の豊富な選択肢を提供します。
さらに、通常は、VLFナビゲーション・ツリー内を移動するよりも、異
なるウィンドウで開かれている複数のアプリケーション領域を切り替え
る方が簡単にできます。



1つのフレームワークから別のフレームワークを起動するのもかなり簡
単にできます。次のVLF非表示コマンド・ハンドラーは、別のVLフォー
ムを汎用的に起動します。
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#VF_AC020)
MTHROUTINE	NAME(uExecute)	OPTIONS(*REDEFINE)
Use	OV_SYSTEM_SERVICE	With_Args(START_LANSA	('FORM='	+
#Com_Owner.avAlphaArg1))
Endroutine
End_com
	
Framework	1にFramework	2、Framework	3およびOther	Frameworksが含ま
れているとします。また、Other	Frameworksアプリケーションに
はFramework	2およびFramework	3というタイトルのビジネス・オブジェ
クトが含まれているとします。Framework	1のナビゲーション・ペイン
は次のようになります。

これは、Framework	1からFramework	2または3にアクセスする2つの方式
を示しています。
Framework	1のナビゲーション・ツリーの任意のレベルで、Framework
2、またはFramework	3をクリックすると、前述の汎用的なコマンド・ハ
ンドラーにより、別のVLプロセスとしてもう1つのフレームワークが起
動されます。
Framework	2に例えば300のビジネス・オブジェクトが組み込まれている
場合は、これらのビジネス・オブジェクトをFamework	1で実際に定義す
るというオーバーヘッドを負うことなく、Framework	1からアクセスで
きるようになりました。必要なのは、Framework	1に1つのアプリケー
ションまたはビジネス・オブジェクトを追加してリンクとして機能させ
るだけです。
次のように、同じコマンド・ハンドラーが各アプリケーションやビジネ
ス・オブジェクトに定義されています。



顕著な特徴としては、コマンド・ハンドラーはデフォルトのコマンドと
して定義されており、ポップアップ・メニューには表示されず、非表示
コマンドとして実行され、英字パラメータ1にコマンド・ハンドラーに
よって起動されるVLフォームの名前が格納されているということで
す。
これで、フレームワークを個人のデスクトップ・アイコンまたは
Framework	1のナビゲーション・ツリーから起動できるようになりまし
た。
このサンプルには、比較的簡単に作成できる追加要素があります。以下
を使用することができます。

									もう1つのフレームワークがすでにアクティブであるどうかを確認
し、インスタンスがもう1つ起動するのを防ぐマーカー・ファイルま
たはデータ待ち行列。

									ログオン詳細をフレームワーク間でやり取りする独自のログオン
IIPおよび暗号化された一時ストリーム・ファイル。このようにし
て、Framework	1はログオン/接続詳細の最後のセットを取得できま
す。Framework	2または3が起動したときに、ユーザーにログオン詳細
を再度提供するように要求するのを回避できます。



									異なるフレームワーク間で通信されるデータ待ち行列。各フレーム
ワークに関連する待ち行列をリスンする「フレームワーク・マネー
ジャー」がある場合は、フレームワーク間の通信が比較的簡単にでき
ます。

このようなテクニックを使用すると、統合された非常に大規模なフレー
ムワークの場合と同様の(ただし、それよりも恐らく使いやすい)結果を
得ることができます。



定義
このセクションではフレームワークのプロパティとオプションについて
説明します。
定義を表示する最も簡単な方法はフレームワーク実行中に「アシスタン
ト」を利用することです。情報を知りたいオブジェクトを選択し、F2を
押します。オブジェクトの定義がアシスタントウィンドウに表示されま
す。



フレームワーク・ウィンドウ

タイトル・
バー

ツール
バー

メ
ニュー・
バー

ポップ
アップ・
メニュー

ナビゲー
ション・
ペイン

アプリケー
ション・
バー

ビジネス・
オブジェク
ト・バー

インスタ
ンス・リ
スト

コマン
ド・タブ

アプリ
ケーショ
ン・
ビュー

	 	



タイトル・バー

フレームワーク・ウィンドウ 	
ツールバーの下の横のバーに現在選択中の「アプリケーション」名また
は「ビジネス・オブジェクト」名が表示されます。
コマンド・ハンドラー・フォルダーにはコマンドが適用できるビジネ
ス・オブジェクトを表示するタイトル・バーもあります。



ツールバー

フレームワーク・ウィンドウ 	
ツールバーには最もよく使われるボタンが表示されています。



メニュー・バー

フレームワーク・ウィンドウ 	
メニュー・バーはグループ化されたコマンドを含んでいます。
フレームワークのコマンドをすべてメニュー・バーに含めることをお勧
めします。



ポップアップ・メニュー

フレームワーク・ウィンドウ 	
選択したオブジェクトに最もよく使われるコマンドを含むコンテキスト
依存メニューです。



ナビゲーション・ペイン
デフォルトでウィンドウの左側に表示される縦のパネルです。アプリ
ケーションとビジネス・オブジェクトが表示されます。



アプリケーション・バー

「フレームワーク・ウィンド
ウ」

	

「アプリケーション」が表示されるナビゲーション・バーの左側。



アプリケーションとビジネス・オブジェクトのツリー

フレームワーク・ウィンドウ 	
アプリケーションとビジネス・オブジェクトのツリーは「アプリケー
ション・バー」および「ビジネス・オブジェクト・バー」を表示するも
う一つの方法です。



ビジネス・オブジェクト・バー

フレームワーク・ウィンドウ 	
アプリケーション・バーの隣のパネルにビジネス・オブジェクトが表示
されます。



アプリケーション・ビュー

フレームワーク・ウィンドウ 	
ビジネス・オブジェクトの中間的なグループ化をします。１つのアプリ
ケーションに最高10のビジネス・オブジェクトのアプリケーション・
ビューを持たせることができます。



フィルター・タブ

「フレームワーク・ウィンド
ウ」

	

ビジネス・オブジェクトのフィルターを表示するタブ。



フィルター・フォルダー

「フレームワーク・ウィンド
ウ」

	

フォルダーにはビジネスオ・ブジェクトのタブがすべて含まれていま
す。
デフォルトでは、タブはビジネス・オブジェクト・バーとインスタン
ス・リストの間に表示されます。



インスタンス・リスト

「フレームワーク・ウィンド
ウ」

	

選択したすべてのビジネス・オブジェクト・インスタンスを表示するリ
スト、つまり特定のビジネス・オブジェクト・タイプの項目です。
フィルターでどのインスタンスを表示するかを制御します。

以下の項目も参照してください。
フレームワーク	プログラミング
フィルターとリスト・マネージャー
コマンド・ハンドラーとリスト・マネージャー
インスタンス・リストの詳細



コマンド・タブ

「フレームワーク・ウィンド
ウ」

	

「コマンド」のコマンド・ハンドラーを表示するタブ。



コマンド・フォルダー

フレームワーク・ウィンドウ 	
フォルダーには選択したアプリケーション、ビジネス・オブジェクト、
インスタンスに適用できる「コマンド」のタブがすべて含まれていま
す。
デフォルトではフォルダーはフレームワーク・ウィンドウの下部に表示
されます。



プロパティ・タブ・シート
アプリケーション・ビュー
使用可能ｺﾏﾝﾄﾞ
ｺﾏﾝﾄﾞの表示
カスタム・プロパティ
開発者初期設定
デザインのエクスポート
フィルター登録の設定
フィルター設定
フレームワーク詳細
製品情報
アイコン
アイコンとビットマップ
識別子
インスタンスリストの設定
その他のオプション
サーバーの詳細
スタートアップ
ツールバーとメニュー
使用方法
ユーザー管理設定
ユーザーの詳細
ビジュアル・スタイル
ビジュアライゼーション
Web/RAMP詳細



アプリケーション・ビュー
現在選択中のアプリケーションのアプリケーションビューを設定するに
は、このタブを使用します。1つのアプリケーションに付き最高10まで
表示を定義することができます。
Windowsの使用を許可
Webの使用を許可
新しいウィンドウでビジネス・オブジェクトを開くことを許可
アイコンとビットマップ
キャプション
お気に入りに追加
リンクの作成
ヒント
内部識別子
最終変更
アクセス制限
順序
ユニークな識別子
ユーザー・オブジェクト・タイプ



権限
このタブを使用して、選択したユーザーのフレームワーク・オブジェク
トに関する権限を設定します。



リンクの作成
このリストは、選択したアプリケーションに現在定義されているすべて
のビジネス・オブジェクトを表示します。
ビジネス・オブジェクトをビューにリンクするには、ビジネス・オブ
ジェクトにリンクするビューを選択し、ビジネス・オブジェクトの横の
ボックスをチェックします。



使用可能コマンド
アプリケーションやビジネス・オブジェクトに有効なコマンドを指定す
るには、このタブを使用します。
*WEBEVENTファンクションおよび/またはWAMコンポーネントまたは
AJAXルーチン
AJAXページ(HTMLファイル)
Windowsの使用を許可
Webの使用を許可
関連するAJAXファンクション
ビジネス・オブジェクト・コマンド
ロックされたフレームワークを無視
省略値のコマンド
コマンドの有効化
非表示コマンドの実行
他のコマンドタブを隠す
インスタンス・コマンド
モックアップRAD-PAD
ポップアップメニュー上に表示
任意引数
ウィンドウのサイズ
実コマンド・ハンドラーまたはフィルター
アクセス制限
順序
常にアクティブ

以下の項目も参照してください。
コマンド
コマンド・ハンドラー
フィルターとコマンド・ハンドラーのモックアップ作成
イメージ・パレット(RAD-PAD)
コマンドとそのハンドラーのプロトタイプ作成
コマンド・ハンドラーを作成する



コマンドの表示
コマンドの表示方法を定義するには、このタブを使用します。
切り離し可能
コマンドタブの位置
全てのコマンドタブの表示
コマンドタブのスタイル
インスタンス・コマンドの表示
複数行のタブシート・キャプション
オブジェクト・コマンドの表示
すべてのオブジェクト・タイプに対して、すべてのプロパティが有効で
はありません。



ユーザープロパティ
カスタム・プロパティを定義するには、このタブを使用します。
複数選択
キャプション
定義場所
固定値または省略値
ヘルプ・テキスト
入力方法
最大小数点
リストの最大入力数
最大長
名前
プロパティタイプ
順序
大文字
管理者が値を変更可能

以下の項目も参照してください。
カスタム・プロパティ
よくある質問(カスタム・プロパティ)
カスタム・プロパティを使うにあたって注意すべきこと



データ
コード・テーブルのデータ



定義
コード・テーブルを定義するには、このタブを使用します。
コード・テーブルのフィールド定義
ファンクション処理テーブルデータの保管



開発者初期設定
使用中の各Webサーバーにプリファレンスを設定するには、このタブを
使用します(最大2つ)。
証明書ファイル	(PFX)
証明書ファイル	パスワード
ホスト名かIPアドレス
L4Web一般フォルダ
オプションでマップしたドライブ	-	イメージ・フォルダーとプライベー
ト作業フォルダー
優先されるWebスキーム/スキン
L4Web	プライベート作業フォルダ
HTTPサーバーで作業フォルダにアップロードするためのスクリプト
Webサーバー・キャプション



デザインのエクスポート
フレームワークをエクスポートするには、このタブを使用します。
Zipファイルのe-mail宛先
開発者初期設定
フレームワーク・デザイン
イメージ・パレットのエクスポート
全てのバージョンを含む
RAD-PADの省略値
RAD-PADのノート
サーバー
ユーザー



フィルター
このタブでフィルターを定義します。
フィルター登録の設定
アイコン
識別子



フィルター登録の設定
フィルターを定義するには、このタブ・シートを使用します。
*WEBEVENTファンクションおよび/またはWAMコンポーネントまたは
AJAXルーチン
AJAXページ(HTMLファイル)
関連するAJAXファンクション
モックアップ	RAD-PAD
実コマンド・ハンドラーまたはフィルター
常にアクティブ

以下の項目も参照してください。
フィルター
フィルターとコマンド・ハンドラーのモックアップ作成
イメージ・パレット(RAD-PAD)
フィルターのプロトタイプ作成
フィルターを作成する



フィルター設定
フィルターの表示方法を定義するには、このタブ・シートを使用しま
す。
フィルタータブのスタイル
フィルタータブの位置
複数行のタブシート・キャプション



フレームワーク詳細
フレームワーク全体のオプションを設定するには、このタブを使用しま
す。
エラー報告のアドレス
省略値のアプリケーション・テキストを動的に上書きすることを許可
ペインの拡大／縮小を許可
最近使用したオブジェクトの保存数
ツリー/リストの切り替え可能
自動保存のタイミング（分単位）
Microsoft	.NET	Executable	のためのフレームワークを使用可能
Windows印刷の省略時のフォント
開発者初期設定XMLファイル
AJAXスタイルアプリケーションのためのフレームワークを使用可能
フレームワークでWAMを使用可能
Webブラウザアプリケーションでフレームワークが使用可能
位置メニュー・オプションの有効化
XMLファイルの暗号化
アイコンとビットマップの登録
「サブフォルダ内のバージョンを保持」
XMLファイルのバージョン保持
MTXT	ストリング	ローダー
.NETターゲット・プラットフォーム
ノードXMLファイル
RAD/PAD	ファイルフォーマット
参照.NETアセンブリ（スナップイン・コンポーネント用）
RichText32	OCX	使用可能
検索欄の幅
サーバー設定のXMLﾌｧｲﾙ
コマンドとフィルターの常にアクティブの省略値
テーブル定義XMLファイル
ツールバーの高さ



ツールバー・スタイル
ユーザー定義インターフェース・ポイント
ツリー表示
ツールバーに表示
2つのリストを表示(上下)
リスト表示
VLF.NETスクリーン・レイアウトの持続レベル
XMLの形式



製品情報
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
技術サポート
システム情報
著作権の注意書き
著作権のテキスト



アイコン
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
アイコン



アイコンとビットマップ
アイコン
ビットマップ



識別子
フレームワークのオブジェクトを識別するために、このタブを使用しま
す。
メニューからの選択を可能にする
Webの使用を許可
Windowsの使用を許可
複数選択を許可
新しいウィンドウでビジネス・オブジェクトを開くことを許可
ビットマップ
キャプション
キャプション(単数形)
アクセラレータつきキャプション
お気に入りに追加
ヒント
内部識別子
最終変更
同時に開けるウィンドウの数
マルチウィンドウコントロールバーの配置
アクセス制限
順序
ショートカット
フレームワークで	'ウィンドウ'	メニューを表示
現在のビジネスオブジェクトをWindowsタイトルバーに表示
ユニークな識別子
ユーザー・オブジェクト・タイプ
フレームワークのバージョン番号
	
すべてのオブジェクト・タイプに対して、すべてのプロパティが有効で
はありません。



インスタンス・リストの設定
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
インスタンスリストのMS-Excelへの出力を許可
複数選択の許可
メニューからの選択を可能にする
並列表示を可能にする
ビジネス･オブジェクト・リスト
インスタンス・リストのカラム(列順序、列のタイプ、列キャプショ
ン、列の幅、小数点桁数、編集コード、出力日時フォーマットおよび
UTC変換)
省略値コマンドのダブルクリック
Parent選択時Childを使用可能
リストの消去ボタンを使用可能
Child選択時Parentを使用可能
選択時Peersを使用可能
MS-Excelファイル接頭辞(ビジネス・オブジェクト・プロパティ、イン
スタンス・リスト・タブ)
インスタンス・リスト・ツールバーの高さ／幅
インスタンス・リスト・ツールバーの位置
インスタンス・リスト・ツールバーのテキスト位置
リレーション・ハンドラー
リレーションのタイプ
インスタンス・リストの保存/復元
追加された欄を表示
インスタンス・リストのスナップイン
リレーションシップのために共有インスタンス・リストを使用する
フレームワークのバージョン番号



その他のオプション
省略値コマンドに設定
新しいアプリケーション
新しいビジネス・オブジェクト・インスタンス
新しいビジネス・オブジェクト



サーバーの詳細
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
自動セッション回復を試みてください
セッションを回復できない時のアクション
コマンドを実行する前に接続を確認してください
アプリケーションとビジネスオブジェクトを選択する前に接続を確認し
てください
ファンクションを使用して接続を確認してください
クライアント	->	サーバー変換テーブル
コードベース
コミット制御
データベース	パスワード
データベース	タイプ
データベース	ユーザー
DBCS	対応
エンジン
IPアドレスとポート番号
ロード・パス
区画
プライベート定義フォルダ
配布サーバーとして保存
選択ブロックサイズ
選択制限
サーバー	->	クライアント変換テーブル
サーバー名
サーバー・オーバーライド
サーバー	タイプ
接続状態のチェックを行う間隔(秒)
アップデートファイル
HTTPSを使用



スタートアップ
フレームワークの起動方法を定義するにはこのタブ・シートを使用しま
す。
最初のみ表示
イメージ・ファイル
紹介画面のキャプション
紹介画面のURL
オプション
URL
以下の項目も参照してください。
初期のロゴを変更する
フレームワーク起動時のロゴを変更する



ツールバーとメニュー
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
メニュー表示
無効時にメニューに表示
ツールバー上に表示
使用不可の場合に表示
ツールバー・ボタンのキャプション
ツールバー・ボタンの幅
ツールバー・グループ



使用方法
選択したコマンドの操作対象となる、ビジネス・オブジェクト、アプリ
ケーション、フレームワークを一覧表示します。また、これがデフォル
ト・コマンドであるかどうか、隠しコマンドかどうか、RAMPツールの
画面に添付されているかどうかも表示されます。



ユーザー管理設定
フレームワークのユーザー管理設定を指定するには、このタブを使用し
ます。
メッセージを使用してユーザーへ報告します
フォームでイメージを配列する
ログオンする必要があります
フレームワークの致命的エラー
高さ
表示するイメージ/Webページ
ユーザー定義インターフェースポイントのインポート
サインオフの時間(分）
再サインオンの時間(分)
サインオン再試行の最大回数
ユーザーのアクセス権
ユーザーをXMLファイルに保存する、およびユーザーをDBMSテーブル
VFPPF06/07に保存する
フレームワークユーザーと認証を使用する
ユーザーはパスワードを変更できる
リモート・サーバーに接続不可の場合、オフラインで作業可能
このフレームワークを使用する時、ローカルにログオンします
フレームワークを使用するためにリモート・サーバーにログオンします
幅

さらに、次のトピックも参照してください。
ユーザー



ユーザーの詳細
このタブ・シートには、以下のプロパティが含まれます。
管理ユーザー
キャプション
e-mail	アドレス
グループ・プロファイル
サインオフの時間（分）
再サインオンの時間（分）
パスワード
RAMPパスワード
RAMPユーザー
PCの一時ディレクトリ
ユーザーは使用不可です
ユーザー	プロファイル



ビジュアル・スタイル
フレームワークの表示方法を定義するには、このタブを使用します。
ベーススタイル
使用不可
濃色背景(小さいフォント)
濃色背景（大きいフォント)
ステータスバー・フィールド
URL
全体のテーマ
エンドユーザーはテーマを変更できます
すべてのオブジェクト・タイプに対して、すべてのプロパティが有効で
はありません。
ビジュアル・スタイルを使用する前に、ビジュアル・テーマの使用を検
討しておいてください。若干変更するだけで、希望の外観にすることが
できます。



ビジュアライゼーション
テーブル・データがコンボ・ボックスやラジオ・ボタン上ではどのよう
に表示されるかを、このオプションを使って説明します。
表示フィールド
シーケンスの使用



Web/RAMP詳細
Webアプリケーションのデザインと実行時のプロパティを設定するに
は、このタブを使用します。
ASCII変換テーブルとライブラリ
キャプション
クライアント	CCSID
終了確認時のメッセージ
DBCS	対応
EBCDIC変換テーブルとライブラリ
HTMLファイルのためのGZIP圧縮を可能
フォーカス入力フィールド	スタイル
Webページの生成
IIP-Webbユーザー権限ファンクション
IIP-Webユーザーサインオン認証ファンクション
言語
言語
ロード待機中	イメージ
ロード待機中	メッセージ
ロード待ちウィンドウの高さ
ロード待ちウィンドウの幅
Webパスワードの最大長
Meta	タグ
開発者用タイムアウト
ヘルプにWebevent/WAMを使用
Webヘルプ・ファンクション/Webroutine名
Webヘルプ・プロセス/WAM名
ヘルプウィンドウ機能
Webの初期フィルタペインの高さ	(%)
Webの初期フィルタペインの幅	(右のパネルの	%)
Webの初期ナビゲーションペインの幅	(%)
Windowsコードページ



ダイアログ



Visual	LANSAワークステーションからサーバー・アップデー
ト
フレームワークでWebブラウザー・アプリケーションが使用可能な場
合、フレームワークのデザインを変更して保存すると、このフォームが
常に表示されます。

このフォームは、フレームワークの詳細を、選択したLANSA	for	the	Web
サーバーに送信します。これにより、Webブラウザー・アプリケーショ
ンとして実行可能になります。
詳細が送られたWebサーバーは、パネルの最上部に表示されます。デ
フォルト・サーバーはサーバーの名前にチェックを入れたり、チェック
をはずしたりして変更できます。		
通常は、フレームワークが自動的に適切なオプションにチェックを入れ
るので、OKボタンをクリックするだけです。
フレームワークをブラウザー・アプリケーションで使用できるようにし



た直後、あるいはフレームワークをバージョン・アップした直後、最初
にサーバーに変更を保存する場合は、必ずﾃﾞﾓｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄとｼｽﾃﾑを含める
および全て使用可能なイメージ	(GIF)を選択してください。	
OKボタンをクリックすると、スクリプトが実行され、詳細をLANSA	for
the	Webサーバーにアップロードします。
これが実行される間、Windowsのコマンド・ウィンドウが表示される場
合があります。実行にかかる時間は、選択したオプション、および
LANSA	for	the	Webサーバーとの通信のタイプと速度に依存します。スク
リプトの実行が終了すると、スクリプトの結果を表示するウィンドウが
表示されます。
このウィンドウをスクロールして、エラーがないか確認してください。
アップロード・スクリプトと、それに関連したLANSA	for	the	Webサー
バーの詳細については、メニュー・オプションのフレームワーク->プロ
パティから、フレームワーク・プロパティの開発者初期設定タブを参照
してください。
このフォームには、以下の有効なオプションがあります。
現行のフレームワーク・デザイン詳細
RAD-PADノート
デモオブジェクトとシステムを含める
全ての使用可能イメージ（GIF）



現行のフレームワーク・デザイン詳細
フレームワークのデザインと、関連付けた初期Webページを、LANSA
for	the	Webサーバーへアップロードするにはこのオプションをチェック
します。通常このオプションは必ずチェックします。



RAD-PADノート
RAD-PADノートをLANSA	for	the	Webサーバーにアップロードするには
このオプションをチェックします。
既存のRAD-	PADノートすべてをアップロードするか、(現在のデザイン
セッションで)前回フレームワークを保存後に変更したRAD-PADノート
だけをアップロードするか選択することができます。通常このオプショ
ンはフレームワークが自動的にチェックしますので、手動でチェックす
るのは、同期の問題を解決するために有効なすべてのRAD-PADノート
を強制的にアップロードする場合だけです。



デモオブジェクトとシステムを含める
すべてのフレームワークWebコンポーネントをLANSA	for	the	Webサー
バーにアップロードするにはこのオプションをチェックします。
このオプションは、通常フレームワークをブラウザー・アプリケーショ
ンで使用可能にした直後、またはフレームワークをバージョンアップし
た直後だけチェックされます。このオプションを使用するとアップロー
ド時間が著しく伸びる可能性があります。



全ての使用可能イメージ（GIF）
使用中の現在の区画のEXECUTEディレクトリからLANSA	for	the	Web
サーバーへすべてのGIFファイルをアップロードするには、このオプ
ションをチェックします。このオプションは通常フレームワークをブラ
ウザー・アプリケーションで使用可能にした直後、またはフレームワー
クをバージョンアップした直後だけ選択します。このオプションを使用
するとアップロード時間が著しく伸びる可能性があります。



Webアプリケーションとしてフレームワークを実行

フレームワークの設計者がフレームワークでWebアプリケーションを有
効にすると、メニュー・オプションフレームワーク->Webアプリケー
ションとして実行...を使用した時に、このフォームが表示されます。
フレームワークをWebアプリケーションとして起動できます。
使用するオプションを選択し、OKボタンをクリックします。
このフォームには、以下の有効なオプションがあります。
ブラウザの選択
開始
RAMPアプリケーションのテスト
トレースをオンにする
GZIP圧縮バージョンの使用
クライアント側XML->HTML変換の使用
言語
URL



ブラウザの選択
詳細は「Safari、Firefox、ChromeでVLF-WEBアプリケーションを使用す
る」を参照してください。
フレームワークを実行するブラウザを選択します:

Chrome

Firefox

Safari

Internet	Explorer	のオプションでは、使用するスタイルやスキンを指定す
る必要があります:

VLF.WEB
アプリ
ケーショ
ン

ほとんどのユーザーに最も親しみのあるWindowsイン
ターフェースに似ているので、市販のアプリケーション
にはWindows	XP	風が推奨オプションです。Windows	XP
のカラーはWindows	XPまたはVista上で実行している場
合のみ有効です。

VLF.NET
アプリ
ケーショ
ン

テーマの青、オリーブ・グリーン、シルバーまたはグラ
ファイトから選択します。この選択は起動URLにマップ
されるので、エンド・ユーザーは、起動URLを変更する
ことによってこれを変更することができます。「Webア
プリケーションの開始オプション」セクションのTheme
パラメータを参照してください。

	

	



開始
アプリケーションをVLF.WEB(Webブラウザー)として起動するのか、
VLF.NET(.NETアプリケーション)で起動するのかを選択します。
VLF.WEBアプリケーションとして起動する場合は、アプリケーション
をInternet	Explorerウィンドウで起動するのか、独自のウィンドウで起動
するのかを選択できます。



RAMPアプリケーションのテスト
このグループボックスは、RAMPを使用する可能性のあるアプリケー
ションを実行した場合に表示されます。
サーバー名には、RAMPサーバーとして以前定義されていたSystem	i
サーバーを指定する必要があります。ユーザーフィールドとパスワード
フィールドは、必要に応じてSystem	iサーバーへの接続に使用されま
す。				
注：このオプションを使用すると、Webブラウザーで開こうとしている
URLに、ユーザーの詳細が追加されます。これは、RAMPアプリケー
ションをテストする手軽な方法です。ただし、エンド・ユーザー・アプ
リケーションでこの方法を使ってRAMPアプリケーションを開始するこ
とは、一般的ではありません。					



トレースをオンにする
アプリケーションをトレースするにはこのオプションを選択します。ト
レース・ウィンドウが開き、アプリケーションがクライアント上(IE内)
やサーバー上で何をしているかがわかります。トレース詳細について
は、「アプリケーションのデバッグ」セクションを参照してください。
このオプションを選択するのは、フレームワークURLの末尾に+Trace=Y
を追加するのと同じです。



クライアント側XML->HTML変換の使用
WebサーバーではなくクライアントのブラウザーでXMLからHTMLへの
変換を実行できるようにするには、このオプションにチェックを入れま
す。このオプションを使用すると、+WAMTrans=CがURLに追加され、
そのURLは、フレームワークをWebアプリケーションとして実行するた
めに使用されます。
このオプションは廃止予定であることに注意してください。IE8もしく
はそれ以前のバージョンでのみ使用可能です。他のブラウザやIE9では
作動しません。
このオプションはWAMの実行に対してのみ適用され、これを使用する
とWebサーバーでのリソース使用量が減少する場合があります。このオ
プションを使用する前に、特定のサーバー構成ステップを完了しておく
必要があります。
このオプションは、VLF.WEBアプリケーションおよびVLF.NETアプリ
ケーションに適用されます。



言語
フレームワークで使用する言語を選択します。
使用可能な言語はフレームワーク・プロパティの[Web/RANP詳細]タブ
で指定します。
このオプションは、VLF.WEBアプリケーションおよびVLF.NETアプリ
ケーションに適用されます。



URL
これはOKボタンをクリックすると開くURLです。このフォームでオプ
ションを変更すると、URLはユーザーの選択を反映します。
URLは入力領域なので、以下のことが可能です。
									URLは簡単にコピーできます(例えば、フレームワークを使用させ
たい誰かにURLを電子メールで送信したり、デスクトップ上のアイコ
ンで実行するコマンドにしたい場合)。

									特殊なオプションを追加することもできます。例えば、問題を診断
するために製品のベンダーがURL末尾に	+Trace=Systemを追加してほ
しいと要求してくる場合があります。



プロパティ



この物理ファイルのフィールドを追加します
この定義に追加するフィールドが存在する物理ファイル名を指定しま
す。



追加の欄(AColumn<>	NColumn<>	の値を作成するため)
追加したいカラムを、このビジネス・オブジェクトに関連付けたインス
タンス・リストに指定します。
フィールド名を、このリストで指定できます(LANSAデータ・ディク
ショナリに、まだ定義していなくても指定できます)。指定したフィー
ルドは、フォームの上部で指定した物理ファイルのカラムである必要は
ありません。
インスタンス・リストの詳細は、「ビジュアル識別子」および「プログ
ラム的識別子」を参照してください。



エラー報告のアドレス
アプリケーションの致命的エラーの通知先となる電子メールのアドレス
を指定します。
フレームワークは標準化されたアプリケーションのエラー処理を含んで
います。エンド・ユーザーからのエラー詳細のメールをエラー・ハンド
ラーに許可するには、ここに電子メールのアドレスを指定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



管理ユーザー
管理ユーザーを表示するには、このオプションを使用します。
管理ユーザーは、ユーザー・プロファイルおよびサーバーのリストを保
守できるユーザーです。管理ユーザーは、UF_ADMIN(または同等のも
の)をフレームワークのエントリー・ポイントとして使用します。
このオプションは、ユーザーがローカルのデータベースを使用する、あ
るいはUF_ADMIN(または同等のもの)でフレームワークを初期化するた
めにサイン・オンするとき、フレームワークでのみ検証されます。
UF_DESGN(または同等のもの)経由でフレームワークにアクセスする
ユーザーは管理者として検証されません。
UF_DESGNやUF_ADMIN(または同等のもの)経由でフレームワークにア
クセスするユーザーで、フレームワークをサーバー・モードで使用する
ユーザー、またはサイン・インしないユーザーは管理者として検証され
ません。



メッセージを使用してユーザーへ報告します
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
ユーザーがサイン・オンに失敗し、それが許可された最大回数を超えた
場合、ステータス・バーのメッセージがこのユーザー・プロファイルが
無効にされたことを表示します。このユーザー・プロファイルで、さら
にサイン・オンしようとすると、パスワードの正誤に関わらず同じメッ
セージが表示されます。
このユーザー・プロファイルを再度有効にするには、管理者がﾕｰｻﾞｰ詳
細タブで、このユーザーのﾕｰｻﾞｰは使用不可ですチェック・ボックスの
選択を外す必要があります。



AJAXページ(HTMLファイル)
AJAXページはHTMLドキュメントです。通常は、アプリケーション・
サーバーとユーザー・インターフェースの間の対話処理を管理する
JavaScriptが追加されています。
「フレームワーク-AJAXアプリケーション」を参照してください。



フォームでイメージを配列する
サインオン	フォームでイメージを表示する場所を選択します。中央(デ
フォルト)、左、右のいずれかを選択できます。
Webページが使用されている場合は、このプロパティは無視されます。



省略値のアプリケーション・テキストを動的に上書きすること
を許可
アプリケーションの省略値テキスト（サインオン・ダイアログのユー
ザーやパスワードのラベルなど）の実稼働環境での動的な上書きを許可
するかどうかを指定します。

この省略値テキストは、VF_MULTI_YYY.jsファイル（YYYは言語コー
ド）を修正してWebサーバーに置くことで上書きされます。
開発環境ではこのファイルはLANSA区画の実行フォルダにあります。
このファイルは実環境環境では必ず存在しなければならないことに注意
してください。
	



総称検索を許可
フィルターが汎用検索をサポートしている場合は、このオプションに
チェックを入れます。
技術的には、このオプションは生成されたSELECTコマンドが
GENERIC(*YES)パラメータを使用することを単に意味しています。
「検索実行に使用する選択ビューのキーを選択する」も参照してくださ
い。



切り離し可能
このオブジェクトに関連付けたコマンドに別のフォーム上で自由なフ
ロートを許さない場合に、このオプションのチェックを外します。
例えば、フォーム上で複雑なActiveXコントロールを使用しており、自
由にフロートさせたときに正しく動いていないことを発見した場合、こ
のオプションでフロートを停止させます。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



Windowsの使用を許可
このアプリケーション、ビジネス・オブジェクトまたはコマンドを
Windowsアプリケーションで使用しない場合は、このオプションの
チェックを外します。
アプリケーションをデザイン・モードで実行している場合、Windowsで
使用できるかできないかに関係なくすべてのコマンド・ハンドラーや
フィルターが表示されることに注意してください。アプリケーションが
エンド・ユーザーにどう表示されるかをテストするには、エンド・ユー
ザーとしてそのアプリケーションを実行します。
	



インスタンスリストのMS-Excelへの出力を許可
このオプションを使用すると、エンド・ユーザーはインスタンス・リス
トのコンテンツをカンマ区切り変数(CSV)ファイルに送信することがで
きます。エンド・ユーザーがMS-Excelを所有している場合は、データが
自動的にスプレッドシートとして表示されます。ユーザーは、その後希
望に応じてスプレッドシートを保存できます。
このオプションが有効な場合は、エンド・ユーザーがインスタンス・リ
ストで右クリックしたときに新しいメニュー・オプション[MS-Excelに
出力]が使用できるようになります。エンド・ユーザーがこのオプショ
ンを選択すると、インスタンス・リストの現在表示されているコンテン
ツがCSVファイルになります。
列およびレコードの順序はインスタンス・リストでの表示順と同じにな
ります。
表示されている子レコードは含まれますが、インデントされません。
並んで表示されているセカンダリ・リストにデータが表示されている場
合は、このデータもCSVファイルに含まれます。
デフォルトでは、新しいビジネス・オブジェクトは選択され、既存のビ
ジネス・オブジェクトは選択されません。
Windowsにのみ適用されます。



複数選択
入力方法に英数字または数字の固定リストが使用されている場合、固定
リストから複数の項目を選択できるかどうかを示すために、このオプ
ションを使用します。
	



複数選択を許可
このオプションはユーザーがインスタンス・リストから同時に複数の項
目を選択することを許可するかどうかを指定します。
省略値では許可します。	このオプションは、同梱されたインスタンス・
リスト・ブラウザを使用したVLF.WINアプリケーションにのみに適用さ
れます。
インスタンス・リストにピアもしくは子のビジネス・オブジェクトが含
まれる場合、一次/ルート・ビジネス・オブジェクトへの複数選択が使
用されます。
	



Webの使用を許可
このアプリケーション、ビジネス・オブジェクトまたはコマンドをWeb
ブラウザー・アプリケーションで使用しない場合は、このオプションの
チェックを外します。
アプリケーションをデザイン・モードで実行している場合、Webで使用
できるかできないかに関係なくすべてのコマンド・ハンドラーやフィル
ターが表示されることに注意してください。アプリケーションがエン
ド・ユーザーにどう表示されるかをテストするには、エンド・ユーザー
としてそのアプリケーションを実行します。



ペインの拡大／縮小を許可
Windowsおよび.NETに適用
Windowsフレームワーク・アプリケーションの場合：
このオプションを使用して、アプリケーションでメイン・フレームワー
ク・ペインを縮小および展開できるかどうかを指定します。このオプ
ションを有効にすると、フレームワークの主要なペインエリアには小さ
い閉じるボタンが表示されます。
例えば、次の図では、フレームワーク・アプリケーションがナビゲー
ション・ペイン、フィルター・ペイン、およびインスタンス・リスト・
ペインに縮小/展開オプションを表示しています。

	
ユーザーは、ボタンをクリックして必要のないペインを縮小できます。
例えば、次の図では、ユーザーがボタンをクリックしてフィルター・ペ
インを縮小しています。これにより、インスタンス・リストで作業しや
すくなっています。フィルター・ペインは、細い縦棒に縮小され、その
縦棒には>>が表示されています。フィルター・ペインを再度展開するに
は、>>ボタンをクリックします。

	
フィルター・ペインが次のようにインスタンス・リスト・ペインの上に
ある場合：



	
縮小ボタンをクリックすると、フィルター・ペインは	>	という記号が表
示された細い横棒に縮小されます。フィルター・ペインを使用する場合
は、その横棒をクリックしてフィルター・ペインを通常の位置に戻しま
す。

	
通常、縮小ボタンは作業中にナビゲーション・ペインを非表示にするた
めに使用します。



	
ナビゲーション・ペインの縮小ボタンをクリックすると、ナビゲーショ
ン・ペインはフォームの左端で細い棒に縮小されます。これにより、
フォーム上のアプリケーション作業領域が広くなります。



	
VLF.NETアプリケーションでは、このオプションはペインを固定する
か、固定解除するかを制御します。
	
	



最近使用したオブジェクトの保存数
Windowsおよび.NETアプリケーションに適用
このオプションは、保存が必要な最近使用したオブジェクトの数を定義
します。認識可能な最小値は1で、最大値は100です。	
詳細については、「ツールバーの[クイック検索]ボックス」を参照して
ください。



メニューからの選択を可能にする
現在のビジネス・オブジェクトがナビゲーション・ペイン(「フレーム
ワーク・ウィンドウ」を参照)に表示されないようにする場合は、この
チェックボックスをオフにします。単独では直接選択しないビジネス・
オブジェクト(インスタンスリストの設定タブでリレーション・タイプ
が子に設定されているオブジェクト)については、通常はこのチェック
ボックスをオフにします。
例えば、フレームワークで定義したORDER-ITEMビジネス・オブジェク
トは、通常はユーザーが直接選択することはありません。通常、
ORDER-ITEMは親ビジネス・オブジェクトであるORDERを経由してア
クセスします。
「非表示の子オブジェクトの処理」も参照してください。



並列表示を可能にする
このオプションは、メインのインスタンス・リストの横または下に、現
在の子オブジェクトのインスタンス・リストを別に表示する場合に指定
します。
次の例では、このオプションが選択されています。ツリーでEmployees
ノードをクリックすると、関連する従業員のリストが次のように表示さ
れます。

デフォルトでは、横に並べて表示しても、別に表示されるインスタン
ス・リストは実際には下に表示されます。これを横に表示するには、右
クリック・メニューで位置を選択し、Side	by	Sideを選択します。

次のようなレイアウトで表示されます。



このように表示すると、さまざまな子により親にはない列、あるいは他
の子にない列を表示できます。
列を並べて表示するレイアウトの詳細は、現在選択されている子ビジネ
ス・オブジェクトをもとにしています。



新しいウィンドウでビジネスオブジェクトを開くことを許可
このオブジェクトを独立したウィンドウで開けるようにするかどうかを
設定します。
アプリケーションについて、独立したウィンドウに開くことを禁止すれ
ば、これに属するビューやビジネス・オブジェクトも同様に禁止されま
す。	
フレームワーク全体をサブウィンドウに開けるようにした場合、これに
属するアプリケーション、ビュー、ビジネス・オブジェクトのサブイン
スタンスにも、明示的に指定して切り替えることによりアクセスできま
す。したがって、個々のビジネス・オブジェクトへのアクセスを制限し
ようとする場合は、このオプションがフレームワーク・レベルでも制御
されている必要があります。
このオプションは、フレームワークでフレームワークで'ウィンドウ'メ
ニューを表示オプションをオンにしている場合に限り有効です。ま
た、Windowsに対してのみ適用されます。
オプションは、以下のとおりです。

Never このオブジェクトは、エンド・ユーザーが別のウィ
ンドウで開くことはできません。

Manually このオブジェクトは、エンド・ユーザーが手動で別
のウィンドウで開くことができます。それには、
[ウィンドウ]	->	[新しいウィンドウで開く]というメ
インまたはポップアップ・メニュー・オプションを
使用します。

Automatically このオブジェクトは、ナビゲーション・ペインで選
択されると、自動的に新しいウィンドウで開かれま
す。つまり、このオブジェクトは常に起動元のウィ
ンドウとは別のウィンドウで動作することになりま
す。	

Automatically	or
Manually

このオブジェクトは、ナビゲーション・ペインで選
択されている場合は自動的に新しいウィンドウで開
かれますが、エンド・ユーザーが手動で開くことも
できます。

		



これらのオプションのいずれも、avShowWindowメソッドを使用して新
しいウィンドウをプログラムで開くという開発者の能力には影響しませ
ん(「プログラムによりウィンドウを生成、管理する」を参照してくだ
さい)。



インスタンスリストを消去できるようにします
生成したコードがエンド・ユーザーにインスタンス・リストのクリアを
許可するオプションを含んでいる場合は、このオプションを選択しま
す。
エンド・ユーザーに選択的にインスタンス・リストのクリアを許可する
ことで(および別のフィルターの配列を提供することで)、エンド・ユー
ザーは非常に複雑なビジネス検索基準にマッチするインスタンス・リス
トを構築できます。
例：ADMまたはMKT部署で働く全従業員と今年の最初の3ヶ月間に働き
始めた全従業員のリストは、2つの非常に単純な従業員フィルターを使
用すれば簡単です。



ツリー/リストの切り替え可能
アプリケーション・バーの表示方法をユーザーが選べるようにするに
は、このオプションを選択します。



Apacheサーバー
現在構成しているWebサーバーがApache	Webサーバーかどうかが、Web
構成アシスタントにより検知されます。
	



省略値コマンドに設定
このコマンドを省略値のコマンドとして有効にします。
コマンドがデフォルト・コマンドとして設定されると、アプリケーショ
ン、ビジネス・オブジェクト、またはビジネス・オブジェクト・インス
タンスのいずれかが選択された場合、即座に実行されます。
どのアプリケーションやビジネス・オブジェクトにも、デフォルト・コ
マンドを1つだけ設定する必要があります。



ASCII変換テーブルとライブラリ
ASCII形式への変換時に使用するSystem	i変換テーブルの名前とライブラ
リです。
このテーブルは、System	iのWebブラウザー・アプリケーションのみ
で、また、サイン・オン・プロセスのみで使用します。
このプロパティのデフォルト値は、RDMXL使用可能区画の場合は*JOB
です。それ以外の場合はQASCIIです。デフォルトのSystem	iライブラリ
名はQSYSです。
*JOBは、クライアント・コード・ページおよびSystem	i	サーバーのジョ
ブのCCSIDに基づいて変換テーブルが生成されることを意味します。	



関連するAJAXファンクション
AJAXファンクションは、AJAXページから情報を受け取り、AJAXペー
ジに情報を返す通常のRDMLファンクションまたはRDMLXファンク
ションです。
	「フレームワーク-AJAXアプリケーション」を参照してください。



自動保存のタイミング（分単位）
フレームワークの設定を自動保存する頻度を指定します。
プロトタイプを作成している場合、問題が発生しても情報が失われない
ように設定を随時保存することは有用です。
自動保存を使用しない場合(この値を0に設定した場合)、設定はフレーム
ワークを閉じたときに保存されます。



新しいアプリケーション
このコマンドを新しいアプリケーションに自動的に有効にするには、こ
のオプションを選択します。



新しいビジネス・オブジェクト
このコマンドをすべての新しいビジネス・オブジェクトに自動的に有効
にするには、このオプションを選択します。



新しいビジネス・オブジェクト・インスタンス
このコマンドをすべての新しいビジネス・オブジェクト・インスタンス
に自動的に有効にするには、このオプションを選択します。



保存時に自動的に増加
このオプションが選択されている場合は、フレームワークを保存する
と、改訂番号が自動的に増えます。



ビットマップ
一覧からビットマップを選択します。ビットマップは、現在選択されて
いるオブジェクトに割り当てられます。
アプリケーションのビットマップは、フレームワーク・ウィンドウの右
角に表示されます。コマンドのビットマップがある場合は、ツールバー
のボタンに表示されます。
「作成したビットマップやアイコンを登録する」を参照してください。



ブランク行の挿入
生成するコードの中で、コメント行またはコメントのブロックの前に入
れるブランク行の行数を指定します。標準的な値は0、1または2です。



ビジネス・オブジェクト・コマンド
選択したコマンドをビジネス・オブジェクトに適用したい場合は、この
オプションを選択します。ビジネス・オブジェクト・コマンドはビジネ
ス・オブジェクトを右クリックすると表示されます。
コマンドがビジネス・オブジェクト、またはそのインスタンスに適用す
るために、最適に実装されているかどうかはコンテキストによります。
例えば、ビジネス・オブジェクトEmployeeと、インスタンスemployee
A1234	Veronica	Brownがあるとします。新しい従業員をユーザーに入力
させるために、新規作成コマンドを作成します。論理的には、このコマ
ンドはビジネス・オブジェクトEmployeeに適用されますので、これはビ
ジネス・オブジェクト・コマンドとして作成します。
各従業員の詳細を表示するには(つまり、Employeeビジネス・オブジェ
クトのインスタンス)、詳細コマンドを追加します。このコマンドは各
従業員の詳細(電話番号、給料など)を表示し、ビジネス・オブジェクト
を表示するものではないので、インスタンス・コマンドとして作成する
必要があります。詳細については、ｲﾝｽﾀﾝｽｺﾏﾝﾄﾞオプションを選択しま
す。



ビジネス･オブジェクト・リスト
このリストには、フレームワークのすべてのビジネス・オブジェクトが
表示されます。このリストを使用すると、現在編集中のビジネス・オブ
ジェクトと関連付けるオブジェクトを選択できます。
選択できるリレーションはピア・ツー・ピアまたは親子のいずれかで
す。
詳しくは、「複数の種類のオブジェクトがあるインスタンス・リスト」
を参照してください。



ロックされたフレームワークを無視
これはVLF.WINのみの機能です。
このオプションは、このコマンド・ハンドラーがいずれのフレームワー
クのフォームの実行やRAMP画面ロックによっても妨害されないことを
示します。
これは例えば計算機など、ボタンやボタン・バーによって起動される単
純なフレームワーク・レベルのコマンド・ハンドラーに使用することが
目的です。
コマンド・ハンドラーがロックされたフレームワークを無視する場合、
フレームワークRAMPのロックがかかっている時でもユーザーがいつで
も（例えば、ボタン・バーや画面のタブ、右クリックメニューなどによ
り）このコマンドにアクセス可能な状態でないといけないことを理解し
ておく必要があります。	
ロックがかかっている状態で、ユーザーがフレームワークを通じてロッ
クされたフレームワークを無視するコマンドに最終的にアクセスできな
いとなると、予知が可能なソフトウェアが必要になってしまいます。
	



キャプション
このオブジェクトのキャプションを入力します。キャプションとは表示
されるオブジェクトの名前です。
キャプションの表示方法は、オブジェクトのタイプによって異なりま
す。

									アプリケーションの場合は、「アプリケーション・バー」でアイコ
ンの下に表示されるテキストです。

									ビジネス・オブジェクトの場合は、「ビジネス・オブジェクト・
バー」でアイコンの下に表示されるテキストです。

									コマンドの場合は、メニューとコマンド・タブに表示されるコマン
ドの名前です。

									フィルターの場合は、フィルター・タブに表示されるフィルターの
名前です。

									言語の場合は言語のキャプションを指定します。

									カスタム・プロパティの場合は、カスタム・プロパティに関連付け
るキャプションを指定します。このキャプションは管理者に表示され
ます。



キャプション(単数)
ビジネス・オブジェクトのキャプションを単数形で入力します。
コンテキストによって、フレームワークはビジネス・オブジェクトの
キャプションを単数形または複数形(例えば「Customer」または
「Customers」)で表示します。
例えば、コマンド・ハンドラーのタイトル部分には、キャプションが単
数形で表示されます。複数形はナビゲーション領域とインスタンス・リ
ストの見出しおよび小見出しで使用します。



キャプションとアクセスキー
コマンドのキャプションは、アクセス・キーも使用できるコンテキスト
に表示されます。例えば、Detailsコマンドのキャプションにアクセス・
キーをつけて"De&tails"と指定すると、"Details"と表示され、Alt+Eでコ
マンドを呼び出すことができます。



証明書ファイル	(PFX)
.NETアプリケーションに適用
VLF.NETアプリケーションにデジタル署名するための証明書ファイルを
持っている場合は、そのフル・パスと名前をここに指定します。持って
いない場合は、このフィールドはブランクのままにしておきます。証明
書ファイルには、PKCS#12(Personal	Information	Exchange)証明書が含ま
れている必要があり、このファイルの拡張子は通常.pfxになります。
指定したファイルが存在し、アクセスできることを確認するには、[確
認]ボタンを使用できます。
[確認]ボタンはファイルが有効な証明書ファイルであることは確認しま
せん。
	



証明書ファイル	パスワード
.NETアプリケーションに適用
証明書ファイルが暗号化されており、複合化パスワードが必要な場合
は、パスワードをここに指定します。必要でない場合は、このフィール
ドをブランクのままにします。
ここに指定したパスワードは、暗号化されたフォーマットで開発者初期
設定XMLファイルに格納されます。
	



データベースIOの前に接続状態をチェック
データベースI/Oコマンドの実行前に接続状態を確認するコードを含め
る場合に、このオプションを選択します。		



クライアント	CCSID
<META>タグに指定されているキャラクターセットにマップするSystem
iサーバーCCSIDを指定します。通常、この値はデフォルトで用意されて
おり、特にベンダーから指示がない限りデフォルト値を使用する必要が
あります。クライアントCCSIDは常に5桁の数値です。
System	iでApacheのWebサーバーを使用している場合、この値は00000に
設定する必要があります。



クライアント	->	サーバー変換テーブル
System	iサーバーの場合のみ、使用するクライアントからサーバーへの
変換テーブルを指定します。
これらの値には、クライアント区画定義から自動的にデフォルト値が設
定されます。
RDMLX区画/接続を使用するフレームワーク・サーバー定義に使用され
るデフォルトの変換テーブルは、*JOBです。
クライアントとサーバーの区画定義が一致していることを確認してくだ
さい。



終了確認時のメッセージ
エンド・ユーザーがVLFを終了する際の確認メッセージのテキストを入
力します。このメッセージはVLFが終了する前に表示されます。
終了確認メッセージを表示したくない場合は、このフィールドをブラン
クにしてください。
	



コードベース
アプリケーションを配布するときのために、このプロパティを使用して
Webサーバー上のnewlook.cabファイルに参照を追加します。このファイ
ルはnewlookのActiveXコントロール(nlocx.dll)とアップデート・プログラ
ム(nlupdate.exe)をホストします。
Internet	Explorerは、未導入のユーザPCにnewlook	ActiveXコントロールを
ダウロードしインストールするためにnewlook.cabファイルを使用しま
す。
newlook.cabファイルへの参照は、このファイルが格納されるWebサー
バー上の(VF_SY120.jsファイルが含まれるディレクトリの下にある)サブ
ディレクトリを指定する必要があります。

または、アプリケーションの起動時に次の値をURLパラメータとして指
定できます。
		
+NLCODEBASE=
	



コード・テーブルのデータ
読み取り専用グリッドはテーブルのデータを表示します。テーブル・
データを編集したり追加するには、編集または追加する行をクリック
し、値を右側のパネルで編集します。
編集した値を保存するには、別の行をクリックするか、保存ボタンを押
します。保存時に何らかの検証エラーがあった場合、その結果がフレー
ムワークのステータス・バーに表示されます。
行の保存が成功すると、その行のキー値は編集できません。
テーブルが読み取り専用テーブルの場合は、右側のパネルの値を編集で
きません。

保存ボタン
保存ボタンは選択した行を保存します。
この操作は現在行のデータを、操作コードINSUPDと共にテーブル・
データ・ハンドラーファンクションに渡します。テーブル・データ・ハ
ンドラーの保存操作のサンプルとして、UF_SYSBR/UFU0011ファンク
ションのソースを参照してください。

削除ボタン
削除ボタンは選択した行を削除します。
この操作は現在行のデータを、操作コードDELETEと共にテーブル・
データ・ハンドラーファンクションに渡します。テーブル・データ・ハ
ンドラーの保存操作のサンプルとして、UF_SYSBR/UFU0011ファンク
ションのソースを参照してください。

全て置き換えボタン
全て置き換えボタンは既存のテーブル・データをすべて削除し、表示さ
れているデータをすべて保存します。
この操作は操作コードDELETEALLをテーブル・データ・ハンドラー
ファンクションに渡し、すべてのテーブル・データを削除してから、各
行のデータをテーブル・データ・ハンドラーファンクションに操作コー
ドINSUPDと共に渡します。テーブル・データ・ハンドラーの
DELETEALLとINSUPDの扱いのサンプルとして、UF_SYSBR/UFU0011
ファンクションのソースを参照してください。



コード・テーブルのフィールド定義
コード・テーブルのフィールド定義が含まれています。フィールド・
データを編集時、このグリッドで定義された各フィールドに1カラムが
存在します。
このグリッドの各エントリーには、以下のオプションがあります。

フィールド
名

選択する値は、使用するテーブル・データ・ハ
ンドラーの種類に応じて異なります。

データをユーザー定義ファイルから取得した
テーブルでは、テーブル・フィールドにファイ
ル・フィールドと同じ名前を付けると便利で
す。データを通常の保管ファイルから取得した
テーブルでは、名前がテーブル内で固有で、ブ
ランクでなければ問題ありません。

キー このフィールドが、テーブルの識別キー・
フィールドであることを示します。

そのキーの番号(例、AKey1またはAKey2)は、他
のキー・フィールドとの相対的なグリッドの順
番によって決まります。
最大5つまでのキーを持つことができ、これは数
値型あるいは英数字型になります。これらの
キー・フィールドは、テーブルのデータ行を一
意に識別できるように選択する必要がありま
す。
英数字のキーは、最大32文字まで指定すること
ができます。

数値キーは、15,5の小数点形式にする必要があり
ます。

キャプショ
ン

フィールド・キャプションはデータを編集する
際、またはフィールドを選択する際にフィール
ドの識別に使用します。

タイプ: フィールド・タイプ-英文字または数値

最大長 このフィールドに入力できる最大長の値は、以
下のとおりです。



注：英字キー・フィールドは、最大32文字まで
指定することができます。数値キー・フィール
ドは、15,5の小数点形式にする必要があります。

小数点桁数 数値フィールドの小数点以下の桁数です。

大文字のみ このフィールドの値は、常に大文字でなくては
なりません。

上へ移動
このボタンは、フィールド定義の順序を変更します。
ここに並んでいる順序で、キー・フィールドのキーの順序が決まりま
す。

下へ移動
このボタンは、フィールド定義の順序を変更します。
ここに並んでいる順序で、キー・フィールドのキーの順序が決まりま
す。

削除
このボタンは、このテーブルからフィールド定義を削除します。



インスタンス・リストのカラム
このグリッドで、標準の組み込みインスタンス・リストが使用するカラ
ムの詳細を指定できます。
独自のスナップイン・インスタンス・リストを作成した場合(Windowsア
プリケーション用オプション)は、このグリッドで指定した詳細は適用
されません。
以下の値で、インスタンス・リストの値の表示方法を制御します。

列順序：ここを0にすると、このカラムは非表示になります。その
他の値は、他の表示されているカラムとの関係で左から右へこのカ
ラムが表示される位置を決定します	

列のタイプ:	フレームワークがインスタンス・リストから情報を抽
出するとき、値を入力するカラムを決定する識別子になります。追
加カラムは同じ型が隣接していなければなりません(つまり、プロ
グラムで英数字型のカラムを1カラム、4カラム、および5カラムに
は追加できません。1カラムと3カラムだけを選択して表示する場合
でも、1カラム、2カラム、3カラムを使用する必要があります)。

列キャプション:	インスタンス・リストのカラムの一番上に表示さ
れる見出しです。

列の幅:	インスタンス・リストに表示されるときのカラムの幅を
パーセンテージで表します。値がゼロの場合は、インスタンス・リ
ストの残り全部を使用することを意味します。カラムを表示させな
い場合、列順序をゼロにします。	

小数点桁数:	数値型の追加カラムで、表示する小数点以下の桁数で
す。

編集コード:	編集コードは追加の数値カラムに適用可能です。数値
に編集コードを設定するには、インスタンス・リストの定義グリッ
ドのドロップダウンから編集コードを選択します。	編集コード識別
子が最初に表示され、続いてその結果の表示フォーマット例が表示
されます。	使用可能な編集コードは標準のLANSAコード
(1,2,3,4,A,B,C,D,J,K,L,M,N,O,P,Q,Y	およびZ)です。省略値では編集
コードは適用されません。以下の点に注意してください:	



正と負の数値間での完全なもしくは暗黙の小数点位置揃えができ
ない場合があります。使用されるフォントにより見た目が良く
なることもありますが、更に悪くなる場合もあります。						

MS-Excelに送られた値は数値と判断されない場合があります。こ
れはMS-Excelでは末尾のCR、"-"や分割の穴埋め文字のスペー
ス(X0A)が数値ではないと自動的に判断されてしまうことがあ
るからです。			

出力日時フォーマット:	追加カラムの日時の出力フォーマットを選
択できます。形式としては日付(Date)と日時(DATETIME)の両方の値
が利用でき、組み込みファンクションAsDisplayStringのRDMLX日
付およびDateTimeフィールドで利用できる全ての形式に対応してい
ます。	省略値は8文字のシステム形式	SYSFMT8	です。このプロパ
ティは追加のカラムの日時にのみ適用できます。

UTC変換:	インスタンス・リストに表示するDATETIMEの値を協定
世界時(UTC)に変換する必要がある場合にこのプロパティを変更し
ます。省略時の[Local	->	Local]はこの変換を行いません。[Local	->
UTC]の値は、インスタンス・リストに追加された値はローカル・
タイム（現地時間）との想定で、この値からUTCとの時差を取り除
き、変換されたDATETIME値	(つまりUTC時間)をインタンス・リス
トに表示します。同様に[UTC	->	Local]はインスタンス・リストに
追加された値はUTC時間と想定し、これをローカル・タイムに変換
します。このプロパティは追加のカラムの日時のDATETIME値にの
み適用可能です。

例えば、ビジネス・オブジェクトEmployeesのVisual	ID1が従業員名で、
Visual	ID	2が従業員コード/IDで、英数字型の追加カラムと数値型の追加
カラムを定義する場合、グリッドに以下のように詳細を入力します。

組み込みインスタンス・リストは、以下のようなインスタンス・リスト
を(WebまたはWindowsで)表示します。



ただし実行時には、Windowsアプリケーションの場合だけ、エンド・
ユーザーはカラムをサイズ調整、またはカラムの順番を(ドラッグ・ア
ンド・ドロップで)変更することができ、フレームワークはこれらの変
更を保存します。Windowsフレームワークでは、これらの設定は開始ポ
イントに過ぎません。
Windowsアプリケーションには、組み込みインスタンス・リストの代わ
りにスナップイン・インスタンス・リストを使用するオプションもあり
ます。表示するインスタンス・リストにさらに機能を追加するには、使
用しているスナップイン・インスタンス・リストを調べてください。詳
細は、「インスタンス・リストを任意に作成」を参照してください。



コマンド・タブ・レイアウト
このオブジェクトのコマンド・タブのキャプションとアイコンの表示方
法を制御するには、このオプションを使用します。キャプションとアイ
コンはタブ上で、左寄せまたは中央に表示できます。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



コマンド・タブの位置
Windowsおよび.NETアプリケーションに適用
このオブジェクトでのコマンド・タブ・フォルダーのタブの表示方法を
指定するには、このオプションを使用します。タブはタブ・フォルダー
の上、下、左、右に表示できます。
コマンドタブのスタイルが[ボタン]または[フラットボタン]の場合、上
部にのみ表示できます。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



全てのコマンド・タブの表示
ユーザーがオブジェクトのコマンドを1つ選んだときにすべてのコマン
ドのタブを表示するかどうかを制御するには、このオプションを使用し
ます。

自動 この値は以下の動作を設定します。

									ビジネス・オブジェクト・インスタンスの場合
は、コマンドが1つ選ばれたらすべてのコマンドの
タブを表示する

									フレームワーク、アプリケーションとビジネ
ス・オブジェクトの場合は、選択したコマンドの
タブだけを表示する

True ユーザーがこのオブジェクトのコマンドを選択する
と、このオブジェクトに適用されるすべてのコマン
ドのタブを表示する

False ユーザーがこのオブジェクトのコマンドを選択する
と、選択したコマンドのタブのみを表示する

	

注：このオプションは、Windowsアプリケーションのみに適用されま
す。Webブラウザー・アプリケーションはこの設定を無視し、"True"が
指定されたときのように動作します。
このプロパティには以下の値を指定します。

									フレームワークのコマンド・タブ

									アプリケーションのコマンド・タブ

									ビジネス・オブジェクトのコマンド・タブおよびそのインスタンス
のコマンド・タブ



コマンド・タブのスタイル

Windowsおよび.NETアプリケーションに適用
このオブジェクトのコマンド・タブ・フォルダーの表示方法を指定する
には、このオプションを使用します。[タブ]は通常のタブ・シート表
示、[ボタン]および[フラットボタン]はタブをボタンとして表示しま
す。[累積]は、タブ・フォルダーを一連の縦棒として表示します。縦棒
の1つをクリックすると、目的のタブシートが表示されます。重ねる
は、VLF.NETアプリケーションには適用されません。
[ボタン]、[フラットボタン]、および[累積]はコマンドタブの位置が上の
場合のみ使用できます。



コミット制御
コミット制御を使用するには、このオプションを選択します。



Microsoft	.NET	Executable	のためのフレームワークを使用可能
LANSAのベンダーから要求されない限り、このオプションをチェック
しないでください。



お気に入りに追加
エンド・ユーザーがよく使うビジネス・オブジェクトを簡単に呼び出す
ためのショートカットを、お気に入りとして登録できるようにするため
のプロパティです。ビジネス・オブジェクトを当該アプリケーション上
にドラッグ移動するだけで登録が可能です。
ビジネス・オブジェクトそれ自身は、本来属しているアプリケーション
に属したままです。
お気に入り情報は、ユーザーの一時ディレクトリ以下、フレームワーク
の仮想クリップボードに格納されます。
この機能はWindowsでしか使えないので、お気に入りに追加にチェック
を入れても、通常、Webの使用を許可プロパティはチェックが外れたま
まです。お気に入りアプリケーションの中に、アプリケーション・
ビューや実際のビジネス・オブジェクトは含まれません。
お気に入りアプリケーションをいくつかに分類して登録できるよう設計
することも可能です(例えば「日常よく使うもの」、「月末によく使う
もの」、「年末によく使うもの」と分類するなど)。



共有オブジェクトを含む
このオプションを選択し、RAMP-TSに対して共有オブジェクト・ファ
イルが指定のプライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダーから取
得されることを示します。

RAMP-TSセッションの共有スクリプト・オブジェクトはスクリプト・
ファイルUF_SY420_RTS.JSに定義されており、デフォルトではフォル
ダー\aXes\ts\skinsに格納されています。これはAxexインスタンス内の全
てのRAMPセッションに共通です。
このオプションを選択した場合は、このファイルのプライベート・バー
ジョンを使用すること、および共有オブジェクトのみがこの特別な
RAMP-TSセッションに適用されることを意味します。このファイルを
プライベート定義フォルダーにコピーする必要があります。
つまり、共有オブジェクト・ファイルがフォルダー\aXes\ts\screens\<your
private	definition/axes	project	folder>に格納されます。
	



著作権の注意書き
生成したコードについて表示しておきたい著作権関係の注意を指定しま
す。
例：©	Acme	Software,	2002.	All	rights	reserved.



著作権のテキスト
著作権のテキストを入力します。



コンポーネントの作成
Visual	LANSA開発環境(IDE)内からリボンのツール・タブを使用してフ
レームワークを開始した場合、このフィールドを使用して、コンポーネ
ント名が自動的	に作成されるように指定できます。
作成されるコンポーネントのタイプは、コード	ウィザードを実行してい
るモードにより異なります。

モード コンポーネント・
タイプ

Windows 再利用可能パーツ

WAM Webアプリケー
ション・モジュー
ル

	
コンポーネントに与えられる名前はLANSAの命名規則に準拠する必要
があります。異なる規則を使用する場合	は、UF_SYSTMのメソッド・
ルーチンavValidateLANSANameの説明を参照してください。
すでに使用されている名前は使用できません。ただし、すでに存在して
いる可能性のあるプロセス名を除きます。デ	フォルトでは、プロセス名
は最大8文字です。
有効なコンポーネント名が入力され、さらにフレームワークがVisual
LANSA開発環境経由で開始されている場合、作成ボタンは有効になり
ます。フレームワークでは、これを決定するまで数秒かかります。
作成ボタンは任意です。また、ソースコードを、自身で作成したコン
ポーネントにコピー・アンド・ペーストするこ	ともできます。



データベース名
WindowsまたはUNIXのデータベース名を入力します。



データベース	パスワード
WindowsまたはUNIXのデータベースが対象です。このフィールドに
は、データベースのユーザー・パスワードが通常サイン・オンするとき
のユーザー・パスワードと異なる場合、データベースのユーザー・パス
ワードを入力します。
例えば、SQL	AnywhereデータベースのデフォルトのパスワードはSQLで
す。



データベース	タイプ
WindowsまたはUNIXのデータベースが対象です。データベースのタイ
プを選択します。



データベース	ユーザー
WindowsまたはUNIXサーバー用のユーザー・プロファイルです。サー
バーに接続するすべてのユーザーに、このユーザー・プロファイルは
データベース・ユーザーとして使用されます。
例えば、SQL	Anywhereデータベースのデフォルトのユーザー・プロ
ファイルはDBAです。
WindowsまたはUNIXサーバーのデータベース・ユーザーが指定されて
いない場合にサーバーに接続するとき、システム・ユーザー・プロファ
イルがデータベース・ユーザー・プロファイルとして使用されます。
より複雑な接続には、ユーザー独自の接続ロジックをUF_SYSTMの
avPrivateConnectメソッドで指定するオプションがユーザーに用意されて
います。



DBCS	対応
サーバーについては、サーバーがDBCS対応の場合は、このオプション
を選択します。
言語については、定義している言語がDBCS言語の場合、言語のこのオ
プションにチェックをつけます。通常、この値はデフォルトで用意され
ており、特にベンダーから指示がない限りデフォルト値を使用する必要
があります。



省略値のコマンド

はい 選択したコマンドがこのオブジェクトのデフォルト・コマン
ドになります。
インスタンス・コマンドの場合、デフォルト・コマンドは、
ユーザーがインスタンス・リストのエントリーをクリックま
たはダブルクリックしたときに実行されます。コマンド・ハ
ンドラーがタブシートとして表示される場合は、フォルダー
内の他のタブシートの順序に関係なく、そのコマンド・ハン
ドラーはフォルダーの一番左に表示されます。

いい
え

選択したコマンドが通常のコマンドになります。
デフォルトでは、通常のインスタンス・コマンドは、ユー
ザーがインスタンス・リストのエントリーをクリックしても
表示されません。ただし、ユーザーが前のインスタンス・リ
ストのエントリーをクリックしたときにこのコマンドを選択
している場合を除きます。

しな
い

インスタンス・コマンドにのみ適用されます。
このコマンドがデフォルトになることはありません。ユー
ザーが前のインスタンス・リストのエントリーに対してこの
コマンドを選択した場合でも、ユーザーが次のエントリーを
クリックしたときにこのコマンドは表示されません。
サブタイプがビジネス・オブジェクトに定義されており、イ
ンスタンス・コマンドがすべてのサブタイプでは使用可能で
ない場合は、コマンドの[省略値のコマンド]オプションは[し
ない]に定義されている必要があります。

	
フレームワーク・レベルの省略値のコマンドの概念には意味がありませ
ん。フレームワークの起動時に特定のコマンドを実行する場合は、
「UF_SYSTEMにIIP(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェー
ス・ポイント)メソッドを追加(オーバーライドして使用)」(Windows)お
よび「Webアプリケーションの開始オプション」のSwitchCommandパラ
メータ(web)を参照してください。



Windows印刷の省略時のフォント
レポート印刷時のデフォルトのフォントを指定します。Windowsで使用
できるフォントでなくてはなりません。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに

適用されます。



フィルタパネルのフィールドの属性の省略値
フィルターを生成しているとき、パネルのフィールドに追加するデフォ
ルトのDEFINE_COM値を指定します。
組み込まれているデフォルト値は次のとおりです。LabelPosition(Top)
Marginleft(0)	Margintop(19)	Height(38)



ハンドラー・パネルのフィールドの属性の省略値
コマンド・ハンドラー生成時、パネルのヘッダー部分に挿入するフィー
ルドに追加するデフォルトのDEFINE_COM値を指定します。
組み込まれているデフォルト値は次のとおりです。LabelPosition(Left)



定義場所
カスタム・プロパティが定義されているフレームワーク、アプリケー
ション、ビジネス・オブジェクトのキャプションを表示します。カスタ
ム・プロパティをあるレベルで(例：ビジネス・オブジェクト・レベル)
確認する場合、参考のため、より高位のレベル(例：フレームワーク・
レベル)のカスタム・プロパティも表示されますが、これらは変更でき
ません。これは、フォーム下部にメッセージで表示されます。



表示フィールド

テーブルのどのフィールドをコンボ・ボックスのエントリーやラジオ・
ボタンのキャプションとして表示するかを選択するには、このオプショ
ンを使用します。



開発者初期設定XMLファイル
サーバー設定のXMLファイルプロパティで、フレームワークの開発者プ
リファレンスが保存されているファイルの名前を指定します。このファ
イルは、現在の区画のExecuteディレクトリにあります。



ロックの制御
サーバーにオブジェクト・ロックを保存する場合は、このオプションを
選択します。
このオプションが選択されて、接続されたワークステーションがオブ
ジェクトをロックする場合、ロックはサーバーに保存され(サーバーに
転送)、その他のワークステーションがオブジェクトを操作するのを停
止させます。
このオプションが選択されていない場合、ロックはローカルのワークス
テーションに保存され、そのワークステーションのオブジェクトにのみ
適用されます。



省略値コマンドのダブルクリック
Windowsにのみ適用。
このオプションを選択した場合、ユーザーがビジネス・オブジェクト・
インスタンスをダブルクリックすると、このインスタンスのデフォルト
のコマンドが実行されます。



Webサーバーへのアップロード時にマップされたドライブを使
用しますか?
Webサーバーが開発マシンと別のマシンの場合、開発マシンにWebサー
バーからのファイルを取得する方法が必要となります。
一番簡単な方法は、開発マシンのドライブにWebサーバーをマップする
ことです。（開発マシンで、Windows	エクスプローラー	-->	[ツール]	-->
[ネットワークドライブの割り当て]を利用します。）
既にWebサーバーへの割り当てを行っている場合は、ここに指定しま
す。
割り当てたドライブがない場合は、自身のフレームワークファイルを
Webサーバーのイメージ・ディレクトリとプロジェクト・フォルダに手
動でコピーする必要があります。（フレームワークに変更を保存するご
とに必要です。）
もしくは、ftpスクリプトを使用することも検討できます。(フレーム
ワーク)	-->	(フレームワーク・プロパティ)	-->	[開発者初期設定]	-->
[HTTPサーバーで作業フォルダにアップロードするためのスクリプト]
を参照してください。	
詳しくは「HTTPサーバーで作業フォルダにアップロードするためのス
クリプト」を参照してください。
	



使用したいパネルへフィールドをドラッグ＆ドロップ
子オブジェクトのリストで表示するフィールドと、編集するフィールド
を選択します。



EBCDIC変換テーブルとライブラリ
EBCDIC形式への変換時に使用するSystem	i変換テーブルの名前とライブ
ラリです。
このテーブルは、System	i	のWebブラウザー・アプリケーションのみ
で、また、サイン・オン・プロセスのみで使用します。
このプロパティのデフォルト値は、RDMXL使用可能区画の場合は*JOB
です。それ以外の場合は、QEBCDICです。デフォルトのSystem	i	ライブ
ラリ名はQSYSです。
*JOBは、クライアント・コード・ページおよびSystem	i	サーバーのジョ
ブのCCSIDに基づいて変換テーブルが生成されることを意味します。	



編集パネル
編集する子オブジェクトのフィールドをここにドラッグします。



e-mail	アドレス
ユーザーの電子メールのアドレスです。



Zipファイルのe-mail宛先
使用するプロトタイプの定義が含まれているxmlファイルを受け取る電
子メールのアドレスをここに指定します。受取人は送信されたZipファ
イルを区画のExecuteディレクトリに解凍し、フレームワークを実行して
アプリケーションのプロトタイプを確認することができます。

	



Parent選択時Childを使用可能
デフォルトでは、チェックされています。
このオプションにチェックが入っている場合は、親オブジェクト(例：
SECTIONS)のインスタンスが選択されると、子オブジェクト(例：
EMPLOYEES)に関連付けられているすべてのオブジェクト・レベルのコ
マンドが有効になり、使用可能になります。このオプションのチェック
を外した場合は、子のオブジェクト・レベルのコマンドは有効になりま
せん。					
このオプションは、ビジネス・オブジェクトをナビゲーション・ペイン
で選択できない場合にのみ適用されます。このオプションは、メニュー
からの選択を可能にする	オプションがチェックされている場合は無効に
なります。



リストの消去ボタンを使用可能
「インスタンス・リスト」のリストのクリアボタンを有効にするには、
このオプションを選択します。
フィルターを作成するとき、新しく検索を実行する場合インスタンス・
リストを自動的にクリアするかどうかを決定する必要があります。自動
的にリストをクリアするのであれば、リストのクリアボタンは必要あり
ません。
リストを自動的にクリアしない場合、ユーザーは複数の検索と検索条件
ごとにインスタンス・リストを構築することができます。この場合、
ユーザーが必要時にリストをクリアできるようにリストのクリアボタン
を有効にします。
このオプションは、標準の組み込みインスタンス・リストを使用する場
合のみ適用できます。独自のスナップイン・インスタンス・リストを使
用する場合、適当と思われる任意の方法でクリア・リスト機能を有効に
することができます。



コマンドの有効化
コマンドを使用可能リストにドラッグすることで、オブジェクトで使用
できるようになります。
コマンドを有効にすると、表示方法とコマンド・ハンドラーを指定する
ことができます。



AJAXスタイルアプリケーションのためのフレームワークを使
用可能
フレームワークWebアプリケーションに対してAJAX形式のコマンド・
ハンドラーを作成することによって、速度と機能を最適化できるように
なりました。
「フレームワーク-AJAXアプリケーション」を参照してください。



フレームワークでWAMを使用可能
すべてのフレームワークは、Microsoft	Windowsアプリケーションの標準
のデザインと実行をサポートしています。
フレームワークでWAMブラウザー・アプリケーションのデザインと実
行もサポートする場合は、このオプションをチェックします。
このオプションを変更後は、常にフレームワークを保存して再起動する
必要があります。

以下の項目も参照してください。
「コンピュータのシステム要件」および「その他の要件」
WindowsアプリケーションとWebブラウザー・アプリケーションのどち
らを使用するか



Webブラウザアプリケーションでフレームワークが使用可能
すべてのフレームワークは、Microsoft	Windowsアプリケーションの標準
のデザインと実行をサポートしています。
フレームワークでWebブラウザー・アプリケーションのデザインと実行
もサポートする場合に、このオプションをチェックします。
このオプションを変更後は、常にフレームワークを保存して再起動する
必要があります。

以下の項目も参照してください。
「コンピュータのシステム要件」および「その他の要件」「Windowsア
プリケーションとWebブラウザー・アプリケーションのどちらを使用す
るか」



HTMLファイルのためのGZIP圧縮を可能
新しく生成されるすべてのHTMLファイルとJSファイルを通常の非圧縮
形式とGZIP圧縮形式の両方で作成できるようにするには、このオプショ
ンを使用します。「GZIPファイル圧縮の使用」を参照してください。



Child選択時Parentを使用可能
デフォルトでは、チェックされています。
このオプションにチェックが入っている場合は、子オブジェクト(例：
EMPLOYEES)のインスタンスが選択されると、親オブジェクト(例：
SECTIONS)に関連付けられているすべてのコマンドが有効になり、使用
可能になります。このオプションのチェックを外した場合は、親のコマ
ンドは無効になります。								
このオプションは、ビジネス・オブジェクトをナビゲーション・ペイン
で選択できない場合にのみ適用されます。このオプションは、メニュー
からの選択を可能にする	オプションがチェックされている場合は無効に
なります。



選択時Peersを使用可能
このビジネス・オブジェクトが選択されている場合に、適切なピア・オ
ブジェクトのコマンドを有効にするかどうかを指定します。
デフォルトはtrueです(チェックあり)。				



ポップアップ・パネルを有効にする
ここにチェックマークを入れると、ビジネス・オブジェクト用に定義さ
れたポップアップ・パネルのある全インスタンス・リスト・エントリー
で、インスタンス・リスト・ポップアップ・パネルの使用が可能になり
ます。ただし、エンド・ユーザーがインスタンス・リストのポップアッ
プを無効にしていない必要があります。(エンド・ユーザーはインスタ
ンス・リストで右クリックをしてインスタンス・リスト・ポップアップ
を無効にすることができます。)
この機能はフレームワークが	Mixed	モード(レンダー・モード	"M")	で実
行されているプライマリ・インスタンス・リストでのみ使用可能です。
	



位置メニュー・オプションの有効化
フレームワークのWindowsアプリケーションの場合：
このオプションを選択すると、ポップアップ(右クリック)メニューで位
置メニューオプションを使用不可にできます。
設計者は、ユーザーがフレームワークの表示ペインの相対位置を変更で
きないようにすることができます。このオプションを無効にすると、
ユーザーは、ペインを浮動表示することができなくなります。
	
.NETアプリケーションの場合：
このオプションを選択してペインをドッキング、ドッキング解除、およ
びドラッグできます。



XMLファイルの暗号化
このオプションで、フレームワーク定義、サーバー定義、テーブル定義
およびユーザー定義の格納に使用するXMLファイルを暗号化するかどう
かを指定します。
注：	XMLファイル内にユーザー定義を格納するのは現在はほとんど使
われない古い機能です。	新しいフレームワークではこの機能は使用しな
いでください。		
このオプションが有効な場合、<名前>.XMLファイルの内容は保存・
バージョン化（バージョン管理が有効な場合）される時に暗号化されま
す。		暗号化されたファイルのコピーが<名前>.XML.UNENCという名前
で作成され、バージョン管理が有効な場合はこれもバージョン化されま
す。				
<名前>.XML.UNENCファイルは常に保管しておいてください。この
ファイルはプレーン・テキスト形式になっており、万が一暗号キーを紛
失した場合や、誤って暗号化ファイルを破損してしまった時などの大き
なデータ損失を防ぎます。				
ただし、配布は<名前>.XMLの暗号化されたバージョンのファイルのみ
にしてください。	これは内容が暗号化されているので、配布された場所
において内容が変更されることはほとんどないからです。
暗号キーは2つの8文字のキーから成ります。	1つはユーザーが提供し、
もう1つはVLFから提供されます。こうすることでどちらか一方がファ
イルの内容を外部から簡単に解読できないようになっています。			
ユーザー側のキーは、常にユーザー・バージョンのUF_EXEC、
UF_DESGN、UF_ADMINおよびUF_DEVELシステムのエントリー・ポ
イントにより提供されます。	このユーザー自身の暗号キーの設定方法に
ついて詳しくは同梱のサンプル・ソース・コードを参照してください。	
このオプションを使用して自身のシステム・エントリー・ポイントを作
成しない場合は、省略値の8バイトのユーザー暗号キー"UDEFAULT"が
使用されます。		システム・エントリー・ポイント内の暗号キーそのも
のを変更してもXMLファイル暗号化が有効にはならないことに注意して
ください。暗号化するにはこのオプションを有効にする必要がありま
す。					
暗号キーを紛失したり、または他の何らかの理由で暗号化されたXML
ファイルが使用できなくなった場合は、暗号化されている<名前>.XML
を削除して、<名前>.XML.UNENCバージョンの名前を<名前>.XMLにし
ます。そしてフレームワークを設計者モードで再起動します。



	



エンドユーザーはテーマを変更できます
フレームワークの設計時にフレームワーク・テーマは指定されますが、
エンド・ユーザーがテーマをオーバーライドできるように指定すること
もできます。このオプションを選択すると、エンド・ユーザーは、
Windowsメニューの[全体のテーマ]オプションを使用してそのアプリ
ケーションのビジュアル・スタイルをオーバーライドすることができま
す。
PCによっては、テーマを完全に実装する前に、ユーザーがフレームワー
クを終了して再起動する必要があるものがあります。



ログオンする必要があります
以下の状況で、エンド・ユーザーがサイン・オンしてフレームワークを
使用するよう指定できます。

									なし	(どのプラットフォームでもサインオンは必要ない)

									全て	(MS-Windows	と	ブラウザ)
									ブラウザのみで実行

									MS-Windowsのみで実行
ある環境でサイン・オンを無効にするのは、ユーザー権限を無効にする
のとは異なります(フレームワークユーザーと認証を使用するを参照し
てください)。
サイン・オンが無効で、ユーザー権限が有効な場合、ユーザー・プロ
ファイルは実行環境および/または提供したIIP(Imbedded	Interface
Points：埋め込みインターフェース・ポイント)に関連付けられたあらゆ
る権限から取得されます。
フレームワーク内では、ユーザー・プロファイルは通常の権限ルールに
従うことになります。
[フレームワークユーザーと認証を使用する]オプションが選択されてい
ない場合でも、これらのオプションを使用できます。



エンジン
この設定はRAMP-TSエミュレーション・エンジンを変更する際に使用
します。	このプロパティをaXes-TS2に設定すると、aXes-TS2と互換性の
あるブラウザをRAMP-TSアプリケーションで利用することができま
す。	
aXes-TS2エミュレーション・エンジンに関する詳細は『aXesガイド』を
参照してください。
	



非表示コマンドの実行
このオプションを選択すると、コマンドは、ユーザー・インターフェー
スに表示されず、ユーザーから見えない状態で実行されます。このオプ
ションは、WindowsアプリケーションとWebフレームワーク・アプリ
ケーションの両方に適用されます。
コマンドを非表示にする場合は、省略値のコマンドオプションをインス
タンス・コマンドの場合は	NEVER	に、ビジネス・オブジェクト・コマ
ンドの場合は	NO	に設定する必要があります。他のコマンドタブを隠す
オプションは使用しないでください。
また、RAMP宛先画面を非表示コマンドに接続しないでください。
「非表示コマンド・ハンドラー構造」も参照してください。



実行優先順位
サーバー定義で、このプロパティを調整してスーパー・サーバーのジョ
ブに別の実行優先順位を設定します。デフォルトの優先順位は20です
が、これより小さい数字に設定すると、スーパー・サーバーのジョブの
優先順位は高くなり、CPUからよりよいサービスを受けることができま
す。反対に、これよりも大きい数字に設定すると、スーパー・サー
バー・ジョブの優先順位は低くなります。この設定は、VLFスーパー・
サーバー接続にのみ影響し、5250	RAMPセッションには影響しません。
「サーバーオーバーライド」を参照してください。



ページ変換
使用できる値は、以下のとおりです。
埋め込まれたJScriptロジックとして：サーバーからクライアントに送ら
れたデータが、DHTMLページに埋め込まれたJScriptロジックとして送
られることを示します。スクリプトは、クライアントに達してXMLデー
タが取り出されたときに実行されます。このオプションを使用すると、
通常、クライアント側で最速で実行でき、通信のバンド幅の使用を最小
化します。このオプションは、LANSA	for	the	Webのジョブがコード・
ページ37で実行される時のみ使用されます。				

XMLデータ・アイランドとして：サーバーからクライアントに送られ
たデータが、DHTMLページに埋め込まれたXMLデータ・アイランドと
して送られることを示します。XMLデータ・アイランドは、データを抽
出するために解析されて、トラバースされます。
	



実行モードのロード・パス
開始されたRAMP-TSセッションで実行時に使用するパスを指定しま
す。この値を変更する場合は、その前に製品ベンダーに相談してくださ
い。
	



開発者初期設定
現在のWebサーバーの開発者初期設定をすべてエクスポートするには、
このオプションを選択します。



テーブルのエクスポート
コード・テーブル	をエクスポートするには、このオプションを選択しま
す。



フレームワーク・デザイン
フレームワークのデザインをエクスポートするには、このオプションを
選択します。



全てのバージョンを含む
フレームワークのすべてのバージョンをエクスポートするには、このオ
プションを選択します。



イメージ・パレットのエクスポート
イメージ・パレットをエクスポートするには、このオプションを選択し
ます。



RAMP定義のエクスポート
RAMP定義をエクスポートするには、このオプションを選択します。



RAD-PADのノート
RAD-PADの注意事項をエクスポートするには、このオプションを選択
します。



RAD-PADの省略値
RAD-PADのデフォルトをエクスポートするには、このオプションを選
択します。



サーバー
サーバーの定義をエクスポートするには、このオプションを選択しま
す。



ユーザー
ユーザーの定義をエクスポートするには、このオプションを選択しま
す。
このオプションは、システム・フレームワークがユーザーの詳細をXML
ファイルに保存するように構成されている場合にのみ有効になります。



フィールドの接頭辞
生成されたコード内でフィールドや変数を表す文字としてシステムで使
用する文字を指定します。最も一般的な値は#記号です。



ハンドラー下部のリストに表示するフィールド
「コマンド・ハンドラーの上部に表示するフィールド」を参照してくだ
さい。



コマンド・ハンドラーの上部に表示するフィールド
コード生成機能は、開始ポイント・コマンド・ハンドラーのレイアウト
を自動的に作成することができます(ユーザーは、後からレイアウトに
追加したり、変更したりします)。
表示上、開始ポイント・コマンド・ハンドラーは、以下のサンプルのよ
うにレイアウトされます。

コマンド・ハンドラーの「上部」表示エリアには、シングル・フィール
ド・インスタンスが縦方向に並んでいます。コマンド・ハンドラーの
「下部」表示エリアには、リスト・フィールドが横方向に並んでいま
す。
言い換えれば、これは従来の見出し／明細のレイアウトです。もちろ
ん、これにはいくつかのバリエーションがあります。
ヘッダー・フィールドのみ：

リスト・フィールドのみ：



ヘッダー・フィールド、リスト・フィールド共になし：

このコマンド・ハンドラーに関連付けられたデフォルト・ファイルと、
指定した(あるいは、していない)見出し／明細フィールドを検証し、
コード生成機能は、フォーム詳細入力用のデフォルト・コードを準備
(および生成)します。
生成されたコードは通常不完全で、実際に実行するためには編集が必要
です。



MS-Excelで使用されるファイルの接頭辞(ビジネス・オブジェ
クトのプロパティ、[インスタンス・リスト]タブ)
この設定は、[「インスタンスリストのMS-Excelへの出力を許可」に
チェックが入っている場合にのみ適用されます。これには、エンド・
ユーザーがインスタンス・リストをMS-Excelに送信すると生成されるカ
ンマ区切り変数(CSV)ファイルの名前の構築に使用される接頭辞が含ま
れています。
このファイルは、次の名前でユーザーの一時ディレクトリに作成されま
す。
<<接頭辞>>_<<現在の日時>>.csv



フィルター・タブの位置
このビジネス・オ	ブジェクトのフィルター・タブ・フォルダーのタブの
表示位置を指定するには、このオプションを使用します。タブはタブ・
フォルダーの上部、下部、左、右に	表示できます。
Windowsお	よび.NETア	プリケーションに適用されます。



フィルター・タブのスタイル
選択したビジネ	ス・オブジェクトのフィルター・タブ・フォルダーの表
示方法を指定するには、このオプションを使用します。タブは通常のタ
ブ・シート表示、ボタンおよ	びフラット・ボタンはタブをボタンとして
表示します。
フラット・ボタンは、コマンド・タブの位置が上のときだ	け使用できま
す。
Windowsお	よび.NETア	プリケーションに適用されます。



最初のみ表示
セッション中に説明が一度しか表示されないことを示します。



固定値または省略値
このカスタム・プロパティで使用するデフォルト値を指定します。固定
リストには2つの値がそれぞれ指定されます。1つは管理者に表示する値
で、もう1つはプログラム的にアクセスされる値です。例えば、以下の
ようになります。

値 ユーザーに表示するキャプション

CA California

NY New	York

MN Minnesota
	



フォーカス入力フィールド	スタイル
フレームワークの設計者は、このプロパティを使用して、Webアプリ
ケーション上の入力フィールドにフォーカスがあるときの入力フィール
ドのスタイルを指定できます。この方法で、入力を受け取っている
フィールドをユーザーに対して強調表示できます。
ここで指定する値は、cssTextとしてWebページ上のフィールドを表す
HTMLエレメントのスタイル・プロパティに渡されます。このため、指
定する値は、JavaScriptまたはHTMLページで使用されるスタイル文字列
として有効なフォーマットである必要があります。有効なフォーマット
でない場合は、予期しない結果が生じる可能性があります。ただし、ス
タイル文字列、またはその一部が正しくフォーマットされていない場
合、通常は無視されます。
スタイル文字列の有効な例を次に示します。このプロパティは次のよう
に指定します。
background-color:azure;border:4px	double	red
background-color:#FDF5E6;border:3px	ridge	#C0C0C0
color:rgb(255,0,0);border:3px	inset	rgb(200,200,200)
		
注：このプロパティが入力フィールドの既存のスタイルを置きかえるこ
とがないようにするには、接頭辞APPEND=をこのプロパティに使用し
ます。
先に挙げた例を既存のスタイルに追加するには、次のように指定しま
す。
APPEND=background-color:azure;border:4px	double	red
APPEND=background-color:#FDF5E6;border:3px	ridge	#C0C0C0
APPEND=color:rgb(255,0,0);border:3px	inset	rgb(200,200,200)
		
スタイル・プロパティの有効な入力文字列の詳細については、Microsoft
のJavaScriptのマニュアルを参照してください。



フレームワークの致命的エラー
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
このオプションを選択すると、ユーザーが何度かサイン・オンに失敗
し、それが許される回数を超えた場合、フレームワークの致命的エラー
が起動されます。
フレームワークの致命的エラーの扱い方はフレームワークの設定により
ますが、通常、フレームワークは電子メールを管理者に送ってから終了
します。フレームワーク再起動後、同じユーザー・プロファイルでさら
にサイン・オンしようとしても同じ結果になります。
このユーザー・プロファイルを再度有効にするには、管理者が[ユー
ザー詳細]タブで、[このユーザーのユーザーは使用不可です]チェック・
ボックスの選択を外す必要があります。



ファンクション処理テーブルデータの保管
データタブで入力されたあらゆるテーブルのデータを保存するファンク
ションです。
組み込み標準テーブル・データ・ファイル(FPTAB)の中のデータが保存
されたテーブルは、デフォルトのテーブル・データ・ハンドラー
UF_SYSBR/UFU0010を共有するか、その独自のバージョンを所有してい
ます。
ユーザー定義の物理ファイルのデータが保存されたテーブルは、独自の
テーブル・データ・ハンドラーファンクションを作成することができま
す。例として、データ・ハンドラーファンクションUF_SYSBR/UFU0011
を参照してください。このファンクションは、テーブルDEPTABのファ
イルDEPTABにデータを読み書きします。
データがテーブル・データ・ハンドラーファンクションのハード・コー
ディングによって提供されるテーブルは、テーブル・データ・ハンド
ラーファンクションを作成することができます。このタイプのデータ・
ハンドラーの例として、データ・ハンドラーファンクション
UF_SYSBR/UFU0012を参照してください。ここでは、SEX	Tableテーブ
ルのデータが提供されます。
テーブルは、UF_SYSBR/UFU0013に似たテーブル・データ・ハンドラー
ファンクションを使ってフラット・ファイルからもデータを取得できま
す。あるいは、フラット・ファイル内の保存データを保管することもで
きます。



Webページの生成
開発中に、起動時のWebページの作成を有効/無効にするには、このオプ
ションを使用します。
10言語を定義している場合、フレームワークのページを保存すると、10
言語すべてのページが作成され、HTTPサーバーにコピーされます。
このプロセスは時間がかかるので、開発中やテスト中に無効にする言語
を選択し、この時間を短縮できます。開発サイクルが完了したら、すべ
てのHTML起動ページの最終版を生成するためそれらを(再度)有効に
し、配布可能な状態にします。



このユーザーが所属するグループ
フレームワーク権限は、ユーザーのグループに割り当てることができま
す。
このユーザーに与える権限を持つグループを確認します。ユーザーの権
限の編集時、所属するグループから与えられる権限は入力不可のグレー
で表示されます。
権限は追加できるので、以下のようになります。

									個々のユーザーがオブジェクトに対する権限を持っていない場合で
も、ユーザーが所属するグループのうちの1つが権限を持っていれ
ば、ユーザーはそのオブジェクトを使用できます。

									個々のユーザーがオブジェクトに対する権限を持っていて、その権
限を持っていないグループに属している場合でも、ユーザーはオブ
ジェクトを使用できます。

									ユーザーが2つのグループに属していて、1つのグループはオブジェ
クトに対する権限を持っており、他方は持っていない場合でも、ユー
ザーはオブジェクトを使用できます。

グループを作成するには、新しいグループボタンをクリックします。グ
ループ権限は個々のユーザーの権限と同じ方法で編集します。



高さ
サインオン	フォームに表示するイメージ/Webページの高さをピクセル
単位で入力します。



ヘルプテキスト
カスタム・プロパティに関連するヘルプ・テキストを指定します。この
ヘルプ・テキストは、正しいプロパティの値を選択できるよう管理者を
支援するものです。



他のコマンドタブを隠す
以下を表示するには、このオプションを選択します。

									このコマンドが表示されているときは、同じレベルの他のコマン
ド・タブは隠され、タブは一切表示されません。

									他のコマンド・タブ・シートが表示されているとき、このコマンド
はタブとしては表示されません。

例えば、ビジネス・オブジェクト"Customer"が以下のようなインスタン
ス・レベルのコマンドを持っている場合：

																詳細(デフォルト・コマンド)
																注意

																履歴

																削除

インスタンス・リストの顧客をクリックすると、詳細、注意、履歴、削
除のタブを持つタブ・フォルダーが表示されます。
詳細タブが最前面に表示され、適切な詳細を入力する[詳細]コマンド・
ハンドラーが実行されます。
削除コマンドに対して他のコマンドタブを隠すオプションが選択されて
いれば、インスタント・リストの顧客をクリックしたときに詳細、注
意、履歴のタブだけが表示されます。
インスタント・リストの顧客をクリックして、削除コマンドをマウスの
右クリックで表示されるポップアップ・メニュー、ツールバーまたはメ
ニュー・バーから実行した場合、[削除]コマンド・ハンドラーはすべて
のタブが非表示の状態で表示されます。



ヒント
ヒントに表示されるオブジェクトの説明をオプションで入力することも
できます。



ホスト名かIPアドレス
IPアドレスをnnn.nnn.nnn:ppの形で指定するか、LANSA	for	the	Web	開発
システム・サーバーのホスト名を指定します。
この値を変更した後は、常に確認	Webボタンをクリックしアドレスを検
証する必要があります。
画面に表示すると、以下のサンプルのようになります(背景色、ヘッ
ダー/フッター領域、ビルド番号と日付はサンプルとは異なります)。
区画、言語、LANSAシステム・プログラム・ライブラリの値が、開発
サーバーから返されると予想したとおりの値か確認します。
検証プロセスが失敗した場合、先へ進む前に、完全に問題を解決する必
要があります。



アイコン
一覧からアイコンを選択します。アイコンは、現在選択されているオブ
ジェクトに割り当てられます。
アイコンのリストを右クリックしてポップアップ・メニューを表示し、
大小のアイコンを切り替えることができます。
「作成したビットマップやアイコンを登録する」を参照してください。



ｱｲｺﾝとﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟの登録
使用するアイコンとビットマップのエンローラーの名前を指定します。
いつ、どういう方法でこのプロパティを変更すべきかの詳細について
は、組み込まれているコンポーネントUF_IB001のソース・コードを参
照してください。



IIP-Webユーザーサインオン認証ファンクション
ブラウザー・ベースのフレームワークにアクセスしようとするユーザー
のユーザー・プロファイルとパスワードを検証するためにWebサーバー
上で呼ばれるLANSA	RDMLファンクションの名前です。
デフォルトのファンクションの名前は、UFU0001です。
すべてのWebブラウザー・アプリケーションに有効で実行可能なユー
ザー・サイン・オン	ファンクションが必要です。
詳細については、「IIP	(Imbedded	Interface	Point：組み込みインター
フェース・ポイント)」を参照してください。



Webユーザー権限を返すIIPファンクション
Windowsアプリケーションでは、フレームワーク権限モデルは、メソッ
ドavCheckAuthでユーザー・コードに置き換えることができます。詳細
は、Visual	LANSAコンポーネントUF_SYSTM	(メソッドavCheckAuth)の
組み込みサンプルを参照してください。		
Webブラウザー・アプリケーションでも、フレームワーク権限モデルを
置き換えることができます。置き換えるには、LANSAファンクション
を記述する必要があります。ファンクションの名前をこのフィールドに
指定します。この種類のファンクションの組み込みサンプルは、
UF_SYSBRプロセスのUFU0016ファンクションにあります。



ユーザー定義インターフェースポイントのインポート
管理者が	ユーザーの詳細	タブ(管理メニューのユーザーオプションから
アクセス)でユーザーインポートボタンをクリックすると実行される再
利用可能パーツの名称です。
指定された再利用可能パーツは、ユーザー・データを外部ソースから収
集し、これを使用してユーザー・データのXMLファイルを作成します。
フレームワークはこのユーザー・データを自動的にインポートし、ユー
ザーを作成します。
このようなコンポーネントの作成方法の詳細については、組み込みサン
プルのコンポーネントUF_IMPUSを参照してください。
また、「ユーザー・データの全部または一部のエクスポートおよびイン
ポート」も参照してください。



イメージ・ファイル
起動時に表示されるイメージ・ファイルの名前(パス名は除く)です。
ユーザーの区画のExecuteディレクトリに、このファイルを置きます
(例：C:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\EXECUTE)。
通常、イメージ・ファイルはアプリケーションと共に配布する必要があ
ります。



表示するイメージ/Webページ
サインオン	フォームに表示されるイメージ・ファイルの名前(パス名は
除く)です。
ユーザーの区画のExecuteディレクトリに、このファイルを置きます
(例：C:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\EXECUTE)。
通常、イメージ・ファイルはアプリケーションと共に配布する必要があ
ります。
この代わりにURLを指定することもできます。この場合、イメージの代
わりにWebページが表示されます。
このプロパティの値は、http:、https:、file:	または	*AUTO*で始めると
URLだと認識されます。
*AUTO*はhtml	ファイルが区画の実行ディレクトリにあるということを
意味し、このhtmlファイルがWebブラウザに表示されます。

例
Webページ:
http://www.lansa.com
https://www.lansa.com
	
ローカルPCに存在するhtmlファイル:
file:	C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute\ENG_VF_UM087_01.htm
または
*AUTO*ENG_VF_UM087_01.htm

http://www.lansa.com
https://www.lansa.com


L4Web一般ﾌｫﾙﾀﾞ
System	i	Webサーバーでは､LANSA	for	the	Webイメージを保存したフォル
ダーです(LANSA	for	the	Webイメージ・フォルダー)｡	これは実際のIFS
ディレクトリで、割り当てられたHTTPの別名ではありません。
Version	11.0以前のLANSAシステムでは、デフォルトのLANSA	for	the
Webイメージ・フォルダーはLANSAIMGです。
最新のVersion	11.0のLANSAシステムでは、デフォルトのLANSA	for	the
Webイメージ・フォルダーは\LANSA_dc@pgmlib\webserver\imagesです。
LANSA	for	the	Webイメージ・フォルダーのIFSディレクトリ名を入力し
ます。
Windows	Webサーバーでは、LANSA	for	the	Webイメージに指定したフォ
ルダーのHTTPの別名です。WindowsサーバーがIISを使用している場合
は、デフォルトで割り当てられるHTTPの別名はImagesです。不明な場
合は、Webサーバー管理者に問い合わせてください。
WindowsのWebサーバー・イメージの別名を入力します。
パス名が正しいか確認し、確認ボタンをクリックしてフォルダにアクセ
スできるか確認します。
デフォルトでは、IISでﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの参照は無効です。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの参照を有効
にするには、コントロールパネル/管理ツールのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ	ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ	ｻｰﾋﾞ
ｽをダブルクリックします。ローカル・コンピュータを展開して、Web
サイト・フォルダー、デフォルトのWebサイト・フォルダーを開きま
す。イメージ・フォルダーを右クリックし、プロパティを選択し、ﾃﾞｨ
ﾚｸﾄﾘの参照のボックスをチェックします。
この結果、Internet	Explorerの表示はイメージ・フォルダーの索引を表示
します。
検証プロセスが失敗した場合、先へ進む前に、停止して問題を解決する
必要があります。



テーブル項目インジケータを非アクティブにする
環境によっては、アクティブなテーブル項目なのか、あるいは履歴デー
タにだけ存在する非アクティブなテーブル項目なのかを区別できると便
利です。非アクティブなテーブル項目は履歴データを正しく表示するた
めだけに存在しており、新しくデータを作成する際には使用できませ
ん。
テーブル項目に非アクティブのフラグを立てるには、非アクティブであ
ることを示すインジケータを保持する文字型のフィールドを1つ設け、
非アクティブテーブル登録インジケータドロップダウン・リストでその
フィールドを選択します。



標準の保存ボタンとロジックを含む
生成したコードに保存ボタンと、それに関連付けるクリック・イベント
の処理ルーチンを含める場合に、このオプションにチェックを入れま
す。



標準の検索ボタンを含む
このフィルター用に生成したコードにデフォルトの検索ボタンと、それ
に関連付けるクリック・イベントの処理ルーチンを含める場合に、この
オプションにチェックを入れます。



レイアウトマネージャ対応のボタン／フィールド域を含む
このフィルター用に生成したコードにレイアウト管理フィールドとボタ
ン領域を含める場合に、このオプションにチェックを入れます。



スナップショットを含める
RAMPツールのスナップショットボタンで作成した、画面のスナップ
ショットを組み入れるオプションです。



uInitialize	ルーチンを含む
このコマンド・ハンドラー用に生成したコードにuInitializeという初期化
ルーチンを含める場合に、このオプションにチェックを入れます。通
常、常にｱｸﾃｨﾌﾞコマンド・ハンドラーだけが初期化ルーチンを使用しま
す。



uInitialize	ルーチンを含む
このフィルター用に生成したコードにuInitializeという初期化ルーチンを
含める場合に、このオプションにチェックを入れます。通常、常にｱｸﾃｨ
ﾌﾞフィルターだけが初期化ルーチンを使用します。



uTerminate	ルーチンを含む
このコマンド・ハンドラー用に生成したコードにuTerminateという終了
ルーチンを含めたい場合に、このオプションにチェックを入れます。通
常、常にｱｸﾃｨﾌﾞコマンド・ハンドラーだけが終了ルーチンを使用しま
す。



uTerminate	ルーチンを含める
このフィルター用に生成したコードにuTerminateという終了ルーチンを
含める場合に、このオプションにチェックを入れます。通常、常にｱｸﾃｨ
ﾌﾞフィルターだけが終了ルーチンを使用します。



入力方法
カスタム・プロパティの値を入力する方法を指定します。使用可能なオ
プションは、以下のとおりです。

単一値 単一の値を入力します。入力するタイプは英数字、
数値、ブール値から選択します。

リスト 値のリストを入力します。入力するタイプは英数字
と数値から選択します。

固定ﾘｽﾄ
から選
択

管理者はオプションの固定リストから選択します。
入力するタイプは英数字、数値、ブール値から選択
します。

	



インスタンス・コマンド
選択したコマンドをビジネス・オブジェクトのインスタンスに適用する
場合は、このオプションを選択します。インスタンス・コマンドは「イ
ンスタンス・リスト」のインスタンスを右クリックしたときに表示され
ます。
コマンドがビジネス・オブジェクト、またはそのインスタンスに適用す
るために、最適に実装されているかどうかはコンテキストによります。
例えば、ビジネス・オブジェクトEmployeeと、インスタンスemployee
A1234	Veronica	Brownがあるとします。新しい従業員をユーザーに入力
させるために、新規作成コマンドを作成します。論理的には、このコマ
ンドはビジネス・オブジェクトEmployeeに適用されます。したがって、
作成コマンドについては、ｲﾝｽﾀﾝｽｺﾏﾝﾄﾞオプションを選択しません。
各従業員の詳細を表示するには(つまり、Employeeビジネス・オブジェ
クトのインスタンス)、詳細コマンドを追加します。このコマンドは各
従業員の詳細(電話番号、給料など)を表示し、ビジネス・オブジェクト
を表示するものではないので、インスタンス・コマンドとして作成する
必要があります。詳細については、ｲﾝｽﾀﾝｽｺﾏﾝﾄﾞオプションを選択しま
す。
インスタンス・コマンド・ハンドラーは、複数のインスタンスを一度に
処理するように記述できます。この動作を確認するには、[プログラミ
ング	テクニック	アプリケーション]	->	[基本]	->	[選択、現行および全て
入力]を参照してください。



インスタンス・コマンドの表示
[インスタンス・コマンドの表示]オプションで、ビジネス・オブジェク
ト・インスタンスのコマンドの表示を制御します。

全スペース使用 コマンド・ハンドラーは、ウィンドウの右側全
体を使用します。

ウィンドウの一
部を使用

コマンド・ハンドラーは、ウィンドウの右側の
下半分を使用します。

新しい標準ウィ
ンドウ

コマンド・ハンドラーは、別のウィンドウに表
示されます。

新しい常に手前
のウィンドウ

コマンド・ハンドラーは、常にメインのフレー
ムワーク・ウィンドウ上に表示される別のウィ
ンドウに表示されます。

	



インスタンス・リストの関係について
これは、フレームワーク内のすべてのビジネス・オブジェクト間のイン
スタンス・リストの関係を示すリストです。
リストには、ビジネス・オブジェクトのキャプションとユーザー・オブ
ジェクト・タイプ、および他のビジネスオブジェクトとの子リレーショ
ンまたはピアツーピア・リレーションが表示されます。
詳細については、「複数の種類のオブジェクトがあるインスタンス・リ
スト」を参照してください。



インスタント・リスト・ツールバーの位置
Windowsおよび.NETアプリケーションに適用
このオプションを上、左、右、または下に設定すると、インスタンス・
リストのオブジェクトに関連付けられたコマンドのツールバーが指定の
位置に表示されます。このオプションをなしに設定すると、インスタン
ス・リストのツールバーは表示されません。
インスタンス・リストのツールバーの表示/非表示と位置は、アプリ
ケーションの設計者が制御する機能です。	
このオプションは、組み込みインスタンス・ブラウザーにだけ適用され
ます。

	

	



インスタント・リスト・ツールバーの高さ／幅
インスタンス・リストのツールバーを表示する場合は、このオプション
を使用してツールバーの高さ(上と下の位置用)または幅(左と右の位置
用)を制御します。				



インスタンス・リスト・ツールバーのテキスト位置
これはVLF.WINのみの機能です。
インスタンス・リスト・ツールバーのコマンドに関連付けるテキスト表
示の有無、またその表示場所を指定します。	オプションは<なし>、
左、右、上、下になります。
例えば、次のような設定の場合、

以下のようなインスタント・ツールバーが作成されます。

	
また次のような設定にすると、

以下のようなインスタント・ツールバーが作成されます。

	



内部識別子
このオブジェクトを一意に識別するため、LANSAが自動的に生成する
内部識別子です。識別子は英数字です。
内部識別子を使用して、このオブジェクトに関連付けられたRAD-PAD
RTFフォーマットのファイルが存在していればそれを識別できます。
	



IPアドレス
RAMP-TSがインストールされているホストのIPアドレスを指定します。
VLF-WEBユーザーへの注意事項	
									RAMP-TSセッションは、VLF-WEBホストと同じドメインにある必
要があります。

									RAMP-TSサーバーのIPアドレスは、ブラウザーの信頼済みサイト
のリスト内に含まれている必要があります。



IPアドレスとポート番号
RAMP-NLユーザーのみ使用できます。
接続先ホストのインターネット・アドレスとポート番号です。サーバー
名が指定されている場合は、これらのプロパティは無視されます。
IPアドレスとポート番号を指定した場合は、RAMP-NLがnewlook接続定
義を完全に無視します。
つまり、RAMP-NLは、newlook接続定義からではなく、フレームワー
ク・ログオン・プロファイルからライセンス・ユーザー名とパスワード
を取得します。したがって、newlookライセンス・サインオン・ダイア
ログは表示されません。
同様に、RAMP-NLは、画面サイズや日付形式などnewlook接続定義に指
定されているその他のオプションも無視します。したがって、例えば、
27x132画面をサポートする必要がある場合は、IPアドレスとポート番号
オプションは使用できません。
起こりうる結果を十分に把握している場合にのみ、このオプションを使
用することをお勧めします。



紹介画面のキャプション
キャプションに関係するURLを指定します(例：「詳しくは当社のWebサ
イトをご覧ください」)。



紹介画面のURL
表示時に、WebページのURLがどのように扱われるかを指定します。使
用できる値は、以下のとおりです。

ブラウザー URLは別のブラウザー・ウィンドウに表示されま
す。これがデフォルトです。

現行のウィ
ンドウ

URL	の表示はフレームワークの起動パネルに組み
込まれます。

	



SIDファイルのバージョン保持(RAML-NLのみ)
動的命名を使用して変更を行う前に、このオプションを選択して
newlook	SIDファイルのバックアップ・コピーを保持しておきます。詳
細については、RAMP	Guideを参照してください。
newlook使用許諾機能は、一部のRAMP環境でのこのオプションの使用
を制限する場合があります。詳細については、製品ベンダーにお問合わ
せください。	



サブフォルダ内のバージョンを保持
このオプションを選択したときに[XMLファイルのバージョン保持]オプ
ションが選択されている場合は、旧バージョンのXMLが通常の格納場所
である....\VF_Versions_\というサブフォルダーに格納されます。
通常、これは<<partition	execute	directory>>\VF_Versions_\フォルダーにな
ります。
これは、区画の実行ディレクトリを整理しておくのに役立ちます。
このオプションを変更する場合は、以下のことに注意してください。

									既存のXMLファイルのバージョンは新しいフォルダーに移動しま
せん。手動で移動する必要があります。

									不要となったバージョン・フォルダーは削除されません。フォル
ダー内のXMLファイルのバージョンを移した後で、適宜手動で削除
する必要があります。			



XMLファイルのバージョン保持
XMLファイルのバックアップ・コピーを保持するには、このオプション
を選択します。こうすることで、フレームワーク定義、ユーザー定義、
サーバー定義のコピーを保持できます。
フレームワークのコピーを保持しておかないと、オブジェクトを間違っ
て削除してしまった場合に、前に保存したバージョンに戻れなくなりま
す。「削除したばかりのオブジェクトを復活させたい」を参照してくだ
さい。



コマンド・ハンドラー・データのビューとなるキー
インスタンス・リストのキーを子オブジェクト・データの読み取りに使
用するファイルまたはビューのキーにマップします。



インスタンス・リストからのキー
子データをマップするために使用するインスタンス・リストのキーを選
択します。



言語フィールド
複数言語テーブル・データに使用されます(複数言語テーブルの例とし
て、組み込まれているTitleテーブルを参照してください)。
複数言語テーブル・データが必要でない場合、この値を言語フィールド
でない	-	単一言語テーブルデータに設定します。
区画が複数言語だからといって、テーブルが必ずしも複数言語である必
要はありません。複数言語テーブル・データが必要な場合、このパラ
メータでどのテーブル・フィールドがテーブル行の言語コードを含むか
を指定します。また言語フィールドはキー・フィールドである必要があ
ります。



言語
このリストでは、Webブラウザーが使用できるバージョンのフレーム
ワークが作成される、すべての言語の詳細が表示されます。
リストには、現在実行中のフレームワークで使用している言語が必ず含
まれている必要があります。作業中の区画で有効な別の言語が含まれて
いる場合もあります。作業中の区画で無効な言語が含まれていてはなり
ません。



言語
表示している言語や定義する言語に関連付けられたLANSAの言語コー
ドです。この言語コードは、現在作業中の区画のLANSAに正しく定義
されている言語を指定します。
単一言語区画で作業している場合は、1つの言語を指定し、コードは
NAT、キャプションはNational	Languageとします。
新しい言語コードを入力する際に、フレームワークはオプションのキャ
プション、Meta	タグ、CCSIDおよびDBCSにデフォルト値を指定しま
す。このオプションが何をするかはっきり分っていない場合は、デフォ
ルト値を使用します。
通常、LANSAシステムは以下の言語コードを使用します。

コー
ド

言語

CES チェコ語

DEU ドイツ語

DUT オランダ語

ENG 英語

FIN フィンラン
ド語

FRA フランス語

GRE ギリシャ語

HEB ヘブライ語

ITL イタリア語

JPN 日本語

KOR 韓国語

NOR ノルウェー
語

POR ポルトガル



語

SCHI 簡体字中国
語

SWE スウェーデ
ン語

SFRA フランス語
(スイス)

TCHI 繁体字中国
語

TUR トルコ語



最終変更
このフィールドは、オブジェクトが最後に変更された時間とその変更を
行ったユーザーを示します。



開始ボタンのキャプション
このプロパティにブランク以外の値が指定されると、ユーザーのサイン
オン画面にボタンが表示されます。このボタンがクリックされると、指
定のURLのウィンドウが開きます。
これによりユーザーのサインオン画面からあらゆるURLが表示できま
す。例えば、VLF.WINで最新の会社情報を示すウェブサイトを開くため
に使用したりすることができます:

VLF.NET:

VLF.WEB:

	



	



ステータス・バーから起動
このオプションを選択して、起動ボタンを表示させます。このボタンに
より、ユーザーはステータス・バーから直接アプリケーションを起動す
ることができるようになります。
この起動ボタンはフレームワークがレンダー・タイプ	"M"	を使用して実
行されている時のみ使用可能です。
ユーザーにビューの切替を許可すると、この起動ボタンは常に表示され
ます。
ユーザーにビューの切替を許可しない場合にステータス・バーからの起
動オプションが選択されると、アプリケーションおよびアプリケーショ
ン・ビューのボタンが表示されます。

	
詳細は「ステータス・バーからのアプリケーション起動」を参照してく
ださい。
	



開始URL(Windows)
Windowsのサインオン画面の開始ボタンがクリックされた時、、ウィン
ドウを開くのに使用するURLです。
（開始ボタンはキャプションがないと表示されません。）
URLの始まりには以下のようなものがあります：

http://
https://
*AUTO*

*AUTO*は区画実行ディレクトリ内のhtmlファイルを探します。例え
ば：
	
*AUTO*df_demo_hr_page1.htm
	
	
上記のように指定された場合、WAMウェブ・ルーチンを開始するURL
は通常以下のようになります。
http://<<The	Host>>:<<port>>/CGI-BIN/lansaweb?webapp=<<my	wam
name>>+webrtn=<<my
webroutine>>+ml=LANSA:XHTML+part=DEM+lang=ENG

　



開始URL(Web/.Net)
Webまたは.Netのサインオン画面の開始ボタンがクリックされた時、
ウィンドウを開くのに使用するURLです。
（開始ボタンはキャプションがないと表示されません。）
URLの始めには以下のようなものがあります：

http://
https://
*AUTO*

*AUTO*はイメージ・ディレクトリ内のhtmlファイルを探します。例え
ば：
	
*AUTO*df_demo_hr_page1.htm
	
	
上記のように指定された場合、WAMウェブ・ルーチンを開始するURL
は次のようになります。
http://<<The	Host>>:<<port>>/CGI-BIN/lansaweb?webapp=<<my	wam
name>>+webrtn=<<my
webroutine>>+ml=LANSA:XHTML+part=DEM+lang=ENG
	



リストパネル
子オブジェクトのリストに表示するフィールドをここにドラッグしま
す。



ロード・パス
RAMPユーザーのみ使用できます。
RAMPランタイム	ファイルの場所を示すパスを入力します。ファイルに
は以下のものがあります。VF_SY120.htm	and	VF_SY120.js
ロード・パスは、デフォルトでは現在のLANSAシステムの区画の
Executeディレクトリに設定されています。通常はデフォルトを変更する
必要はありません。



ロード待機中	イメージ
ロード待機中メッセージの横に表示されるイメージです。通常、起動時
間を最小限にするため、このようなイメージには小さいGIFファイルが
使用されます。組み込まれているデフォルトはVF_IC5043.GIFです。
ロード待機中メッセージを使用している場合、有効なイメージ名を指定
する必要があります。
ロード待機中メッセージを表示しない場合、このメッセージをブランク
のままにします。



ロード待機中	メッセージ
ブラウザー・フレームワーク・アプリケーションがインターネット経由
でロードされる間、エンド・ユーザーに表示されるメッセージです。
ロード待機中メッセージを表示しない場合、このメッセージをブランク
のままにします。
注意：このメッセージは生成したDHTMLに組み込まれるため、二重引
用符(")を使用しないでください。フレームワークが実行に失敗する可能
性があります。



ロード待ちウィンドウの高さ
ブラウザー・フレームワーク・アプリケーションがインターネット経由
でロードされる間に表示されるウィンドウに使用する高さ(ピクセル単
位)です。
"px"で終わる適切な数値を使用する必要があります(例：300px)。
選択する値は、選択するロード待機中メッセージのテキストとイメージ
のサイズによって影響を受けます。選択した値をテストする必要があり
ます。
組み込まれているデフォルト値は150pxです。

	



ロード待機中ウィンドウの幅
これは、ブラウザー・フレームワーク・アプリケーションがインター
ネット経由でロードされる間に表示されるウィンドウで使用されるピク
セル幅です。
"px"で終わる適切な数値を使用する必要があります(例：300px)。
選択する値は、選択するロード待機中メッセージのテキストとイメージ
のサイズによって影響を受けます。選択した値をテストする必要があり
ます。
組み込まれているデフォルト値は400pxです。



ボタンの位置
ボタンの位置を指定するには、このオプションを使用します。
このオプションは、WEBEVENTコマンド・ハンドラーとフィルターの
みに適用されます。



サインオフの時間	(分）
非アクティブ状態	が一定時間経過するとユーザーが自動的にログオフさ
れますが、ここではその時間を分で指定します。
一定時間非アク	ティブ状態が続くと、ユーザーはアプリケーションを必
要としていないとみなされます。アプリケーションを自動的に閉じてシ
ステム・リソースを開放し、アプ	リケーションのセキュリティを向上し
ます。
アクティビティは	アプリケーションまたはビジネス・オブジェクトを選
択して定義するか、コマンドの実行によって定義します。
ゼロを設定する	と、この機能を無効にします。
タッチ・デバイス上でVLFを実行している場合、このオプションは無効
です。デバイスへのアクセスをコントロー	ルするにはデバイス固有のタ
イムアウト設定を使用する必要があることに注意してください。



再	サインオンの時	間(分)
非アクティブ状態	が一定時間経過するとログオン・パスワードの確認が
表示されますが、ここではその時間を分で指定します。
長時間非アクティ	ブ状態が続くと、アクティブなアプリケーションにセ
キュリティ上の危険があります。ログオン・パスワードの確認を表示す
ることで、承認されたユーザーだけ	がアプリケーションにアクセスする
ことを確実にします。
アクティビティは	アプリケーションまたはビジネス・オブジェクトを選
択して定義するか、コマンドの実行によって定義します。
フレームワーク・	ユーザーが指定されていない場合、またはこのプロパ
ティがゼロにセットされた場合、この機能は無効になります。
タッチ・デバイス	上でVLFを実行している場合、このオプションは無効
です。デバイスへのアクセスをコントロー	ルするにはデバイス固有のタ
イムアウト設	定を使用する必要があることに注意してください。



コメント行の区切り文字(第1レベル)
生成されたコード内で大きくコメントのブロックを区切るため繰り返し
使用する文字を指定します。通常、以下のような例が含まれます。
Equal:	=======================
	
Minus:	-----------------------------------------
	
Plus:	++++++++++++++++++++++++
	
Underscore:	__________________________
	



マニュアルの修正が必要なコードのマーカー
手入力によるコーディングが必要な個所で、生成したコードに挿入する
文字列を指定します。通常、以下のような例が含まれます。
=>	TO	BE	SPECIFIED	<=
	
??????????????
	
設定には<<で始まる文字列は避けてください。フィールドの接頭辞
(例：#)に使用する文字は避けてください。



最大小数点
数値のカスタム・プロパティには、最大の小数点以下の桁数として0〜5
が指定できます。



リストの最大入力数
入力方法がリストまたは固定リストの場合、リストに入力可能な最大エ
ントリー数を指定します。



最大長
英数字のカスタム・プロパティには、最大長として1〜256が指定できま
す。



ﾛｸﾞｵﾝ再試行の最大回数
このフィールドには、ユーザーが拒否されるまでサイン・オンに失敗し
ても許される回数を入力します。
Webアプリケーションでは、拒否されたユーザーは無効になるので、管
理者が個別に再度有効にする必要があります。	
Windowsアプリケーションでは、拒否されたユーザーにエラーメッセー
ジが表示され、フレームワークが強制終了しますが、ユーザーは無効に
なりません。



Webパスワードの最大長
このプロパティを変更して、Webアプリケーションに設定可能なパス
ワードの最大長を32文字に拡張できます。設定可能な最小値は10で、最
大値は32です。



Meta	タグ
この言語を使用する際にLANSA	for	the	Webが作成するHTMLページで使
用する<META>タグを指定します。通常、この値はデフォルトで用意さ
れており、特にベンダーから指示がない限りデフォルト値を使用する必
要があります。



コメント行の区切り文字(第2レベル)
生成されたコード内で大きくコメントのブロックを区切るため繰り返し
使用する文字を指定します。通常、以下のような例が含まれます。
Equal:	=======================
	
Minus:	-----------------------------------------
	
Plus:	++++++++++++++++++++++++
	
Underscore:	__________________________
	
Blanks:																										
	
フィールドの接頭辞(例：#)に使用する文字は避けてください。



モックアップ	RAD-PAD
RAD-PADのモックアップ・フィルターまたはコマンド・ハンドラーは
簡単に説明を入力できて、「実コマンド・ハンドラーまたはフィル
ター」から図を追加できるタブ・シートを作成します。モックアップ・
タブ・シートには、コードや機能は含まれていません。
実際のフィルターは、インスタンス・リストに表示される項目を制限し
ます。実際のコマンド・ハンドラーは、ユーザーがコマンドを選択した
ときに何が表示され、何が起こるかを制御します。
アプリケーションのプロトタイプの作成が終わったら、「実コマンド・
ハンドラーまたはフィルター」の名前を指定してモックアップ・タブ・
シートを置き換えます。



MTXT	ストリング	ローダー
エンド・ユーザーに表示できる複数言語対応ストリング・プログラム・
ローダーの名前を指定します。
このストリング・ローダーは、ビルド中にフレームワークにコンパイル
される*MTXT変数を用意します。これにより、インスタンス・リスト
のリストのクリアのようなフレームワークのキャプションに独自の複数
言語テキストが使用できるようになります。
いつ、どういう方法でこのプロパティを変更すべきか、詳細について
は、組み込まれているUF_SYSBRプロセスのRDMLファンクション
UFU0003のソース・コードを参照してください。



複数行のタブシート・キャプション
タブ・シートのキャプションを複数行に表示したい場合は、このオプ
ションを選択します。
タブ・スタイルが[タブ]で、タブの位置が[上]または[下]の場合のみこの
オプションが適用されます。



マルチ・ウィンドウ・コントロールバーの配置
Windowsコントロールバーの表示位置を変えるためのオプションです。
これは、フレームワーク・ウィンドウを複数開いたときに、フレーム
ワーク・フォーム上に表示されるものです。またこれを利用して
Windowsコントロールバーを非表示にすることもできます。
デフォルトの位置はタイトル・バーの上です。
Windowsコントロールバーを非表示にするには、[なし	-	コントロール
バーを表示しない]のオプションを選択します。

	



名前
カスタム・プロパティに関連付けられるシンボル名を指定します。この
名前は、プロパティをプログラム的に識別するために使用します。これ
らは開発者のみが使用し、管理者が目にすることはありません。名前は
20文字以内で、英字(A	->	Z)、アンダースコア(_)、0〜9の数字のみが使
用できます。



ユーザーのアクセス権
ユーザーと権限の詳細をDBMSテーブルVFPPF06/07	(「ユーザーをXML
ファイルに保存する、およびユーザーをDBMSテーブルVFPPF06/07に保
存する」を参照)に保存することを決定した場合、ユーザー・セットも
指定できます。
ユーザー・セットは、以下のように使います。

									異なるフレームワークのユーザーの詳細を分ける

									異なるフレームワークのユーザーの詳細を共有する

例えば、2つの異なるフレームワークGENLEDGERおよびCRMを定義し
ているとします。
どちらのフレームワークも、ユーザーの詳細をサーバーのDBMSテーブ
ルに保存するオプションを選択します。
どちらのフレームワークも同一のLANSA区画で実行するものと仮定す
ると、2つのフレームワークがユーザーの詳細を同じDBMSテーブルに
保存します。
DBMSテーブルに保存されたユーザー・プロファイルは共有されるので
しょうか、あるいは分けられるのでしょうか。
ユーザーの詳細を共有するには、両方のフレームワークに同じユー
ザー・セット名を与えます。
ユーザーの詳細を分けるには、両方のフレームワークに別々のユー
ザー・セット名を与えます。
デフォルトのユーザー・セット名はSYSTEMです。
ユーザー・セット名には10文字までの連続した英大文字(つまり、空白
を含まずAからZのみ)を使用することを強くお勧めします。これによ
り、現在や将来のコード・ページ変換の問題のリスクを最小限にできま
す。
分けるとは実際には分割することに注意してください。
ユーザー・セットAのUser1は、ユーザー・セットBのUser1と無関係で
す。



.NETコンポーネントのクラス名とアセンブリ
フィルター、コマンド・ハンドラー、またはリレーション・ハンドラー
としてフレームワークにスナップインされる.NETコンポーネントのコン
ポーネント・クラス名およびフレームワークにスナップインされるクラ
スを含むアセンブリ・ファイル名です。
これらの値は編集できませんが、[検索]ボタンを使用して設定する必要
があります。
詳細については、『VLF	.NET	Snap-in	Components	ガイド』を参照してく
ださい。



.NETターゲット・プラットフォーム
このオプションでは生成したVLF.NETアプリケーションのターゲット・
プラットフォームを指定できます。
省略値はAUTOで、実行時のプラットフォームはオペレーティング・シ
ステム構造により決定されます。	このオプションにX86を設定すると、
生成したVLF-NETアプリケーションを強制的に32ビットで実行します。
VLF.NETアプリケーションが特別に32ビットのアプリケーションとして
実行されなければならない場合を除き、設計者は一般的にはこの値を変
更する必要はありません。
このような状況の例としては、アプリケーションが32ビットのActiveX
コントロール（Office	Excel2003のWebコンポーネントなど）を使用して
いる場合、生成したVLF.NETアプリケーションを強制的に32ビットで実
行する必要があります。これは32ビットのActiveXコントロールは64
ビットのアプリケーション内では役に立たないからです。	このような場
合に.NETターゲット・プラットフォームをX86に設定します。
	



ノードXMLファイル
ノードXMLファイルプロパティで、フレームワークのRAMP画面定義が
保管されているファイルの名前を指定します。このファイルは、現在の
区画のExecuteディレクトリにあります。
デフォルト値はVf_Sy001_Nodes.xmlです。
このファイルを配布ツールを使用して配布する場合、このファイルの名
前(.xml拡張子よりも前)は14文字以内にする必要があります。



同時に開けるウィンドの数
ユーザーが同時に開けるウィンドウの数を制限するためのオプションで
す。設定値の最大は256です。
ウィンドウをいくつも開くとワークステーションのリソースを大量に消
費することになるので、あまりたくさん開かないよう制限するのが目的
です。
「ウィンドウ・リソースの使い方」も参照してください。



オブジェクトコマンドの表示
オブジェクトコマンドの表示オプションで、このオブジェクトのコマン
ドの表示を制御します。

自動 ビジネス・オブジェクト用に表示されたコマンドが1
つ以上のフィルターを持っている場合を除いて、す
べてのウィンドウが使用されます。

全スペース使
用

コマンド・ハンドラーは、ウィンドウの右側全体を
使用します。

ウィンドウの
一部を使用

コマンド・ハンドラーは、ウィンドウの右側の下半
分を使用します。

新しい標準ｳｨ
ﾝﾄﾞｳ

コマンド・ハンドラーは、別のウィンドウに表示さ
れます。

新しい常に手
前のｳｨﾝﾄﾞｳ

コマンド・ハンドラーは、常にメインのフレーム
ワーク・ウィンドウ上に表示される別のウィンドウ
に表示されます。

	



最新のデモンストレーションを開く
このオプションを選択して最新のデモンストレーション・システム
(VF_SY001_System_LastShipped.XML)を開きます。



任意引数
コマンドやフィルター・ハンドラーに渡す予備の数値や文字の値を入力
します。予備パラメータを使用することによって、1つのハンドラーを
容易に別のタスクに再利用することができます。

例えば、DF_WEBBR	はWebページを表示するデモンストレーショ
ン・コマンド・ハンドラーです。DF_WEBBR	をコマンド・ハンド
ラーとして指定し、必要なURL(例：www.lansa.com)をArgument	1に入力
することでWebページを表示できます。
モックアップ・ハンドラーには機能がないので、予備パラメータはモッ
クアップ・ハンドラーでは意味を持ちません。



オプションでマップしたドライブ	-	イメージ・フォルダーとプ
ライベート作業フォルダー
ブラウザー・アプリケーションを構築している場合は、Visual	LANSAフ
レームワークはVisual	LANSAワークステーションからLANSA	for	the
Webイメージ・フォルダーとプライベート作業フォルダーへデータをコ
ピーする必要があります(これらのフォルダーはLANSA	for	the	Webサー
バー・システムに常駐します)。
これはFTPコマンドやDOS	COPYコマンドで実行できます。
通常、DOS	COPYコマンドの方が処理が高速です。
DOS	COPYコマンドを使用するには、両方のフォルダーにアクセス可能
なマップ・ドライブが必要です。
マップ・ドライブは、\\server\xxx\xxxxフォーマット、または<ドライブ
>:\xxxx\xxxxフォーマットです(通常、このようなSystem	iサーバーに割り
当てられたマップ・ドライブにはドライブI：が使用されます)。
イメージ・フォルダーとプライベート作業フォルダーにマップ・ドライ
ブ・ネットワーク・アクセスがある場合、両方のフォルダーをフル・パ
スで指定します。
両方のパスに確認ボタンを使う必要があります。検証プロセスが成功し
たことを示すメッセージ・ボックスが表示されます。検証プロセスが失
敗した場合、先へ進む前に問題を解決する必要があります。
LANSA	for	the	Webのイメージ・フォルダーの詳細については、L4Web
一般フォルダを参照してください。
プライベート作業フォルダー設定の詳細については、L4Webﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾌｫ
ﾙﾀﾞを参照してください。
HTTPサーバーで作業フォルダにアップロードするためのスクリプトも
参照してください。



全体のテーマ
Windowsフレームワーク・アプリケーションに適用。類似のオプション
をFramework	.NETアプリケーションで使用することができます(「Web
アプリケーションの開始オプション」を参照)。
ビジュアル・テーマは、簡単に有効にできるビジュアル・スタイルの代
替です。ほとんど努力せずに、外観を劇的に改善できます。
ビジュアル・テーマを使用するには、以下が必要です。

									LANSA	11.5以上の環境で実行されていること

									Visual	LANSAフレームワーク・レベルEPC831以上であること
									このプロパティを使用してテーマを選択すること

テーマは、32ビット・カラーの画面での使用を対象としています。
テーマを選択すると、フレームワーク全体の外観が、独自のコマンド・
ハンドラーやフィルターを含めて新しいテーマに即座に変更されます。
ビジュアル・テーマを使用するものの、フィルターやコマンド・ハンド
ラーの外観を変更したくない場合は、ThemeStyleプロパティをNoneに変
更して、パネルまたはコンポーネント全体に対するテーマを非アクティ
ブ化します。
テーマを使用すると、Visual	LANSAフレームワークのThemedReadOnly
オプションがオンに変わります。つまり、読み取り専用フィールドが適
切な読み取り専用のテーマのバックグラウンドと共に表示され、フィー
ルドに適用したビジュアル・スタイルがオーバーライドされます。ま
た、将来的には、読み取り専用フィールドとは異なる見た目を入力可能
フィールドに持たせるために特殊なコードを記述する必要がなくなりま
す。
[エンドユーザーはテーマを変更できます]のオプションが選択される
と、この値はWondowsメニューの全体のテーマオプションからのエン
ド・ユーザーの選択で上書きされます。



ウィンドウのサイズ
コマンド・ウィンドウ(「オブジェクト・コマンド・プレゼンテーショ
ン」を参照)に表示されるコマンドについては、そのコマンド・ウィン
ドウのデフォルトの高さと幅を指定することができます。
WindowsコンテキストとWebブラウザー・コンテキストには別々の値を
設定できます。
すべての値はピクセルで指定します。
サイズの値を指定しない場合(またはゼロに設定した場合)は、フレーム
ワークが自動的に適切な値を指定します。
指定したサイズの値は、指定したコマンドのコマンド・ウィンドウが表
示される最初の1回だけ適用されます。サイン・オンしたセッションで
連続してコマンド・ウィンドウを再表示すると、最後に表示されたコマ
ンド・ウィンドウのサイズになります(つまり、フレームワークは、サ
イン・オンしたセッションで各コマンドごとに表示されるコマンド・
ウィンドウのサイズを保存します)。
Windowsアプリケーションでウィンドウのサイズを決めるには、コマン
ド・ウィンドウを実行し、必要なサイズにウィンドウを拡縮します。ア
プリケーションの設計者として作業している場合は、現在のウィンド
ウ・サイズとレコードサイズボタンを使用できます。
例えば、以下のようになります。



このコマンド・ウィンドウは、現在のウィンドウ・サイズを高さ427、
幅563に表示します。
レコードサイズボタンをクリックし、現在実行中のコマンドの定義にサ
イズを更新します。このサンプルでは"社員"ビジネス・オブジェクト
の"New"コマンドになります。
Webブラウザー・アプリケーションでウィンドウ・サイズを決定するに
は、以下の方法で行います。

									MS-Paintを起動し、小さいイメージを作成します(例：10	x	10)。

									ブラウザー・フレームワーク・アプリケーションを実行し、対象の
ウィンドウを表示します。必要なサイズに拡縮します。

									Alt+Print	Screenでウィンドウのイメージをクリップボードにコピー
します。

									ウィンドウのイメージをMS-Paintに貼り付けます。MS-Paintで現イ
メージを拡大します。

									MS-Paintで貼り付けたイメージの属性を確認します。これで貼り付
けたイメージの正確な幅と高さがわかります。



区画
サーバー上の接続する区画を入力します。



区画はRDMLX使用可能
サーバーの区画がRDMLX有効でかつ、フレームワーク・アプリケー
ション内のRDMLXサーバー側のコンポーネント、ファンクション、
ファイルを使用するのであれば、このオプションを選択してください。
例えば、RDMLXファンクションを実行するためにVLFアプリケーショ
ンがCALL_SERVER_FUNCTIONを使用するときやサーバーのRDMLX
ファイルにアクセスする場合は、このオプションを選択してください。
この設定を選択した場合、サーバーへの接続には組み込み関数
DEFINE_ANY_SERVERを使用します。組み込み関数の制限について
は、『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』を参照してください。



パスワード
このパスワードは、ユーザー・プロファイルとローカル・データベース
にサイン・オンしようとするユーザーのパスワードの検証のみに使用さ
れます。このパスワードはサイン・オンしていないユーザーや、サー
バーに接続するオプションを持っているユーザーには使用されません。
管理者は、ローカル・データベースにサイン・オンしようとするユー
ザーのデフォルト・パスワードをこのフィールドに割り当てることがで
きます。



このコマンドハンドラー上のリストのChildデータはどの物理
ファイルのデータですか？
子オブジェクトで使用するデータがある物理ファイルの名前を指定しま
す。
	



ポップアップ・パネル名
ユーザーがこのビジネス・オブジェクトのインスタンス・リスト・エン
トリーの上でマウスをポイントした時にポップアップする再利用可能
パーツの名前です。
この再利用可能パーツはその祖先がVF_AC021でなければなりません。
このポップアップを表示するには、インスタンス・リストを表示するビ
ジネス・オブジェクトでuListPopUpが有効になっている必要があり、エ
ンド・ユーザーがインスタンス・リストのポップアップを無効にしてい
ないことが条件です。このポップアップ・パネルは好みのサイズに設定
できます。このパネルの位置は	uLoad	メソッドのパラメータ経由で制御
できます。コンポーネント	DF_T3303	の例を参照してください。
この機能はフレームワークが	Direct-X	モード(レンダー・モード	"M")	で
実行されているプライマリ・インスタンス・リストでのみ使用可能で
す。
	



ポート番号
RAMP-TSセッションで使用するIPポート番号を指定します。
	



優先されるWebスキーム/スキン
ここでの選択は、アプリケーションのプロトタイプを作成するときに
RAD-PADで使用する背景に影響します。後で1つまたは複数のスキンを
使用して、Webブラウザー・アプリケーションを実行および配布するこ
とができます。優先されるスキンを以下から選択します。

Windowsク
ラシック

ブラウザー・アプリケーションを実行
するプラットフォームはクラシックな
Microsoft	Windowsによく似た外観をし
ています。

Webページ ブラウザー・アプリケーションは、
はっきりWebアプリケーションだと識
別される外観をしています。

Windows	XP ブラウザー・アプリケーションは、
WindowsXPのプラットフォームで実行
されていなくても、Microsoft	Windows
XPによく似た外観をしています。
シルバーとオリーブ・グリーンのテー
マはWindows	XPでのみ有効です。

	



プライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダー
RAMPツールを使用して定義された画面を格納するフォルダーの名前を
入力します。パス名ではなく、フォルダー名のみ入力する必要がありま
す。
フォルダが存在しない場合は、作成されます。
指定されていない場合にはプライベート定義/aXesプロジェクト・フォ
ルダーはデフォルトで/ts/screensに設定され、指定されている場合
は/ts/screensのサブフォルダーになります。
このフォルダーを毎日バックアップする必要があります。
画面定義を完全に独立した個別のプロジェクト・ベースで分ける場合
は、プライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダーのみを使用しま
す。
画面定義を開発者、タスク、または作業単位ベースで分ける場合は、プ
ライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダーを決して使用しないで
ください。
個々のプライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダーに格納された
画面定義は、別のプライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダーに
格納されている画面定義とマージすることはできません。

例
プライベート定義/aXesプロジェクト・フォルダー
が/axes/ts/screens/MyProject/である場合は、このプロパティは次のよ
うになります。

	



プライベート作業フォルダ
プライベート作業フォルダーは、ブラウザーでVisual	LANSAフレーム
ワークを実行するのに必要なファイルをアップロードするフォルダーで
す。
ファイルをアップロードする前に、このフォルダーが	LANSA	for	the
Web開発システム・サーバー上に存在しており、HTTP経由でアクセス
可能な状態になっている必要があります。
プライベート作業フォルダの作成には[Web構成アシスタント]を使用す
ることが推奨されています。
手動でフォルダを作成する場合は、以下の手順に従ってください。
System	iのWebサーバーの場合、System	i	IFSにフォルダーを作成しま
す。フォルダーにHTTP経由で確実にアクセスできるようにするため、
このフォルダーをLANSA	for	the	Webのイメージ・フォルダーのサブフォ
ルダーとして作成できます。
プライベート作業フォルダーへのパスを入力します。
例えば、Lansa	for	the	Webイメージ・フォルダーがLANSAIMGで、サブ
フォルダーVLF_Fred_Privateを作成した場合、このフィールドに入力す
る値は、以下になります。
LANSAIMG\VLF_Fred_Private
確認ボタンをクリックして入力した値が正しく、フォルダーにアクセス
できるか確認します。この結果、Internet	Explorerはフォルダーの索引を
表示します。
検証プロセスが失敗した場合、先へ進む前に問題を解決する必要があり
ます。問題を解決するヒントとして、LANSA	for	the	Webの「Private
Working	Folder	Problems」を参照してください。
WindowsのWebサーバーの場合、WindowsのWebサーバーにフォルダー
を作成します。このフォルダーをWebサーバーのイメージ・フォルダー
のサブフォルダーとして作成し、確実にHTTP経由でアクセスできるよ
うにします。
プライベート作業フォルダーへのパスを入力します。	
例えば、IISのWebサーバーでは、イメージ・フォルダーは別名がImages
となります。イメージへのパスが以下であるとします。
c:\Lansa\WebServer\Images
ブラウザーにhttp:/<nnn.nnn.nnn.nnn>/images/と入力して、
イメージ・フォルダーにアクセスできます。



例えば、サブフォルダーc:\Lansa\WebServer\Images\VLF_Fred_Privateを
作成した場合、
このフィールドに入力する値は、以下のようになります。
Images/VLF_Fred_Private
確認ボタンをクリックして入力した値が正しく、フォルダーにアクセス
できるか確認します。この結果、Internet	Explorerはフォルダーの索引を
表示します。
検証プロセスが失敗した場合、先へ進む前に問題を解決する必要があり
ます。問題を解決するヒントとして、「LANSA	for	the	Web	Private
Working	Folder	Problems」を参照してください。
注：各フレームワーク開発者には、専用の	プライベート作業フォルダー
を作成する必要があります。



プログラム用フィールド(Akey1,2,3,4,5	と	Nkey1,2,3,4,5	の値を
作成するため)
このビジネス・オブジェクトに使用するプログラム的識別子プロトコル
を指定します。
例えば、プログラムが"Product"インスタンスを一意に識別するためには
Product	Numberだけで十分なので、ビジネス・オブジェクト"Products"に
単一のプログラム的識別子としてフィールドPRODNO(Product	Number)
を指定する場合があります。
フィールド名を、このリストで指定できます(LANSAデータ・ディク
ショナリに、まだ定義していなくても指定できます)。指定したフィー
ルドは、フォームの上部で指定した物理ファイルのカラムである必要は
ありません。
ビジネス・オブジェクト識別プロトコルの詳細は、「ビジュアル識別
子」および「プログラム的識別子」を参照してください。



プロパティタイプ
プロパティのタイプを英数字、数値またはブール値(TRUE/FALSE)で指
定します。



プロトタイプモードのみ
フレームワーク・ファイルを選択すると、このチェック・ボックスを選
択することにより、元のプロトタイプ・モードでフレームワークを実行
できます。
フレームワークを設計者として実行している場合にのみ、このオプショ
ンは使用できます。
プロトタイプ・モードでは、次のフレームワーク機能はすべて、デフォ
ルトで元のプロトタイプ状態を使用するように設定されます。

									システムIIP

									ビットマップとアイコン・ローダー

									フィルター

									コマンド・ハンドラー

									インスタンス・リスト・ブラウザーのスナップイン

.							



RAD-PADファイル名
このフィルターのモックアップ・バージョンに関連付けられた、RAD-
PADファイルの名前。



RAD/PAD	ファイルフォーマット
このオプションの設定にはHTML形式をお勧めします。RTF形式は今後
廃止される予定のため、新しいフレームワークでは使用しないでくださ
い。
HTML形式のRAD-PADは、Windowsアプリケーションでもブラウザー・
アプリケーションでも使用できます。
RTF形式のRAD-PADはWindowsアプリケーションでのみ使用できます
が、RichText32	OCXをインストールする必要があります。詳細について
は、「RichText32	OCX	使用可能」を参照してください。
	



RAMP	JavaScript	Charset
このプロパティは、外部から挿入されたJavascript	ファイルの	Charset=
属性にマップします。
文字エンコードを指定して、例えば、
vf_sy001_system_Nodes_RAMP_DEFAULT_SESSION.jsなどのRAMPスク
リプト・ファイルで使用されます。
	



RAMPツール・モードのロード・パス
開始されたRAMP-TSセッションが、RAMPツールのコレオグラファーを
使用した設計時に使用するパスを指定します。この値を変更する場合
は、その前に製品ベンダーに相談してください。



RAMP-TSの情報XMLファイル
RAMP-TSの情報XMLファイルのプロパティを使用して、フレームワー
クのRAMP-TS	5250画面識別情報が格納されるファイルの名前を指定し
ます。
このファイルは、現在の区画のExecuteディレクトリにあります。
デフォルト値はVF_SY001_RTSInfo.xmlです。		



RAMP	ユーザー
RAMPアプリケーションで、RAMPがSystem	iサーバーへの接続に使用す
るユーザー・プロファイルがフレームワーク・ユーザー・プロファイル
と異なる場合に適用されます。
このオプションはエンド・ユーザー環境では通常使用しません。	
例えば、ユーザー・プロファイルUSERAをフレームワークで定義した
場合を考えてみます。通常、エンド・ユーザーはUSERAとしてフレー
ムワークを起動します。デフォルトでは、確立する必要があるすべての
RAMP接続もユーザー・プロファイルUSERAにより起動されます。エン
ド・ユーザーはフレームワークをUSERAとして起動する必要があるに
もかかわらず、RAMPセッションが別のユーザー・プロファイル(例えば
USERB)で確立されているという場合があります。このような異常が発
生した場合に限り、このオプションを使用します。											
このオプションには有効なSystem	iユーザー・プロファイルを指定しま
す。または、*PROMPTという値を使用して、RAMP接続の確立が必要
な場合はユーザーに対し正しいユーザー・プロファイルの入力を要求す
るようにすることもできます。



読込み専用
これは、テーブル・データ・ハンドラーでデータを保存したり更新する
ことができないテーブルや、完全なデータ・セットを追加、保存して、
設計者が今後管理者にデータの修正を許したくないテーブル用のプロパ
ティです。



実コマンド・ハンドラーまたはフィルター
フィルターとコマンド・ハンドラーには予めVisual	LANSAコンポーネン
トが定義されている必要があります。	コンポーネントの名前を入力する
か、[検索]ボタンをクリックしてコンポーネントを検索します。	
以下の項目も参照してください。
フィルターを作成する
コマンド・ハンドラーを作成する	
	



参照.NETアセンブリ
スナップイン・コンポーネントを含む.NETアセンブリをここに追加しま
す。アセンブリは、1つの行に1つずつ追加します。LOpen.dllなど、アセ
ンブリで参照されるdllも追加する必要があります。
絶対パスまたは相対パスのどちらでも使用できます。相対パスを使用す
る場合は、アセンブリはLANSA区画実行フォルダー内に格納されてい
る必要があります。



フィルターのキーの値を記憶します
仮想クリップボード上にある、フィルター実行前後に使用される検索基
準を記憶するコードがフィルターに含まれる場合は、このオプションに
チェックを入れます。
仮想クリップボードの詳細については、「仮想クリップボード」を参照
してください。



リレーション・ハンドラー
リレーション・ハンドラーはRDMLファンクションのひとつで、親オブ
ジェクトと子オブジェクトのリレーションを動的に拡張するために呼び
出されます。この処理を行うと、ルート・オブジェクトまたは親オブ
ジェクトを最初にインスタンス・リストに追加するだけで、フィルター
のパフォーマンスが向上します。このファンクションの例は「リレー
ション・ハンドラーのサンプル」で紹介しています。
リレーション・ハンドラーは組み込みのインスタンス・リストでのみ使
用されます。独自のインスタンス・リストを記述する際には使用できま
せん。



リレーションのタイプ
このオプションを使用すると、選択されたビジネス・オブジェクトと編
集中のオブジェクトの間のリレーションのタイプを指定できます。次の
いずれかのリレーションを指定できます。

なし オブジェクト間のリレーションはありません。

柔軟に結合された
要素

このビジネス・オブジェクトと編集中のオブ
ジェクトの間に階層関係が存在しない場合で
も、これらのオブジェクトは同じインスタン
ス・リストに表示されます。

子もしくは孫 このオブジェクトは、編集中のオブジェクトの
子オブジェクトです。



アクセス制限
このプロパティは、フレームワーク・オブジェクトが親から継承した権
限を使用する通常の振る舞いをオーバーライドします。
例えば、通常、ユーザーがアプリケーションを使用する権限を持ってい
る場合、自動的にそのアプリケーションのビジネス・オブジェクトを使
用する権限も持っています。しかし、ビジネス・オブジェクトがｱｸｾｽ制
限をチェックすると、親からUSE権限を継承しません。管理者は、明示
的にそのビジネス・オブジェクトを使用する権限をユーザーに与える必
要があります。
ほとんどの場合、より高い階層で指定された権限がすべての子オブジェ
クトに引き継がれるようにｱｸｾｽ制限はチェックしません。これにより権
限の指定が簡単になります。
ただし、ｱｸｾｽ制限にチェックを入れた方が便利な場合があります。すで
にフレームワーク、すべてのユーザーとその権限を設定していると仮定
します。ここで新しいオブジェクト(アプリケーション、ビジネス・オ
ブジェクト、コマンド・リファレンス)をフレームワークに追加すると
します。この新しいオブジェクトの親に対する権限が与えられている
ユーザーに、このオブジェクトの権限を自動的に与えないとします。こ
の場合、新しいオブジェクトのｱｸｾｽ制限プロパティにチェックを入れま
す。



RichText32	OCX	使用可能
この機能は新しいフレームワークで使用しないでください。この機能は
廃止予定のため、互換性の理由でのみ提供されています。
フレームワークを設計者または開発者として使用する場合は、システム
にMicrosoft	RichText32.OCX	ActiveXコントロールがインストールされて
いる必要があります。
フレームワーク・アプリケーションは、通常はエンド・ユーザーが、こ
のコントロールをインストールしなくても良いように開発されます。
システムに、このコントロールがあるかどうかチェックするには、ス
タート/検索/ファイルとフォルダの検索でシステムのハード・ドライブ
を対象にRICHTX32.OCXというファイルを検索します。
このファイルが見つからなければ、フレームワークの一部として区画の
Executeディレクトリに含まれているRichText.Zipファイルを使って、コ
ントロールをインストールしてください(例：
c:\x_win95\x_lansa\x_dem\execute)。



インスタンス・リストを更新するためのシグナルを受け取る
Routine
RAMPコマンド・ハンドラーからの変更をリスンするフィルターを作成
する場合は、このオプションを選択します。
詳しくは、『RAMPガイド』を参照してください。



インスタンス・リストの保存/復元
フレームワークを終了したときにインスタンス・リストを保存し、次回
フレームワークを起動したときに復元する場合は、このオプションを選
択します。
こうすれば、ユーザーはフレームワークを起動するたびにフィルターを
使用する必要がなくなります。
このオプションは、Windowsアプリケーションのみに適用されます。



配布サーバーとして保存
アプリケーションの配布時に現在使用しているサーバーの詳細を使用す
る場合は、このオプションを選択します。このサーバーの特性が、配布
済みのアプリケーションでデフォルト値として使用されます。
例えば、RAMP-TSを使用する配布済みのVLF-WEBアプリケーションを
起動する場合は、このアプリケーションで、RAMP	5250セッションを開
始できるようにするためにRAMP-TSサーバーのIPアドレスを認識してお
く必要があります。
このアプリケーションで使用できるIPアドレスは次の2つです。
1.	スタートアップURLに指定したIPアドレス
2.	デフォルトのIPアドレス	-	フレームワーク定義が最後に保存されたと
きに[配布サーバーとして保存]にチェックが付いていたサーバー定義か
ら取得されて保存されたものです。
スタートアップURLのIPアドレスが常に優先されます。



HTTPサーバーで作業フォルダにアップロードするためのスク
リプト
フレームワークは、Visual	LANSAワークステーションからLANSA	for
the	Webのイメージ・フォルダーおよびLANSA	for	the	Webのプライベー
ト作業フォルダーにデータをコピーする必要があります。

FTPまたは単にDOS	COPYコマンド(IFSフォルダーにドライブがマップ
されていることが前提)でコピーできます。
これは、ユーザーが作成した小さいスケルトン・スクリプトを拡張、実
行して実現します。
使用するスクリプトは、作成(あるいは修正)する必要があります。
マップ・ドライブがあり、ステップ10でLANSA	for	the	Webフォルダーへ
オプションでマップしたドライブの詳細を入力したら、以下を実行しま
す。

									スクリプトタイプをコマンドに変更します。

									サンプルスクリプトの生成ボタンをクリックします。

									スクリプトの例がスクリプト・ウィンドウに表示されます。

									スクリプト・ウィンドウは入力可能で、必要に応じてスクリプトを
変更できます。



									スクリプトをレビューし、ディレクトリ名が正しいことを確認しま
す。区画のExecuteディレクトリからLANSA	for	the	Webのイメージ・
ディレクトリとプライベート・フォルダーに情報がコピーできるよ
う、必要に応じてスクリプトを変更します。

マップ・ドライブがない場合、またはFTPでファイル転送したい場合
									スクリプトタイプをFTPコマンドに変更します。

									サンプルスクリプトの生成ボタンをクリックします。

									スクリプトの例がスクリプト・ウィンドウに表示されます。

									スクリプト・ウィンドウは入力可能です。

									スクリプト2行目の"===>	Replace	this	line	with	your	FTP	user	profile
<==="の文字列を、FTPファイル転送に使用するユーザー・プロファ
イルに書き換えます。通常、これはSystem	iのユーザー・プロファイ
ル(例：QPGMR)です。

									スクリプト3行目の"===>	Replace	this	line	with	your	FTP	password
<==="の文字列を、FTPファイル転送に使用するユーザー・プロファ
イルに書き換えます。通常、これはSystem	iのユーザー・プロファイ
ル・パスワード(例：PGMR)です。ただし、使用しているユーザー・
プロファイルとパスワードの詳細はフレームワークXMLファイルに
は保存されず、Visual	LANSAシステムにのみ保存されます。

									スクリプトをレビューし、ディレクトリ名が正しいことを確認しま
す。区画のExecuteディレクトリからLANSA	for	the	Webのイメージ・
ディレクトリとプライベート・フォルダーに情報がコピーできるよ
う、必要に応じてスクリプトを変更します。

例えば、ｻﾝﾌﾟﾙｽｸﾘﾌﾟﾄの生成ボタンを押した後、以下が表示される場合
があります。
OPEN	608.89.58.81
===>	Replace	this	line	with	your	FTP	user	profile	<===
===>	Replace	this	line	with	your	FTP	password	<===
LCD	"C:\PROGRAM	FILES\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute"
PROMPT	
...........	etc	................
	
FTPユーザー・プロファイルがQPGMRで、パスワードがMOUSEの場合
は、生成したサンプルを以下のように変更します。
OPEN	608.89.58.81



QPGMR

MOUSE

LCD	"C:\PROGRAM	FILES\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute"

PROMPT	

...........	etc	................
System	i上で稼動しているWindows	WebサーバーとApache	Webサーバー
では、場合によってはディレクトリ名を変更する必要があります。
例えば、イメージ・フォルダーの仮想フォルダー名がImagesの場合、サ
ンプルFTPスクリプトの生成ボタンを押した後、以下が表示される場合
があります。
CD	"//Images"

MPUT	<<PUT_SHARED_FILES>>

CD	"//Images/My_Private_Folder"

MPUT	<<PUT_PRIVATE_FILES>>

...........	etc	................
	
イメージ・フォルダの実フォルダ名がLANSAIMGの場合、生成したサ
ンプルを以下のように変更します。
CD	"\lansaimg"

MPUT	<<PUT_SHARED_FILES>>

CD	"\lansaimg\My_Private_Folder"

MPUT	<<PUT_PRIVATE_FILES>>

...........	etc	................
	



アップロード・スクリプトは静的であることに注意してください。
フォルダーまたはマップ・ドライブの詳細のいずれかを変更した場合、
おそらくアップロード・スクリプトを生成し直す必要があります。



検索欄の幅
Windowsフレームワークおよび.NETアプリケーションに適用
このオプションは、ツールバーにある検索フィールドの幅を定義しま
す。値がゼロの場合は、検索フィールドが表示されず、検索機能が有効
でないことを意味します。	
検索フィールドは、メインのフレームワーク・ウィンドウまたはそこか
ら開かれた全画面のフレームワーク・ウィンドウにのみ表示されます。
検索リストは静的に配置されたリストです。VLFメイン・ウィンドウの
表示中にサイズを変更しても、検索リストの位置は変わりません。ユー
ザーが検索フィールドからフォーカスを移すと、検索リストは即座に表
示されなくなります。		
最近使用されたビジネス・オブジェクトの詳細はシステムの仮想クリッ
プボードに格納されるので、仮想クリップボードがクリアされると詳細
も失われます。	
ユーザーが初めて検索を実行すると、認可されたすべてのビジネス・オ
ブジェクトからのテキストのリストが構築されます。このプロセスでは
ビジネス・オブジェクトを使用するためのユーザー権限が確認されま
す。したがって、コストのかかるビジネス・オブジェクト権限検査IIPを
使用している場合は、この機能を有効にする場合に、これを考慮する必
要があります。		
検索フィールドに表示される単語および結果リストはすべて、通常の
ユーザーが修正可能な言語変数として表されます。これらは通常の方法
でカスタマイズできます。		
「ツールバーの[クイック検索]ボックス」および「[最近使用したオブ
ジェクトの保存数]」も参照してください。

	



検索実行に使用する選択ビューのキーを選択する
検索機能をサポートしている選択されたビューのキーを選択します。
従業員テーブルに2種類のビューがあると仮定します。
									ビューAではDEPTMENT(部門)、SECTION(課)、EMPNO(従業員番
号)でキーになっている

									ビューBではSURNAME(従業員の姓)とGIVENAME(従業員の名)で
キーになっている

ここで、エンド・ユーザーに以下を実行させるとします。

									特定の部門または課に属する全従業員を検索する

									氏名または名前の一部で従業員を検索する

これを実行するには、2つのフィルターを作成する必要があります。
最初に(1)ビューAを以下のオプションで使用します。
検索に使用するキー：DEPTMENTとSECTIONのみ
ユーザーが選択するキーをすべて指定するか：必要ありません。部門に
属する全従業員のリストを作成するためには、DEPTMENT値のみを指
定します。
総称検索を可能にする：許可しません。部門や課をビジネス値なしで総
称名で検索する方法は、混乱する可能性があります。
次に(2)ビューBを、以下のオプションで使用します。
検索に使用するキー：SURNAMEのみ
ユーザーが選択するキーをすべて指定するか：必要です。誤って膨大な
数の検索結果が表示されないように、検索ボタンをクリックする前に少
なくとも姓の1文字を指定する必要があります。
総称検索を可能にする：許可します。
注：最初のキーから連続したキー選択が必要です。例えば、3番目の
キーを選択するときは、キー番号1と2のキーも選択する必要がありま
す。



フィルタリングと検索に使用するビューを選択する
このフィルターで検索する主要な物理ファイルのビューを選択します。



選択ブロックサイズ
組み込み関数CONNECT_FILEがサーバー接続時に使用するブロック・
サイズのパラメータです。このプロパティでは、クライアント・システ
ムで実行されるSELECTコマンドでサーバーから1度に転送されるレコー
ド数を定義します。大きいブロック・サイズを使用することでパフォー
マンスが向上するので、新しいサーバーを定義するときのデフォルト値
は500になります。反対に、小さいブロック・サイズを使用すると、ア
プリケーションのパフォーマンスは低下します。	
50より小さい値に設定しないことが推奨されています。
この値は、CONNECT_FILE組み込み関数を使用して任意のプログラム
でオーバーライドできます。
値のオーバーライドはすべてのファイル、ファイルの汎用グループ、ま
たは個別のファイルに対して実行できます。
詳細については、『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の
CONNECT_FILE組み込み関数を参照してください。
コードの中でWITH_KEYやWITH_RRNパラメータを使用せずにUPDATE
やDELETE処理を実行すると、ブロックの一番最後のレコードに対して
その処理が実行されますが、これは必ずしもプロクラムに読み込まれた
一番最後のレコードではないことに注意してください。
ですからUPDATEまたはDELETE処理を最後に読み取られたレコードに
対して使用する必要がある場合は、代わりにWITH_KEYまたは
WITH_RRN値を提供するか、一時的にCONNECT_FILE組み込み関数を
使用してブロック・サイズを1に下げ、その後高い値に戻すようにして
ください。



選択制限
組み込み関数CONNECT_FILEがサーバー接続時に使用するSelection	limit
パラメータです。サーバーから読み込めるレコードの最大数を設定しま
す。
詳細については、『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』と
CONNECT_FILE組み込み関数のヘルプを参照してください。
このパラメータは、ユーザー独自のロジックによってオーバーライドで
きます。「IIP	(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェース・ポ
イント)」を参照してください。



順序
このプロパティでオブジェクトに順序番号を割り当てます。この番号
は、同じタイプの別のオブジェクトに対するこのオブジェクトの位置を
制御します。例えば、アプリケーション・バーで、順序番号1のアプリ
ケーションは順序番号が2のアプリケーションより前に表示されます。
順序番号を指定しない場合は、オブジェクトはそのキャプションのアル
ファベット順で表示されます。
カスタム・プロパティの場合、これは(アプリケーションやビジネス・
オブジェクトが属するフレームワーク内で)管理者プロパティが表示さ
れる順序です。



シーケンスの使用
テーブルのどのフィールドを、コンボ・ボックスやラジオ・ボタンのリ
ストでのエントリーのシーケンスを決定するフィールドにするかを選択
するには、このオプションを使用します。
オプションAll	key	fieldsを選んだ場合は、テーブル・データ・ハンド
ラーファンクションから到着した順でテーブル・エントリーが表示され
ます。
テーブル・データ・ハンドラーファンクションが標準のテーブル・デー
タ・ハンドラーなら、到着順はキー・フィールド順になります。



サーバー	->	クライアント変換テーブル
System	i	サーバーの場合のみ、使用するサーバーからクライアントへの
変換テーブルを指定します。
これらの値には、クライアント区画定義から自動的にデフォルト値が設
定されます。
RDMLX区画/接続を使用するフレームワーク・サーバー定義に使用され
るデフォルトの変換テーブルは、*JOBです。
クライアントとサーバーの区画定義が一致していることを確認してくだ
さい。



サインオン認証のサーバーIIPファンクション
サインオン時にサーバー上で実行されるIIPファンクションの名前を指定
します。	これはユーザーがサーバーに接続した後、VLF権限が評価され
る前に実行されます。	ユーザーがサイオンしたユーザー・プロファイル
をそのまま受け取り、他の値とともにユーザー・プロファイルも返すこ
とができます。
このファンクションは、サーバー上になければなりません。
詳細はファンクションUF_SYSBR/UFU0005のソースコードを参照してく
ださい。
	
	



SSI可能サーバー
現在構成しているサーバーがサーバー側インクルード(SSI)可能かどうか
が、Web構成アシスタントにより検知されます。
	



サーバー名
サーバーの識別名を入力します。
newlook以外のタイプのサーバーの場合、この名前は、LANSAコミュニ
ケーション管理機能にサーバーを定義するときに使用した、パートナー
LU名と同じである必要があります。
newlookサーバーの場合、newlook接続プロパティパネルで定義したとお
りにnewlook接続の名前を入力します。

IPアドレスとポートを使用する場合は、このフィールドをブランクのま
まにしておくことができます。
すべてのフィールドをブランクのままにすると、フレームワークが接続
を確立しようとしたときにnewlookの接続パネルが表示されます。



サーバー・オーバーライド
X_RUN例外引数を使用して、サーバー・システム上で開始している
X_RUNコマンドのパラメータをオーバーライドすることができます。
デフォルトでは、サーバー・システム上で開始しているX_RUNコマン
ドに、次のクライアントX_RUNパラメータが渡されます(このコマンド
から継承されます)。LANG=、PART=、DEVE=、DBID=、DBII=、
DBUT=、DBIT=、DBUS=、PSWD=、USER=、PSPW=、CMTH=、
CDLL=、TPTH=、RPTH=、DATF=、XAFP=、PRTR=、HSKC=、
ODBI=、TASK=、PPTH=、INIT=、TERM=、ITRO=、ITRL=、ITRM=お
よびTRC=。
サーバー・システム上のその他すべてのX_RUNパラメータ値は、通常
の方法(プロファイル・ファイルから、システム環境設定からなど)でデ
フォルトが指定されます(サーバー・システム上で)。X_RUNコマンドに
関する説明を参照して、すべてのパラメータの詳細およびその設定方法
またはデフォルトの指定方法について確認してください。
CMTH=、CDLL=、PROC=、MODE=、PART=、LANG=、DBUG=、
DEVE=、DATF=、XAFP=、USER=およびPSPW=以外のサーバーX_RUN
パラメータは、(X_RUN例外引数値を使用して)すべてオーバーライドす
ることができます。これらのX_RUN引数は、無条件にクライアント・
システムから継承されます。
パラメータのオーバーライドにより、特定の値または特殊な値
*SERVERが指定される場合があります。*SERVERは、デフォルトの
サーバーを使用する必要があることを示す値です。例えば、
DBII=*NONEを使用するWindowsクライアントは、SQL	Serverを実行す
るWindows	Serverに接続する場合があります。デフォルトで、Windows
がデータベース・タイプSQLANYWHEREを使用する場合は、DBUTを
オーバーライドする必要があります。X_RUN例外引数値には、
DBUT=MSSQLSかDBUT=*SERVERのいずれかを設定することができま
す。



サーバー設定のXMLファイル
サーバー設定の[XMLファイル]プロパティで、フレームワークのサー
バー定義が保存されているファイルの名前を指定します。このファイル
は、現在の区画のExecuteディレクトリにあります。
デフォルト値はVf_Sy001_Servers.xmlです。
この値を変更する前に「開発アーキテクチャ」を参照してください。



サーバー	タイプ
定義するサーバーのタイプを選択します。
RAMP-TSサーバーを定義する場合は、通常は、オプションLANSA	for
System	i	+	RAMP-TSを選択します。同様に、newlookサーバーを定義する
場合は、通常は、オプションLANSA	for	System	i	+	RAMP-NLを選択しま
す。
System	iサーバーとRAMP-TSまたはnewlookサーバーのIPアドレスが異な
る場合は(これらのサーバーの物理サーバーが同じ場合でも)、RAMP-TS
のみまたはRAMP-NLのみオプションを選択します。



ショートカット
メニューに表示されるコマンドには、関連するショートカット・キーが
表示される場合があります。ショートカット・キーを使用することは、
メニューのコマンドをクリックするのと同じです。使用可能なショート
カット・キーの組み合わせのリストは、ドロップダウンに表示されま
す。
注：推奨のショートカット・キーは、ファンクション・キー、Ctrl+文字
キーの組み合わせです。ショートカット・キーをAlt+文字キーに設定す
ることは可能ですが、一般にAlt+文字キーの組み合わせは、キャプショ
ンの下線文字に基づいてアクセス・キーとして使用されるのでお勧めし
ません。
F1、Ctrl+F1、およびCtrl+Shift+F1は、必ずアプリケーションのヘルプ・
テキストを表示します。



ツリー/リストで追加された欄を表示
このオプションは、現在のビジネス・オブジェクトの追加列をインスタ
ンス・リスト選択ツリーに表示するかどうかを指定します。			
次の例では、このオプションを選択して、SECTIONSとEMPLOYEESの
各ビジネス・オブジェクトから取得した追加列をメインのインスタン
ス・リスト・ツリーにあわせて表示しています。

SECTIONSビジネス・オブジェクトから取得した追加列とEMPLOYEES
ビジネス・オブジェクトから取得した追加列は、内容がまったく異なっ
てても、両方ともツリーに表示されます。このオプションを使用する場
合、異なるビジネス・オブジェクトがツリーで追加列を使用する形式は
ある程度共通化する必要があります。
このチェックボックスをオフにすると、表示は次のように変わります。

ツリーにSECTIONS列が追加されますが、表示されるのは最も基本的な
EMPLOYEESの詳細情報のみです。このような表示形式では、列見出し
とレイアウトの詳細は親ビジネス・オブジェクト(ここではSECTIONS)
をもとにしています。



現在のビジネスオブジェクトをWindowsタイトルバーに表示
このオプションを選択して、フレームワークのウィンドウ・タイトルに
現在のビジネス・オブジェクトが常に表示されるようにします。		
このオプションの選択を解除すると、[フレームワークで'ウィンドウ'メ
ニューを表示]オプションを選択している場合を除き、フレームワーク
のキャプションが全てのウィンドウ・タイトルに使用されます。[フ
レームワークで'ウィンドウ'メニューを表示]オプションを選択している
場合は、このオプションを選択するしないにかかわらず、すべてのウィ
ンドウのウィンドウ・タイトルに現在のビジネス・オブジェクトが表示
されます。



ヘルプに表示
このオプションが選択されている場合は、エンド・ユーザーが[フレー
ムワークについて]のオプションを選択すると、フレームワークのバー
ジョン番号が、表示されるテキストの先頭に自動的に追加されます。こ
れにより、エンド・ユーザーが実際に実行しているフレームワークの
バージョンを識別できます。
	



メニュー表示
コマンドが表示されているメニューを選択します。
コマンドがメニューにない場合は、有効なオブジェクトに関連付けられ
たポップアップ・メニューに表示されます。しかし、多くのユーザーが
コマンドを探す場合、まずメニュー・バーから探すので、コマンドをメ
ニュー・バーに入れるのはよい方法です。
新しいメニューを作成するには、フレームワーク・メニューのﾒﾆｭｰオプ
ションを使用してください。
フレームワーク・メニューと管理者メニューはフレームワークに組み込
まれていて変更できないことに注意してください。これらのメニューを
表示せずにフレームワークを実行する方法については、「括弧内のメ
ニュー・オプション」を参照してください。



無効時にメニューに表示
このオプションは、コマンドがメインメニューバーのメニューに表示さ
れるよう設定されている場合のみ適用されます。ポップアップメニュー
に表示されるコマンド項目には適用されません。
選択したオブジェクトに対してこのコマンドが有効になっていない場
合、このコマンドのメニューオプションを表示するかどうかを指定する
には、このオプションを使用します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションおよ
びWebフレームワーク・アプリケーションのみに適用されます。



ツールバー上に表示
このコマンドをツールバーのボタンに表示するには、このオプションを
選択します。ボタンのイメージは、コマンドに関連づけられたビット
マップです。
このコマンドのコマンド・ハンドラー・タブに表示されるイメージはコ
マンドに関連付けられたアイコンなので、ビットマップとアイコンには
同じまたは類似したイメージを使用しなければなりません。



ポップアップメニュー上に表示
フレームワークでこのコマンド・リファレンスをマウスの右ボタンで表
示されるポップアップ・メニューに表示するかどうかを制御するには、
このオプションを使用します。
通常、以下の場合はこのオプションは選択しないでください。

									コマンドが関連付けられたオブジェクトが、唯一のデフォルト・コ
マンドしか持たない場合

									コマンドをメニュー・バーかツールバーからのみ呼び出したい場合



フレームワークで	'ウィンドウ'	メニューを表示
フレームワーク・メニュー・バー以下に、ウィンドウ	メニューを表示す
るかどうかを設定します。

右クリックすると開くポップアップ・メニューについても同様に、ウィ
ンドウ	メニューの有無が切り替わります。

	 	
	
ウィンドウ	メニューには、サブウィンドウを開いて、フレームワーク全
体、特定のアプリケーションやアプリケーション・ビュー、ビジネス・
オブジェクトなどを表示し、同時に操作できるようにする働きがありま
す。
同時に複数のウィンドウを開けるようにすると、並行して行うべき作業
を、いちいち中断することなく円滑に実行できるようになります。
同時に開けるウィンドウの数は同時に開けるウィンドウの数で設定しま
す。
しかし、フィルターやコマンド・ハンドラーの設計によっては、ウィン
ドウを同時に複数開いて操作するとインスタンス間の依存関係が崩れ、
正しく処理できないことがあります。そのような場合は新しいウィンド
ウでビジネスオブジェクトを開くことを許可オプションをオフにして、
同時に複数のウィンドウを開けないようにしてください。					



[全体のテーマ]オプションもこのメニュー上にあり、ユーザーがフレー
ムワークの全体のテーマを変更できる場合は、このメニューが表示され
ていなければなりません。
ウィンドウ	メニューは、ウェブ・ブラウザー・アプリケーションでは使
えません。



接続ダイアログに表示
VLF.WIN	のみ。
このプロパティはサーバーをエンド・ユーザーの接続ダイアログのサー
バー・リストに表示するかどうかを制御します。
	



使用不可の場合に表示
選択したオブジェクトに対してこのコマンドが有効になっていない場
合、このコマンドのツールバー・ボタンを表示するかどうかを指定する
には、このオプションを使用します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



インスタンス・リストのスナップイン
標準の組み込みインスタンス・リストと置き換えるWindowsフレーム
ワーク・アプリケーション用のインスタンス・リストの名前を指定しま
す。
インスタンス・リストは、コンパイル済みの再利用可能なパーツである
ことが必要です。
通常、インスタンス・リストはフレームワークの右上に表示され、現在
選択されているビジネス・オブジェクト・インスタンスのリストが表示
されます。
詳細については、「インスタンス・リストを任意に作成」を参照してく
ださい。



このフィルターによって検索する物理ファイルを指定して下さ
い
このフィルターで検索する一次物理ファイル名(つまりテーブル名)を指
定します。



オプション
このオプションはフレームワークまたはアプリケーションが起動したと
きに、右側の大きなフレームに何が表示されるかを指定します。オプ
ションは、以下のとおりです。

なし アクションなし、初期パネルは単に非表示になります。

フルイ
メージ

イメージは「ビットマップ」で指定され、初期パネルの
表示エリア全体に表示されます。このオプションが選択
された場合、URLプロパティは意味を持ちません。

実イメー
ジ

イメージは実際のサイズで表示され、初期パネルの表示
エリアの中央に表示されます。URLの値が存在する場
合、そのテキストがクリックできるようにイメージの下
にセンタリングで表示されます。

イメージ
なし

イメージは表示されません。URLの値が存在する場合、
そのテキストが表示エリアにセンタリングで表示されま
す。初期URLが存在しない場合、完全にブランクの
フォームが表示されます。

組み込み
URL

指定したURLが初期パネルに組み込まれたWebページと
して、直ちに表示されます。

	



常にアクティブ
フィルターまたはコマンド・ハンドラーが非表示のときでもアクティブ
のままであることを示すには、このオプションをYESに設定します。
このオプションは、非常によく使用するフィルターとコマンド・ハンド
ラーに対して選択することをお勧めします。このオプションを使用する
と、通常、パフォーマンスが増加する分メモリの使用量が犠牲になりま
す。
または、このオプションをNEVERに設定してメモリの使用量を最小限
にします。NEVERに設定された[常にアクティブ]オプションは、ユー
ザーが別のビジネス・オブジェクトに移動すると非アクティブなフィル
ターやコマンド・ハンドラー(つまり、ユーザーに表示されないタブ上
にあるフィルターやコマンド・ハンドラー)が終了することを示しま
す。つまり、uTerminateメソッドが実行されます(注：表示されている/ア
クティブなフィルターやコマンド・ハンドラーは、ユーザーがいつでも
再表示できるため、終了できません)。
フィルターやコマンド・ハンドラーの[常にアクティブ]オプションを
DEFAULTに設定した場合は、新しいフレームワーク・レベルのオプ
ション、[コマンドとフィルターの常にアクティブの省略値]に設定され
ている値になります。

プログラミングの注意：
通常、フィルターまたはコマンド・ハンドラーは、タブが必要なくなっ
たときに破棄され、表示されるときに再作成されます(ランダムな作成
と破棄プロセスは、フレームワークではなく、システムによって制御さ
れます)。フィルターまたはコマンド・ハンドラーを非常によく使用す
る場合は、このプロセスはコストがかかる可能性があるので、常にアク
ティブをYESに設定することによってこのプロセスを避けることができ
ます。
常にアクティブとして指定されたフィルターまたはコマンド・ハンド
ラーがある場合は、フィルターが最初に作成された時間(uInitialize)と破
棄された時間(uTerminate)を調べることができるので、フィルターとコマ
ンド・ハンドラーが使用するものを自分で作成して破棄できます。
uInitializeおよびuTerminateは、アクティブなままではないフィルターや
コマンド・ハンドラーで使用している場合でも機能しますが、フィル
ターやコマンド・ハンドラーが作成され、破棄されるときに頻繁に呼び
出される可能性があります。また、uInitializeおよびuTerminateは、オブ
ジェクトが隠され、表示されるたびに実行されるわけではありません。



このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



コマンドとフィルターの常にアクティブの省略値
このオプションでは、[常にアクティブ]オプションがDEFAULTに設定さ
れているすべてのコマンド・ハンドラーとフィルターの[常にアクティ
ブ]オプションのデフォルト値を定義します。
フィルターまたはコマンド・ハンドラーが非表示のときでもアクティブ
のままであることを示すには、このオプションをYESに設定します。
このオプションは、非常によく使用するフィルターとコマンド・ハンド
ラーを多数備えたフレームワークに対して選択することをお勧めしま
す。このオプションを使用すると、通常、パフォーマンスが増加する分
メモリの使用量が犠牲になります。
[しない]に設定された[常にアクティブ]オプションは、ユーザーが別の
ビジネス・オブジェクトに移動すると非アクティブなフィルターやコマ
ンド・ハンドラー(つまり、ユーザーに表示されないタブ上にあるフィ
ルターやコマンド・ハンドラー)が終了することを示します。つまり、
uTerminateメソッドが実行されます(注：表示されている/アクティブな
フィルターやコマンド・ハンドラーは、ユーザーがいつでも再表示でき
るため、終了できません)。
NOに設定した場合は、フレームワークではフィルターやコマンド・ハ
ンドラーの終了を制御しないことを意味します。
	



ユーザーをXMLファイルに保存する、およびユーザーを
DBMSテーブルVFPPF06/07に保存する
Visual	LANSAフレームワークには、ユーザー・プロファイルと権限管理
機能が組み込まれています。
この機能は有効または無効にすることができます(フレームワークユー
ザーと認証を使用するを参照してください)。
この機能が有効な場合、ユーザーと権限の詳細を以下の形で保管する必
要があります。

									XMLファイル、または

									データベース・テーブルVFPPF06およびVFPPF07
XMLファイルを使用するオプションは、スタンドアロンのWindowsシス
テムでのみ使用できます。
その他の場合は、データベースに保存することをお勧めします。
Webブラウザー・アプリケーションでは、データベース・テーブルのオ
プションを使用する必要があります。
XMLファイルを使用する場合：
									デフォルトの名前はVf_Sy001_Users.xmlです。
									デフォルトの場所は現在の区画のExecuteディレクトリです。

									XMLファイルを別のディレクトリに入れる必要がある場合は、
ファイル名をフル・パスで指定します。

									この値を変更する前に「関連XML定義ファイル」を参照してくだ
さい。

DBMSテーブルを使用する場合：
									DBMSテーブルはサーバー・システムに置きます。
									ユーザー・プロファイルの詳細を更新するとき、サーバーに接続
する必要があります。



サブタイプ
ビジネス・オブジェクトには、必要に応じてサブタイプを関連付けるこ
とができます。
例えば、BankAccountという名前のビジネス・オブジェクトは、普通預
金口座、当座預金口座、または投資口座として分類されます。
サブタイプの目的は、ビジネス・オブジェクトのコマンド(および関連
するタブ)が特定のサブタイプに対してだけ表示され、使用できるよう
にそのコマンドおよび関連するタブの表示に条件を付けることができる
ようにすることです。		
例えば、トランザクションというコマンドまたはタブは、当座預金口座
と投資口座に対してのみ有効で、表示されます。
同様にクレジットというコマンドまたはタブは、普通預金口座で使用す
る場合だけ有効です。		
サブタイプは、ビジネス・オブジェクト・インスタンスに関連付けるこ
とができるコードによって表されます。例えば、3つのBankAccountサブ
タイプにコードSAV、CHK、およびINVを使用できます。
ビジネス・オブジェクトに関連付けられているサブタイプタブを使用し
て、コマンドとサブタイプを関連付ける方法を指定します。例えば、以
下のようになります。

	
サブタイプは5文字以内で、英字(A	->Z)の大文字と数字(0	->	9)だけを使



用できます。
値ALL、NONE、ALLOTHERS、およびOTHERSは、サブタイプに使用
しないでください。
サブタイプは、インスタンス・レベルのコマンドまたはタブに対しての
み使用可能です。
すべてのサブタイプが使用できないコマンドについては、[省略値のコ
マンド]オプションを[なし]に設定する必要があります。
ビジネス・オブジェクト・インスタンスにサブタイプを使用し始めた場
合は、すべてのインスタンス・リストのエントリーにそのサブタイプを
使用する必要があります。	
インスタンス・リストにエントリーを挿入または更新するとき、必要に
応じてそのエントリーに関連付けるサブタイプを指定できます。

使用例	
VLコンポーネントとWAMの場合
Case	#T_TYP
	
when	(=	SAVINGS)
	Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	AKey1(#T_Acc)
VisualID1(#T_Acc)	Visualid2(#T_Nam)	AColumn1(#T_Typ)
NColumn1(#T_BAL)	SubType(SAV)
	
when	(=	CHECK)
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	AKey1(#T_Acc)
VisualID1(#T_Acc)	Visualid2(#T_Nam)	AColumn1(#T_Typ)
NColumn1(#T_BAL)	SubType(CHK)
	
when	(=	INVESTMENT)
Invoke	Method(#avListManager.AddtoList)	AKey1(#T_Acc)
VisualID1(#T_Acc)	Visualid2(#T_Nam)	AColumn1(#T_Typ)
NColumn1(#T_BAL)	SubType(INV)
	
Endcase
	
その他の使用例
サブタイプの使用例は、プログラミング	テクニック	アプリケーション
(高度な使用例)に組み込まれています。組み込みサンプルVLコンポーネ



ントDF_T2801/02とWAM	DM_T2801/02を参照してください。



システム情報
このオプションは、現在実行中のWindowsシステムに関する情報を提供
するMicrosoftプログラムの場所を決定します。
このオプションには、以下の値を指定します。

ブラン
ク

このプロパティがブランクの場合は、システム情報ボタンが非表示になります(フレームワーク、アプリケーションの両方
で)。

*Default *DEFAULTを指定した場合	-	フレームワークは以下を使用します。	
Use	Builtin(GET_REGISTRY_VALUE)	With_Args(HKEY_LOCAL_MACHINE	'SOFTWARE\Microsoft\Shared	Tools\MSInfo'	'Path')
	
システム情報を表示するWindowsプログラムへのパスを取得します。

その他
の値

その他の値は、システム情報を表示するWindowsプログラムを検索するパスです(*DEFAULTのパスがPCに不適な場合に使
用します)。

	



テーブル定義XMLファイル
テーブル定義XMLファイルプロパティで、フレームワークのコード・
テーブル定義が保管されているファイルの名前を指定します。このファ
イルは、現在の区画のExecuteディレクトリにあります。
デフォルト値はVf_Sy001_Tables.xmlです。



技術サポート
技術的なサポートがあるWebページのアドレスを、ここに入力します。
指定するときには、URLに必ず接頭辞http://、https://、または特殊な値
*auto*を付ける必要があります。
実行時に*auto*は、VLF.WINアプリケーションでは現在のLANSA区画の
Executeフォルダー名に置き換えられ、VLF.WEBアプリケーションでは
URLから削除されます。
例えば、*auto*MYFILE.HTMは、VLF.WINアプリケーションでは
C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute\MYFILE.HTMとな
り、VLF.WEBアプリケーションではMYFILE.HTMとなります。



PCの一時ディレクトリ
一時ディレクトリは電子メールで送信する一時エラー・レポートを保存
したり、フレームワークの実行と実行の間にインスタンス・リストを保
存するため内部的に使用されます。
省略した場合、通常のシステムに定義されている一時ディレクトリが一
時ディレクトリのデフォルトになります。通常はデフォルトを変更する
必要はありません。
CITRIXメタフレーム・システムでは、一時ディレクトリの概念を定義
したシステムが問題になる場合がありますので、別のユーザーには別の
一時ディレクトリまたは作業ディレクトリの定義が必要な場合もありま
す。



一時フォルダ名
Web構成アシスタントは、WebサーバーにVLF_temporary_filesという名
前の一時フォルダを作成します。
この一時フォルダはアクティブなWebブラウザーVisual	LANSAフレーム
ワーク・アプリケーションの一時的状態の情報を格納するために利用さ
れます。
詳しくは「一時ディレクトリとは何か、また何に利用されるか」を参照
してください。



サーバー上のイメージ・ディレクトリの場所
Webサーバーのイメージ・ディレクトリのフルパスです。言い換える
と、Webサーバーにサインオンした時にWindowsエクスプローラーで見
つけることのできるイメージ・ディレクトリの場所です。
通常このプロパティは自動的に検知されます。このプロパティを指定す
るように指示された場合は、イメージ・ディレクトリの場所を特定する
ためにWebサーバーを見る必要があります。
Windows	Webサーバーの典型的な場所の例は以下の通りです。
C:\PROGRAM	FILES\LANSA\WEBSERVER\IMAGES\	
iSeries	Webサーバーの典型的な場所の例は以下の通りです。
/LANSA_DC@PGMLIB/webserver/images/
	



このビジネス・オブジェクトに一番近い物理ファイル
多くのビジネス・オブジェクトには、それによく似たデータベース・
ファイル/テーブルがあります。
例えば、CUSTMSTテーブルは"Customers"ビジネス・オブジェクト、
PRODMSTテーブルは"Products"ビジネス・オブジェクトです。
ファイル名を指定すると、コード	ウィザードが自動的に識別プロトコル
を派生させようとします。ビジネス・オブジェクト識別プロトコルの詳
細は、「ビジュアル識別子」および「プログラム的識別子」を参照して
ください。
識別プロトコルを派生させるメソッドは、以下のような動作をします。

									プログラム的識別子をテーブルのプライマリ・キーと同様にセット
します。

									ビジュアル識別子をテーブルのプライマリ・キーと同様にセットし
ます。

									ビジュアル識別子2の合計の長さ<80	のとき、テーブル定義の最初
の2つの実フィールドまたは仮想フィールドの長さ>=15がビジュアル
識別子2定義に追加されます。

派生した識別プロトコルはコード	ウィザードの一部の「推定」にすぎま
せんので、常にこれを確認して実際に設定したいものに変える必要があ
ります。



サーバータイプ
Web構成アシスタントにより、現在構成しているサーバーのタイプが検
知されます。
	



Webサーバー・イメージのURLパス
ブラウザが探すWebサーバー上のイメージ・パスです:
http://ip:port/Images
	

http://ip:port/Images


開発者用タイムアウト
開発者としてWebブラウザー・フレームワーク・アプリケーションを使
用している場合は(URLでは開発者=Y)、フィルターまたはコマンド・ハ
ンドラーの失敗をチェックするための機能が有効になります。フィル
ターまたはコマンド・ハンドラーが指定の時間内に応答しない場合は、
以下のようなメッセージが表示されます。

フィルターまたはコマンド	ハンドラーが処理を完了するのを待機する
か、Webサーバーでエラー情報を確認するか、フレームワークを終了す
るか、のいずれかを選択できます。
このオプションを使用して、開発者のためのエラー解決で使用するタイ
ムアウトを設定します。1〜3600秒の間で指定できます。デフォルトは
20秒です。



ツールバー・ボタンのキャプション
オプションでツールバーのボタンにキャプションを付けることができま
す。キャプションに幅を合わせるため、ツールバー・ボタンの幅を広げ
る必要があります。



ツールバー・ボタンの幅
ボタンの幅をピクセルで指定します。ボタンのイメージやキャプション
に合わせるため、この値を調節する必要があります。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



ツールバー・グループ
オプションで、ツールバーのボタンをグループごとにまとめることも可
能です。グループは区切り記号で区切られます。
グループを作成するには、このフィールドで数字を割り当てます。



ツールバーの高さ
ツールバーの高さを指定するには、このオプションを使用します。これ
により、ボタンの行が複数存在するツールバーを作成することが可能で
す。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
	



ツールバー・スタイル
ツールバー・スタイルには[アドバンス]と[シンプル]があります。
アドバンス・ツールバーは以下の例のように小さいサイズのコマンドの
ビットマップを使用したツールバーです。
必要なツールバー・オプションの数が多く、2行に折り返す必要がある
場合などはこのアドバンス・スタイルを使用します。	

	
シンプル・ツールバーは簡素なので、新規ユーザーには使い易いスタイ
ルです。	以下の例のように、通常は大きめのコマンド・アイコンで作成
されます。
ただし、折り返しがないので表示できる数がデバイスの幅により限られ
てしまいます。

	
	



ワーキングセットのトリム
フレームワークで使用するメモリの量を削減するには、このプロパティ
を設定します。
このオプションがVLF.WINアプリケーションで有効になっている場合
は、次の時点でフレームワークを実行するWindowsプロセスの作業セッ
トが除去されます。

									フレームワークの起動が完了したとき

									メイン・フレームワーク・ウィンドウが約20秒間最小化されたとき



レイアウト・タイプのフォーム
このコマンドで使用するレイアウトのタイプを指定します。
このオプションは、WEBEVENTコマンド・ハンドラーとフィルターの
みに適用されます。



ユニークな識別子
このオブジェクトを一意に識別するため、LANSAが自動的に生成する
固有の内部識別子です。この識別子は数値で、フレームワークの実行中
に変化することがあります。



アップデートファイル
このプロパティを使用して、アプリケーションを配布する際にnewlook
アップデート・プログラム・ファイルを使用するように指定します。
nlupdate.txtファイルへの参照は、ウェブ・サーバーにあるサブディレク
トリ(VF_SY120.jsファイルが含まれるディレクトリの下位ディレクトリ)
を指定しなければなりません。

または、アプリケーションの起動時にこの値をURLパラメータとして指
定できます。
	
+NLUPDATEFILE=
	



大文字
英数字のカスタム・プロパティで、プロパティの値が必ず表示され、大
文字で入力するためには、このチェック・ボックスをチェックします。



大文字と小文字のパスワード
この設定は、iSeriesサーバーのみ適用されます。	この設定を選ぶと、
ユーザーによって入力されたパスワードが、タイプされたそのままの形
で認証されます。	選択しない場合（省略値）は、パスワードは格納され
た値と比較される前に常に大文字になります。
iSeries以外のサーバーでは、ユーザーによって入力されたパスワード
は、常にタイプされたそのままで認証されます。
	



URL
起動時に表示するWebページのURLを指定します(例：
http://www.lansa.com)。
指定するときには、URLに必ず接頭辞http://、https://、または特殊な値
*auto*を付ける必要があります。
実行時に*auto*は、VLF.WINアプリケーションでは現在のLANSA区画の
Executeフォルダー名に置き換えられ、VLF.WEBアプリケーションでは
URLから削除されます。
例えば、*auto*MYFILE.HTMは、フレームワークWindowsアプリケー
ションでは以下のようになります。
	
C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute\MYFILE.HTM
	
	
フレームワークWebアプリケーションでは以下のようになります。
	
http://<your	host>/images/VLF_Private_folder/MYFILE.htm
	
		

http://www.lansa.com


クライアント側XML->HTML変換の使用
WebサーバーではなくクライアントのブラウザーでXMLからHTMLへの
変換を実行できるようにするには、このオプションにチェックを入れま
す。このオプションを使用すると、+WAMTrans=CがURLに追加され、
そのURLは、フレームワークをWebアプリケーションとして実行するた
めに使用されます。
このオプションは廃止予定であることに注意してください。IE8もしく
はそれ以前のバージョンでのみ利用可能です。他のブラウザやIE9では
作動しません。
このオプションはWAMの実行に対してのみ適用され、これを使用する
とWebサーバーでのリソース使用量が減少する場合があります。このオ
プションを使用する前に、特定のサーバー構成ステップを完了しておく
必要があります。
このオプションは、VLF.WEBアプリケーションおよびVLF.NETアプリ
ケーションに適用されます。



リストの表示にグリッドを使用(グリッドを使用しない場合、
リストビューになります)
コマンド・ハンドラーの下部で、リストに表示したいフィールドを指定
した場合、使用するリストのタイプがグリッドであれば、このチェッ
ク・ボックスにチェックを入れます。
このチェック・ボックスのチェックを外すと、表示はリスト・ビューに
なります。



GZIP圧縮バージョンの使用
アプリケーションの圧縮バージョンを実行するには、このオプションを
使用します。「GZIPファイル圧縮の使用」を参照してください。
このオプションはVLF.WEBに対してのみ適用されます。
	



HTTPSを使用
セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)が有効なaXesアプリケーション・
サーバーに接続するために、通常のhttp://ではなくhttps://が先頭に付く
URLを使用してRAMP-TSを起動するには、このオプションを選択しま
す。
[実行モード	ロードパス]プロパティの[HTTPSを使用]にチェックが付い
ている場合は、RAMP-TSコマンドの実行時にhttps://が使用されます。
[RAMPツールモード	ロードパス]プロパティの[HTTPSを使用]にチェッ
クが付いている場合は、RAMPツール5250セッションの実行時にhttps://
が使用されます。

適切なポート番号は、SSLを使用するように構成されているポートに応
じて異なります(通常は443です)。また、aXesアプリケーション・サー
バーがSSLをオプションで使用するのかSSL接続のみが許可されている
のかに応じても異なります。
aXesアプリケーション・サーバーにSSLのサポートを追加で設定する詳
細については、「aXes	Reference	-	Section	8」を参照してください。
	



INIファイル使用
このプロパティを使用して、NewlookサーバーをNewlook	iniファイルに
関連付けます。このファイルの名前は検証されません。
*DEFAULTのまま残してNewlook.iniを使用します。
RAMPツール内のコレオグラファーでNewlookを起動する場合に、サー
バーとINIファイルの組み合わせを選択できます。
実行時に、INIファイルが選択したサーバーに対してそれをロックしま
す。
この設定は、「Webアプリケーションの開始オプション」のNLINIFILE
パラメータを使用してオーバーライドできます。



フレームワークユーザーと認証を使用する
フレームワークの一部として組み込まれている、ユーザー・プロファイ
ルと権限管理機能の有効/無効を切り替えるには、このオプションを使
用します。
ユーザー・プロファイルと権限管理機能が無効の場合、すべてのユー
ザーと権限関係のオプションは無視されます。



'liteclient'	ライセンスを使用
このオプションにチェックを入れると、newlookは、'liteclient'ライセン
スを使用するオプションを使用して起動します。
このオプションのチェックを外すと、newlookはデフォルトのライセン
スを使用して起動します。



ユーザー権限レポートファイル
このボタンにより、システム上の全ユーザーおよびそのユーザーのシス
テム上のあらゆるオブジェクトに対する権限の完全なリストが.csvファ
イルとして提供されます。プロンプトにより、ユーザーはファイル名と
ファイルの場所を入力するよう聞かれます。



リレーションシップのために共用インスタンスリストを使用す
る
このオプションは必ず選択してください。



ヘルプにWEBEVENT/WAMを使用
ヘルプ・テキストの起動にWEBEVENTファンクションもしくはWAM
ファンクションを使用するかどうかを選択します。
詳しは「エンド・ユーザー・ヘルプ(F1)」を参照してください。
	



Windows認証を使用
この設定ではWindows認証(Kerberos	/	シングル・サインオン	/	SSO)を使
用してサーバー接続が行われます。	つまり、ユーザーのWindowsプロ
ファイルとパスワードがサーバーのサイオン時に使用されます。	サー
バーは事前にシングル・サインオンで構成され、ユーザーが登録されて
いる必要があります。
詳しくは組み込み関数CONNECT_SERVERの説明を参照してください。
Windows認証が使用され、フレームワーク認証が使用されている（フ
レームワーク・プロパティ->[ユーザー管理設定]->[フレームワーク・
ユーザーと認証を使用する]を参照）場合、フレームワーク・オブジェ
クトへのセキュリティ評価は、ユーザーのWindowsプロファイルではな
く、ユーザー接続時のiSeriesユーザー・プロファイルに基づいて行われ
ます。
これを変更するにはサーバーIIPファンクションというユーザー・バー
ジョンのIIPでサインオンを認証するように設定します。	詳細はファン
クションUF_SYSBR/UFU0005のソースコードを参照してください。
現在のところaXesもnewlookもWindows認証/	Kerberos接続をサポートし
ていません。ですからKerberosを使用してRAMP5250セッションを確立
することはできません。	この回避策としては最初の接続でKerberosが使
用される時に、サーバーIIPファンクションを利用してRAMP5250接続用
の通常のプロファイルとパスワード（#CHK_NLUSR	#CHK_NLPSW
フィールド)を提供します。		詳細はファンクションUF_SYSBR/UFU0005
のソースコードを参照してください。　
	
	



ユーザーはパスワードを変更できる
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
このオプションが選択された場合、ユーザーはログオン画面のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
の変更ボタンでパスワードを変更することができます。
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの変更ダイアログでユーザーは現在のパスワードを指定し、新
しいパスワードを2回入力する必要があります。パスワードの変更に成
功すると、新しいパスワードがすでに入力されたログオン画面に戻りま
す。



ユーザー定義インターフェース・ポイント
使用するユーザー組み込みインターフェース・ポイント・ファイルの名
前を指定します。これは、複数のフレームワークを使用している場合の
み必要な高度なプロパティです。
同一区画に複数のフレームワークを持っている場合は、異なる2つの
バージョンのUF_SYSTMを同じ区画に持つことはできません。フレーム
ワークの固有のバージョンを作成する方法の詳細については、組み込ま
れているUF_SYSTMのソース・コードを参照してください。
このプロパティを変更する場合は、特に注意して下さい。詳細は、「IIP
(Imbedded	Interface	Point：組み込みインターフェース・ポイント)」を参
照してください。



ユーザーは使用不可です
管理者は、このチェックボックスを使用してユーザー・プロファイルを
使用可能または使用不可にすることができます。使用不可に設定された
ユーザーはサイン・オンできません。



選択されているキーは全て選択必須
エンド・ユーザーが検索ボタンをクリックする前に、選択したキーすべ
てに値を指定する必要がある場合、このオプションにチェックを入れま
す。
「検索実行に使用する選択ビューのキーを選択する」も参照してくださ
い。



リモートサーバーに接続不可の場合、オフラインで作業可能
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
このオプションを選択すると、ユーザーはオフラインでパスワードを入
力しないで作業ができます。接続ダイアログ・ボックスのｵﾌﾗｲﾝで作業
ボタンが有効になります。
ユーザーのフレームワークのアプリケーションへのアクセスを許可する
前に、ユーザー・プロファイルとユーザーのパスワードを検証したい場
合は、このオプションを選択してはいけません。
デザイン・モードで作業するユーザーには、このオプションは常に有効
です。



ユーザー・オブジェクト・タイプ
省略可能。このフィールドでは、ユーザー定義オブジェクト・タイプを
このオブジェクトに指定することができます。
アプリケーションによっては、使用するオブジェクトにオブジェクト・
タイプを設定することは便利です。オブジェクト・タイプを使用して、
さまざまなタイプのオブジェクトを処理できる汎用のフィルターやコマ
ンド・ハンドラーを作成できます。
例えば、さまざまな種類のビジネス・オブジェクトの処理を実行する汎
用のフィルター・ハンドラーを記述できます。ビジネス・オブジェクト
にEMP(従業員用)およびCUST(顧客用)などのユーザー・オブジェクト・
タイプを割り当て、このタイプに基づいてフィルター・ハンドラー内の
処理を区別します。この目的でオブジェクトのキャプションプロパティ
は使用できません。このプロパティが複数言語になる可能性があるため
です。
同様に、新規作成コマンドとコピーコマンドの両方を扱う汎用のコマン
ド・ハンドラーを作成することもできます。異なるユーザー・オブジェ
クト・タイプでコマンドを割り当てることができます。
ユーザー・オブジェクト・タイプはプロパティ
#Com_Owner.avCommandTypeおよび#Com_Owner.avObjectTypeにより参
照されます。「フレームワークAncestorコンポーネント」も参照してく
ださい。
名前の確認ボタンをクリックすると、フレームワーク内の他のすべての
ユーザー・オブジェクト名/タイプの値と照合して入力した値が固有か
どうかがチェックされます。このチェックは、値を編集すると自動的に
実行されます。

注：将来のコード・ページ変換の問題を防ぐために、ユーザー・
オブジェクト・タイプには大文字英数字(つまり、A->Z)のみを使
うことをお勧めします。DBCS文字は使用しないでください。

	



ユーザー	・プロファイル
ローカル・データベースにサイン・オンしようとするユーザーを検証す
るときに、主に使用するユーザー・プロファイルをここに入力します。
このユーザー・プロファイルはサイン・オンしていないユーザーや、
サーバーに接続するユーザーの一時ディレクトリと電子メール・アドレ
スを決定するときにも使用されます。



このフレームワークを使用する時、ローカルにログオンします
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
このオプションを選択すると、ユーザーはサイン・オン後ローカルの
データベースに接続されます。
ユーザーのプロファイルとパスワードは、ﾕｰｻﾞｰ詳細タブで指定された
ユーザー・プロファイルとローカルで照合されます。このチェックで
は、大文字小文字の区別はありません。
ユーザーがUF_ADMIN(または同等のもの)でフレームワークを起動した
場合、フレームワークはユーザー・プロファイルが管理者かどうか
チェックします。ﾕｰｻﾞｰ詳細タブを参照してください。
サイン・オンの失敗が許可された最大回数を超えると、ユーザーは無効
にされます。ユーザーの無効は、ユーザー・プロファイルが無効になっ
たことを示す単純なメッセージによる場合と、致命的エラーと管理者へ
の電子メールによる場合があります。



フレームワークを使用するためにリモートサーバーにログオン
します
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。
このオプションを選択すると、ユーザーはサイン・オン後サーバーを選
択し接続することができます。サーバーが1台だけ定義されているとき
は、ユーザーはサーバーを選択することはできませんが自動的に接続さ
れます。有効なサーバーがない場合は、ユーザーはサイン・オンできま
せん。



管理者が値を変更可能
このカスタム・プロパティに関連する値は、管理者が各ユーザー用に変
更可能かどうかを指定します。



*WEBEVENTファンクションおよび/またはWAMコンポーネン
トまたはAJAXルーチン
フィルターやコマンド・ハンドラーをフレームワークにスナップインす
る場合、*WEBEVENTファンクション、WAMコンポーネント、AJAX
ルーチンのどれをスナップインするのかを示すために適切なラジオ・ボ
タンを設定する必要があります。
ハンドラーの名前を入力するか、[検索]ボタンをクリックしてハンド
ラーを検索します。
*WEBEVENTファンクションは、どのバージョンのLANSAでも使用で
きます。
WAMコンポーネントは、LANSA	Version	10.5以降をインストールしたシ
ステムでのみ使用できます。
*WEBEVENTファンクションおよびWAMコンポーネントを、フィル
ターやコマンド・ハンドラーに定義することもできます。例えば、フ
レームワーク定義をLANSA	10.0システムとLANSA	11.0サーバー・シス
テムで使用している場合、*WEBEVENTファンクションとWAMコン
ポーネントを指定できます。実行時に、フレームワークは対象となる
サーバー・システムの機能に基づいてどちらを使用すべきか決定しま
す。



Webヘルプ・ファンクション/Webroutine名
エンド・ユーザーにヘルプ・テキストを表示するWEBEVENTファンク
ションの名前です。
組み込まれているWEBEVENTのデフォルト値はUFU0002です。組み込
まれているヘルプ・テキストの表示機能を使用しているバージョンに変
更することができます。
その完全な方法については、UF_SYSWBプロセスに組み込まれている
RDMLファンクションUFU0002のコメントを参照してください。



Webヘルプ・プロセス/WAM名
これはエンド・ユーザーにヘルプ・テキストを表示するファンクション
を含むLANSAプロセス名、もしくはヘルプ・テキストの起動に使用す
るWAM名です。
組み込まれているデフォルト値はUF_SYSWBです。組み込まれているヘ
ルプ・テキストの表示機能を使用しているバージョンに変更することが
できます。その完全な方法については、UF_SYSWBプロセスに組み込ま
れているRDMLファンクションUFU0002のコメントを参照してくださ
い。
もしくは、WAMを使ってヘルプ・テキストを表示することができま
す。同梱のUF_SY002では、WAMを利用してアプリケーション・ヘルプ
を表示する方法の基本例が提供されています。



ヘルプ・ウィンドウ機能
このプロパティで、フレームワークの設計者はエンド・ユーザーがF1を
押した時に開くヘルプ・ウィンドウのプロパティを指定できます。
ヘルプ・ウィンドウが開く時に、ここで指定された値はパラメータとし
てJavaScriptのwindow.openメソッドに渡されます。したがっ
て、window.openのパラメータとして正しい形式であることが必要です。
さもないとアプリケーションが予期せぬエラーを起こす場合がありま
す。
このパラメータについて詳しくは、MicrosoftのJavaScriptのマニュアルを
参照してください。
組み込まれているデフォルト値は、width=600、height=425、
directories=no、toolbar=no、menubar=no、scrollbars=yes、resizable=yesで
す。



Webの初期フィルタ・ペインの高さ	(%)
このプロパティを使用すると、設計者は、Webフレームワークの起動時
に、フレームワークに対して相対的なフィルターおよびインスタンス・
リストのペインの高さをある程度制御できます。パーセンテージは、フ
レームワークの高さに対するフィルターおよびインスタンス・リストの
パネルの高さの割合を示します。



Webの初期フィルタ・ペインの幅	(右パネルの	%)
このプロパティを使用すると、設計者は、Webフレームワークの起動時
に、右側のパネルに対して相対的なフィルター・パネルの幅をある程度
制御することができます。パーセンテージは、メインの右側パネルの幅
に対するフィルターの幅の割合を示します。



Webの初期ナビゲーション・ペインの幅	(%)
このプロパティを使用すると、設計者は、Webフレームワークの起動時
に、ナビゲーション・ペインの幅をある程度制御することができます。
パーセンテージは、フレームワークの幅に対するナビゲーション・ペイ
ンの幅の割合を示します。



Webサーバー・キャプション
ここにサーバーの識別に使用する短い記述を入力します。
例えば、アプリケーションを開発する場合Webサーバーを2台使うこと
があります。1台はデスクトップのPCで動き、もう1台がメインのSystem
i	Webサーバーです。この場合、各サーバーを異なる構成で構築する必
要があります。	



WebサーバーIPアドレス
WebサーバーのIPアドレスです（http://なし、またはポート）。IPアドレ
スを解決する名前を使用することも可能です。
自身の開発PC上のWebサーバーを使用している場合は、ローカルホスト
または127.0.0.1、もしくはPC名をWebサーバーIPアドレスとして使用す
ることもできます。
	



Webサーバー・ポート
Webサーバーへのhttp要求に使用するポートです。通常は80です。ポー
トを指定したくない場合は、値0を使用します。
	



幅
サインオン	フォームに表示するイメージ/Webページの幅をピクセル単
位で指定します。



ツールバーに表示
アプリケーション・バーをツールバーにドロップダウン・リストで表示
するには、このオプションを選択します。



ツリー表示
アプリケーション・バーをツリーで表示するには、このオプションを選
択します。



リスト表示
アプリケーション・バーを2つの横並びのリストで表示するには、この
オプションを選択します。



2つのリストを表示(上下)
アプリケーション・バーを2つの上下のリストに表示するには、このオ
プションを選択します。



このコマンドハンドラー上のリストのために、Childデータを
読み込むビューを選択
子オブジェクトで使用するデータがある物理ファイルのビューを選択し
ます。



Windowsコードページ
これは、通常この言語で使用するMicrosoft	Windowsコード・ページの識
別子です。
通常、デフォルト値は正しい値です。この値を変更する前に、製品ベン
ダーまたはMicrosoft	Windowsのマニュアルを参照してください。



表示用フィールド(VisualID1	と	VisualID2	の値を作成するため)
このビジネス・オブジェクトに使用するビジュアル識別子プロトコルを
指定します。
例えば、ビジネス・オブジェクト"Products"には、通常、アプリケー
ションのエンド・ユーザーが製品の識別にVisual	識別子を使用するの
で、フィールドPRODNO(Product	Number)およびPRODDESC	(Product
Description)をビジュアル識別子に指定します。
フィールド名を、このリストで指定できます(LANSAデータ・ディク
ショナリに、まだ定義していなくても指定できます)。指定したフィー
ルドは、フォームの上部で指定した物理ファイルのカラムである必要は
ありません。
ビジネス・オブジェクト識別プロトコルの詳細は、「ビジュアル識別
子」および「プログラム的識別子」を参照してください。



ベース・スタイル
このスタイルは、オブジェクトの基本的な表示形式を設定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



使用不可
このスタイルは、保護されたエリアの表示形式を設定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



濃色背景(小さいﾌｫﾝﾄ)
このスタイルは、小さいフォントで暗い背景のインターフェースの部分
の表示形式を設定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



濃色背景（大きいﾌｫﾝﾄ)
このスタイルは、大きいフォントで暗い背景のインターフェースの部分
の表示形式を設定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



ステータスバー・フィールド
このスタイルは、ステータス・バー・フィールドの表示形式を設定しま
す。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



URL
このスタイルは、URLの表示形式を設定します。
このオプションは、Windowsフレームワーク・アプリケーションのみに
適用されます。



VLF.NETスクリーン・レイアウトの持続レベル
VLF.NETアプリケーションのスクリーン・レイアウトをどのように管理
し、どこまで持続するかを指定します。	省略値である[フレームワーク]
オプションを選択すると、フレームワーク全体に１つの画面レイアウト
が適用されます。
[ビジネス・オプジェクト]オプションを選択すると、それぞれのビジネ
ス・オブジェクトが独自のスクリーン・レイアウトを持つことが可能に
なります。		
	
	
	



XMLの形式
フレームワーク、ユーザー、およびサーバーのXMLファイル用のエン
コードです。エンコードは、XMLドキュメントの文字を解釈するときに
XMLパーサーが使用する文字セットを指定する値です。
デフォルト値はISO8859-1(Latin	1)です。一般にベンダーから要求されな
い限り、この値は変更してはいけません。
XMLドキュメントの文字は別の形式でエンコードすることもできます。
XMLはUnicode(UTF-8またはUTF-16)文字セットをデフォルトにしていま
すが、XMLドキュメントの最初の宣言部で宣言されていれば別のエン
コードを使用することができます。XML宣言部は基本的なASCIIテキス
トで書かれているので、ドキュメントが別のエンコードで書かれていて
もパーサーは宣言部の内容が読めます。UTF-8とUTF-16以外のエンコー
ドで書かれたドキュメントでは、正しく解釈するためにエンコードの宣
言部は大きく増えます。



フレームワークのバージョン番号
独自のフレームワーク・バージョン番号を指定できます。バージョン番
号は4つの番号で構成されており、それぞれ1〜9999999の範囲で指定す
る必要があります。
バージョン番号は、プライマリ・バージョン、セカンダリ・バージョ
ン、ビルド番号、改訂番号フォーマットで指定します。	
このバージョン番号はVLF.NETを使用する場合に重要です。VLF.NETは
Webサーバーでフレームワークのバージョンが更新されたことをInternet
Explorerに通知するからです。			
「保存時に自動的に増加」および「ヘルプに表示」を参照してくださ
い。



付録
フレームワークに含まれているもの



フレームワークに含まれているもの
LANSAリポジトリ・オブジェクト
									デモ・リポジトリ・オブジェクト

									ユーザー・リポジトリ・オブジェクト

									フレームワーク・リポジトリ・オブジェクト

オペレーティング・システム・オブジェクト

									永久ファイル・オブジェクト

									テンポラリ・ファイルまたは半永久ファイル

バックアップが必要なもの



LANSAリポジトリ・オブジェクト
デモ・リポジトリ・オブジェクト
ユーザー・リポジトリ・オブジェクト
フレームワーク・リポジトリ・オブジェクト



デモ・リポジトリ・オブジェクト

名前 型 説明 実行リポ
ジトリへ
の配布

(Windows)

実行リ
ポジト
リへの
配布

(Web)

ソー
ス・
コー
ドは
ある
か

サ
イ
ト
で
の
修
正
注1
参
照

DF* ファン
クショ
ン

デモ・
ファンク
ション

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_* 再利用
可能
パーツ

デモンス
トレー
ション・
アプリ
ケーショ
ン・コン
ポーネン
ト

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_* フォー
ム

デモンス
トレー
ション・
アプリ
ケーショ
ン・
フォーム

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_* ActiveX デモンス
トレー
ション・
アプリ
ケーショ
ン

通常なし 通常な
し

あり 可



ActiveX
コンポー
ネント

DF_EL* 単純
フィー
ルド

フィール
ドはデモ
ンスト
レーショ
ン・コン
ポーネン
トが使用

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_EL* Webコ
ンポー
ネント

上記に同
じ

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_EL* HTML
ページ

上記に同
じ

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_MAXNUM フィー
ルド

	 	 	 	 	

DF_PROC プロセ
ス

デモンス
トレー
ション・
プロセス

通常なし 通常な
し

あり 可

DF_VS* ビジュ
アル・
スタイ
ル

ビジュア
ル・スタ
イルはデ
モンスト
レーショ
ン・コン
ポーネン
トが使用

通常なし 通常な
し

あり 可

DFXPROC プロセ
ス

フレーム
ワーク・
デモンス
トレー
ション

通常なし 通常な
し

あり 可



RDMLX
プロセス

DM* WAM デモンス
トレー
ション
WAM

通常なし 通常な
し

あり 可

DM_* 再利用
可能
パーツ

デモンス
トレー
ション再
利用可能
パーツ

通常なし 通常な
し

あり 可

DW* ファン
クショ
ン

デモ・
ファンク
ション

(Web)

通常なし 通常な
し

あり 可

DW* Webコ
ンポー
ネント

デモンス
トレー
ション・
ファンク
ションが
使用

通常なし 通常な
し

あり 可

DW* HTML
ページ

DW*
Webコン
ポーネン
トが参照

通常なし 通常な
し

あり 可

DW_* プロセ
ス

デモンス
トレー
ション・
プロセス
(web)

通常なし 通常な
し

あり 可

MTXTDF_* 言語変
数

言語変数
はデモン
ストレー

通常なし 通常な
し

あり 可



ション・
コンポー
ネントが
使用

	

注：

1.修正はフレームワークをバージョンアップしたときにオーバーライド
されます。



ユーザー・リポジトリ・オブジェクト

名前 型 説明 実行リポ
ジトリへ
の配布

(Windows)

実行リ
ポジト
リへの
配布

(WEB)

ソー
ス・
コー
ドは
ある
か

サ
イ
ト
で
の
修
正
注
1
参
照

*MTXTUB* 言語変
数

言語変数 通常なし 通常な
し

あり 可

*MTXTUF_* 言語変
数

言語変数 通常なし 通常な
し

あり 可

UB* ウェブ
レット

ユーザー・
ボタン・
ウェブレッ
ト

不可 可 あり 可

UB_* フィー
ルド

ウェブ・
ファンク
ション用の
ボタン

不可 可 あり 可

UB_* Webコ
ンポー
ネント

ウェブ・
ファンク
ション用の
ボタン

不可 可 あり 可

UB_* HTML
ページ

ウェブ・
ファンク
ション用の
ボタン

不可 可 あり 可

UF_* フィー フィールド 不可 不可 あり 可



ルド

UF_* 再利用
可能
パーツ

再利用可能
パーツ

可 不可 なし 可

UF_EXEC

UF_ADMIN

UF_DESGN

フォー
ム

それぞれ、
一般のエン
ド・ユー
ザー、管理
者権限のあ
るエンド・
ユーザー、
フレーム
ワーク設計
者のため
の、フレー
ムワーク・
エント
リー・ポイ
ント

通常あり 不可 あり 可

UF_IB001 再利用
可能
パーツ

アイコンと
ビットマッ
プのロー
ダー

通常あり 不可 あり 可

UF_IM* ビット
マップ

起動時に表
示するビッ
トマップ、
デモンスト
レーション
用ビット
マップ

通常なし 不可 N/A 可

UF_SYSBR
ファンク
ションUFU*

UFU*
ととも
に起動
される
ファン

ユーザー
IIP(同梱の
コード・
テーブル・
データ・ハ

可 可 あり 可



クショ
ンのプ
ロセス

ンドラーを
含む)

UF_SYSTM 再利用
可能
パーツ

ユーザー
IIP(Imbedded
Interface
Point：組み
込みイン
ターフェー
ス・ポイン
ト)

通常あり 不可 あり 可

UF_SYSWB

ファンク
ションUFU*

UFU*
ととも
に起動
される
ファン
クショ
ンのプ
ロセス

ユーザー
IIP(Web用の
F1ヘルプ表
示)

不可 可 あり 可

UF_VS* ビジュ
アル・
スタイ
ル

フレーム
ワークで使
われるビ
ジュアル・
スタイル

不可 不可 あり 可

	

注：
1.修正はフレームワークをバージョンアップしたときにオーバーライド
されます。この問題を避けるには、組み込みのソース・コードの指示
を参照してください。



フレームワーク・リポジトリ・オブジェクト

名前 タイプ 説明 実行リポ
ジトリへ
の配布

(Windows)

実行
リポ
ジト
リへ
の配
布

(Web)

ソー
ス・
コー
ドは
ある
か

サ
イ
ト
は
修
正
可
能
か

*MTXTFP_* 言語変数 平日など 通常なし 通常
なし

はい は
い

FPTAB データ
ベース・
ファイル

コード・
テーブル
のデータ

あり あり はい い
い
え

MTXTVF_* 言語変数 言語変数 通常なし 通常
なし

はい い
い
え

VF* フォーム フレーム
ワーク・
フォーム

あり なし はい い
い
え

VF* ファンク
ション

フレーム
ワーク・
ファンク
ション

なし あり はい い
い
え

VF_* フィール
ド

フレーム
ワーク・
フィール
ド

あり あり はい い
い
え

VF_* Webコン
ポーネン
ト

フレーム
ワーク
Webコン
ポーネン

なし あり はい い
い
え



ト

VF_AC* 再利用可
能パーツ

フレーム
ワーク
Ancestorク
ラス

通常あり なし いい
え

は
い
(注
1
参
照)

VF_AW* 再利用可
能パーツ

WAM
Ancestorク
ラス

なし あり はい い
い
え

VF_AX* ActiveX フレーム
ワーク
ActiveXク
ラス

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_BM* ビット
マップ

組み込み
ビット
マップ(存
在する場
合)

なし なし N/A い
い
え

VF_CH* 再利用可
能パーツ

デフォル
ト・コマ
ンド・ハ
ンドラー

通常なし なし N/A い
い
え

VF_CO* 再利用可
能パーツ

通信と接
続

通常あり なし いい
え

は
い
(注
2
参
照)

VF_EL* 単純
フィール
ド

フレーム
ワークが
使用する
フィール
ド

通常なし あり はい い
い
え



VF_EL* Webコン
ポーネン
ト

フレーム
ワークが
使用する
Webコン
ポーネン
ト

なし あり はい い
い
え

VF_EL* HTML
ページ

フレーム
ワークが
使用する
HTML
ページ

なし あり はい い
い
え

VF_ER 再利用可
能パーツ

エラー・
ハンド
ラー

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_FL* 再利用可
能パーツ

デフォル
ト・フィ
ルター

通常なし なし N/A い
い
え

VF_FP* 再利用可
能パーツ

残るオブ
ジェクト
(XML定
義)

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_GP* 再利用可
能パーツ

汎用オブ
ジェクト

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_HE* 再利用可
能パーツ

ヘルプお
よびアシ
スタント

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_IB* 再利用可
能パーツ

アイコン
および
ビット
マップ・
ライブラ
リ・オブ
ジェクト

通常あり なし いい
え

い
い
え



VF_IC* アイコン 組み込み
アイコン
(存在する
場合)

なし なし N/A い
い
え

VF_IM* イメージ 組み込み
イメージ
(存在する
場合)

なし なし N/A い
い
え

VF_LM* 再利用可
能パーツ

インスタ
ンス・リ
スト管理

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_LW* 再利用可
能パーツ

インスタ
ンス・リ
スト管理

なし あり いい
え

い
い
え

VF_PC* 再利用可
能パーツ

Virtual
ClipBoard
マネー
ジャー

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_PR001 ファンク
ション
VFU*で処
理

フレーム
ワーク内
部ファン
クション

あり あり いい
え

い
い
え

VF_PR* VF_PR001
以外は
ファンク
ション
VFU*で処
理

フレーム
ワーク内
部ファン
クション

なし あり いい
え

い
い
え

VF_SK 再利用可
能パーツ

スケルト
ン・レイ
アウト

通常なし なし いい
え

い
い
え

VF_SW* 再利用可
能パーツ

WAMフ
レーム

なし あり いい
え

い
い



ワーク・
サービ
ス・マ
ネー
ジャー

え

VF_SY* 再利用可
能パーツ

フレーム
ワーク・
マネー
ジャー

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_UM* 再利用可
能パーツ

ユー
ザー・イ
ンター
フェース
管理

通常あり なし いい
え

い
い
え

VF_VS* ビジュア
ル・スタ
イル

ビジュア
ル・スタ
イル

通常なし 通常
なし

はい い
い
え

VFPPF04 データ
ベース・
ファイル

レコード
様式にの
み使用

なし なし はい い
い
え

VFPPF06 データ
ベース・
ファイル

ユー
ザー・
データ

あり あり はい い
い
え

VFPPF07 データ
ベース・
ファイル

ユーザー
権限デー
タとその
他のカス
タム・プ
ロパティ

あり あり はい い
い
え

VFU* WAM コマンド
および
フィル
ター

なし なし いい
え

い
い
え



vlf_* ウェブ
レット

Framework
WAMレイ
アウト・
ウェブ
レット

なし あり はい い
い
え

	

注：
1.			動作の修正は、Ancestorメソッドを再定義することで行います。

2.			動作の修正は、IIP(imbedded	interface	point：組み込みインターフェー
ス・ポイント)を通して行います。



オペレーティング・システム・オブジェクト
永久ファイル・オブジェクト
テンポラリ・ファイルまたは半永久ファイル



永久ファイル・オブジェクト

ファイル名
フォーマット

保存場所
注1：
pppは、LANSA区
画識別子

説明

__DEFAULT__VF_CH001.htm x_ppp\execute デフォルトの新しい
コマンド・ハンド
ラーRAD-PADの内容

__DEFAULT__VF_CH001.rtf x_ppp\execute デフォルトの新しい
コマンド・ハンド
ラーRAD-PADの内容

__DEFAULT__VF_CH001_JPN.HTM	etc. x_ppp\execute デフォルトの新しい
コマンド・ハンド
ラーRAD-PADの内容

__DEFAULT__vf_ch001_JPN.rtf	etc. x_ppp\execute デフォルトの新しい
コマンド・ハンド
ラーRAD-PADの内容

__DEFAULT__VF_FL001.htm x_ppp\execute デフォルトの新しい
フィルターRAD-PAD
の内容

__DEFAULT__VF_FL001.rtf x_ppp\execute デフォルトの新しい
フィルターRAD-PAD
の内容

__DEFAULT__VF_FL001_JPN.HTM	etc. x_ppp\execute デフォルトの新しい
フィルターRAD-PAD
の内容

__DEFAULT__vf_fl001_JPN.rtf	etc. x_ppp\execute デフォルトの新しい
フィルターRAD-PAD
の内容

__PALLETE__VF_UM811.rtf x_ppp\execute イメージ・パレット

__RADPAD__xxxxxxxxxxx.rtf x_ppp\execute コマンド・ハンド



ラー用RAD-PADまた
は初期識別子
XXXXXXXXXXXが
付いたフィルター

DF*.dll x_ppp\execute 実行可能なデモンス
トレーション・コン
ポーネント

DF*.gif x_ppp\execute 実行可能なデモンス
トレーション・コン
ポーネント

DF*.gif x_ppp\execute 実行可能なデモンス
トレーション・コン
ポーネント

DF_DET18*.xsl x_ppp\execute 実行可能なデモンス
トレーション・コン
ポーネント

dm_*.dll x_ppp\execute 実行可能なデモンス
トレーション・コン
ポーネント

DW*.dll x_ppp\execute Webで実行可能なデモ
ンストレーション・
コンポーネント

DW*.s x_ppp\execute コンパイル時にWebス
ケルトン使用。

DW_T12_DWT1202_AboutLANSA.htm x_ppp\execute デモ・アプリケー
ション素材

DW_T12_DWT1203_AboutLANSA.doc x_ppp\execute デモ・アプリケー
ション素材

DW_T12_DWT1204_Table*.XLS x_ppp\execute デモ・アプリケー
ション素材

DW_T12_DWT1205_VLFOview.ppt x_ppp\execute デモ・アプリケー



ション素材

DW_T12_DWT1206_AboutLANSA.pdf x_ppp\execute デモ・アプリケー
ション素材

ENG_vf*	/	FRA_vf*	/	JPN_vf*	etc
.htm

x_ppp\execute コード	ウィザード	ヘ
ルプHTML

ENG_vf*	/	FRA_vf*	/	JPN_vf*	etc
.vfi

x_ppp\execute コード	ウィザード(テ
キストを含む)

ENG_vf*	/	FRA_vf*	/	JPN_vf*	etc
.vft

x_ppp\execute コード	ウィザード	テ
ンプレート

FP_TABLE_*.dat x_ppp\execute 出荷済みコード表の
データ

FPTAB.dll x_ppp\execute FPTABファイルの入
出力モジュール

LANSA047.chm x_lansa\execute フレームワーク配布
チェックリスト

LANSA048.chm x_lansa\execute フレームワーク・
ユーザー・ガイドお
よびチュートリアル

Lansa049.chm x_lansa\execute RAMPユーザーズ	ガ
イド

NL_Load_Test.htm x_ppp\execute RAMPオブジェクト

RichText.zip x_ppp\execute Microsoft
RichText32.OCX
ActiveXコントロール

U_BIF985.DLL x_lansa\execute ユーザー定義組み込
み関数

U_BIF987.DLL x_lansa\execute ユーザー定義組み込



み関数

UF*.css x_ppp\execute スタイル・シート

UF_*.dll x_ppp\execute 実行可能なユーザー
定義フレームワーク

UF_IM*.gif x_ppp\execute Start	UpとIntro	images

UF_JS001.JS x_ppp\execute Scripts

VF_*	(except	VF_IC*).gif x_ppp\execute コード	ウィザード	ヘ
ルプ画像

VF_*.dll x_ppp\execute 実行可能な出荷済み
フレームワーク・コ
ンポーネント

VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.dat x_ppp\execute フレームワーク(シス
テム)仮想クリップ
ボードの、デフォルト
の配布設定

VF_HE003.dat x_ppp\execute Helpトピックのクロ
スリファレンス

VF_HT*.htm 画像ファイル
のディレクト
リおよび
x_ppp\execute

Webフレームワーク
html

VF_ICnnn.gif 画像ファイル
のディレクト
リおよび
x_ppp\execute

その他のWebフレーム
ワーク用画像―例、
RADPAD

VF_ICnnn1.gif 画像ファイル
のディレクト
リおよび
x_ppp\execute

16×16ピクセルの画像
(Webフレームワー
ク・アイコン用)



VF_ICnnn3.gif 画像ファイル
のディレクト
リおよび
x_ppp\execute

32×32ピクセルの画像
(Webフレームワー
ク・アイコン用)

VF_MACRO.sid x_ppp\execute RAMP用のnewlookマ
クロ

vf_multi*.js x_ppp\execute Visual	LANSAフレー
ムワークの拡張機能
で使う多言語文字列

VF_SY001_Nodes
YYYYMMDD_HHMMSS.XML

x_ppp\execute RAMP画面定義

VF_SY001_Nodes.XML x_ppp\execute RAMP画面定義

VF_Sy001_Servers.xml x_ppp\execute サーバー定義

VF_Sy001_Servers_YYYYMMDD_HHMMSS.xml x_ppp\execute サーバー定義セー
ブ・バージョン

VF_Sy001_System.xml x_ppp\execute フレームワーク定義

vf_sy001_system_*.JSおよび
vf_sy001_system_*.JS.gz

x_ppp\execute system.xmlと同等、た
だしJavaScriptなので
高速に読み込み可能

VF_Sy001_System_*_Launch_*.htmおよび
VF_Sy001_System_*_Launch_*.htm.gz

x_ppp\execute Webフレームワークを
初期化する。フレー
ムワークでセーブす
ることによって作成
される。

VF_Sy001_System_*_WEB/WIN/XP.htmおよび
VF_Sy001_System_*_WEB/WIN/XP.htm.gz

x_ppp\execute Webフレームワークを
初期化する。フレー
ムワークでセーブす
ることによって作成
される。組み込み
VF_sy001_system.XML



を含む

vf_sy001_system_choice.txt x_ppp\execute フレームワーク・
バージョン選択

vf_sy001_system_Preferences_username.xml x_ppp\execute システム環境設定

VF_Sy001_System_YYYYMMDD_HHMMSS.xml x_ppp\execute フレームワーク定義
セーブ・バージョン

VF_Sy001_Tables.xml x_ppp\execute コード表定義

VF_Sy001_Users.xml x_ppp\execute ユーザー定義

VF_Sy001_Users_YYYYMMDD_HHMMSS.xml x_ppp\execute ユーザー定義セー
ブ・バージョン

vf_sy004_*.dat x_ppp\execute HTMLファイル作成

vf_sy120.htm x_ppp\execute newlookランタイム・
マネージャー

vf_sy120.js x_ppp\execute newlookランタイム・
マネージャー

UF_SY120.JS x_ppp\execute 独自のJavaScript関数
を格納するファイル

VF_SY131_Filter_ENG.HTM x_ppp\execute インスタントプロト
タイピングアシスタ
ント用のフレーム
ワーク・オブジェク
トを生成

VF_SY131_Handler_ENG.HTM x_ppp\execute インスタントプロト
タイピングアシスタ
ント用のフレーム
ワーク・オブジェク
トを生成

VF_UM*.GIF x_ppp\execute デモンストレーショ



ン素材gif

vf_um703.htm x_ppp\execute newlook設計セッショ
ン

vf_um703.js x_ppp\execute newlook設計セッショ
ン

VF_UM835.xml x_ppp\execute 汎用スクリプト・エ
ディター

VF_User_Virtual_Clipboard_Default.dat x_ppp\execute ユーザー仮想クリップ
ボード用のデフォルト
の配布設定

VF_VS*.css 画像 Webフレームワーク用
スタイル・シート

VF_XP*.nlg x_ppp\execute フレームワーク
newlookマクロ

VF_XXnnn.jsおよびVF_XXnnn.js.gz 画像 Webフレームワーク
JAVAスクリプト

VFPP*.dll x_ppp\execute VFPP*ファイル(ユー
ザー・プロファイ
ル・ストレージ)の入
出力モジュール

	

注：
1.			X_pppの"ppp"はLANSAの区画識別子です。

2.			これらのオブジェクトをマルチ・フレームワーク環境に配布するに
は特に注意が必要です。

3.			また同様に、これらのファイルは構成が異なるフレームワークで
は、異なる名前になることがあります。

4.			フレームワークがこれらのファイルを利用する設定であれば、ファ
イルを配布する必要があります。これらのフレームワークDLLはVL配
布ツールを使って配布することができます。オプションを使用して、
その他のオブジェクトタブ・ページにLANSA以外のオブジェクトを追



加します。新しいパス名を作成する必要があります。例えば、DLLを
ターゲットPC内の正しいフォルダーにインストールするために、
System	Executeフォルダーを指すSYSPATHなどです。

5.			これらのファイルは配布先のサイトで管理者が入れ替えることがで
きます。

6.			これらのファイルは出荷済みのフレームワークで使用されますが、
通常出荷前にユーザーが定義したバージョンに入れ替えられます。

7.			Windowsの実行環境には通常VF_SY001_SYSTEM.XMLが配布されま
す。VF_SY001_System.xmlはVF_SY001_System_Web/Win/XP.htmに組み
込まれているため、Webの実行環境には通常VF_SY001_System.xmlは
配布されません。Web実行環境にはVF_Sy001_System*.HTMが配布さ
れます。

11.	RAMPに必要。

13.	Windows	Webサーバーのみ。

14.	「GZIPファイル圧縮の使用」に従いGZIPファイル圧縮機能を使う場
合は.gzファイルも必要。

	
	



テンポラリ・ファイルまたは半永久ファイル

ファイル名フォーマッ
ト

保存場所 説明 実行環
境への
配布

注
を
参
照

ppp_User_
_Virtual_ClipBoard.Dat

システム変
数
*Temp_Dir
に定義され
たディレク
トリ

ユーザーの
Virtual
clipboard
データ・ス
トレージ

通常な
し

1

ppp_Framework_
_Virtual_ClipBoard.Dat

システム変
数
*Temp_Dir
に定義され
たディレク
トリ

フレーム
ワークの
Virtual
Clipboard
データ・ス
トレージ

通常な
し

1

Bbbbbbbbbbb_Part_1.Lst
Bbbbbbbbbbb_Part_2.Lst

ユーザー用
一時ディレ
クトリ定
義。システ
ム変数
*Temp_Dir
のデフォル
ト値

保存されて
いるビジネ
ス・オブ
ジェクト・
インスタン
ス・リスト
の詳細

通常な
し

2

	

注：
1.			ここで"ppp"はLANSAの区画識別子です。

2.			ここで"bbbbbbbbbbbb"は固有の関連付けられたビジネス・オブジェク
トの内部識別子です。



バックアップが必要なもの
使用するフレームワークでバックアップする必要があるもののリストで
す。

オブジェクト いつバック
アップするか

注
を
参
照

LANSAリポジトリ すべてを変更
した後

	

__DEFAULT__VF_CH001.RTF デフォルトを
変更した場合

	

__DEFAULT__VF_FL001.RTF デフォルトを
変更した場合

	

__PALLETTE__VF_UM811.RTF イメージ・パ
レットを編集
した後

	

__RADPAD__*.RTF フレームワー
クのデザイ
ン・セッショ
ン後に保存

	

Framework_Export*.zip 必要に応じて 	

VF_SY001_System*.XML フレームワー
クのデザイ
ン・セッショ
ン後に保存

1

VF_SY001_Users*.XML ユーザー詳細
を編集した後
に保存

1

VF_SY001_Servers*.XML サーバー・
セッション後
に保存

1



VF_SY001_Tables*.XML コード・テー
ブルを編集し
た後に保存

1

VF_SY001_Nodes*.XML RAMPを編集し
た後に保存

1

VF_SY120.JS RAMPを編集し
た後に保存

	

UF_*(ユーザー・リポジトリ・
オブジェクト)

オブジェクト
を変更した後

	

	

注：
1.			また同様に、これらのファイルは構成が異なるフレームワークで
は、異なる名前になることがあります。

2.			フレームワークの構成によって、これらのファイルはWeb画像ディレ
クトリまたはppp_FLA(ここで”ppp”は使用するパーティションの識別
子)という名前のサブディレクトリのLANSAに常駐します。



配布のチュートリアル
Windowsにのみ適用。
構成：
VLF008WIN	-	Windowsフレームワークの配布
アプリケーション完成後、配布ツールを使って、各ユーザーがインス
トールするべきソフトウェアをまとめたパッケージを作成します。
その手順は配布先のユーザー環境によって異なります。このチュートリ
アルでは、個々のPCのチュートリアル・アプリケーションを使ってフ
レームワークを配布する方法を説明します。

アプリケーションは、これをインストールしたPC上で、それぞれ独立し
て動作します。ユーザーはそれぞれ、エンド・ユーザーとしてフレーム
ワークを立ち上げることになります。
配布ツールはVisual	LANSAの付属機能であって、Visual	LANSAフレー
ムワークに特有のものではありません。詳細については、『LANSAアプ
リケーション配布ツール』を参照してください。
アプリケーションの配布方法について詳しくは、「Visual	LANSAフレー
ムワーク	配布チェックリスト」を参照してください。

javascript:void(0);openCHM('lansa047.CHM::/vlfdpl_0010.htm','main');
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